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写真 5:5類 (試米斗番号 4、 北白,II下 層Ⅲ、里木 I式 )

実体顕微鏡写真(1)
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写真 7:2類 (試料番号135、 無文土器)

写 真 9:2類 (試料番号29、 1ヒ陸系土器 )

写 真 8:5類 (試料番号140、 無文土器 )

実体顕微鏡写真(2)

写真 10:5類 (試料番号30、 1ヒ陸系土器)
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第 1表 SX1001出土遺物観察表 (土器)(1)
物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型 式

土
点

出
地 色 調 土 焼 成 備  考

1

直立する口縁は、にぶく尖らされた端部外
面に幅 l cmほ どのC宇形爪形文が2条施文
されている。

前期 Ia

外面 :5YR 6/6

橙
:5YR 6/6

橙
内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2
内彎する国縁部には幅 7 mmほ どのC字形爪
形文が間隔をあけて水平方向に2条施文さ
れている。

不 明 前期Ia
外面 5YR 7/6

橙
25Y6/2
灰責

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

3
C字形爪形文で鋸歯状の文様が描かれて呼
る。

前期 Ia

外面 :75YR 4/6
掲

:75YR 4/6
掲

内面

石英 長石 結晶
片岩

4

緩やかに内瞥する日縁は端部がわずかに内
側に折り曲げられ、外面には半裁竹管によ
り結節沈線文が 3条 間隔をあけて水平方向
に並行するように施文されている。

前期Ⅲc

外 面 25Y6/2
灰黄
25Y5/4
黄褐

内面

石英 長石 結 晶

片岩 赤色斑粒

5
緩やかに内彎する国縁は端部が半我竹管に
よる連続刺突で細かく波打っている。内面
には連続する指頭圧痕が残されている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期Ⅷ

外面 10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 5/1
掲灰

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

6

外面には条の間隔のあいた0
段多条の可能性があるLR縄
文を施文している。縄の開端
部を他の条で緯った痕跡があ
る。

前期Ⅷ a

外面 :10YR 6/1

褐灰
内面 :10YR 6/3

にぶい黄橙

石英 結晶片岩
赤色斑粒

7

外面には条の間隔のあいた0
段多条の可能性があるLR縄
文を施文している。

前期Ⅷ a

外 面 :75YR 5/2
灰褐

:75YR 5/4
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

8
外面には撚の方向の異なる縄
文を交互に施文して羽状縄文
が表出されている。

前期Ⅷ a

外面 10YR 4/2
灰責褐
10YR 5/4
にぶい黄褐

内面
石央 長石

9
外面には条の間隔のあいた0
段多条の可能性があるRL縄
文を施文している。

前期Ⅷ a

外面 75YR 4/2
灰褐
75YR 4/2
灰褐

内面

石英 結晶片岩
赤色斑粒

器壁が 3 mmほ どと薄く、内面には指頭圧痕
が残されている。

外面にはLR縄文を施文して
いる。

前期Ⅷ a

外 面 75YR 6/6
橙
75YR 5/6
明褐

内面

石英 長石 赤色
斑粒

11

外面には撚の方向の異なる縄
文を交互に施文して羽状縄文
が表出されている。

前期Ⅷ a

外 面 75YR 6/4
にぶい橙
5YR 6/6
橙

内面

英
粒

石
斑

長石 赤 色

器壁が 3 mmほ どと薄 く、内面 には綱かい /

ケ状 の横 ナデ調整が加 えられている。

外面にはLR縄文を施文して
いる。

前期Ⅷ a

外面 :75YR 4/6
褐

内面 :75YR 5/4
にぶい褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内面 には指頭圧痕が残 されている。

外面には条の間隔のあいた0
段多条の可能性があるRL縄
文を施文している。

前期Ⅷ a

外面 75YR 3/1
黒褐
75YR 5/3
にぶい褐

内面

石英 結晶片岩

赤色斑粒

14

外面には条の間隔のあいた0
段多条の可能性がある撚の方
向の異なる縄文を交互に施文
して羽状縄文が表出されてい
る。

前期Ⅷ a

外 面 75YR 5/2
灰褐
10YR 5/3
にぶい責褐

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

外反する国縁には半裁竹管により並行する
結節沈線文が施文されている。

前期 Ⅲ c

外 面 10YR 8/3
浅責橙
10YR 8/3
浅責橙

内面
石英 長石

外面には浅い沈線により格子目文が施文さ
れている。

前期 Ⅲ c

外面 10YR 6/4
にぶい黄橙
75YR 4/3
褐

内面
石英 長石

17
器壁が 4 mmほ どと薄くハケ状施文具を使用
したナデ調整が施されている。

前期 Ⅲ a

Ｒ

　

Ｒ

Ｙ

　

Ｙ

猜
橙
７５
橙

面
　
面

外
　
内

石莫 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

良好

内外面に指頭圧痕が残される器壁が 3 mmほ

どの上器。内外面ともナデ調整が施されて
いるが、特に内面にはハケ状施文具の痕跡
が残されている。

前期Ⅲ a

外面 :10YR 4/2

灰黄褐
内面 :10YR 5/4

にぶい責褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

良好

外面には撚の方向の異なる縄
文を交互に施文して羽状縄文
が表出されている。

前期Ⅷ b

外面 5YR 5/4
にぶい赤褐
5YR 5/5
にぶい赤褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

良好

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期Ⅷ b

外面 :75YR 6/4
にぶしゝ橙

:75YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

良好
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第 1表 SX1001出土遺物観察表 (上器)(2)
物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型 式

土

点

出

地 色 調 土 焼 戊 備  考

外面には撚の方向の異なる縄
文を交互に施文して羽状縄文
が表出されている。

前期Ⅷ b

外 面 75YR 7/4
にぶい橙
5YR 7/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑泣

良好

22
器壁が 6 mmほ どで、内面には指頭圧痕が残
されている。

外面には撚の方向の異なる縄
文を交互に施文して羽状縄文
が表出されている。

前期Ⅷ b

外面 10YR 5/3
にぶい黄褐
10YR 5/4
にぶい黄褐

内面

石英 長石 結晶

片岩

口縁端部内面には粘土帯を貼 り付けて段が
設けられている。端部は頂部に棒状施文具
が押しつけられ細かく波打っている。

内外面ともLR縄文を施文し
ている。

前期 V

外面 75YR 7/4
にぶい橙
75YR 7/4
にぶい橙

内面

英
粒

石
斑

長石 赤色
不 良

頸部で外方に折 り曲げられ上方に向かって
開く口縁は、端部内面に粘土帯を貼 り付け
て段が設けられている。

口縁部内外面ともLR縄文を
施文している。

前期Ⅵ c

外 面 75YR 6/4
にぶい橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内彎する口縁は、端部内面に粘土帯を貼 り
付け縄文を施文後、さらに頂部外面にも粘
土を貼 り付けて肥厚させ内面は時計回り、
外面は反時計回りの方向のヘラ状施文具に
よる連続刺突を加え断面方形に仕上げられ
ている。また口縁部外面は端部から孔cmほ
ど下に半税竹管による結節浮線文が加えら
れた凸帯が 2条 国縁に並行して貼 り付けら
れている。

口縁部内外面ともLR縄文を
施文している。

前期Ⅶ a

外面 10YR 7/4
にぶい黄橙
10YR 7/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

良好

26

内彎する口縁は、端部内面に粘土帯を貼 り
付け縄文を施文後、さらに頂部内外面にも
粘上を貼 り付けて肥厚させ内面は時計回
り、外面は反時計回りの方向の∨状施文具
による連続刺突を加え断面方形に仕上げら
れている。また口縁部外面は端部からl cm

ほど下に同じΣ状施文具による刺突が加え
られた凸帯が貼り付けられている。

口縁部内外面ともRL縄文が
施文されているが、内面の縄
文は端部からl cmほ どを残し
てナデ消され、境には稜が残
されている。

前期Ⅶ a

外面 5YR 6/8
橙
5YR 5/6
明赤褐

内面

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

良好

直立する口縁は、端部内面に縄文を施文後、
頂部内外面に粘上を貼 り付けて肥厚させ内
面は時計回り、外面は反時計回りの方向の
∨状施文具による連続刺突を加え断面方形
に仕上げている。また口縁部外面は端部か
ら15 cmほ ど下に同じΣ状施文具による刺
突が加えられた凸帯力瀬占り付けられている。

口縁部内外面ともRL縄文が
施文されているが、内面の縄
文は端部からl cmほ どを残し
てナデ消さている。

前期Ⅶ a

外面 10YR 7/3
にぶい黄橙
75YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

良好

直立する口縁は、端部内面に縄文を施文後
頂部内外面に粘土を貼 り付けて肥厚させ内
面は時計回り、外面は反時計回りの方向の
V状施文具による連続刺突を加え断面方形
に仕上げている。また口縁部外面は端部か
らl cmほ ど下に同じΣ状施文具による刺突
が加えられた凸帝が貼り付けられている。

口縁部内外面ともRL縄文が
施文されているが、内面の縄
文は端部から5 mmほ どを残し
てナデ消されている。

前期Ⅶ a

外 面 10YR 5/3
にぶい黄褐
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 赤色
斑粒

29

緩やかに内彎する日縁は端部が外方に折り
曲げられ、外は端部から1 5cmほ ど下に
Σ状施文具による刺突が加えられた凸帯が
口縁に並行に貼り付けられている。

口縁部内外面と端都頂部とも
RL縄文が施文されている
が、内面の縄文は端部から 1

cmほ どを残 してナデ消されて
いる。

前期Ⅶ c

外 面 ‐ＯＹＲ ５

朧

‐ＯＹＲ ４

倣
内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内彎する外面にはΣ状施文具による刺突が
加えられた凸帯を水平に貼 り付けている。

外面には縦走するRL縄文を
施文している。 前期Ⅶ

外面 75YR 6/4
にぶい橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 結晶片岩
赤色斑粒

外反する外面にはΣ状施文具による刺突が
加えられた凸帯を水平に貼 り付けている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期Ⅶ

外 面 10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外方に折り曲げられた頸部と、内彎しなが
ら外上方にのびる口縁部を持っている。

外面には0段多条の可能性が
あるRL縄文を施文 してい
る。

前期Ⅷ

外 面 10YR 4/2
灰責褐
75YR 5/4
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

筒状の体部には貝殻背圧痕が施文された断
面三角形の低い凸帯が 2条、間隔をあけて
水平に貼 り付けられている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期Ⅷ

外 面 75YR 7/4
にぶい橙
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期Ⅷ

外 面 10YR 7/6
明黄褐
75YR 7/6
橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

緩やかに外反する体部は内面に丁寧なナデ
調整が加えられている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期Ⅷ b

外 面 10YR 7/4
にぶい黄橙
10YR 3/2
早掲

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期Ⅷ b

外面 10YR 6/4
にぶい黄橙
10YR 4/2
灰黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外面には縦走するRL縄文を
施文している。 前期Ⅷ b

外 面 5YR 6/6
橙
10YR 7/4
にぶい黄橙

内面

石央
片岩

結 晶長 石
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第 1表 SX1001出土遺物観察表 (土器)(3)
物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型 式

土

点

出

地 色 調 胎 土 焼 成 備  考

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期Ⅷ b

外面 !75YR 6/6
橙

内面 :75YR 6/4
にぶい橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外面にはLR縄文を施文して
いる。

前期Ⅷ b

外 面 10YR 4/2
灰黄褐
10YR 4/1
褐灰

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

40
外面 には縦走す る RL縄 文 を

施文 している。
前期Ⅷb

外面 75YR 7/4
にぶい橙
75YR 7/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

直立する国縁は内面に不規則な貝殻条痕が
残され、頂部に貝殻復縁文が施文された端
部直下には、外面に細隆起状の粘上の貼り
付けが口縁に並行するように施文されてい
る。

前期 Ib

外 面 75YR 4/2
灰褐
75YR 3/1
黒褐

内面

英
粒

石
斑

長石 赤色
良好

直立する体部内外面には不規則な貝殻条痕
が残されている

前期 Ib

外 面 10YR 5/3
にぶい責褐
5YR 5/8
明赤褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

良好

内彎する口縁は端部がにぶく尖らされ、時
計回りの方向のC字爪形文が施文されてい
る。また外面は端部直下に帯状の粘上が薄
く貼 り付けられ、幅 1 5cmほ どのC宇爪
形文が口縁に並行して施文されている。

内面にはRL縄文が施文され
ているが端部から5 mmほ どを
残してナデ消されている。

中期 Ib
外 面 10YR 7/4

にぶい黄橙
10YR 7/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内彎する国縁部外面にはC字爪形文が施文
された低い凸帯を水平に貼り付けている。

縦走する長大な節のRL縄文
を施文している。

中期 Ib

外 面 75YR 6/8
橙
75YR 6/8
橙

内面

石英 結晶片岩
赤色斑粒

内彎する国縁部外面にはC字爪形文が施文
された低い凸帝が貼り付けられている。

RL縄文を施文している。 中期 Ib

タト面 10YR 3/2
灰白
10YR 8/2
灰白

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内彎する口縁部外面にはC字爪形文が施文
された帯状の粘土が薄く貼り付けられてい
る。

縦走する長大な節のRL縄文
を施文している。

中期 Ib

外 面 75YR 5/4
にぶい褐
10YR 5/2
灰黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

膨らみが大きい体部は「く」の字に屈曲す
る頸部との境に帯状の粘土を薄く貼り付け
た上からC字爪形文が施文されている。同
様の爪形文列は日縁部にも残されている。

口縁部外面には縦走する節の
大きいRL縄文を施文してい
る。

中期 Ib

外 面 10YR 7/6
明黄褐
10YR 7/6
明黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

48
膨らみが大きい体部は「 く」の字に屈曲す
る頚部との境にC字爪形文が施文されてい
る。

口縁部外面には縦走する長し

節のRL縄文を施文 してヤ
る。

中期 Ib

外面 5YR 5/8
明赤褐
5YR 6/8
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

緩やかに内彎する体部には帯状の粘土を薄
く貼 り付けた上に施文されたC字爪形文に
よって環状のモチーフが描かれている。

外面には縦走する長大な節を
持ったRL縄文を施文してい
る。

中期 Ib

外 面 25YR 6/6
橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

緩やかに内彎する体部には帯状の粘土を薄
く貼り付けた上にC字爪形文が 2条水平に
並んで施文されている。

外面には縦走するRL縄文を
施文している。

中期 Ib

外 面 10YR 5/4
にぶい責褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 赤色

斑粒

内面は横方向のヘラケズリ調整が加えられ
ている

外面には縦走する節の大きし
RL縄文を施文している。

中期 Ib

外 面 75YR
6/6橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外面には縦走する節の大き▼
RL縄文を施文している。

中期 Ib

外面 5YR 6/8
橙
10YR 5/2
灰責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

地文の縄文の上に帯状の粘上を縦に薄く貼
り付1)て いる。

外面には縦走する節の大きW

RL縄文を施文している。
中期 Ib

外面 :10YR 5/2

灰黄褐
内面 :10YR 5/2

灰黄褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

筒状の体都と、「く」の字に屈曲する顕部
から上方に大きく開く内彎する口縁部を
持った平縁の深鉢形土器、国縁端部外面に
は貝殻背圧痕文が連続 して施文されてい
る。

外面及び口縁端部内面に節の
長いRL縄文が施文されてい
るが、外面は顕部付近が、内
面は端部から5 mmほ どの範囲
を残してそれぞれ縄文がナデ
消されている。

中期 I

タト面 10YR 7/4
にぶい責橙
10YR 7/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

良好

内彎する日縁は端部外面に粘土帝が貼り付
けられて肥厚している。にぶく尖らされた
国縁端部上面には、時計回りの方向にC字
爪形文が施文されている。また外面は帯状
の粘上の貼り付けの上に、幅 7 mmほ どのC
字爪形文が施文されている。

口縁端部内面には節の小さい
RL縄文が施文 されている
が、端部から1帥ほどの範囲
を残してナデ消されている。

中期 I

外面 :5YR 4/8

赤褐
:10YR 5/6

責褐
内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内彎する口縁部を持った平縁の深鉢形土器
で、口縁端部外面には貝殻背圧痕文が連続
して施文されている。

口縁部内外面と端部上面には
節の小さいRL縄文を施文し
ている。

中期 Ⅱ

外面 10YR 8/3
浅責橙
10YR 7/2
にぶい責橙

内面

石英 長石 赤色
斑辻
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第 1表 SX1001出土遺物観察表 (上器)(4)
物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型 式

土
点

出
地 色 調 胎 土 焼成 備  考

強く内彎する国縁を持った緩やかな波状口
縁の土器。口縁端部内面に粘土帝を貼 り付
けて肥厚させ頂部を平坦に仕上げてヘラ先
による刻み目が施されている。外面には粘
土を帝状に薄 く貼 り付けた上から幅 1～
1 5cmほ どの爪形文列が口縁に並行 して
上下2条にわたって施文されている。

口縁端部内面の粘土帯の貼り
付けの上には節の小さいRL
縄文が施文されているが、端
部からl cmほ どの範囲を残し
てナデ消されている。また外
面は縄文施文後にナデ消され
た可能性がある。

中期 Ia

外面 10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 7/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

緩やかに内暫する国縁は内外面に縄文を施
文後、口縁部外面の端部から2 5cmほ ど
下にC字爪形文が施文された凸荷を口縁と
並行して貼り付け、日縁と凸帯に沿ってそ
れぞれ先端が円い棒状の径 5 mmほ どの円形
または楕円形の刺突列が施文されている。

口縁部内外面には節が長く撚
の緩いRL縄文を施文してい
る。

中期 Ⅲ a

外面 10YR 7/3
にぶい責橙
25Y6/2
灰責

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色班粒

緩やかに内彎する国縁部外面には先端が円
い棒状施文具による押し引きで連弧文が施
文されている。

外面には撚が緩 く長い節を
持ったRL縄文を施文してい
る。

中期 Ⅲ c

外 面 5YR 6/6
橙
5YR 5/6
明赤褐

内面

石英 長石 結 晶

片岩 赤色斑粒

口縁端部外面には、上部に貝殻背圧痕文が
連続して施文された 1.5 cmほ どの粘土帯
が射り付けられている。

口縁端部内面および頂部には
撚の緩い長い節を持ったRL
縄文を施文している。

中期Ⅳ c

外面 10YR 7/4
にぶい黄橙
10YR 7/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内彎する口縁は端部が円く仕上げられ、凸
帯によって上下に対向する位置に連弧状の
弧線文が描かれている。連弧文の間には貝
殻背圧痕文が縦に付けられ、凸帝に沿って
径 3 mmほ どの大きさの巻貝の頂部を使用し
た円形刺突が施文されている。

口縁端部内面には縦たする長
い節を持ったRL縄文が施文
されているが、端部からl cm

ほどの範囲を残してナデ消さ
れている。

中期 Ⅲ d

外面 5YR 5/4
にぶい赤褐
5YR 5/4
にぶい赤褐

内面

石英 結晶片岩
チャート

上方に向かって大きく開く直線的な体部と
底部の境は外方に張り出している。

外 面 75YR 5/3
にぶい褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

緩やかに内彎する上方への開きの大きい体
部と上げ底の底部を持っている。

外 面 ‐ＯＹＲ ６

囀

‐ＯＹＲ ５

倣
内面

石英 長石 赤色

斑粒

底部近くの側縁に指頭による押圧を加え多
角底の底部を形成している。

外面には0段多条の可能性が
あるRL縄文を施文している。

外面 :25YR 6/8
橙

内面 :25YR 6/8
橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

上方に向かって大きく開く直線的な体部を
持った平底の土器。

外 面 5YR 6/8
橙
25YR y8
明赤褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

成
良

焼
不
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第 2表 SX1002出土遺物観察表 (土器)(1)

物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型 式

出土
地点

色 調 土 焼 成 備  考

直立する国縁は端部に貝殻復縁による刻み
目が施され、内外面には横方向の貝殻条痕
文が残されている。

前期 Ia

外 面 10YR 3/1
黒褐
10YR 6/2
灰責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

わずかに外反する体部は外面に不規則な貝
殻条痕が施文され、内面の指頭圧痕はナデ
消されている。

前期 Ia

外 面 10YR 5/2
灰黄掲
10YR 5/2
灰黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

99

外反する体部は外面に不規貝Uな 貝殻条痕が
施文されている。内面は指頭圧痕の他に貝
殻条痕が施文されていた可能性が高いがナ
デ消されている。

前期 Ia
外面 5YR 6/4

にぶい橙
10YR 3/2
黒褐

内面
石英 結晶片岩

外面に不規則な貝殻条痕が施文されてい

る。内面には指頭圧痕が加えられていた可
能性が高いがナデ消されている。

前期 Ia

外面 10YR 5/2
灰黄褐
10YR 5/2
灰責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

外面にはC宇爪形文で鋸歯文が描かれてい

る。内面はナデあるいは細かい条痕と考え
られる横方向の調整が残されている。

前期 I

外面 25Y6/2
灰責
25Y5/2
暗灰黄

内面
石英

外面には細い沈線で格子目文が描かれてし

る。
前期 Ic

外 面 10YR 5/2
灰黄褐
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面

石英 結晶片岩
赤色斑粒

外面には細くて浅い沈線で格子目文が描か
れている。

前期 Ic

外 面 10YR 5/3
にぶい責褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石英 赤色斑粒

緩やかに内彎する国縁は端部に半我竹管を
使用したと考えられる刺突が連続して行わ
れ、外面には口縁に並行するように間隔の
不規則な沈線が引かれている。

外 面 75YR 5/3
にぶい褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石英 長石

内彎する口縁は端部が軽く内側に折り曲げ
られ円く仕上げられた上面には半教竹管に
よる刺突が連続して行わている。国縁部外
面には端部から1 5cmと 3 cmほ ど下に半
裁竹管によるC字の結節沈線文が口縁に並
行して 1条ずつ施文されている。

前期Ⅲ c

外 面 75YR 6/4
にぶい橙
25Y6/3
にぶい責

内面

石英 長石 赤色
斑粒

106

屈曲する頸部から外上方に延びる日縁は端
部近くで内側に折り曲げられ、薄く仕上げ
られた国縁端部にはヘラ先による刻み目が
連続して加えられている。頸部の屈曲部に
は半載竹管を使った結節沈線文が 1条施文
されている。

前期 Ⅲ c

外面 :10YR 7/3
にぶい責橙

内面 :10YR 7/2
にぶい黄橙

石英 長石

107
内皆する口縁は外面に半裁竹管を刺突した

結節沈線文で直線的な幾何学文様が描かれ
ている。

前期Ⅲc

外面 5YR 6/4
にぶい橙
10YR 6/2
灰責褐

内面
石英

内彎する体部は外面に半裁竹管状工具の刺
突による結節浮線文で直線的な幾何学文様
が描かれている。

前期Ⅳb

外面 25Y
灰黄
25Y
灰責

7/2

内面
石英

外反する体部は外面に半裁竹管状工具の刺
突による結節浮線文で直線的な幾何学文様
が描かれている。

前期 Ⅳ b

外 面 25Y
灰責
25Y
灰責

7/2

内面
石央

上方に向かって開く直線的な口縁は途中で
短く上方に屈曲している。屈曲部には国縁
に並行して低い凸帯が貼り付けられ日縁端
部から垂下した棒状の凸帯と交わってい
る。

外面には撚の方向が異なる縄
文を交互に施文して羽状縄文
を表出している。

前期Ⅷ a

外面 10YR 5/2
灰責褐
10YR 4/1
褐灰

内面

石 英 長 石
チャート

器壁の厚さが 4 mm前 後のわずかに内彎する
口縁は、端部が薄く仕上げられ外面に指頭
圧痕が残されている。

外面には0段多条の可能性が
あるRL縄文を施文 してい
る。

前期Ⅷ a

外面 :5YR 6/6

橙
内面 :75YR 5/ユ

褐灰

石英 結晶片岩

体部は器壁の厚さが 4 mm前 後と薄く、外面
には羽状縄文が残されている。

外面には撚の方向が異なる縄
文を交互に施文して羽状縄文
を表出している。

前期Ⅷ a

外面 10YR 7/3
にぶい責橙
10YR 7/2
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

緩やかに外反する体都は外面には羽状縄文
が残されている。内面は指頭圧痕がナデ消
されている。

外面には条の間隔が開いた撚
の方向が異なる縄文を交互に
施文している。

前期Ⅷ a

外面 10YR 7/3
にぶい責橙
10YR 5/3
にぶい責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

内彎する体部は内面に横方向のヘラケズリ
調整が加えられている。

外面には0段多条の可能性が
あるLR縄文を施文 してい
る。

前期Ⅷ a

外面 10YR 6/3
にぶい黄橙
75YR 7/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

内面は輪積痕と指頭圧痕が残されている。
外面にはLR縄文を施文して
いる。

前期Ⅷ a

外 面 75YR 6/4
にぶい橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
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物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型式

土
点

出
地 色 調 土 焼成 備 考

外面には瑞部を他条で緯った
LR縄文を施文している。

前期Ⅷ a

外面 :75YR 5/4
にぶい褐

:75YR 6/3
にぶい褐

内面
石英

にぶく尖らされた口縁端部には深い刻み目
が施され、外面には結節浮線文をつけた凸
帯が間隔をあけて回縁に並行して貼り付け
られている。

口縁部内外面ともRL縄文を
施文している。

前期Ⅵ b

外面 :10YR 7/1

灰白
内面 :10YR 7/2

にぶい黄橙

石英 長石

直立する日縁は端部内外面に粘土帯が貼り
付けられ、内面は時計回り、外面は反時計
回りの方向の∨状刺突列が施されて端部が
方形に仕上げられている。国縁部外面には
端部からl cmほ ど下にΣ状刺突が加えられ
た結節浮線文が口縁に並行して貼り付けら
れている。

口縁部内外面ともRL縄文が
施文されているが、内面の縄
文は国縁端部近くを残してナ
デ消されている。

前期Ⅶ a

外 面 10YR 7/2
にぶい責橙
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面
石英 良好

山形の突起を付けた国縁は端部内外面に粘
土帯が貼り付けられ、内面は時計回り、外
面は反時計回りの方向の∨状刺突列が施さ
れ端部がΣ状に仕上げられている。日縁部
外面にはΣ状刺突が加えられた結節浮線文
が水平方向に貼り付けられている。

□縁部内外面ともRL縄文が
施文されているが、内面の縄
文は回縁端部近くを残してナ
デ消されている。

前期 Ⅶ b

外 面 10YR 6/2
灰責掲
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石 英 良好

直立する国縁は端部内面に幅 l cmほ どの帯
状の粘土を貼り付けて肥厚させ頂部には貝
殺背圧痕文が施文されている。外面は口縁
端部から約 l cmほ ど下にΣ状刺突列が施文
された凸帯が日縁と並行して貼り付けられ
ている。

外面と内面の貼付凸帯上には
RL縄文を施文している。

前期Ⅶ

外面 10YR 5/3
にパい黄掲
10YR 5/3
にぶい責掲

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

良好

内彎する日縁は外面にΣ状刺突列が施文さ
れた凸言が縦に貼り付けられている。

外面には0段多条の可能性が
あるLR縄文を施文 してい
る。

前期Ⅶ

外 面 5YR 5/3
にぶい赤褐
75YR 5/3
にぶい褐

内面
石英 長石 負好

122

大きく膨らんだ体郡と「 く」の字に屈曲す
る頸部を持った深鉢形土器。 C字爪形文
が施文された顕部から1 5cmほ ど下には、
Σ状刺突列が施文された凸帝を水平に貼 り
付けている。

外面には0段多条の可能性が
あるRL縄文を施文 してい
る。

前期 Ⅶ

外 面 10YR 5/2
灰黄褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石 英 長 石
チャート 良好

123
内管する国縁部にはΣ状刺突列が施文され
た凸帯が水平方向に貼り付けられている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。 前期Ⅶ

外 面 10YR 5/2
灰責褐
10YR 4/2
灰責褐

内面
石英 長石 良好

体部にはΣ状刺突列が施文された凸帯が維
に貼り付けられている。

外面には0段多条の可能性が
あるLR縄 文を施文 してい
る。

前期 Ⅶ

外面 :5YR 7/4
にぶい橙

内面 :5YR 6/6

橙

石英 長石 良好

緩やかに外反する筒状の体部を持った深鉢
形土器。上部にはΣ状刺突列が施文された
凸帯が水平に貼り付けられ、それに直交す
るように同様の凸帯力親占り付けられている。

外面には0段多条の可能性が
あるLR縄文を施文 してい
る。

前期Ⅶ

外面 :10YR 6/2

灰責褐
:5YR 6/6

橙
内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

良好

筒状の体部には縄文が施文された低い凸帯
が維に貼り付けられている。

外面には0段多条の可能性が
ある縦走するRL縄文を施文
している。

前期Ⅶ

外面 10YR 6/4
にぶい責橙
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石夫 結晶片岩
チャート 良好

127

側面から穿孔が加えられた山形突起を付け
た波状口縁の深鉢形土器。日縁部内面に帯
状の粘上を貼り付けて肥厚させたあと、端
部外面にも断面三角形の凸帯を貼り付け拡
張している。日縁端部から1 5cmほ ど下
には「 く」字状刺突文列が施文された凸帝
が2条貼り伺けられている。口縁端部は内
側が時計回り、外側に反時計回りの方向の
C字爪形文が施文されている。

外面と内面の貼付凸帯上には
繊維痕が残る節を持ったRL
縄文を施文している。

中期 Ia
外 面 :25Y7/3

1完責
:10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石 英 長 石
チャート

頂部がくぼむ低い山形突起を付けた波状口
縁の上器。側面は穿孔されているが未完通。
口縁端部内外面に粘土を貼 り付けて拡張
し、内側は時計回り、外側には反時計回り
の方向の∨状刺突を加え断面方形に仕上げ
られている。口縁部外面には端部からl cm

ほど下にC字形爪形文が施文された凸帯が
貼り付けられている。

口縁部内外面には長大な節を
持ったRL縄文が施文されて
いるが、内面の縄文は口縁端
部から1 5cmほ どを残 して
ナデ消され、縄文との境には
稜が残されている。

中期 Ia

外 面 25Y6/3
にぶい責
25Y6/2
灰責

内面
石英

直立する口縁は端部が円く仕上げられΣ状
刺突が加えられた長楕円形の突起が貝占り付
けられている。日縁端部からl cmほ ど下に
1ま 「 く」字状刺突列が施文された低い凸帯
が口縁に並行して貼り付けられている。

口縁部内外面にはRL縄文が
施文されているが、口縁端部
から1 5cmほ どを残 してナ
デ消されている。

中期 Ia
外 面 25Y

I完責
25Y
浅黄

内面
石 英

130

酒杯状突起を持った波状国縁の深鉢形土
器。国縁端部には粘土が薄く貼り付けられ、
時計回りの方向にC字爪形文が施文されて
いる。外面には端部直下に薄い帝状の粘土
が貼 り付けられ同じようにC字爪形文が施
文されている。

口縁部内面には繊維の痕跡の
ない長大な節を持ったRL縄
文を施文している。

中期 Ib

外 面 10YR 6/4
にぶい責橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 赤色
斑粒

良好

C字爪形文が施文された低い酒杯状突起。 中期 Ib

外 面 75YR 7/4
にぶい橙
25Y6/1
黄灰

内面

石英 赤色斑粒
チャート
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第2表 SX1002出土遺物観察表 (土器)(3)

遺物

番号
特 徴 縄 文 原 体 型 式

出土

地点
色 調 土 焼 成 備  考

波状日縁の端部は外面に低い凸帯が貼 り付
けられ、端部内面は時計回り、外面の凸帯
上は反時計回りの方向のC字形爪形文が施
文されている。外面にはこの凸帯に接する
ように 1条、さらに15ほ ど下にもう 1

条薄く帯状の粘上を貼 り付けた上に幅 l cm

ほどのC宇爪形文が施文されている。

口縁 部内外面 には長大 な節 を

持 った RL縄 文が施文 されて

い るが、内面の縄文は国縁端

部か ら l cmほ どを残 してナデ

消 され、縄文 との境 には稜が

残 されている。

中期 Ib

外 面 5YR 6/4
にぶい橙
5YR 6/6
橙

内面

石芙 長石 赤色

斑粒

直立する国縁は端部内外面に粘土帯が貼り
付けられ、内面は時計回り、外面は反時計
回りの方向の∨状刺突列が施されて端部が

方形に仕上げられている。日縁都外面には

端部からl cmほ ど下に「くJ状刺突力渤日え
られた結節浮線文が口縁に並行して貼り付
けられている。

国縁部内外面にはRL縄文が
施文されているが、内面の縄
文は国縁端部近くを残してナ
デ消されている。

中期 Ia

タト面 :25Y7/2
灰責

内面 :25YR 6/6
橙

石 英 良好

内皆する日縁は端部上面に薄い粘土帯、外
面に低い凸帯がそれぞれ貼り付けられ、円
く仕上げられた口縁端部上面には時計回
り、外面の凸帯上には反時計回りの方向の

「く」字状刺突列が施されている。日縁部
外面には端部から1 5cmほ ど下に幅 1 5
cmほ どのC字状刺突列が施文された薄い粘
土帯が口縁に並行して貼り付けられ、一部
は分岐して下方にのびている。

口縁部内外面にはRL縄文が
施文されているが、内面の縄
文は国縁端部近くを残してナ
デ消されている。

中期 Ib

外面 :25Y8/1
灰 白

内面 :10YR 7/3
にぶい責橙

石英 良好

内彎する口縁は端部上面に薄い粘土帯、外
面に低い凸帯がそれぞれ貼り付けられ、円
く仕上げられた国縁端部上面には時計回り、
外面の凸帯上には反時計回りの方向の「くJ

字状刺突列が施文されている。日縁部外面
には端部から1 5cmほ ど下に幅 1 5cmほ
どのC字状刺突列が施文された低い粘土帯
が口縁に並行して貼り付けられている。

日縁部内外面には長い節を
持つたRL縄文が施文されて
いるが、内面の縄文は国縁端
部近くを残してナデ消されて
いる。

中期 Ib

外面 15YR 6/4
にぶい橙

i75YR 6/4
にぶい橙

内 面
石英

内彎す る国縁 は端部上面 に薄い粘土荷、外

面 に低い凸帯がそれぞれ貼 り付 け られ、円

口縁端部上面 には時計 回 り、外面の凸言上

には反時計 回 りの方向の C字状刺突列が施

文 されている。 国縁部外面 は凸帯直下 に薄
い帯状 の粘土が貼 り付 け られ幅 l cmほ どの

C字状刺突列が施文 されている。

口縁 部内面 に長い節 の中に繊

維痕が ない RL縄 文が施文 さ

れているが、日縁端部近 くを

残 してナデ消 されている。

中期 Ib

タト面 :75YR 6/4
にぶい橙

内面 :10YR 6/4

にぶい責橙

石 芙 良好

内彎する日縁は端部上面に薄い粘土帝、外面
に低い凸帯がそれぞれ貼り付けられ、日縁端
部上面には時計回り、外面の凸帯上には反時
計回りの方向の∨状刺突列が施文されてい

る。日縁部外面は端部から1 5cmほ ど下に薄
い帯状の粘土が貼り付けられ幅 l cmほ どのC
字状束1突列が施文されている。

口縁部内外面に長い節の中に
繊維痕が残るRL縄文が施文
されているが、内面の縄文は
目縁端部近くを残してナデ消
されている。

中期 Ib

タト面 :25Y4/1
責灰

内面 :10YR 7/3

にぶい黄橙

員 石 良好

緩やかに内彎する口縁は端部がにぶく尖ら
されている。日縁部外面には粘土が薄く帯
状に貼り付けられ、その上にC字爪形文が
施文されている。

日縁部 内面 に節の中に繊維痕

が ない RL縄 文が施文 されて
い るが、日縁端部か ら l cmほ

どを残 してナデ消 されている。

中期 Ib

外面 i75YR 6/4
にぶい橙

内面 :10YR 7/3

にぶい黄橙

石 央

口縁端部から約 l cmほ ど下にC字爪形文が
施文された薄い帯状の粘上が口縁に並行し
て貼り付けられている。

口縁部内外面 と口縁端部上面

に繊維の痕跡が ない長大 な節

を持 った RL縄 文が施文 され

てい るが、内面の縄文 は回縁

端部か ら l cmほ ど度の範囲 を

残 してナデ消 されている。

中期 Ib

外面 10YR 8/2
灰白
10YR 7/2
にぶい責橙

内面
石英 長石

内彎する日縁と、ゆるやかなЛ彰らみを持つ
た深鉢形土器。強く「く」の字に屈曲する
頸部には幅 1 2cmほ どのC字爪形文が施
文された薄い帯状の粘上が原占り付けられて
いるが、同様の爪形文は顕部近くの体部に
も施文されている。

外面には縦走するRL縄文を
施文している。

中期 I

外面 10YR 7/4
にぶい黄橙
10YR 7/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 砂岩

内彎する日縁と、大きく膨らむ体部を持っ
た深鉢形土器。「く」の字に屈曲する顕部
直下には幅 1 5cmほ どのC字爪形文が 2

条施文された薄い帝状の粘土が貼り付けら
れているが、同様の爪形文は国縁部にもの

残されている。

外面には長大な節を持った縦
走するRL縄文が施文されて
いるが、顕部付近の縄文がナ
デ消されている。

中期 I

タト面 :25YR 5/6
明赤褐

内面 :25YR 6/6
橙

石英 長石

「 くJの 字に屈曲する頭部直下には幅 l cm

ほどのC宇爪形文が施文された凸帯が貝占り
付けられている。

中期 I

外面 :10YR 7/3

にぶい黄橙

内面 :10YR 7/3

にぶい責橙

石英 赤色斑粒

143

「く」の字に屈曲する頚部と大きく膨らむ

体部を持った深鉢形土器。頚部直下には幅
1 3cmほ どのC宇爪形文が 2条施文され
た薄い帯状の粘土が貼り付けられ、その下
には貝殻背圧痕文を施文した垂下する粘土
帯が貼り付けられている。

繊 維 の痕 跡 が 残 る長 い節 を

持 った維走す る RL縄 文 を施

文 している。

中期 I

外面 :10YR 6/3
にぶい黄橙

内面 :5YR 6/6

橙

石英 長石

144
外面には薄い帯状の粘土の貼り付けの上に
C字爪形文が施文されている。

RL縄 文か ? 中期 I

外面 1 10YR 5/2

灰責褐

内面 :10YR 5/2

灰黄褐

石英 長石

体部は「 く」の字に屈曲する顕部直下に幅
1 2cmほ どのC字爪形文を施文した薄い
帯状の粘土が貼り付けられている。

繊 維 の痕 跡 が ない 長 い節 を

持 った縦走す る RL紀 文 を施

文 している。

中期 I

外面 :75YR 7/4
にぶい橙

内面 :75YR 7/4
にぶい橙

石英 長石
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第2表 SX1002出土遺物観察表 (土器)(4)
遺物
番号 特 徴 縄 文 原 体 型式

土
点

出
地 色 調 胎 土 焼成 備  考

体部には幅 1 2cmほ どのC字爪形文が施
文された薄い帯状の粘土が貼 り付けられて
いる。

長い節の中に繊維の痕跡が残
る維走するRL縄文を施文し
ている。

中期 I

外 面 75YR 6/4
にぶい橙
75YR 5/4
にぶい褐

内面
石英 長石

147
体部には幅 0 8cmほ どのC字形爪形文を
施文した薄い帝状の粘上が水平に貼り付け
られている。

節の中に繊維の痕跡がない縦
走するRL縄文を施文してい
る。

中期 I

外 面 75YR 7/4
にぶい橙
5YR 7/6
橙

内面
石英 長石

直立する体部には貝殻による短い条線が施
文された薄い帯状の粘土が水平に貼り付け
られている。

節の中に繊維の痕跡が残る縦
走するRL縄文を施文してい
る。

中期 I

外面 10YRろ/3

にぶい責栓
10YR 7/3
にぶい責橙

内面
石英 長石

膨らみを持つた体部には
のC字爪形文が施文されガ
が貼り付けられている。

ど
土

ほ
粘

‐Ｃｍ
炒

■
滞

幅
騨

長大な節を持った中に繊維の
痕跡が残る縦走するRL縄文
を施文している。

中期 I

タト面 10YR 6/3
にぶい黄橙
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面
石央 長石

150
体部にはC字爪形文と貝殻背圧痕文がそれ
ぞれ施文された薄い帯状の粘土を縦に貼 り
付けている。

長大な節を持った縦走するR
L縄文を施文している。

中期 I

外 面 10YR 7/2
にぶい責橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面

石央 長石 赤色
斑泣

長大な節を持った中に繊維の
痕跡がない縦たするRL縄文
を施文している。

中期 I

外面 :75YR 7/4
にぶい栓

:25Y8/2
灰白

内面
石英

長大な節を持った中に繊維の
痕跡がない縦走するRL縄文
を施文している。

中期 I

外面 :75YR 7/4
にぶい橙

:25Y6/1
黄灰

内面
石英

153 縦走するRL縄文を施文して
いる。 中期 I

外面 25Y8/1
灰白
25Y7/1
灰白

内面
石央 長石

体部には貝殻背圧痕文が施された薄い帯状
の粘上が縦に2条並行して貼り付けられて
いる。

長大な節を持った中に繊維の
痕跡が残る縦走するRL縄文
を施文している。

中期 I

外面 :25YR 6/6
橙

内面 :25YR 5/4
にぶい赤褐

石英 チャート

長い節の中に繊維の痕跡が残
る縦走するRL縄文を施文し
ている。

中期 I

外 面 75YR 6/3
にぶい褐
75YR 5/2
灰褐

内面
石英 長石

緩やかに内瞥する国縁は端部が円く仕上げ
られ、半裁竹管による時計回りの方向のC
字爪形文が施文されている。端部から05
～ l cm下 には日縁端部同様C字爪形文が施
文された凸帯が口縁に並行して貼り付けら
れている。日縁端部とこの凸帝との間のわ
ずかな空間には先端が円い棒を使用して円
形刺突がつけられている。同じような円孔
文は端部から2 cmほ ど下にも認められる。

口縁部内外面ともRL縄文を
施文している。 中期 Ⅱ b

外 面 75YR 5/6
明褐
75YR 5/6
明褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
チャート

緩やかに外反する口縁は端部が平坦に仕上
げられヘラ先による浅い刻み目が加えられ
ている。外面には端部直下に貝殻背圧痕文
を施文した幅 1 5cnほ どの凸帯が貼 り付
けられている。

口縁部内外面とも撚の緩いR
L縄文を施文している。 中期Ⅳ c

外 面 75YR 6/4
にぶい橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石 英 長 石
チャー ト

直立する口縁は端部が円く仕上げられてヤ
る。

内外面に節が長く株の緩いR
L縄文を施文している。

中期Ⅳ g

外面 10YR 6/3
にぶい黄橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内 面
石英 赤色斑粒

体部にはヘラ先による刻み目が施された薄
い帯状の粘土を縦方向に貼り付けている。

長大な節を持った縦走するR
L縄文を施文している。

中期Ⅳ d

外面 :10YR 7/2

にぶい責橙
内面 :10YR 7/2

にぶい黄橙

石英 長石

160
底部は底部との境を側面から押さえて多角
底に仕上げている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。 前期 T-2

外 面 10YR 6/4
にぶい責橙
5YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

底都は底部との境を側面から押さえて多角
底に仕上げている。

外面にはLR縄文を施文して
いる。

T-2
外 面 5YR 6/4

にぶい橙
25YR 6/6
橙

内面
石英 長石

底部は底部との境を側面から押さえて多角
底に仕上げている。

外面にはLR縄文を施文して
いる。 T-2

外 面 10YR 7/3
にぶい責橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 赤色
斑粒

底部は底部との境を側面から押さえて多角
底に仕上げている。

外面には長大な節を持った統
走するRL縄文を施文してい
る。

T-2
外 面 75YR 7/4

にぶい橙
25Y5/2
暗灰黄

内面
石英 長石

底面が多角底の上器。 T-2
外 面 5YR 5/4

にぶい赤褐
75YR 5/3
にぶい褐

内面
石英 長石 結晶
片岩
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第 2表 SX1002出土遺物観察表 (土器)(5)

物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型式

土

点

出

地 色 調 土 焼 成 備  考

底部は多角底に仕上げられ、体部から多角
形の頂部に向かって、上から貝殻背圧痕文
を施文した凸帯を貼り付けている。

T-2
外 面 10YR 6/2

灰責褐
10YR 7/2
にぶい黄橙

内面

石夫 長石 赤色
斑粒

166
底部は多角底に仕上げられ、体部から多角
形の頂部に向かって、上から貝殻背圧痕文
を施文した凸帯を貼 り付けている。

外面には長大な節を持った縦
走するRL縄文を施文してい
る。

外 面 10YR 5/2
灰黄褐
75YR 6/3
にぶい褐

内面
石 英 長石

167 底面が多角底の上器。
外面には長大な節を持った縦
走するRL縄文を施文してい
る。

T-2

面

　

面

褐

外

　

内

黄

75YR 6/4
にぶい橙
10YR 6/2灰

鵜舶罰施
・ト

穣鰐
狩

底面が5角 形の多角底の上器。
外面には長大な節を持った縦
走するRL縄文を施文してい
る。

T-2
外面 75YR 6/3

にぶい褐
75YR 7/4
にぶい橙

内面
石央 結晶片岩

底部は多角底に仕上げられ、体部から多角
形の頂部に向かって、上から貝殻背圧痕文
を施文した凸帯を貼り付けている。

T-2
外面 10YR 5/2

灰黄褐
75YR 7/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

170
わずかな上げ底の底部と上方への開きが小
さい体部を持っている。

T-2
外面 :75YR 6/6

橙
内面 :25YR 6/6

橙

石英 長石 結晶
片岩

平底の底部と直線的で上方への開きが大き
い体部を持っている。

T-2
外 面 10YR 7/3

にぶい責橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石 英 長石

底部からいったん外上方に開く体部は途中
で弱い屈曲部を持ちながら括れている。体
部には浅い刻目が施された細い凸帯を並行
するように縦に貼り付け、括れ部と屈曲部
に施文された水平方向の列点状の刺突列と
交わつている。

前期

頂部を平坦に仕上げた 山形突起を付けた
波状口縁の深鉢形土器は、端部外面に凸帝
が日縁に沿って貼 り付けられ、端部上面は
時計回り、外面の凸帯上は反時計回りの方
向のC宇形爪形文が施文されている。口縁
部外面には上からC字爪形文を施文した低
い凸帯が日縁に並行するように2条貼り付
けられている。膨らみが強い体部は、「 く」
の字に屈曲する顎部に沿つて口縁と同じよ

うに八形文を施文 した低い凸帯を貼 り付
け、その下には貝殻背圧痕文を施文した縦
方向の凸帝と、C字爪形文を施文した連弧
状の凸帯が貝占り付けられている。

口縁部内外面ともRL縄文が
施文されているが内面の縄文
は端部近くを残してナデ消さ
れている。

中期 Ib

外面 :75YR 6/4
にぶい橙色

:75YR 6/3
にぶい橙色

内面

石英  長石 結

晶片岩
良好

174

山形突起を付けた波状口縁の深鉢形上器
は、端部上面に粘土帯を貼 り付けて平坦面
を作り出し、国縁に沿って内側は時計回り、
外側は反時計回りの方向にC字形爪形文が
施文されている。口縁部外面は端部から
2 5cmほ ど下に幅約 l cmの C字形爪形文
を上から施文した低い凸帝が間隔をあけな
がら水平に2条施文されている。膨らみを
持った体部は、「く」の字に屈曲する頸都
付近に口縁と同じ爪形文を施文した凸帯を
間隔をあけて2条貼り付け、その下にはヘ

ラ先で刻目を加えた縦方向の凸帯とC字爪
形文を施文した連弧状の凸帯が貼り付けら
れている。

口縁部内外面とも縄文が施文
されているが内面の縄文は端
部近くを残してナデ消されて
いる。施文された縄文は長大
な節の中に繊維の痕跡がない
RL縄文で他の上器に比べて
条の間隔が極端に広い。

中期 Ib

外 面 75YR 6/5
橙色
5YR 7/3
にぶい橙色

内面
石英 長石

低い山形突起を持った緩やかな波状口縁の
深鉢形土器は、端部外面に断面三角形の低
い凸帯を貼り付け、端部上面は時計回り、
外面の粘土帯上は反時計回りの方向のC字
形爪形文が施文されている。口縁部外面に
は幅 1 2cmほ どのC宇形爪形文が水平に
2条施文されている。膨らみが小さい体部
は「 くJの字に届曲する顕部に沿つて日縁
と同じ爪形文を器面に直接施文したり、爪
形文を施文した凸帯を3条貼り付け、その
下にはヘラ先で刻目を加えた縦方向の凸帯
が貝占り付けられている。

口縁部内外面ともRL縄文が
施文されているが内面の縄文
は端部近くを残してナデ消さ
れている。

中期 Ib

外面 5YR 5/3
にぶい赤褐色
5YR5/3
にぶい赤褐色

内面
良好

酒杯状突起を付けた内瞥する国縁は、端部
外面に凸帯が日縁に沿つて貼 り付けられ、
端部上面は時計回り、外面の凸帝上は反時
計回りの方向のC字形爪形文が施文されて
いる。また口縁部外面は幅 1 5cmほ どの
C字形爪形文が口縁に並行するように器面
に直接施文されている。膨らみが小さい体
部は「く」の字に屈曲する頸部との境に国
縁と同じC字爪形文列が 2条施文され、そ
の下には縦方向の別の爪形文列が底部に向
かって廷びている。

口縁部内外面ともRL縄文が
施文されているが内面の縄文
は端部近くを残してナデ消さ
れている。

中期 Ib

外 面 75YR 7/3
にぶい橙色
75YR 7/3
にぶい橙色

内面

石英 長石 結
晶片岩 赤色斑
粒

良好
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第2表 SX1002出土遺物観察表 (土器)(6)
物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型式

土

点

出

地 色 調 土 焼 成 備  考

内彎する口縁は、端郡外面に低い凸帯が口
縁に沿って貼り付けられ、端部上面は時計
回り、外面の凸帯上は反時計回りの方向の
C字形爪形文が施文されている。また口縁
部外面は端部からl cm下 に幅 l cmほ どのC
字形爪形文が施文された低い凸帯が口縁に
並行するように2条、間隔をあけて貼り付
けられている。緩やかな膨らみを持つ体部
は「く」の字に屈曲する頚部に沿って口縁
部と同じ爪形文が施文された凸帯を貼り付
けている。

口縁部内外面ともRL縄文が
施文されているが内面の縄文
は端部近くを残してナデ消さ
れている。

中期 Ib
外面 25YR 5/6

明赤褐色
75YR 7/5
橙色

内面

石英 長石・結晶
片岩

良好

内彎する国縁は、端部外面に低い凸帯が口
縁に沿って賄 り付けられ、端部上面は時計
回り、外面の凸帯上は反時計回りの方向の
C字形爪形文が施文されている。また日縁
部外面は凸帯直下に幅 1 5cmほ どのC字
爪形文列が口縁に並行するように器面に直
接施文され、途中には環状のモチーフが描
かれている。緩やかな膨らみを持つ体部は

「 く」の字に屈曲する頸部に沿って日縁部
と同じ爪形文が 2条施文され、その下には
貝殻背圧痕文を施文した凸帯が縦に貼 り付
けられている。

口縁部内外面ともRL縄文が
施文されているが内面の縄文
は端部近くを残してナデ消さ
れている。

中期 Ib

外面 25YR 5/6
明赤褐色
75YR 7/5
橙色

内面

石英 長石・結晶
片岩

良好

上方への開きが小さい体部はいったん顕部
で緩く括れた後、緩やかに外反しながらそ
のまま口縁端部に向かってのびている。低
い山形突起が付けられた口縁は、端部外面
に上からM字状工具を押し引いた凸帯が口
縁に沿って貼り付けられている。同じよう
なM字状工具を使った押し引きは口縁部外
面や端部内面にも施されているが、外面の
押し引きは山形突起の下に縦に貼り付けら
れた凸帯と交わるように斜めの方向に押し
引かれている。

外面にはRL縄文が施文され
ている。施文されている。

中期Ⅳ d

タト面 10YR 6/2
灰責褐
10YR 6/2
灰責褐

内面

石莫 長石 結晶
片岩
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第3表 SX1003出土遺物観察表 (土器)(1)
遺物

番号
特 徴 縄 文 原 体 型 式

土
点

出
地 色 詞 土 焼 成 備  考

器壁の厚さが 3 mmほ どの薄手の上器で直立
する日縁部にはC字爪形文を口縁に並行す
るように施文している。

前期 Ⅱ a

外面 :75YR 5/3
にぶい褐

:75YR 6/4
にぶい橙

内面
長石 結晶片岩

器壁の厚さが 4 mmほ どの薄手の上器。直立
する国縁は端部に外側に向かって円い棒状
施文具を押しつけた様な刻み目が残されて
いる。内外面とも擦痕状の器面VFl整 が加え
られ、全体に凹凸が著しい。

前期 Ia

外面 75YR 7/3
にぶい橙
75YR 7/3
にぶい橙

内面
長石 結晶片岩

200

直立する体部が口縁部付近で上方にわずか
に開く土器。器壁の厚さが 5 mmほ どで、外
面には貝殺条痕が施文され、円く仕上げら
れた口縁端部には九棒を上から押しつけた
ような刻み目が間隔をあけて施されてい
る。内面にはナデ調整が加えられている。

前期 Ia

外 面 75YR 5/2
灰褐
75YR 6/2
灰褐

内面
長石

直立する体部が国縁都付近で上方にわずか
に開く土器。器壁の厚さが 5 mmほ どで、外
面には貝殻条痕が施文され、円く仕上げら
れた口縁端部には九棒を上から押しつけた
ような刻み目が間隔をあけて施されてい
る。内面にはすデ調整が加えられている。

前期 Ia
外 面 75YR 6/3

にぶい褐
75YR 5/3
にぶい褐

内面
長石 結晶片岩

202

体部が上方に向かつて緩やかに開く器壁の
厚さ5 mmほ どの深鉢形土器。内面は横方向、
外面は斜方向に条痕が施文されている。条
痕は二枚貝の他に、巻貝を使用したような
細かいものが部分的に見られる。

前期 Ia

外 面 10YR 4/2
灰黄褐
25Y7/3
浅黄

内面
石英 長石 良好

器壁の厚さが 3 mmの 薄手の上器でタト面には
貝殻条痕がつけられている。内面はほとん
ど未調整で凹凸が著しい。

前期 Ia

外 面 10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面
長石

緩やかに外反する器壁の厚さが 5 mmほ どの
土器。外面には貝殻条痕、内面にはナデ謝
整が加えられている。

前期 Ia

外 面 :10YR 5/2

灰黄褐
:75YR 5/3
にぶい褐

内面
長石

器壁の厚さが 5 mmほ どの上器。外面には貝
殻条痕、内面にはナデ調整が加えられてい
る。

前期 Ia

外面 10YR 7/2
にぶい責橙
10YR 7/4
にぶい責橙

内面
長石

器壁の厚さが 3 mmの 薄手の上器で外面には
貝殻条痕がつけられている。

前期 Ia
外面 :75YR 5/3

にぶい掲
内面 :10YR 7/3

にぶい黄橙

長石

器壁の厚さが 3 mmほ どの薄手の土器。直立
する日縁は端部付近でわずかに内彎し、深
い刻み目が施されている。

外面には条の間隔が開いたR
L縄文を施文している。

前期Ⅷ a

外面 25Y5/1
黄灰
25Y6/2
灰黄

内面
長石

208 器壁の厚 さが 4 mmほ どの薄手の上器。
外面には縄文が施文されてヽ
るが原体の種類などは不明。

前期Ⅷ a

外面 :25Y5/1
黄灰
:25Y4/1
黄灰

内面
長石

209
器壁の厚さが 4 mmほ どの薄手の上器。緩や
かに内彎する体部は内面の指頭圧痕を板状
工具でナデ消している。

外面には条の間隔が開いたR
L縄文を施文している。

前期Ⅷ a

外 面 10YR 7/3
にぶい責橙
10YR 7/4
にぶい黄橙

内面
長 石

器壁 の厚 さが 3 mmの 薄手の上器。

条の間隔が開いた撚の方向が
異なる縄文を交互に回転させ
て羽状縄文が表出されてい
る。

前期Ⅷ a

外 面 5YR 6/6
橙
5YR 4/1
褐灰

内面
長 石

器壁の厚さが 3 mmの 薄手の土器。 斜行するLR縄文。 前期Ⅷ a

外 面 75YR 7/4
にぶい橙
25Y4/1
責灰

内面
長石

器壁の厚さが 4 mmほ どの薄手の上器。

に

Ｒ

い

面

ヽ
て

外

Ｒ

し

は条の間隔が開いたし
L2種類の縄文を施文
る。

前期Ⅷ a

外 面 10YR 6/3
にぶい責橙
75YR 7/3
にぶい橙

内面
長 石

器壁の厚さが 4 mmほ どの薄手の上器。緩や
かに内彎する体部は内面に板状工具のよう
なものを使用した横方向のナデの痕跡が残
されている。

外面には条の間隔が開いた浅
いRL縄文を施文している。

前期Ⅷ a

外 面 10YR 6/1
褐灰
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面
石 英 長 石

直立する体部を持つた器壁の厚さが 4 mmほ

どの薄手の上器。

外面には条の間隔が開いた撚
の方向の異なる縄文を交互に
施文して羽状縄文が表出され
ている。

前期Ⅷ a

外 面 5YR 5/1
褐灰
75YR 6/2
灰褐

内面
石英 長石

直立する体部を持つた器壁の厚さが 3 mmほ

どの薄手の土器。内面にはナデ調整が施さ
れている。

条の間隔が開いた浅いLR縄
文。

前期Ⅷ a

外面 :75YR 4/1

掲灰

内面 :75YR 5/2
灰楊

長石

器璧の厚さが 5 mmほ どの比較的厚手の土
器。内面にはナデ調整が加えられている。

斜行するLR縄文。 前期Ⅷ a

外面 :75YR 4/1
褐灰

:75YR 5/2
灰褐

内面
長石
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第 3表 SX1003出土遺物観察表 (土器)(2)
物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型式

出土

地点
色 調 土 焼成 備 考

器壁の厚さが 3 mmほ どの薄手の上器。
条 の 間 隔 が 開 く浅 い LR縄
文。

前期Ⅷ a

外 面 75YR 7/4
にぶい橙
10YR 8/2
浅責橙

内面
長石 結晶片岩

器壁の厚さが 4 mmほ どの土器。内面には丁
寧なナデ調整が加えられている。 前期Ⅷ a

外面 10YR 8/2
灰白
10YR 3/2
灰白

内面
長石

直立する体部を持った器壁の厚さが 3 mmほ
どの薄手の上器。内面にはナデ調整が施さ
れている。

斜行す る LR縄 文。 前期Ⅷ a

外 面 75YR 4/2
灰褐
10YR 5/3
にぶい黄褐

内面
長 石

器壁の厚さが 4 mmほ どの上器。内面にはナ
デ調整が加えられている。

条の間隔が開いた撚の方向が
異なる縄文を交互に回転させ
羽状縄文が表出されている。

前期Ⅷ a

外面 10YR 6/3
にぶい黄橙
10YR 5/2
灰責褐

内面
長石

器壁が 6 mmほ どでやや厚手。 条の間隔が開いたRL縄文
か ?

前期Ⅷ a

外 面 75YR 7/4
にぶい橙
75YR 6/3
にぶい褐

内面
長石

222
口縁部内外面とも粘上が貼り付けられ、に
ぶく尖らされた端部には刻み目が施されて
いる。

内外面とも斜行するLR縄文
を施文している。

前期 Ⅵ c

外面 10YR 8/2
灰白
10YR 7/3
にぶい黄栓

内面
長石

山形突起を付けた波状口縁の深鉢形土器。
直線的な国縁は内面に帯状の粘土を貼り付
けた後、端部にも粘土を貼 り付けている。
口縁端部からlmほ ど下にΣ状刺突列を施
文した低い凸帯が貼 り付けられている。日
縁端部は内側が時計回り、外狽Jが反時計回
りのΣ状刺突列がつけられている。

口縁端部内外面にはRL縄文
が施文されているが、内面の
縄文は貼 り付けられた帝状の
粘上の端をナデた際に一緒に
縄文がナデ消されている。

前期Ⅶ b

外 面 10YR 6/2
灰責褐
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面
長 石 良好

224

内彎する口縁は端部内面に粘土帯が貼 り付
けられ頂部には内側が時計回り、外側が反
時計回りの方向のΣ状刺突列をそれぞれ施
文している。外面は端部から約 1 5cmほ
ど下に同じくΣ状刺突列を施文した凸帯が
口縁と並行して貼り付けられている。

内外面とも斜行するLR縄文
が施文されているが、内面の
縄文は日縁端部付近を残して
ナデ消されている。

前期 Ⅶ b

外面

蜘飯］廟
内面

長石 良好

225

内彎する国縁部と「くJの字に屈曲する頭
部を持つ深鉢形土器。円く仕上げられた口
縁端部直下にはC字爪形文が器面に直接施
文されている。同様の爪形文は顕部にも薄
く粘土を貼 り付けた上に施文されている。

口縁部内外面と端部にはそれ
ぞれ長大な節を持ったRL縄
文が施文されているが、内面
の縄文は端部直下付近を残し
てナデ消されている。

中期 Ib

外面 75YR 8/2
灰白
5YR 7/6
橙

内面
石英 長石 良好

内彎する国縁は端部が円く仕上げられ反時
計回りの方向のC字爪形文が施文されてい
る。口縁端部直下には同じくC字爪形文が
口縁と並行して2条施文されている。

口縁端部内面には節の大きい
RL縄文が施文されているが
端部直下を残してナデ消され
ている。

中期 Ib

外面 〔75YR 5/2
灰褐

:10YR 5/2

灰黄褐
内面

長石

227 外面にはΣ状刺突列が付けられた凸帯を水
平に貼り付けている。

斜行す る LR縄 文 前期Ⅶ

クト面 :5YR 7/4
にぶい橙

:5YR 7/4
にぶい橙

内面
長石

外面にはΣ状刺突列が付けられた凸帯を水
平に貼り付けている。 斜行するLR縄文 前期Ⅶ

外面 175YR 7/4
にぶい橙

:5YR 7/4
にぶい橙

内面
石英 長石

わずかに膨らむ体部と「 く」の字に屈曲す
る頸部を持つ深鉢形土器。頸部から15
cmほ ど下にはΣ状刺突列が施文された凸帯
が貼り付けられている。

斜行す る RL縄 文。 前期 Ⅷ

外 面 5YR 6/6
橙
5YR 6/4
にぶい橙

内面
長石

230 外面にはC字爪形文が器面に直接施文され
ている。

外面はいったん施文した縄文
を、後でナデ消した可能性が
ある。

中期 I

外 面 5YR 5/3
にぶい赤褐
5YR 5/3
にぶい赤褐

内面
石英 長石

長大 な節 を持 った RL縄 文。 中期 I

外 面 25Y8/2
灰白
25Y8/3
淡責

内面
長石

球形の体部と外反する短い口縁部を持った
壼形土器。円く仕上げられた日縁端部には
ヘラ先で細かな刻み目が施され、頸部にも
同様の刻み目が加えられた凸帯を水平に貼
り付けている。球形の体部にはいったん細
い沈線で区画した幾何学文様の中を細かい
半裁竹管による爪形文列で充填している。

前期Ⅲe

外 面 10YR 7/2
にぶい責橙
5YR 7/4
にぶい橙

内面
石英 長石 良好

233
緩やかに内彎しながら上方に開く体部を
持った平底の上器。底部と体部の境はわず
かに外方に張り出している。

前期

外面 10YR 6/1
褐灰
75YR 7/6
橙

内面
石英 長 石
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第 4表 SR1001出土遺物観察表 (1)

物

号

遺

番 特 徴 縄 文 原 体 型式
土
点

出
地 色 調 土 焼 成 備  考

緩やかに内彎する体部はそのまま口縁部に
移行している。口縁端部は上方からの押圧
により細かく波打っている。外面にはイ完い

沈線で格子目文が描かれている。

前期 Ic

外 面 25Y
黄灰
25Y
灰白

内面

石英 長石 結晶
片岩 砂岩

良好

外反する国縁は端部に半我竹管による連続
刺突が加えられ、外面には口縁に並行して
同じ半我竹管による結節沈線が間隔をあけ
ながら施文されている。

前期 Ⅲ c

外面 :75YR 4/3
褐

内面 :10YR 6れ
にぶい黄橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

243

内彎する国縁は端部内外面にそれぞれ粘土
帯を貼り付けて段が設けられている。日縁
部内外面と外面の段下端部にはΣ状工具が
押し引かれている。

口縁部外面 は LRか ? 前期 Ⅵ b

外 面 10YR 6/4
にぶい黄橙
10YR 5/4
にぶい責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

244

内彎する口縁は緩やかに波打つ端部にそっ
て内外面それぞれ粘土帯を貼 り付けてい
る。口縁部外面には粘土帯の下に間隔をあ
けて並行する凸荷が貝占り付けられている。

口縁 部内外面 にはそれぞれ L
R縄文 を施文 している。

前期Ⅵb

外面 10YR 7/2
にぶい黄橙
10YR 7/2
にぶい黄橙

内面

英
岩

石
片

長看 結晶

245
緩やかに内彎する口縁は端部がにぶく尖ら
されヘラ先で押しつけたような深い刻み目
が加えられている。

口縁部内外面にはLR縄文を
施文している。

前期Ⅵ c

外面 10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

端部がにぶく尖らされた内彎する国縁と
「く」の字に屈曲する頸部を持っている。

口縁部内外面とも0段多条の
RL縄文が施文されているが
内面の縄文は端部からl cmほ

どの範囲を残してナデ消され
ている。

前期Ⅵ d

外 面 10YR 7/2
にぶい黄橙
25Y7/2
灰黄

内面
石 英

247
口縁部外面には端部から5 mmほ ど下にΣ状
刺突を加えた凸帝を国縁に並行して貼り付
けている。

口縁部外面にはLR縄文を施
文している。

前期Ⅵ c

外 面 25Y
灰白
25Y
灰黄

7/1

内面 7/2
石英

口縁 部 は端 部外 面 が粘土 帯 の貼 り付 け に
よつて肥厚 し、低 い段 を形成 してい るが、

その段 の下 には Σ状刺突列 を付 けた凸帝が

貼 り付 け られている。

口縁部内外面ともLR縄文を
施文している。

前期 Ⅵ c

外 面 25Y
灰白
25Y
灰黄

7/1

内面
石英

緩やかに外反する体部は、そのまま口縁部
に移行している。口縁は端部内外面にそれ
ぞれ粘土帯を貼り付けて段を形成している
が、内面にはさらにΣ状工兵による結節浮
線文を施した凸帯を貼り付けている。この
ような凸帯は国縁部と体部との境や、体部
にも貼り付けられているが、体部は紡錘状
のモチーフが描かれている。

外面にはLR縄文を施文して
いる。

前期Ⅵ a

外 面 10YR 6/4
にぶい黄橙
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面

石英

片岩

長 石 結 晶

内彎する国縁にはΣ状工具による結節浮線
文を付けた凸帯を水平に貼り付けている。

外面にはLR縄文を施文して
いる。 前期Ⅵ

外面 10YR 7/1
灰白
10YR 7/2
にぶい黄橙

内面
石莫 長石

緩やかに内彎する国縁は外面に半我竹管に
よる結節浮線文を施した水平方向の凸帯が
2条 わずかな間隔をあけて貼り付けられて
いる。

外面にはLR縄文を施文して
いる。

前期Ⅵ

外 面 25Y6/1
責灰
25Y6/1
責灰

内面
石英

252
縄文の上に生爪によるC字爪形文が施文さ
れている。

外面にはLR縄文を施文して
いる。

前期 Ⅵ

外 面 75YR 5/1
褐灰
75YR 5/2
灰褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

253
外面にはΣ状工具による結節浮線文が付け
られた並行する凸市が貼 り付けられてい
る。

外面にはLR縄文を施文して
いる。

前期 Ⅵ

外 面 10YR 7/2
にぶい黄橙
10YR 5/2
灰黄褐

内面
石英 結晶片岩

緩やかに内彎する体部にはΣ状工具を押し
引いて結節浮線文が付けられた凸帯を貼 り
付けて紡錘形のモテーフが描かれている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期 Ⅵ a

外 面 10YR 7/3
にぶい責橙
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

255
緩やかに内管する体部にはΣ状工具を押し
引いて結節浮線文が付けられた凸帯によっ
て紡錘形のモチーフが描かれている。

外面にはLR縄文を施文して
いる。

前期 Ⅵ a

外 面 10YR 7/3
にぶい責橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

256

内彎する日縁は端部内面に粘土帯を貼り付
けて段を設け、さらにその上からΣ状工具
を押し引いて結節浮線文を付けた凸帯が貼
り付けられている。同じ凸帯は外面にも国
縁に並行するように2条貼り付けられてい
る。

回縁部内面の粘土帯の上には
RL縄文を施文している。

前期 Ⅶ a

外 面 75YR 6/4
にぶい橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内彎する国縁は端部内面に粘土荷を貼 り付
けて段を設け、さらにその上から端部上面
の内外面にΣ状工具の押し引きによる結節
浮線文を付けた凸帯が貼 り付けられてい
る。同じような凸帯は外面にも日縁に並行
するように1条貼り付けられている。

口縁部外面および内面の粘土
帯の上にはRL縄文を施文し
ている。

前期Ⅶ a

外面 10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 6/2
灰黄褐

内面
石英 長石

内誉する国縁は端部内面に粘土帯を貼り付
けて段が設けられ、外面はぶく尖らされた
端部からl cmほ ど下に上からΣ状工具を押
し引いた結節浮線文を付けた凸帯が貼り付
けられている。

口縁部外面および内面の粘土
帯の上にはRL縄文を施文し
ている。

前期Ⅶ b

外 面 10YR 7/2
にぶい黄橙
10YR 7/2
にぶい黄橙

内面
石英 長石 良好
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259

内彎する国縁は端部内面に粘土帯を貼り付
けて段が設けられ、外面にはΣ状工呉によ
る押し引きが加えられた端部から5 mmほ ど
下に、同じΣ状工具を押し引いた結節浮線
文を付けた凸帯が貼り付けられている。

口縁部外面および内面の粘土
帯の上にはLR縄文を施文し
ている。

前期 Ⅶ b

25Y6/1
黄灰
25Y7/1
灰白

外 面

内面
石英 砂岩 良好

260

山形の突起を付けた外反する国縁は、にぶ
く尖らされた端部内面に粘土帯を賠り付け
た段を設け、さらにその上から端部上面に
∨状工具を押し引いて結節浮線文を付けた
凸帝が貼り付けられ、外面には端部から 1

cmほ ど下に同じような凸帯を水平に貼 り付
けている。

回縁部内面の粘土帯の上には
RL縄文を施文している。

前期 Ⅶ b

10YR 6/3
にぶい黄橙
10YR 6/4
にぶい黄橙

外面

内面

石英 長石 結品

片岩
良好

山形の突起を付けた内瞥する口縁は端部内
面に粘土帯を貼り付けて肥厚させ、さらに
端部 L面の内外面にΣ状工具を押し引いて
結節浮線文を付けた凸帯が貼 り付けられ、
外面にも同じような結節浮線文を付けた凸
帯が貼り付けられている。

回縁部外面および内面の粘土
帯の上にはRL縄文を施文し
ている。

前期Ⅶ b

外面

内 面

:25Y6/1
贅灰

:25Y7/1
灰白

石夫 長石 良好

262

端部内面に粘土帯を貼り付けて段を設けた
日縁は、さらに端部上面にも粘土を貼り付
けて内外方に拡張し、∨状工具を押し引い
て、LAT面 方形に仕上げている。外面にも同
じような結節浮線文を付けた凸帝が貼り付
けられている。

口縁部外面および内面の粘土
帯の上にはRL縄文が施文さ
れているが、内面の縄文は粘
土帯の端部に行われるナデPTHl

整によって一部が消されてい
る。

前期Ⅶ a

外面

内 面

10YR 7/2
にぶい黄橙
10YR 7/3
にぶい黄橙

石夫 長石 結晶

片岩

瑞部内面に粘土帯を貼り付けて段を設けた
回縁は、さらに端部上面にも粘土を貼り付
けて内外方に拡張し、V状工具を押し引い
て、断両方形に仕上げている。外面にも同
じような結節浮線文を付けた凸市が貼り付
けられている。

口縁部外面お よび内面の粘土

市 の上 には RL組 文が施文 さ

れてい るが、内面の縄文 は粘
土帯の端部 に行 われるナデ調

整 に よって一部が消 されてい

る。

前期 Ⅶ a

外面

内面

:25Y7/2
灰責
!25Y7/2
灰黄

石英

264

端部内面に粘土帯を賠り付けて段を設けた
日縁は、さらに端部上面にも粘土を貼り付
けて内外方に拡張し、∨状工具を押し引い
て断面方形に仕上げられている。外面には
同じような結節浮線文を付けた凸帯が貼り
付けられている。

口縁部外面および内面の粘土
帯の_Lに はRL縄文が施文さ
れているが、内面の縄文は粘
土市の端部に行われるナデ調
整によって一部が消されてい
る。

前期 Ⅶ a

外面

内面

:25Y6/1
黄灰

:25Y5/1
黄灰

石英

内彎する日縁は端部近くでわずかに外方に
折 り返されている。日縁部外面にはにぶく
尖らされ端部から1 5cmほ ど下にΣ状工
具を押し引いて結節浮線文を付けた凸帝を
水平に貼り付けている.

口縁部内外面 には RL縄 文が

施文 されているが、内面の組

文 は端 部 か ら 1 5cmほ どを

残 してナデ消 されている。

前期 Ⅶ a

外面

内面

25Y7/2
灰責
25Y7/2
灰責

石英

266

大きく膨らむ体部は |く 」の年に屈曲する
顎部から1 5cmほ ど下にV状工呉を押 し
引いて結節浮線文を付けた凸帯を水平に難
り付けている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期 Ⅶ c

外雨 :10YR 5/1

褐灰

内面 :10YR 5/1

掲灰

石英

大きく1彰 らむ体部は |く 」の字に屈曲する
頸部から1 5cmほ ど下に∨状工具を押 し
引いて結節浮線文を付けた凸帯を水平に貼
り付けている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期 Ⅶ

外面

内面

10YR 7/2
にぶい黄橙
10YR 7/2
にぶい責橙

石英 長石 率吉晶
片岩 赤色班粒

前期 Ⅶ

外面 :10YR 5/2

灰責褐

内面 :10YR 3/1

黒褐

石突 長石 雲母 良好

269

酒杯状突起を付けた波状口縁の上器は日縁
端部上面に粘土を薄く貼り付けC字爪形文
を時計回りの方向に施文している。また口
縁部外面にもC字爪形文が施文された薄い
粘土帯を貼り付けている。

口縁 部内面 には長い節 を持 っ

た RL縄 文が施文 されている

が一部はナデ消 されている。
中期 Ib

外面

内面

10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 6/3
にぶい責橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

突起が付いた波状口縁の上器は国縁端部上
面に粘土を薄く貼り付け、外面には凸帯が
貼り付けられている。国縁端部内面は時計
回り、外面の凸帯上には反時計回りの方向
のC字爪形文が施文されている。また端部
から2 cmほ ど下には薄い粘土帯が貼り付け
られ幅 1 5cmほ どのC字爪形文が2条施文
されている。

国縁部 内外面 には長大 な節 を

持 った維走す る RL縄 文が施
文 されているが、内面の縄文
は端部近 くを残 してナデ消 さ

れている。 また、外面 も粘土

帯 と頸部 との間の縄文がナデ

消 されている。

中期 Ib

外 面

内両

25Y7/1
灰白
25Y6/2
灰黄

石英

271

内背する日縁は端部外面に凸帯が賄り付け
られ、内面は時計回り、外面の凸帯上は反
時計回りの方向のC字爪形文が施文されて
いる。また端部から 1 5cmほ ど下にも低い
凸帯が貼り付けられ幅 1 5cmほ どのC字爪
形文が施文されている。

国縁部内外面 には長い節の中
に繊維痕が残 る維走す る RL
縄文が施文 されているが、内

面の縄文 は端部か ら l cmほ ど

を残 してナデ消 されている。

中期 Ib

外 面

内両

25Y6/1
黄灰
25Y7/1
灰白

石央

内彎する国縁は端部上面にC字爪形文によ
る刻みが残されている。また外面には薄く
粘土帯が貼り付けられ、C字爪形文が2条
施文されている。爪形の幅は上部が 8 mmほ
どに対して下部は 1 3cmと 幅が大きいぅ

口縁部内外面には長い節の中
に繊維痕が残る維走するRL
縄文が施文されているが、内
面の縄文は端部からl cmほ ど
を残してナデ消されている。

中期 Ib

外面

内面

10YR 7/2
にぶい責橙
10YR 6/2
灰責褐

石英 長石

273

内・ijす る国縁は端部上面にC字爪形文が時
計回りの方向に施文されている。また、外
面には薄く粘土帯が貝占り付けられ、幅 1 2
cmほ どのC字爪形支が2粂焔支されている。

口縁言Б内面にはRL糸亀文が施
文されているが、端部から5
mmほ どを残してナデ消されて
いる。

中期 Ib

外 面

内面

10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 5/3
にぶい責褐

石莫 結晶片岩
赤色斑粒

274

内管す る口縁 は端部上面 に C字爪形文が時

計 回 りの方向に施文 されている。 また、外

面 には国縁 に並行す るように間隔 をあけて

薄い粘土帯が貼 り付 け られ、それぞれ幅 l

cmほ どの C宇爪形文が施文 されている。

日縁部内タト面 には節の長い R
L縄文が施 文 され てい るが、

内面の縄文 は端部か ら l cmほ

どを残 して ナ デ 消 され て い

る。

中期 Ib

外面

内面

10YR 7/3
にぶい黄栓
10YR 7/4
にぶい黄橙

石英 長石 赤色

斑粒
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内彎する口縁は端部上面にC字爪形文が時
計回りの方向に施文されている。また、外
面には口縁に並行するように間隔をあけて
薄い粘土帯が貼 り付けられ、それぞれ上か
ら幅 1 2cmほ どのC字爪形文が施文され
ている。

不明 中期 Ia

外 面 10YR 5/4
にぶい責褐
5YR 6/6
橙

内面
石 英

276
内彎する国縁部には帯状の粘土を薄く貼り
付けた上から幅 1 5cmほ どのC字爪形文
を2条施文している。

RL縄文か 中期 I

外面 10YR 7/2
にぶい責橙
10YR 7/2
にぶい責橙

内面

石 英 砂 岩
チャート

277 「く」の字に屈曲する頸部は外面にC字爪
形文が施文されている。

RL縄文か P 中期 I

外 面 10YR 7/3
にぶい責橙
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

278

大きく膨らむ体部は、「 く」の字に屈曲す
る顕部直下に帝状の粘上を薄く貼り付けた
上から幅 1 5cmほ どのC字爪形文を2条
施文している。

長大な節を持ったRL縄文
か P

中期 I

外面 10YR 7/3
にぶい責橙
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
砂岩 チャート

不 良

279

内警する国縁と、「 く」の字に屈曲する顕
部にはそれぞれ言状の粘上を薄く貼 り付け
た上から幅 1 5cmほ どのC字爪形文が2
条ずつ施文されている。

口縁部内外面には長大な節の
中に繊維痕が残る縦走するR
L縄文を施文している。

中期 I

外面 10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 5/1
褐灰

内面

石英 長石 結晶
片岩

280

大きく膨らんだ体部は「くJの字に屈曲す
る顎部直下に帝状の粘上を薄く貼り付けた
上から幅 1 5cmほ どのC字爪形文を2条
施文している。

口縁部内外面には長大な節の
中に繊維痕がない縦走するR
L縄文を施文している。

中期 I

外 面 10YR 7/2
にぶい責橙
25Y7/1
灰白

内面
石英 結晶片岩

281
膨らみが大きい体部には幅 1 4cmほ どの
C字爪形文を水平方向に施文している。

外面には長大な節の中に繊維
痕が残る縦走するRL縄文を
施文している。

中期 I

外面 75YR 5/2
灰褐
75YR 5/1
褐灰

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

膨らみが大きい体部には、「く」の字に屈
曲する顕都直下に帯状の粘上を薄く貼り付
けた上から幅 l cmほ どのC字爪形文を2条
施文している。

外面には長大な節を持った縦
走するRL縄文を施文してい
る。

中期 I

外 面 文OYR 6/4
にぶい責橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 チャート

体部外面には帯状の粘上を薄く射 り付けた
上からC字爪形文を2条施文している。

中期 I

外面 10YR 7/2
にぶい黄橙
10YR 7/2
にぶい黄橙

内面
石 英

体部は頸郡との境付近に持状の粘上を薄く
貼り付けた上から幅 1 2cmほ どのC字爪
形文を2条施文している。

中期 I

外 面 75YR 5/2
灰褐
75YR 6/3
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

体部外面には帯状の粘上を薄く貼 り付けた
上から幅 1 5cmほ どのC字爪形文を2条
施文している。

中期 I

外 面 25Y8/1
灰白
10YR 7/2
にぶい責橙

内面
石 英

体部外面には幅 1 5cmほ どのC字爪形文
が2条施文されている。 中期 I

外面 10YR 7/3
にぶい責橙
10YRろ/3

にぶい責橙
内面

臨

軸

石

色

長
赤

英

岩

石

片

緩やかに内彎する日縁は端部がにぶく尖ら
され、ヘラ先により押しつけたような深い
刻みロカ前日えられている。

口縁部内外面にはLR縄文を
施文している。

中期 】

外 面 10YR 6/3
にぶい黄橙
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

体部外面には幅 1 7cmほ どのC字爪形文
によって水平方向と斜め方向に爪形文列が
施文されている。

外面には維走するRL縄文を
施文している。

中期Ⅱ

外 面 ＹＲ６
鶏
ＹＲ６
期

１０
灰

１０
灰

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

289
体部外面には帯状の粘上を薄く貼り付けた
上から幅 1 5cmほ どのC字爪形文を使っ
て曲線が描かれている。

外面には長大な節を持った縦
たするRL縄文を施文してい
る。

中期 IP

外 面 10YR 6/4
にぶい責橙
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色班粒

290
内督する国縁は端部が平坦に仕上げられて
いる。

口縁部内外面と端部上面には
それぞれ長い節の中に繊維痕
のない縦走するRL縄文を施
文している。

中期 I?

外 面 25Y
灰白
25Y
灰責

内面

石英 長石 結晶

片岩

内瞥する国縁は端部がにぶく尖らされてし
る。

口縁部内外面 にはそれぞれ長
い節 を持 った RL縄 文 を施文
している。

中期 Ic

外 面 10YR 8/2
灰白
10YR 8/2
灰白

内面
石英 長石

「く」の字に屈曲する顕部と内彎する国縁
を持っている。

外面には縦走する節の大きい
RL縄文が施文されているが
口縁部の縄文は部分的にナデ
消されている。

中期 Ic

外 面 10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面
石英 チ ャー ト

屈曲する頸部と内彎する口縁を持った深鉢
形土器。国縁部にはC字爪形文が残されて
いる。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

中期 Ic

外 面 10YR 7/2
にぶい黄橙
10YR 6/2
灰黄褐

内面

石央 長石 結晶

片岩 チ ャー ト

「くJの字に屈曲する頸部と、内彎する日
縁部を持つた深鉢形土器。

外面 には節が大 きい縦走す る

RL縄 文 を施文 している。
中期 Ic

外面 10YR 6/2
灰責掲
10YR 6/2
灰責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
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遺物

番号
特 徴 縄 文 原 体 型 式

土

点

出

地 色 調 土 焼 成 備  考

外反する国縁には頂部が平坦な山形突起が
付けられている。

中期 Ⅳ

外面 175YR 6/6
橙

i75YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

山形の突起を付けた波状口縁の上器は、ロ
縁端部外面に貼 り付けられた断面三角形の
低い凸帝に沿ってM字状刺突列が上下に2
条施文され、突起の頂部から垂下する同じ
M字状刺突列と交差している。

口縁部外面には地文に撚が緩
く長い節を持ったRL縄文を
施文している。

中期 Ⅳ a

外面 :25Y7/1
灰 白

内面 :5YR 6/6

橙

石英 長石 砂岩

297

内でする国縁は端部外面に幅 5 mmほ どの低
い粘土帝が貼 り付けられ、端部内面と頂部
にはそれぞれヘラ先により連続するI字亦U

突が加えられている。また、国縁部外面に
1ま
い＼ラ先 1こ よる連続刺突と、 テt端が尖らさ

れた棒状施文具を押し引いて鋸歯状の文様
が描かれている。

口縁部外面には地文に撚が緩
い節を持ったRL縄文を施文
している。

中期 Wa

外面 :10YR 4/1

褐灰
内面 :10YR 5/2

灰黄褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

内管する口縁は端部がわずかに上方に折 り
曲げられ、内面には粘土帯が貼り付けられ
ている。国縁は端都が平坦に仕上げられ、
頂部にはヘラ先による短い刻み目が施され
ている。また、外面には同じようにヘラ先
による短い刻み目が加えられた断面三角形
の凸帯を貼 り付けて鋸歯状の文様が描か
れ、間には楕円形の突起いが貼り付けられ
ている。

国縁端部内面の粘土帯上 には

RL縄 文 を施文 している。
中期 Ⅳ d

外面 :10YR 6/4
にぶい責橙

内面 :75YR 5/6
明褐

石英 長石 結晶

片岩

緩やかに内彎する日縁部外面には、径 l mm

ほどの円形刺突を伴つた断面三角形の凸帯
を貼り付けて、鋸歯状の文様が描かれてい
る。

口縁端部内面 には RL縄 文 を

施文 している。

Ⅲ期

つ

中

ｄ

外面 :10YR 6/3

にぶい黄橙

内面 :10YR 5/2

灰責褐

石英 結晶片岩

回縁部外面は端部から3 cmほ ど下に断面三
角形の凸帝を水平方向に貼り付け、日縁端
部直下には指頭圧痕、凸帯上部には貝殻背
圧痕文がそれぞれ連続 して施文されてい
る。また、凸帯直下には片倒を円形の刺突
列、もう片側にヘラ先による刻み目が施さ
れた凸帯を貼 り付けて鋸歯状の文様が描か
れている。

中期Ⅳ ?

外面 i10YR 6/3
にぶい責橙

内面 :10YR 7/3
にぶい責橙

石英 長石 結晶

片岩

緩やかに内瞥する体部にはM字状工具が水
平方向に押し引かれている。

外 面 に は撚 が 緩 く長 い節 を

持 った縦走す る RL縄 文 を施

文 している。

中期 Ⅳ a

外面 :10YR 6/4

にぶい責橙

内面 :10YR 6/3
にぶい責栓

石英 長石 結晶

片岩

頚部の括れ部から体部にかけてはM字状工
具を押し引いて直線と曲線文様が描かれて
いる。

中期 Ⅳ ?

外面 :25Y8/]
灰 白

内面 :25Y8/1
灰 白

石英 長て

緩やかに内守する国縁部と頚部の括れ部か
ら体都にかけてはそれぞれM字状工具を押
し引いて弧線文や直線文様が描かれてい
る。

中期Ⅳ ?

外面 10YR 7/2
にぶい黄橙
10YR 7/2
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

304

内彎す る口縁部 には、先瑞が平 らな棒状施

文具 を使用 した刺突列が施文 された Lll面 三

角形の低 い凸帝 を貼 り付 けて、鋸歯状のモ

チーフが描かれている。

中期Ⅳ d

外面 :10YR 7/1

灰 白

内面 :10YR 6/1

褐灰

石英 チ ャー ト

305

体部外面には、lll面 三角形の低い凸帯を貼
り付けた直線を交差させて幾何学文様が描
かれている。凸帯はいずれも片側の側縁に
ヘラ先による連続する刻み目が施されてい
るが、一部には[I帯 に接して径 4 mmほ どの
先端が円い棒状施文具が押し引かれてい
る。

外面 には撚が緩 い縦走す る R
L縄文 を施文 している。

中期Ⅳ d

外 面 75YR 6/3
にぶい褐
10YR 6/1
褐灰

内面

鵜

期
石
色

長

赤

英

岩
石
片

306
外面 にはヘ ラ先 による刻み 目が加 えられた

低 い凸帯の貼付 によって曲線 的な幾何学文

様が描かれている。

外面 には純走す る RL縄 文 を

施文 している。
中期Ⅳ d

外面 10YR 6/2
灰責褐
75YR 4/1
褐灰

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

307
低 い山形突起 を付 けた波状 口縁 の土器。 日

縁端部は平坦 に仕上 げ られヘ ラ先 による浅
い亥Jみ 目が施 されている。

口縁部内外面 にはそれぞれ撚
が緩 い縦走す る RL縄 文 を施

文 している。

中期Ⅳ g

外面 :25Y6/2
灰責
:25Y6/2
灰黄

内面
石夫 長石

内面 に帯 状 の粘上 を薄 く貼 り付 けた 国縁
は、端部が指 オサエ によって細か く波打 っ

ている。

口縁部内タト面にはそれぞれ縦
走するRL縄文を施文してい
る。

中期Ⅳ g

タト面 :10YR 6/3
にぶい黄橙

内面 110YR 6/3
にぶい責橙

石英 長石 結晶

片岩

内彎する国縁は端部内面に帯状の粘土を薄
く貼り付けて肥厚し、平坦に仕上げられた
頂部にはヘラ先による浅い刻み目約ゞ施され
ている。

口縁部内外面は撚が緩い縦走
するRL縄文か ?

中期 Ⅳ g

外面 10YR 7/3
にぶい黄橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面

石夫 長石 結晶

片岩

端部内面に帯状の粘土を賄り付けて肥厚す
る口縁は、外面にU字状施文具を水平に押
し引いている。

口縁 部内外面 にはそれぞれ林
が緩 い縦走す る RL縄 文 を施

文 している。

中期 Ⅳ g

外 面 10YR 7/3
にぶい責橙
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶

片岩

311

内管する国縁は端部が円く仕上げられ、緩
やかな波状を描く□縁に並行するように半
戟竹管による2本一組の沈線が施文されて
いる。

口縁端部上面にはRL縄文を
施文している。

中期 Vb

外面 :10YR 7/2
にぶい黄橙

内面 110YR 6/3
にぶい黄橙

石央 長石 結晶

片岩
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物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型 式

出土

地点
色 調 土 焼成 備 考

内彎する国縁は端部が平坦に仕上げられ、
緩やかな波状を描く口縁に並行するように
半裁竹管による2本一組の沈線が施文され
ている。

口縁端部内面にはRL縄文を
施文している。

中期 Vb

外 面 10YR 5/2
灰責褐
10YR 6/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内彎する国縁は端部が円く仕上げられ、外
面には半裁竹管による2本一組の沈線で鋸
歯状の文様が描かれている。

口縁端部上面にはRL縄文を
施文している。

中期Vb
夕IH 10YR 6/4

にぶい責橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石英
片岩

長 石 結 晶

内彎する国縁は端部外面に半裁竹管で弧線
文が描かれている。

口縁部外面 は縦たす る RLの
撚糸文か ?

中期 Vb

外面 10YR 4/2
灰黄褐
10YR 3/1
黒褐

内面
石 英

緩やかに内彎する口縁から頭部の括れ部に
かけて半裁竹管によりお規則な連弧文が描
かれている。

外面には節が小さい縦走する
RL縄文を施文している。

中期 Vb

外 面 10YR 5/2
灰黄褐
10YR 5/2
灰黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外面には半裁竹管を使用して波状 (鋸歯状)

文が描かれている。
外面には節が小さい縦走する
RL縄文を施文している。

中期 Vb

外 面 10YR 5/3
にぶい黄褐
10YR 5/3
にぶい責褐

内面

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外面には維走するRLの縄巻
縄文を施文している。

中期 IV

外 面 10YR 6/2
灰責褐
10YR 6/2
灰責褐

内面

石英 長石 結 晶

片岩

顎部は軽 く括れている。
外面には縦走するRLの縄巻
縄文を施文している。

中期 Ⅵ

外 面 10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 6/1
褐灰

内面

石英 長石 結 晶
片岩 赤色斑粒

外面には節が大い縦走するR
Lの縄巻縄文 (?)を施文し
ている。

中期Ⅵ

外 面 10YR 5/3
にぶい黄褐
10YR 5/2
灰黄褐

内面

石英
片岩

長 石 結 晶

外面 には純走す る RLの 縄巻

縄文 を施文 している。
中期 Ⅵ

外面 10YR 6/2
灰黄褐
10YR 5/3
にぶい責褐

内面
石英 長石

外面 には縦走す る RLの 縄巻

縄文 を施文 している。
中期 Ⅵ

外 面 10YR 5/2
灰黄褐
10YR 5/2
灰黄褐

内面

石英 長石 砂岩
チャート

外面には地文の紀文の上から水平方向の沈
線を1本施文している。

外面にはLR縄文が施文され
ている。

外 面 10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

323 口縁部 には三叉文が施文 されている。 中期 X

外 面 10YR 4/3
にぶい黄褐
10YR 5/3
にぶい責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

324
外面には半裁竹管を使って半隆帯文が施文
されている。

中期 X

外 面 ＹＲ６
鯛
ＹＲ６
諦

１０
灰
Ю
灰

内面

石英 長石 結晶

片岩

外面には半裁竹管を使つて半隆帯文が施文
されている。

中期 X

外面 10YR 6/3
にぶい黄橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面

石英 結晶片岩
赤色斑粒

326
外面には半裁竹管を使つて半隆帯文が施文
されている。

中期 X

クト面 10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 5/2
灰黄褐

内面

石英 長石 雲母
チャート

327
底部は体部との境を側面から押さえて多角
底に仕上げている。

外面にはRL縄文が施文され
ている。

外 面 25Y7/2
灰責
25Y8/1
灰白

内面
石英 結晶片岩

328
底部は体部との境を側面から押さえて多角
底に仕上げている。

外面にはRL縄文が施文され
ている。

外面 25Y7/1
灰白
25Y7/2
灰責

内面
石英

329
底部 は体部 との境 を側面か ら押 さえて多角

底 に仕上 げている。

外 面 10YR 7/2
にぶい責橙
10YR 7/2
にぶい黄橙

内面
石 英

330 多角底の底部を持つている。

外面 10YR 7/4
にぶい責橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

上げ底の底部と上方への開きが大きい体部
を持つている。

外面 25Y8/2
灰白
25Y8/2
灰白

内面
石英
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物
号

遠
番 特 徴 縄 文 原 体 型 式

土
点

出
地 色 調 胎 土 焼成 備 考

突起を付けた内彎する口縁は、端部外面に
凸祐が口縁に沿つて貼 り付けられ、端部上
面は時計回り、外面の凸帯上は反時計回り
の方向にC字形爪形文が施文されている。
また口縁郡外面はC字形爪形文を施文した
低い凸帯が口縁に並行するように貼 り付け
られている。大きく膨らんだ体部は「 く」
の字に屈曲する頸部との境近くに口縁と同
じ爪形文列を施文した凸帯が 1条貼り付け
られている。

回縁部内外面ともRL縄文が
施文されているが内面の縄文
は端部近くを残してナデ消さ
れている。

外 面 75YR 76
明褐
75YR 5/3
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

333

山形突起を付けた波状口縁の深鉢型土器
は、端郡外面に凸帝が口縁に沿って貼 り付
けられ、端部上面は時計回り、外面の凸帯
上は反時計回りの方向にC字爪形文が施文
されている。また日縁部外面はC字爪形文
を施文した低い凸市が水平方向に貼 り付け
られている。大きく膨らんだ体部は「 く」
の字に屈曲する顕部に沿つて口縁と同じ爪
形文列を施文した凸帯を2条貼り付け、そ
の下には同じ別の凸荷が維に貼り付けられ
ている。

口縁部内外面ともRL縄文が
施文されているが内面の縄文
は端部近くを残してナデ消さ
れている。

外面
内面
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (1)

物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型 式

土
点

出
地 色 調 土 焼 成 備  考

直立する口縁は薄く仕上げた端部上面にヘ

ラ先で刻目を加え、外面はヘラ先を使った
連続する刺突を国縁に1合 って 1条施し、そ
の下には同じ施文具で不規則な刺突が繰り
返されている。

不 明 A-18

外面 :10YR 4/1

褐灰
内面 :25Y7/3

浅黄

石英 長石 結晶
片岩

不 良

338
直立する日縁は端部上面にヘラ先で刻日を
加え、外面は条痕を施文している。器壁は
5～ 6 mmほ どの厚さがある。

前期 Ia T-20

外 面 75YR 5/3
にぶい褐
75YR 5/3
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

339
直立す る口縁 は円 く仕上げた端部上面 に刻

目が加 えられている。
前期 Ia T-20

外面 75YR 5/3
にぶい褐
75YR 5/3
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

わずかに内彎する国縁は端部上面が円く仕
上げられ、外面には貝殻条痕を施文してい
る。器壁は4 mmほ どの厚さがある。

前期 Ia T-1
外 面 5YR 5/6

明赤褐
75YR 5/4
にぶい掲

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

緩やかに内彎する口縁は端部上面が円く仕
上げられている。 前期 Ia S-4

外面 :10YR 5/4

にぶい責褐
i5YR 6/6

橙
内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

342
口縁端部上面には棒状工具を押しつけたよ
うな幅が広 く深い刻み目が加えられてい
る。

前期 Ia

外面 :5YR5/3
に ぶ い 赤 褐

色

内面 :25YR5/6
明赤褐色

石英 長石 結晶
片岩

緩やかに外反する口縁は、端部上面に棒状
工具を押しつけたような幅広で深いU字状
の刻み目が加えられている。

前期 Ia T-3
外 面 5YR5/3

にぶい赤褐色
25YR5/6
明赤褐色

内面

石英 長石 結晶
片岩

344
わずかに内管する国縁は円く仕上げられた
端部上面に浅い刻目が施されている。

前期 Ia S-4

外面 :10YR 5麗
にぶい責褐

内面 :5YR 6/6

橙

石莫 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

345

口縁端部上面はヘラ先で刻目を加えてい
る。器壁は6 mmほ どの厚さを持ち、内面は
指オサエの痕を指頭を使ってナデ消してい
る。

前期 Ib T-4
外面 10YR 7/3

にぶい責橙
10YR 7/2
にぶい責橙

内面
石英 長石 良好

にぶく尖らされた回縁端部上面はヘラ先で
刻日を加えている。器壁は6 mmほ どの厚さ
を持ち、内面は指オサエの痕を指頭を使っ
てナデ消している。

前期 Ib T-5
外面 10YR 3/2

黒褐
10YR 5/3
にぶい黄褐

内面
石英 長石 良好

直立する国縁は端部上面が円く仕上げられ
ヘラ先で刻目を加えている。器壁は5～ 6
mmほ どの厚さを持ち、内面は指オサエの痕
を指頭を使ってナデ消している。

前期 Ib T-4
外 面 10YR 5/3

にぶい黄掲
10YR 5/3
にぶい黄褐

内面

石央 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
良好

外面には施文具不明の条痕が施文されて▼
る。

前期 Ia 不 明

クト面 :10YR 6/3
にぶい黄褐色

内面 :10YR 6/3
にぶい黄褐色

石英 長石 結
晶片岩

外面には条痕を施文する。 前期 Ia T-20

外面 75YR 6/3
にぶい褐
75YR 5/3
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶

片岩

外面には幅の狭い条痕を間隔をあけて施文
する。内面は粗いヘラミガキを施している。

前期 Ia S-1

外面 :10YR 5/2

灰責褐
175YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外面には施文具不明の工具を押し引いてい
る。内面はハケ状工兵を使つたナデ調整が
施されている。

外面には条の間隔が開いたL
R縄文を施文している。

前期 Ia S-1

外面 10YR 6/3
にぶい責橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶

片岩
不 良

外面には連続するC宇八形文を施文してし
る。 前期Ia A-1

外面 75YR 6/6
橙
75YR 5/4
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外面には連続するC字爪形文を施文してし
る。

前期 Ia T-2
外面 75YR 6/4

にぶい橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面
石英 長石

外面には連続するC宇爪形文で直線と曲線
文を描いている。

前期Ia T-2
外面 :75YR 5/3

にぶい褐
110YR 5/3

にぶい責褐
内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外面には連続するC宇爪形文を水平方向に
3条施文している。

前期 Ⅱ a A-18

外 面 10YR 6/2
灰黄褐
10YR 4/1
褐灰

内面

石英 長石 結晶
片岩

356

緩やかに内彎する日縁は端部上面に上から
棒状工具を押しつけたような浅い刻目を加
え、外面には半裁竹管を使つたC字爪形文
列と波状文が描かれている。

前期Ⅱa
‐９

‐

Ｒ

Ａ

外 面 10YR 4/2
灰黄褐
10YR 5/3
にぶい黄褐

内面

石英 長石 結晶

片岩
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (2)

物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型 式

土
点

出
地 色 調 土 焼 成 備 考

外面には連続するC字爪形文を施文してし
る。

爪形文列の下には0段多条の
可能性があるLR縄文を施文
している。

前期Ⅱa
‐９

‐

Ｒ

Ａ

外面 10YR 4/2
灰黄褐
10YR 5/3
にぶい黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

358
直立する日縁は端部上面に縄文を施文し、
外面にはC字爪形文列で直線と曲線文を描
いている。

口縁端部にはRL縄文を施文
している。

前期 Ib B-1

外 面 10YR 5/3
にぶい黄褐
10YR 5/3
にぶい黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

359
外面は連続するC字爪形文列で曲線が描か
れている。 前期Ib S-20

外面 :75YR 5/4
にぶい褐

:10YR 5/4

にぶい黄褐
内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外面は連続するC字爪形文列で直線が描か
れている。 前期 Ⅱ b B-1

外 面 75YR 4/2
灰掲
10YR 4/3
にぶい責褐

内面
石英

外面は連続するC字爪形文列で曲線が描か
れている。 前期Ⅱb B-1

外面 75YR 4/2
灰褐
10YR 4/3
にぶい黄褐

内面
石 英

半我竹管の区画内にC字爪形文列を施文し
ている。 前期 Ib A-1

外 面 10YR 6/6
明責褐
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結 晶
片岩

半裁竹管の区画内にC字爪形文列を施文し
ている。 前期Ib T-2

外面 10YR 5/3
にぶい費褐
10YR 4/1

掲灰
内面

石英 長石 結晶
片岩

864
外面は浅い沈線で不規則な格子目文を強い
ている。内面は指頭圧痕の上から粗いヘラ
ミガキ調整を加えている。

前期 Ic R-19

外 面 10YR 6/2
灰黄掲
10YR 7/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

365 外面は浅い沈線で平行線文を描いている。 前期 Ic 不明

外 面 75YR 4/2
灰褐
75YR 6/6
橙

内面
石 英 長 石

外面は浅い沈線で格子目文を描いている。 前期 Ic 不明

外 面 10YR 4/1
褐灰
75YR 7/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外面は浅い沈線で平行線文を描いている。 前期Ic T-1

外面 10YR 4/2
灰責褐
75YR 7/4
にぶい橙

内面
石英 長石

外面は,完 い沈線で不規則な格子目文を描い
ている。 前期 Ic R-19

外 面 75YR 6/4
にぶい橙
75YR 7/4
にぶい橙

内面

石英 長石 赤色
斑粒

外面は浅い沈線で平行線文を描いている。 前期Ic
外面 5YR 7/4

にぶい橙
75YR 6/3
にぶい褐

内面
長 石

外面は浅い沈線で不規則な格子目文を描い
ている。内面はハケ状工具を使ってナデ調
整を加えている。

前期 Ic T-1
外 面 10YR 4/2

灰黄褐
75YR 7/4
にぶい橙

内面
石英 長石

器壁が 3 mmほ どの厚さの上器。直立する日
縁は端部がわずかに外反し、外面には口縁
に並行するようにヘラ先を押し引いて平行
線文を施文している。

前期Ⅲa T-2
外面 75YR 6/4

にぶい橙
5YR 6/6
橙

内面
石英 長石 食好

372

器壁が 3 mmほ どの厚さの上器。直立する国
縁は端部がわずかに外反し、外面には口縁
に並行するようにヘラ先を押し引いて平行
線文を施文している。

前期 Ⅲ a A-3
外 面 10YR 5/4

にぶい責褐
10YR 5/4
にぶい責褐

内面
石英 長石 良好

直立する口縁は端部上面を円く仕上げ、外
面は叉状または半裁竹管状工具を口縁に
沿って1条押し引いている。

前期Ⅲa T-2
外面 :10YR 5/3

にぶい責褐
内面 :10YR 5/2

灰責褐

長石 結晶片岩

緩やかに外反する国縁は端部を平坦に仕上
げ、叉状または半裁竹管状工具を回縁に
沿って押し引いている。

前期Ⅲa? T-2
外面 10YR 4/2

灰黄褐
75YR 6/3
にぶい褐

内面
石英 長石 良好

器壁が 4～ 5 mmほ どの厚さを持った土器。
直立する日縁は端部が平坦に仕上げられ

,

外面に竹管状または叉状の刺突具を連続し
て押し引いている。内面は指オサエの痕跡
を指頭でナデ消している。

前期Ⅱa? A-5
外面 :5YR 6/4

にぶい橙
:5YR 6/4
にぶい橙

内面
石英 長石 良好

器壁が 4 mmほ どの厚さを持った土器。直立
する口縁は端部が平坦に仕上げられ ,外面
には地文の縄文の上からヘラ状工具を押し
引いて国縁に並行する直線を施文 してい
る。

地文の縄文RLか ? 前期Ⅲb S-4

外面 :75YR 6/6
橙

:75YR 6/4
にぶい橙

内面
石英 長石
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (3)

物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型式

出土

地点
色 調 土 焼成 備 考

直立する口縁は国縁端部を円く仕上げ、外
面には半我竹管状工具を押し引いて直線文
と波状文を描いている。厚さ4 mmほ どの器
壁の薄い土器。

前期 Ⅲ a
S-4
T-4

外面 10YR 4/2
灰黄褐
25Y5/3
責褐

内面
石奥 長石

器壁が6 mmほ どの厚さを持った土器。直立す
る日縁は端都上面にヘラ先で刻目を施し、外
面にはヘラまたは叉状工具を押し引いて口縁
に並行する直線を3条施文している。内面は
指オサエの痕を指頭でナデ消している。

前期Ⅲb

外 面 10YR 4/2
灰黄褐
10YR 4/2
灰責褐

内面

輔

動
石
色

長

赤

莫

岩
石

片

直立する国縁は端部を円く仕上げ、外面に
はヘラ状工具を押し引いて、国縁に並行す
る直線を3条施文している。内面はハケ状
工具でナデ調整を加えている。

前期Ⅲb

１

２

１９

Ｔ

Ｔ

Ｂ

外面 10YR 5/2
灰黄褐
10YR 5/3
にぶい黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

不 良

380
端部を円く仕上げた回縁は、外面に半裁竹
管状または叉状工具を国縁に沿つて押し引
いている。

前期Ⅲb S-4

外面 :75YR 6/6
橙

:75YR 7/4
にぶい橙

内面
長石

わずかに内彎する日縁は、外面に半数竹管
状工具を押し引いている。

前期 Ⅲ b S-1

外面 :10YR 6/3

にぶい責橙
内面 i10YR 7/3

にぶい責橙

石夫 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

382

国縁は端部付近が折り曲げられ、上面に半
我竹管を押 し引いた刻 目が加えられてい
る。外面は同じ半我竹管をコ縁に並行する
ように1条押し引いている。

前期Ⅲb S-20

外 面 10YR 7/4
にぶい責橙
10YR 7/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結 晶

片岩

わずかに外反する口縁は端部上面に半裁竹
管状工具を押し引いた刻目が加えられてい
る。外面は同じ半裁竹管状工具を口縁に並
行するように1条押し引き、その下には縄
文を施文している。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期 Ⅲ b T-2
外 面 25YR 5/8

明赤掲
25YR 5/8
明赤褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

わずかに外反する口縁は端部上面に半載竹
管状工具を押し引いて刻目を加えている。
外面は地文の縄文の上から同じ半裁竹管状
工具を口縁に並行するように2条押し引い
ている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期 Ⅲ b B-19

外 面 5YR 4/1
褐灰
5YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

緩やかに内彎する口縁は端部上面に縄文を
施文し、外面は半嶽竹管状または叉状工具
を口縁に並行するように3条押し引いてい
る。

口縁端部上面にはLR縄文を
施文する。

前期Ⅲb S-4

外面 75YR 6/6
橙
5YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

386

緩やかに内彎する国縁は端部上面に縄文を
施文し、外面は半裁竹管状または叉状工具
を口縁に並行するように3条押し引き、そ
の下に縄文を施文している。

口縁端部上面にはLR縄文を
施文する。

前期 Ⅲ b T-5
外面 15YR 6/6

橙
内面 :25YR 5/6

明赤褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑泣

外面は条痕の上から半萩竹管状または叉状
工具を水平方向に1条押し引いている。

前期Ⅲa T-5
外 面 10YR 5/1

褐灰
10YR 5/2
灰責褐

内面

石英 長石 結 晶

片岩
良好

外面は半載竹管状または叉状工具を押し引
いて曲線文を描いている。

前期 Ⅲ a T-2
外 面 75YR 5/3

にぶい褐
75YR 6/3
にぶい褐

内面
長石 良好

外面はヘラまたは叉状工具を並行するよう
に2条押し引いている。

前期 Ⅲ b 不 明

外面 75YR 6/4
にぶい橙
75YR 5/3
にぶい掲

内面

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外面は半裁竹管状または又状工具を並行す
るように水平方向に2条押し引いている。
内面は丁寧なナデ調整が施されている。

前期 Ⅲ b T-5
外面 10YR 6/3

にぶい責橙
25Y6/3
にぶい責

内面

石英 長石 結晶
片岩

外面は半我竹管状または叉状工具を並行す
るように水平方向に3条押し引いている。

前期 Ⅲ b S-4

外面 :75YR 6/6
橙

内面 :75YR 6/6
橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

392
外面は半裁竹管状または叉状工具を水平方
向に1条押し引いている。

前期 Ⅲ b 不明

外 面 5YR 6/3
にぶい橙
75YR 6/3
にぶい褐

内面
石英 長石

外面は半栽竹管状または叉状工具を並行す
るように水平方向に2条押し引いている。
内面は指オサエをハケ状工具でナデ消して
いる

前期Ⅲ b 不明

外面 :25YR 6/6
橙

内面 :5YR 6/6

橙

石英
片岩

長 石 結 晶
下良

外面は半裁竹管状または叉状工具を並行す
るように水平方向に4条押し引いている。

前期Ⅲb T-4

タトET 75YR 5/3
にぶい褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面
長石 結晶片岩

外面は地文の縄文の上から半裁竹管状また
は叉状工具を並行するように水平方向に3
条押し引いている。

前期Ⅲb T-2
外 面 75YR 6/4

にぶい橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面
長石

外面は半萩竹管状または叉状工具を並行す
るように水平方向に2条押し引いている。

前期Ⅲ b T-4
外面 10YR 5/3

にぶい黄褐
10YR 7/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (4)

物
号

這
番 特 徴 縄 文 原 体 型式

土
点

出
地 色 調 胎 土 焼 成 備 考

397

内誉する国縁は端部上面に半裁竹管を使つ
た刺突を連続して加え、外面は端部から斜
め下方に向かって細い凸帯を貼 り付け、3
cmほ ど下に口縁と並行するように貼り付け
た別の凸帯とつなげている。口縁端部と凸
帯との間は同じ半裁竹管を押し引いた結節
沈線を4条施文している。

前期Ic T-4
外 面 10YR 4/2

灰黄褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

398

顕部の括れ部から外上方に向かつてのびる
直線的で短い口縁は端部上面に半裁竹管を
使つた刺突を連続して加え、外面には同じ
半載竹管を押し引いた結節沈線を口縁に並
行するように2条施文し、さらに上から半
載竹管文を付けた低い凸帯を縦に貼り付け
ている。

前期Ⅲ c T-2
外 面 75YR 5/3

にぶい褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石英 長石

399

内彎する国縁は端部上面に半裁竹管を使っ
た刺突を連続して加え、外面は端部直下に
l cmほ どの幅で縄文を施文し、その下に半
裁竹管を使った結節沈線で幾何学文様を描
いている。

日縁部外面の縄文 は LRか ? 前期 Ⅲ c T-5
外 面 10YR 5/2

灰責褐
25Y6/2
灰責

内面
石英 長石

上から半裁竹管を押し引いた細い凸帝を問
隔をあけて縦方向に貼り付け、その間に半
裁竹管を押し引いた結節沈線を3条施文し
ている。

結節沈線の下にはRL縄文を
施文している。

前期 Ⅲ c T-3
外 面 10YR 6/4

にぶい黄橙
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面

石奥 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

内彎する国縁部には半裁竹管を押し引いた
結節沈線を2条施文している。 前期Ⅲ c A-1

外面 10YR 7/4
にぶい黄橙
25Y5/2
暗灰責

内面

石英 長石 結晶
片岩

内彎する国縁部には半裁竹管を押し引いア
沈線と結節沈線を施文している。

前期 Ⅲ c A-2
外 面 10YR 5/3

にぶい黄褐
10YR 5/3
にぶい責褐

内面

長石 結晶片岩
赤色斑粒

外面は地文の縄文の上から半載竹管を押し
引いた結節沈線を並行するように水平方向
に2条施文している。

LR縄文を施文している。 前期Ic T-2
外面 10YR 4/3

にぶい責褐
10YR 4/4
褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色班粒

外面には半裁竹管を押し引いた結節沈線を
2条施文している。

前期 Ic A-1
外面 10YR 7/4

にぶい責橙
10YR 7/4
にぶい黄橙

内面

長石 結晶片岩
赤色斑粒

外面は地文の縄文の上から半裁竹管を押し
引いた結節沈線を2条施文している。

RL縄文を施文している。 前期Ⅲ c T-2
外面 :5YR 5/6

明赤褐
内面 :10YR 4/2

灰黄褐

長石 結晶片岩
赤色斑粒

外面は地文の縄文の上から半裁竹管を押し
引いた結節沈線を並行するように水平方向
に2条施文している。

RL縄 文 を施文 している。 前期 Ⅲ c T-3
外面 10YR 5/3

にぶい黄褐
10YR 5/4
にぶい黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外面は地文の縄文の上から半我竹管を押し
引いた結節沈線を施文している。

LR縄 文 を施文 している。 前期 Ⅲ c T-2
外面 f10YR 5/4

にぶい責褐
内面 :75YR 5/6

明褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外面は沈線の区画の中を半裁竹管を押し引
いた結節沈線を施文している。

前期 Ⅲ c S-20

外 面 75YR 3/2
黒褐
75YR 5/3
にぶい褐

内面

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外面には半裁竹管を押し引いた結節沈線を
2条施文している。 前期 Ⅲ c S-4

外面 25YR 6/8
橙
75YR 7/8
黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不良

球形の体部には半萩竹管を使つた結節沈線
で直線と弧状文を施文している。

外面には地文に縄文を施文し
ているが原体の種類は不明。

前期 Ⅲ c S-2

外面 :75YR 7/6
橙

内面 :5YR 6/6

橙

石英 長石

球形の体部には地文の縄文の上から半我竹
管を使った結節沈線で並行する水平方向の
直線を施文している。

RL縄文を施文しているが、
結節沈線の間は縄文をナデ消
している。

前期 Ⅲ c T-2
外 面 75YR 6/4

にぶい橙
75YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩・赤色斑粒

球形の体部には半裁竹管を使った結節沈線
で並行する水平方向の直線を施文 してい
る。

撚の方向が異なる縄文を交互
に施文して羽状縄文を表出し
ているが、結節沈線の間は縄
文をナデ消している。

前期 Ⅲ c S-1

外 面 5YR 7/6
橙
5YR 7/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色班粒

球形の体部には半裁竹管を使った結節沈線
でコまたは口の字状の文様を描いている。 前期Ⅲc B-19

外 面 10YR 8/2
灰白
10YR 8/3
浅責橙

内面
石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不良

「 く」の字状に内屈する口縁部は外面に細
い凸待を一条貼り付け、その下には細い沈
線の区画の中に細かいC字爪形文を施文し
ている。

前期 Ⅲ e T-2
外面 75YR 6/6

橙
75YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

「 く」の字状に内屈する日縁部は外面に細
い凸帯を一条貼り付け、その下には細い沈
線で描いた曲線文の区画の中に細かいC字
爪形文を施文している。

前期 Ⅲ e T-1

外面 5YR 6/8
橙
5YR 6/8
栓

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (5)

物
号

遺
番

特 徴 縄 文 原 体 型 式
土

点

出

地 色 調 土 焼 成 備  考

内彎しながら上方に大きく開く体部は、外
面に凸帝を水平に貼 り付け、上部に沈線と
C字爪形文を使つて入紅木葉文状の文様を
描いている。

前期 Ⅲ e R-19

外 面 25YR 5/6
明赤tBJ

10YR 7/6
明黄褐

内 面

石英 長石 結 晶

片岩 赤色斑粒
不 良

417

緩やかに内彎しながら上方に大きく開く体部
は、そのまま端部が円く仕上げられた日縁に
移行している。日縁部と体部には並行する沈
線の区画の中に半我竹管を使つたC字爪形文
が水平方向に1条ずつ施文されている。

前期 Ⅲ I S-4
外面 :25YR5/6

明赤褐色

内面 :5YR66
橙色

石英 長石 結
晶片岩

軟質 赤 彩

体部は外反しながら上方に大きく開いてい
る。外面には並行する沈線の区画の中に半
戦竹管を使つたC字爪形文が水平方向に2
条施文されている。

前期Ⅲ f T-3
外面 :25YR5/6

明赤褐色

内面 :5YR66
橙色

石夫 長石 結

晶片岩
軟質 赤 彩

体部は外反しながら上方に大きく開いてい
る。外面には並行する沈線の区画の中に半
裁竹管を使つたC字爪形文が水平方向に2
条施文されている。

前期 Ⅲ f T-1
外面

内面２５ＹＲ５呻５ＹＲ６６髄
石英  長石 結

晶片岩
軟 質 赤彩

420

体部は上方に大きく開いている。外面には
並行する沈線の区画の中に半裁竹管を使っ
たC字爪形文が水平方向に1条施文されて
いる。

前期Ⅲ f S-1

外面

内面２５ＹＲ５唖５ＹＲ６６髄
石英 長石 結
晶片岩

軟質 赤彩

内彎する体部は上方に大きく開き、外面は
半我竹管を使つたC宇八形文が水平方向に
2条施文されている。

前期 Ⅲ f B-1
外面

内面２５ＹＲ５婢５ＹＲ６６髄
石央 長石
晶片岩

結
軟 質 赤彩

体部外面には並行する沈線の区画の中に半
哉竹管を使つたC字爪形文が水平方向に 1

条施文されている。
前期Ⅲf

外面

内面２５ＹＲ５唖５ＹＲ６６髄
石英 長石 結
晶片岩

軟 質 赤彩

体部外面 には並行す る沈線 の区画の中に半

裁竹管 を使 つた C字爪形文が水平方向に 1

条施文 されている。

前期 Ⅲ f

外面

内面２５ＹＲ５噸５ＹＲ６６髄
石英  長石 結

晶片岩
軟 質 赤 彩

内彎する国縁は端部上面に縄文を施文し、
外面は地文の縄文の上から半我竹管を押し
引いた結節浮線文を貼り付けている。

外面には条の間隔が開いたL
R縄文を施文している。

前期Ⅳ a A― ]

タト面 :10YR 7/4
にぶい黄橙

内面 :10YR 7/4
にぶい黄橙

石英 長石 結 晶
片岩

425

顕部の括れ部から外上方にのびる短い口縁
部は、端部を上方に折り曲げて半載竹管を
す甲し引いた亥J目 を方日え、タト面には上から∨
状工具を押し引いた結節浮線文を貼り付け
ている。

前期 Ⅳ a A-3
外面 :75YR 6/4

にぶい橙

内面 :75YR 6/6
橙

石英 長石

外面は上から半裁竹管状工具を押し引いた
結節浮線文を貼り付けて幾何学文様を描い
ている。

前期 Ⅳ a S-4

外面 :10YR 5/3

にぶい責栓

内面 110YR 4/1
褐灰

石英 長石

端部をにぶく尖らせた直立する日縁は、外
面にヘラの角を押し引いて<状の刺突列を
目縁に沿って2条施文し、さらにその下に
は同じ施文具を使って曲線 ?を描いている。

小明 A-1
外 面 10YR 4/1

褐灰
10YR 5/2
灰責褐

内面
石英 長石

428
端部を平坦に仕上げた直立する国縁は、タホ
面にヘラの角を押し引いてく状の刺突列を
国縁に沿って2条施文している。

不明 T-3
外 面 ＹＲ６

熱
ＹＲ４
鞘

Ю

灰

Ю

灰
内面

石英 長石 結晶
片岩

わずかに内営する国縁は端部上面に間隔を
あけて浅い刻目を加え、外面には半教竹管
を使つて半円形の刺突列を3条施文してい
る。

不明 A-4

外 面 5YR 6/6
橙
5YR 5/4
にぶい赤褐

内面

石央 長石 結晶
片岩

山形の波状日縁の土器は、緩やかに内彎する
日縁の端部外面に、縄文を施文した凸帯を国
縁に沿つて2条貼り付け、波頂部から純に貼
り付けられた別の凸帯とつなげている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期 Va S-4

外面 :10YR 7/3
にぶい責橙

内面 :10YR 7/3
にぶい責橙

石英 長石 良好

緩やかに外反す る口縁 は、端部上面 に縄女

を施文 し 外面 には縄 文 を施文 した凸帯 を

口縁 に沿 って 2条貼 り付 けている。

外面には撚の方向の異なる縄
文を横方向に交互に施文して
羽状縄文を表出している。

前期Va S-4

外 面 10YR 5/3
にぶい責褐
10YR 5/3
にぶい黄褐

内面

石 英 長 石
チャート 良好

緩やかに外反す る国縁 は、端部上面 に縄文
を施文 し、外面 には縄文 を施文 した凸帯 を

口縁 に沿 って 2条貼 り付 けている。

外面には撚の方向の異なる縄
文を横方向に交互に施文して
羽状縄文を表出している。

前期 Va S-4

外面 :10YR 4/2

灰黄褐
:10YR 7/3
にぶい黄橙

内面
石英 長石 良好

わずかに外反する口縁は、端部上面に半裁
竹管を使つた刻目を加え、外面には縄文を
施文した凸帯を日縁に沿つて1条貼り付け
ている。

外面にはLR縄文を施文して
いる。

前期 Va A-6
クト面 10YR 5/3

にぶい黄褐
10YR 4/1
褐灰

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
良好

外反す る国縁 は端都外面に縄文 を施文 した

凸帯 を回縁 に沿 つて 1条貼 り付 けている。

凸帝上はLR、 外面にはRL
縄文を施文している。

前期 Va S-4

外 面 10YR 5/3
にぶい黄掲
25Y6/2
灰黄

内面
石英

435
外 反す る国縁 は端 部外 面 にヘ ラ状 工具 を

使 った刻 目を加 えた凸帯 を口縁 に沿 って 1

条貼 り付 けている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期 Va S-5

タト面 110YR 3/1

黒帽
:10YR 3/1

黒IP●

内面
石英 チ ャー ト
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (6)

物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型式

土

点

出

地 色 調 土 焼成 備  考

外反する国縁は端部をわずかに上方に折り
曲げ縄文を施文している。外面には縄文を
施文した凸帯を口縁に沿って2条貼り付け
ている。

口縁端郡上面お よび凸帯上 に
は LR縄 文 を施文 している。

前期 Va T-5
外 面 75YR 4/2

灰褐
75YR 4/3
褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 チャート

437
外反する口縁は端部を内側に折り曲げてい
る。外面には縄文を施文した凸帯を国縁に
沿って2条貼り付けている。

凸帯上にはLR縄文を施文し
ている。 前期Va S-4

外面 10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 7/4
にぶい黄栓

内面

石英 長石 結晶

片岩

438

緩やかな波状口縁の上器は波頂部から体部
に向かって縄文を施文した凸帯を縦に貼り
付け、口縁に並行するように貼り付けられ
た別の凸帯とつなげている。

外面及び凸符上にはRL縄文
を施文している。

前期 Va T-5
外面 i5YR 5/6

明赤褐
i5YR 5/6

明赤褐
内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不 良

439 外反する口縁部には縄文を施文した凸帯を
水平に貼り付けている。

外面及び凸帯上にはRL縄文
を施文している。

前期 Va 不 明

外面 :5YR 5/4
にぶい赤褐

:5YR 4/6

赤褐
内面

石 英 長 石
チャート

440
外面には縄文を施文した凸帯を水平に貼り
付けている。

外面はLR、 凸帝上はRL縄
文をそれぞれ施文している。

前期Va B-19

外面 :25Y6/1
責灰

:25Y6/1
黄灰

内面

石 英 長 石
チャート

441 外面には縄文を施文した凸帯を維に2条貼
り付けている。

外面はLR縄文を施文してし
る。 前期Va T-2

外 面 :75YR 5/4
にぶい褐

:10YR 6/4

にぶい黄橙
内面

石英

外面には縄文を施文した凸帯を3条貼り付
けている。 凸帝上の縄文は RL縄 文か ? 前期 Va A-18

タトE釘 5YR 6/8
橙
75YR 7/6
橙

内面
石英 長 石 不 良

443
外面には縄文を施文した凸帯を3条貼り付
けている。

外面及び凸帯上はLR縄文を
施文している。

前期 Va 不明

外 面 10YR 7/3
にぶい黄橙
10YR 7/2
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶

片岩

外面には紀文を施文した凸帯を2条貼り付
けている。

外面及び凸帯上はLR縄文を
施文している。

前期 Va T-1
タト面 10YR 6/6

明責褐
10YR 4/1
褐灰

内面

石英
片岩

長 石 結 晶

外面には縄文を施文した凸帯を3条貼り付
けている。

外面及び凸荷上はLR縄文を
施文している。 前期 Va A-5

外 面 10YR 4/2
灰黄褐
75YR 5/4
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外面には縄文を施文した凸帯を2条賠り付
けている。

外面はLR、 RL縄文、凸帯
上はRL縄文をそれぞれ施文
している。

前期 Va A-18

外 面 ＹＲ６
魏
ＹＲ６
鋭

Ю

灰

１０

灰
内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

447 外面には縄文を施文した凸帯を2条貼り付
けている。

外面及び凸帯上はLR縄文を
施文している。 前期 Va T-5

外面 5YR 6/6
橙
5YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

外面には縄文を施文した凸帯を1条貼り付
けている。

外面はRと 、凸帯上はLR縄
文をそれぞれ施文している。

前期 Va S-4

クト面 :10YR 5/3

にぶい黄褐
内面 t10YR 6/4

にぶい黄橙

石英 長石

449
内彎する口縁部には上から縄文を施文した
liH広 の凸帝を水平に貼り付けている。

外面にはLR縄文を施文して
いる。 前期Va A-18

クト面 :5YR 6/4
にぶい橙

内面 :5YR 6/4
にぶい橙

石英 長石 赤色
斑粒

わずかに内瞥する口縁は端部上面にV字状
の刻目が加えられ、外面には竹管状工具を
押し引いた結節沈線を3条施文している。

前期Vb S-4

外 面 10YR 6/3
にぶい黄橙
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面
石英

わずかに内彎する口縁は端部上面にV字状
の刻目が加えられ、外面には竹管状工具を
押し引いた結節沈線を3条施文している。

前期 Vb S-5

外 面 75YR 6/4
にぶい橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石英 結晶片岩

わずかに内管する国縁は端部上面に半我竹
管状工具を刺突した刻目を加え、外面には
細い沈線を国縁に並行するように3条施文
している。

前期 Vb T-2
外 面 10YR 5/3

にぶい費褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石英 長石

わずかに内彎する口縁は端部上面に半裁竹
管状工具を刺突した刻目を加え、外面には
細い沈線を国縁に並行するように2条施文
している。

前期 Vb S-4

外 面 10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面
石 央

緩やかな波状日縁の上器は端部上面にヘラ
先で浅い刻目を加え、外面は端部直下に細
い沈線を国縁に,合って施文している。

外面は縄文が施文されている
が、原体の種類は不明。

前期 Vb S-4

外面 10YR 4/2
灰黄掲
75YR 5/4
にぶい褐

内面
石英
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第5表 包含層出土遺物観察表 (7)

物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型 式

土
点

出
地 色 調 土 焼成 備  考

口縁は端部上面に棒状工具を押しつけたよ
うな刻目を加え、外面には細い沈線を口縁
に並行するように1条施文している。

前期Vb R-19

外 面 :75YR 6/4
にぶい橙

:75YR 5/3
にぶい褐

内面
石央 長石

外反する口縁は平坦に仕上げられた国縁端
部上面にヘラ状工具で浅い刻目を加え、外
面は凹線状の太い沈線を口縁に沿って施文
した後で、細い凸帯を斜めに貼 り付けてい
る。

前期Vb T-2
外面 75YR 6/4

にぶい橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石英

外面にはヘラ状工具を使った並行する水平
方向の沈線を3条施文している。

前期 Vb A-5
外面 10YR 6/3

にぶい責橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石英

458

わずかに括れた顕部から外上方に向かって
のびる直線的な口縁は、端部上面に浅い刻
目が加えられ、外面には地文の縄文の上か
ら比較的太い沈線を口縁に沿つて3条施文
している。

外面は株の方向の異なる縄文
を横方向に交互に施文して羽
状縄文を表出している。

前期 Vb S-4

外 面 10YR 5/3
にぶい黄褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面
色

石
赤

長
ト

好
一
粒

石

チ

斑

直立する国縁は、端部上面に縄文を施文し、
外面には地文の縄文の上から比較的太い沈
線を口縁に

'合

つて3条施文している。

外面は撚の方向の異なる縄文
を横方向に交互に施文して羽
状縄文を表出している。

前期 Vb S-4

外 面

‐ＯＹＲ５囀勲諏
内面

石英 結晶片岩

わずかに内瞥する国縁は、端部上面にヘラ
先で浅い刻目を加え、外面には地文の縄文
の上から太くて,支 い沈線を口縁に沿って4
条施文している。

外面は撚の方向の異なる縄文
を施文している。

前期 Vb S-4

外 面 10YR 4/2
灰責褐
10YR 5/3
にぶい黄褐

内面

石 英 長 石
チャート

461

わずかに内警する口縁は、端部上面にヘラ
先で浅い刻目を加え、外面には地文の縄文
の上から太くて浅い沈線を目縁に沿って4
条施文している。

外面はLR縄文を施文して▼
る。

前期 Vb S-4

外 面 10YR 5/3
にぶい黄褐
10YR 5/2
灰責褐

内面

石 英 長 石
チャート

わずかに内彎する口縁は、端部上面にヘラ
先で,実 い刻目を加え、外面には地文の縄文
の上から大くて浅い沈線を口縁に

'合

つて 3

条施文している。

外面はLR縄文を施文してし
る。

前期Vb T-5
外 面 10YR 71

褐灰
10YR 5/3
にぶい責褐

内面
石 英

直立する日縁は、端部上面にヘラ先で浅い

刻目を加え、外面には地文の縄文の上から
太い沈線を口縁に沿って 2条施文 してい
る。

外面はLR縄文を施文してψ
る。

前期Vb T-5
外 面 10YR 4/2

灰黄褐
25Y2/1
里

内面
石英

直立する国縁は、端部上面にヘラ先で浅い

刻目を加え、外面には地文の縄文の上から
太い沈線を口縁に沿って 3条施文 してい
る。

外面はRL縄文を施文してし
る。

前期Vb T-5

外 面 10YR 5/2
灰責褐
10YR 6/3
にぶい責橙

内面
石英 長石

直立する国縁は、端部外面に地文の縄文の
上から太い沈線を口縁に沿って3条施文し
ている。

外面はLR縄文を施文して彰
る。

前期 Vb R-19

タト面 :10YR 4/1

褐灰
内面 :10YR 6/2

灰黄褐

石英 長石

大きく内彎する口縁は、端部上面に紀文を
施文し、外面には地文の縄文の上から比較
的太い沈線を口縁に沿って3条施文してい
る。

外面は撚の方向の異なる縄文
を横方向に交互に施文して羽
状縄文を表出している。

前期 Vb T-5
外面 10YR 4/2

灰黄褐
10YR 5/4
にぶい責褐

内面
石英

内彎する国縁部近くの破片。タト面には地文
の縄文の上から比較的太い沈線を水平方向
に6条施文している。

外面は撚の方向の異なる縄文
を施文している。

前期 Vb T-5
タト面 10YR 4/2

灰黄褐
75YR 5/6
明褐

内面
石英 長石

外面には地文の縄文の上から比較的大い沈
線を水平方向に5条施文している。

外面は撚の方向の異なる縄文
を施文している。

前期 Vb S-4

外面 厖
　
２

ＹＲ５
舗
ＹＲ６
鯛

Ю
灰

Ю

灰
内面

石 英 長 石
チャート

外面には水平方向の沈線が 3条並行して施
文されている。

前期 Vb R-19

タト面 10YR 4/1
褐灰
10YR 6/2
灰黄褐

内面
石英 長石 良好

外面には地文の縄文の上から比較的太い沈
線を水平方向に5条施文している。

縄文の原体は不明。 前期 Vb S-4

外 面 10YR 5/2
灰褐
75YR 5/4
にぶい褐

内面

石 英 長 石
チャート

外面には地文の紀文の上から比較的太い沈
線を水平方向に2条施文している。

外面の縄文はRLか ? 前期 Vb S-4

外 面 10YR 5/3
にぶい責褐
25Y5/2
暗灰黄

内面
石英 長石

外面は地文の縄文の上から浅くて太い沈線
を水平方向に3条施文し、その上から凸帯
を縦に貼り付けている。

外面はLR縄文を施文してし
る。

前期Vb A-7
外 面 10YR 6/3

にぶい黄橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面
石英

473
外面にはヘラ先を押し引いた結節沈線を2
条施文している。

外面はLR縄文を施文してし
る。

前期Vb B-6
外 面 10YR 6/2

灰黄褐
25Y6/2
灰黄

内面

石英 長石 結晶
片岩
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (8)

物

号

違

番 特 徴 縄 文 原 体 型 式
土

点

出

地 色 調 胎 土 焼成 備 考

外面にはヘラ先で並行する沈線を水平方向
に2条施文している。

外面にはRL縄文を施文して
いる。 前期Vb S-4

外 面 10YR 4/1
褐灰
10YR 6/3
にぶい責栓

内面
石英 長石

外面は地文の縄文の上から並行する細い沈
線を水平方向に3条施文している。

外面はRL縄文を施文してヽ
る。 前期Vb T-1

外面 75YR 4/2
灰褐
10YR 3/1
黒掲

内面
石英 長石 結晶
片岩 チャート

476

直立する口縁は端部上面にハケ状工具で浅
い刻目を加え、外面には上からヘラ状工具
を使った刻目を施した凸帯を2条口縁に並
行するように貼り付けている。

前期Vc S-5

外面 !5YR 5/6

明赤褐
:25YR 5/6
明赤褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

不 良

外面には上から半裁竹管状工具を刺突した
凸帯を2条間隔をあけて水平方向に貼り付
けている。

凸帯の下にはLR縄文を施文
している。

前期 Vc T-5
外面 :75YR 6/6

橙
:25YR 5/6
明赤褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

不 良

外面は地文の縄文の上からヘラ先を押し引
いた結節沈線を水平方向に施文している。

外面はLR縄文を施文してヽ
る。 前期 Vd S-4

外 面 10YR 4/1
褐灰
10YR 7/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不 良

外面は地文の縄文の上から半裁竹管状工具
を水平方向に連続して刺突している。

外面は撚の方向の異なる縄文
を横方向に交互に施文して羽
状縄文を表出している。

前期 Vd S-4

外面 75YR 5/3
にぶい褐
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石 央 長 石
チャート

外面は地文の縄文の上から半我竹管状、ま
たは先端を叉状に加工した工具を水平方向
に連続して刺突している。

外面は撚の方向の異なる縄文
を横方向に交互に施文して羽
状縄文を表出している。

前期Vd 不 明

外 面 :75YR 7/3
にぶい橙

:75YR 7/4
にぶい橙

内面
石英 長石

端部近くがわずかに内彎する口縁は外面に
半教竹管状または叉状工具を口縁に並行す
るように2条押し引き、その下には同じ工
具で重弧文が描かれている。

前期Ⅲa

Ｓ

Ｓ

Ｔ

Ｔ

外面 10YR 6/4
にぶい責橙
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面
石英 長石

482
直立する口縁は端部上面が細かく波打ち、
外面はヘラ状工具を3条並行するように押
し引き、その下に縄文を施文している。

外面の縄文は0段多条のRL
か ?

前期 Vb
Ｔ

Ｔ

外 面 75YR 6/4
にぶい橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不 良

直立する筒状の体部は、途中から緩やかに
外反しながら口縁部に向かってのび、端部
近くで内瞥している。緩やかな波状口縁に
は端部外面に凹線状の浅い沈線が 1条口縁
に沿って施文されている。

外面には撚の方向が異なる縄
文を横方向に交互に施文して
羽状縄文を表出している。

前期Vb
外面 5YR 5/4

にぶい赤褐色
5YR5/6
明赤褐色

内面
石英 長石

低い山形突起を付けた緩やかな波状口縁の
深鉢形土器は、突起部に縄文を施文した短
い凸帯を縦に貼り付け、日縁に沿って貼り
付けられた別の2条の凸帯とつなげられて
いる。

外面は撚の方向の異なる紀文
を横方向に交互に施文して羽
状縄文を表出している。

前期 Vb S-4

外 面 10YR 6/4
にぶい責橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面
石英 長石 良好

緩やかな波状口縁の深鉢形土器は、口縁に
沿ってヘラを使った結節沈線を4条、地文
の縄文の上から押し引いている。

外面はRL縄文を施文してし
る。

前期 Vb T-5
外面 10YR 5/4

にぶい黄褐
10YR 5/4
にぶい黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

486

緩やかに内彎する口縁は端部上面に縄文を
施文し、外面は国縁に沿ってヘラを使つた
結節沈線を3条、地文の縄文の上から押し
引いて乾ゝる。

外面は撚の方向の異なる縄文
を横方向に交互に施文して羽
状縄文を表出している。

前期 Vb S-4

外 面 10YR 4/2
灰黄褐
5YR 4/6
赤褐

内面

石 英 長 石
チャート

487
緩やかに外反する口縁は、外面にヘラを
使った結節沈線を2条、地文の縄文の上か
ら口縁に並行するように押し引いている。

外面は撚の方向の異なる縄文
を横方向に交互に施文して羽
状縄文を表出している。

前期 Vb S-4
T-4

外 面 10YR 5/4
にぶい責褐
10YR 5/2
灰責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑泣

488

内彎する国縁は端部を内方に拡張し小突起
を付けている。外面は端部に幅 l cmほ どの
帯状の凸帯を貼り付け、国縁部の突起から
延びる結節浮線文を凸帯に沿って貼り付け
ている。凸帯の下には縄文を施文した別の
細い凸帝を回縁に並行するように貼り付け
ている。内面には生爪痕が残されている。

口縁端部外面の凸帯上は R
L、 口縁端部上面の拡張部に
はLR縄文を施文している。

前期Ⅵ a S-4

外面 :75YR 7/4
にぶい橙

:75YR 7/4
にぶい橙

内面

石英 長石 赤色
斑粒

内彎する口縁は端部を内方に拡張し平坦に
仕上げられた端部上面に小突起を付けてい
る。外面は端部に幅 l cmほ どの市状の凸帯
を貼り付け、国縁部の突起から廷びる、半
裁竹管で上部をなぞる浮線文を維に貼り付
けている。凸帝の下には縄文を施文した別
の細い凸帯を回縁に並行するように間隔を
あけて貼り付けている。内面には指頭圧痕
と生爪痕が残されている。

口縁端部外面の凸帯上はR
L、 外面の凸帯と口縁端部上
面の拡張部にはLR縄文を施
文している。

前期Ⅵ a S-4

外面 75YR 7/4
にぶい橙
75YR 7/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (9)

遺物

番号
徴特 縄 文 原 体 型式

土
点

出
地 調色 土 焼 成 備  考

内彎する日縁は端部を内方に拡張し上面を
平坦に仕上げている。外面は端部に幅 l cm

ほどの汁状の凸帯を貼り狩け、上部を半我
竹管でなぞった浮線文を縦に貼り付けてい
る。この凸市の下には断面三角形の低い凸
帯を間隔をあけながら口縁に並行するよう
に瑞り付けている。

回縁端部外面の帯状の凸帯上

は Rし 、その凸帯の下か ら断

面三角形の凸市 までの間 と日

縁端部上面 の拡張部 には LR
ネl文 を施文 している。

前期Ⅵ a A-2
外面 :75YR 6/4

にぶい栓

内面 :5YR 6/6

橙

石英

内サする短い口縁は端部を内方に拡張し上
面を平坦に仕上げている。外面は端部に幅
7 mmほ どの帯状の凸帯を貼り付け、上部を
半我竹管でなぞった浮線文を維に貼り付け
ている。凸帯の下には縄文を施文した細い

凸帯を回縁に並行するように貼り付けてい
る。顕部の括れ部にも細い凸帯を貼り付け
ているが上部が半我竹管でなぞられてい
る。内面は頚部の括れ部近くに×状に交差
した生爪痕が残されている。

口縁部外面の凸帯上、お よび

端部上面 にはそれぞれ Rし 縄

文 を施文 している。

前期 Ⅵ a A-5
外面 110YR 7/2

にぶい責橙

内面 :10YR 7/3
にぶい黄橙

石夫 長石

492

内瞥する国縁は瑞部を内方に拡張し上面を
平坦に仕 上げている。外面は端部に幅 7 mm
ほどの帝状の出帯を貼り付け、半裁竹管で
上部をなぞった浮線文を維に貼り付けてい
る。この凸帯の下にはlFt文 を施文した別の
低い凸帯を、間賄をあけながら日縁に並行
するように貼り付けている。

日縁端部外面の凸帯上はL
R、 日縁端部上面の拡張部に
はRL紀文を施文 している。
日縁部の2条 の凸帯は、凸帯
ごとに撚の方向の異なる紀文
を施文している。

前期Ⅵ a S-1

外面 :10YR 5/3
にぶい黄褐

内面 :10YR 6/2

灰黄褐

石央 長石 結品
片岩

内彎す る国縁 は端部 を内方 に拡張 し、上両
には棒状工具 を垂直 に押 し付 けたような刻
み gを 施 している。外面 は端部か ら2 cmほ

ど下 に低 い凸市 を貼 りllけ 、縄文 を施文 し

ている。

日縁部外面は端部付近と凸帝
上でlIの 方向が異なる紀文を
施丈している。端部内面には
RL縄文を施文している。

前期Ⅵ a S-4

タト面 :10YR 6/2

灰責褐

内面 :10YR 6/3

にぶい黄橙

石英 長石 結晶

片岩

内彎する日縁は端部を内方に拡張し上面を
平坦に仕上げている。外面は端部に幅 7 mm

ほどの帯状の凸帯を貼り付け、その下には
やや間隔をあけて縄文を施文した別の常状
の低い凸市を日縁に並行するように賄り付
けている。

日縁部外面は、凸‐
O‐ ごとに撚

の方向が異 なる縄文 を施文 し
ている。端部上面 には RL縄
文 を施文 している。

前期Ⅵ a S-4

外面 :10YR 4/2

灰黄褐

内面 :75YR 5/3
にぶい褐

石英 長石

内脅す る日縁 は端部上面 をにぶ く尖 らせ、

外面 は端部直下 に紀文 を施文 した低 い帯状
の凸竹 を 3条貼 り付 け、その下 は無文の ま

ま残 されている。内面には生爪痕が水平 に

残 されている。

回縁部外面 は、凸帝 ごとに株
の方向が異 なる縄文 を施文 し

ている。端部内面 には LR縄
文 を施文 している。

前期 Ⅵ a 側溝

外面 :75YR 5/4
にぶい褐

内面 :75YR 5/4
にぶい褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

内習す る日縁 は端部 を内方 に拡張 し上面 を

平坦 に仕上げている。外面 は槌文 を施文 し

た凸帯 を回縁 に並行す るように間隔 をあけ

なが ら貼 り付 けている。

「
1縁部外面 は、凸帝 ごとに撚

の方向が異 なる縄文 を施文 し

ている。端部上面 には LR糸せ

文 を施文 している。

前期 Ⅵ a S-4

外面 :10YR 6/3

にぶい責橙

内面 :10YR 6/3
にぶい責橙

石英 長石 結晶

片岩

内号する[1縁 は端部を内方に拡張し上面を
平坦に仕上げている。外面は端部に幅 l cm

ほどの帯状の低い凸帯を回縁に沿って貼り
llけ 、さらに l cm下 にも同じような凸荷を
貼り付けている。

口縁部外面 は、凸帯 ごとに撚
の方向が異 なる縄文 を施文 し
ている。端部 _と 面 には LR縄
文 を施文 している。

前期 Ⅵ a S-4

外面 :10YR 7/4
にぶい黄 1登

内面 :25Y8/3
淡黄

石英 長石 結晶

片岩

498

内彎する日縁は端部を内方に拡張し上面を
平坦に仕上げている。外面は端部に幅 7 mm

ほどの帯状の低い凸帯を回縁に沿って貼り
付け、さらに下にも同じような幅広で低い
凸苛を貼り付けている。

日縁部外面 は、凸帯 ごとに撚
の方向が異 なる耗文 を施文 し

ている。端部上面 には RL縄
文 を施文 している。

前期 Ⅵ a S-4

外面 :10YR 6/3
にぶい黄栓

内面 :25Y4/1
責灰

石英 長石 結晶

片岩

内脅する国縁は端部上面をにぶく尖らせ、
外面は端部に組文を施文した幅 7 mmほ どの
低い帝状の凸帯を国縁に,台 って貼り付けて
いる。さらに l cmほ ど下にも同じような凸
常を口縁と並行するように貼 り付けてい
る。内面には指頭圧痕が水平に残されてい
る。

外面の凸帯よにはLR縄文を
施文している。

前期 Ⅵ a T-4
外面 :25YR 6/6

橙

内面 :25YR 6/6
橙

石英 長石 結晶

片岩

内葺する国縁と大きく括れる頸部を持った
深鉢形土器は、端部外面に帯状の低い凸帯
を貼り付け、半我竹管で上部をなぞった浮
線文を維に貼り付けている。この他にも端
部から2 cmほ ど下と、頸部にもそれぞれ細
い凸帯を日縁に並行 して貼 り付けている。
日縁部側の凸帝には縄文を施文している
が、頚部の凸帯は上からΣ状工具を押し引
いている。

「
1縁 の凸帯上にはRL縄文を

施文している。
前期 Ⅵ a T-4

クト面 :5YR 3/1

黒褐

内面 :5YR 4/2

灰褐

石芙 長 石

括れが小さい顕部と内青する日縁部を持っ
た深鉢形土器は、回縁端部上面に刻み目を
施し、外面には半我竹管を使つた弧線状の
結節浮線文を3条横に貼り付け、端部に縦
に貼り伺けた別の結節浮線文をつなげてい
る。

前期Ⅵ a A-2
外面 :5YR 4/1

褐灰

内面 :10YR 6/3
にぶい責橙

石英 長石 結晶
片岩

括れが小さい顕部と内けする国縁部を持つ
た深鉢形土器は、にぶく尖らされた日縁端
部上面に半我竹管で連続する刻み目を施文
し、外面は半伐竹管を使つた結節浮線文を
2条、日縁に並行するように貼り伺けてい
る。顎部の括れ部には同じ半裁竹管で結節
沈線文が施文されている。

前期Ⅵ a S― 珀

外面 ,10YR 5/4
にぶい黄tBI

内面 :10YR 4/1

褐灰

石英 長石 結晶

片岩

―-209-―



第 5表 包含層出土遺物観察表 (10)

物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型 式

出土

地点
色 調 土 焼成 備  考

緩やかに内彎する国縁は、端部内面に幅 1

cmほ どの帯状の凸帯を貼り付け、縄文を施
文した後で端部上面にヘラで深い刻目を加
えている。外面は端部からl cmほ ど下に半
我竹管を押し引いた結節浮線文を回縁に並
行するように貼り付け、その下にはV状工
具を押し引いた弧線状の凸帯を貼 り付けて
いる。

口縁部外面と内面の凸帝上 |

はLR縄 文が施文されてし
る。

前期Ⅵ b B-19

外 面 5YR 7/4
にぶい橙
5YR 7/4
にぶい橙

内面
石央 長 石

504

口縁は、端部内面に幅 1帥ほどの市状の凸
帯を貼り付け、縄文を施文した後で端部上
面にヘラで深い刻目を加えている。外面は
端部からl cmほ ど下に半我竹管を押し引い
た結節浮線文を口縁に並行するように貼 り
付 1す てしゝる。

口縁部外面と内面の凸帯上 t

はLR縄文が施文されてし
る。

前期Ⅵ b B-19

外 面 10YR 5/2
灰黄褐
5YR 7/4
にぶい橙

内面
石英 長石

505

緩やかに内彎する口縁は、端部内面に幅 1

cm足 らずの帯状の凸帯を貼り付け、縄文を
施文した後で端部上面にヘラで深い刻目を
加えている。外面は端部直下に帯状の粘土
を薄く貼り付け、その下には∨状工具を押
し引いた凸帯を国縁に並行するように貼り
付けている。

口縁部内外面の凸帯上にはL
R縄文が施文されている。

前期Ⅵ b T-4
外 面 10YR 6/3

にぶい責橙
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶

片岩

内彎する日縁は端部内面に幅 7 mmほ どの凸
帯を貼 り付け縄文を施文している。外面は
端部からl cmほ ど下に∨状工具を押し引い
た凸帯を回縁に並行して貼り付けている。

口縁部外面と内面の凸帯上に
はLR縄文が施文されてい
る。

前期 Ⅵ b A-2
外 面 75YR 6/4

にぶい橙
75YR 6/6
橙

内面
石莫 長石

507

内彎する口縁は端部内面に幅 l cmほ どの凸
帯を貼り付け縄文を施文している。外面に
は上から半我竹管を押し引いた凸帯を間隔
をあけながら回縁に並行するように3条貼
り付けている。

日縁部外面と内面の凸帯上に
はLR縄文が施文されてい
る。

前期Ⅵ b S-4

外 面 10YR 7/3
にぶい責橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面
石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

508

口縁端部上面はにぶく尖らされV字状の深
い刻目を加えている。内面には幅 l cm足 ら
ずの凸帯を貼 り付けた上から縄文を施文
し、外面は端部からやや離れた位置に半我
竹管を押し引いた凸帯を間隔をあけながら
回縁に並行するように貼り付けている。

口縁郡外面と内面の凸帯上に
はLR縄文が施文されてい
る。

前期Ⅵ b 不 明

外面 10YR 7/3
にぶい黄橙
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面
長石

内守する国縁は端部内面に幅 l cmほ どの凸
帯を貼 り付け縄文を施文している。タト面に
は上からV状工具を押し引いた凸帯を間隔
をあけながら日縁に並行するように2条貼
り付けている。

口縁部外面と内面の凸帝上 t

はLR縄 文が施文されてし
る。

前期Ⅵ b
２０

２０

Ｓ

Ｔ

外面 :10YR 4/3
にぶい責褐

内面 :10YR 5/3
にぶい黄褐

石英 長石

内彎する口縁は端部内面に幅 5 mmほ どの凸
帯を貼り付け縄文を施文している。外面に
は上から半裁竹管を押し引いた凸帯を間隔
をあけながら回縁に並行するように2条貼
り付けている。

口縁部外面と内面の凸帯上 I

はLR縄 文が施文 されてや
る。

前期Ⅵ b T-3
外面 10YR 6/4

にぶい黄橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面
長石 結晶片岩

内彎する国縁は端部内面に幅 5 mmほ どの凸
帯を貼り付け縄文を施文している。外面に
は上から半裁竹管を押し引いた凸帯を間隔
をあけながら口縁に並行するように3条貼
り付けている。

口縁部外面 と内面の凸帯上 t

は LR縄 文 が 施 文 され て し

る。
前期Ⅵ b S-4

外 面 10YR 6/4
にぶい黄橙
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶

片岩

内彎する国縁はにぶく尖らされた端部上面
と内面の幅 5 mmほ どの範囲に縄文を施文し
ている。外面には幅 l cmほ どの帯状の粘土
を薄く貼り付け、その下には上から半裁竹
管を押 し引いた凸帯を国縁に並行するよう
に1条貼り付けている。

口縁部内外面にはLR縄文が
施文されている。

前期Ⅵ b T-3
外 面 10YR 6/3

にぶい黄橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面
石英 長石

緩やかに内管する日縁は、端部内面に幅 1

cmほ どの帯状の凸帯を貼 り付け、縄文を施
文した後で端部上面に棒状工具を押しつけ
た様な刻目を加えている。外面は端部から
l cmほ ど下に半我竹管とV状工具を押し引
いた結節浮線文を口縁に並行するように2
条貼り付けている。

国縁部外面 と内面の凸帝上 に
は LR縄 文 が 施 文 され て い

る。
前期Ⅵ b T-4

外 面 10YR 6/2
灰責掲
75YR 5/4
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶

片岩

口縁端部には内外面にそれぞれ幅 l cmほ ど
の帯状の粘土を貼り付け、内面は縄文、外
面はヘラ先で刺突を加えている。外面は粘
土帯の下にさらに半税竹管を押し引いた凸
言を貼 り付けている。

内面の凸帝上にLR縄文を施
文している。 前期Ⅵ a T-3

外 面 10YR 7/4
にぶい責橙
75YR 7/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

緩やかに内管する国縁は、端部内面に幅
1 2cmほ どの帯状の凸帯を貼 り付け、縄
文を施文した後で端部上面にヘラで深い刻
目を加えている。外面は端部からl cmほ ど
下に∨状工具を押し引いた凸帯を回縁に並
行するように貼り付けている。

日縁部外面と内面の凸帯上に
はLR縄 文が施文されてい
る。

前期Ⅵ a T-2
外 面 10YR 4/2

灰黄褐
10YR 5/2
灰責褐

内面
石英 長石

緩やかに内彎する国縁は、内外面にそれぞ
れ幅 l cmほ どの市状の凸帯を貼り付けて肥
厚させた端部をにぶく尖らせ、外面に半萩
竹管文を使った連続する刺突を施した結節
浮線文を凸帯の下に貼り付けている。

口縁部外面と内面の凸帯上に
は、それぞれLR縄文を施文
している。

前期Ⅵ c A-4
外 面 75YR 7/4

にぶい橙
75YR 7/4
にぶい橙

内面
石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

口縁は内面に幅 孔 7 cmほ どの帯状の凸帯
を貼り付けて肥厚させた端部をわずかに上
方に折 り曲げている。外面は上から半萩竹
管を押し引いた弧線状の結節浮線文を貼り
付けている。

内面の凸帝上にLR縄文を施
文している。 前期Ⅵ c A-3

外 面 10YR 7/4
にぶい黄橙
75YR 7/4
にぶい橙

内 面

石英 長石 結晶
片岩
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波状回縁の深鉢形と考えられる土器は国縁
部に上から∩状の粘土帯を貼り付けて肥厚
させ半裁竹管を連続して押 し引いている。
外面には上から半我竹管を押し引いた結節
浮線文を回縁に並行するように貼 り付けて
いる。

口縁 部外面 と内面の凸帯上 に
は、それぞれ LR縄 文 を施文
している。

前期Ⅵ c A-1
タト面 :75YR 7/4

にぶい橙
内面 :10YR 8/3

浅責橙

石英 長石 結晶
片岩

口縁 は内面 に断面三角形の凸帯 を貼 り付 け
て肥厚 させた端部 に上か ら棒状工具 を垂直
に押 しつ け た よ うな深 い刻 目を加 えてい

る。外面 には上か らΣ状工具 を押 し引いた

結節浮線文 を斜めに貼 り付 けている。

前期Ⅵ c T-1

外面 :10YR 5/2

灰責褐

内面 :10YR 6/3

にぶい黄栓

長石 *吉 晶片岩

上方に大きく開いた国縁は、端部内面に帯
状の凸帝を貼り付け、内方に拡張している。
外面は端部からl cmほ ど下に上からΣ状工
具を押し引いた凸帯を回縁と並行して貼り
付けている。

国縁 部外面 と内面の凸帝上 に

は、それぞれ LR縄 文 を施文
している。

前期Ⅵ c T-1
外面 :5YR 5/4

にぶい赤褐

内面 :5YR 5/3
にぶい赤褐

石英 長石

521

口縁は端部内面に帯状の凸帯を貼 り付けて
肥厚させ、端部上面には∪状工具を斜めに
押し引いて刻目を施している。

口縁部外面 と内面の凸帯上 に
は、それぞれ LR紀 文 を施文
している。

前期Ⅵ c T-2
外面 :5YR 6/4

にぶい橙
内面 :5YR 6/6

橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

522

内彎する口縁は、端部内外面にそれぞれ帯
状の凸帯を貼 り付けている。端部上面には
棒状工具を垂直に押しつけたような深い刻
目を加えている。

口縁部外面と内面の凸帯上に
は、それぞれLR縄文を施文
している。

前期Ⅵ c T-1
タト面 :75YR 7/4

にぶい橙

内面 :75YR 7/4
にぶい栓

石英 長石 結晶
片岩

523

緩やかな波状口縁の土器は、端部内面に帯
状の凸帯を貼り付けている。端部上面には
M宇状工具を使った深い刻目が施されてい
る。

回縁部外面と内面の凸帯上に
は、それぞれRL縄文を施文
している。

前期 Ⅵ c T-4
タト面 :10YR 7/3

にぶい黄栓
内面 :75YR 7/4

にぶい黄橙

石英 長石 結晶

片岩

524
口縁は端部内面に帯状の凸帯を貼 り付けて
肥厚させ、端部上面にはM字状工具を斜め
に押し引いて深い刻目を施している。

口縁部外面と内面の凸帯上に
は、それぞれRL縄文を施文
している。

前期 Ⅵ c A― ユ

タト面 :75YR 6/3
にぶい掲

内面 :75YR 6/4
にぶい橙

石英 長石 ホ吉晶

片岩

上方に大きく開く口縁は、端部内面に帯状
の凸帯を貼り付け、拡張されている。端部
上面には棒状工具を上から押しつけたよう
な深い刻目を加えている。外面には幅 l cm

ほどの薄い粘土帯が口縁に沿って貼り付け
られている。

口縁部外面と内面の凸帯上に
は、それぞれLR縄文を施文
している。

前期Ⅵ c T-2
外面 i10YR 5/2

灰責褐

内面 :10YR 5/2

灰黄褐

石央 長石 結晶

片岩

526
低い山形突起を持った波状口縁は、端部に
∩状の粘土を上から貼り付けている。

国縁部外面と内面の凸帯上に
は、それぞれLR縄文を施文
している。

前期Ⅵ c T-3
75YR 6/4
にぶい橙
75YR 6/4
にぶい橙

タト面

内【

石英 長石 結晶
片岩

527
上方に大きく開く口縁は端部内外面にそれ
ぞれ幅 l cmほ どの帝状の凸帯を貼 り付けて
いる。

口縁部外面と内面の凸帯上に
は、それぞれRL縄文を施文
している。

前期 Ⅵ c T-1
10YR 5/2
灰黄褐
75YR 6/6
橙

外 面

内面

石英 長石 結晶

片岩

緩やかに内彎する国縁は、端部内外面に幅
l cmほ どの帯状の凸帯を貼り付けて肥厚さ
せている。

口縁部外面と内面の凸帯上に
は、それぞれLR縄文を施文
している。

前期Ⅵ c T-1
外面 :75YR 7/4

にぶい橙

内面 :10YR 7/4
にぶい黄橙

石英 長石 結晶

片岩

緩やかに内彎する日縁は、端部内外面に幅
1 5cmほ どの帝状の凸帝を貼 り付けて肥
厚させている。

口縁部外面 と内面の凸帯上 に

は、それぞれ RL縄 文 を施文
している。

前期Ⅵ c T-5

:5YR 6/4
にぶい橙

:5YR 6/3
にぶい橙

外 面

内面

石央 長石 結晶

片岩

緩やかに内彎する口縁は、端部内外面に幅
l cm足 らずの帯状の凸帯を貼 り付けて肥厚
させている。端部上面にはヘラ先で浅い刻
み目を施している。

口縁部外面と内面の凸帯上に
は、それぞれLR縄文を施文
している。

前期Ⅵ c S-4

:75YR 6/4
にぶい橙

:75YR 6/4
にぶい橙

外面

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

緩やかに内彎する回縁は、端部内外面に幅
l cmほ どの帯状の凸帯を貼 り付け、上面を
にぶく尖らせている。外面の凸帯の下には
縦方向の生爪痕が間隔をあけながら残され
ている。

国縁部外面と内面の凸帝上に
は、それぞれLR縄文を施文
している。

前期Ⅵ c T-5
タト面 10YR 7/4

にぶい責橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

532

回縁は、端部内面に幅 2 cmほ どの帯状の凸
帯を貼り付けて肥厚させ、さらに幅 6 mmほ
どの凸帯を貼 り付けている。にぶく尖らさ
れた国縁端部上面にはM字状工具を連続し
て押し引いている。

口縁部外面と内面の凸帯上に
は、それぞれRL縄文を施文
している。

前期Ⅵ c T-1

外 面 75YR 7/4
にぶい橙
10YR 5/2
灰責褐

内面

石英 長石 結晶

片岩

緩やかに内彎する国縁と、「く」の字に屈
曲する頸部を持つた深鉢形土器は、国縁端
部上面に棒状工具を垂直に押しつけたよう
な深い刻み目を施し、内面には幅 l cmほ ど
の帯状の凸帯を貼り付けている。

日縁部外面と内面の凸帯上に
は、それぞれLR縄文を施文
している。

前期Ⅵ c S-20

外 面 10YR 5/2
灰黄褐
10YR 5/3
にぶい責褐

内面
石英 長石

緩やかに内皆する口縁と、「 くJの字に屈
曲する頸部を持った深鉢形土器は、日縁端
部内面に幅 7 mmほ どの帯状の凸市を貼 り付
けている。タト面は端部からl cmほ ど下から
頸部との境にかけてヘラ先を使った I字状
の刺突列を3段施文している。

口縁部外面と内面の凸帯上に
は、それぞれLR縄文を施文
している。

前期Ⅵ c T-3
外 面

内面

10YR 7/4
にぶい責橙
10YR 6/2
灰黄褐

石英 長石 結晶
片岩

535
緩やかに内彎する口縁は、端部内面に幅
1 3cmほ どの帯状の凸帯を貼 り付け、上
面はにぶく尖らされている。

口縁部外面と内面の凸帯上に
は、それぞれLR紀文を施文
している。

前期Ⅵ c T― ユ

10YR 4/1
褐灰
10YR 4/2
灰責褐

クト面

内面

石英 長石 結晶
片岩
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遺物
番号

徴特 縄 文 原 体 型式
土

点

出

地 調色 土 焼成 偏  考

緩やかに内葺する日縁は、端部内面に幅
1～ 1 3cmほ どの帯状の凸帯を射り付け、
上面を円く仕上げている。

口縁部外面 と内面の凸帯上 に

は、それぞれ LR縄 文 を施文

している。

前期 Ⅵ c A-1

外面
'75YR 7/4
にぶい橙

内面 :75YR 7/4
にぶい橙

石英 長石 結晶

片岩

緩やかに内彎する国縁は、端部内面に幅
1 2cmほ どの市状の凸帯を貼 り付け、上
面を円く仕上げている。

口縁部外面と内面の凸常上に
は、それぞれLR縄文を施文
している。

前期 Ⅵ c T-2
タト面 :75YR 8/2

灰 白

内面 :5YR 8/2

灰 白

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑江

緩やかに内彎する国縁は、端部内面に幅
1 5cmほ どの帝状の凸帯を貼 り付け、上
面に棒状工具を垂直に押しつけたような深
いレJ目 を施している。

口縁郡外面と内面の凸帝 とに
は、それぞれLR縄文を施文
している。

前期 Ⅵ c R-19

タト面 :25Y8/4
淡責

内面 :25Y8/3
淡黄

石英 長石 結晶
片岩

緩 や か に内彎 す る同縁 は、端部 内面 に幅
1 2cmほ どの帯状 の凸市 を貼 り付 け、上

面 を円 く仕上げている。

口縁 郡外面 と内面の凸帝上 に

は、それぞれ RL縄 文 を施文

している。

前期Ⅵ ℃ T-1
タト面 :10YR 6/3

にぶい黄橙
内面 :10YR 7/3

にぶい黄橙

石英 長石 結晶

片岩

540
緩やかに内守する国縁は、端部近くでわず
かに外側に折 り返されている。、端部上面
はにぶく尖らされている。

口縁 部外 面 と端部 内面 には、

それぞれ LR縄 文 を施文 して
い るが、内面の縄文 は口縁 の

屈 曲部でナデ消 されている。

前期Ⅵ ℃ T-1
外面 :10YR 5/1

褐灰

内面 :10YR 7/2
にぶい責栓

石英 長石 結晶

片岩

541

緩やかに内増する国縁と、「くJの字に屈
曲する顕部を持った深鉢形土器は、内面に
粘土帯を貼り付けて肥厚させた日縁端部を
円く仕上げている。

口縁部外面は LR、 端部内面
には RL紀 文 を施文 している

が、内面の縄文 は端部か ら 1

cm足 らずの ところでナデ消 さ

れている。

前期Ⅵ c A-1

外面 :75YR 7/4
にぶい橙

内面 :10YR 7/4

にぶい黄橙

石英 長石

542

緩やかに内彎する上方への開きが大きい口
縁は、端部 し面に粘上帯を貼りINlけ て内方
に拡張している。内面には指頭圧痕ととも
に生爪痕が残されている。

口縁部外面と拡張された端部
上面にはそれぞれLR縄文が
施文されている。

前期Ⅵ c T-4

外面 :5YR 6/6

橙

内面 :5YR 6/6

橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

頚部の括れ部かれ緩やかに内葺しながら上
方に大きく開く口縁を持つた深鉢形土器
は、端部上面を内側に拡張し、平坦面を作
り出している。内外面とも指頭圧痕が明瞭
に残されている。

口縁 部外面 と拡張 された端部
上面 にはそれぞれ RL縄 文が

施文 されている。

前期 Ⅵ c T-2
10YR 5/3
にぶい責褐
10YR 5/2
灰黄褐

外 面

内面
石英 長石

544
外反しながら上方に大きく開く口縁は、端
部内面に幅 5 mmほ どの凸帯を貼り付けてい
る。

外面には撚の方向が異なる縄
文を施文して羽状縄文を表出
している。(結節糸患文か ?)

前期Ⅵ c T-4
外面 :10YR 6/2

灰黄褐
内面 :10YR 6/2

灰責褐

石英 長石 結晶
片岩

緩やかに内彎しながら上方に大きく開くEI

縁は、端部内面に幅 5 mm足 らずの凸帯を貼
り付けている。円く仕_Lげた回縁端部には
浅い刻み目を施している。内外面とも器面
の凹Lが著しい。

前期Ⅵ d 不 明

外面 :10YR 7/2
にぶい黄橙

内面 :10YR 7/1

灰 白

石英 長石

頸部の括れ部か ら緩やかに内彎 しなが ら上

方 に大 き く開 く口縁 を持 った深鉢 形 土器
は、端部上面 を平坦 に仕上げている。内外

面 とも指頭圧痕が明瞭 に残 され、器面の凹

凸が著 しい。

前期Ⅵ d B-19

10YR 5/1
褐灰
25Y7/2
灰責

外面

内面
石英 長石

緩やか に内彎す る国縁 は端部か ら l cmほ ど

下 に断面三角形の凸帝 を口縁 に並行す るよ

うに貼 り付 けている。

回縁部外面と端部内面には、
それぞれLR縄文を施文して
いるが、内面の縄文は端部か
ら5 mmほ ど下でナデ消されて
いる。

前期Ⅵ d T-2
クト面 :75YR 5/4

にぶい褐
内面 :75YR 6/6

橙

石央 長石 結晶

片岩

548
緩やかに内管する口縁は、端部内面に薄し
粘上を貼り付けて肥厚させている。

日縁部外面と端部内面には、
それぞれLR縄文を施文して
いるが、内面の縄文は端部か
らl cm足 らずのところでナデ
消されている。

前期 Ⅵ d 3-1

外 面

内面

10YR 4/2
灰黄褐
10YR 6/3
にぶい黄橙

石英 長石 結晶

片岩

上方に開く直線的な口縁は、端部上面に棒
状工具を垂直に押しつけたような深い亥」目
を施している。内外面とも器面の凹凸が著
しい。

口縁部外面と端部内面には、
それぞれLR縄文を施文して
いるが、内面の縄文は端部か
ら l cm足 らずのところですデ
消されている。

前期Ⅵ d T-4
外 面 〔75YR 7/4

にぶい橙
:75YR 7/6
橙

内面

石英 長石 結晶

片岩

緩やかに内彎する国縁は、端部上面に貝殻
背lr痕文を施文している。内面には縦方向
の生爪痕がわずかな間隔をあけながら連続
している。

口縁 部外 面 と端 部 内面 には、

それぞれ LR縄 文 を施文 して
い るが、内面の縄 文は端部か

ら5 mmほ どの ところでナデ消
されている。

前期Ⅵ d S-4

:75YR 6/6
橙

:5YR 6/6

橙

クトllu

内面

石夫 長石 結晶

片岩

上方に開く直線的な回縁は、端部上面に棒
状工具を垂直に押しつけたような深い刻目
を施している。内外面とも器面の凹凸が著
しい。

口縁 部外 面 と端部 内面 には、

それぞれ LR縄 文 を施文 して
いるが、内面の縄文は端部か

ら l cm足 らずの ところでナデ

消 されている。

前期Ⅵ d T-4
外 面

内面

:75YR 7/4
にぶい橙

!75YR 7/6
橙

石央 長石 結晶
片岩

552

内管する日縁は、端部がわずかに上方に折
り曲げられている。外面は端部に沿って貼
り付けた細い凸帯から下に向かって、∨状
工具を上から押し引いた結節浮線文を貼り
Tlけている、

前期 Ⅵ a T-4
タト面 10YR 7/3

にぶい黄橙
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面
石英 長石

内彎 す る日縁 は端 部 L面が にぶ く尖 らさ

れ、長楕円形の突起 を貼 り付 けている。突

起の頂部 には施文具不 明の櫛歯状の刺突が

加 え られている。外面 には環状の細い凸帝
が貼 り付 け られている。

口縁部外面と端部内面には、
それぞれLR縄文を施文して
いるが、内面の縄文は端部か
らl cm足 らずのところでナデ
消されている。

前期Ⅵ a
T-2a
-3

外面 :5YR 5/2

灰褐

内面 :5YR 7/4

にぶい栓

石央 長 4-l
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物

号

遺

番 特 徴 縄 文 原 体 型 式
土

点

出

地 色 調 胎 土 焼成 備  考

筒状の体部は、顕部で括れることなく、上
方への開きが小さく緩やかに内鸞する口縁
に移行している。口縁は端部内外面に帯状
の凸帯を貼り付け、内面にはさらに上から
M字状工具を押し引いた結節浮線文を貼り
付けている。外面は端部から1 5cmほ ど
下に、結節浮線文を国縁に並行するように
貼り付け、その下には、同じ浮線文で紡錘
状文が描かれている。

口縁 部外 面 と端部 内面 には、

それぞれ LR縄 文 を施文 して
いる。

前期 Ⅵ a
T-1
T-20

タト面 :5YR 6/6

橙

内面 :10YR 8/3

浅黄橙

石英 長石 結晶
片岩

555
上方に向かって大きく開く直線的な体部を
持った鉢形土器は、口縁端部がにぶく尖ら
されている。

国縁 部外 面 と端部 内面 には、

それぞれ RL縄 文 を施文 して
いるが、内面の縄文 は端部か

ら l cm足 らず の ところでナデ

消 されている。

前期 Ⅵ d T-2
外面 i10YR 7/8

にぶい黄橙

内面 :10YR 7/8
にぶい黄橙

石英 長石

556

内彎しながら上方に大きく開く体部は、外
面に上から半裁竹管を押 し引いた凸帯と、
縄文を施文した扁平な凸帯を貼り付けてい
る。内外面とも生爪痕が残されている。

外面 は RL、 凸帯上 は LR縄
文 をそれぞれ施文 している。

前期Ⅵ S-4

外面 :10YR 7/3
にぶい黄橙

内面 :10YR 7/3
にぶい黄橙

石英 長石 結 晶

片岩 赤色斑粒

内彎する体部は、外面に上から半裁竹管を
押し引いた凸帯と、縄文を施文した扁平な
凸帯を貼 り付けている。内面には生爪痕が
残されている。

外面はRと 、凸帯上はLR縄
文をそれぞれ施文している。

前期Ⅵ T-1
外面 :10YR 7/3

にぶい黄橙

内面 :10YR 6/2

灰黄褐

石英 長石 結 晶
片岩

内彎する体部は、外面に上から半裁竹管を
押し引いた凸帯と、縄文を施文した扁平な
凸帯を貼り付けている。

外面はRL、 凸帯上はLR縄
文をそれぞれ施文している。

前期 Ⅵ A-1
外面 :75YR 6/4

にぶい橙

内面 :10YR 5/4
にぶい黄掲

石央 長石 結晶
片岩

559
内管する体部は、外面に上から∨状工具を
押し引いた凸帯と、縄文を施文した扁平な
凸帯を貼り付けている。

外面はRL、 凸帯上はLR縄
文をそれぞれ施文している。

前期Ⅵ T-3
外面 25YR 5/6

明赤褐
25YR 5/8
明赤褐

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
良好

外反する体部には上から縄文を施文した水
平に貼り付けた低い凸帯に沿って生爪痕が
残されている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期 Ⅵ S-4

外 面 :75YR 7/4
にぶい橙

:75YR 7/6
橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

外面は地文の縄文の上に生爪痕と縄文を施
文した扁平な凸帯を水平方向に貼 り付けて
いる。

外面、凸帯上ともRL縄文を
施文している。

前期 Ⅵ S-5

外 面 10YR 5/3
にぶい黄褐
10YR 6/2
灰黄褐

内面

石 英 長 石
チャート

562
内彎する体部は、外面に上から半裁竹管を
押し引いた凸帯を水平方向に貼り付けてい
る。

外面は地文にとR縄文を施文
している。

前期 Ⅵ
Ｔ

Ｔ

外 面 10YR 4/2
灰黄褐
10YR 4/3
にぶい黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

563
内警する体部は、外面に上から∨状工具を
押し引いた凸帯を水平に貼 り付けている。

外面は地文にLR縄文を施文
している。

前期 Ⅵ T-3
外 面 10YR 5/2

灰責褐
10YR 4/2
灰黄褐

内面

石英 長石 結晶

片岩

564
外面 は上か ら∨状工具 を押 し引いた凸帯 を

貼 り付 けて曲線 を描いている。
外面は地文にLR縄文を施文
している。

前期 Ⅵ S-4

外面 10YR 5/3
にぶい責褐
10YR 5/4
にぶい黄褐

内 面

石夫 長石 結晶
片岩

外面は上から∨状工具を押し引いた凸帯を
貼り付けて環状の文様を描いている。

外面には撚の方向が異なる縄
文を施文して羽状縄文を表出
している。

前期Ⅵ B-1

外 面 10YR 8/3
浅黄橙
10YR 8/4
浅黄橙

内面

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内誉する体部は、地文の縄文の上に水平方
向に並行する沈線を引き、上から半我竹管
を押し引いた維方向の貼付凸帯とつなげて
いる。

外面には撚の方向が異なる縄
文を施文して羽状縄文を表出
している。

前期 Ⅵ T-3
外面 :10YR 6/3

にぶい黄橙

内面 :10YR 6/4
にぶい黄橙

石英 長石

内彎する体部は、上から半我竹管を押し引
いた凸帯を直交するように貼 り付けてい
る。

前期Ⅵ S-4

外面 10YR 7/4
にぶい黄橙
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
不 良

内彎する体部は、外面に上から∨状工具を
押し引いた凸帯を水平に貼り付けている。

RL縄文を施文している。 前期Ⅵ T-20

外面 i75YR 7/4
にぶい橙

:75YR 5/4
にぶい褐

内面
石英 長石

内瞥す る体部は、外面に地文の縄文の上か

ら∨状工具 を押 し引いた水平方向 と連弧状
の凸帯 を貼 り付 けている。

RL縄 文 を施文 している。 前期Ⅵ T-2
外面 75YR 4/1

褐灰
10YR 5/3
にぶい黄掲

内 面

石英 長石 結晶

片岩

内脅す る口縁 は、外面 に上か ら∨状工具 を

押 し引いた凸帯 を間隔 をあけなが ら水平 に

貼 り付 けている。

RL縄文を施文している。 前期Ⅶ S-4

外面 110YR 6/4
にぶい黄橙

175YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

内彎する国縁は、外面に上から∨状工具を
押し引いた凸帯を貼り付けて弧線文を描い
ている。凸帯の間には生爪痕が残されてい
る。

RL縄 文 を施文 している。 前期Ⅵ B-6
外面 i75YR 3/1

黒褐
i10YR 7/4
にぶい黄橙

内面
石美 長石

内彎する国縁は、外面に上から∨状工具を
押し引いた凸帯を貼り付けて工字文風の文
様を描いている。凸帯の下には円形の突起
も貼り付けられている。

RL縄 文 を施文 している。 前期Ⅵ T-2
外面 10YR 6/6

明黄掲
5YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (14)

物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型 式

土
点

出
地 色 調 土 焼成 備 考

内瞥する口縁は、外面に上から半萩竹管状
工具を引きずった凸帯を間隔をあけながら
水平に貼り付けている。

前期Ⅵ
A-1
B-19

外面 75YR 4/2
灰褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石英 長石

574
内彎す る口縁 は、顕部 との境近 くに上か ら

半萩竹管状工具 を押 し引いた凸帯 を水平 に

貼 り付 けている。

0段多条の可能性があるLR
縄文を施文している。

前期 Ⅵ A-18

外 面 10YR 7/2
にぶい責橙
25Y7/3
浅責

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑泣

内彎する口縁は、顕部との境近くに上から
半我竹管を刺突した凸帯と半裁竹管状工具
を押し引いた凸帯を間隔をあけて水平に貼
り付け、凸帝の間には縄文の他に生爪痕が
残されている。

LR縄 文 を施文 している。 前期 Ⅵ T-3
外 面 75YR 6/3

にぶい褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

□縁と頸部との境近くには、上から半萩竹
管状工具を押し引いた凸帯を貼 り付けて弧
状文が描かれている。

前期 Ⅵ T-3
外 面 10YR 7/2

にぶい費橙
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面
石央 長石

577
内彎する国縁は、顕部との境近くに上から
半我竹管状工具を押し引いた凸帯を水平に
貼り付けている。

LR縄文を施文している。 前期Ⅵ T-5
外 面 10YR 7/6

明責褐
10YR 7/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内彎する国縁は、頭部との境近くに上から
∨状工具を押し引いた凸帯を射 り付けて直
線や弧状文を描いている。凸待の間には地
文の縄文の上に指頭圧痕が連続して残され
ている。

とR縄文 を施文 している。 前期Ⅵ S-4

外 面 10YR 7/4
にぶい責橙
10YR 7/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内瞥する口縁は、上から半我竹管状工具を
引いた凸帯を貼り付けて連弧状の文様を描
いている。

前期Ⅵ A-1

外 面 10YR 8/3
浅黄橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面
石英 長 石 不良

内彎する日縁は、上から∨状工具を押し引
いた凸帯を貼 り付けて幾何学的なモチーフ
を描いている。

RL縄 文 を施文 している。 前期 Ⅵ T-3
外 面 25YR 5/6

明赤褐
25YR 5/6
明赤褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内瞥する日縁は、上から∨状工具を押し引
いた凸帯を貼 り付けて幾何学的なモチーフ
を描いている。

LR縄 文 を施文 している。 前期 Ⅵ

外 面 ＹＲ４
鋭
ＹＲ４
魏

Ю
灰
１０
灰

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

顕部の屈曲部には上から半裁竹管状工具を
押し引いた凸帯を水平に貼り付けている。

LR縄 文 を施文 している。 前期 Ⅵ T-3
外 面 10YR 7/6

明責褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

外面には、上から半載竹管状工具を引いた
凸帯を水平に貼り付けている。

前期 Ⅵ T-5
外 面 10YR 6/4

にぶい責橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不 良

584
外面には、上から∨状工具を押し引いた凸
帯を間隔をあけながら水平に貼 り付けてい
る。

RL縄文を施文している。 前期Ⅵ A-18

外 面 10YR 6/4
にぶい責橙
25Y8/2
灰白

内面

石英 長石 結晶
片岩

不 良

585
外面には上から∨状工具を押し引いた凸帯
を貼り付けている。

0段多条の可能性があるLR
縄文を施文している。

前期 Ⅵ A-1
外 面 !75YR 4/4

褐
!75YR 6/3
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

586
外面には上から∨状工具を引いた凸帝を貼
り付けて幾何学文様を描いている。

0段多条の可能性があるLR
縄文を施文している。

前期Ⅵ

外 面 15YR 5/6

明赤褐
:5YR 5/4
にぶい赤褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

587
外面には上から∨状工具を引いた凸帯を問
隔をあけながら水平に貼り付けている。

前期 Ⅵ A-2
外面 :5YR 5/8

明赤褐
:5YR 5/6

明赤褐
内面

石英 長石

588
外面には上から半裁竹管状工具を引いた凸
帯を間隔をあけながら水平に貼り付けてい
る。

LR縄文を施文している。 前期Ⅵ 不 明

画

　

面

外

　

内

75YR 7/6
橙
75YR 7/6
橙

石英 長石

589
外面には上から∨状工具を押し引いた凸帯
を貝占り付けている。

前期Ⅵ S-1

外面 10YR 7/6
明黄褐
10YR 6/6
明黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外面には上から∨状工具を引いた凸荷を貼
り付けて直線や波状の文様を描いている。
凸帯の間には生爪痕が残されている。

LR縄 文 を施文 している。 前期 Ⅵ T-3
外面 75YR 3/6

浅責橙
10YR 8/4
浅責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外面には上から∨状工具を引いた凸帝を貼
り付けて直線や波状の文様を描いている。

前期Ⅵ S-20

外面 75YR 5/3
にぶい褐
10YR 5/3
にぶい黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外面には上から∨状工具を引いた凸帯を問
隔をあけながら水平に貼り付けている。

RL縄 文 を施文 している。 前期Ⅵ T-2
外 面 75YR 5/4

にぶい褐
75YR 5/4
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (15)

物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型式

土

点

出

地 色 調 土 焼成 備 考

外面には上からV状工具を引いた凸帯を間
隔をあけながら水平に貼り付けている。

前期Ⅵ T-3
外 面 10YR 6/4

にぶい責橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外面には上から∨状工具を押し引いた凸帯
を間隔をあけながら縦に貼り付けている。

LR縄 文 を施文 している。 前期 Ⅵ T-2
外 面 ＹＲ８難

ＹＲ５鯛

Ю
浅

１０
灰

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

595
外面には上から∨状工具を押し引いた凸帯
を縦に貝占り付けている。

0段多条の可能性があるRL
縄文を施文している。

前期Ⅵ S-4

外面 :75YR 6/6
橙

内面 :10YR 6/2

灰黄褐

石英 長石 結 晶

片岩 赤色斑粒

596
直立する体部外面には上から半我竹管状工
具を押し引いた凸帯を水平に貼り付けてい
る。

RL縄 文 を施文 している。 前期Ⅵ T-2
外面 10YR 6/3

にぶい責橙
10YR 5/3
にぶい黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

597
外面には上からV状工具を押し引いた凸帝
を間隔をあけながら縦に貼り付けている。

前期 Ⅵ T-3
外面 10YR 8/2

灰白
10YR 7/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外面には上から∨状工具を押し引いた凸帝
を間隔をあけながら縦に貼り付けている。

前期Ⅵ A-3
外 面 10YR 5/3

にぶい黄褐
25Y6/2
灰責

内面
石英 長石

599
外面は凸帯を貼 り付けて直線や曲線のモ
チーフを描いている。

LR縄 文 を施文 している。 前期 Ⅵ T-3
外面 :75YR 7/6

橙
内面 :75YR 7/6

橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑泣

600
内彎する国縁には縄文と共に連続する生爪
痕が水平方向に残されている。

外面には撚の方向が異なる縄
文を施文して羽状縄文を表出
している。

前期 Ⅵ T-4
外 面 10YR 5/2

灰黄褐
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内彎する国縁は内面に生爪痕がわずかに残
されている。

外面には撚の方向が異なる縄
文を施文して羽状縄文を表出
している。

前期 Ⅵ S― ユ

外 面 10YR 5/3
にぶい黄褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石 英 長 石
チャート

602
内彎する回縁には縄文と共に生爪痕が間隔
をあけて水平方向に残されている。

LR縄 文 を施文 している。 前期 Ⅵ S-20

外 面 75YR 5/3
にぶい褐
10YR 6/2
灰責褐

内面
長石 結晶片岩

内彎する口縁には縄文と共に生爪痕が間隔
をあけて水平方向に残されている。

外面には撚の方向が異なる縄
文を施文して羽状縄文を表出
している。

前期 Ⅵ 不 明

外 面 25Y7/3
浅黄
10YR 7/4
にぶい責橙

内面
石英 長石

604
内彎する口縁には生爪痕が間隔をあけて水
平方向に残されている。

前期Ⅵ T-2
外面 10YR 5/2

灰責褐
10YR 5/3
にぶい責褐

内面

石英 長石 結晶

片岩

605
内瞥する口縁には縄文と共に生爪痕が間隔
をあけて水平方向に残されている。

LR縄文を施文している。 前期 Ⅵ T-2
外 面 10YR 5/3

にぶい黄褐
10YR 6/3
にぶい責褐

内面
石英 長石

606
頸部には縄文と共に生爪痕が間隔をあけて
水平方向に残されている。

0段多条の可能性があるLR
縄文を施文している。

前期Ⅵ T-2
外面 10YR 7/4

にぶい責橙
75YR 7/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

607
体部には縄文の上に生爪痕が間隔をあけて
水平方向に残されている。

RL縄文を施文している。 前期Ⅵ A-2
外 面 75YR 5/6

明赤褐
10YR 4/3
にぶい黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

体部には縄文の上に生爪痕が間隔をあけて
水平方向に残されている。

LR縄文を施文している。 前期Ⅵ 不明

外面 10YR 7/2
にぶい責橙
25Y6/2
灰黄

内面
石英 長石 不 良

体部には縄文の上に生爪痕が間隔をあけて
水平方向に残されている。

LR縄 文 を施文 している。 前期Ⅵ T-2
外 面 75YR 5/3

にぶい褐
10YR 6/3
にぶい黄褐

内面
石 英 長 石 不 良

体部には縄文の上に生爪痕が間隔をあけて
水平方向に残されている。

LR縄 文 を施文 している。 前期 Ⅵ T-2
外 面 25Y

灰白
25Y
灰黄

内面
石英 長 石 不 良

体部には縄文の上に生爪痕が間隔をあけて
水平方向に残されている。

LR縄 文 を施文 している。 前期Ⅵ A-1
外 面 10YR 7/3

にぶい責橙
10YR 5/2
灰責褐

内面
石英 長石 不良

体部には縄文の上に生爪痕が間隔をあけて
水平方向に残されている。

LR縄 文 を施文 している。 前期Ⅵ T-2
外 面 :75YR 6/4

にぶい栓
i25Y5/2
暗灰責

内面
石英
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (16)

物

号

農

番 徴特 縄 文 原 体 型式
土

点

出

地 調色 土 焼 成 備 考

底部には生爪痕が同心円状に残されて立
る。

前期 Ⅵ B-19

タト面 :25Y6/1
責灰

内面 :75YR 6/1

褐灰

石英 長石 結晶

片岩
不 良

緩やかな波状口縁の上器は、口縁端部内面
に幅 l cmほ どの帯状の凸帯を貼り付け内外
面とも縄文を施文後、∨状工具を使つて内
側は時計回り、外側は反時計回りの方向の
束」突を加えて断面方形に仕上げている。外
面は端部からl cmほ ど下にC字爪形文を施
文した低い凸帯を貼り付けている。

外面 と内面の粘土帯上 には R
L縄文 を施文 している。 内面
の凸帯上 の縄文は一部がナデ

消 されている。

前期 Ⅵ a T-1
タト面 :75YR 5/4

にぶい掲

内面 i10YR 4/6

褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

緩やかな波状口縁の上器は、国縁端部内面
に幅 l cmほ どの帯状の凸帯を貼り付け、内
外面ともいったん縄文を施文したうえで、
∨状工具を使つて内側は時計回り、外側は
反時i十回りの方向の刺突を加え、断面を方
形に仕上げている。

外面と内面の粘土帯上にはR
L縄文を施文している。内面
の凸帯上の縄文は一部がナデ
消されている。

前期 Ⅵ a T-1
タト面 i10YR 6/4

にぶい黄橙
内面 i10YR 6/4

にぶい責橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

616

端部がわずかに外反する国縁は、端部内面
に幅 1 5cmほ どの帯状の凸帯を射 り付け
いったん縄文を施文したうえで、端部上面
に粘上を貼り付け∨状工具で内側は時計国
り、外側は反時計回りの方向の刺突を加え
て断面方形に仕上げている。タト面は端部直
下にΣ状工具を刺突した凸帯を口縁に並行
して貼り付けている。

外面 と内面の粘土帝上 には R
L縄文 を施文 してい る。内面
の凸帯上の縄文は一部がナデ

消 されている。

前期 Ⅵ a T-2
タト面 :10YR 7/3

にぶい黄橙

内面 :10YR 3/1

黒掲

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

617

日縁は端部内面に幅 l cmほ どの帝状の凸帝
を貼り付けいつたん縄文を施文したうえで、
さらに端部上面に粘土を貼り付け、∨状工
具で内側が時計回り、外側が反時計回りの
方向の刺突を加え、断面方形に仕上げてい
る。外面は端部直下にΣ状刺突列を施文し
た凸帯をわずかな間をあけながら日縁に並
行するように2条貼り付け、さらにその下
には別の凸帯が右下に向かって延びている。

外面と内面の粘土帝上にはR
L縄文を施文している。

前期 Ⅵ a A-1
外面 :75YR 6/6

橙
内面 :75YR 6/8

橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

日縁は端部内面に幅l cmほ どの帯状の凸帯を貼
り付けいったん縄文を施文したうえで、さらに
端部上面に粘土を貼り付け、V状工具で内狽‖が
時計回り、外側が反時計回りの方向の刺突を加
え、断面方形に仕上げている。日縁部外面は端
部からl cmほ ど下にΣ状刺突列を施文した凸帯
を日縁に並行して貼り付けている。

外面と内面の粘土帯上にはR
L縄文を施文している。内面
の凸帯上の縄文は一部がナデ
消されている。

前期Ⅷ a T-5
タト面 i10YR 7/3

にぶい黄橙

内面 :10YR 7/4
にぶい黄橙

長石 結晶片岩

口縁は端部内面に幅 1 3cmほ どの帝状の
凸行を貼 り付けいつたん縄文を施文したう
えで、さらに端部上面に粘土を貼 り付け、
V状工具で内側が時計回り、外側が反時計
回りの方向の刺突を加え、Lll面 方形に仕上
げている。回縁部外面は端部から1 5cm
ほどFに Σ状刺突列を施文した凸帯を 1

条、日縁に並行するように貼り付けている。

外面と内面の粘土帝上にはL
R縄文を施文している。内面
の凸帯上の縄文は一部がナデ
消されている。

前期Ⅶ a S-4

タト面 :10YR 6/4
にぶい黄橙

内面 :75YR 6/6
橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

日縁は端部内面に幅1～ 15 cmほ どの帝状の
凸帝を貼り付けいつたん縄文を施文したうえ
で、さらに端部上面に粘土を貼り付け、∨状
:[具で内倒が時計回り、外側が反時計回りの
方向の刺突を加え、Lllr面 方形に仕上げている。
日縁部外面は端部直下にヘラを使用したI字
刺突列を日縁に並行して施文している。

口縁端部内面の粘土市上には
LR縄文を施文している。

前期 Ⅶ a T-2
タト面 :75YR 5/6

明褐

内面 :75YR 5/8
明褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

回縁は端部内面に幅 1 2 cmほ どの帯状の凸
を貼 り付けいったん縄文を施文 したうえ
で、さらに端部上面に粘上を貼り付け、∨
状工具で内側が時計回り、外側が反時計回
りの方向の刺突を加え、断面方形に仕上げ
ている。日縁都外面は端部から1 5cmほ
ど下にΣ状刺突列を施文した凸帯を国縁に
並行するように2条貼り付けている。

外面と内面の粘土帯上にはR
L縄文が施文されているが、
内面の縄文は一部がナデ消さ
れている。

前期 Ⅶ a T-3
外面 :75YR 6/6

橙

内面 :75YR 6/6
橙

長石 結晶片岩
赤色斑粒

小突起 を付けた日縁 は、端部内面に幅 l cmほ

どの帝状の凸帯 を貼 り何けて内外面 ともいっ

たん縄文を施文 したうえで、V字状工具を使つ

て内面は時計回 り、外面は反時計回 りの方向
の刺突 を加え、断面 を方形 に仕上げている。

外面は端部か ら2 cmほ ど下に同 じV条工具が

日縁に並行するように押 し引枯れている。

外面 と内面の粘土帯上 には R
L縄文 を施文 してい る。内面
の凸帯上の縄文 は一部がナデ

消 されている。

前期 Ⅶ a 不 明

タト面 :75YR 6/4
にぶい橙

内面 :75YR 6/6
橙

石英 長石

日縁は端部内面に幅 l cmほ どの言状の凸言を
貼り付けいったん縄文を施文したうえで、さ
らに端部上面にも粘上を貼り付け、V状工具
で内面が時計回り、外面が反時計回りの方向
の刺突を加え、tF面 方形に仕上げている。外
面は端部からl cmほ ど下にΣ刺突列を施文し
た凸帯を日縁に並行して2条貼り付けている。

外面と内面の粘土帯上にはR
L縄文が施文されているが内
面の縄文は一部が凸帝との境
をナデた際に一緒にナデ消さ
れている。

前期 Ⅶ a A-1

外面 :5YR 6/6

橙

内面 :5YR 6/8

橙

長石 結晶片岩

624

口縁は端部内面に幅 l cm足 らずの帯状の凸
帯を貼り付けいつたん縄文を施文したうえ
で、端部上面にも粘土を貼り付けV状工具
で内面が時計回り、外面が反時計回りの方
向の束1突 を加えLIT面 方形に仕上げている。
日縁部外面は端部から l cmほ ど下にC字
(I)爪形文列を施文した凸帝を国縁に並
行するように貼り付けている。

外面と内面の粘土帝上にはR
L縄文が施文されているが、
内面の縄文は一部がナデ消さ

'tて

いる。

前期 Ⅶ a
Ｔ

Ｔ

外面 15YR 5/6

明赤褐
内面 :5YR 5/6

明赤褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (17)

遺物

番号
特 徴 縄 文 原 体 型式

土

点

出

地 色 調 土 焼 成 備  考

緩やかな波状日縁の上器は、端部内面に幅
1～ 1 5cmほ どの帝状の凸帯を貼 り付け
いったん縄文を施文したうえで、さらに端
部上面にも粘土を貼り付けて内外方に拡張
し、V ttI具 で内側は時計回り、外狽1は 反
時計回りの方向の連続する刺突列を加え、
lth面 方形に仕上げている。日縁部外面は端
部直下とそれより5 mmほ ど下にそれぞれΣ
状刺突列を施文した凸帯を貼り付けている。

内面の粘土帯上 には RL槌 文

が施文 されているが、部分的

にナデ消 されている。

前期Ⅶ a S-4

外面 :10YR 6/3
にぶい責橙

内面 :10YR 6/3

にぶい黄橙

石英 長石 結 晶

片岩 赤色斑粒

直立する国縁は、端部内面に幅 1 2cmほ ど
の帝状の凸帯を貼り付けいつたん縄文を施
文したうえで、さらに端部上面にも粘土を
貼り付けて拡張し、V状工具で内狽Jが時計
回り、外側が反時計回りの方向の刺突を加
え、断面方形に仕上げている。日縁部外面
は端部からl cmほ ど下にΣ状刺突列を施文
した凸帝を口縁に並行するように貼り付け
ている。

外面と内面の粘土帝上にはR
L縄文を施文している。

前期Ⅶ a
T-1
T-2

外面 :75YR 7/6
橙

内面 :75YR 7/6
橙

石央 長石 赤色

斑粒

口縁 は端 吉Б内面 に幅 1～ 1 5cmほ どの帯

状の凸帯 を貼 り付 けいつたん縄文 を施文 し

たうえで、端部上面にも粘土を貼り付けて
内外方に拡張し、∨状工具で内狽」が時計回
り、外側が反時計回りの方向の連続する刺
突を加え、LII面 方形に仕上げている。。国
縁部外面は端部から1 5cmほ ど下に半裁
竹管を使用したC字末1突列を施文した凸帝
を口縁に並行して貼り付けている。

外面 と内面の粘土古上 には R
L縄文 を施文 している。

前期 Ⅶ a B-19

外面 10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

口縁端部
の貼 rlは
長楕 円形
の突起の

可能性 が

ある。

小突起を付けた日縁は、端部内面に幅 l cm

ほどの市状の凸帝を貼り付けいつたん縄文
を施文したうえで、端部上面にも粘土を貼
り付けて内外方に拡張し、∨状工具で内側
が時計回り、外側が反時計回りの方向の連
続する刺突を加え、断面方形に仕上げてい

る。国縁部外面は端部からl cmほ ど下にΣ
状刺突を施文した凸常を口縁と並行するよ
うに貼り付けている。

外而と内面の粘土帯上にはR
L縄文が施文されているが、
内面の縄文は一部がナデ消さ
れている。

前期 Ⅶ a T-2
外 面 10YR 5/4

にぶい黄褐
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

日縁は、端部外面に幅 l cmほ どの帯状の凸帯
を貼り付けいったん縄文を施文したうえで、
端部上面にも粘土を貼り付けて内外方に拡張
し、V状工具で内面を時計回り、外面は反時
計回りの方向の連続する方1突 を加え、断面方
形に仕上げている。外面は端部から1 3cm
ほど下にΣ状刺突列を施文した凸帝を日縁に
並行するように貼り付けている。

外面と内面の粘土市上にはR
L縄文が施文されているが、
内面の縄文は一部がナデ消さ
れている。

前期 Ⅶ a S-20

タト面 :10YR 6/4
にぶい黄橙

内面 :10YR 6/3

にぶい黄橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

口縁は、端部内面に薄い帯状の凸帯を貼り
付け、いつたん縄文を施文したうえで、端
部上面にも粘土を貼 り伺けて内方に拡張
し、∨状工具で内側を時計回り、外側を反
時計回りの方向の連続する刺突を加えてい

る。。日縁部外面には端都直下にΣ状刺突
列を施文した凸帯を貼り付けている。

外面と内面の粘土帯上にLR
縄文が施文されているが、内
面の縄文は一部が丁寧にナデ
消されている。

前期Ⅶ a S-20

外面 i10YR 6/4
にぶい黄橙

内面 :10YR 6/3
にぶい黄橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

焼 成

不良

631

小突起を付けた口縁は、端部内面に幅 l cmほ

どの帝状の凸帯を貼り付け、いつたん縄文を
施文したうえで、端部上面にも粘土を貼り付
けて内外方に拡張し、∨状工具で内側は時計
回り、外狽」は反時計回りの方向の連続する刺
突を加え、断面方形に仕上げている。日縁部
外面は端部直 ドにヘラによるI字状刺突列を
施文した粘土帯を貼り付けている。

外面 と内面の粘土帯上 に RL
縄文が施文 されているが、内

面の縄文 は一部が ナデ消 され

ている。

前期Ⅶ a
Ｓ

Ｔ

外面 :10YR 6/4
にぶい黄橙

内面 :10YR 6/4
にぶい黄橙

石芙 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

632

低い山形突起を付けた日縁は、端部内面に
幅 l cmほ どの帝状の凸帯を貼 り付け、いつ
たん縄文を施文したうえで、端部上面にも
粘上を貼り付けて内外方に拡張し、∨状工
具で内側に時計回り、外側に反時計EIり の

方向に連続する刺突を加え、断面方形に仕
上げている。口縁部外面は端部直下にΣ状
刺突テJを 施文した凸帯を2条 口縁に並行す
るように貝占り付1)て ヽヽる。

外面と内面の粘土帯上にはR
L縄文が施文されているが、
凸帯上の縄文は一部がナデ消
さ

'■

てしゝる。

前期Ⅶ a T-2
外面 :75YR 6/8

橙
i10YR 4/3
にぶい黄褐

内 面

長石 結晶片岩
赤色斑粒

633

山形突起を付けた波状日縁の土器は、日縁端
部内面に幅 1 5cmほ どの村状の凸帯を貼り
付けいつたん縄文を施文したうえで、端部と
面にも粘土を貼り付けて内外方に拡張し、∨
状工具で内狽1は 時計回り、外側が反時計回り
の方向に連続する刺突を加え、断面方形に仕
上げている。日縁部外面は日縁端部からそれ
ぞれ l cmと 2 cmほ ど下にΣ状刺突列を施文し
た凸帯を2条貼り付けている。

外面 と内面の粘土帯上 に しR
縄文が施文 されているが、内

面の縄文は一部が丁寧 にナデ

イ肖さメ■ている。

前期 Ⅶ a S-1

外面 :10YR 6/3
にぶい黄橙

内面 i10YR 7/3
にぶい責橙

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

低い山形突起を何けた波状国縁の上器は、
日縁端部内面に幅 l cm足 らずの帯状の凸帯
を貼り付け、いつたん縄文を施文したうえ
で、端部上面にも粘土を貼り付けて内外方
に拡張し、∨状工具で内側は時計回り、外
側は反時計回りの方向に連続する刺突を加
え、断面方形に仕上げている。日縁都外面
は端部直下にΣ状刺突列を施文した凸帯を
国縁に並行するように2条賄り付けている。

内面の粘土計上 には RL縄 文
が施文 されているが一部がナ

デ消 されている。

前期 Ⅶ a A-4
タト面 :75YR 6/4

にぶい橙

内面 :10YR 6/4
にぶい黄橙

石英 長石 赤色

斑粒
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (18)

物

号

遺

番 特 徴 縄 文 原 体 型 式
土

点

出

地 色 調 土 娩 成 備  考

口縁端部は内面に幅 l cm足 らずの市状の凸
帯を貼 り付け、いつたん縄文を施文したう
えで、端部上面にも粘上を貼 り付けて内外
方に拡張し、V状工具で内狽1は 時計回り、
外側は反時計回りの方向の連続する刺突を
加え、断面方形に仕上げている。日縁部外
面は端部直下にΣ状刺突列が施文された凸
帯を1条 口縁に並行して貼り付けている。

外面と内面の粘土帯上にはR
L縄文が施文されているが、
内面の凸帝上の縄文は一部が
ナデ消されている。

前期 Ⅶ a
S-4
T-3

外面 :5YR 6/8

橙
内面 :75YR 6/6

橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

面

り

断

あ

口縁は端部内面に幅 l cm足 らずの帝状の凸
帯を貼り付け、いったん縄文を施文したう
えで、端部上面にも粘土を貼り付けて内外
方に拡張し∨状工具で内側は時計回り、外
側は反時計回りの方向の連続する刺突を加
え、断面方形に仕上げている。国縁部外面
は端部直下にΣ状刺突列を施文する凸帯を
1条、国縁に並行して貼り付けられている。

外面と内面の粘土帯上にはR
L縄文が施文されているが、
内面の凸帯上の縄文は一部が
ナデ消されている。

前期Ⅶ a
S-4
T-3

外面 :5YR 6/8

橙
:75YR 6/6
橙

内面

石央 長石 糸吉晶
片岩 赤色斑粒

断面 2個
あり

637

口縁は、端部内面に幅 15 cmほ どの帯状の凸
帯を貼り付け、いったん縄文を施文したうえ
で、端部上面にも粘土を貼り付けて内外方に
拡張し、∨状工具で内側は時計回り、外側は
反時計回りの方向の連続する刺突を加え、断
面方形に仕上げている。日縁部外面は端部か
ら1 5cmほ ど下にΣ状刺突列が施文された
凸帯を日縁に並行して貼り付けている。

外面と内面の粘土帯上にはR
L縄文が施文されているが、
内面の縄文は一部がナデ消さ
れている。

前期 Ⅶ a S-1

外 面 75YR 6/4
にぶい橙
10YR 5/2
灰黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

638

日縁は端部内面に幅 l cmほ どの帝状の凸帯
を貼り付け、いったん縄文を施文したうえ
で、端部上面にも粘土を貼 り付けて内外方
に拡張し、∨状工具で内狽‖は時計回り、外
側は反時計回りの方向の連続する刺突を加
え、Lll面 方形に仕上げている。日縁部外面
は端部からl cmほ ど下にΣ状刺突列を施文
した凸帯を回縁に並行して貼り付けている。

外面と内面の粘土帯上にRL
縄文を施文している。内面の
縄文は一部がナデ消されてい
る。

前期 Ⅶ a B-19

外面 :10YR 4/2

灰黄掲
内面 :10YR 5/1

褐灰

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

口縁端部は内面に幅 l cmほ どの帯状の凸帯
を貼り付け、いったん縄文を施文したうえ
で、頂部にも粘土を貼り付けて内方に拡張
し∨状工具で外側は時計回り、内側は反時
計回りの方向に連続する刺突を加えて断面
方形に仕上げている。日縁部外面は端部近
くにΣ状刺突列を施文した凸帯を2条 口縁
に並行するように貼 り付けている。

内面の粘土帯上には[R縄文
が施文され一部はナデ消され
ている。

前期Ⅶ a S-1

タト面 :75YR 5/6
明褐

:75YR 5/6
明褐

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

640

口縁は、端部内外面に縄文を施文した後で、
頂部に粘土帯を貼り付けて内外方に拡張し、
∨状工具で外面は時計回り、内面は反時計
回りの方向の連続する刺突を加え、LT面 方
形に仕上げている。日縁部外面は端部から
1 5cmほ ど下にΣ状刺突列を施文した凸帯
を日縁に並行するように貼り付けている。

口縁部内外面 には RL縄 文が

施文 されていが、内面の縄文
は端 部 か ら 1 5cmほ どを残
してナデ消 されている。

前期 Ⅶ a T-2
外 面 25Y6/2

灰黄
10YR 6/4
にぶい責橙

内面
石英

端部近くでわずかに外側に折り曲げられた
日縁は、内外面に縄文を施文したあと、端
部上面に粘土を貼 り付けて内外方に拡張
し、∨状工具で内側が時計回り、外側が反
時計回りの方向の連続する刺突を加え、断
面方形に仕上げている。外面は端部から 1

cmほ ど下にΣ状刺突列を施文した凸帯を国
縁に並行するように貼り付けている。

口縁部内外面にはRL縄文が
施文されているが、内面の縄
文は端部からl cmほ どを残し
てナデ消されている。

前期 Ⅶ a S-4

外 面 10YR 6/4
にぶい黄橙
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

口縁は、端部内面に市状の凸帯を射 り付け
縄文を施文したうえで、端部上面にも粘土
を貼り付けて内外方に拡張し∨状工具で内
側は時計回り、外側は反時計回りの方向の
連続する刺突を加え、断面方形に仕上げて
いる。外面は端部からl cmほ ど下にΣ】犬床U

突列を施文した凸荷を口縁に並行するよう
に貼り付けている。

外面と内面の粘土計上にはR
L縄文が施文されているが、
内面の縄文は一部がナデ消さ
れている。

前期Ⅶ a T-4
外面 :10YR 6/3

にぶい責橙

内面 :75YR 6/4
にぶい橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内彎する国縁は、端部内面に凸帯を貼り付
けて拡張し、∨状工具で外側は反時計回り、
内側の凸市は時計回りの方向に連続する刺
突を加え、断面方形に仕上げている。外面
は端部から1 5cmほ ど下にΣ状刺突列を
施文した凸帯を回縁に並行するように2条
員占り付サ)ている。

縄文の有無は不明。 前期Ⅶ a B-19

タト面 :10YR 6/1

褐灰

内面 :10YR 6/1

掲灰

長石 結晶片岩

644

口縁は、端部内面に幅 l cmほ どの帯状の凸
帯を貼り付け、縄文を施文したうえで、端
部上面にも粘土を貼り付けて内外方に拡張
し、V状工具で内側を時計回り、外狽1を 反
時計回りの方向の連続する刺突を加え、断
面方形に仕上げている。外面は端部から
1 5cmほ ど下に連続してΣ状刺突を加えた
凸市を1条口縁に並行して貼り付けている。

外面と内面の粘土帯上にはR
し縄文が施文されているが、
内面の縄文は一部がナデ消さ
れている。

前期 Ⅶ a
T-2
A-3

タト面 :75YR 5/4
にぶい掲

内面 :75YR 5/4
にぶい掲

長石 結晶片岩
赤色斑粒

内管する国縁は、端部内面に幅 l cm足 らず
の帯状の凸帯を貼 り勺け、縄文を施文した
うえで、端部上面にも粘土を貼り付け、∨
状工具で内狽1は 時計回り、外側が反時計回
りの方向の連続する刺突を加え、断面方形
に仕上げている。外面は端部直下にΣ状刺
突列を付けた凸帯が、さらにその下には同
様の凸帝で弧状の文様を描いている。

外面 と内面の粘土帯上 には R
L縄文が 施文 されてい るが、
外面 は顕部近 くの縄文がナデ

消 されている。

前期 Ⅶ a T-3
タト面 :10YR 5/3

にぶい黄褐
内面 !10YR 5/3

にぶい黄褐

長石 結晶片岩
赤色斑粒
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遺物

番号
培 徴 縄 文 原 体 型式

土

点

出

地 色 土 焼 成 備  考

内弩する国縁は、端部内面に幅 l cmほ どの
帯状の凸帯を貼り付け、縄文を施文したう
えで、端部上面にも粘土を貼 り付けて内外
方に拡張し、∨状工具で外面に反時計回り、
内側の凸帯には時計回りの方向の連続する
刺突を加え、断面方形に仕上げている。外
面は端部からl cmほ ど下にΣ状刺突列を施
文した凸帝を2条 口縁に並行するように貼
り付けている。

外面 と内面の粘土帯上 には R
L縄文が施 文 されて い るが、

外面 は顕部近 くの縄文がナデ

消 されている。

前期Ⅶ a A-2
外面 25Y7/3

浅責
10YR 7/2
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

内彎する回縁は端部内外面に縄文を施文し
たあと、端部上面に粘土を貼り付けて拡張
し、次いで回縁に沿って内側は時計回り、
外側が反時計回りの方向の連続する∨状刺
突を加えて断面方形に仕上げている。国縁
部外面は端部から1 5cmほ ど下に、C字
刺突列を施文した低い凸帝を国縁に並行す
るように貼り付けている。

内外面ともRL縄文が施文さ
れているが、内面は口縁端部
からl cmほ どの範囲を残して
縄文がナデ消されている。

前期 Ⅶ a S-1

外面 10YR 7/4
にぶい黄橙
10YR 7/4
にぶい黄橙

内面

石夫 長石 赤色

斑粒

膨らみが小さい筒状の体部と内彎する日縁
を持った深鉢形土器。日縁は内外面に縄文
を施文したあと、端部上面に粘上を貼 り付
けて拡張し、次いで日縁にiHkつ て内側は時
計回り、外狽」が反時計回りの方向の連続す
る∨状刺突を加えて断面方形に仕上げてい
る。日縁部外面は端部から1 5cmほ ど下に、
C字刺突列を施文した低い凸帯を回縁に並
行するように貼り付けている。同様の凸帯
は体部にも水平に貼り付けられている。

内外面ともRL縄文が施文さ
れているが、内面の縄文は回
縁端部のわずかな範囲を残し
ナデ消されている。

前期Ⅶ a T-2
外面 :10YR 6/4

にぶい黄橙
内面 110YR 6/3

にぶい責橙

石央 長石 赤色

斑粒
不 良

内彎する国縁は内外面に縄文を施文したあ
と、端部上面に粘土を貼 り付けて拡張し、
次いで日縁に沿って内側は時計回り、タト側
が反時計回りの方向の連続する∨状刺突を
加えて断面方形に仕上げている。日縁部外
面は端部からl cmほ ど下に、C字刺突列を
施文した低い凸帯を回縁に並行するように
貼り付けている。

内外面ともRL縄文が施文さ
れているが、内面の縄文は国
縁端部から l cm足 らずの範囲
を残してナデ消されている。

前期 Ⅶ a T-2
タト面 110YR 6/4

にぶい黄橙
内面 110YR 5/2

灰責褐

石英 長石 砂岩 不 良

650

膨らみが小さい筒状の体部と内彎する日縁を
持った深鉢形土器。日縁は内外面に縄文を施
文したあと、端部上面に粘土を貼り付けて拡
張し、次いで回縁に沿つて内側は時計回り、
外側が反時計回りの方向の連続するV状刺突
を加えて断面方形に仕上げている。日縁部外
面は端部からl cmほ ど下に、C宇刺突列を施
文した低い凸帯を日縁に並行するように貼り
付けるほか、体部にも水平方向に 1条貼り付
けられている。また、頸部外面には薄く粘土
が貼り付けられた上にl cm近 い幅のC字形爪
形文が施文されている。

内タト面ともRL縄文が施文さ
れているが、内面の縄文は国
縁端部からl cm足 らずの範囲
を残してナデ消されている。

前期Ⅶ a T-2
外面 :10YR 6/4

にぶい黄橙

内面 :10YR 5/4
にぶい黄褐

石英 長石 不 良

651

緩やかに内管する国縁は端部近くがわずか
に外反している。日縁は内外面に縄文を施
文したあと端部上面に粘土を貼り付けて拡
張し、次いで口縁に沿って内側は時計回り
の方向の連続するV状刺突を加え断面方形
に仕上げている。国縁部外面は端部から
1 5cmほ ど下にΣ状刺突列を施文した凸
帝が回縁に並行して1条貼り付けられ、さ
らにその下には同じ様な凸帯を貼 り付けて
鋸歯文を描いている。

外面 と内面の回縁端部直下 に

は RL縄 文が施文 されている

が、 内面 の縄 文 は端 部 か ら

1 5cnほ どの範 囲 を残 して

ナデ消 されている。

前期Ⅶ a S-20

外 面 10YR 7/4
にぶい黄橙
10YR 6/2
灰責掲

内面

石英 長石 結晶
叶岩 赤色斑粒

不良

652

内彎する国縁は端部内面に3 cm程 度の粘土
を薄く帯状に貼り付けた上に縄文を施文し
たあと、さらに端部上面に粘上を賄り付け
て拡張し、次いで国縁に沿って内側は時計
回り、外側が反時計回りの方向の連続する
∨状刺突を加えて断面方形に仕上げてい
る。日縁部外面は端部から1 5cmほ ど下
に、Σ状刺突列を施文した低い凸帯を日縁
に並行するように貼り付けている。

外面と内面の粘土帝上にRL
縄文を施文しているが、内面
の4電文は端部からl cmほ どの
範囲を残してナデ消されてい
る。

前期Ⅶ a S-1

外面 :75YR 6/6
橙

内面 :75YR 7/6
橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

653

口縁 は内外面 に縄文 を施文 したあ と、端部

上面 に粘土 を貼 り付 けて拡張 し、次いで口

縁 に沿つて内側 は時計 回 り、外狽‖が反時計

回 りの方向の連続す る∨状刺突 を加 えて lth

面方形 に仕上 げている。日縁部外面 は端部

か ら 1 5cmほ ど下 に、 Σ状刺突列 を施文 し

た低 い凸帯 を水平方向に貼 り付 けている。

内外面 ともRL縄 文が施文 さ

れているが、内面の縄文 は国

縁端部か ら l cm足 らずの範囲

を残 してナデ消 されている。

前期 Ⅶ a T-1

一回 10YR 5/3
にぶい黄褐
10YR 5/3
にぶい責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

日縁は内外面に縄文を施文したあと、端部上
面に椎土を貼り付けて拡張し、次いで口縁に
沿って内側は時計回り、外lHlが反時計回りの
方向の連続するV状刺突を加えて断面方形に
仕上げている。日縁部外面は端部から2 cmほ

ど下に、Σ状刺突列を施文した低い凸帯を日
縁に並行するように貼り付けている。

内外面ともRL縄文が施文さ
れているが、内面の縄文はロ
縁端部のわずかな範囲を残し
ナデ消されている。

前期 Ⅶ a T-2

外 面 :10YR 6/4
にぶい責橙

:10YR 6/3
にぶい黄橙

内面
石英 チ ヤー ト

655

口縁は内外面に縄文を施文後、端部上面に
粘土を貼 り付けて拡張 し、次いで日縁に
沿つて内側は時計回り、外側が反時計回り
の方向の連続する∨状刺突を加えて断面方
形に仕上げている。日縁部外面は端部から
l cmほ ど下に、Σ状刺突列を施文した凸帯
を国縁に並行するように貼り付けている。

内外面 ともRL縄 文が施文 さ

れているが、内面の縄文 は日

縁端部のわずかな範囲 を残 し

ナデ消 されている。

前期Ⅶ a T-1
外面 :75YR 7/4

にぶい橙

内面 :75YR 6/4
にぶい栓

石英 結晶片岩
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第5表 包含層出土遺物観察表 (20)

物
号

遺
番 徴特 縄 文 原 体 型 式

土
点

出
地 調色 土 焼 成 備  考

波状口縁の上器は内外面に縄文を施文後、
端部上面に粘土を貼りIlけて内外方に拡張
し、次いで回縁に沿つて内側は時計回り、
外償1が 反時計回りの方向の連続する∨状刺
突を加えて断面方形に仕上げている。日縁
部外面は端部から1 5cm前 後下にΣ状刺突
列を施文した凸帯を1条貼り付けている。

内外面 ともRL紀 文が施文 さ
れているが、内面の紀文 は日

縁 端 部 か ら 1～ 1 5cmく ら
いの範 l・

lを 残 してナデ消 され

ている。

前期Ⅶ a T-2
外雨 :10YR 7/3

にぶい責橙
内面 110YR 7/3

にぶい黄橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

波状口縁の土器は内外面に縄文を施文後、
端部 と面に粘上を貼り付けて内外方に拡張
し、次いで日縁に沿って内側は時計回り、
外側が反時計回りの方向の連続するC字状
刺突を加えて断面方形に仕上げている。日
縁部外面は端部から1～ 1 5cm前後下に
C状刺突列を施文した凸廿を水平に1条貼
り付けている。

内外面ともRL縄文が施文さ
れているが、内面の縄文は口
縁端部から1～ 1 5cmほ ど
の範』を残してナデ消されて
いる。

前期Ⅶ a T-3
外面 :5YR 5/6

明赤褐
内面 :75YR 6/6

橙

石央 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

内管す る国縁 は端部内面 に幅 2 cm程 度の粘
土 を薄 く帯状 に貼 り付 けた上に紀文 を施文

し、 さらに端部上面 に粘上 を貼 り付 けて拡

張 している。 次いで 口縁 に沿 つて内側は時

計回 り、外側が反時計同 りの方向の連続す
る∨状刺突 を加 えて断面方形 に仕上 げてい

る。 日縁部外面 は端部 か ら 1 5cmほ ど下
に、 Σ状刺突列 を施文 した凸帯 を国縁 に並

行するように貼 り付 けている。

外面 と内面の粘上帯上 に RL
組文 を施文 しているが、内面
の縄文 は端部か ら5 mmほ どの

範 lfを 残 してナデ消 されてい

る。

前期Ⅶ a A-6
10YR 6/4
にぶい黄栓
75YR 6/4
にぶい橙

外面

内面

石英 長石 結晶
片岩

口縁 は内外面 に縄文 を施文後、端部上面 に

粘上 を貼 り付 けて拡張 し、次 いで 国縁 に

沿って内狽1は 時計 回 り、外側が反時計回 り
の方向の連続す る∨状刺突 を加 えて断面方

形に仕上 げている。 国縁郁外面 は琳部か ら

l cmほ ど下 に、 Σ状刺突列 を施文 した凸帯
を口縁 に並行す るように貼 り付けている。

内外面 ともRL縄 文が施文 さ
れているが、内面の縄文は日

縁端部か ら l cmく らいの範囲
を残 してナデ消 されている。

前期Ⅶ a T-2
外面 :10YR 6/3

にぶい黄橙
内面 :10YR 6/2

灰責掲

長石 結晶片岩
赤色斑粒

660

日縁は端部内面に粘土を薄く帯状に貼りllけ
た上に縄文を施文し、さらに端部上面に粘土
を貼り付けて拡張している。次いで日縁に
沿って内側は時計回り、外側が反時計回りの
方向の連続するΣ状刺突を加えて断面方形に
仕上げている。日縁部外面は端部から1 5
cmほ ど下に、Σ状刺突列を施文した凸帝を回
縁に並行するように貼り付けている。

外面 と内面 の粘土帯上 に RL
紀文 を施文 しているが、内面
の縄文 は端部か ら l cmほ どの

範睡 を残 してナデ消 されてい

る。

前期 Ⅶ a T-2
10YR 5/3
にぶい責褐
10YR 3/2
黒褐

外面

内面
石英 長石

回縁は内外面に縄文を施文後、端部上面に
粘二しを貼り付けて拡張し、次いで日縁に沿っ
て内側は時計回り、外側が反時計回りの方
向の連続するV状刺突を加えてlll面 方形に
仕上げている。日縁都外面は端部から1 5
cmほ ど下に、Σ状刺突列を施文したrti帯 を
口縁に並行するように貼り付けている。

外面と内面の国縁端部付近に
R[縄文を施文している。内
面の縄文は端部から5 mmほ ど
の範囲を残してナデ消されて
いる。

前期Ⅶ a T-1

タト面 :75YR 6/6
橙

内面 :10YR 6/4
にぶい黄橙

長石 IL晶片岩
赤色斑粒

662

波状口縁の上器は内外面に縄文を施文後、
端部上面に粘土を貼 り付けて内外方に拡張
し、次いで回縁に沿って内側は時計回り、
外側が反時計回りの方向の連続するC字状
刺突を加えて断面方形に仕上げている。日
縁部外面は端部からl cn前後下にΣ状刺突
テ1を 施文した凸希を水平方向に1条貼りll

けている。

外面と内面の口縁端部付近に
RL紀文が施文されているが
内面の縄文はほとんどがナデ
イ首さオ■ている。

前期Ⅶ a T-3
外面 :75YR 6/6

橙

内面 :75YR 6/6
橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

口縁は端部内面に帝状の粘上を薄く貼り付け
た上に縄文を施文し、さらに端部上面に粘土
を貼り付けて拡張している。次いで回縁に
沿って内狽1は 時計回り、外側が反時計回りの
方向の連続する∨状刺突を加えてlh両方形に
仕上げている。日縁部外面は端部からl cmほ

ど下に、Σ状刺突列を施文した凸帯を日縁に
並行するように貼り付けている。

外面と内面の粘土帯上にRと
縄文を施文しているが、内面
の縄文は端部から l cmほ どの
範囲を残してナデ消されてい
る。

前期Ⅶ a T-2
外面 110YR 6/4

にぶい黄橙
内面 :75YR 6/6

橙

石英 長石

日縁は内外面に縄文 を施文後、端部上面に粘
土 を貼 り付けて内外方に拡張 し、次いで口縁
に沿って内側は時計回 り、外側が反時計回 り
の方向の連続するV状刺突を加えて lf両方形
に仕上げている。日縁部外面は端部か ら l cm

前後下に くΣ状刺突ダ」を施文 した凸帯を水平
に 1条貼 り付けている。

外面と内面のEI縁端部付近に
RL縄文が施文されているが
内面の縄文は端部からl cmほ
どを残 してナデ消されてい
る。

前期 Ⅶ a T-2
外面 :10YR 6/4

にぶい黄橙

内面 :10YR 6/3
にぶい黄橙

布英 長石

665

口縁は内外面に縄文を施文後、端部上面に
粘土を貼り付けて内外方に拡張し、次いで
回縁に沿つて内側は時計回り、外側が反時
計回りの方向の連続するV状刺突を力Hえ て
断面方形に仕上げている。日縁部外面は端
部から1 5cm前後下にくΣ状刺突列を施
文した凸帯を水平に1条貼り付けている。

外面 と内面の日縁端部付近 に

RL縄 文が施文 されているが

内面の縄文はほ とん どがナデ

ヤ肖さオtて しゝる。

前期Ⅷ a T-2
クト面 :10YR 6/3

にぶい責橙
内面 :10YR 6/3

にぶい責橙

石英 長石 結晶

片岩

666

日縁 は端部内面 に幅 l cm程度の帯状 の粘上

を薄 く貼 り伺 けた 上に縄文 を施文 し、 さら

に端部上面 に粘上 を貼 り付 けて拡張 してい

る。次いで EI縁 に沿 って内側 は時計 ]り 、

外側が反時計 回 りの方向の連続す る∨状刺
突 を拡張部に加 えてLI両 方形 に仕上げてい

る。 日縁 部外 面 は端部 か ら 1 5cmほ ど下
に、 Σ状刺突列 を施文 したIl帯 を口縁 に並

行するように哨 り伺 けている。

外面 と内面の粘土帯上 に RL
縄文 を施文 しているが、内面
の純文 はほ とん どナデ消 され
ている。

前期Ⅶ a T-2
外面 :75YR 5/8

にぶい褐
内面 15YR 6/4

にぶい橙

石芙 赤色斑粒
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (21)

遺物

番号
特 徴 縄 文 原 体 型式

土
点

出

地 色 調 土 焼 成 備  考

口縁は内外面に縄文を施文後、端部上面に
粘土を賄り付けて内外方に拡張し、次いで
口縁に沿って内狽1は 時計回り、外側が反時
計回りの方向の連続するV状刺突を拡張部
に加えて断面方形に仕上げている。

外面 と内面 の日縁端部直 下に

は RL縄 文 を施 文 してい る。

内面の縄文 は端郁か ら l cmほ

どの範囲 を残 してナデ消 され

ている。

前期 Ⅶ a T-3
外面 :10YR 6/4

にぶい黄橙

内面 :10YR 6/3
にバい責橙

長石 結 晶片岩

赤色斑粒

668

口縁は内外面に縄文を施文したあと、端部
上面に粘上を貼 り付けて内外方に拡張 し、
内側は時計回り、外側は反時計回りの方向
の連続する∨状刺突を加えて断面方形に仕
上げている。口縁郁外面は端部からl cmほ

ど下にC字八形文を施文した凸帯を貼り付
けている。

日縁部内タト面 には RL縄 文が

施文 されているが、内面の縄

文 は端部か ら2 cmほ どを残 し

てナデ消 されている。

前 IHIⅦ b T-1
クト面 :25Y5/1

黄灰

内而 :10YR 6/3

にぶい責橙

石央 チ ヤー ト

国縁は内外面に縄文を施文したあと、端部
上面に粘土を貼 り付けて内外方に拡張し、
内側は時計回り、外側は反時計回りの方向
の連続する∨状刺突を加えてlll面 方形に仕
上げている。日縁部外面は端部からl cmほ

ど下にC字爪形文を施文した凸帯を貼り付
けている。

口縁部内外面にはRL縄文が
施文されているが、内面の紀
文は端部から2 cmほ どを残し
てナデ消されている。

前期Ⅶ b 不明

外面 :25Y6/3
にぶい黄

内面 :25Y6/2
灰黄

石夫 チ ャー ト

670

口縁は端部内面に幅 l cm程度の粘土帯を貼
り付け縄文を施文したあと、さらに端部上
面にも粘土を貼 り付けて内外方に拡張し、
内側は時計回り、外側は反時計回りの方向
の連続する∨状刺突を加えて断面方形に仕
上げている。日縁部外面は端部からl cmほ

ど下にC字爪形文を施文した幅広の凸帯を
貼り付けている。

回縁部外面と内面の粘土常上
にはRL組文を施文 してい
る。

前 期 Ⅶ b B-19

外面 :75YR 4/4

褐

内面 :75YR 5/4
にぶい褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

良好

内管する口縁は端部近くで上方に折り曲げ
られ、内面に幅 1 5cm程度の薄い帯状の
粘土を貼り付けている。粘土帯上には縄文
を施文したあと、さらに端部上面近くに凸
帯を貼 り付けている。日縁端部には反時計
回りの方向、内面の凸帯上には時計回りの
方向の連続する∨状刺突をそれぞれ加えて
にぶく尖らせている。日縁部外面は端部か
ら1 5cmほ ど下にΣ状刺突列を施文した
凸帯を2条 口縁に並行するように貼 り付け
ている。

外面 と内面の粘土廿上 に RI
縄文が施文 されているが、外

面 の端部か ら凸帯 までの問は

縄文がナデ消 されている。

前期 Ⅶ b T-2
外 面 ＹＲ

褐

ＹＲ
掲

１０
里
い
１０
里
一

3/1

内面 3/1

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

672

山形突起 を付 けた波状 回縁 の上器。内彎す

る国縁 は端部内面 に粘土帝 を貼 り付 け縄文

を施文 したあ とで、 さらに端部 上面 に も粘

土 を貼 り付 けて内外方 に拡張 し、内側 は時

計回 り、外側 は反時計 回 りの方向の連続す

る∨状刺突 を加 えて断面方形 に仕上げ られ

てい る。 日縁 部外 面 は端部 か ら 1 2cmほ
ど下 にV状刺突列 を施文 した凸帯 を水平方

向に貼 り付 けている。

外面と内面のlh上帯上にはR
L縄 文が施文されているが、
内面の縄文は一部を残してが
ナデ消されている。

前期Ⅶ b
T-2
T-3

外面 10YR 6/6
明黄褐
10YR 5/2
灰黄褐

内面
石英 長石

面

り

断

あ

山形突起を付けた波状国縁の上器。内彎す
る国縁は端部内面に粘土帯を貼り付け縄文
を施文したあとでさらに端部上面にも粘土
を貼 り付けて内外方に拡張し、内側は時,「

回り、外側は反時計回りの方向の連続する
∨状刺突を加えて断面方形に仕上げてい

る。国縁部外面は端部から1 5cmほ ど下
にΣ状刺突列を施文した凸帯を水平方向に
貝占り付ヤナている。

外面 と内面の粘土帯上 には R
Lネせ文が施 文 されて い るが、

内面の縄文 は一部 を残 してが

ナデ消 されている。

前期Ⅶ b
T-2
T-3

外面 :10YR 6/6

明黄褐

内面 :10YR 5/2

灰責褐

石英 長石

674

山形突起が付けられた波状国縁の上器。内
彎する日縁は端部内面に幅 l cmほ どの粘土
帯を貼 り付けて縄文を施文したあと、さら
に端部上面に粘土を貼り付けて内外方に拡
張し、内側は時計回り、外狽1は 反時計回り
の方向の連続するV状刺突を加えて断面方
形に仕上げている。日縁部外面は端部から
1 2cmほ ど下にΣ状刺突列を施文した凸
帯を水平に貼り付けている。

外面と内面の粘土帝上にRL
縄文を施文している。内面の
縄文は一部がナデ消されてい
る。

前期Ⅶ b B-19

外面 :75YR 6/3
にぶい褐

内面 :75YR 5/1

1B灰

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

山形突起が付けられた波状口縁の上器。内
彎する国縁は端部内面に幅 l cmほ どの粘土
帯を貼り付けて縄文を施文したあと、さら
に端部上面上にも粘土を貼り付けて内外方
に拡張し、内側は時計回り、外側は反時計
回りの方向の連続するV状刺突を加えてllF

面方形に仕 Lげている。日縁部外面は端部
からl cmほ ど下にΣ状刺突列を施文した凸
帯を水平方に貼り付けている。

外面と内面の粘土帯上にRL
縄文を施文している。内面の
縄文は一部がナデ消されてい
る。

前期 Ⅶ b B-19

外面 i10YR 7/4
にぶい黄橙

内面 i10YR 7/2
にぶい責橙

石夫 長石 結晶

片岩
不 良

山形突起が付けられた波状日縁の土器。内
彎する国縁は内外面に縄文を施文 したあ
と、端部上面 とに粘土を貼り付けて内外方
に拡張し、内側は時計回り、外狽1は 反時計
回りの方向の連続する∨状刺突を加えて断
面方形に仕上げている。口縁都外面は端部
からl cmほ ど下にΣ状刺突列を施文した凸
帯を水平に貼り付けている。

口縁部内外面にはRL継文が
施文されているが、内 tlの 縄
文は端部から05～ 1 5cm
ほどを残してナデ消されてい
る。

前期 Ⅶ b T-2
外面 :75YR 7/6

橙

内画 :75YR 6/4
にぶい橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (22)

物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型 式

土
点

出
地 色 調 胎 土 焼成 備  考

山形の突起 (?)が付けられた波状口縁の
上器。内彎する国縁は端部内面に1 5cm
ほどの粘土帝を貼り付け、縄文を施文した
うえで端部上面にさらに粘土を貼り付けて
内外方に拡張し、内側は時計回り、外側は
反時計回りの方向の連続する∨状刺突を加
え断面方形に仕上げている。日縁部外面は
端部からl cmほ ど下にΣ状刺突列を施文し
た凸帯を2条 曰縁に並行に貼り付け、さら
にそれからl cm下 に同様の凸帯を貼り付け
て曲線文を描いている。

外面と内面の粘土帝上にはR
L縄文が施文されているが、
内面の縄文は一部がナデ消さ
れている。

前期Ⅶ b
S-1
T-1

外 面 10YR 6/4
にぶい黄橙
75YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑泣

良好

678

内彎する口縁は端部内面に幅 1～ 1 5cm
ほどの薄い帝状の粘上を貼り付け縄文を施
文したあとで、さらに端部上面にも粘上を
貼り付けて内外方に拡張し、内側に時計回
りの方向に連続する∨状刺突を加えて断面
方形に仕上げている。日縁部外面は端部か
ら2 cmほ ど下にΣ状刺突列を施文した凸帯
を回縁に並行するように1条貼り付けてい
る。

外面と内面の粘土帯上にはそ
れぞれRL縄文が施文されて
いるが、内面の縄文は一部が
ナデ消されている。

前期 Ⅶ b T-2
外面 :75YR 6/6

橙
:75YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

679

口縁は端部内面に幅 2 cmほ どの薄い帝状の
粘土を貼り付け縄文を施文したあとで、さ
らに端部上面にも粘土を貼り付けて内外方
に拡張し、日縁に沿って外側が反時計回り、
内側が時計回りの方向に連続する∨状刺突
を加えて断面方形に仕上げている。日縁部
外面は端部から2帥ほど下にΣ状刺突列を
施文した凸荷を口縁に並行するように1条
貼り付けている。

外面と口縁端部直下の内面に
はRL縄文を施文している。
内面の縄文は部分的にナデ消
されている。

前期Ⅷ b B-19

タト面 :75YR 5/1

褐灰
:75YR 5/1

褐灰
内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

680

口縁は端部内面に幅 2 cmほ どの粘土帯を貼
り付け縄文を施文したあとで、さらに頂部
内面に凸帯を貼り付けて内側に拡張し、日
縁に沿って外側が反時計回り、内側が時計
回りの方向に連続する∨状刺突を加えて断
面方形に仕上げている。日縁部外面は端部
から1 5cmほ ど下にΣ状刺突列を施文し
た凸符をわずかな間隔をあけながら口縁に
並行するように2条貼り付けている。

内面の粘土帯上 にはそれぞれ
RL縄 文 が 施 文 され て い る

が、内面の縄文 は一部がナデ

消 されている。

前期Ⅶ b T― ユ

外面 75YR 6/6
橙
10YR 5/3
にぶい黄褐

内面

長石 結晶片岩
赤色斑粒

口縁は端部内面に幅 2 cmほ どの薄い帯状の
粘上を貼り付け縄文を施文したあとで、さ
らに端部上面の内側に細い凸帯を貼り付け
時計回りの方向の連続する∨状刺突を加え
て断面三角形に仕上げている。また、同じ
ような∨状刺突列を反時計回りの方向に施
文した端部外面から1 5帥ほど下にはC
字状刺突列が施文された凸帝を水平に2条
貼り付けている。

外面と内面の粘土帯上にはそ
れぞれRL縄文が施文されて
いるが、内面の縄文は一部が
ナデ消されている。

前期 Ⅶ b S-1

外 面 5YR 7/6
橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石芙 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

6駐

内彎する日縁は内外面に縄文を施文したあと
で、端部上面の内側に凸帯を貼り付け時計回
りの方向の連続するV状刺突を加えて断面三
角形に仕上げている。また、日縁部外面は同
じような∨状刺突列を反時計回りの方向に施
文し、にぶく尖らせた端部から1 5cmほ ど
下にはΣ状刺突列を施文した凸帯を回縁に並
行するように1条貼り付けている。

外面と内面の国縁端部近くに
RLl縄 文を施文 している。
内面の縄文は端部直下を残し
て丁寧にナデ消されている。

前期Ⅶ b T-2
外 面 75YR 5/6

明褐
75YR 5/6
明褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
チャート

不 良

口縁は内外面に縄文を施文したあとで、端
部上面に粘土を貼り付けて内外方に拡張し、
外側は反時計回り、内側は時計回りの方向
に連続する∨状刺突を加えて断面方形に仕
上げている。日縁部外面は端部から1 5cn
ほど下にΣ状刺突列を施文した凸帯を口縁
に並行するように1条貼り付けている。

外面と内面の口縁端部付近に
RL縄文を施文している。内
面の縄文は端部からl cmほ ど
を残してナデ消されている。

前期 Ⅶ b T-1
外 面 10YR 6/4

にぶい責橙
10YR 7/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内彎する口縁は端部内面に粘土を薄く貼り
付けて縄文を施文したあとで、さらに端部
上面に粘上を貼り付けて拡張し、外側は反
時計回り、内側は時計回りの方向の連続す
る∨状刺突を加えている。また、国縁部外
面は端部から1 5cmほ ど下にΣ状刺突列
を施文した凸帯を回縁に並行するように 1

条貼り付けている。

外面と内面の回縁端部付近に
RL縄文を施文している。内
面の縄文は端部からl cmほ ど
の範囲を残 してナデ消されて
いる。

前期 Ⅶ b T-2
外 面 10YR 4/1

褐灰
10YR 5/2
灰黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

685

内彎する口縁は端部内面に粘上を薄く貼 り
付けて肥厚させ、縄文を施文したあとさら
に端部上面に粘上を貼り付けて拡張し、外
側は反時計回り、内側は時計回りの方向の
連続するV状刺突を加えている。また、口
縁部外面は端部から1 5cmほ ど下にΣ状
刺突列を施文した凸帯を回縁に並行するよ
うに1条賠り付けている。

外面と内面の回縁端部付近に
RL縄文を施文している。内
面の縄文は端部からl cmほ ど
の範囲を残してナデ消されて
いる。

前期Ⅶ b
Ｔ

Ｔ

外 面 10YR 7/4
にぶい黄橙
10YR 7/2
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

686

内彎する国縁は端部内面に粘土を薄く貼り
付けて肥厚させ、縄文を施文したあとさら
に端部上面に粘上を貼り付けて拡張し、外
側は反時計回り、内側は時計回りの方向の
連続する∨状刺突を加えている。また、口
縁部外面は端部から1 5cmほ ど下にΣ状
刺突列を施文した凸帯を国縁に並行するよ
うに1条貼り付けている。

外面と内面の口縁端部付近に
RL縄文を施文している。内
面の縄文は端部からl cmほ ど
の範囲を残 してナデ消されて
いる。

前期 Ⅶ b
T-1
T-2

外面 :10YR 7々
にぶい責橙

内面 :10YR 7/2

にぶい黄橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (23)

遺物

番号
徴特 縄 文 原 体 型式

出土

地点
調色 土 焼 成 備  考

687

低い山形の波状口縁の上器。日縁は端部内
面に粘土帯を貼り付けて縄文を施文したあ
と、さらに端部上面にも粘上を貼り付けて
内外方に拡張し、日縁に沿つて外側は反時
計回り、内側は時計回りの方向の連続する
∨状刺突を加えている。

口縁部内外面外面 に RL紀 文

を施文 している。内面の縄文

が施文 され る範囲は比較的広
前期 Ⅶ b

外面 :10YR 7/3
にぶい責橙

内面 :10YR 7/3
にぶい責橙

長 石 石 英  結

晶片岩 P 赤色

斑粒

688

低い山形の波状国縁のt器。口縁端部内外
面は縄文を施文したあと内面に凸帝が貼り
付けられ、にぶく尖らされた日縁端部には
時計回り、内面の凸帝 しには反時計回りの
方向の連続して∨状刺突を加えている。

口縁部内外面 には RL縄 文 を

施文 している。内面の縄文は

他 と比較 して広い範囲に及ん

でいる。

前期Ⅶ b A-1
75YR 5/3
にぶい樹
75YR 6/6
椅

外面

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑泣

低い山形の波状口縁の上器。口縁は端部内
面に粘土帯を貼り付けて紀文を施文したあ
と、さらに端部上面にも粘土を貼り付けて
内外方に拡張し、外狽1は 反時計回り、内側
は時副回りの方向の連続する∨状刺突を加
えている。

外面と内面の粘土市上にはR
L縄文を施文している。内面
の凸帯上の4電文は一部がナデ
消されてψヽる。

前期Ⅶ b T-2
75YR 6/6
橙
10YR 4/1
掲灰

面

　

面

外

　

内 長石 結晶片岩

690

低い山形の波状日縁の土器。日縁は端部内面

に粘土帯 を貼 り付 けて縄文 を施 丈したあ と、

さらに端部上面にも粘土を貼 りllけて内外方

に拡張 し、外側は反時計回 り、内側は時計回

りの方向の連続するV状刺突を加えている.

前期Ⅶ b S-1

75YR 7/8
黄橙
75YR 7/6
イ::I

外 la

内 al
石英 長石

691

低い山形の波状口縁の上器。国縁は端部内
面に粘上帯を貼 り付けて縄文を施文したあ
と、さらに端部上面にも粘上を貼りllけ て
内外方に拡張し、外側は反時計回り、内側
は時計回りの方向の連続する∨状刺突を加
えている。

日縁部内タト種Fに はRL縄文が
施文されているが、内面の組
文は一部がナデ消されてい
る。

前期 Ⅶ b A-1
タト両

内面

10YR 6/6
明責褐
75YR 6/6
橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不 良

692

緩やかな波状を呈する口縁は内外面に縄文
施文後、端部上面に粘上を貼 りTlけて内外
方に拡張し、内側は時計回り、外側は反時
計回りの方向の連続する∨状刺突を加えて
いる。日縁部外面は端部から1 5cmほ ど
下にΣ状刺突列を施文した凸帯を貼り付け
ている。

口縁部内外面には,【 節の RL
縄文が施文 されるが、内面の

縄文 は一部がナデ消 されてい

る。

前期Ⅶ b T-2
タト面 :10YR 5/4

にぶい責掲

内面 :75YR 6/6
橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
不 良

わずかに内彎しながら外上方にのびるEI縁

は内外面に純文施文後、端部上面に粘上を
貼り付けて内外方に拡張し、内側は時計LI

り、外側は反時計回りの方向に連続する∨
状刺突を加えている。国縁部外面は日縁端
部から2 5cmほ ど下にΣ状刺突列を施文
した凸帯を口縁に並行するように貼り付け
ている。

口縁 部内外面 には RL縄 文が

施文 されているが、内面の縄

文 は一 部 が ナ デ消 され て い

る。

前期 Ⅶ b T-2
タト面 :10YR 5/6

責褐

内面 :10YR 5/6

黄褐

長石 結晶片岩 不良

緩やかな波状を呈する国縁は内外面に縄文
施文後、端部上面に粘土を貼 り付けて内外
方に拡張し、内側は時計回り、外側は反時
計回りの方向の連続するV状刺突を加えて
いる。

回縁部内外面には無師の RL
縄文が施文 されているが、内

面の紀文 は一部が ナデ消 され

ている。

前瑚Ⅶ b T-1

タト面 :10YR 6/4

にぶい黄橙

内面 :75YR 6/4
にぶい橙

石英

緩やかな波状を呈する日縁は内外面に縄文施
文後、端部上面に粘上を貼り付けて内外方に
拡張し、内側は時訂回り、外側は反時計回り
の方向の連続する∨状刺突を加えている。

口縁部内タト面 には RL縄 文が

施文 されているが、内面 の縄

文 は一 部 が ナ デ 消 され て い

る。

前期Ⅶ b A-6
外面 :75YR 6/8

橙
内面 110YR 6/4

にぶい責1登

長石 結晶片岩

赤色斑粒
不良

口縁 は端部内タト面 とも幅 l cmほ どの薄い粘

土帯 を貼 り付 け、縄文 を施文 してい る。 日

縁部外 面 は端 部か ら 1 5cmほ ど下 に Σ状

刺突列 を施文 した凸廿 を日縁 に並行す るよ

うに貼 り付 けている。

外面と内面の粘土付 しにはR
L縄文を施文している。内面
の縄文は一部がナデ消されて
いる。

前期Ⅶ c T-3
外面 :5YR 5/6

明赤褐
内面 :5YR 5/6

明赤褐

石英 長石 結晶
片岩

口縁は端部内面に幅 l cmほ どの粘上帯を貼
り付け縄文を施文したあと、端部 L面に長
楕円形の低い突起を貼り付けている。日縁
都外面は端部から1 5cmほ ど下にΣ】犬万」
突列を施文した凸帯を回縁に並行するよう
に貼り付けている。

LI縁部外面 と内面の粘土帝上

に は Rし 縄 文 を施 文 して い

る。

前期Ⅶ c T-2
外面 :10YR 5/4

にぶい責褐

内面 i10YR 5/4
にぶい黄 tBD

長石 結晶片岩
赤色斑粒

口縁は端部内面に幅 1～ 1 5cmほ どの粘
土帯を賄り付け縄文を施文したあと、端をる
上面に3 5cmほ どの長楕円形の低い突起
を貼り句けている。日縁部外面は瑞部から
l cmほ ど下にΣ状刺突列を施文した凸帯を
回縁に並行するように貼り付けている。

外面と内面の粘土市上にはR
L紀文を施文している。内面
の凸帯上の縄文は一部がナデ
ヤ肖さ

'tて

いる。

前期Ⅶ c T-3
外面 :75YR 6/6

橙

内面 :10YR 5/2

灰黄褐

石英 長石 結品

片岩 赤色斑粒
良 好

低い山形突起を持った緩やかな波状国縁の
土器。口縁端部は内外面とも幅 l cmほ どの
薄い帯状の粘土を貼り付けて肥厚させてい
る。日縁部外面は端部から1 5cmほ ど下
にΣ状刺突列を施文した凸帯を口縁に並行
するように貝占り付けている。

外面と口縁端部内面の粘土帯
上にはLR紀文が施文されて
いるが、内面の縄文は一部が
ナデ消されている。

前期Ⅶ c S-20

外面 i10YR 5/2

灰責褐

内面 :10YR 6/2

灰黄IFJ

石英 長石 結晶

片岩
良好

緩やか に内彎す る日縁 は端部内外 面に幅 1

cmほ どの薄い帯状の粘上 を貼 り付 けて肥厚

させ てい る。 口縁 部外面 は端部か ら 1 5
cmほ ど下 にΣ状刺突列 を施文 した凸帯 を国

縁 に並行するように貼 り狩 けている。

外面 と日縁端部それに端部直

下の粘土帯上 には RL縄 文が

施文 されているが、内面の縄

文 は一 部 が ナ デ消 され て い

る。

前期 Ⅶ c T-6
外面 :75YR 6/6

橙

内面 :10YR 5/3
にぶい黄掲

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

緩やかに内脅する国縁は端部内外面に幅 1

cm程度の薄い市状の粘土を貼り付けて肥厚
させている。日縁i焉外面は端剖

`か

ら1 5
cmほ ど下にΣ状刺突列を施文した凸帯を回
縁に並行するように貼り付けている。

外面 と口縁端部それに内面の

粘土市上 には Rlll縄 文 を

施文 してい る。内面の紀文は

一部がナデ消 されている。

前期Ⅶ ℃
T-2
A-3

クト面 :75YR 6/6
橙

内面 175YR 6/6
橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
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遣物

番号
徴特 縄 文 原 体 型式

出土

地点
調色 土 焼成 備  考

702

緩やかに内彎する口縁は端部内外面に幅 1

～ 1 5cm程度の薄い粘土帝を貼り付け、肥
厚させている。日縁部外面は端部から1 5
cmほ ど下にΣ状刺突列を施文した凸帯を日
縁に並行するように2条貼り付けている。

外面と口縁瑞部それに端郁直
下の粘土帯上にはRL純文が
施文されているが、内面の縄
文は一部がナデ消されてい
る。

前期Ⅶ c 不 明

外 面 ＹＲ５
舶
ＹＲ５
鉛

１０

灰

Ю

灰
内面

石英 長石 ネ吉晶
片岩 赤色斑粒

703

「 くJの字に屈曲する頸部と、緩やかに内
管しながら上方に大きく開く口縁を持った
深鉢形土器は、にぶく尖らせた日縁端部外
面に幅 1 5cm、 内面に 7 mmほ どの帯状の
凸帝を貼り付け、頂部には長精円形の低い
突起を付けている。外面の凸帯の下には上
からΣ状工具を押し引いた結節浮線文を凸
帯に沿って貼り付けている。

口縁部外面 と内面の凸帯上 t

は LR縄 文 が 施 文 され て し

る。
前期 Ⅶ c T■

夕1面 :10YR 4/4

褐

内面 :10YR 4/3

にぶい黄掲

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不 良

704

口縁は端部内外面に幅 l cm程度の粘土帯を
貼り付け縄文を施文したあと、端部上面に
長さ4 cmの 長楕円形の低い突起を貼り付け
ている。国縁部外面は端部から1 5cmほ
ど下にΣ状刺突列を施文した凸市を回縁に
並行するように貼り付けている。

外面 と同縁端部それに端部直
下 の内面 には RL紀 文 を施文
している。内面の縄文 は一部
がナデ消 されている。

前期 Ⅶ c A-18

タト画 i10YR 6/2

灰黄褐
内面 :10YR 6/2

灰責褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

緩やかに内彎する国縁は端部内面に幅 l cm

程度の粘土帝を貼り付け縄文を施文したあ
と、端部上面に長さ2 5cmの 長楕円形の
低い突起を貼り付けている。国縁部外面は
端部から1 5～ 2 cmほ ど下にΣ状刺突列
を施文した凸帯を国縁に並行するように貼
り付サ)て ψヽる。

外面 と口縁端都それに端部直
下の内面 には RL紀 文 を施文
している。内面の組文 は一部
が ナデ消 されている。

前期 Ⅶ c A-18

10YR 5/2
灰黄褐
10YR 5/2
灰黄褐

外 面

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

良好

口縁は端部内面に 1 5～ 2 cm程 度の幅の
薄い粘土帝を賄り付けている。国縁部外面
は端部から2 cmほ ど下にΣ状刺突列を施文
した凸帯を口縁に並行するように貼り付け
ている。

日縁 部内外面 と端部上面 に R
L縄文が施 文 され てい るが、
内面の組文 は一部が ナデ消 さ
れている。

前期Ⅶ c A-2
外面 :75YR 8/6

浅責橙

内面 :75YR 7/6
橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

内彎する国縁はにぶく尖らされた玲部内面
に 1 5cm程度の幅の薄い粘土市を貼 り付
けている。国縁言トタト面は端言Бから2 cmほ ど
下にΣ状刺突列を施文した凸帯を国縁に並
行するように貼り付けている。

口縁部内外面に0段 多条の可
能性のあるRL縄文が施文さ
れているが、内面の縄文は一
言卜がナデ消されてしゝる。

前期Ⅶ c A-1
タト面 :25Y7/]

灰白
内面 :25Y7/1

灰白

石英 長石 結晶
片岩

内彎する口縁は、にぶく尖らされた端部内
面に 1 5cm程度の幅の薄い粘土帯を貼 り
付けている。日縁部外面は端部から2 cnほ
ど下にΣ状刺突列を施文した凸帯を口縁に
並行するように貼り付けている。

|ヨ 縁部内外面に Rと 槌文が施
文 されてい るが、内面の縄文
は一部が ナデ消 されている。

前期 Ⅶ c T-20
外面 :10YR 5/1

褐灰

内面 :10YR 5/3

にぶい黄褐

石英 長石 結晶
片岩

不良

内彎する国縁は、にぶく尖らされた端部内
面に 1 5cm程度の幅の粘土市を殆 り付け
ている。日縁部外面 (よ 端部から1 5cmほ
ど下にΣ状刺突列を施文した凸帯を回縁に
並行するように貼り付けている。

前朗Ⅶ c A― ユ

外面 :10YR 7/4

にぶい黄橙
内面 :10YR 6/3

にぶい黄橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

緩やかに内彎する国縁は鈍く尖らされた端
部内面に2 cm程 度の幅の粘土帯が賄り付け
られている。日縁部外面は端部から1 5
cmほ ど下にΣ状刺突列を施文した凸帝を日
縁に並行するように貼り付けている。

外而と内面の粘土帝上にはR
L縄文を施文している。内両
の縄文は一部がナデ消されて
いる。

前朗Ⅶ c A-18
内面

タト面 25Y8/2
灰白
10YR 8/2
灰白

長百 結晶片岩
赤色斑粒

不 良

緩やかに内警する口縁は端部がにぶく尖ら
されている。日縁部外面は端部から1 5
cmほ ど下にC字形爪形文が施文された低い
凸帯を国縁と並行するように貼り付け、さ
らにその下には同様の凸帯の貼 り付けに
よつて連弧文が描かれている。

外面と日縁端部、それに端部
直下の内面には0段 多条の可
能性があるR L41文 が施文さ
れているが内面の槌文は端郡
からl cm程度を残してナデ消
さメ■てしゝる。

前期 Ⅶ c A-18

クト面

内面

25Y7/2
灰黄
25Y6/1
黄灰

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

712

緩やかに内彎する回縁は端部外面は 1 3
cm、 内面が 2 5cm程 度の幅の薄い粘土帯
を貼り付けている。また、国縁部外面は端
部から2 cmほ ど下にΣ状刺突列を施文した
凸帯を回縁に並行するように貼り付けてい
る。

口縁部外面はRL縄文、端部
ヒ面と端部内面の粘土帝上に
はLR縄文がそれぞれ施文さ
れているが、内面の純文は一
部がナデ消されている。

前期Ⅶ c T-1

外面 :10YR 6/6

橙

内面 :10YR 6/4
にぶい黄橙

石芙 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

口縁は端部内面に幅 2 cm程 度の薄い粘土帯
を貼り付けている。日縁部外面は平坦に仕
上げられた端部から2 cmほ ど下にΣ状刺突
列を施文した凸帯を回縁に並行するように
貼り付けている。

回縁部外面と端部上面および
端部内面の粘土汁にはRL縄
文が施文されているが、内面
の縄文は一部がナデ消されて
いる。

前期 Ⅶ c T-2
外面 i5YR 6/6

橙

内面 i5YR6/6
橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

緩やかに内彎する口縁は端部内面に幅 l cm

程度の粘上帯が貼り付けられ、外側は反時
計回りの方向の連続する∨状刺突を加えて
断面方形に仕上げている。国縁部外面は端
部からl cmほ ど下にΣ状刺突列を施文した
凸帯を貼り付けている。

外面 と内面の粘土帯上に LR
縄文が施文 されているが、内
面の縄文 は一部が丁寧 にナデ

消 されている。

前期Ⅶ c T-3
外面 :10YR 6/4

にぶい責橙
内面 :10YR 6/4

にぶい黄椅

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

口縁は端部内外面に幅08～ 1 3cm程 度
の粘土帯を貼 り付けて肥厚させ、外側は反
時計回りの方向の連続する∨状刺突を加え
断面方形に仕上げている。同縁部外面は粘
土帯の貼り付けの下にΣ tttl突 列を施文し
た凸荷を貼り付けている。

外面 と内面の粘土帯 上に LR
縄文が施文 されているが、内
面の縄文 は一部がナデ消 され
ている。

市tサ
IjJⅦ c T-3

タト面 :75YR 7/6
橙

内面 !75YR 6/8
橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

口縁 は端部に上か ら棒状施文具 を押 しつけ
た ような刻み ロカ功Jえ られている。国縁部
外面 は端部 か ら 1 5cmほ ど下 に Σ状刺突
列 を施文 した凸帯 を国縁 に並行 して貼 り何
けている。

外面 と日縁端部直下の内面 に
は RL縄 文が施文 されている
が、内面の縄文 は一部 をナデ

消 している。

前期Ⅶ c T-20

外面 :10YR 6/4

にぶい責橙
内面 :10YR 6/4

にぶい責橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
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番号
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土

点

出
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緩やかに内瞥する国縁はにぶく尖らされた
端部上面に、棒状施文呉を上から押しつけ
たような刻み目が残されている。口縁部外
面は端部から2 5cmほ ど下にΣ状刺突列
を施文した凸帯を貼り付けている。

口縁部外面、端部直下の内面

には RL縄 文が施文 されてい

るが 内面 の組 文 は 1 5cmほ
ど を残 して ナ デ消 され て い

る。

前期Ⅶ℃ B-19

外面 ,10YR 7/2
にぶい黄栓

内面 :25Y5/1
責灰

石央 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

内彎する日縁は端部内面に幅 l cm足 らずの
粘土帯を薄く貼り付け縄文を施文している。
国縁部外面は端部から5 mmほ ど下に半裁竹
管によるC字状刺突列が施文された凸行を
回縁に並行するように2条貼りllけ ている。

口縁部外面と内面の粘土帯■
にRL縄 文を施文 している
が、内面の縄文は一部がナデ
消されている。

前期 Ⅶ c

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ａ

タト面 :75YR 5/4
にぶい褐

内面 :10YR 5/3
にぶい黄褐

石央 長石 結 晶

片岩 赤色斑粒
良好

内彎する国縁は端部が鈍く尖らされ内面に
幅 1 3cm程度の粘土帯を貼 り付け縄文を
施文している。日縁部外面は端部からl cm

ほど下にΣ状刺突列を施文した凸帯を口縁
に並行するように貼 り付け、さらに下側に
は同じような特徴を持った別の凸古が斜下
方に貼り付けられている。

外面と内面の粘土帯上にはR
L縄文を施文している。

前期 Ⅶ c A-1

外面 :75YR 6/8
栓

内両 :10YR 6/4

にぶい責橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

短く外反する国縁は端司
`内

面に幅 l cm程度
の粘上帯を貼 り付け、上面にV状刺突を反
時計回りの方向の連続して加え、にぶく尖
らせている。日縁部外面は端部直下にΣ状
刺突列を施文した凸苦を1条貼り付け、わ
ずかな間隔を置いてさらにもう1条、貼り
付けられている。

国縁部 内外面 には RL縄 文 を

施文 しているが、内面の縄文
は端 部 か ら 1 5cmほ どを残

してナデ消 されている。

前期Ⅶ d S-20

外 面

内面

10YR 5/3
にぶい責掲
10YR 6/3
にぶい責橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色班粒

良好

内脅する国縁は外面にΣ状刺突列を施文し
た直線的な凸帯を並行して2条貼り付けて
いる。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期Ⅶ T-1
内面

外面 75YR 6/4
にぶい橙
75YR 6/電
にぶい橙

石英

722
内瞥する国縁は外面にΣ状刺突列を施丈し
た凸帯を直交させ直線的な幾何学文様を描
いている。

外面にはRし 縄文を施文して
いる。

前期Ⅶ T-3
外面 :10YR 4/3

にぶい黄褐

内面 :10YR 5/3
にぶい黄褐

石夫 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

723

内督する日縁と「 くJの字に屈山する頸部
を持つた深鉢形土器。国縁部には連続する
Σ状刺突を施文した凸帯を貼り伺けて曲線
を描いている。 Hlじ ような凸帯は顕部の屈
曲部にも貼り付けられている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期Ⅷ B-19

外面 :10YR 7/3
にぶい責橙

内面 :10YR 7/3
にぶい責橙

石英 結晶片岩

724
内葺する国縁にはΣ状工具による結節浮線
文が付けられた凸帝を水平に貼り付けてい
る。

外面にはLR縄文を施文して
いる。

前期Ⅷ S-20

タト面

内面

10YR 5/4
にぶい黄掲
75YR 5/3
にぶいIPJ

石英 長石 結 晶

片岩 赤色斑粒

725
内彎する口縁には端部近くにΣ状弟」突列を
施文した凸帝で直線と曲線を交えた幾何学
的な文様が描かれている。

国縁都外面LR紀文を施文し
ている。

前期Ⅶ T-2
外面 75YR 6/6

橙
10YR 5/4
にぶい黄帽

内 lE

石英 長石 金雲

母 結晶片岩 赤

色斑粒

良好

726
内彎する口縁と「くJの字に屈曲する頸都
を持った深鉢形土器。頸部には連続するC
字状刺突を施文している。

外面にはRL縄文を施丈して
いる。

前期Ⅶ A-1
クト面

内面

5YR 4/3
にぶい赤褐
5YR 5/6
明赤褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
良好

727

内管する日縁と膨らみが小さい筒状の体部
を持った深鉢形土器。「くJの字に屈曲す
る頚部には、C字爪形文を施文した薄い粘
土帯を貼り付け、その下には粘土常に接す
るようにΣ状刺突列を施文した凸帯が貼 り
付けらている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期 Ⅶ T-4
タト面

内 面

10YR 6/3
にぶい黄橙
75YR 6/6
橙

石失 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内彎する国縁と「くJの字に屈曲する頸部
を持つた深鉢形土器。頸部にはΣ状刺突ア1

を施文した薄い粘土帝力朔占り付けられてい
る。

外面にはRL縄文を施丈して
いる。

前期Ⅶ T-1
外面 :10YR 5/3

にぶい黄褐

内面 :75YR 6/6校

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

729

内彎する口縁部と「 くJの字に屈曲する顕
部には、それぞれ連続するΣ状刺突を加え
た凸帯と、C字状刺突列を施文した低い粘
土帯を貼り付けている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期Ⅶ T-1
外面 :75YR 4/2

灰褐

内面 :75YR 6/6
橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

730
の字に屈曲する頸部にはヘラを使用
C字状刺突列を施文している。

円
眈

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期Ⅶ B-19

外面 !75YR 5/2
灰褐

内面 :75YR 6/4
にぶい橙

石英 長石 結 晶

片岩 赤色斑粒

「くJの字に屈曲する頸部にはヘラを使用
したC字状刺突列を施文した低い粘土帝を
貼り付けている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期 Ⅶ T-3
外面 :75YR 6/8

橙

内面 :75YR 6/4
にぶい橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

「 く」の字に屈曲する額部には連続するΣ
状刺突を加えた凸帯を賄り付けている。

クト面 には RL縄 文が施文 さオt

ているが、国縁部の縄文 は一

部がナデ消 されている。

前期Ⅶ T-2
外面 :10YR 5/3

にぶい責掲

内面 :10YR 5/3

にぶい責掲

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

「く」の字に屈曲する頸部から大きく膨ら
む体部には、連続するΣ状刺突を加えた凸
帝を水平に貼り付けている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期 WE
I-2
R-20

外面 :10YR 5/1

褐灰

内面 :10YR 7/3
にぶい黄橙

石英 結晶片岩
赤色斑粒

「く」の字に屈曲する顎部には半裁竹管を
使用した密なC字爪形文を施文した凸帝を
貼り付けている。

体部外面にはRL縄文を施文
している。

前期hTl S-1

外面 :10YR 7/2
にぶい黄橙

内面 :10YR 7/4
にぶい黄橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
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735
「くJの字に屈曲する顕部には半我竹管を
使用した密なC字爪形文を施文した凸帯を
貝占りllけ ている。

体部外面にはRL縄文を施文
している。

前期 Ⅶ T-2
外 面 75YR 8/6

浅黄橙
10YR 8/4
浅黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

736
「く」の宇に屈曲する頚部から外方に向かっ
て大きく膨らむ体部には連続するΣ状刺突
を加えた凸帯を水平に貼りTNlけ ている。

体部外面にはRL縄文を施文
している。

前期Ⅶ A-18

外 面 10YR 5/2
灰責褐
25Y6/2
灰責

内面

石英 撮石 結晶

片岩 赤色斑粒

Σ状刺突列が施文された「くJの字に屈曲
する顕部から、外方に向かって大きく膨ら
む体部には連続するΣ状刺突を加えた凸帯
を水平に貼り付けている。

体部外面 には条の間隔が開し

た RL縄 文 を施文 している。
前期Ⅶ T-1

外面 i75YR 7/6
橙

内面 i10YR 7/6

明責褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

C宇爪形文を施文した「く」の字に屈曲す
る頸部から外方に向かって大きく膨らむ体
部には連続するΣ状刺突を加えた凸帯を水
平に貼り付けている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期Ⅶ S-1

外 面 5YR 4/4
にぶい赤褐
5YR 5/6
明赤褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

大きく膨らむ体部には連続するΣ状刺突を
加えた凸帯が水平方向に貼り付けられてい
る。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期Ⅶ A-18

外 面 :75YR 7/4

にぶい橙
:10YR 8/3

浅黄橙
内面

石芙 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

740
「 く」の字に屈曲する顕部には連続するΣ
状刺突を加えた凸帯を水平に貼り付けてい
る。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期Ⅶ
Ａ

Ｂ

外面 :10YR 6/2

灰黄褐

内面 :25Y6/2
灰責

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

741
体部外面には連続するΣ状床1突 を加えた凸
帯を2条平行して貼り付けている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期 Ⅶ S-20

外面 :10YR 4/1

褐灰
内面 :10YR 7/3

にぶい責橙

石英 長石 結晶

片岩

大きく膨らむ体部には連続するΣ状刺突を
加えた凸怜を水平方向に貼り付けている。

外面にはLR縄文を施文して
いる。

前期 Ⅶ A-2
外面 10YR 3/1

黒褐
25Y6/2
灰黄

内面

石英 長石 結晶

片岩

「く」の字に屈曲する頸部にはC字爪形文
を施文した低い粘土帯がまわされ、大きく
膨らむ体部に縦に貼 り付けられた連続する
Σ状刺突を加えた凸帯とつながっている。

外面にはLR縄文を施文して
いる。

前期 Ⅶ S-1

外面 :10YR 5/3
にぶい黄掲

内面 :75YR 6/6
橙

石英 長石 結晶

片岩
不 良

「く」の字に屈曲する頸部から外方に向かっ
て大きく膨らむ体部には連続するΣ状刺突
を加えた凸帯によって直線と曲線を交えた
幾何学文様が描かれている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期 Ⅶ T-2
外面 :75YR 5/2

灰褐
内面 :75YR 6/3

にぶい掲

石英 長石

「く」の字に屈曲する顕部にはC字刺突列
が施文され、大きく膨らむ体部に縦に貼り
付けられた連続するΣ状刺突を加えた凸帯
とつながっている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。 前期 Ⅶ T-2

タト面 :5YR 5/6

明赤褐
内面 :5YR 5/6

明赤褐

石英 長石 結晶

片岩

緩やかに膨らむ体部と「くJの字に屈曲す
る顎部を持った深鉢形土器。頭部の屈曲部
にはC字爪形文が施文された帯状の粘土が
薄く貼り付けられ、そこからΣ状刺突列が
施文された凸市が下方にのびている。

外面にはLR縄文を施文して
いる。

前期Ⅶ T-3
外面 :75YR 7/6

橙

内面 :75YR 6/6
橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

連続す る C字刺突が加 え られた凸帯 を貼 り

付 けて直線や弧線文が描かれている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期Ⅷ A-1

外面 :75YR 7/4

1完責

内面 :25Y8/3
淡黄

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

体部 には連続す る C字刺突 を加 えた凸帯が

水平方向に貼 り付 け られる。
外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期Ⅷ 不 明

タト面 :75YR 6/8
橙

内面 :75YR 6/6
橙

長石 結晶片岩

赤色斑粒

「 く」の字に屈曲する顕部と筒状の体部と
の境にはC字爪形文が施文された幅広の低
い粘土帝が貼り付けられている。

前期Ⅷ T-3
外面 :75YR 6/6

橙
内面 110YR 7/4

にぶい黄橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

「 く」の字に屈曲する顕都と直立する筒状
の体部の境には連続するΣ状刺突を加えた
凸帝を貼り付けている。

外面 には縦走す る RL縄 文 を

施文 している。
前期Ⅷ T-1

タト面 :10YR 7/3
にぶい黄橙

内面 :10YR 4/1

褐灰

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

直立する筒状の体部には、「 く」の字に屈
曲する顕部との境に、連続するΣ状刺突を
加えた凸帯を 1条貼 り付け、さらに 1 5
cmほ ど下にも同じような凸帯を貼り付けて
いる。また下の凸帯からは貝殻背圧痕文を
施文 した凸帯が底部に向かって延びてい
る。

外面 には維走す る RL縄 文 を

施文 している。
前期 Vll A-18

外面 :75YR 4/2
灰掲

内面 :10YR 5/2

灰責褐

石英 長石

筒状の体部と、緩やかに内でする日縁都と
の境のわずかな括れ部に沿つてΣ状刺突列
を施文した低い凸帯を貼り付けている。

口縁 部 と体部では方向が異 な
る RL縄 文 を施文 している。

前期Ⅶ A-18

クト面 :10YR 7/2
にぶい黄橙

内面 :25Y5/1
責灰

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

筒状の体部 にはやや間隔 をあけて連続す る

Σ状刺突 を加 えた並行す る凸帯 を 2条貼 り

付 けている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期 VI

外面 :5YR 5/6

明赤褐

内面 :10YR 6/3
にぶい責橙

長石 結晶片岩
赤色斑粒
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直立する体部には、連続するΣ状刺突を加
えた凸帯を水平方向に貼り付けている。

前期Ⅶ A-1
外面 :5YR 6/6

橙
:75YR 6/4
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

頸部との境近くの体部には連続するΣ状刺
突を加えた凸帯を水平に貼り付けている。

前期Ⅶ T-2
外面 :75YR 3/3

暗褐
i5YR5/6
明赤褐

内 面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

直立する体部には、連続するΣ状刺突を加
えた凸帯を水平に射 り付けている。

外面には縦走するRL縄文を
施文している。

前期Ⅶ B-6
外面 10YR 7/6

明責褐
10YR 7/2
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

体部外面には連続するΣ状刺突を加えた凸
帯を水平に貼り付けている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期 Ⅶ A-1
外 面 :75YR 6/6

橙
:75YR γ6

橙
内面

長石 結 晶片岩

赤色斑粒

758
筒状の体部には2 cmほ どの間隔をあけて連
続するΣ状刺突を加えた凸帯を水平に貼 り
付1)て いる。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期 Ⅶ T-2
外面 :10YR 4/1

褐灰
内面 :5YR 6/8

橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色班粒

直立する体部には、連続するΣ状刺突を加
えた直交する2条の凸帯を貼 り付けてい
る。

外面にはRL縄文を施文して
いる。 前期Ⅶ T-1

外 面 :75YR 6/6
橙

:75YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外面には連続するΣ】夫刺突を加えた凸帯を
水平に貼り付けている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期Ⅷ T-1

外面 75YR 6/4
にぶい橙
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面
石英 長石

前期Ⅶ T-2
外 面 75YR 4/4

褐
75YR 4/6
褐

内面

長石 結晶片岩
赤色斑粒

762
連続するΣ状刺突を加えた直線の凸帝をつ
ないで幾何学文様を描いている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期Ⅷ 不 明

外 面 75YR 5/4
にぶい褐
5YR 6/6
橙

内面

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

体部にはC字爪形文を施文した直線状の凸
帯をつないだ幾何学文様を描いている。

前期Ⅷ T-2
外 面 5YR 7/6

橙
75YR 4/1
褐灰

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

体部にはC字爪形文を施文した環状の凸帯
を貼り付けている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期Ⅶ T-2
外 面 10YR 7/4

にぶい黄橙
10YR 7/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結 晶

片岩 赤色斑粒

筒状の体部は頚部との境近くに連続するΣ
状刺突を加えた凸帯を貼り付け、それから
別の凸帯が 2条、ハの字状に開きながら下
方に延びている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期 Ⅶ S-4

外 面 75YR 6/4
にぶい橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

筒状の体部は顕部との境近くに連続するΣ
状刺突を加えた凸帯を水平に貼り付けてい
る。

体部外面にはRL縄文を施文
している。

前期Ⅶ T-1

外 面 75YR 7/6
橙
10YR 7/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

直立する体部は、連続するΣ状刺突を加え
た凸帯を水平に貼り付けている。

外面にはLR縄文を施文して
いる。

前期 Ⅶ A-5
外面 10YR 5/4

にぶい責掲
10YR 6/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

体部には連続するΣ状刺突を加えた凸帯を
水平に貼り付けている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。 前期Ⅶ T-3

外 面 75YR 7/6
橙
75YR 7/6
橙

内面
石 英 長 石

筒状の体部には連続するΣ状刺突を加えた
凸帯を間隔をあけて縦方向に貼り付けてい
る。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期 Ⅶ
S-4
S-5

外 面 75YR 6/6
橙
10YR 7/6
明責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

7紹Э 体部には連続するΣ状刺突を加えた凸帝を
貼り付けて曲線文様を描いている。

外面にはRL紀文を施文して
いる。 前期 Ⅶ T-2

外 面 75YR 6/6
橙
75YR 6/6
橙

内面

石芙 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

体部には連続するΣ状刺突を加えた凸帯を
貼り付けた直線や曲線を組み合わせて幾何
学文様を描いている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。 前期 Ⅶ T-1

外 面 75YR 6/4
にぶい橙
5YR 5/6
明赤褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

772
体部には連続するΣ状刺突を加えた凸帯を
貼り付けた直線や曲線を組み合わせて幾何
学文様を描いている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期 Ⅶ T-1
外 面 75YR 7/6

橙
10YR 6/6
明責褐

内面

石芙 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外面には貝殻背圧痕文を連続して施文した
凸帝を縦に貼り付けている。

外面にはRL/il文 を施文して
いる。

前期 Ⅶ A-1
外 面 75YR 4/6

褐
75YR 5/4
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑泣
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遺物

番号
特 徴 縄 文 原 体 型式

出土

地点
色 調 土 焼 成 備  考

外雨にはヘラによる刻み目を間隔をあけて
施文した凸背をilに 貼り付けている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期Ⅶ T-3
外面 :10YR 6/4

にぶい黄橙

内面 i10YR 6/4

にぶい責橙

石夫 長石 淋吉晶

片岩 赤色斑粒

外面には只殻背圧痕文 を連続 して施文 した

凸常 を縦 に貼 り付 けている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期Ⅶ R-20

外面 :10YR 7/4
にぶい責橙

内面 :10YR 7/4
にぶい責橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

776
外面には貝殻背圧痕文 を間隔 をあけて施文

した凸帝 を縦 に貼 り付 けている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期Ⅶ T-2
外面 110YR 5/3

にぶい黄褐

内面 110YR 6/4
にぶい黄橙

石英 長石 ホ古晶
片岩 赤色斑粒

777
外面には貝殺背圧痕文を間隔をあけて施文
した凸帯を縦に貼り付けている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

前期Ⅶ S-1

外面 :5YR 5/8

明赤褐
内面 :5YR 5/6

明赤褐

石英 長石 結晶

片岩

直立する日縁は端部上面にヘラ先を押し引
いて刻日を施している。

外面には0段多条と考えられ
る撚の方向の異なる縄文を施
文して羽状縄文を表出してい
る。

前期 ill a B-1

外面 :75YR 5/2
灰褐

内面 :10YR 5/2

灰責褐

長石

わずかに内葺する国縁は端部上面に棒状]:

具を押しつけたような刻目を施している。
外面には条の間隔が開いたL
R縄文を施文している。

前期Ⅷ a S-4

外 面 75YR 5/3
にぶい褐
75YR 6/3
にぶい褐

内面
石英 長石 不良

780
直立す る国縁 は端部上面にヘ ラ先 を押 し引
いて刻 目を施 している。

外面 には条の間 r馬 が開いた L
R縄文 を施文 している。

前期Ⅷ a T-1

外面 :10YR 6/2

灰責褐

内面 :75YR 6/3
にぶい IBJ

長石

直立す るEl縁 は端部上面にヘ ラ先 を押 し引
いた細かい刻 目を施 してい る。

外面には0段多条と考えられ
る条の間隔が開いた撚の方向
の異なる紀文を施文して羽状
縄文を表出している。

前期 141a B-1

外面 :75YR 6/4
にぶい橙

内面 :75YR 5/4
にぶい褐

石英 長石

直立する国縁は内外面に指オサエによるPJ

凸が著しく残され、端部上面に縄文を施文
している。

外面には0段多条と考えられ
る条の間隔が開いたRL縄文
を施文してしゝる。

前期Ⅷ a A-5
外面 i5YR5/2

灰褐

内面 :5YR 5/2

灰掲

長石

783
緩やかに内瞥する国縁は端部上面にヘラ先
を使った刻目を施している。

外面には0段多条と考えられ
る条の間隔が開いたRL縄文
を施文している。

前期 ill a B-1

外面 :75YR 6/3
にぶい掲

内面 :75YR 7/3
にぶい橙

石英 長石 結晶

片岩
不良

784
わずかに外反する国縁は内外面に指オサエ
による凹凸が著しく残され、端部上面には
ヘラ先を押し引いて刻目を施している。

外面には条の間I局が開いたL
R縄文を施文している。

S-1

外面 i10YR 4/2

灰黄褐

内面 :75YR 4/1

褐灰

石英 長石 不良

直立する国縁は端部上面に貝投腹脚 で浅
い亥Jみ 目が施されている。

外面 には 0段多条の可能性 が

あ る LR縄 文 を施 文 して い

る。

前期Ⅷ a A― ]

外面 :10YR 5/2

灰黄褐
内面 :75YR 6/4

にぶい橙

石英 長石 不良

直立する日縁は端部上面が平坦に仕上げら
れている。

外面 には 0段多条の可能性 が

ある条の間隔が開いた LR縄
文 を施文 している。

前期Ⅷ a B-1

外 面 75YR 5/3
にぶい褐
75YR 5/4
にぶい褐

内面
石英 長石

787
わずかに内青す る国縁 は端部上面 にヘ ラ先
で浅い咳」口が施 さ,■ ている。

外面には付加縄文を施文して
いる。

前期Ⅷ a B-1

外面 :75YR 6/4
にぶい橙

内面 175YR 6/4
にぶい栓

石英 長石 不良

788
緩やかに内彎す る国縁 は端部上面 にヘ ラ先
で浅い刻 目を施 している。内面 には粗 いヘ

ラ ミガキを施 している。

外面には0段 多条の可能性が
ある、条の間隔が開いた撚の
方向の異なる縄文を施文して
羽状紀文を表出している。

前期Ⅷ a 不 明

外面 i5YR 6/2

灰褐

内面 i5YR 4/1

褐灰

長石 不良

789
直立す る国縁 は端部上面 に半敷竹管状工呉
を斜めに押 し引いた刻 目を施 している。

外面 には LR縄 文 を使 って縄

文の施文方向 を変 えて羽状縄

文 を表出 している。

前期 hnl b S-4

外 面 10YR 6/2
灰責褐
10YR 4/1
褐灰

内面

上方に開 く日縁 は端部が内側 に折 り返 され

上面 に組文 を施文 している。

弧円端部上面と外面にはそれ
ぞれ撚の方向が異なる縄文を
施文している。

前期Ⅷ b T-3
外 面 5YR 5/6

明赤褐
5YR 6/6
橙

内面
石英 不 良

緩やかに外反す る国縁 は端部上面 に貝殻復
縁、 または竹管状I具 を斜めに押 し引いて

刻 目を施 している。

外面には節の小さいLR縄文
を施文している。

前期Ⅷ b S-4

外 面 ＹＲ５鯛
用期

Ю
灰
Ю
灰

内面
長石

緩やかに外反する口縁は端部上面に貝殻復
縁、または竹管状工具を斜めに押し引いて
刻目を施している。

外面には節の小さいLR縄文
を施文している。

前期Ⅷ b S-4

一凹 10YR 5/2
灰黄褐
10YR 4/1
褐灰

内面
石英 長石

内葺する日縁は端言Б上面に縄文とヘラ先を
使つた浅い刻目を施文している。

端部外面 には幅 l cmほ どの無
文帯が残 され、その下 には原

体不明の縄文 を使 つた羽状縄

文 を施文 している。

前期Ⅷ b 不 明

外面 10YR 5/2
灰黄褐
10YR 6/3
にぶい責橙

内面
石英 不 良
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794
上方に開く直線的な日縁は、端部近くで上
方に折り曲げられている。内面には指オサ
エの痕かが残されている。

外面には撚の方向が異なる縄
文を施文して羽状縄文を表出
している。(結節縄文の可能
性がある。)

前期Ⅷ b

外 面 10YR 7/3
にぶい黄橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面
石英 長石

内面 にはヘ ラミガキを施 している。
外面には0段多条の可能性が
ある条の間隔が開いたLR縄
文を施文している。

前期Ⅷ a S-20

外 面 75YR 7/3
にぶい橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石英 長石

796 内面 にはヘ ラ ミガキを施 している。
外面には0段多条の可能性が
ある条の間隔が開いたLR縄
文を施文している。

前期Ⅷ a S-1

外 面 75YR 6/3
にぶい褐
75YR 5/2
灰褐

内面
石 英 長石

外面には条の間隔が開いた浅
いLR縄文を浅く施文してい
る。

前期Ⅷ a T-2
外面 75YR 7/4

にぶい橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石英 長石

798
外面には条の間隔が開いた撚
の方向の異なる浅い縄文で羽
状縄文を施文している。

前期Ⅷ a R-19

外 面 5YR 7/4
にぶい橙
5YR 6/4
にぶい橙

内面
石英 長石

799
外面には条の間隔が開いた浅
いRL縄文を浅く施文してい
る。

前期Ⅷ a S― 〕

外 面 10YR 7/4
にぶい責橙
75YR 7/4
にぶい橙

内面
石英 長石

外面には縄文の他に施文具不明の爪形文を
施文している。

外面には条の間隔が開いた浅
いLR縄文を浅く施文してい
る。

前期Ⅷ a S-1

外 面 10YR 5/4
にぶい責褐
10YR 5/2
灰責褐

内面
石英 長石

801

外面には0段多条の可能性が
ある、条の間隔が開いた撚の
方向の異なる縄文を施文して
羽状縄文を表出している。

前期Ⅷ a S-1

外面 :25Y4/1
黄灰

内面 :10YR 5/1

褐灰

石英 結晶片岩

内面にはハケ状工具を使った横ナデが施さ
れている。

外面には0段多条の可能性が
ある、条の間隔が開いた撚の
方向の異なる縄文を横方向に
交互に施文して羽状縄文を表
出している。

前期Ⅷ a R-19

外面 t5YR 7/3

にぶい橙
t5YR 7/4

にぶい橙
内面

石英 長石

803
内面には横方向の粗いヘラミガキを施して
いる。

外面には0段多条の可能性が
ある条の間隔が開いたLR縄
文を施文している。

前期Ⅷ a
拗

２０

Ｓ

Ｔ

外 面 :75YR 7/4
にぶい橙

:75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶

片岩

内面にはハケ状工具を使った横ナデを施し
ている。

外面には0段多条の可能性が
あるLR縄 文を施文してい
る。

前期Ⅷ a A-1
外 面 75YR 6/3

にぶい褐
5YR 7/4
にぶい橙

内面

石夫 長石 結晶
片岩

内面には横方向の粗いヘラミガキを施して
いる。

外面には0段多条の可能性が
ある条の間隔が開いたLR縄
文を施文している。

前期Ⅷ a T-1

外 面 5YR 7/4
にぶい橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石英 長石

806
内面には条痕またはハケ状工具を使った横
ナデが施されている。

外面には0段多条の可能性が
ある条の間隔が開いたRL縄
文を施文している。

前期Ⅷ c B-19

外 面 5YR 8/2
灰白
25YR 6/6
橙

内面
石英 長石 示良

807
内面 には条痕 またはハ ケ状工具 を使 った横
ナデを施 している。

外面には0段多条の可能性が
ある条の間隔が開いたLR縄
文を施文している。

前期Ⅷ c R-20

外面 25Y4//2
暗灰黄
25Y4y2
暗灰黄

内面
長 石

808
内面にはハケ状工具を使つた横ナデを施し
ている。

外面には条の間隔が開いたR
L縄文を施文している。

前期Ⅷ a S-1

外 面 10YR 6/2
灰責褐
5YR 5/6
明赤褐

内面
石英 結晶片岩

外面には0段多条の可能性が
ある条の間隔が開いたRL縄
文を施文している。

前期Ⅷ a S-1

外 面 5YR 7/3
にぶい橙
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面
石英 長石

外面には0段多条の可能性が
ある条の間隔が開いたLR縄
文を施文している。

前期Ⅷ c 不明

外面 75YR 5/2
灰褐
5YR 6/3
にぶい橙

内面
長石

内面にはハケ状工具を使った横ナデを施し
ている。

外面には0段多条の可能性が
ある条の間隔が開いたRL縄
文を施文している。

前期Ⅷ c B― ユ

外面 75YR 6/3
にぶい褐
10YR 4/2
灰責褐

内面
石英 長石

内面には指オサエの痕跡を条痕またはハケ
状工具を使ってナデ消そうとしている。

外面には条の間隔が開いたL
R、 RL縄文を施文している。

前期Ⅷ c S― ユ

外 面 10YR 7//2

にぶい責橙
25Y4/1
責灰

内面
石英 長石 不 良

内面にはハケ状工具を使った横ナデを施し
ている。

外面には条の間隔が開いたと
R縄文を施文している。

前期Ⅷ b T-2
外 面 10YR 6/3

にぶい責橙
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面
石英 長石
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外面には0段多条の可能性が
ある条のFEE隔 が開いたLR縄
文を施文している。

前期Ⅷ b T-3
外 面 5YR 7/4

にぶい橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面
石夫 長 石

撚の方向の異なる縄文を交互
に施文して羽状縄文を表出し
ている。

前期Ⅷ b B-5

外 面 10YR 7/4
にぶい黄橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面

石 英 長 石
チャート

わずかな括れ部を持った体部は内面の指頭
圧痕をナデ消そうとしている。

撚の方向の異なる縄文を交互
に施文して羽状縄文を表出し
ている。

前期Ⅷ b S-4

外 面 10YR 7/3
にぶい責橙
10YR 7/4
にぶい責橙

内面
石英 長石

括れを持った体部内面には粘土帝の接合痕
と指頭圧痕が残されている。

0段多条の可能性がある株の
方向の異なる縄文を交互に施
文して羽状縄文を表出してい
る。

前期lll b S-1

クト面 10YR 5/3
にぶい責褐
10YR 5/3
にぶい責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

体部内面には指頭圧痕が残されている。

0段 多条の可能性がある撚の
方向の異なる縄文を交互に施
文して羽状縄文を表出してい
る。

前期Ⅷ b T-2
外面 5YR 5/6

明赤褐
5YR 5/6
明赤褐

内面

石英 結晶片岩
チャート

内面は粘土帯の接合痕と指頭圧痕をナデ消
そうとしている。

外面には条の間隔が開いたL
R縄文を施文している。

前期Ⅷ b T-5
外面 75YR 6/4

にぶい橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石英

820
頸部の括れ部から緩やかに外反する口縁部
は内面の指頭圧痕をハケ状工兵でナデ消そ
うとしている。

外面は撚の方向の異なる縄文
を横方向に交互に施文して羽
状縄文を表出している。

前期Ⅷ b

外 面 10YR 6/3
にぶい黄橙
25Y6/2
灰責

内面
石英 結晶片岩

821
内面の指頭圧痕を粗いヘラミガキを加えて
消そうとしている。

外面は撚の方向の異なる縄文
を横方向に交互に施文して羽
状縄文を表出している。

前期Ⅷ b 側溝

外 面 10YR 5/2
灰黄掲
75YR 5/3
にぶい褐

内面
石英 長石

外面には条の間隔が開いたL
R縄文を施文している。

前期Ⅷ b T-5
外 面 10YR 6/3

にぶい黄橙
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面

石英 結晶片岩
赤色斑粒

823 内面の指頭圧痕を丁寧にナデ消している。
外面は撚の方向の異なる縄文
を横方向に交互に施文して羽
状縄文を表出している。

前期Ⅷ b A-1
外 面 75YR 7/6

橙
25YR 5/8
明赤褐

内面

石夫 長石 結晶

片岩 赤色斑泣

824

外面は条の間隔が開いた撚の
方向の異なる縄文を横方向に
交互に施文して羽状縄文を表
出している。

前期Ⅷ b

外 面 :10YR 4/1

褐灰
:25Y4/1
費灰

内面
石英 長石

825
内面は粘上帝の接合痕をナデ消そうとして
いる。

外面は株の方向の異なる縄文
を横方向に交互に施文して羽
状縄文を表出している。

前期Ⅷ b

外面 110YR 3/2

黒褐
内面 :10YR 5/3

にぶい黄褐

石英 雲母

内面には指頭圧痕をナデ消したTRと 条痕が
残されている。

撚の方向の異なる縄文を横方
向に交互に施文して羽状縄文
を表出している。

前期Ⅷ b

タト面 10YR 6/4
にぶい責橙
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 赤色
斑粒

内面には指頭圧痕をナデ消した痕と条痕が
残されている。

撚の方向の異なる縄文を横方
向に交互に施文して羽状縄文
を表出している。

前期Ⅷ b T-4
外面 5YR 6/4

にぶい橙
5YR 6/6
橙

内面
石英 長石

体部内面 には指頭圧痕が残 されている。

株の方向の異なる縄文を横方
向に交互に施文して羽状縄文
を表出している。

前期Ⅷ b S-4

外面 10YR 5/2
灰黄掲
10YR 5/2
灰黄褐

内面

石 英 長 石
チャー ト

内面には板またはハケ状工具を横方向にナ
デている。

撚の方向の異なる縄文を横方
向に交互に施文して羽状縄文
を表出している。

前期Ⅷ b S-4

外面 10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面
石英

830 内面の指頭圧痕を丁寧にナデ消している。
撚の方向の異なる縄文を交互
に施文して羽状縄文を表出し
ている。

前期Ⅷ b T-5
外面 10YR 6/3

にぶい責橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面
石英 長石

外面は条の間隔が開いた撚の
方向の異なる縄文を横方向に
交互に施文して羽状縄文を表
出している。

前期Ⅷ b
Ｓ

Ｔ

外面 5YR 5/6
明赤褐
5YR 5/8
明赤掲

内面
石英 長石

内面は粘土帯の接合痕と指頭圧痕を板また
はハケ状工具ですデ消そうとしている。

0段多条の可能性がある撚の
方向の異なる縄文を交互に施
文して羽状縄文を表出してい
る。

前期Ⅷ b A-18

外面 10YR 5/2
灰黄褐
10YR 6/2
灰黄褐

内面
石芙 長石

内管する体部内面には指頭圧痕をナデ消し
た痕と条痕が残されている。

撚の方向の異なる縄文を横方
向に交互に施文して羽状縄文
を表出している。

前期lql b T-2
外 面 5YR 6/4

にぶい黄橙
10YR 7/4
にぶい黄橙

内面
石英 長石
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遺物
番号

特 徴 縄 文 原 体 型式
土

点

出

地 色 調 土 焼 成 備  考

内面には指頭圧痕をナデ消した痕が残され
ている。

0段 多条の可能性がある撚の
方向の異なる縄文を交互に施
文して羽状縄文を表出してい
る。

前期Ⅷ b S-4

外面 :10YR 5/3
にぶい黄褐

内面 :10YR 5/3
にぶい黄掲

石央 長石

内面は粘土市の接合痕と指頭圧痕をナデ消
そうとしている。

0段多条の可能性がある撚の
方向の異なる縄文を横方向に
交互に施文して羽状肥文を表
出している。

前期Ⅷ b B-5
クト面 :10YR 5/3

にぶい黄褐
内面 :10YR 6/4

にぶい黄橙

石英

内面は粘土帯の接合痕と指頭圧痕をナデ消
した痕が残されている。

0段 多条の可能性がある株の
方向の異なる縄文を横方向に
交互に施文して羽状縄文を表
出している。

前期Ⅷ b T― ]

外面 10YR 5/2
灰黄褐
10YR 6/2
灰黄褐

内 面

石 芙 長 石
チャート

内面は粘土帯の接合痕と指頭圧痕をナデ消
した痕が残されている。

撚の方向の異なる縄文を横方
向に施文して羽状縄文を表出
している。

前期Ⅷ b T-3
外面 10YR 6/3

にぶい黄橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石夫 結品片岩
チャート

内面の指頭圧痕 を丁寧 にナデ消 している。

撚の方向の異なる組文を横方
向に施文して羽状縄文を表出
している。

前期Ⅷ b T-4
外面 :75YR 6/4

にバい橙
:75YR 5/4
にぶい褐

内面
石英 結晶片岩

内面の指顔圧痕を丁寧にナデ消している。 RL縄 文 を施文 している。 前期Ⅷ b S-4

外面 :10YR 7/8

にぶい黄橙

内面 :10YR 7/3

にぶい黄橙

右夫 長石 赤色

斑粒

内面の指頭圧痕を丁寧にナデ消している。 RL縄文を施文している。 前期 IVIl b T-2
タト面 :10YR 7/3

にぶい責橙
内面 :10YR 7/3

にぶい黄橙

石英 長石 結晶
片岩

841
内面は粘土帯の接合痕と指頭圧痕を条痕ま
たはハケ状工具でナデ消そうとしている。

LR縄 文 を施文 している。 前期Ⅷ b B-5
外面 :75YR 6/6

橙
:75YR 6/6
栓

内面

石英 長石 結晶
片鍔 赤色斑粒

0段 多条の可能性がある撚の
方向の異なる組文を横方向に
交互に施文して羽状縄文を表
出している。

前期Ⅷ b S-4

外面 :5YR 5/4
にぶい赤褐

:10YR 5/3
にぶい黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

843

0段 多条の可能性がある1/kの

方向の異なる縄文を横方向に
交二に施文して羽状縄文を表
出している。

前期Ⅷ b T-2
外面 10YR 3/2

黒帽
10YR 4/2
灰黄褐

内面

石央 長石 結晶

片岩

割 4
内面には指頭圧痕をナデ消した痕が残され
ている。

0段 多条の可能性がある撚の
方向の異なる組文を横方向に
交互に施文して羽状縄文を表
出している。

前期Ⅷ b A-18

外面 :25Y5/1
責灰

:25Y7/1
灰白

内面
石英 長石

内面は指頭圧痕を板またはハケ状工具でナ
デ消そうとしている。

0段多条の可能性がある撚の
方向の異なる縄文を横方向に
交互に施文して羽状縄文を表
出している。

前期Ⅷ b S-4

外面 75YR 4/3
褐
10YR 5/3
にぶい黄褐

内面

石英 長石 赤色

斑粒

内面の指頭圧痕を丁寧にナデ消しているで
撚の方向の異なる縄文を交互
に施文して羽状紀文を表出し
ている。

前期Ⅷ b S-4

外面 10YR 5/2
灰黄褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面

英

一

石

チ
長 石

内面は指頭により丁寧な横ナデ調整が施さ
れている。

0段多条の可能性がある撚の
方向の異なる縄文を横方向に
交互に施文して羽状縄文を表
出している。

前期 lll b S-4

外面 :10YR 5/3
にぶい黄褐

内面 :10YR 6/3
にぶい黄橙

石葵 長石

内面の指頭旺反を丁寧にナデ消している。

0段 多条の可能性がある撚の
方向の異なる縄文を交互に施
文して羽状縄文を表出してい
る。

前期Ⅷ b S-4

外面 :10YR 5/3

にぶい黄褐
内面 :10YR 5/3

にぶい黄褐

石央 長石

内面は粘土帯の接合度 と指頭圧痕 を条痕 ま

たはハケ状工呉でナデ消そ うと している。

0段 多条の可能性がある撚の
方向の異なる縄文を交互に施
丈して羽状縄文を表出してい
る。

前期Ⅷ b S-4

外面 10YR 6/4
にぶい責橙
5YR 5/6
明赤 lFJ

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内督する体部内面には輪積痕と指頭圧痕が
残されている。

0段 多条の可能性が ある撚 の

方向の異 なる縄文 を交互 に施

文 して羽状縄文 を表出 してい

る。

前期Ⅷ b T-1
外面 :75YR 7/3

にぶい橙
:75YR 7/3
にぶい栓

肉 面

石 英  長 石
チ ヤー ト 結晶

片岩

内面は粘土市の接合痕と指頭圧痕を横ナデ
調整でナデ消そうとしている。

0段多条の可能性がある撚の
方向の異なる縄文を交互に施
文して羽状縄文を表出してい
るc

前期Ⅷ b A-1
外 面 10YR 4/2

灰黄褐
10YR 5/4
にぶい責褐

内面
石英 長石

852
内面は粘土帯の接合痕と指頭圧痕を条痕ま
たはハケ状工兵でナデ消そうとしている。

RL紀 文 を施文 している。 前期Ⅷ b S-4

外 面 25Y6/2
灰黄
10YR 6/2
灰黄褐

内面
石英 長石

853
内面は粘上帯の接合痕と指頭圧痕をナデ消
そうとしているが充分消し切れていない。

RL縄 文 を施文 している。 前期Ⅷ b
Ｔ

Ａ

外 面 75YR 7/4
にぶい橙
10YR 6/4
にぶい黄棲

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
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物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型式

土
点

出
地 色 調 土 焼成 備 考

「 く」の字に内屈する底部近くの破片。内
面は指頭圧痕を条痕 Pで ナデ消そうとして
いる。

RL縄文を横方向に施文して
いる。

前期Ⅷ b S-4

外面 10YR 5/2
灰黄褐
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面
石英

「 く」の字に内屈する底部近くの破片。内
面は指頭圧痕を条痕 ?でナデ消そうとして
いる。

RL縄文を横方向に施文して
いる。 前期Ⅷb S-4

外 面 10YR 6/3
にぶい黄橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面
石英 チ ャー ト

「 く」の字に内屈する底部近くの破片。内
面は接合痕を粗いヘラミガキで消そうとし
ている。

0段多条の可能性がある撚の
方向の異なる縄文を横方向に
交互に施文して羽状縄文を表
出している。

前期Ⅷ b R-19

外面 10YR 5/3
にぶい責褐
10YR 5/2
灰責褐

内面

石央 長石
チャート

857
底部近くの破片。内面は接合痕をナデ調整
で消そうとしている。

撚の方向の異なる縄文を横方
向に施文して羽状縄文を表出
している。

前期Ⅷ b S-4

外 面 5YR 5/4
にぶい赤褐
25Y5/2
暗灰黄

内面
石 英

顕部の括れ部から内彎しながら上方に大き
く開く口縁は、内面に幅の狭いヘラミガキ
調整を施して平滑に仕上げている。

0段多条の可能性があるRL
縄文を施文している。

前期Ⅷ b R-19

外 面 10YR 6/4
にぶい黄栓
10YR 6/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内彎しながら上方に大きく開く口縁は、内
面に幅の狭いヘラミガキ調整を施して平滑
に仕上げている。

外面には条の間隔が開いたR
L縄文を施文している。

前期Ⅷ b A-1

外 面 10YR 6/4
にぶい黄橙
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

緩やかに内彎する上方への開きが大きい口
縁と、強く「く」の字に屈曲する頸部を持っ
た深鉢形土器。内面にはハケ状工具を使っ
た横ナデ調整加えられ平滑に仕上げられて
いる。

0段多条のLR縄文を施文し
ている。 前期Ⅷ b T=20

外 面 75YR 6/6
橙
10YR 5/3
にぶい責褐

内面

石央 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

無節のRL縄文を施文してし
る。 前期Ⅷ aP 不 明

外面 :5YR 5/3

にぶい赤褐
内面 :75YR 7/4

にぶい橙

石英 長石

862
内面は横ナデ調整で平滑に仕上げられてし
る。

条の間隔が大きく開く無節の
RL縄文を施文する。

前期Ⅷ a? T-20

外面 10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 4/2
灰責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

内面の接合痕を横ナデでナデ消そうとして
いる。

無節のRL縄文を施文してい
る。 前期Ⅷa? T-20

外面 10YR 7/2
にぶい責橙
10YR 7/2
にぶい黄橙

内面
石英 長石

864
0段多条の可能性のある縄文
で結節羽状縄文を施文してい
る。

前期Ⅷ e B-19

外面 10YR 6/2
灰責褐
10YR 6/2
灰黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

865
内面は指頭により丁寧なナデ調整が加えら
れている。

結節部を持った羽状縄文を施
文している。

前期Ⅷ e R-19

外面 10YR 5/2
灰黄褐
10YR 4/1
褐灰

内面
石英

866
0段多条の可能性のある縄文
で結節羽状縄文を施文してい
る。

前期Ⅷ e T-2
外 面 5YR 6/4

にぶい橙
25YR 5/6
明赤褐

内面
石英 結晶片岩

867
内面の接合痕を横ナデでナデ消そうとして
いる。

結節部を持つた羽状縄文を施
文している。

前期Ⅷ e T-4
外面 10YR 6/2

灰責褐
10YR 6/3
にぶい責橙

内面
石英 赤色斑粒

内面は接合痕と指頭圧痕を条痕 ?で ナデ消
そうとしている。

条の間隔が開くLR縄文を施
文している。 前期Ⅷb? T-5

外 面 10YR 5/3
にぶい黄褐
10YR 6/3
にぶい責橙

内面
石英 長石 赤色
斑粒

内面には接合痕と指頭圧痕が残されてい
る。

条の間隔が開くLR縄文を施
文している。 前期Ⅷb?

外面 10YR 6/3
にぶい責橙
10YR ν3

にぶい黄橙
内面

石英 長石
チャート

870 内面は指頭圧痕がナデ消されている。
撚の方向の異なる縄文を横方
向に施文して羽状縄文を表出
している。

前期Ⅷ b?

外 面 10YR 5/4
にぶい黄褐
10YR 6/6
明黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内面は指頭圧痕がナデ消されている。

撚の方向の異なる縄文を横方
向に施文して羽状縄文を表出
している。縄末端の結束部が
残されている。

前期Ⅷ bP B-1

外 面 10YR 3/1
黒褐
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面
石英 長石

内面には粘土帯の接合痕と指頭圧痕が残さ
れている。

撚の方向の異なる縄文を交互
に施文して羽状縄文を表出し
ている。

前期Ⅷ bP T-4
外 面 10YR 5/4

にぶい責掲
75YR 5/6
明褐

内面
石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

底部との境の屈曲部近くには粘土帯の接合
痕が残されている。

撚の方向の異なる縄文を横方
向に施文して羽状縄文を表出
している。縄の末端には結束
部が残されている。

前期Ⅷ b? T-5
外 面 10YR 6/3

にぶい責橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面
石英 長石

―-232-―



第 5表 包含層出土遺物観察表 (33)

物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型 式

土
点

出
地 色 調 土 焼成 備  考

874
上げ底の底部と体部の境は外方に突出して
いる。

外面はLR縄文を施文してヽ
る。

R-19

外面 !10 Y R 6/2

灰責褐色

内面 :10 YR 7/2
にぶい責橙色

石英 長石

底部はわずかに上げ底に仕上げられてし
る。

外面はLR縄文を施文してヽ
る。

T-2
外 面 5YR 5/4

にぶい赤褐色
5YR5/6
明赤褐色

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑泣

平底の底部と緩やかに外反しながら外上方
にのびる体部を持っている。

外面はRL縄文を施文してし
る。

不 明

外 面 10 Y R 6/2
灰黄褐色
75YR6/6
橙色

内面

石央 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

平底の底部と上方への開きが小さい体部を
持っている。

外面はRL縄文を施文してし
る。

T-2
外 面 10 Y R 7/4

にぶい黄橙色
10 Y R 7/4
にぶい黄橙色

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

平底の底部と上方への開きが小さい直線的
な体部を持っている。

外面には0段多条の可能性が
あるRL縄文を施文 してい
る。

T-2
外 面 75YR8/6

1完責橙色
75YR8/6
浅黄橙色

内面
石央 長石

879
平底の底部と緩やかに外反する上方への開
きが小さい体部を持つている。

外面はRL縄文を施文してし
る。

S-4
外面 10 Y R 5/3

にぶい責橙色
10 YR 6/3
にぶい黄橙色

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

880
底部は底部との境を側面から押さえて多角
底に仕上げている。

外面はRL縄文を施文してし
る。

Ｂ

・９

外面 :10 YR 5/3
にぶい責橙色

内面 :10 YR 6/3
にぶい黄橙色

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

底部は底部との境を側面から押さえて多角
底に仕上げている。

外面はRL縄文を施文してし
る。

T-1
外面 :75YR6//4

にぶい橙色
内面 :75 Y R 6�

にぶい橙色

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

882
底部は体部との境を側面から押さえて多角
底に仕上げている。

外面はRL縄文を施文して彰
る。

T-1
外面 10 YR 5/3

にぶい黄橙色
10 YR 6/3
にぶい黄橙色

内面

石英 長石 結晶
片岩

883
底部は体部との境を側面から押さえて多角
底に仕上げている。

外面はLR縄文を施文してし
る。

T-2
外面

〕軸〕軸

Ю
浅

Ю
浅

内面
石英 長石

底部は体部との境を側面から押さえて多角
底に仕上げている。

外面はRL縄文を施文してし
る。

T-1
外面 ＹＲ

髄
ＹＲ
髄

１０
灰

１０
灰

内面

石美 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

底部は体部との境を側面から押さえて多角
底に仕上げている。

外面はLR縄文を施文してし
る。

A-1
外 面

ＹＲ８髄ＹＲ６魏

Ю

灰

Ю

灰
内面

石英 長石 結晶
片岩

886
底部は体部との境を側面から押さえて多角
底に仕上げている。

外面はLR縄文を施文してし
る。

S-20

外面 γ
色
７５ＹＲ囀５ＹＲ純

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

887
底部は体部との境を側面から押さえて多角
底に仕上げている。

外面はLR縄文を施文してψ
る。

T-3
C-1

外 面 5YR6/6
橙色
5YR6/6
橙色

内面

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

888
底部は体部との境を側面から押さえて多角
底に仕上げている。

外面はRL縄文を施文してし
る。

B-19

外面 10 YR 7/1
灰白色
10 YR 7/1
灰白色

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

889
底部は体部との境を側面から押さえて多角
底に仕上げている。

外面はLR縄文を施文してウ
る。

不 明

外 面 10 YR 8/4
浅責橙色
75YR7/6
橙色

内面

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

890
底部は底部との境を側面から押さえて多角
底に仕上げている。体部には生爪痕が残さ
れている。

T-2
外面 75YR7/6

橙色
75YR7/6
橙色

内面

石英 長石 結晶
片岩

底部は底部との境を側面から押さえて多角
底に仕上げている。体部には生爪痕が残さ
れている。

T-2
外面 10 YR 7/4

i完責橙色
75YR7/4
橙色

内面

石英 長石 結晶
片岩

底部は底部との境を側面から押さえて多角
底に仕上げている。

外面はLR縄文を施文して�
る。

T― ユ

外 面 75YR6/4
にぶい橙色
75YR6/4
にぶい橙色

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

底部は底部との境を側面から押さえて多角
底に仕上げている。

外面はLR縄文を施文してし
る。

S-20

外面 10 YR 7/2
にぶい黄橙色
10 YR 6/2
灰黄褐色

内面

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
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特 徴 縄 文 原 体 型式
土
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出
地 色 調 土 娩成 備  考

底部は底部との境を側面から押さえて多角
底に仕上げている。

外面はLR縄文を施文してし
る。

A-2
T-2

外面

］離中髄
内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

895
底部は底部との境を側面から押さえて7角
形の多角底に仕上げている。

外面はLR紀文を施文してし
る。

Ｔ

Ｓ

外面 :25YR5/4
黄褐色

内面 :25YR5/4
黄褐色

石英 長石 結晶
片岩

平底の底部と上方に大きく開く体部を持っ
ている。 T-3

外 面 10 YR 5/4
にぶい黄褐色
10 YR 5/4
にぶい責褐色

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

上げ底の底部と体部の境は外方に突出して
いる。 S-4

外 面 5YR6/6
橙色
5YR6/6
橙色

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色班粒

底部は底部との境を側面から押さえて多角
底に仕上げている。

外面はRL縄文を施文してし
る。

B-19

外 面 10 YR 7/2
にぶい責橙色
10 YR 7/2
灰責褐色

内 面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

底部は底部との境を側面から押さえて多角
底に仕上げている。

外面はRL縄文を施文してし
る。 T-3

外 面 10 YR 7/4
にぶい責橙色
5YR6/6
橙色

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

900 外面はRL縄文を施文して立
る。 A-1

外面 :5YR6麗
にぶい橙色

内面 :5YR7/6
橙色

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

底部は底部との境を側面から押さえて多角
底に仕上げている。

外面はRL縄文を施文してヽ
る。 T-2

外面 :10 YR 7/4
にぶい黄橙色

内面 :75 YR7/6
橙色

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

902 底部は底部との境を側面から押さえて多角
底に仕上げている。

外面はRL縄文を施文してし
る。 S-4

外面 :10 Y R 5/3

にぶい責橙色
内面 :10 Y R 6/3

にぶい責橙色

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

底部は底部との境を側面から押さえて多角
底に仕上げている。

外面はRL縄文を施文してし
る。 T-1

外 面

〕魏〕弾

Ю
灰
１０
に

内面
石英 長石 結晶

片岩

904
底部は多角底に仕上げられ、体部から多角
形の頂部に向かって、上から貝殻背圧痕文
を施文した凸帯を貼り付けている。

外面はRL縄文を施文してし
る。 B-6

外 面

Ｗ髄‐ＯＹＲ５聴
内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

905
底部は多角底に仕上げられ、体部から多角
形の頂部に向かって、上から刻目を施した
凸帯を貼り付けている。

外面はRL縄文を施文してし
る。

A-18

外 面 10 Y R 7/1
灰白色
10 YR 7/2
にぶい黄橙色

内面
石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

底部は多角底に仕上げられ、体部から多角
形の頂部に向かって、上から貝殻背圧痕文
を施文した凸帯を貼り付けている。

外面はRL縄文を施文してし
る。 T-2

外 面

］魏］］
内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

頂部がくぼむ山形突起を付けた波状国縁の
深鉢形土器は、いったん口縁部内外面に縄
文を施文したあと、端部上面に粘土を貼り
付けて内外方に拡張し、次に口縁に沿って
内側は時計回り、外側は反時計回りの方向
の連続するV状刺突を加え、拡張部を方形
に近い断面に仕上げている。国縁部外面は
連続する「 く」字状刺突を加えた凸荷を賠
り付けて曲線的な文様が描かれている。

口縁部外面と端部内面にそれ
ぞれ節の中に繊維の痕跡が残
るRL縄文を施文するが、内
面の縄文は端部からl cmほ ど
を残してナデ消されている。。

中期 Ia T-1
外 面 10YR 5/3

にぶい黄褐
5YR 6/6
橙

内面
石央 長石 良好

908

二つ一組の山形突起を付けた波状口縁の深
鉢形土器は、いったん口縁部内外面に縄文
を施文したあと、端部上面に粘土を貼り付
けて拡張し、次に口縁に沿って内側は時計
回り、外側は反時計回りの方向の連続する
∨状刺突を加え拡張部を方形に近い断面に
仕上げている。日縁部外面は端部から1～
1 5cmほ ど下に連続するC字刺突を加え
た凸帯が貼 り付けられている。

口縁外面と端部内面にそれぞ
れ節の中に繊維の痕隊が残る
RL縄文を施文するが、内面
の縄文は端部からl cmほ どを
残してナデ消されている。。

中期 Ia
Ａ

Ａ

外 面 :10YR 7/3
にぶい黄橙

:25Y6/3
にぶい責

内面
石英 良好

低い山形突起を付けた緩やかな波状日縁の
深鉢形土器は、いったん口縁部内外面に縄
文を施文したあと、端部上面に粘土を貼り
付けて拡張し、次に国縁に沿って内側に時
計回り、外側に反時計回りの方向の連続す
るV状刺突を加え、拡張部をllfr面方形に仕
上げている。口縁部外面は端部から2 cmほ
ど下に「く」字状刺突が施文された凸帯が
日縁に並行するように貼り付けられている。

口縁部外面と端部内面には節
の中に繊維の痕跡がないRL
縄文を施文している。

中期 Ia T-5
外 面 :75YR 7/4

にぶい橙
:10YR 6/4
にぶい責橙

内面
石英 長石
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頂卦がくぼむ山形突起を付けた波状口縁の深
鉢形土器は、いったん口縁部内外面に縄文を
施文したあと、端部上面に粘上を貼り付けて
拡張し、次に国縁に沿つて内側は時計回り、
外側は反時計回りの方向の連続するV状刺突
を加え、拡張部を断面方形に仕上げている。
日縁部外面には「く」字状刺突列を施文した
凸帯を水平に貼り付けている。

口縁部外面と端部内面には節
の中に繊維痕が残るRL縄文
が施文されているが、内面の
縄文は一部がナデ消されてい
る。

中期 Ia T-1
外 面 10YR 6/3

にぶい責橙
25Y6/3
にぶい黄

内面

石 英 長 石
チャート 良好

頂部が平坦な山形突起を持つた波状国縁の
深鉢形土器は、いったん口縁部内外面に縄
文を施文したあと、端部上面に粘土を貼 り
付けて拡張し、次に口縁に沿つて内側は時
計回り、外側は反時計回りの方向の連続す
る∨状刺突を加え、拡張部を趾面方形に仕
上げている。口縁部外面は「く」字状床」突
が施文された凸帯を貼り付けて曲線が描か
れている。

口縁部外面と端部内面には長
い節の中に繊維痕が残るRL
縄文が施文されているが、内
面の縄文は一部がナデ消され
ている。

中期 Ia A-1
外 面 75YR 5/4

にぶい褐
75YR 5/3
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

912

低い山形突起を付けた緩やかな波状口縁の

深鉢形土器はいつたん口縁部内外面に縄文
を施文したあと、端部上面に粘土を賄 り付
けて拡張し、次に国縁に沿って内側は時計
回り、外側は反時計回りの方向の連続する
∨状刺突を加え、拡張部を断面方形に仕上
げている。口縁部外面は端部から1:5 cm
ほど下に「く」宇状束」突を施文した凸帯が
口縁に並行して貼り付けられている。、

口縁部外面と端部内面にはそ
れぞれ長大な節の中に繊維の
痕跡がないRL縄文を施文し
ているが、内面の縄文は端部
からl cmほ どを残してナデ消
されている。

中期 Ia 不 明

外面 75YR 6/4
にぶい橙
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面
石英 長石

低い山形突起を付けた緩やかな波状口縁の

深鉢形土器はいったん口縁部内外面に縄文
を施文したあと、端部上面に粘上を貼 り付
けて拡張し、次に国縁に沿つて内側は時計
回り、外側は反時計回りの方向の連続する
∨状刺突を加え、拡張部を断面方形に仕上
げている。口縁部外面は端部からli 5cm
ほど下に「 く」字状東」突を施文した凸持が
口縁に並行して貼り付けられている。

口縁部外面と端部内面にはそ
れぞれ長大な節の中に繊維の
痕跡がないRL縄文を施文し
ているが、内面の縄文は端部
からl cmほ どを残してナデ消
されている。

中期 Ia A一 l

外面 10YR 6/2
灰黄掲
25Y7/1
灰白

内面
石英 長石

低い山形突起を付けた緩やかな波状口縁の
深鉢形土器はいつたん国縁部内外面に縄文
を施文したあと、端部上面に粘土を貼 り付
けて拡張し、次に口縁に沿つて内側は時計
回り、外側は反時計回りの方向の連続する
Σ状刺突を加え、拡張部をbF面 方形に仕上
げている。口縁部外面は端部からl cmほ ど
下に薄い粘土帯を貼 り付けた上に、「く」
字状刺突を2条施文している。

口縁郡外面と端部内面にはそ
れぞれ長大な節の中に繊維の
痕跡がないRL縄文を施文し
ているが、内面の縄文は端部
からl cmほ どを残してナデ消
されている。

中期 Ia T-1
T-2

外 面 5YR 5/4
にぶい赤褐
5YR 5/4
にぶい赤褐

内面

石英 長石 結晶

片岩
良好

側面から穿孔が加えられた山形突起を付け
た波状文の深鉢形土器は、いつたん口縁部
内外面に縄文を施文したあと、端部上面に
粘上を貼り付けて拡張し、日縁に沿つて内
側は時計回り、外側は反時計回りの方向の
連続する∨状刺突を連続して加え断面方形
に仕上げている。外面は端部から2 cmほ ど
下に国縁に並行するようにC字形爪形文を
施文した凸行を2条貼り付けている。

内外面とも繊維の痕跡が残る
節の大きいRL縄文が施文さ
れているが内面の縄文は端部
近くを残してナデ消されてい
る。

中期 Ia T-2
外 面 75YR 6/4

にぶい橙
5YR 6/6
橙

内面

石美 長石 結晶

片岩

山形突起を付けた波状口縁の深鉢形土器
は、いったん口縁部内外面に縄文を施文し
たあと、端部上面に粘上を貼り付けて拡張
し、次に口縁に沿って内側は時計回り、外
側は反時計回りの方向の連続する∨状刺突
を加えて拡張部を断面方形に仕上げてい
る。口縁部外面は端部から l cmほ ど下に

「 くJ字刺突を施文した低い凸帯が日縁に
並行して貼り付けられている。

口縁都外面と端部内面にそれ
ぞれ長大な節を持ったRL縄
文が施文されているが、内面
の縄文は施文後端部からl cm

足らずの範囲を残してナデ消
されている。

中期 Ia T-2P

外面 :25Y5/2
暗灰黄

:10YR 6/4
にぶい黄橙

内面
石英 結晶片岩

山形突起を付けた波状口縁の深鉢形土器
は、いったん口縁部内外面に縄文を施文し
たあと、端部上面に粘土を貼 り付けて拡張
し、次に口縁に沿つて内側は時計回り、外
側は反時計回りの方向の連続する∨状刺突
を加えて拡張部を断面方形に仕上げてい

る。口縁郡外面は端部から l cmほ ど下に
「 く」字刺突を施文 した低い凸帯が口縁に
並行して貼り付けられている。

口縁部外面と端部内面にはそ
れぞれ長大な節の中に繊維の
痕跡がないRL縄文を施文し
ているが、内面の縄文は端部
付近を残してナデ消されてい
る。

中期 Ia T-2
外 面 Ｒ

　

Ｒ

５Ｙ
橙
５Ｙ
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 チャート

側面に穿孔を加えた山形突起を持った波状
口縁の深鉢形土器は、いつたん口縁部内外
面に縄文を施文したあと、端部上面に粘土
を貼り付けて拡張し、次に国縁に沿って内
側は時計回り、外側は反時計回りの方向の
連続するM字状刺突を加えて拡張部を断面
方形に仕上げている。日縁部外面は端部直
下に「く」状刺突を施文した低い凸帯を 1

条、 l cmほ どの間隔をあけて国縁に並行す
るように貼り付けている。

口縁部外面と端部内面にはそ
れぞれ長大な節の中に繊維の
痕跡がないRL縄文を施文し
ているが、内面の縄文は端部
からl cmほ どを残してナデ消
されている。

中期 Ia T-2
外 面 10YR 6/4

にぶい黄橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内両
石英 長石
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側面に未完通の穿孔が加えられた山形突起
を付けた波状日縁の深鉢形土器は、いつた
ん口縁部内外面に縄文を施文したあと、端
部上面に粘土を貼り付けて拡張し、次に国
縁に沿って内側は時計回り、外側は反時計
回りの方向の連続するΣ状刺突を加えて拡
張部を断面方形に仕上げている。日縁部外
面は端部直下に「 く」字状刺突を施文した
低い凸帯を2条 口縁に並行して貼り付けて
いる。

国縁都外面と端部内面にはそ
れぞれRL縄文が施文されて
いるが、内面の縄文は端部付
近を残 してナデ消 されてい
る。

中期 Ia T-1
外面 :75YR 6/8

橙
内面 :75YR 6/6

橙

石英 長石 結晶
片岩

不良

緩やかな波状口縁は端部が平坦に仕上げら
れる。口縁部外面には断面三角形の低い貼
り付け凸帯が付けられその上にC字の爪形
が連続してつけられる。

中期 Ia A-2
タト面 :75YR 6/6

橙
内面 :75YR 6れ

にぶい橙

石英 長石 結晶

片岩 チ ャー ト

側面に穿孔が加えられた山形突起を付けた
波状口縁の深鉢形土器は、いったん口縁部
内外面に縄文を施文したあと、端部上面に
粘土を射 り付けて拡張し、次に国縁に沿っ
て内側は時計回り、外側は反時計回りの方
向の連続するV状刺突を加えて拡張部を断
面方形に仕上げている。日縁部外面は端部
直下に「くJ字状刺突文を施文した低い凸
荷を水平に貼 り付けている。

国縁部外面と端部内面にはそ
れぞれ長大な節を持ったRL
縄文が施文されているが、内
面の縄文は端部付近を残して
ナデ消されている。

中期 Ia T-2
外 面 10YR 7/4

にぶい黄橙
10YR 7/6
明責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

側面に穿孔が加えられた山形突起を付けた
波状口縁の深鉢形土器は、いったん国縁部
内外面に縄文を施文したあと、端部上面に
粘上を貼り付けて拡張し、次に口縁に沿っ
て内側は時計回り、外側は反時計回りの方
向の連続する∨状刺突を加えて拡張部を断
面方形に仕上げている。日縁部外面は「く」
字状刺突列を施文した低い凸帯を水平に貼
り付けている。

口縁部外面と端部内面にはそ
れぞれ長い節の中に繊維の痕
跡がなく状の間隔がひらいた
RL縄文を施文 しているが、
内面の縄文は端部付近を残し
てナデ消されている。

中期 Ia A-2
外 面 75YR 6/4

にぶい橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石英 長石

側面に穿孔力功日えられた山形突起を付けた
波状口縁の深鉢形土器は、いつたん口縁部
内外面に縄文を施文したあと、端部上面に
粘上を貼り付けて拡張し、次に日縁に沿っ
て内側は時計回り、外側は反時計回りの方
向の連続する∨状刺突を加えて拡張部を断
面方形に仕上げている。国縁郡外面は端部
直下に「くJ字状刺突文を施文した低い凸
待を口縁に並行するように貼 り付けてい
る。

国縁部外面と端部内面にはそ
れぞれ長大な節を持ったRと
縄文が施文されているが、内
面の組文は端部付近を残して
ナデ消されている。

中期 Ia T-2
外面 175YR 6/6

橙
!75YR 6/6
橙

内 面

石英 長石 結晶

片岩

側面に穿孔が加えられた山形突起を付けた
波状口縁の深鉢形土器は、いったん口縁部
内外面に縄文を施文したあと、端部上面に
粘土を貼り付けて拡張し、次に口縁に沿っ
て内側は時計回り、外側は反時計回りの方
向の連続する∨状刺突を加えて拡張部を断
面方形に仕上げている。口縁部外面は端部
からl cmほ ど下に「く」宇状刺突文を施文
した低い凸帯を口縁に並行するように貼り
付け、国縁部内面から山形突起を通って垂
下する凸帯とつなげられている。

口縁部外面と端部内面にはそ
れぞれ長大な節を持ったRL
縄文が施文されているが、内
面の縄文は端部から l cmほ ど
の範囲を残してナデ消されて
いる。

中期 Ia T一 ユ

外面 :25Y7/4
浅黄

:10YR 6/4

にぶい責橙
内面

石英 長石

925

側面に穿孔を加えた山形突起を付けた波状
口縁の深鉢形土器は、いったん国縁部内外
面に縄文を施文したあと、端部上面に粘土
を貼り付けて拡張し、次に国縁に沿って内
側は時計回り、外側は反時計回りの方向の
連続するV状刺突を加えて拡張部を断面方
形に仕上げている。国縁部外面は端部直下
に「くJ字状刺突文を施文した低い凸荷を
2条、 l cmほ どの間隔をあけて口縁に並行
するように貼り付けている。

国縁部外面と端部内面にはそ
れぞれ長大な節の中に繊維の
痕跡がないRL縄文を施文し
ているが、内面の縄文は端部
からl cmほ どを残してナデ消
されている。

中期 Ia T-3
外面 10YR 6/3

にぶい黄橙
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面
石英 長石

926

山形突起を付けた波状回縁の深鉢形土器
は、いったん口縁部内外面に縄文を施文し
たあと、端部上面に粘土を貼り付けて拡張
し、次に国縁に沿って内側は時計回り、外
側は反時計回りの方向の連続する∨状刺突
を加えて拡張部を断面方形に仕上げてい
る。国縁部外面は端部から l cmほ ど下に

「 く」字刺突文を施文した低い凸帝が口縁
に並行して2条貼り付けられている。

口縁部外面と端部内面にはそ
れぞれ長大な節の中に繊維の
痕跡がないRL縄文を施文し
ているが、内面の縄文は端部
付近を残してナデ消されてい
る。

中期 Ia T-2
外 面 75YR 6/4

にぶい橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 チャート

良好

927

山形突起を付けた波状口縁の深鉢形と考え
られる土器は、いったん口縁部内外面に縄
文を施文したあと、端部上面に粘土を貼り
付けて拡張し、次に口縁に沿って内側は時
計回り、外側は反時計回りの方向の連続す
るV状刺突を加えて拡張部を断面方形に仕
上げている。国縁部外面は端部からl cmほ
ど下に「く」字状刺突文を施文した低い凸
帯を2条 l cmほ どの間隔をあけながら水平
方向に貼り付けている。

口縁部外面と端部内面にはそ
れぞれ長大な節の中に繊維の
痕跡がないRL縄文を施文し
ているが、内面の縄文は端部
付近をわずかに残してナデ消
さ

'tて

�ゝる。

中期 Ia T-2
外面 10YR 6/3

にぶい黄橙
25Y6/2
灰責

内面
石英 長 石
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物

号

遺

番 特 徴 縄 文 原 体 型 式
土

点

出
地 色 調 土 焼成 備  考

928

山形突起を付けた波状口縁の深鉢形と考え
られる土器は、いつたん口縁部内外面に縄
文を施文したあと、端部上面に粘土を射 り
付けて拡張し、次に口縁に沿って内側は時
計回り、外側は反時計回りの方向の連続す
る∨状刺突を加えて拡張部を断面方形に仕
上げている。日縁部外面は端部からl cmほ

ど下に「く」字状刺突文を施文した低い凸
帝を水平に貼り付けている。

口縁部外面と端部内面にはそ
れぞれRL縄文が施文されて
いるが、内面の縄文は端部か
らl cmほ どの範囲を残してナ
デ消されている。

中期 Ia T-2
外面 5YR 6/2

灰責褐
5YR 6/2
灰黄掲

内面
石央

929

緩やかな波状口縁の深鉢形と考えられる土
器は、いつたん国縁部内外面に縄文を施文
したあと、端部上面に粘土を貼り付けて拡
張し、次に国縁に沿つて内側は時計回り、
外側は反時計回りの方向の連続する∨状刺
突を加えて拡張部を断面方形に仕上げてい
る。国縁部外面は端部からli 3cmほ ど下
に「く」字状刺突文を施文した低い凸帯を
水平に貼り付けている。

内外面とも繊維の痕跡の残る
長大な節を持ったRL縄文が
施文されているが、内面の縄
文は国縁端部からl cmほ どの
範囲を残してナデ消されてい
る。

中期 Ia T-3
外 面 10YR 6/4

にぶい責橙
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面
石英 チ ャー ト

930

緩やかな波状口縁の深鉢形と考えられる土
器は、いつたん口縁部内外面に縄文を施文
したあと、端部上面に粘土を貼 り付けて拡
張し、次に国縁に沿つて内側は時計回り、
外側は反時計回りの方向の連続する∨状刺
突を加えて拡張部を断面方形に仕上げてい
る。口縁部外面は端部から l cmほ ど下に

「く」字状刺突文を施文した低い凸帯を水
平に貼 り付けている。

内外面とも繊維の痕跡のない

長大な節を持ったRL縄文が
施文されているが、内面の縄
文は口縁端部からl cmほ どの
範囲を残してナデ消されてい
る。

中期 Ia T-1

外面 25Y6/ユ
黄灰
25Y6/1
黄灰

内面
石英 長石

山形突起を持った波状口縁の深鉢形と考え
られる土器は、いつたん口縁部内外面に縄
文を施文したあと、端部上面に粘土を貼 り
付けて拡張し、次に口縁に沿って内側は時
計回り、外側は反時計回りの方向の連続す
る∨状刺突を加えて拡張部を断面方形に仕
上げている。日縁部外面は端部からl cmほ

ど下に「 く」字状刺突文を施文した低い凸
帝を2条 わずかな間隔をあけて水平に貼り
付けている。

た
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中期 Ia T-4
外面 25Y7/3

浅責
10YR 7/3
にぶい責橙

内面
石英 結晶片岩

緩やかな波状口縁の深鉢形と考えられる土
器は、いつたん口縁部内外面に縄文を施文
したあと、端部上面に粘土を賄り付けて拡
張し、次に口縁に沿って内狽Jは 時計回り、
外側は反時計回りの方向の連続する∨状刺
突を加えて拡張部を断面方形に仕上げてい
る。口縁部外面は端部から l cmほ ど下に

「く」字状刺突文を施文した低い凸帯を水
平に貼り付けている。

内外面ともRL縄文が施文さ
れているが、内面の縄文は口
縁端部からl cmほ どの範囲を
残してナデ消されている。

中期 Ia A-5
外面 :75YR 6/4

にぶい橙
:75YR 6/4
にぶい橙

内面
石央 チ ャー ト

山形突起を付けた波状口縁の深鉢形と考え
られる土器は、いったん口縁部内外面に縄
文を施文したあと、端部上面に粘上を貼 り
付けて拡張し、次に口縁に沿って内側は時
計回り、外側は反時計回りの方向の連続す
るV状刺突を加えて拡張部を断面方形に仕
上げている。口縁部外面は端部直下に「く」
字状刺突文を施文した低い凸帯を水平に貼
り付けている。

内外面ともRL縄文が施文さ
れているが、内面の縄文は国
縁端部近くのわずかな範囲を
残してナデ消されている。

中期 Ia ?-3
外 面 75YR 6/6

橙
25Y5/2
暗灰黄

内面
石英 長石

平坦な口縁を持った深鉢形と考えられる土
器は、いつたん口縁部内外面に縄文を施文
したあと、端部上面に粘土を貼り付けて拡
張し、次に国縁に沿って内側は時計回り、
外側は反時計回りの方向の連続する∨状刺
突を加えて拡張部を断面方形に仕上げてい

る。国縁部外面は端部から1 5cmほ ど下
に「 く」字状刺突文を施文した低い凸帯を
水平に貼り付けている。

内外面とも大きな節を持つた
RL縄文が施文されている
が、内面の縄文は国縁端部か
らl cmほ どの範囲を残してナ
デ消されている。

中期 Ia A-1
T-2

外 面 10YR 4/1
褐灰
10YR 5/3
にぶい責褐

内面
石 英

緩やかな波状口縁を持った深鉢形と考えら
れる土器は、いつたん口縁部内外面に縄文
を施文したあと、端部上面に粘土を貼り付
けて拡張し、次に口縁に沿つて内側は時計
回り、外側は反時計回りの方向の連続する
∨状刺突を加えて拡張部を断面方形に仕上
げている。国縁部外面は端部からl cmほ ど
下に「 く」字状刺突文を施文した低い凸帯
を水平に貼り付けている。

内外面ともRL縄文が施文さ
れているが、内面の縄文は国
縁端部近くのわずかなか範囲
を残してナデ消されている。

中期 Ia A-3
外 面 15YR 5/6

明赤褐
:10YR 5/4

にぶい責褐
内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

緩やかな波状口縁を持つた深鉢形と考えら
れる土器は、いつたん日縁部内外面に縄文
を施文したあと、端部上面に粘土を貼り付
けて拡張し、次に口縁に沿って内側は時計
回り、外側は反時計回りの方向の連続する
V状刺突を加えて拡張部を断面方形に仕上
げている。国縁部外面は端部から1 3cm
ほど下に「く」字状刺突列文を施文した低
い凸帯を貼り付けている。

内外面とも節の長いRL縄文
が施文されているが、内面の
縄文は口縁端部近くのわずか
なか範囲を残してナデ消され
ている。

中期 IЭ T-1
外面 :10YR 6/3

にぶい黄橙
内面 :10YR 6/4

にぶい責橙

石英 結晶片岩
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物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型式

土

点

出

地 色 調 胎 土 焼 成 備  考

937

低い山形突起を付けた波状口縁の土器。円
く仕上げられた口縁端部は内側が時計回
り、外側が反時計回りの方向のC字爪形文
が残されている。緩やかに内彎する口縁は
端部からやや離れた位置に低いヽ状の凸市
が貼り付けられその上にC字形爪形文が施
文されている。

中期 Ia T-5
外 面 :25Y6/2

灰黄
:25Y6/1
責灰

内両
石英

938

緩やかな波状口縁を持った深鉢形と考えら
れる土器は、いったん日縁部内外面に縄文
を施文したあと、端部上面に粘土を貼り付
けて拡張し、次に日縁に沿つて内11は時計
回り、外側は反時計回りの方向の連続する
∨状刺突を加えて拡張部を断面方形に仕上
げている。国縁部外面は端部からl cmほ ど
下に「く」字状刺突文を施文した低い凸帝
を口縁と並行して貼り付けている。

内外面ともRL組文が施文さ
れているが、内面の縄文は口
縁端部からl cmほ どの範囲を
残してナデ消されている。

中期 Ia T-2
外面 10YR 6/4

にぶい責橙
10YR 6/2
灰黄褐

内面
石英

平坦な口縁を持った深鉢形と考えられる土
器は、いったん口縁部内外面に縄文を施文
したあと、端部上面に粘土を貼り付けて拡
張し、次に口縁に沿って内側は時計回り、
外側は反時計回りの方向の連続する∨状刺
突を加えて拡張部を断面方形に仕上げてい
る。日縁部外面は端部直下に「く」字状刺
突文を施文した低い凸帯を2条 口縁と並行
して貼り付けている。

内外面ともRL縄文が施文さ
れているが、内面の縄文は口
縁端部からl cmほ どの範囲を
残してナデ消されている。

中期 Ia A-2
外 面 10YR 7/4

にぶい黄橙
25Y7/2
灰黄

内面
石英

平坦な口縁を持った深鉢形と考えられる上
器は、いったん日縁部内外面に縄文を施文
したあと、端部上面に粘上を賠り付けて拡
張し、次に日縁に沿って内側は時計回り、
外側は反時計回りの方向の連続する∨状刺
突を加えて拡張部を断面方形に仕_Lげてい
る。日縁部外面は端部から l cmほ ど下に

「く」字状刺突文を施文した低い凸1言 を口
縁と並行して貼り付けている。

内外面 とも節が大 きい RL縄
文が施文 されているが、内面
の縄文 は日縁端部か ら l cmほ
どの範囲 を残 してナデ消 され
ている。

中期 Ia A-20

外 面 10YR 7/3
にぶい黄橙
25Y4/1
責灰

内面

石英
片岩

長 石 結 晶

941

緩やかな波状口縁を持った深鉢形と考えら
れる土器は、いったん口縁部内外面に紀文
を施文したあと、端部上面に粘上を貼り付
けて拡張し、次に口縁に沿って内側は時計
回り、外側は反時計回りの方向の連続する
V状刺突を加えて拡張部を断面方形に仕上
げている。国縁部外面は端部から1～ 1 5
cmほ ど下に「く」字状刺突文を施文した低
い凸帯を水平に貼り付けている。

内外面とも繊維のFR跡のない
長大な節を持ったRL紀文が
施文されているが、内面の縄
文は日縁端部からl cmほ どの
範囲を残してナデ消されてい
る。

中期 Ia T-2
外 面 75YR 6/4

にぶい橙
5YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

平坦な日縁を持つた深鉢形土器は、いったん
口縁部内外面に縄文を施文したあと、端部上
面に粘土を貼り付けて拡張し、次に口縁に
沿って内側は時al回 り、外側は反時計回りの
方向の連続する∨状刺突を加えて拡張部をJl

両方形に仕上げている。日縁部外面は端部か
らl cmほ ど下に「く」字状刺突文を施文した
低い凸帯を日縁と並行に貼り付けている。

内外面ともRL縄文が施文さ
れているが、内面の縄文は口
縁端部直下を残してナデ消さ
れている。

中期 Ia S-20

外面 :75YR 4/3
褐

:75YR 4/3

掲
内面

石英 長石

緩やかな波状回縁を持った深鉢形と考えら
れる土器は、いったん口縁部内外面に縄文
を施文したあと、端部上面に粘土を貼 り付
けて拡張し、次に口縁に沿って内側は時計
回り、外側は反時計回りの方向の連続する
∨状刺突を加えて拡張部を断面方形に仕上
げている。日縁部外面は端部から1 5cm
ほど下に「くJ字状刺突文を施文した低い
凸帝を水平に貼り付けている。

内外面とも長い節を持ったR
L縄文が施文されているが、
内面の縄文は国縁端部から 1

cmほ どの範囲を残してナデ消
さメτている。

中期 Ia T-20

外面 :10YR 7/3
にぶい責橙

内面 :10YR 7/4
にぶい責橙

石芙 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

944

平坦な口縁を持った深鉢形と考えられる土
器は、いったん口縁部内外面に紀文を施文
したあと、端部上面に粘土を貼り付けて拡
張し、次に口縁に沿って内側は時「l回 り、
外側は反時計回りの方向の連続する∨状刺
突を加えて拡張部をllr面 方形に仕上げてい
る。日縁部外面は端部から1 5cmほ ど下
に「くJ字状刺突文を施文した低い凸帯を
水平に貼り付けている。

内外面とも大きな節を持った
RL縄文が施文されている
が、内面の縄文は日縁端部か
らl cmほ どの範囲を残してナ
デ消されている。

中期 Ia T-2
クト両 75YR 6/4

にぶい橙
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面
石 葵

945

平坦な国縁を持った深鉢形と考えられる土
器は、いつたん国縁部内外面に縄文を施文
したあと、端部上面に粘上を貼り付けて拡
張し、次に口縁に沿って内側は時計回り、
外側は反時計回りの方向の連続する∨状刺
突を加えて拡張部を断面方形に仕上げてい
る。日縁部外面は端部から1 5cnほ どF
に「 く」字状刺突文を施文した低い凸帯を
水平に貼り付けている。

内外面とも大きな節を持った
RL縄文が施文されている
が、内面の縄文は日縁端部か
らl cmほ どの範囲を残してナ
デ消されている。

中期 Ia T-5
外 面 75YR 6/4

にぶい橙
75YR 5/3
にぶい橙

内面
石英 長石

内彎する国縁は、いったん口縁部内外面に
縄文を施文したあと、端部 に面に粘上を貼
り付けて拡張し、次に口縁に,合 つて内側は
時計回り、外側は反時計回りの方向の連続
する∨状刺突を加えて拡張部を断面方形に
仕上げている。口縁部外面は端部からl cm

ほど下に「くJ字状刺突文を施文した低い
凸帯を水平に贈り付けている。

内外面とも長い節を持ったR
L縄文が施文されているが、
内面の縄文は回縁端部から 1

cmほ どの範囲を残してナデ消
さガtて しゝる。

中期 Ia T-3
外面 10YR 7/4

にぶい黄褐
75YR 7/6
橙

内面
石英 長石 結晶
片岩
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内彎する日縁は、いつたん口縁部内外面に
縄文を施文したあと、端部上面に粘土を貼
り付けて拡張し、次に口縁に沿つて内側は
時計画り、外側は反時計回りの方向の連続
するV状刺突を加えて拡張部を断面方形に
仕上げている。口縁部外面は端部から15
cmほ ど下に「 く」字状刺突文を施文した低
い凸帯を水平に貼り付けている。

内外面ともRL縄文が施文さ
れているが、内面の縄文は口
縁端部からl cmほ どの幅を残
してナデ消されている。

中期 Ia T-2
外 面

‐ＯＹＲ６囀蜘飯
内面

石 英

948

内彎する国縁は、いつたん国縁部内外面に
縄文を施文したあと、端部上面に粘土を貼
り付けて拡張し、次に口縁に沿つて内側は
時計回り、外側は反時計回りの方向の連続
する∨状刺突を加えて拡張部を断面方形に
仕上げている。日縁部外面は端部からl cm

ほど下に「く」字状刺突文を施文した低い

凸荷を水平に貼り付け、「く」の字に屈曲す
る頸部には幅 1 2cm以 上のC字形爪形文が
施文された粘土帯が貼り付けられている。

内外面とも長い節を持つたR
L縄文が施文されているが、
内面の縄文は口縁端部直下を
残してナデ消されている。

中期 Ia T-2
外面 :75YR 7/6

橙
内面 :10YR 7/3

にぶい黄橙

石英 長石 結 晶

片岩

949

平坦な口縁を持つた深鉢形土器は、いつた
ん口縁部内外面に縄文を施文したあと、端
部上面に粘土を貼り付けて拡張し、次に口
縁に沿つて内側は時計回り、外側は反時計
回りの方向の連続するV状刺突を加えて拡
張部を断面方形に仕上げている。国縁部外
面は端部から1 5cmほ ど下に「 く」宇状
刺突文を施文した凸帯を口縁に並行するよ
うに貼り付けている。

内外面とも繊維の痕跡がない

長大な節を持ったRL縄文が
施文されているが、内面の縄
文は口縁端部からl cm足 らず
の範囲を残してナデ消されて
いる。

中期 Ia T-3
外面 10YR 6/3

にぶい責橙
10YR 6/4
にぶい黄栓

内面
石英 長石

平坦な日縁を持った深鉢形土器は、いつたん
日縁部内外面に縄文を施文したあと、端部上
面に粘土を貼り付けて拡張し、次に日縁に
沿って内側は時計回り、外側は反時計回りの
方向の連続する∨状刺突を加えて拡張部をlth

面方形に仕上げている。日縁部外面は端部直
下に「く」字状刺突文を施文した凸荷を回縁
に並行するように2条貼り付けている。

内外面ともRL縄文が施文さ
れているが、内面の縄文は口
縁端部直下を残してナデ消さ
れている。

中期 Ia T-2
外面 10YR 5/4

にぶい責褐
10YR 5/4
にぶい責褐

内面

石英 長石 赤色

斑粒

内彎する国縁は平坦に仕上げられた端部か
らl cmほ ど下にC字形爪形文を施文した凸
帯が口縁に並行して貼り付けられている。

口縁部内外面と端部上面には
それぞれ長大な節のなかに繊
維の痕跡がないRL縄文が施
文されているが、内面の縄文
は端部からl cmほ どの幅を残
してナデ消されている。

中期 ID T-1
外面 10YR 6/3

にぶい責橙
10YR 6/2
灰責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

952

平lHな 口縁を持った深鉢形土器は、いつた
ん国縁部内外面に縄文を施文したあと、端
部上面に粘土を賠り付けて拡張し、次に口
縁に,合 って内側は時計回り、外側は反時計
回りの方向の連続するV状刺突を加えて拡
張部を断面方形に仕上げている。日縁部外
面は端部からl cmほ ど下に l cm程度の間I局

をあけて「く」宇状刺突文を施文した凸帯
を2条 口縁に並行するように貼り付けてい
る。

内外面とも長い節を持つたR
L縄文が施文されているが、
内面の縄文は口縁端部から 1

cmほ どを残してナデ消されて
いる。

中期 Ia T-1
外 面 10YR 6/3

にぶい黄橙
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面
石央 長石

953

平坦な日縁を持った深鉢形土器は、いつたん
日縁部内外面に縄文を施文したあと、端部上
面に粘上を貼り付けて拡張し、次に日縁に
沿って内側は時計回り、外側は反時計回りの
方向の連続するV状刺突を加えて拡張部を断
面方形に仕上げている。日縁部外面は端部か
ら1 5cmほ ど下に l cm程度の間隔をあけて

「く」宇状刺突,1を施文した凸帯を、日縁に
並行するように2条貼り付けている。

口縁部外面と端部内面にそれ
ぞれ長い節を持ったRL縄文
が施文されているが、内面の
縄文は端部からl cmほ どを残
してナデ消されている。

中期 Ia T-1
外 面 10YR 7/4

にぶい黄橙
25Y6/3
にぶい責

内面

石 夫 長 石
チャート

平坦な国縁を持つた深鉢形上器は、いつた
ん口縁部内外面に縄文を施文したあと、端
部上面に粘土を貼り付けて拡張し、次に口
縁に沿つて内側は時計回り、外側は反時計
回りの方向の連続する∨状刺突を加えて拡
張部を断面方形に仕上げている。日縁部外
面は端部から1 5cmほ ど下にC字状刺突
列を施文した凸市を回縁に並行するように
貼り付けている。

国縁部外面及 び端部内面 には

それぞれ長大 な節 のなかに繊

維の痕跡が残 る RL縄 文が施

文 されてい るが、内面の縄文
は端部か ら5 mmほ どの範囲 を

残 してナデ消 されている。

中期 Ia S-1

外 面 10YR 6/4
にぶい黄橙
25YR 6/6
橙

内面
石 英 良好

955

平坦な国縁を持つた深鉢形土器は、いつた
ん口縁部内外面に縄文を施文したあと、端
部上面に粘上を貼り付けて拡張し、次に口
縁に沿って内側は時計回り、外側は反時計
回りの方向の連続する∨状刺突を加えて拡
張部を断面方形に仕上げている。口縁部外
面は端部から1 5cnほ ど下に「く」字状
刺突列を施文した凸帯を国縁に並行するよ
うに鶏り付けている。

内外面とも繊維の痕跡の残る
大きな節を持ったRL縄文が
施文されているが、内面の縄
文は口縁端部からl cmほ どを
残してナデ消されている。

中期 Ia T-1
外面 :75YR 5/4

にぶい褐
:75YR 5/4
にぶい褐

内面
石英 長石

緩やかな波状国縁を持った深鉢形と考えら
れる土器は、いつたん口縁部内外面に縄文
を施文したあと、端部上面に粘土を貼り付
けて拡張し、次に口縁に沿って内側は時計
回り、外狽‖は反時計回りの方向の連続する
∨状刺突を加えて拡張部を断面方形に仕上
げている。日縁部外面は端部から1 5cm
ほど下にC字状刺突列を施文した凸帯を口
縁に並行するように貼り付けている。

内外面とも繊維の痕跡のない

長大な節を持ったRL純文が
施文されているが、内面の縄
文は端部から1 5cmほ どを
残してナデ消されている。

中期 Ia T-2
外 面 75YR 6/4

にぶい橙
5YR 5/4
にぶい赤褐

内面
石英 長右
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平坦な口縁を持った深鉢形土器は、いった
ん口縁部内外面に紀文を施文したあと、端
部上面に粘上を貼り付けて拡張し、次に口
縁に沿つて内側は時計回り、外側は反時計
回りの方向の連続する∨状刺突を加えて拡
張部をlll面 方形に仕上げている。国縁部外
面は端部から1 5cmほ ど下に「く」字状
刺突列を施文した凸帝を日縁に並行するよ
うに貼り付けている。

内外面 とも大 きな節 を持 った
RL縄 文 が 施 文 され て い る

が、内面の縄文 は国縁端部か
ら l cmほ どの ところでナデ消
されている。

中期 Ia S-1

外面 75YR 5/4
にぶい褐
75YR 5/4
にぶい褐

内面
石央 長石

級やかな波状日縁を持った深鉢と考えられ
る土器は、いったん口縁部内外面に縄えを
施文したあと、端部上面に粘土を几|り 付け
て拡張し、次に回縁に沿って内側は時計回
り、外側は反時計回りの方向の連続する∨
状刺突を加えて拡張部をlll面 方形に仕上げ
ている。日縁部外面は端部から1 5cmほ
ど下に「くJ字状束1突列を施文した凸帯を
国縁に並行するように貼り付けている。

内外面 ともRL縄 文が施文 さ
れているが、内面の縄文はほ
とん どがナデ消 されている。

中期 Ia A-1
外面 10YR 5/3

にぶい責褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石英

平坦な口縁を持った深鉢形土器は、いったん
日縁部内外面に縄文を施文したあと、端部上
面に粘土を貼 り付けて拡張し、次に日縁に
沿って内狽1は 時計回り、外側は反時IIl回 りの
方向の連続する∨状刺突を加えて拡張部を断
面方形に仕上げている。日縁部外面は端部か
ら1 5cmほ ど下にC字状刺突列を施文した凸
帯を回縁に並行するように貼りllけ ている。

内外面とも節の大きいRL縄
文が施文されているが、内面
の縄文は日縁端部からl cmほ

どのところでナデ消されてい
る。

中期 Ia A-1

外面 :25Y5/2
暗灰黄

内面 :10YR 6/4

にぶい黄橙

石央 長石

平坦な口縁を持つた深鉢形土器は、いったん
口縁部内外面に縄文を施文したあと、端部上
面に粘土を貼り付けて拡張し、次に日縁に
沿って内lElは 時計回り、外側は反時計回りの
方向の連続するV状刺突を加えて拡張部を
断面方形に仕上げている。日縁部外面は端部
から1 5cmほ ど下に「く」宇状刺突文を施
文した凸帯を2条、 l cmほ どの間隔をあけて
日縁に並行するように貼り何けている。

内外面 とも繊維の痕跡のない

長大 な節 を持 った RL縄 文が

施文 されてい るが、内面の縄
文 は端部か ら l cmほ どを残 し
てナデ消 されている。

中期 Ia T-2
外面 110YR 6/3

にぶい責橙
内面 :10YR 6/3

にぶい黄橙

石央 長石

平坦 な口縁 を持 つた深鉢形土器 は、いった
ん口縁部内外面 に縄文 を施文 したあ と、端
部上面 に粘土 を貼 り付 けて拡張 し、次に回

縁 に沿 って内側は時計回 り、外側は反時計
回 りの方向の連続す る∨状刺突 を加 えて拡
張部 をLFr面方形 に仕上 げている。 口縁部外
面は端部直 Fに「く」字状刺突文を施文し
た凸帯を口縁に並行して貼り付けている。

内外面 とも繊維の痕跡のない

長大 な節 を持 った RL縄 文が

施文 されてい るが、内面の縄
文 は端 部 か ら 1 3cmほ ど下
でナデ消 されている。

中期 Ia T-6
クト面 :75YR 5/3

にぶい褐
:5YR 5/6

明赤褐
内面

石英

平坦な国縁を持った深鉢形土器は、いったん
日縁部内外面に縄文を施文したあと、端部上
面に粘土を貼り付けて拡張し、次に日縁に
沿って内側は時計回り、外側は反時計回りの
方向の連続するV状刺突を加えて拡張部を断
面方形に仕上げている。日縁部外面は端部か
ら1 5cmほ ど下に「くJ字状刺突文を施文
した凸帝を国縁に並行して貼り付けている。

内外面とも節の大きなRL縄
文が施文されているが、内面
のネ亀文は端部からl cmほ ど下
でナデ消されている。

中期 Ia T-3
外面 :10YR 6/4

にぶい責橙
内面 110YR 6/4

にぶい黄橙

石英

平坦な口縁 を持った深鉢形土器は、いったん
口縁部内外面に縄文を施文 したあと、端部上

面 に粘土 を貼 り付 けて拡張 し、次に日縁 に

,合 って内側は時計回り、外側は反時計回りの
方向の連続するV状刺突を加えて拡張部を
断面方形に仕上げている。日縁部外面は端部
からl cmほ ど猾にくΣ宇状刺突文を施文した
凸帯を日縁に並行して貼り付けている。

内外面とも節の大きなRL縄
文が施文されているが、内面
の津亀文は端部からl cnほ ど下
でナデ消されている。

中期 Ia B-6
タト面 :10YR 6/4

にぶい責橙
内面 :10YR 6/4

にぶい黄栓

石 英

緩 やか な波状 日縁 を持 った深鉢 と考 え られ
る上器は、いったん口縁部内外面 に縄文 を

施文 したあ と、端部上面 に粘上 を貼 り付 け
て拡張 し、次に口縁 に沿 って内側 は時計 回
り、外側 は反時計回 りの方向の連続す る∨

状刺突 を加 えて拡張部 を断面方形 に仕上 げ
ている。 日縁 部外面 は端部か ら l cmほ ど下
に「く」宇状刺突文を施文した凸帯を水平
に貼り付けている。

内外面とも長大な節を持つた
RL縄文が施文されている
が、内面の縄文は国縁端部か
らl cmほ ど下でナデ消されて
いる。

中期 Ia T-2
外面 :10YR 4/1

褐灰

内面 :10YR 7/3
にぶい黄橙

石 英

緩やかな波状口縁を持った深鉢と考えられ
る土器は、いったん日縁部内外面に縄文を
施文したあと、端部上面に粘上を貼り付け
て拡張し、次に日縁に沿って内側は時計回
り、外側は反時計回りの方向の連続する∨
状刺突を加えて拡張部を断面方形に仕上げ
ている。日縁部タト面は端部からl cmほ ど下
にC字状刺突文を施文した凸市を日縁に並
行して貼り付けている。

内外面 とも繊維の痕跡のない

長大 な節 を持 った RL縄 文が

施文 されているが、内面の縄
文 は国縁端部か ら2 cmほ ど下
でナデ消 されている。

中期 Ia A-1
外 面 5YR 5/4

にぶい赤褐
75YR 5/3
にぶい褐

内面
石夫 長石

候やかな波状口縁を持った深鉢と考えられ
る土器は、いったん口縁部内外面に縄文を
施文したあと、端部上面に粘土を賄 り付け
て拡張し、次に国縁に沿って内倶1は時計回
り、外側は反時計回りの方向の連続する∨
快刺突を加えて拡張部を断面方形に仕_Lげ
ている。日縁部外面は端部からl cmほ どF
に「く」字状刺突文を施文した凸荷を水平
に貼り勺けている。

内外面 とも繊維の痕跡 のない

長大 な節 を持 った RL縄 文が

施文 されているが、内面の縄
文 は国縁端部か ら l cmほ ど下
でナデ消 されている。

中期 Ia A-1
外面 :10YR 5/2

灰黄褐
内面 :10YR 4/2

灰黄褐

石央 長 石
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (41)

遺物
番号

徴峙 縄 文 原 体 型 式
土
点

出
地 調色 土 焼 成 備  考

平坦な日縁を持った深鉢形土器は、いつたん
日縁部内外面に紀文を施文したあと、端部上
面に粘土を貼り伺けて拡張し、次に日縁に
沿って内狽」は時計回り、外側は反時計回りの
方向の連続する∨状刺突を加えて拡張部を断
面方形に仕上げている。日縁ξБ外面は端部か
らl cnほ ど下にC字爪形文を施文した凸帯を
回縁に並行して貼り付けている。

内外面とも長い節を持つたR
し紀文が施文されているが、
内面の組文は日縁端部から5
mmほ ど下でナデ消 されてい
る。

中期 Ia T-1
外面 :10YR 6/4

にぶい黄栓
内商 :25Y5/2

暗灰黄

石英 率吉晶片岩

平坦な日縁を持つた深鉢形土器は、いつたん
日縁部内外面に縄文を施文したあと、端部上
面に粘土を貼り付けて拡張し、次に日縁に
沿つて内側は時計回り、タト側は反時

=「

EHjり の
方向の連続するV状刺突を加えて拡張部を断
面方形に仕上げている。日縁部外面は端部か
ら1 5cnほ ど下に「く」宇状刺突文を施文し
た凸帯を日縁に並行して貼り利けている。

日縁部 は外面 と内面の端部直

下 にそれぞれ長大 な節 を持 っ

た RL縄 文が施文 されてい る

が、内面の縄 文は日縁端部か

ら l cmほ ど下でナデ消 されて
いる。

中期 Ia T-2
外面 :10YR 6/4

にぶい黄橙

内面 110YR 5/4
にぶい責掲

石英 長石

969

低い山形突起を付けた緩やかな波状口縁の

深鉢形土器は、いつたん日縁部内外面に縄
文を施文したあと、端部上面に粘「しを貼り
付けて拡張し、次に回縁に沿って内狽]は 時
計回り、外側は反時計回りの方向の連続す
る∨状刺突を加えて拡張部を断面方形に仕
上げている。日縁部外面は端部から2 cmほ

ど下にC字爪形文を施文した低い凸帯を回
縁に並行するように貼り付けている。

口縁部 は外面 と内面の端部直

下 にそれぞれ長大 な節 を持 つ

た RL/1B文 が施文 されている

が、内面の縄文 は日縁端部か

ら l cmほ ど下でナデ消 されて
いる。

中期 Ia B-19

外面 :25Y7/1
灰 白

内面 :25Y8/2
灰白

石英 長石 結品
片岩

平坦な日縁 を持 った深鉢形土器は、いつたん

口縁部内外面に紀文を施文 したあと、端部上

面に粘土 を貼 り付 けて拡張 し、次に日縁 に

EINつ て内側は時計回 り、タト側は反時計回 りの

方向の連続す る∨状刺突 を加 えて拡張部 を

Ui面方形に仕上げている。日縁部外面は端部

か ら l cmほ ど下にC字爪形文 を施文 した凸帯

を日縁に並行 して貼 り付けている。

回縁部外面と内面端部直下に
それぞれ長大な節を持ったR
L縄文が施文されているが、
内面の縄文は日縁端部から 1

cmほ ど下ですデ消されてい
る。

中期 Ia A-1
10YR 6/4
にぶい黄1登

10YR 6/4
にぶい黄橙

クト面

内面
石英 長石

平坦 な国縁 を持 った深鉢形土器 は、いつた

ん口縁部内外面 に縄文 を施文 したあ と、端

部上面 に粘上 を貼 り付 けて拡張 し、次に回

縁 に沿 って内側 は時計回 り、外側は反時計

回 りの方向の連続す る∨状方1突 を加 えて拡

張部 をlII面 方形 に仕上げている。 国縁部外

面 は端部 か ら 1 5cmほ ど下 に「 くJ字状

刺突文 を施文 した低 い凸帯 を回縁 に並行 し

て貼 り付 けている。

回縁部外面と内面端部直下に
それぞれ長大な節を持ったR
L紀文が施文されているが、
内面の縄文は口縁瑞部から 1

cmほ ど下でナデ消 されてい
る。

中期 Ia A-19

75YR 6/4
にぶい橙
10YR 6/3
にぶい黄檜

外面

内面

石夫 長石 結晶

片岩 チ ャー ト

平坦な日縁を持った深鉢形土器は、いつた
ん口縁部内外面に紀文を施文したあと、端
部上面に粘土を貼り付けて拡張し、次に国
縁に沿って内側は時計回り、外側は反時計
回りの方向の連続する∨状刺突を加えて拡
張部を断面方形に仕上げている。日縁部外
面は端部から 1 5cmほ ど下に「くJ字状
刺突文を施文した低い凸帯を日縁に並行し
て貼り付けている。

口縁部外面と内面端部直下に
それぞれ長大な節を持ったR
L縄文が施文されているが、
内面の縄文は日縁端部から 1

cmほ ど下でナデ消されてい
る。

中期 Ia A-1

25Y7/2
灰責
25Y7/2
灰責

一凹

内 面
石央

低い山形突起を付けた回縁の可能性がある
深鉢形土器は、いつたん口縁部内外面に縄
文を施文したあと、端部上面に粘上を貼り
付けて拡張し、次に日縁に沿つて内側は時
計回り、外側は反時計回りの方向の連続す
る∨状束1突 を加えて拡張部をlJr面 方形に仕
上げている。日縁部外面は端部直下に「く」
宇状刺突列を施文した薄い粘土帯が「ヨ縁に
並行して貼り付けている。

日縁部外面と内面端部直下に
はそれぞれRL紀文が施文さ
れているが、内面の縄文はそ
のほとんどがナデ消されてい
る。

中期 Ia T-2
外面 :10YR 4/2

灰責褐

内面 i10YR 5/3
にぶい責褐

石央 チ ヤー ト

平坦な日縁を持った深鉢形土器は、いつた
ん口縁部内外面に組文を施文したあと、端
部上面に粘上を貼り付けて拡張し、次に口
縁に沿つて内側は時計回り、外側は反時計
回りの方向の連続する∨状刺突を加えて拡
張部をltF面 方形に仕上げている。日縁部外
面は端部からl cmほ ど下に「くJ字状刺突
文を施文した低い凸帯を回縁に並行して賂
り句けている。

内外面 とも就維の皮跡 のない

長い節 を持 つた RL紀 文が施

文 されているが、内面の縄文

は日縁端部か ら l cmほ ど下で

ナデ消 されている。

中期 Ia T-2
外面 :75YR 6/4

にぶい橙

内面 :25Y7/3
浅黄

石英 長石 結晶
片岩

平坦な日縁を持った深鉢形土器は、いったん
日縁部内外面に縄文を施文したあと、端部上
面に粘土を貼り何けて拡張し、次に日縁に
沿って内狽1は 時計回り、外側は反時計lIHlり の
方向の連続する∨状刺突を加えて拡張部を
断面方形に仕上げている。日縁部外面は端部
からl cmほ ど下にC字爪形文を施文した凸帯
を日縁に並行して貼り付けている。

内外面 とも繊維 の痕跡 の残 る

長大 な節 を持 つた RL縄 文が

施文 されてい るが、内面の縄

文 は口縁端部か ら l cmほ ど下
でナデ消 されている。

中期 Ia T-2
外llH:75YR 5/4

にぶい褐
内面 110YR 5/3

にぶい黄掲

石英 軒吉晶片岩

平坦な国縁を持った深鉢形土器は、いつた
ん口縁部内外面に縄文を施文したあと、端
部上面に粘土を貼りF・lけ て拡張し、次に日
縁に沿つて内側は時計国り、外側は反時計
回りの方向の連続する∨状刺突を加えて拡
張部を断面方形に仕上げている。日縁部外
面は端部からl cmほ ど下に「く」字状刺突
文を施文した低い凸帯を日縁に並行して貼
り付けている。

内外面とも長い節を持つたR
L縄文が施文されているが、
内面の縄文は口縁端部から 1

～ 1 5cmほ ど下ですデ消さ
れている。

中期 Ia

25Y5/1
黄灰
10YR 5/2
灰黄掲

外面

内面
石英
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (42)

物

号

遺

番 特 徴 縄 文 原 体 型 式
土
点

出
地 色 調 土 焼 成 備  考

平坦な口縁を持った深鉢形土器は、いった
ん口縁部内外面に縄文を施文したあと、端
部上面に粘上を貼 り付けて拡張し、次に口
縁に沿って内側は時計回り、外側は反時計
回りの方向の連続する∨状刺突を加えて拡
張部を断面方形に仕上げている。口縁部外
面は端部から1 5cmほ ど下に「く」字状
刺突文を施文した低い凸帝を国縁に並行し
て貼り付けている。

口縁部外面と内面端部直下に
それぞれ長大な節を持ったR
L縄文が施文されているが、
内面の紀文は国縁端部から 1

cmほ ど下でナデ消されてい
る。

中期 Ia T-2
外 面 :25Y6/2

灰黄
:25Y7/3
浅黄

内面
石英

平坦な口縁を持った深鉢形土器は、いつたん
日縁言卜内外面に縄文を施文したあと、端部上
面に粘土を貼り付けて拡張し、次に曰縁に
沿って内側は時計回りの方向の連続する∨
状刺突、外側は貝殻背圧痕文をそれぞれ施文
している。口縁部外面は端部からl cm足 らず
の下にC字爪形文を施文した低い凸帯を回縁
に並行するように貼り付けている。

内外面ともRL縄文が施文さ
れているが、内面の縄文はそ
のほとんどがナデ消されてい
る。

中期 Ia T-1

外 面 10YR 6/4
にぶい黄橙
10YR 5/3
にぶい黄褐

内面
石英 長石

979
内瞥する国縁は平坦に仕上げられた端部か
らl cmほ ど下にC字爪形文を施文した粘土
帯を国縁に並行して貼り付けている。

口縁部内外面と端部上面には
それぞれ長大な節のなかに繊
維の痕跡が残るRL縄文が施
文されているが、内面の縄文
は端部からl cmほ ど下でナデ
消されている。

中期 Ia T-1

外面 10YR 7/4
にぶい責橙
5YR 5/6
明赤掲

内面

石英 長石 結晶

片岩

内彎する口縁は外面に「 く」字状刺突文が
施文された凸帯を水平に貼り付けている。

外面には節の大きいRL縄文
を施文している。

中期 Ia T-2
外 面 75YR 6/4

にぶい橙
75YR 6/3
にぶい褐

内面

石 英 長 石
チャート

体部外面には「く」字状刺突文が施文され
た凸帝を水平に貼り付けている。

外面には縦走する節の大きし
RL縄文を施文している。

中期 Ia T-5
外面 75YR 6/4

にぶい橙
10YR 7/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

982
内彎する日縁は外面にC字爪形文が施文さ
れた低い凸帯を2条、 l cmほ どの間隔をあ
けて水平に貼り付けている。

外面にはRL縄文が施文され
ているがほとんどナデ消され
ている。

中期 Ia T-2
外 面 10YR 6/4

にぶい黄橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面
石英

内管する国縁は外面に「 く」字状刺突文を
施文した凸帝を水平に貼り付けている。

外面には繊維の痕弥のない長
大な節を持ったRL縄文を施
文している。

中期 Ia T-1
外 面 5YR 6/6

橙
5YR 6/6
橙

内面

石 英 長 石
チャート

内管する口縁は外面に「 く」字状刺突文を
施文した凸帯を水平に貼り付けている。

外面 には繊維 の痕跡 のない長
大 な節 を持 った RL縄 文 を施

文 している。
中期 Ia T-3

外面 5YR 6/6
橙
5YR 5/6
明赤褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

内彎する口縁は外面に「くJ字状刺突文を
施文した凸帯を貼り付けている。

外面には繊維の痕跡が残る節
を持ったRL縄文を施文して
いる。

中期 Ia T-3
外面 10YR 4/2

灰責褐
10YR 5/2
灰責褐

内面
石英 長石

986
内管する口縁は外面に「く」字状刺突文を
施文した凸帯を水平に貼り付けている。

外面にはRL縄文が施文され
ているがほとんどナデ消され
ている。

中期 Ia T-1
外面 10YR 6/4

にぶい黄橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 雲母
チャート

内彎する口縁は頸部近くに「くJ字状刺突
文を施文した凸帝を貼り付けている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

中期 Ia T-4
タト面 75YR 6/4

にぶい橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面
石央

988
内彎する口縁は外面に「く」字状刺突文を
施文した凸帯を水平に貼り付けている。

外面には繊維の痕跡のない長
大な節を持ったRL縄文を施
文している。

中期 Ia T-5
外面 75YR 7/6

橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面

石央 長石 結晶
片岩

内彎する口縁は外面に「く」字状刺突文を
施文した凸帯を貼り付けている。

外面 には繊維の痕跡のない長
大 な節 を持 った RL縄 文 を施
文 している。

中期 Ia T-1

外 面 10YR 6/4
にぶい黄橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

外面に「くJ宇状刺突文を施文した凸帯を
貼り付けて曲線が描かれている。

外面 には繊維 の痕跡のない長
大 な節 を持 った縦走す る RL
縄文 を施文 している。

中期 Ia
外面 10YR 6/4

にぶい黄橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面
石英

内瞥する口縁は外面に「くJ字状刺突列を
施文した凸帯を水平に貼り付けている。

外面には繊維の痕跡のない長
大な節を持ったRL縄文を施
文している。

中期 Ia T-2
外面 10YR 5/2

灰黄褐
25Y7/2
灰黄

内面

石英 長石 結晶
片岩

内彎する口縁は外面に「くJ字状刺突文を
施文した凸帯を水平に貼り付けている。

外面には長大な節を持った縦
走するRL縄文を施文してい
る。

中期 Ia T-3
外面 5YR 6/6

橙
5YR 6/6
橙

内面

石英 結晶片岩
砂岩

993
内彎する日縁は外面にC字状刺突列を施文
した凸帯を貼 り付けて曲線文様を描いてい
る。

外面には節の大きな縦走する
RL縄文を施文している。

中期 Ia T-2
タトE写 75YR 6/4

にぶい橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石英

内彎する国縁は外面に「 く」宇状刺突文を
施文した凸市を貼り付けている。

外面 には繊維の痕跡のない長
大 な節 を持 った RL組 文 を施
文 している。

中期 Ia T-1
外 面 75YR 6/4

にぶい橙
5YR ν6

橙
内面

石英 長石 結晶
片岩 チャート
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (43)

遺物

番号
徴特 縄 文 原 体 型 式

土

点

出

地 調色 土 焼成 備  考

内警する口縁と「くJの字に屈曲する頸部
にはそれぞれC字爪形文を施文した凸帯を
1条ずつ貼り付けている。

外面には節の大きな維走する
RL縄文を施文している。

中期 Ia T-2

25Y7/2
灰黄
25Y7/3
浅責

外面

内 面
石英

996
「くJの字に屈曲する頚部にはそれぞれ「く」
字状刺突文を施文した凸帯を貼り付けてい
る。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

中期 19 B-19

10YR 7/3
にぶい黄橙
10YR 7/2
にぶい責橙

外面

内面

石夫 長石 結晶

片岩

997

「く」の字に屈曲する頚部と内瞥する国縁
を持った深鉢形土器は、回縁部外面にC字
爪形文を施文した凸帯を水平に貼り付けて
いる。

外面 には繊維 の痕跡 のない長

大 な節 を持 った RL縄 文 を施

文 している。

中期 Ia T-3
クト面

内面

125Y7/3
浅黄
125Y7/3
浅黄

石 英

「く」の字に屈曲する頚部と内青する国縁
を持った深鉢形土器は、回縁部外面にC字
爪形文を施文した凸帯を貼り付けている。

外面には繊維の痕跡のない長
い節を持ったRL縄文を施文
している。

中期 Ia A-1
外面

内面

10YR 6/4
にぶい責橙
25Y6/3
にぶい黄

石英 長石 結晶

片岩

999
膨らみが小さい体部は、「くJの字に屈曲
する顕部に接するようにC宇爪形文を施文
する凸帯を2条水平に貼り付けている。

タト面には節が大きいR L4亀文
を施文している。

中期 Ia T-3
外面

内面

i75YR 6/4
にぶい橙

:10YR 7/4

にぶい責橙

石英 結晶片岩

1000
体部は、「く」の字に屈曲する顕部との境
近くに「く」字ネ」突文を施文する凸帯を1

条水平に貼り付けている。

外面 には長大 な節 を持 った R
L縄文 を施文 している。

中期 Ia S-20

タト面 :75YR 4/4
掲

内面 :75YR 4/4
褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
チャート

膨らみが小さい体部は、「くJの宇に屈曲
する顕部に接するようにC字爪形文を施文
する凸帯を2条水平に貼り付けている。

外面 には長大 な節 を持 った縦

走す る RL縄 文 を施文 してい

る。

中期 Ia T-3
外面 :10YR 6/3

にぶい責栓
内面 :75YR 6/4

にぶい橙

石 央 長 石
チャート

1002
体部は、「く」の宇に屈曲する顕部との境
近くに「くJ字刺突文を施文する凸帯を 1

条水平に貼り付けている。

外面には長大な節を持つた縦
走するRL紀文を施文してい
る。

中期 Ia A-2
外面 :10YR 6/2

灰黄褐
内面 :10YR 5/2

灰黄褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1003
体部は、「く」の字に屈山する頚部に接す
るように「くJ字状刺突文を施文した凸帯
を水平に聴り付けている。

外面 には長大 な節 を持 つた R
L縄文 を施文 している。

中期 Ia A-2
外面 :75YR 7/4

にぶい橙
内面 :10YR 6/3

にぶい黄橙

石夫 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不 良

1004
内督する口縁と頸部には「く」字状刺突文
を施文 した凸帯を 1条ずつ貼 り付けてい
る。

外面には長大な節の中に繊維
の痕跡が残る縦走するRL縄
文を施文している。

中期 Ia

外面 :10YR 7/2
にぶい黄橙

内面 :25Y7/2
灰責

石芙 長石

1005

内彎する頚部と「くJの字に屈曲する頸部
を持った深鉢形土器は、国縁都と頸部にそ
れぞれ「くJ字状刺突列を施文した凸帯を
1条ずつ貼り付けている。

外 面には長大 な節 の中に紋維
の痕跡が残 る縦走す る RL縄
文 を施文 している。

中期 Ia A-18

外面 :75YR 5/8
にぶい褐

内面 :ЮYR6/2
灰黄褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1006

筒状の体部と、「くJの字に屈曲する頸部か
ら内管しながら外上方に大きく開く口縁部
を持つた深鉢形土器は、体部上半に「く」
字状刺突文を施文した水平方向の凸帯を 1

cmほ どの間隔をあけて2条貼り付けている。

体部 には長い節の中に繊維の

痕跡が ない縦走す る RL縄 文
を施文 している。

中期 Ia S― ]

外面 :5YR 6/6

橙

内面 :5YR 6/6

橙

石央 長石

1007

体部は、大きく張つた肩部にC字爪形文を
施文した低い凸帯を水平に貼り付け、上部
には弧線文を描き、下には直線を縦に垂下
させている。

体部 には長い節の中に繊維の

痕跡が ない縦走す る RL縄 文

を施文 している。

中期 Ia 不明

外面 :10YR 6/4
にぶい責橙

内面 :75YR 7/6
栓

石英 長石

1008
肩部 に水平 に貼 り付 け られた C字爪形文 を

施文 した凸帯 の上 に、同 じ特徴 を持 つた凸

帯で連弧文 を描いている。

外面には節が大きい縦走する
RL縄文を施文している。

中期 I) T-2
タト面 :25Y7/3

浅黄
内面 :10YR 6/2

灰黄褐

石央 長石

1009

大きく1彰 らむ体部は「く」の字に屈曲する
頚都との境近くに「くJ字状刺突文を施文
した凸帯を貼 り付けて弧線文を描いてい
る。

外面には節が大きい縦走する
RL縄文を施文している。

中期 Ia T-1
外面 110YR 5/2

灰黄褐
内面 110YR 5/2

灰責褐

石英 長石

体部外面 は地文の縄文の上 に C字爪形文 を

施文 した薄 い粘 土帯 を縦 に貼 り付 けて い

る。

体部 には長い節 の中に繊維 の

痕跡が ない縦走す る RL縄 文
を施文 している。

中期 Ia T-1

外面 :75YR 7/6
橙

内面 15YR 7/4
にぶい橙

石英

膨 らみを持った体部は地文の縄文の上に
「くJ字刺突列を施文した凸帯を統に貼 り
付けている。

体部には0段多条の可能性が
ある縦走するRL縄文を施文
している。

中期 Ia T-2
外面 :5YR 5/4

にぶい赤褐
内面 :10YR 6/4

にぶい黄橙

石英

膨 らみを持った体部は地文の縄文の上に
「くJ字刺突文を施文した凸帯を縦に貼 り
付けている。

縦走するRL縄文を施文して
いる。

中期 Ia T-1

タト面 :10YR 7/4
にぶい黄橙

内面 :25Y6/3
にぶい黄

石夫 チ ャー ト

筒状 の体 部 か ら弱 く括 れ た頸 部 にか けて

は、 C字爪形文 を施文す る凸帯 を 2条水平
に tllり

付 け、その下 には同 じ凸帯で弧線文

を描いている。

体部 には長い節の中に繊維 の

痕跡が ない維走す る RL縄 文
を施文 している。

中期 Ia T-2
外 面 10YR 6/4

にぶい黄橙
10YR 7/4
にぶい責橙

内面
石英 長石

筒状の体部には「く」字状束1突文を施文し
た水平方向の凸帯を間隔をあけて2条、並
行して貼り付けている。

縦走する節の大きいRL紀文
を施文している。

中期 Ia T-2

25Y7/3
浅責
25Y7/2
灰責

外面

内面
石英
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筒状の体部には「く」字状刺突文を施文し
た水平方向の凸帯を間隔をあけて3条、並
行して貼り付けている。

縦走するRL縄文を施文して
いる。

中期 Ia T-2
外面 10YR 6/6

明責褐
75YR 6/6
橙

内面
石奥

筒状の体部と「くJの年に屈曲する頸部に
はそれぞれ連続する「く」字状刺突を加え
た凸帯を1条ずつ貼り付けている。

外面にはI・n維の痕跡のない節
を持った縦走するRL縄文を
施文している。

中期 Ia T-1

外面 10YR 6/4
にぶい責橙
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

筒状の体部には連続する「く」字状刺突を
加えた凸帯を間隔をあけて水平に貼り付け
ている。

外面には繊維の痕跡のない節
を持った縦走するRL縄文を
施文している。

中期 Ia A-3
外 面 75YR 6/8

橙
25Y5/3
黄褐

内面

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

筒状の体部には連続する「くJ字状刺突を
加えた凸帯を間隔をあけて水平に貼 り付け
ている。

外面 には繊維 の痕跡 のない節
を持 った縦定す る RL縄 文 を

施文 している。

中期 Ia T-4
外 面 10YR 6/4

にぶい黄橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石 英 曇 母
チャート

直立する筒状の体部は、「く」の字に屈曲
する頚部に接 して、連続する「 く」字状刺
突を加えた凸帝を水平方向に2条賄 り付け
られ、さらに下方にも1条のびている。

外面には縦走するRL縄文を
施文している。

中期 Ia T-3
外 面 75YR 6/4

にぶい橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面
石英 長石

1020
筒状の体部は顕部近くに「く」字状刺突文
を施文した凸帯を2条貼 り付けている。

外面には繊維の痕跡がない長
い節を持った縦走するRL縄
文を施文している。

中期 Ia A-2
外面 :5YR 7//6

橙
内面 :5YR 7/8

橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1021
筒状の体部には「く」字状刺突文を施文し
た薄い粘土帯を水平方向に2条貼 り付けて
いる。

外面 には繊維 の痕跡が ない長
い節 を持 った縦走す る RL縄
文 を施文 している。

中期 Ia S-4

外 面 5YR 6/4
にぶい橙
75YR 7/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶

片岩

1022
筒状の体部には「く」字状刺突文を施文し
た凸帯帯を水平方向に2条貼 り付けてい
る。

中期 Ia 示明

タトE] 10YR 6/3
にぶい責橙
25Y5/1
責灰

内面

石 英 長 石
チャー ト

1023
頸部の括れ部から体部にかけて連続する
「く」字状刺突を加えた凸帯を2条水平に
貼り付けている。

縦走する節の大きいRL縄文
を施文している。

中期 Ia A-1

外 面 5YR 5/4
にぶい赤褐
5YR 5/4
にぶい赤褐

内面

石 芙 長 石
チャート

1024
膨らみが小さい体部にはC字爪形文を施文
した薄い粘土帯を貼り付けて直線や環状な
どの文様が描かれている。

維走する節の大きいRL縄文
を施文している。 中期 Ia T-4

外 面 75YR 6/4
にぶい橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石英

体部には「く」字状刺突文を施文した凸帝
を水平に貼り付けている。

外面には繊維の痕跡が残る大
きいい節を持った縦走するR
L縄文を施文している。

中期 Ia T-1
外 面 10YR 6/4

にぶい責橙
25Y7/3
浅責

内面
石英

1026 体部には「く」字状刺突文を施文した凸帯
を水平に貼り付けている。

外面には繊維の痕跡がない大
きいい節を持った縦走するR
L縄文を施文している。

中期 Ia T-3
外 面 ＹＲ４

錦
ＹＲ５錦

１０
灰
１０
灰

内面
石英

1027
体部には「くJ字状刺突文を施文した凸帯
を水平に貼り付けている。

外面は縄文施文後、ナデ調整
が加えられている。

中期 Ia T-2
外 面 75YR 6/4

にぶい橙
5YR 6/6
橙

内面
石英

1028 筒状の体部にはC字爪形文を施文した凸帯
を水平に貼り付けている。

外面には繊維の痕かがない大
きいい節を持った縦走するR
L縄文を施文している。

中期 Xa T-1

外 面 75YR 6/4
にぶい橙
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面
石英 長石

体部には「 くJ字状刺突文を施文した凸帯
を水平に貼り付けている。

外面には繊維の痕隊がない大
きい節を持った縦走するRL
縄文を施文している。

中期 Ia T-2
外 面 10YR 5/3

にぶい責褐
10YR 5/2
灰責褐

内面
石英 長石

外面には「く」字状刺突文を施文した凸帝
を斜めに貼り付けている。

外面には繊維の痕跡がない大
きい節を持った縦走するRL
縄文を施文している。

中期 Ia T-1

外 面 75YR 6/6
橙
5YR 6/6
橙

内面
石英 長石

体部外面には「く」字状刺突列を施文した
凸帯を水平に貼り付け、それと直交する同
じような凸帯が下方にのびている。

外面には繊維の痕跡がない長
大な節を持った縦走するRL
縄文を施文している。

中期 Ia T-2
外面 5YR 6/4

にぶい橙
5YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

1032
体部 には C字爪形文 を施文 した凸荷 を水平
に貼 り付 けている。

外面には長い節を持った縦走
するRL縄文を施文 してい
る。

中期 Ia T-2
外 面 :75YR 6/3

にぶい褐
:75YR 7/4
にぶい橙

内面
石英 赤色斑泣

1033
直立する体部には「 く」字状刺突文を施文
した薄い帯状の粘土帯が水平に貼り付けら
れている。

外面 には繊維の痕跡が ない長

大 な節 を持 った維定す る RL
縄文 を施文 している。

中期 Ia T-20

外 面 :5YR 6/4
にぶい橙

:10YR Ъ/4

にぶい黄橙
内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

直立する体部にはC字爪形文を施文した帯
状の粘土帯が水平に貼り付けられている。

外面には長大な節を持った縦
定するRL縄文を施文してい
る。

中期 Ia A-5
外 面 10YR 5/2

灰責褐
10YR 7/4
にぶい責橙

内面
石英 長石
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1035
体部外面には「く」宇状刺突文を施文した
凸帯を水平に貼り付け、それと直交する同
じような凸帯が下方にのびている。

外面 には繊維の痕跡が ない長

大 な節 を持 った縦たす る RL
縄文 を施文 している。

中期 Ia T-1
外面 :10YR 6/4

にぶい橙

内面 :5YR 6/6

橙

石 英

1036
地文の縄文の上 に C字爪形文 を施文 した凸

帝を縦 に貼 り付 けている。

外面には繊維の痕跡がない長
大な節を持った縦走するRL
縄文を施文している。

中期 Ia 不明

外面

内面

γ
　
７
褐

５ＹＲ
橙
５ＹＲ
嚇

石英 長石 結晶
片岩

1037
地文の縄文の上に「 くJ字状刺突文を施文
した凸帯を水平に貼り付けている。

外面には繊維の痕跡が残る長
大な節を持つた縦走するRL
縄文を施文している。

中期 Ia S-1

タト面 :5YR 6/6

橙

内面 :10YR 7/3

にぶい首橙

石英 長石 結晶

片岩

1038
筒状の体部にはC字爪形文を施文した環状
の凸符が只占り付けられている。

外面 には繊維 の痕跡が ない長
い節 を持 った維走す る RL縄
文 を施文 している。

中期 Ia T-4
タト面 :75YR 6/4

にぶい橙

内面 :25Y5/2
Eき 匡苦

石 央

1039

頂部が平坦 な山形突起 を付 けた波状 目縁 の

深鉢形土器 は、いったん口縁部内外面に縄

文 を施文 したあ と、端部上面 に粘上 を貼 り

付 けて拡張 し、次に口縁 に沿って内側 は時

計 回 り、外側 は反時計回 りの方向の連続す
る C字爪形文 を加 えている。外面は端部か

ら 1 5cmほ ど下 に C字爪形文 を回縁 に並

行するように貼 り付 けている。

内外面とも節の中に繊維痕が
ない長い節を持ったRL縄文
が施文されているが、内面の
縄文は端部近くを残してナデ
消されている。

中期 Ib T-3
外面

'75YR 6/6
橙

内面 :10YR 5/2

灰黄褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
良好

頂部が平坦で正面に円孔が穿たれた長楕円
形の突起を付けた波状回縁の深鉢形土器
は、突起の下にC字爪形文を施文した凸帯
を2条貼り付けて曲線を描いている。

内面にはRL縄文が施文され
ているが端部近くを残してナ
デ消され、境には稜が残され
ている。

中期 Ib T-1
タト面 i10YR 7/4

にぶい責橙
内面 :75YR 6/4

にぶい橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

酒杯状突起を付けた波状国縁の深鉢形土器
は、いったん口縁部内外面に縄文を施文し
たあと、端部外面に低い凸帯を貼 り付け、
端部上面は時計回り、外面の凸市上は反時
計回りの方向の連続するC字爪形文を施文
し、日縁端部を円く仕上げている。外面は
凸帯に接 して薄い粘土帯を貼 り付け波状の
C字爪形文が 2条施文されている。

内外面とも繊維痕がない長い
節を持ったRL縄文が施文さ
れているが内面の縄文は端部
近くを残してナデ消されてい
る。

中期 Ib T-20

外面 :5YR 7/6

橙

内面 :5YR 7/8

橙

石央 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

酒杯状突起を付けた波状口縁の深鉢形土器
は、いったん口縁部内外面に縄文を施文し
たあと、端部外面に低い凸荷を貼 り付け、
端部上面は時計回り、外面の凸帯上は反時
計回りの方向のC字爪形文を連続して施文
し端部を円く仕上げている。凸帯の下には
凸帯に接して1条、やや間隔をあけてもう
1条幅 l cmか ら1 5cmほ どのC字爪形文
によって波状文が描かれている。

内外面とも長大な節の中に繊
維の痕ElfNが ないRL縄文が施
文されているが内面の縄文は
端部近くを残してナデ消され
ている。

中期 Ib T-2
外面 :10YR 5/2

灰黄褐

内面 :10YR 6/4
にぶい黄橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

酒杯状突起を付けた波状口縁の深鉢形土器
は、端部上面から外面にかけて帯状の粘土
を薄く貼 り付けて肥厚させ上面には反時計
まわりの方向にC字爪形文を施文し、端部
を円く仕上げている。外面の粘土帯上には
この端部上面の爪形文列に接してさらに幅
が広いC字爪形文を1条施文している。

口縁端部内面 には RL縄 文が

施文 されてい るが端都近 くを

残 してナデ消 されている。

中期 Ib A-2
外面 :10YR 8/3

浅黄橙
内面 :75YR 8/4

浅責橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

側面に未完通の穿孔が加えられた山形突起
を付けた波状口縁の深鉢形土器は、いつた
ん口縁部内外面に縄文を施文したあと、端
部外面に低い凸帯を貼 り付1)て 肥厚させ、
次いで端部上面は時計回り、外側の凸帯に
は反時計回りの方向のC字爪形文を施文し
端部を円く仕上げている。外面には薄い帯
状の粘土帯を2条、間隔をあけて貼り付け
た上にC字爪形文を施文している。

内外面とも長大な節のRL縄
文が施文されているが、外面
の縄文は粘土帯を貼 り付ける
際に加えられたナデによって
ナデ消され内面の縄文は端部
近くを残してナデ消されてい
る。

中期 Ib T-20

外 面

内面

10YR 6/2
灰黄褐
10YR 7/2
にぶい黄橙

石 英 長 石
チャート 不 良

1045

側面か ら未完通の穿孔 を加 えた山形突起 を

付 けた波状 回縁 の深鉢形土器 は、いったん

回縁部内外面 に縄文 を施文 したあ と、端部
外面 に低 い凸帯 を貼 り付 けて肥厚 させ、端

部上面は R宇計 回 り、凸帯上 は反時計回 りの

方向の C字爪形文 を施文 してい る。外面 は

凸帝に接するように施文されたC字爪形文
が1条確認できる。

口縁部内面には節の長いRL
縄文が施文されているが、端
部近くを残してナデ消されて
いる。

中期 Ib

1046

側面から未完通の穿孔を加えた山形突起を
付けた波状国縁の深鉢形土器は、いったん
口縁部内外面に縄文を施文したあと、端部
外面に低い凸帯を貼り付けて肥厚させ、端
部上面は時計回り、凸帯上は反時計回りの
方向のC宇爪形文を施文している。外面は
端部からl cmほ ど下に国縁と並行するよう
に帯状の粘土を薄く貼 り付けた上に「 く」
字状刺突列を1条施文している。

口縁部内面には長大な節を
持ったRL縄文が施文されて
いるが、内面の縄文は端部近
くを残 してナデ消されてい
る。

中期 Ib S-20

外面 10YR 4/1
褐灰
25Y6/2
灰責

内面
石英 長石

1047

側面 に未完通の穿孔 を加 えた山形突起 を付
けた波状 口縁 の深鉢形土器 は、いったん口

縁部内外面 に縄文 を施文 したあ と、端部外
面 に低い凸帯 を貼 り付 けて肥厚 させ、端部
上面は時計回 り、凸帯上 は反時計回 りの方
向の C字爪形文 を施文 している。外面は端

部から2 cmほ ど下に口縁と並行するように
帯状の粘上を薄く貼 り付けた上にC字爪形
文を1条施文している。

内外面ともRL縄文が施文さ
れているが内面の縄文は端部
近くを残してナデ消されてい
る。

中期 Ib R― 以Э

外 面 ,25Y8/3
淡責

:25Y8/3
淡責

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
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1048

側面に未完通の穿孔を加えた山形突起を伺
けた波状口縁の深鉢形土器は、いつたん口
縁部内外面に縄文を施文したあと、端部外
面に低い凸帯を貼り付け、端部上面は時計
回り、外面の凸帯上は反時計回りの方向の
C字爪形文を施文している。外面は端部か
ら2 cmほ ど下に口縁に並行するようにC字
爪形文が1条施文されている。

内外面とも非常に長い節を
持つたRL槌文が施文されて
いるが、外面の組文はほとん
どナデ消され、内面の組文も
端部近くを残すだけである。

中期 Ib T-2
外面 :75YR 7/4

にぶい橙

内面 :10YR 4/2

灰責褐

石英 長石 結晶

片岩

中央部に円了しが穿たれた山形突起を付けた
波状口縁の深鉢形土器は国縁端部外面に低
い凸帯を貼り付け、端部上面は時計回り、
凸帯 ヒは反時計回りの方向のC字爪形文が
施文されている。外面には、突起中央部の
円孔の下に幅 l cmほ どのC字爪形文が水平
方向に残されている。

回縁部内面 には RL縄 文 を施

文 している。。
中期 Ib B-19

外面 :10YR 6/3
にぶい黄橙

内面 110YR 8/2

灰白

石英 長石 結晶
片岩

一用の円孔が穿 たれた山形突起 を付 けた波

状 日縁 の深鉢形上器 は国縁端部外面 に低 い

こ「市 を貼 り付 け、内側 は時計回 り、凸帯上

は反時計回 りの方向の C字爪形文が施文 さ

れている。外面 には、円孔の下 に C字爪形

文が残 されている。

口縁部内外面 とも長い節の な

か に繊維の痕跡が ない RL縄
文 を施文 している。

中期 Ib A-18

外面 i5YR 7/6

橙

内面 :75YR 7/4
にぶい橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

中央部 に円孔が穿たれた山形突起 を付 けた

波状 日縁の深鉢形土器 は、端部外面 に低い

凸帯 を貼 り付 け、次いで端部上面 に時計 回

り、凸帯上 は反時計 ]り の方向の C字爪形

文 を施文 している。

内クト面とも員何が大きしヽRL縄
文を施文している。

中期 Ib B-19

外面 :10YR 8/2

灰 白

内面 :10YR 7/2

にぶい責橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色現[粒

中央部 に円孔 が穿 たれた山形突起 を付 けた

波状 [J縁 の深鉢形土器 は、端部上面に時計

回 りの方向の C宇爪形文 を施文 している。

中期 Ib B-19

外面 :75YR 6/4
にぶい栓

内面 :75YR 4/3
褐

石央 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
不 良

中央部 に円Fし が穿 たれた山形突起 を付 けた

波状 日縁の深鉢形土器 は、いつたん口縁部

内外面 に縄文 を施文 したあ と、端部上 Dlに

粘土 を貼 り付 け、次いで端部 L面は時計 回

り、外面 は反時計 回 りの方向の C字爪形文
を施文 している。 同 じ爪形文 は端部か ら 2
cmほ ど下 に水平に貼 り付 け られた群い粘土

RI上に も施文 される。

日縁部内外面 とも長大 な節の

中に llk維 の痕跡が ない RL縄
文が施文 されているが、内面
の紀文 は端部近 くを残 してナ
デ消 されている。

中期 Ib B-19

外 面 25Y7/3
浅黄
25Y7/2
灰責

内面
石英 不 良

山形突起 を付 けた波状 口縁 の深鉢形 土器
は、端部外面 に低い凸帯 を貼 り勺 けた上 に

反時II回 りの方向の C字爪形文 を施文 して
いる。外面には水平 に C字爪形文 を 1条 施

文 している。

国縁部内外面 とも長大 な節 の

中に繊維の痕跡が ない RL縄
文が施文 されているが、内而
の紀文 は端部近 くを残 してナ

デ消 されている。

中期 Ib B-19

外 面 75YR 7/4
にぶい橙
10YR 7/3
にぶい費橙

内雨

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

平坦なEI縁の深鉢形土器はいったん日縁部
内外面に縄文を施文したあと、端部外面に
凸帯を貼 り伺けて拡張 し、次いで回縁に
沿って内側が時計回り、1頁部から外面の凸
帯にかけては反時

=「

回りの方向にC宇爪形
文を施文している。また端部からl cmほ ど
下には同様の爪形文が施文された津い粘土
帯が回縁に 2ヽ行 して貼りlNlけ られている。

日縁部 内外面 とも長大 な節 を

持 つた RL縄 文が施文 されて
いるが、内面の縄文 は端部近

くを残 して ナ デ消 され て い

る。

中期 Ib T-2
外 面 10YR 6/4

にぶい黄橙
75YR 5/3
にぶい掲

内雨
石央 赤色斑粒

1056

平lHな 口縁の深鉢形上器は、いったん日縁
部内外面に縄文を施文したあと、端部上面
に凸帝を貼り付けて拡張し、次いで日縁に
沿って内11は 時計回り、外狽1は 反時計回り
の方向の連続する「く」宇状刺突を加え llr

両方形に仕上げている。外面は端部から 1

cmほ ど下にC字爪形文列が施文された薄い

粘土帝が日縁に並行して貼り付けられてい
る。

国縁部内外 alと も節が大きい
RL縄文が施文されている
が、内面の縄文は端部近くを
残してナデ消されている。

中期 Ib T-3
外面 5YR 5/4

にぶい赤褐
10YR 6/4
にぶい黄栓

内面
石英 赤色斑粒

1057

平坦な国縁の深|・
IN形 土器は、いつたん口縁

部内外面に率せ文を施文したあと、端部外面
に凸帯を貼り何けて拡張し、次に端部上面
は時計回り、外而の凸帯上は反時計回りの
方向のC字 爪形文を施文している。外面は
端部から2 cmほ ど下にC字爪形文を2条施
文した薄い粘土常を国縁に並行するよう貼
り伺1す ている。

日縁部内外面 とも長大 な節 を

持 った縦走す る RL縄 文が施

文 されてい るが、内面の拙 文
は端部近 くを残 してナデ消 さ

れている。

中期 Ib T-3
外面 10YR 5/3

にぶい黄褐
10YR 5/8
にぶい責褐

内面
石英

平lPな 同縁の深鉢形土器は、いつたん口縁
部内外面に縄文を施文したあと、端部外面
に凸村を貼り付けて拡張し、次に端部上 ll「

は時計回り、外面のLl市 上は反時計回りの
方向のC宇爪形文を施文している。外而は
瑞部から1 5cmほ ど下にC字爪形文を2
条施文した薄い粘土帯を回縁に並行するよ
う貼り付けている。

口縁部内外面とも長大な節を
持った縦走するR L41文 が施
文されているが、内面の縄文
は端部近くを残してナデ消さ
れている。

中期 Ib B-19

外面 10YR 6/2
灰責tFD

10YR 6/3
にぶい責橙

内而
石英

1059

緩やかな波状 口縁 の深鉢形土器 は、いつた

ん日縁部内外面 に縄文 を施文 したあ と、端

部外面 に凸村 を貼 り付 けて拡張 し、次に端

部上両 は時計 回 り、外面の世市上 は反時計

回 りの方向の C字爪形文 を施文 してい る。

外面は端部の L帯直 下に C宇爪形文 を 2条
口縁 に並行す るように施文 している。

日縁部内外面 とも長大 な節 を

持 った縦走す る RL縄 文が施

文 されているが、内面の縄文
は端部近 くを残 してナデ消 さ
れてい る。

中期 Ib T-2

クト両 75YR 6/6
橙
5YR 6/6
橙

内面
石英 長石

―-246-―



第5表 包含層出土遺物観察表 (47)

遺物
番号

徴特 縄 文 原 体 型式
出土

地点
調色 土 焼 成 備  考

1060

平lHな 国縁の深鉢形土器 は、い ったん口縁

部内外面 に縄文 を施文 したあ と、端部外面
に凸帝 を貼 り付 けて拡張 し、次に端部上面
は時計回 り、外面の凸帯 Lは 反時計回 りの

方向の C字爪形文 を施文 してい る。外面は

端部か ら2 cmほ ど下 に C字爪形文 を 2条施

文 した薄い粘土帯 を日縁 に並行す るよう賄

り伺 けている。

日縁部は外面と内面の端部直
下にそれぞれRL縄文を施文
している。

中期 Ib T-1

75YR 6/4
にぶい橙
75YR 6/4
にぶい橙

外面

内面
石英 長石

平坦な国縁の深鉢形土器は、いつたん口縁
部内外面に縄文を施文したあと、端部外面
に凸帝を地りTJけて拡張し、次に端部上面
は時計回り、外面の凸帯上は反時計回りの
方向のC字爪形文を施文している。外面は
端部の凸帯直下にC字爪形文を2条施文し
た薄い粘土帝を口縁に並行するよう姑り付
けている。

口縁部内外面 とも長大 な節 を

持 った縦走す る RL縄 文が施

文 されているが、内面の縄文
は端部近 くを残 してナデ消 さ

れている。

中期 Ib A-2
クト面

内面

25Y3/1
黒褐
10YR 5/3
にぶい黄褐

石央 長石

1062

平坦な日縁の深鉢形土器は、いつたん口縁
部内外面に縄文を施文したあと、端部外面
に凸常を貼り付けて拡張し、次に端部上面
は時計回り、外面の凸帯上は反時計回りの
方向のC字爪形文を施文している。外面は
端部の凸帯直下にC字爪形文を2条施文し
た薄い粘土帯を日縁に並行するよう貼りll

けている。

日縁部内外面 とも長大 な節 の

中に繊維の痕跡が ない RL縄
文が施文 されているが、内面
の縄文 は端部近 くを残 してナ
デ消 されている。

中期 Ib T-1

クト面

内面

75YR 5/4
にぶい褐
10YR 5/4
にぶい責褐

石英 結晶片岩

平坦な国縁の深鉢形土器は、いつたん口縁
部内外面に縄文を施文したあと、端部外面
に凸帯を貼り付けて拡張し、次に端部上面
は時計回り、外面の凸帯上は反時計回りの
方向のC字爪形文を施文している。外面は
端部から1 5cmほ ど下にC字爪形文を 1

条施文した薄い粘土帯を回縁に並行するよ
う貼り付けている。

LI縁 部内外面 とも長大 な節 を

持 つた縦走す る RL縄 文が施

丈されているが、内面の縄文
は端部近 くを残 してナデ消 さ

れている。

中期 Ib B-19

外 面 10YR 6/1
褐灰
10YR 6/2
灰黄褐

内面
石爽 雲母

1064

平坦な国縁の深鉢形土器は、いったん口縁
部内外面に縄文を施文したあと、端部外面
に凸帯を賄り伺けて拡張し、次に端部上面
は時計回り、外面の凸帯上は反時計回りの
方向のC字爪形文を施文している。外面は
端部から2 cmほ ど下にC字爪形文を2条施
文した薄い粘土帯を口縁に並行するよう貼
り付けている。

日縁部内外面とも長大な節を
持つたR[縄文が施文されて
いるが、内面の縄文は端部近
くを残 してナデ消されてい
る。

中期 Ib T-2
外面

内 面

75YR 6/4
にぶい橙
75YR 7/4
にぶい橙

石英

1065

緩やかな波状口縁の深鉢形土器は、いった
ん日縁部内外面に縄文を施文したあと、端
部外面に凸帯を貼り付けて拡張し、次に端
部上面は時計回り、外面の凸帝上は反時計
回りの方向のC字爪形文を施文している。
日縁部外面は端部の凸帯から5 mm程 度下に
C字爪形文を2条、日縁に並行するように
施文されている。

回縁部内外面とも長大な節を
持つたRL紀文が施文されて
いるが、内面の縄文は端部近
くを残 してナデ消されてい
る。

中期 Ib T-20

外面

内面

5YR 5/3
にぶい赤褐
5YR 6/4
にぶい橙

石英

1066

山形突起を持つた波状口縁の深鉢形上器
は、端部外面に低い凸帯を貼りllけ、端部
上面は時計回り外面の凸帝上は反時計回り
の方向のC字爪形文を施文している。日縁
部外面にはC字爪形文で曲線が描かれてい
る。

口縁部内外面とも長大な節を
持ったRL縄文が施文されて
いるが、内面の縄文は端部近
くを残 してナデ消 されてい
る。

中期 Ib T-3
外面

内面

10YR 6/4
にぶい黄橙
10YR 6/8
明責褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

平坦な口縁の深鉢形上器は、端部内外面にそ
れぞれど1帯 を貼リイJけ て拡張し、次に端部上
面は時計回り、外面の凸帯上は反時計回りの
方向のC字爪形文を施文している。日縁部外
面は端部から2 cmほ ど下にC宇 爪形文を日
縁に並行するように施文している。

内外面ともRし 縄文が施文さ
れているが内面の縄文は端部
近 くを残 してナデ消 さてい
る。

中期 Ib T-5
外面 :75YR 6/8

橙

内面 :75YR 6/8
橙

石英 長石 結品
片岩 赤色斑粒

1068

緩やかな波状口縁の深鉢形土器は、端部外
面に凸帯を貼り付けて拡張し、次に端部上
面は時計回り、外面の凸帯上は反時計回り
の方向のC宇爪形文を施文している。日縁
部外而は端部の凸帯直下にC宇爪形文が2
条、回縁に並行するよに施文されている。

口縁部内面 には RL縄 文が施

文 されているが、端部近 くを

残 してナデ消 さている。

中期 Ib 不 明

外面 :25Y5/8
明赤褐

内面 :25Y5/8
明赤褐

石芙 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1069

山形突起を付けた波状□縁の深鉢形土器
は、端部外面に凸帯を貼り付け、端部上而
は時計回り、外面の凸帯上は反時計回りの
方向のC字爪形文を施文している。国縁部
外面にはC字爪形文列を施文した薄い粘土
帯が2条、 l cmほ どの間隔をあけて水ギに
貼り付けられている。

口縁部内外面 とも長大 な節 を

持 った RL縄 文が施文 されて
い るが、外面 の縄文は C宇形
爪形文 の間、内面の縄文 は端

部近 くを残 してナデ消 されて
いる。

中期 Ib A-2
外面 :10YR 7/6

明黄褐
内面 :10YR 7/6

明黄褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
不 良

山形突起を付けた波状国縁の深鉢形上器は、
端部外面に凸帯を貼り付け、端部上面は時副
回り、外面の凸帯上は反時計回りの方向のC
宇爪形文を施文している。日縁部外面は端部
から2 cmほ ど下にC字爪形文列を施文した薄
い粘土帯が1条貼り付けられている。

日縁部は内外面ともRL縄文
が施文されているが、内面の
縄文は端部近くを残してナデ
イ肖さている。

中期 Ib T-5
外面 :5YR 5/4

にぶい赤褐

内面 :5YR 5/4

にぶい赤褐

石夫 長石 紺晶

片岩 赤色球粒

1071

平坦な日縁の深鉢形土器は端部外面に低い

粘土帯を貼り付け端部上面には時計回り、
外画の凸市上には反時計回りの方向のC字
爪形文が施文されている。日縁部外面は端
部から2 5cmほ ど下に幅 1 5cmの C字爪
形文を1条施文した薄い粘土帯をEI縁 に並
行するように貼りlNlけ ている。

内外面 とも長大 な節のなか に

繊維 の戻跡が ない RL縄 文が

施文 されているが、内面の縄

丈は端部近 くを残 してナデ消

さ

'■

ている。

中期 Ib T-5
外面 :10YR 6/6

明黄褐

内面 :75YR 6/8
10

石英 結晶片岩

赤色斑粒
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1072

回縁は、端都外面に低い凸帯を貼 り付け、
端部上面は時計回り、外面の凸帝上は反時
計回りの方向のC字爪形文を施文 してい
る。

中期 Ib B-6
外 面 :10YR 6/6明
黄掲

内面 :10YR 6/6明
黄褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

成

良

焼

不

1073

内暫する国縁は端部外面に凸帯を貼 り付
け、端部上面は時計回り、外面の凸帯上は
反時計回りの方向のC字爪形文が施文され
ている。また凸精直下にも幅 1 5cmほ ど
の爪形文列が残されている。

内外面ともRL縄文が施文さ
れているが内面の縄文は端都
近くを残してナデ消されてい
る。

中期 Ib T-5
外 面

内面

i75YR 6/6

橙
:75YR 6/6
橙

石英 長石 結晶

片岩

1074

内彎する国縁は端部外面に低い凸帝を貼り
付け、端部上面は時計回り、外面の凸帯上
は反時計回りの方向のC字八形文が施文さ
れている。口縁部外面は凸帯の下に端部か
ら2 cmほ ど下に幅 1 3cmほ どの爪形文が
1条残されている。

内外面ともRL縄文が施文さ
れているが内面の縄文は端部
近くを残してナデ消されてい
る。

中期 Ib B-19

25Y7/2
灰責
25Y8/3
淡責

外面

内面

石英 長石 結晶

片岩

1075

低い山形突起を付けた緩やかな波状口縁の
深鉢形土器は、端郁外面に凸帯を貼り付け、
端部上面は時計回り、外面の凸帯上は反時
計回りの方向のC字八形文を施文 してい
る。国縁部外面は凸帯直下に幅 1 5cmほ
どのC宇爪形文を1条施文している。

国縁部内外面ともRL縄文を
施文している。

中期 Ib T-1
10YR 5/4
にぶい責褐
10YR 5/4
にぶい責褐

外 面

内面

石英 長石 沐吉晶

片岩 赤色斑粒

1076

低い山形突起を付け緩やかな波状口縁の深
鉢形土器は、端部外面に薄い粘土帯を貼 り
付け、端部上面は時計回り、外面の粘土帯
上は反時計回りの方向のC字爪形文が施文
されている。口縁部外面は端部から2 cmほ

ど下に幅 2 cmの C字爪形文が水平に2条施
文されている。

口縁部内外面ともRL縄文が
施文されているが内面の縄文
は端部近くを残してナデ消さ
れている。

中期 Ib S-4

:75YR 5/6
明褐

:75YR 6/6
橙

外 面

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
不 良

1077

内弩する日縁は、端部外面に凸言を貼り付
け、端部上面は時計回り、外面の凸帯上は
反時計回りの方向のC字爪形文が施文され
ている。また日縁部外面は端部から2 cmほ

ど下に幅 1 2cmほ どのC字爪形文が施文
された低い凸市が口縁に並行するように貼
り付けられている。

口縁
=L内

タト面ともRL糸電文が
施文されているが内面の縄文
は端部近くを残してナデ消さ
れている。

中期 Ib T-2
外 面 75YR 6/4

にぶい橙
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1078

口縁は端部外面に凸帯を貼り付け、端部上
面は時計回り、外面の凸帯上は反時計回り
の方向のC字爪形文を施文している。口縁
部外面は端部から2 cmほ ど下に刺突列を 1

条施文している。

回縁部内外面ともRL縄文が
施文されているが内面の縄文
は端部近くを残してナデ消さ
れている。

中期 Ib 不 明

外 面 5YR 6/4
にぶい橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面
石 英

平坦な口縁は、端部外面に低い凸帯を貼り
付け、端部上面は時計回り、外面の凸帯上
は反時計回りの方向のC字爪形文を施文し
ている。

中期 Ib T2 外面 :5YR 6/6橙
内面 :25YR 6/6橙

石英 長石 結晶

片岩

口縁は端都外面に凸帯が貼り付けられ、端
部上面は時計回り、外面の凸帯上は反時計
回りの方向のC字爪形文を施文している。
口縁部外面は端部から2 cmほ ど下に爪形文
を1条施文している。

口縁部内面には長大な節のな
かに繊維の痕跡がないRL縄
文が施文されているが、端部
近くを残してナデ消されてい
る。

中期 Ib T-20

外面 :75YR 7/6
橙

内面 :5YR 7/6

橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1081

山形突起を付けた波状口縁の深鉢と考えられ
る土器は、端部外面に凸帯を貼り付け、端部
上面は時計回り、外面の凸帯上は反時計回り
の方向のC字爪形文を施文している。日縁部
外面は凸帯直下にC字爪形文を1条施文した
薄い粘土帯を水平に貼り付けている。

国縁部内面には繊維痕のない

長い節を持ったRL縄文が施
文されているが、端部近くを
残してナデ消されている。

中期 Ib T-2
外面 75YR 6/6

橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面

長 石 結 晶英

岩
石

片

低い山形突起を付けた緩やかな波状口縁の
深鉢形土器は、端部外面に凸帯が貝占り付け
られ、端部上面は時計回り、凸帝上は反時
計回りの方向のC字爪形文を施文してい
る。国縁部外面は凸帯直下に幅 1 5cmほ
どのC字爪形文を1条施文した薄い粘土帯
が水平に貼り付けられている。

口縁部内面 には RL縄 文が施

文 されてい るが、端部近 くを

残 してナデ消 されている。

中期 Ib A-1

10YR 5/4
にぶい黄掲
10YR 6/4
にぶい黄橙

外 面

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1083

平坦な口縁を持つた深鉢形土器は、端部外
面に低い凸帯が貼り付けられ、端部上面は
時計回り、凸帝上は反時計回りの方向のC
字爪形文が施文されている。日縁部外面は
凸帯直下にC字爪形文を施文した薄い粘土
帯が貝占り付けられている。

口縁部内外面ともRL縄文が
施文されているが内面の縄文
は端部近くを残してナデ消さ
れている。

中期 Ib T-2
内面

10YR 5/2
灰責褐
75YR 6/4
にぶい橙

外 面

石英

1084

緩やかな波状回縁の深鉢と考えられる土器
は、端部上面は時計回り、外面の凸帯上は
反時計回りの方向のC宇爪形文を施文して
いる。国縁部外面は端部から05～ l cm

ほど下に幅 l cmほ どのC字爪形文を1条施
文した低い粘土帯を水平に賄 り付けてい
る。

国縁部内面にはRL縄文が施
文されているが、端部近くを
残してナデ消されている。

中期 Ib S-4

外 面 :10YR 6/2

灰責褐
:25Y6/1
責灰

内面

石英 長石 井吉晶
片岩 赤色斑粒

平坦な口縁を持った深鉢形土器は、端部外
面に低い凸帯を貼 り付け、端部上面は時計
回り、外面の凸帯上は反時計回りの方向の
C字爪形文を施文している。口縁部外面は
凸帝直下にC字爪形文を2条 口縁に並行す
るように施文している。

口縁部内面には節の中に繊維
の痕跡がないRL縄文が施文
されているが、端部近くを残
してナデ消されている。

中期 Ib A-1
外 面 75YR 6/4

にぶい橙
75YR 6/3
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶

片岩

1086

平坦な口縁を持つた深鉢形土器は、端部外
面に低い凸帯を貼り付け、端部上面は時計
回り、外面の凸帯上は反時計回りの方向の
C字爪形文を施文している。

口縁部内外面ともRL縄文が
施文されているが内面の縄文
は端部近くを残してナデ消さ
れている。

中期 Ib A-1
外面 :5YR 5/4

にぶい赤褐
:75YR 4/1

褐灰
内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
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1087

円孔が穿たれた低い突起を付けた緩やかな
波状口縁の深鉢と考えられる土器は、端部
外面に反時計回りの方向のC字爪形文を施
文し、その直下には幅 l cmほ どのC字爪形
文を1条施文した低い粘土帯を水平に貼り
イ寸↓)ている。

口縁言卜内タト面ともRL坤電文が
施文されているが内面の縄文
は端部近くを残してナデ消さ
れている。

中期 Ib

平坦な国縁を持つた深鉢形土器は、端部外
面に薄い粘土帯を貼 り付け、端部上面は時
計回り、外面の粘土帯上は反時計回りの方
向のC宇爪形文を施文している。

国縁部内面には節の大きいR
L縄文が施文されているが、
端部近くを残してナデ消され
ている。

中期 Ib A-6
外 面 5YR 7/6

栓
5YR 2/1
黒褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1089

緩やかな波状口縁の深鉢と考えられる土器
は、端部外面に凸帯を貼り付け、端部上面
は時計回り、外面の凸市上は反時計回りの
方向のC字爪形文を施文している。国縁部
外面は端部の凸帯直下に幅 1 5cmほ どの
C字爪形文を1条施文している。

口縁部内面には節の大きいR
L縄文が施文されているが、
端部近くを残してナデ消され
ている。

中期 Ib T-2
T-3

外面

内 面

5YR 4/4
にぶい赤褐
10YR 4/2
灰責掲

石英 赤色斑粒

1090

山形突起を付けた波状口縁の深鉢と考えら
れる土器は、端都上面は時計回り、外面の
凸市上は反時計回りの方向のC字爪形文を
施文している。日縁部外面はC字爪形文の
下に細い結節沈線を2条水平方向に引き、
さらにその下にはC字爪形文を施文した凸
帯を環状に貼り付けたと思われる痕跡が残
されている。

日縁 部内外面 には長い節 の中
に繊維 の痕跡が ない RL縄 文

が施文 されてい るが、内面の

縄文 は端部近 くを残 してナデ

消 されている。

中期 Iも S-20

外面 :10YR 6/3
にぶい黄橙

内面 :10YR 4/6

褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

平坦な口縁を持った深鉢形土器は、端部上面
に時計回り、外面は反時計回りの方向のC字
爪形文を施文している。日縁部外面は端部に
施文された爪形文列の直下に、幅 l cmほ どの
C字爪形文を1条施文した薄い粘土帯を目縁
に並行するように貼り付けている。

口縁部内外面には節の中に繊
維の痕跡がない縦定するRL
縄文が施文されているが、内
面の縄文は端部近くを残して
ナデ消されている。

中期 Ib A-1
75YR 7/6
橙
75YR 7/6
橙

面

　

面

外

　

内
石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1092

内彎する国縁は端部からl cmほ ど下に口縁
に並行して「く」字状の刺突列を施文した
凸帯が 1条貼 り付けられ、さらにその下に
は曲線を描くように別の凸帯が只占り付けら
れている。

口縁部内面には長大な節のR
L縄文が施文されているが、
端部近くを残してナデ消され
ている。

中期 Ib T-2

i5YR 6/6

橙
:75YR 6/6
橙

外面

内面

石英 長石 結晶

片岩

1098

緩やかな波状口縁の深鉢と考えられる土器
は、端部外面に低い凸帯を貼り付け、端部
上面は時計回り、タト面の凸帝上は反時計回
りの方向にC宇爪形文が施文されている。
日縁部外面はこの凸帯直下に幅 1 5cmほ
どのC字爪形文を1条施文した薄い粘土符
が水平に貼り付けられている。

内面には節が大きいRL縄文
が施文されているが、端部近
くを残 してナデ消されてい
る。

中期 Ib T-1
内面

75YR 6/6
橙
5YR 5/8
明赤褐

外 面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

平坦な口縁を持つた深鉢形土器は、端部上面
に時計回り、外面は反時計回りの方向のC字
爪形文を施文している。日縁部外面は端部に
施文された爪形文列の直下に、幅 l cmほ どの
C字爪形文を1条施文した薄い粘土帯を回縁
に並行するように貼り付けている。

口縁部内外面ともRL縄文が
施文されているが内面の縄文
は端部近くを残してナデ消さ
れている。

中期 Ib S-1

外 面 5YR 6/8
橙
75YR 6/8
橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1095

平坦な口縁を持った深鉢形土器は、端部外
面に薄い凸帯を貼り付け、端部上面は時計
回り、外面の凸帯上は反時計回りの方向の
C字爪形文を施文している。

口縁部内外面ともRL縄文が
施文されているが内面の縄文
は端部近くを残してナデ消さ
れている。

中期 Ib T-2
10YR 6/4
にぶい黄橙
10YR 6/6
明黄褐

外 面

内面
長石石 英

内葺す る国縁 は端部外面 に薄い粘土帯 を貼

り付 け、粘土言上 に反時計 回 りの方向 に C
字爪形文が施文 されている。

口縁部内外面とも節の長いR
L縄文が施文されているが、
内面の縄文は端部近くを残し
てナデ消されている。

中期 Ib A-5
10YR 6/3
にぶい黄橙
75YR 5/4
にぶい褐

外面

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1097

平坦な口縁を持った深鉢形土器は、端部外
面に低い凸帯を貼り付け、端部上面に時計
回り、外面の凸帯上には反時計回りの方向
のC字爪形文を施文している。国縁部外面
は端部の凸市直下に、幅 1 5cmほ どのC
字爪形文を1条施文した薄い粘土帯を口縁
に並行するように貼 り付けている。

口縁部内面にはRL縄文が施
文されているが端部近くを残
してナデ消されている。

中期 Ib B-19

10YR 8/1
灰白
10YR 7/1
灰白

外 面

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

平坦な回縁を持つた深鉢形土器は、端部外
面に低い凸帯を貼り付け、反時計回りの方
向のC宇爪形文を施文している。日縁部外
面は端部の凸帯直下に、幅 1 5cmほ どの
C字爪形文を1条施文した粘土帯を口縁に
並行するように貼り付けている。

口縁部内面にはRL縄文が施
文されているが端部近くを残
してナデ消されている。

中期 Ib T-3
外 面 10YR 5/3

にぶい責褐
10YR 6/4
にぶい責橙

内面
石英

1099

平坦な口縁を持った深鉢形土器は、端部外
面に低い凸帯を貼り有け、端部上面に時計
回り、外面の凸市上には反時計回りの方向
のC宇爪形文を施文している。

口縁部内面にはRL縄文が施
文されているが端部近くを残
してナデ消されている。

中期 Ib T-3

:5YR 6/4
にぶい橙

:5YR 6/4
にぶい橙

外面

内面
石英

1100

内管する国縁は端部外面に凸帯が貼り付け
られ、端部上面は時計回り、外面の凸帯上
は反時計回りの方向のC字爪形文が施文さ
れている。日縁部外面は端部の凸帯直下に
幅 l cmほ どのC字爪形文を2条施文した薄
い粘土帝が貼り付けられている。

口縁端部内面に長大なRL縄
文が施文されているが、端部
近くを残してナデ消されてい
る。

中期 Ib T-2
10YR 6/4
にぶい黄橙
10YR 6/4
にぶい黄檜

外面

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

内彎する国縁は端言卜がにぶく尖らされ、外
面には凸帯が貼 り付けられ幅 l cmほ どのC
宇爪形文が反時計回りの方向に施文されて
いる。また凸背直下には幅 1 5cmほ どの
C字爪形文が施文されている。

国縁部内面にはRL縄文が施
文されているが、端部近くを
残してナデ消されている。

中期 Ib T-20

外 面 10YR 6/4
にぶい責橙
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
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遺物

番号
徴特 縄 文 原 体 型式

土

点

出

地 調色 土 焼 成 備  考

1102

円孔が穿たれた低い山形突起を付けた波状
口縁の深鉢形土器は国縁の端部上面がにぶ
く尖らされ、外面には凸帝が貼り付けられ
ている。端部上面には時計回り、凸帯 ヒは
反時計回りの方向のC字爪形文がそれぞれ
施文されている。口縁都外面は凸帝直下に
C字爪形文が施文されている。

口縁部内面 には節 の中に I・Jk維

の痕跡が ない RL縄 文が施文

されているが、端都近 くを残
してナデ消 されている。

中期 Ib A-2
外面 :75YR 5/4

にぶい褐

内面 i75YR 6/4
にぶい橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

低い山形突起 を付 けた緩やかな波状 口縁 の

深鉢形土器 は、回縁 部外面に幅 l cmほ どの

C字爪形文 を施文 した連弧】犬の薄い粘土帯
を 2条貼 り付 けている。

口縁部内外面には長大な節を
持ったRL縄文が施文されて
いるが、内面の縄文は端部近
くを残 してナデ消 されてい
る。

中期 Ib T-20

外 面

内面

:5YR 6/8

橙
:5YR 5/3
にぶい赤褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不 良

内警する口縁は、C字形爪形文を施文した
凸帯が環状に貼り付けられ、C字爪形文が
施文された粘土帯とつなげられている。

中期 Ib

外面

内面

15YR 6/6

橙
i25YR 6/6

橙

石英 長石 結晶

片岩

1105

内警する国縁はにぶく尖らされた端部上面
に貝殻背圧痕文が施文されて、端部外面に
は幅 1 5cmを 越えるC宇爪形文を回縁に
沿って施文している。口縁部外面には同じ
C字爪形文を施文した環状の凸帯が貝占り付
けられている。

口縁部内外面には長い節を
持つたRL縄文が施文されて
いるが、内面の縄文は端部近
くを残 してナデ消されてい
る。

中期 Ib T-2
外面 :10YR 7/6

明責褐
内面 :75YR 6/8

橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1106

「く」の字に屈曲する顕部から内彎 しなが
ら外上方にのびる日縁部にはC字爪形文を
施文した環状の凸帯の貼 り付けと、C字爪
形文が施文されている。

回縁部外面には長い節を持っ
たRL縄文を施文している。

中期 Ib S-1

外 面 10YR 7/2
にぶい黄橙
10YR 6/6
明黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

1107
内警する口縁部にはC字爪形文を施文した
環状の凸帯が貼り付けられている。

口縁部外面には長大な節を
持ったRL縄文を施文してい
る。

中期 Ib T-3
外 面 10YR 6/6

明責褐
10YR 5/3
にぶい黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1108

「くJの字に屈曲する頸部と、上方へ大き
く開く内彎する国縁を持った深鉢形土器
で、顕部外面にはC字爪形文、日縁部外面
には環状の凸帯とC字爪形文がそれぞれ施
文されている。

国縁都外面には長大な節を
持つたRL縄文を施文してい
る。

中期 Ib A-18

外面 :10YR 7/3

にぶい黄橙
内面 :10YR 7/3

にぶい責橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1109

「 く」の字に屈曲する頸部と、内彎 しなが
ら外上方へ大きく開く口縁を持つた深鉢形
土器で、顕部外面にはC字爪形文、日縁部
外面には連続する刺突を加えた環状の凸帯
とC字爪形文がそれぞれ施文されている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。 中期 Ib A-1

外面 :5YR 4/4

にぶい赤褐
内面 :5YR 6/6

橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1110

「く」の字に屈曲する頸部と、内彎しなが
ら外上方へ大きく開く口縁を持った深鉢形
土器は、国縁端部近くの外面にC字爪形文
を2条施文した薄い粘土帝を水平に貼 り付
けている。

口縁 部 外 面 に は長 大 な節 を

持 った RL縄 文 を施文 してい

る。
中期 Ib S-1

外面 :75YR 6/4
にぶい橙

内面 :10YR 6/4

にぶい黄橙

石英 長石 結 晶

片岩 赤色斑粒

内彎する国縁は、「 く」の字に屈曲する頸
部との境近くにC字爪形文を施文した薄い
粘土帯を水平に貼 り付けている。また同じ
ような爪形文列は頸部にも施文されてい
る。

外面には節の長いRL縄文を
施文している。

中期 Ib T-2
外面 :75YR 5/6

明褐

内面 :10YR 6/6

明責褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

lH2
内骨する国縁は、「く」の字に屈曲する顕
部との境近くにC字八形文が施文された薄
い粘土帯を水平に貼り付けている。

クト面には節の大きいRL縄文
を施文している。 中期 Ib T-1

外面 :75YR 6/6
橙

内面 〔75YR 6/6
橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内彎する国縁は、「く」の字に屈曲する顕
部との境近くにC字爪形文が施文された薄
い粘土帯を水平に貼 り付けている。また同
じような爪形文列は顕部にも施文されてい
る。

外面には縦走する節の大きな
RL縄文を施文している。

中期 Ib

タト面 :10YR 4/1

褐灰
内面 :10YR 4/1

褐灰

石夫 長石

内営する口縁は、「 くJの宇に屈曲する頸
部との境近くにC字爪形文が施文された薄
い粘土帯を水平に貼 り付けている。また同
じような爪形文列は頸部にも施文されてい
る。

外 面には縦走す る節 の大 きな
RL縄 文 を施文 している。

中期 Ib T-3
タト面 :10YR 5/4

にぶい責褐

内面 !75YR 6/8
橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

「 く」の字に屈曲する顕部と、内彎 しなが
ら外上方へ大きく開く日縁を持った深鉢形
土器は、口縁部外面にC字爪形文で緩やか
な波状文を祐き、頸部には I状 とC字爪形
文が 1条ずつ施文されている。

外面には縦走する節の大きな
RL縄文が施文されている
が、大部分はナデ消されてい
る。

中期 Ib T-2
クト面 :5YR 6/6

橙
内面 :5YR 6/6

橙

石英 長石 結晶

片者

内彎する回縁部外面には、幅 1 3cmほ ど
のC字爪形文を施文した薄い粘土帯が員古り
付けられている。

外面 には長大 な節 を持 った R
L縄文 を施文 している。

中期 Ib S-20

クト面 :75YR 5/4
にぶい褐

内面 :10YR 5/3
にぶい黄掲

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1117

「くJの字に屈曲する頸部と、内管しなが
ら外上方へ大きく開く口縁を持った深鉢形
土器は、日縁部外面にI字状の刺突列を施
文した薄い粘土帯を貼 り付けている。顕部
には回縁部と同じくI状刺突列が施文され
ている。

中期 Ib A la
内面

5YR 6/6
橙
5YR 4/1
褐灰

外面

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1118
内彎する国縁部外面には、幅 1 3cmほ ど
のC字爪形文を施文した粘土帯が貼り付け
られている。

外面には長い節を持ったRL
縄文を施文している。

中期 Ib T-20

75YR 4/4
褐
75YR 4/4
褐

外面

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
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遺物

番号
徴特 縄 文 原 体 型 式

土

点

出

地 調色 土 焼成 備  考

1119

「くJの字に屈曲する頚部と、内警しなが
ら外上方へ大きく開く日縁を持った深鉢形
土器は、日縁部外面から顕部にかけて幅
1 2cmほ どのC字爪形文が水平に3条施
文されている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

中期 Ib T-1
外面 :75YR 4/6

褐

内面 :10YR 5/3
にぶい責褐

長石 結晶片岩

赤色班粒

1120
内彎する口縁は外面に上からC字爪形文が
施文された低い凸帯を水平に貼り付けてい

る。

外面には節が大きい縦走する
RL縄文を施文している。

中期 Ib

外面 :75YR 5/6
明褐

内面 :75YR 5/6
明褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内葺する国縁は、「 く」の字に強く屈曲す
る頸部との境に幅 1 2cmほ どのC字爪形
文を施文 した薄い粘土帯を貼 り付けてい

る。

外面には節が大きい縦走する
RL縄文を施文している。

中期 Ib T-20

外面 :10YR 6/4
にぶい黄橙

内面 :10YR 6/4
にぶい黄橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1122
「くJの 字に屈曲する顎部は、外面に粘土
帯を貼 り付け、幅 1 2cmほ どのC宇爪形
文を施文している。

外面にはR[縄文を施文して
いる。

中期 Ib

1123

「 く」の字に屈曲する顕部と、内彎 しなが
ら外上方へ大きく開く口縁を持つた深鉢形
土器は、日縁部外面のほか、頸部から体部
にかけてもC字爪形文を2条施文してい
る。

タト面にイよ節が大きしヽRL縄文
を施文している。

中期 Ib T-1
内面

75YR 6/6
橙
10YR 6/6
明黄褐

外 面

石英 長石 結 晶

片岩 赤色斑粒

1124

「く」の字に屈曲する顕部と、内葺しなが
ら外上方へ大きく開く国縁を持った深鉢形
土器は、日縁部と頸部にそれぞれC字爪形
文を施文した薄い粘土帝を水平に貼り付け
ている。

縦走する長大な節を持ったR
L縄文を施文している。

中期 Ib
‐９

２０

１９

Ｒ

Ｔ

Ｂ

10YR 6/3
にぶい黄橙
10YR 6/3
にぶい黄橙

クト面

内面

綿

勅
石
色

長

赤

央

岩
石
片

l125

「く」の字に屈曲する頚部と、内彎しなが
ら外上方へ大きく開く口縁を持った深鉢形
土器は、顕部にC字爪形文を施文している。

外面の縄文はナデ消されてし
る。

中期 Ib S-20

10YR 8/3
1完黄橙
10YR 8/3
浅黄橙

外面

内 面

石芙 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1126

内管 しながら外上方へ大 きく開く口縁と
大きくBシ らむ体部を持った深鉢形土器は、
「く」の字に屈曲する頸部から体部上半に
かけて幅 1,4 mmほ どのC字爪形文を施文
した薄い粘土常を2条水平に貼り付けてい

る。。

口縁部には長大な節を持った
RL縄文が施文されている
が、部分的にナデ消されてい
る。

中期 Ib A-1
75YR 6/6
橙
10YR 6/4
にぶい黄橙

外面

内面

長石 結晶片岩
赤色斑粒

1127

内彎しながら上方へ開く日縁と大きく膨ら
む体部を持つた深鉢形土器は、「く」の字
に屈曲する顎部から体部にかけて、幅 1 5
cmほ どのC字爪形文を2条施文した薄い粘
土帯を貼り付けている。

口縁部外面は縄文がナデ消さ
れた可能性がある。

中期 Ib T-2
外面 :75YR 7/4

にぶい橙

内面 :10YR 7/4
にぶい責橙

石英 長石 結晶

片岩

1128

内督しながら上方へ開く口縁と大きく膨ら
む体部を持った深鉢形土器は、「く」の字
に屈曲する顕部から体部にかけて、幅 1 5
cmほ どのC字爪形文を施文した粘土帯を水
平に貼り付けている。

口縁部には長大な節を持った
RL縄文が施文されている
が、部分的にナデ消されてい
る。

中期 Ib A-1

タト面 i5YR6/6
橙

内面 :5YR 6/6

橙

石英 長石 結 晶

片岩 赤色斑粒

1129

「く」の字に屈曲する顕部と大きく膨らむ
体部を持った深鉢形土器は、頚部との境に
C字爪形文を水平に2条施文した粘土帝が
貝占り付↓)ら ,■ている。

中期 Ib T-2
外面 :5YR 6/6

橙

内面 175YR 4/2
灰掲

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1130

「くJの字に屈曲する頚部と大きく膨らむ
体部を持った深鉢形土器は、頸部近くの口
縁と、顕部から体部にかけて幅 1 3cmほ
どのC字爪形文を施文した薄い粘上帯が貼
り付けられている。

外面は縄文がナデ消された可
能性がある。

中期 Ib A-1
外面 :75YR 6/4

にぶい橙

内面 :5YR 5/4
にぶい赤褐

石夫 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

大きく膨らむ体部は、「くJの字に屈曲す
る顕部に接して幅 1 5cmほ どのC字爪形
文が水平に2条施文された、薄い粘土帯が
貼り付けられ、さらにその下には別の爪形
文列が下方に向かってのびている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

中期 Ib T-3

:5YR 5/4
にぶい赤褐

:25Y5/6
明赤掲

外面

内面
石英 赤色斑粒

「 くJの字に屈曲する頸部から大きく膨ら
む体部にかけて、幅 1 5cmほ どのC字爪
形文が水平に2条施文された薄い粘土帯が
貼り付けられている。同じような爪形文列
は口縁部にも施文されている。

国縁 部 には長大 な節 を持 つた

縦走す る RL紀 文 を施文 して

いる。

中期 Ib A-1
外面 :75YR 8/6

浅黄橙
内面 :10YR 7/4

にぶい黄橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

「くJの字に屈曲する頸部から大きく膨ら
む体部にかけて、幅 1 5cmほ どのC字爪
形文が施文された粘土帯が貼り付けられて
いる。

口縁部外面はRL縄文を施文
後、ナデ調整が加えられる。

中期 Ib A-18

外面 i10YR 7/2
にぶい黄橙

内面 i10YR 6/2

灰黄褐

石英 長石 結 晶

片岩 赤色斑粒

「く」の字に屈曲する顕部から大きく膨ら
む体部にかけては、幅 1 5cmほ どのC字
爪形文が水平に2条施文された薄い粘土帯
が貝占り付けられてい。

中期 Ib T-2
外面 :75YR 5/6

明IBJ

内面 :75YR 5/4
にぶい褐

石英 長石 結晶
片岩

1135

「くJの字に屈曲する顕部から大きく膨ら
む体部にかけては、幅 l cmほ どのC字爪文
が水平に2条施文された薄い粘土帯が貼り
付けられてい。

節が大きい縦走するRL縄文
を施文している。

中期 Ib S-20

外面 :75YR 6/6
橙

内面 :10YR 7/3
にぶい責橙

石夫 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1136

「く」の宇に屈曲する顕部から大きく膨ら
む体部にかけて幅 1 5cmほ どのC字爪文
が水平に2条施文された薄い粘土帯が貼り
付けられている。

節が大 きい縦走す る RL縄 文

を施文 している。
中期 Ib T-2

:75YR 5/3
にぶい褐

:75YR 5/4
にぶい褐

クト面

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
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遺物

番号
特 徴 縄 文 原 体 型 式

土

点

出

地 色 調 土 焼成 備 考

1137

「く」の字に屈曲する顕部から大きく膨ら
む体部にかけて幅 X cmほ どのC字爪形文が
施文された粘土帯を水平に貼り付け、その
下には同じ特徴を持つ粘土帝によって曲線
が描かれている。

縦走する長大な節を持ったR
L縄文を施文している。

中期 Ib A-2
外面 10YR 7/4

にぶい黄橙
75YR 6/6
橙

肉 面

石英 長石 結晶

片岩

1138

「 くJの字に屈曲する顕部から大きく膨ら
む体部にかけて幅 1 5cnほ どのC字爪形
文が水平に2条施文された粘土帯が貼り付
けられている。

中期 Ib T-2
外面 5YR 6/6

橙
5YR 5/6
明赤褐

内面

石英 長石 結晶

片岩

1139
「 くJの字に屈曲する頸部から大きく膨ら
む体部にかけて幅 1 5cmほ どのC字爪形
文が水平に2条施文されている。

中期 Ib A-1
外 面 :75YR 5/6

明掲
〔75YR 5/6
明褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色班粒

1140

「く」の字に屈曲する頸部から大きく膨ら
む体部にかけて幅 1 2cmほ どのC字爪形
文が水平に2条施文された粘土帯が貼り付
けられている。

中期 Ib T-2
外面 :75YR 6/4

にぶ�ヽ橙
:10YR 5/3

にぶい責褐
内面

石央 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

「く」の字に屈曲する顕部から大きく膨ら
む体部にかけて幅 1 2cmほ どのC字爪形
文が 1条ずつ施文された粘土帯がわずかな
間隔をあけて2条貼り付けられている。

頸部外面にはRL縄文を施文
している。

中期 Ib S-1

外面 :75YR 7/4
にぶい橙

:75YR 7/3
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

l142
「く」の字に屈曲する頸部から体部にかけ
ては幅 1 2cmほ どのC字爪形文が水平に
施文された粘土帯が貝占り付けられている。

頸部外面にはRL縄文を施文
している。

中期 Ib A-2
外 面 75YR 7/4

にぶい橙
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面

石央 長石 結晶
片岩

1143
「く」の字に屈曲する頸部から体部にかけ
ては幅 l cmほ どのC字爪形文が施文された
粘土帯を水平に貼り付けている。

大きな節の中に繊維の痕跡が
ないRL縄文を施文 してい
る。

中期 Ib T-1

外 面 75YR 6/6
橙
75YR 6/6
橙

内面

長石 結晶片岩
赤色斑粒

1144
「く」の字に屈曲する頸部から体部にかけ
ては幅 1 5cmほ どのC字爪形文が水平に
2条施文されている。

縦走する長大な節を持ったR
L縄文を施文している。

中期 Ib T-2
外 面 75YR 6/8

橙
75YR 6/8
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1145

「く」の字に屈曲する頸部から体言卜にかけ
ては幅 1 5cmほ どのC字爪形文が水平に
2条施文され、さらに下方にも施文されて
いる。

RL縄文か ? 中期 Ib T-2
外面 5YR 6/8

橙
5YR 5/8
明赤褐

内面

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

l146

「くJの字に屈曲する頚部から体部にかけ
ては幅 1 5cmほ どのC字爪形文が水平に
2条施文された薄い粘土帯がおり付けられ
ている。下方には同じようなC字爪形文で
曲線が描かれている。

長い節を持った統走するRL
縄文を施文している。

中期 Ib B-19

外面 10YR 6/3
にぶい責橙
75YR 6/1
褐灰

内面

石英 長石 結晶

片岩

l147

「く」の字に屈曲する頸部から膨らみが小
さい筒状の体部にかけては幅 1 2cmほ ど
のC字爪形文を1条水平に施文した薄い粘
土帯が貼り付けられている。

節の中に繊維痕のない縦走す
るRL縄文を施文している。

中期 Ib A-3
外面 :75YR 7/6

橙

内面 :75YR 6/6
橙

石英 長石 結晶
片岩

1148
「 く」の字に屈曲する顕部には、幅 1 2cm
ほどのC字爪形文を1条施文した粘土帯が
貼 り付けられている。

長大 な節 を持 った RL縄 文 を

施文 している。
中期 Ib S-2

タト面 :10YR 7/4

にぶい黄橙
内面 :25Y6//3

にぶい黄

石英 長石 結晶
片岩

1149

体都は「く」の字に屈曲する頸部との境に
薄い帯状の粘上を貼 り付け、幅 1 4cmほ
どのC字形爪形文を並行して2条施文して
いる。

長い節のRL縄文を施文して
いる。

中期 Ib

外面 :75YR 5/6
明褐

内面 :75YR 5/6
明褐

石英 結晶片岩

1150

「く」の字に屈曲する頚部から体部にかけ
ては幅 1 2cmほ どのC字爪形文を水平に
2条施文した薄い粘土帯が貼り付けられて
いる。下方には同じような粘上帝が縦に貼
り付けられ、貝殻背圧痕文が施文されてい
る。

長い節を持った縦たするRL
縄文を施文している。

中期 Ib T-2
外面 :10YR 5/4

にぶい責褐

内面 :10YR 4/3

にぶい責褐

長石 結晶片岩
赤色斑粒

「く」の字に屈曲する頚部から、大きく膨
らむ体部にかけて幅 1 3cmほ どのC字爪
形文を水平に2条施文した薄い粘土帯が貝占
り付けられ、その下には二枚貝の背面を使
用した条線が縦に施文されている。

長 い節 を持 った縦走す る RL
縄文 を施文 している。

中期 Ib A-1

タト面 :5YR 6/6

橙

内面 :5YR 6/6

橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1152
「く」の字に屈曲する顕部から、大きく膨
らむ体部にかけて、幅 1 5cmほ どのC字
爪形文が2条、水平に施文されている。

中期 Ib T-20
外面 :5YR 6/6

橙
内面 :75YR 5/3

にぶい褐

石英 長石‐結晶
片岩 赤色斑粒

1153
「く」の字に屈曲する顎部から、大きく膨
らむ体部にかけて幅 1 2cmほ どのC字爪
形文が2条、水平に施文されている。

中期 Ib B-19

外面 :10YR 8/2

灰白
内面 :10YR 8/2

灰白

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

「 くJの字に屈曲する頸部から体部にかけ
ては幅 l cmほ どのC字爪形文を水平に2条
施文 した薄い粘土帯が貼 り付けられてい
る。

中期 Ib T-1
外面 :75YR 5/6

明褐

内面 :75YR 5/6
明褐

石芙 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1155

「く」の字に屈曲する頸部から体部にかけて
は幅 1 3cmほ どのC字爪形文を水平に2条
施文した薄い粘土帯が貼り付けられている。
下方には同じような粘土帯が縦に貼り付けら
れ、貝殻背圧痕文が施文されている。

綻走する長大な節を持ったR
L縄文を施文している。

中期 Ib T-2
タト面 :75YR 6/4

にぶい栓
内面 :75YR 6/4

にぶい橙

石英 長石 結晶
片岩
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1156
「く」の字に屈曲する顕部から体部にかけ
ては幅 1 5cmほ どのC字爪形文が 2条、
水平に施文されている。

中期 Ib A-2
外 面 10YR 7/3

にぶい費橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶

片岩

「 く」の字に屈曲する頸部から体部にかけ
ては幅 1 2cmほ どのC字八形文を水平に
2条施文した薄い粘土帯が貼り付けられて
いる。

中期 Ib B-19

外面 :75YR 4/4
褐

内面 :10YR 6/4
にぶい責褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1158

「くJの字に屈曲する頸部には上から二枚
貝の背面を使用した短条線が施文された薄
い帯状の粘上を貼り付け、体部にはC字爪
形文が施文されている。

長い節を持つたRL縄文を施
文している。

中期 Ib T-2
外 面 75YR 7/4

にぶい橙
10YR 7/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶

片岩

l159

頸部との境に近い体部には幅 1 5cmほ ど
のC字爪形文を施文 した薄い粘土帯を2

条、水平に貼 り付け、その下には同じC字
爪形文で曲線が祐かれている。

中期 Ib A-1
外面 :10YR 7/1

灰白
内面 :75YR 6/1

褐灰

石央 長石 結晶
片岩

1160
体部にはC字爪形文を施文した低い凸帯の

anrり 付けによつて曲線が描かれている。
長大な節を持つた維走するR
L縄文を施文している。

中期 Ib T-1
外面 75YR 6/6

橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不 良

体部にはC字爪形文を施文した低い凸帯の

貼り付けによつて曲線が描かれている。
長大な節を持った縦たするR
L縄文を施文している。

中期 Ib A-1
外面 5YR 6/6

橙
10YR 7/6
明黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

頸部との境に近い体部には上から幅 15
cmほ どのC字爪形文を2条、水平に施文し
た薄い粘土帯を貼り付け、その下には同じ
ようにC字爪形文を施文した粘土帯で環状
の文様が描かれている。

長大な節を持った縦走するR
L縄文を施文している。

中期 Ib A-1

外面 :75YR 7/6
橙

内面 :5YR 7/6

橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

体部には上から幅 1 5cmほ どのC字爪形
文を施文した粘土帯を水平方向と垂直方向
に交差するように貼り付けている。

RL縄文か ? 中期 Ib A-2
外 面 75YR 6/3

にぶい褐
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

頸部から体部にかけてはC字爪形文が施文
された薄い粘土帯を2条、 5 mmほ どの間隔
で水平に貼り付け、その下には同じように
爪形文が施文された粘土言が下方にのびて
いる。

長大な節を持ったRL縄文を
施文している。

中期 Ib T-1

外 面 10YR 5/3
にぶい責褐
10YR 6/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

頚部との境に近い体部には、上から幅 15
cmほ どのC字爪形文を水平に2条施文した
薄い粘土帯を貼り付け、その下に同じよう
な爪形文テ」を縦に施文している。

節が大きい縦走するRL縄文
を施文している。

中期 Ib S-4

外面 75YR 6/6
橙
5YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

顕部との境に近い体部には、上から幅15
cmほ どのC字爪形文を水平に2条施文した
薄い粘土帯を貼り付けている。

中期 Ib T-2

外 面 :5YR 6/8

橙
:5YR 6/8

橙
内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

体部に幅 1 5cmほ どのC字爪形文を水平
に2条施文している。

中期 Ib T-2
外 面 25YR 5/8

明赤褐
75YR 4/3
褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

体部に幅 1 5cmほ どのC字爪形文を水平
に2条施文している。

RL縄文カ 中期 Ib A-5
外 面 75YR 6/4

にぶい橙
10YR 5/3
にぶい責褐

内面

石夫 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

角閃石

体部に幅 1 5cmほ どのC字爪形文を水平
に2条施文している。

長大な節を持った縦走するR
L縄文を施文している。

中期 Ib Tv2

外 面 10YR 7/3
にぶい黄橙
10YR 6/2
灰責褐

内面

長石 結晶片岩
赤色斑粒

体部に幅 X 5cmほ どのC字爪形文を水平
方向に2条施文し、その下には貝殻背圧痕
文が縦に施文されている。

長大な節を持った縦定するR
L縄文を施文している。

中期 Ib A-1
外面 :75YR 7/6

橙
内面 :10YR 7/4

にぶい責橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

「 く」の字に屈曲する頸部から体部にかけ
ては幅 1 2cmほ どのC字爪形文を水平に
2条施文した薄い粘土帯が貼り付けられて
いる。

繊維の痕跡がない節を持った
縦走するRL縄文を施文して
いる。

中期 Ib B-19

外面 :10YR 7/4

にぶい責橙
内面 t10YR 7/2

にぶい黄橙

石英 長石 結晶
片岩

1172
体部は頚部との境近 くに、上から幅 18
cmほ どのC字爪形文を水平に2条施文した
薄い粘土帯を貼り付けている。

中期 Ib T-1
外 面 5YR 5/6

明赤褐
10YR 5/4
にぶい責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

体部は頸部との境近 くに、幅 1 2cmほ ど
のC字爪形文を施文した低い凸帯を1条水
平に貼り付けている。

長大な節を持った縦たするR
L縄文を施文している。

中期 Ib A-2
T-2

外面 75YR 5/6
明褐
10YR 5/4
にぶい責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1174
体部には幅 l cmほ どのC字爪形文を施文し
た低い凸帯を1条水平に貼り付けている。

長大な節を持つた縦走するR
L縄文を施文している。

中期 Ib T-1
外 面 5YR 6/8

橙
10YR 5/3
にぶい黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不良

l175
体部には上から幅 1 3cmほ どのC字爪形
文を施文した低い凸帯を水平に貼り付けて
いる。

縦走するRL縄文を施文して
いる。

中期 Ib S-4

外 面 75YR 6/6
橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩
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体部にはLか ら幅 l cmほ どのC字爪形文を
施文した低い凸帯を水平に貼 り付けてい
る。

長大な節を持った統たするR
Lホ電文を施文している。 中期 Ib T-2

外面 75YR 4/4
褐
10YR 5/4
にぶい責褐

内雨

誦

粒

埓

斑

石
色

長

赤

芙

岩

石

片

1177

「く」の字に屈曲する顕部から体部にかけ
ては、上から幅 1 2cmほ どのC字爪形文
を1条ずつ施文したlh帯 が、問陽をあけて
2条水平に貼り付けられている。

長大 な節 を持 った縦走する R
L縄文 を施文 している。

中期 Ib T-20

外面 :75YR 5/3
にぶい掲

:75YR 5/3
にぶい掲

内面
石英 長石

1178

「く」の字に属山する頚部か銹体部にかけ
ては上から幅 l cmほ どのC字爪形文を1条
ずつ施文した低い凸帯がわずかな間隔をあ
けて2条水平に貼り何けられている。

縦走するRL紀文を施文して
いる。 中期 Ib R-20

外 面 5YR 5/6
明赤褐
5YR 7/6
橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色班 tr

1179
体部には、上から幅 l cmほ どのC字爪形文
を施文した低い凸帯を水平に貼り付けてい
る。

長大 な節 を持 った縦走す る R
L縄文 を施文 している。

中期 Ib T-3
外面 :5YR 5/6

明赤15
内面 :75YR 6/4

にぶい橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

l180
体部には、2 cmほ どの間隔をあけて、上か
らC字爪形文を施文した低い凸帯を、水平
に貼り付けている。

長大な節を持つたRL紀文を
施文している。

中期 Ib A-20

タト面 :10YR 7/3
にぶい黄橙

内面 :10YR 7/4

にぶい黄橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色)[粒

体 部 に は、 1 5cmほ どの Fng隔 をあ け て、
上か ら連続す るC字爪形文 を施文 した低 い

凸帯 を、水平 に貼 り付 けている。

大 きな節の なかに繊維 の痕跡
が残 る縦走す る RL縄 文 を施
文 している。

中期 Ib T-5

外面 :75YR 5/8
明褐

内面 :75YR 5/8
明褐

長石 結晶片岩
赤色班[粒

1182
体部には、上から幅 1 5cmほ どのC字爪
形文を施文した薄い粘土帯を水平に貼り付
けている。

長い節 を持 った縦たす る RL
縄文 を施文 している。

中期 Ib T-5
外面 :10YR 6/4

にぶい黄橙
内面 :10YR 6/4

にぶい責橙

長石 結晶片岩
赤色斑粒

体部には、幅 1 3cmほ どのC宇爪形文を
2条施文した薄い粘土帯を水平に貼り付け
ている。

長い節 を持 つた RL縄 文 を施
文 している。

中期 Ib T-20

外面 :10YR 6/3

にぶい黄橙
内面 :10YR 6/3

にぶい責植

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1184

筒状の体部には上から幅 1 3cmほ どのC
宇爪形文を施文した低い凸帯を2条、 l cm

ほどの間隔をあけて水平に貼 り付けてい
る。

長大 な節の なかに繊維 の痕跡
がない縦走す る RL縄 文 を施
文 している。

中期 Ib T-2
外 lm~:10YR 4/3

にぶい黄褐
内面 i10YR 4/2

灰黄褐

長石 結晶片岩

赤色斑粒

l185
体部には、幅 l cmほ どのC字爪形文を施文
した薄い粘土帯が l cmほ どの間lFBを あけて
水平に貼り付けられている。

長大 な節 を持 つた縦走す る R
と組文 を施文 している。

中期 Ib A-2
外面 75YR 6/8

栓
75YR 6/6
袴

内面

石夫 長石 赤色
斑粒

1186 体 部 には幅 l cmほ どの C字爪形文が 1条 、

水平 に施文 されている。

長大 な節の なか に繊維 の痕跡
が ない維走す る RL縄 文 を施
文 している。

中期 Ib S-1

外面 :5YR 7/6

橙

内面 :75YR 6/3
にぶい褐

石英 長石 結晶
片岩

1187 体部には幅 l cmほ どのC字爪形文を施文し
た薄い粘土帝を水平に貼り付けている。

外面 には縦走す る RL縄 文 を

施文 している。
中期 Ib T-2

タト面 :10YR 6/4
にぶい黄橙

内面 :10YR 5/2

灰黄褐

長石 結晶片岩
赤色斑粒

1188
ltk部 には、幅 1 3cmほ どのC宇爪形文が
2条施文された薄い粘土市が貼り付けられ
ている。

中期 Ib T-3
外面 i5YR 5/6

明赤褐
内面 :5YR 5/6

明赤褐

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1189
顕部から体部にかけては幅 1 4cmほ どの
C字爪形文が 3条施文されている。

外面 には縦走す る Rし 縄文 を

施文 している。
中期 Ib T-2

外面 :75YR 6/8
橙

内面 :10YR 6/6

橙

石英 長石 結品

片岩 赤色斑粒

1190

「くJの字に屈曲する顕部から体部にかけ
ては幅 1 5cmほ どのC宇爪形文が 2条 施
文された薄い粘土帝が貼 り付けられてい
る。

中期 Ib T-2
外面 :10YR 6/3

にぶい黄橙
内面 :10YR 6/3

にぶい黄橙

石央 長石 結晶

片岩

体部には幅 1 5cmほ どのC字爪形文が水
平 2条に施文されている。

綱かい節 のなかに繊維 の痕跡
が ない縦走す る RL縄 文 を施
文 している。

中期 Ib A-20

外面 :5YR 6/6

橙
内面 :75YR 6/6

栓

石英 長石 赤色
斑粒

1192
体部には幅 1 5cmほ どのC字爪形文が 1

条、水平に施文されている。

細長い節のなかに繊維の痕跡
が残るll走 するRL紀文を施
文している。

中期 Ib
Ａ

Ｔ

Ｔ

タト面 :75YR 5/6
明褐

内面 :75YR 5/4
にぶい掲

石夫 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1193
体部には幅 1 5cmほ どのC字形爪形文が
1条、水平に施文されている。

長大な節を持った縦走するR
L縄文を施文している。

中期 Ib A-1
外面 :75YR 6/6

橙
内面 :75YR 6/6

橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色班粒

体部のわずか な括 れ部には地文のlt文の上
に貝殻 を使用 した縦方向の条線が連続 して

施文 されている。

長大 な節の 中に繊維痕が残 る

llc走 す る RL縄 文 を施文 して
いる。

中期 Ib T-1

面

　

面

外

　

内

75YR 6/6
イ登
75YR 6/6
1女

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑ll

1195

体部にはC字爪形文を施文した低い凸帯が
水平に貼り付けられ、その下には只殺を使
用した縦方向の条線が連続して施文されて
いる。

長い節 を持 つた縦走す る RL
縄文 を施文 している。

中期 Ib T-20

外 面 10YR 7/4
にぶい黄植
10YR 7/4
にぶい黄1登

内面

石英 長石 結品

片岩 赤色斑粒
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遺
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土
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出
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体部には薄い粘土帯を水平に貼り付けた上
から、貝殻による縦方向の条線が連続して

施文されている。

大 きい節の なかに繊維の痕跡

が残 る縦走す る RL縄 文 を施

文 している。

中期 Ib T-3
外面 5YR 6/6

橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

長石 結晶片岩

赤色班粒

1197
体部には幅 l cmほ どのC字爪形文を水平に
2条施文し、その下には長い貝殻条線を縦
に引いている。

長い節の中に繊維痕のない縦
走するRL縄文を施文してい
る。

中期 Ib B-19

外 面 10YR 7/2
にぶい黄橙
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面

石英
片岩

長 石 結 晶

地文の縄文の上に直接C字形爪形文を縦方
向に施文する。

中期 Ib T-2
外 面 75YR 5/6

明褐
75YR 5/6
明褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1199
体部には幅 l cmほ どのC字爪形文を施文し
た低い凸帯が縦に貼り付けられている。

長大な節のなかに繊維の痕跡
がない縦走するRL縄文を施
文している。

中期 Ib T-4
外 面 :5YR 5/6

明赤掲
:5YR 6/8
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1200
体部には幅 1 5cmほ どのC字爪形文が 1

条、縦に施文されている。

長い節のなかに繊維の痕跡が
ない縦たするRL縄文を施文
している。

中期 Ib T-20

外面 :75YR 4/4
褐

内面 i10YR 6/6

明黄褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

体部には幅 l cmほ どのC字爪形文を施文し
た薄い粘土帯が維に貼り付けられている。

長大な節を持つた維走するR
L縄文を施文している。

中期 Ib T-1
外面 75YR 5/4

にぶい褐
10YR 5/4
にぶい責褐

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

体部には幅 1 5cmほ どのC字爪形文をつ

ないで幾何学文様が構かれている。
長大 な節 を持 った縦定す る R
L縄文 を施文 している。

中期 Ib R-20

外 面 10YR 7/3
にぶい黄橙
10YR 8/3
浅責橙

内 面

石英 長石 結晶
片岩 赤色班粒

1203
体部には幅 1 5cmほ どのC字 爪形文が、
縦に3条施文されている。

長大な節を持った縦走するR
L縄文を施文している。

中期 Ib A― 〕

外面 15YR 6/6

橙

内面 !10YR 7/4

にぶい責橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1204

地文の縄文の上に貝殻背圧痕文を連続して
施文 した薄い粘土帯を維に貼 り伺けてい

る。

長い節を持つた維走するRL
縄文を施文している。

中期 Ib A-2
外 面 5YR 5/8

明赤褐
10YR 5/4
にぶい責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

地文の縄文の上に貝殻背圧痕文を連続して
施文 した薄い粘土帯を維に貼 り付けてい

る。

長大な節の中に繊維の痕跡が
ない縦走するRL縄文を施文
している。

中期 Ib T-1

外 面 10YR 4/2
灰責褐
10YR 5/3
にぶい責褐

内面

長石 結晶片岩
赤色斑粒

体部には地文の紀文の上にヘラ先で長さ 1

cmほ どの斜め方向の刻み目を施した薄い粘
土帯を縦に貼り付けている。

長大な節の中に繊維の痕跡が
ない縦走するRL縄文を施文
している。

中期 Ib A-1
外 面 10YR 6/6

明黄褐
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1207
地文の縄文の上に貝殻背圧痕文を施文した
幅の狭い断面三角形の粘土帯を縦方向に貼
り付けている。

RL縄文を維方向に施文して
いる。

中期 Ib B-19

外面 10YR 8/1
灰白
25Y7/2
灰黄

内面

石英 長石 結晶

片岩

地文の縄文の上に貝殻背圧痕文を連続して
施文した薄い粘土帯を維に貼 り付けてい

る。

長い節を持つた縦たするRL
縄文を施文している。

中期 Ib Avl

外面 75YR 5/4
にぶい褐
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

地文の縄文の上に貝殻背圧痕文を連続して
施文 した薄い粘土帯を縦に貼 り付けてい

る。

長い節 を持 つた縦走す る RL
縄文 を施文 している。

中期 Ib T-2
外 面 10YR 6/4

にぶい黄栓
10YR 5/4
にぶい黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

地文の縄文の上に貝殻背圧痕文を連続して
施文 した薄い粘土帯を縦に貼 り付けてい
る。

長大な節を持つた縦たするR
L縄文を施文している。

中期 Ib T-2
外面 75YR 4/4

褐
10YR 5/4
にぶい黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1211
地文の縄文の上に貝殻背圧痕文を連続して
施文した凸帯を縦に貼り付けている。

長大な節の中に繊維の痕跡が
ない縦走するRL縄文を施文
している。

中期 Ib T-2
外面 75YR 5/4

にぶい褐
10YR 5/4
にぶい責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1212

地文の縄文の上に貝殻背圧痕文を連続して
施文 した薄い粘土帝を縦に貼 り付けてい

る。

長大 な節 を持 つた縦走す る R
L縄文 を施文 している。

中期 Ib T-2
外 面 75YR 6/6

橙
75YR 7/6
橙

内面

長石 結晶片岩
赤色斑粒

地文の縄文の上に貝殻背圧痕文を連続して

施文 した薄い粘土帯を縦に貼 り付けてい

る。

長大な節を持った縦走するR
L縄文を施文している。

中期 Ib R-20

外面 5YR 6/8
橙
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

地文の縄文の上に貝殻背圧痕文を連続して
施文 した薄い粘土帯を縦に貼 り付けてい

る。

長大な節を持った縦定するR
L縄文を施文している。

中期 Ib T-2
外面 5YR 5/8

明赤褐
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1215

地文の縄文の上に、C字爪形文を施文した

環状の粘土帯と、貝殻背圧痕文を連続して
施文する縦方向の粘土帯を貼 り付けてい

る。

長大な節を持った縦走するR
L縄文を施文している。

中期 Ib T-1

外 面 5YR 5/6
明赤褐
10YR 5/4
にぶい費褐

内面

長石 結晶片岩
赤色斑粒
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土
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地文の縄文の上に、C宇爪形文を施文した
環状の粘土帯と、貝殻背圧痕文を連続して
施文 した縦方向の粘土帯を貼 り付けてい
る。

長大な節を持った縦走するR
L縄文を施文している。

中期 Ib
２０

２０

２

Ｓ

Ｒ

Ｔ

外 面 5YR 6/8
橙
10YR 5/2
灰責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1217
地文の縄文の上に貝殻を使用した長い条線
が縦方向に引かれている。

長い節を持った縦走するRL
縄文を施文している。

中期 Ib T-1

外面 5YR 4/4
にぶい赤掲
5YR 4/4
にぶい赤褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

地文の縄文の上に貝殻を使用した条線が縦
方向に引かれている。

大きい節を持った縦走するR
L縄文を施文している。

中期 Ib B-19

外 面 10YR 5/2
灰責褐
10YR 5/3
にぶい黄褐

内面

石英 長石 雲母
結晶片岩 赤色

斑粒

地文の縄文の上に水平に薄い粘土帯を貼 り
付け、上から貝殻を使用した長い条線を縦
に引いている。

大きい節を持った縦走するR
L縄文を施文している。

中期 Ib T一 l

外 面 75YR 4/4
褐
75YR 3/4
褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

地文の縄文の上に貝殻を使用した条線が縦
に引かれている。

長大な節の中に繊維痕が残る
縦走するRL縄文を施文して
いる。

中期 Ib T-3
外 面 75YR 5/4

にぶい褐
10YR 5/4
にぶい責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1221
体部には地文の縄文の上にヘラ先で長さ 1

cmほ どの斜め方向の刻目を施した薄い粘土
帯を縦に貼り付けている。

長大な節を持った縦走するR
L縄文を施文している。

中期 Ib T-2
外面 :75YR 6/6

橙

内面 :75YR 6/6
橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1222
地文の縄文の上に貝殻を使用した条線が縦
に引かれている。

長大な節の中に繊維の痕跡が
ない縦走するRL縄文を施文
している。

中期 Ib T-2
外 面 75YR 6/4

にぶい橙
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1223
地文の縄文の上に貝殺を使用した条線が縦
に引かれている。

大きい節を持った縦走するR
L縄文を施文している。

中期 Ib T-2
外 面 75YR 5/6

明褐
75YR 6/8
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1224
内彎する国縁は端部が円く仕上げられて乾
る。

回縁部内外面、端部上面とも
節が大きいRL縄文が施文さ
れているが、内面の縄文は端
部近くを残してナデ消されて
▼心る。

中期 Ic S-20

外面 10YR 7/4
にぶい責橙
10YR 7/4
にぶい黄橙

内面
石英 チ ャー ト

1225
強く内管する国縁は端部が円く仕上げられ
ている。

口縁部内外面、端部上面とも
長大な節を持ったRL縄文が
施文されているが、内面の縄
文は端部近くを残してナデ消
されている。

中期 Ic T-20

タト面 :10YR 8/2

灰白
内面 :10YR 8/3

浅黄橙 輛釧
長

赤

英

岩
石
片

1226 強く内彎する国縁は端部が円く仕上げられ
ている。

口縁部内外面、端部上面とも
長い節を持ったRL縄文が施
文されているが、内面の縄文
は端部近くを残してナデ消さ
れている。

中期 Ic T-1

外面 10YR 6/8
明黄褐
10YR 6/6
明黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1227
内轡する口縁は端部が円く仕上げられてし
る。

口縁部内外面、端部上面とも
長大な節を持ったRL縄文が
施文されているが、内面の縄
文は端部近くを残してナデ消
されている。

中期 Ic T-1

外 面 10YR 7/4
にぶい責橙
10YR 7/6
明黄褐

内面

石英 長石 結 晶

片岩 赤色斑粒

1228
顕部の括れが弱く、上方への開きが小さい
内瞥する国縁を持った深鉢形土器。口縁端
部は円く仕上げられている。

内外面、端部上面とも長大な
節を持ったRL縄文が施文さ
れているが、内面の縄文は端
部近くを残してナデ消されて
いる。

中期 Ic B-19

外 面 10YR 6/2
灰責褐
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑泣

不良

1229
強く内彎する日縁は端部が円く仕上げられ
ている。

口縁部内外面とも長大な節を
持つたRL縄文が施文されて
いるが、内面の縄文は端部近
くを残 してナデ消されてい
る。

中期 Ic T-2
外面 :5YR 6/6

橙
内面 :5YR 6/6

橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

強く内彎する口縁は端部が平坦に仕上げら
れている。

口縁部内外面、端部上面とも
長大な節を持ったRL縄文が
施文されているが、内面の縄
文は端部近くを残してナデ消
されている。

中期 Ic T-1
外面

内面

Ｒ

　

Ｒ

５Ｙ

橙

５Ｙ
橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

強く内彎する日縁は端部が平坦に仕上げら
れている。

口縁部内外面、端部上面とも
長大な節を持ったRL縄文が
施文されているが、内面の縄
文は端部近くを残してナデ消
されている。

中期 Ic B-19

外 面 10YR 6/2
灰黄褐
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色班粒

1232
強く内瞥する口縁は端部が平坦に仕上げら
れている。

国縁部内外面、端部上面とも
長い節を持ったRL縄文が施
文されているが、内面の縄文
は端部近くを残してナデ消さ
れている。

中期 Ic T-1
外面 10YR 6/6

明責褐
10YR 6/6
明責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

強く内彎する口縁は端部が平坦に仕上げら
れている。

口縁部内外面、端部上面とも
長い節を持ったRL縄文が施
文されているが、内面の縄文
は端都近くを残してナデ消さ
れている。

中期 Ic S-20

外面 :5YR 6/6

橙
125YR 6/8
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
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遺物

番号
徴特 縄 文 原 体 型式

出土

地点
調色 土 焼 成 備  考

強く内葺する回縁は端部が平坦に仕上げら
れている。

口縁部内外面、端部上面とも
長い節を持つたRL縄文が施
文されているが、内面の縄文
は端部近くを残してナデ消さ
れている。

中期 Ic

外面 :10YR 7/6

明黄褐

内面 :10YR 7/6

明責掲

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

強く内彎する日縁は端部が平坦に仕上げら
れている。

口縁部内外面、端部上面とも
長い節を持ったRL純文が施
文されているが、内面の縄文
は端部近くを残してナデ消さ
れている。

中期 Ic T-20

外 面

内面

10YR 8/2
灰 白
10YR 8/2
灰 白

石英 長石 結晶

片肴 赤色斑粒

内彎する国縁は端部が平坦に仕上げられて
いる。

口縁部内外面、端部上面 とも

RL縄 文 が 施 文 され て い る

が、内面の縄文 は端部近 くを

残 してナデ消 されている。

中期 Ic A-18

外面 :10YR 7/3
にぶい責橙

内面 :10YR 7/3
にぶい黄橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1237
強く内葺する国縁は端部が平坦に仕上げら
れている。

日緑部内外画、端部上 lHと もR
L縄文が施文 されているが、外

面は回縁端部付近の組文がナデ

消 され、内面は逆に端部近 くを

残 してナデ消されている。

中期 Ic S-4
内面

5YR 6/4
にぶい橙
5YR 6/6
橙

外面

石英 長石 結晶

片岩

1238
内彎する国縁は端部が平坦に仕上げられて
いる。

口縁部内外面、端部上面 とも

長い節 を持 つた RL縄 文が施

文 されてい るが、内面の縄文
は端部近 くを残 してナデ消 さ

れている。

中期 Ic T-2

外 面 110YR 6/4
にぶい黄橙

i10YR 6/4
にぶい黄栓

内面

石英 長石 赤色

斑粒

1239
括れが小さい顕部と、内彎する口縁を持つ
た深鉢形土器で日縁端部上面は平坦に仕上
げられている。

口縁部内外面 、端部上面 とも

長大 な節 を持 った RL縄 文が

施文 されてい るが、内面 の縄

文 は端部近 くを残 してナデ消

さ,■ てψヽる。

中期 Ic B-19

:10YR 6/3

にぶい責橙
:75YR 7/4
にぶい橙

外面

内面

石美 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1240
内彎する口縁は端部が平lHに 仕上げられて
いる。

日縁部内外面、端部上面とも
長い節を持つたRL縄文が施
文されているが、内面の縄文
は端部近くを残してナデ消さ
,tて いる。

中期 Ic A-6
5YR 5/6
明赤掲
10YR 5/4
にぶい黄褐

イ団

内 面

石芙 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1241
緩やかに内をする国縁は端部が平坦に仕上
げられている。

国縁部内外面、お よび端部 と

も節の長い RL紀 文が施文 さ

れてい るが、内面の縄文 はロ

縁端部近 くを残 してナデ消 さ

れている。

中期 Ic T-5
外面 ,75YR 5/4

にぶい掲

内面 :75YR 5/4
にぶい褐

長石 結晶片岩
赤色斑粒

1242
緩やかに内i・・する日縁は端部上面が平lHに

仕上げられ、外面にはC字爪形文が施文さ
れている。

口縁部内外面、お よび端部上

面 とも節 の長い RL縄 文が施

文 されているが、内面の縄文

は日縁端部近 くを残 してナデ

消 されている。

中期 Ic T-1

タト面 :10YR 6/4
にぶい黄橙

内面 :5YR 6/6

橙

石 英

1243

「くJの字に屈山する顕部と、内
'す

する短い
日縁部を持った深鉢形土器で、端部上面は平
坦に仕上げられ、外面と頸部の屈曲部にはそ
れぞれC字爪形文が施文されている。頸部の
屈山の度合いは他の土器と比較して小さい。

口縁部内外面、端部上面 とも

R[縄 文 が 施 文 され て い る

が、内面 のlt文 は端部近 くを

残 してナデ消 されている。

中期 Ic T-1

外面 :75YR 6/6
橙

内面 :5YR 6/8

橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

内脅す る国縁 は端部上面が平坦 に仕上げ ら

れ、外面 には幅 l cmほ どの C字爪形文 を 2

条施文 している。

]縁部内外面 には長大 な節 を

持 った Rし 縄文が施文 されて
い るが、内面の縄文は日縁端

部か ら l cmほ どを残 してナデ

イ肖さ,■ている。

中期 Ic B-5

外面 :75YR 6/4

にぶい橙

内面 :25Y6/3
にぶい黄

石英

内彎する口縁は外面にC字爪形文が2条施
文されている。

中期 Ic S-1

5YR 6/8
栓
75YR 6/6
橙

クト面

内面

石英 長石 結晶

片岩

1246

内普する口縁は、端部上面が平坦に仕上げ
られ、外面にはヘラ先による粗い刻日が加
えられた環状の粘土市が貼り付けられてい
る。

国縁部内タト面、端部上面とも
節の長いRL縄文が施文され
ているが、内面の縄文は国縁
端部近くを残してナデ消され
ている。

中期 Ic S-4

10YR 7/3
にぶい責橙
10YR 7/2
にぶい黄橙

タト面

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1247

内青す る国縁 は、いつたん内外面に紀文 を

施文 したあ と、端部上面 に粘土 を貼 り付 け
て拡張 し、次いで上 か ら貝殻背圧痕 を施文

し、細か く波打つ ように仕上げている。

[1縁 部 内タト向 に は長 い節 を

持 つた RL紀 文が施文 されて

い るが、内面の縄文 は国縁端

部か ら l cmほ どを残 してナデ

消 されている。

中期 Ic A-1
外面 :5YR 6/6

橙

内面 ,10YR 7/4
にぶい責橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1248

内皆す る口縁 は、い つたん内外面 に縄文 を

施文 したあ と、端部上面 に粘土 を賄 り付 け

て拡張 し、次いで上か ら貝殻背圧痕 を施文

し、細か く波打つ ように仕上げている。

中期 Ic T-2
外面 :5YR 5/4

にぶい赤褐

内面 :10YR 7/6

明黄褐

石芙 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

LI面 2個
あり

1249

内管す る国縁 は、い ったん内外面に紀文 を

施文 したあ と、端部上面 に粘上 を貼 り付 け

て拡張 し、次いで上 か ら貝殻背圧痕 を施文

し、細か く波打つ ように仕上げている。

内外面 ともRL縄 文が施文 さ

れているが、内面 は国縁端部

か ら l cmほ どの範囲 を残 して

縄文がナデ消 され稜が残 され

ているぅ

中期 Ic T-1

外面 110YR 6/4
にぶい黄橙

内面 :75YR 6/4
にぶい橙

石英 結晶片岩

1250
大きく内管する国縁部を持った深鉢形上
器。

外面 には長大 な節 を持 った R
L縄文 が施 文 され てい るが、

頸部近 くには横 ナデが加 え ら

れている。

中期 Ic B-19

外而 :5YR 6/6

橙

内面 :25YR 6/6
橙

石英 長石 赤色

斑粒

「くJの字に屈曲する頚都と大きく内彎す
る日縁部を持った深鉢形土器。

外面 には長大 な節 を持 った R
L縄文が施 文 されてい るが、

頚部の縄文 は横ナデに よって

ナデ消 されている。

中期 Ic T-20

外面 :10YR 7/2
にぶい責橙

内両 :10YR 7/2
にぶい責橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
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1252
「く」の字に屈曲する頸部と大きく内彎す
る口縁部を持った深鉢形土器。

外面には長大な節を持ったR
L縄文が施文されているが、
頸部の縄文は横ナデによって
ナデ消されている。

中期 Ic B-19

外 面 10YR 6/2
灰責褐
10YR 7/2
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1253
「くJの字に屈曲する頸部と、内彎する国
縁部を持つた深鉢形土器。

外面には長い節を持ったRL
縄文が施文されているが、顕
部付近の縄文は横ナデによっ
てナデ消されている。

中期 Ic A-1
外 面 5YR 6/6

橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1254
「 くJの字に屈曲する顕部と、内彎する口
縁部を持った深鉢形土器で、体部の膨らみ
1ま /1ヽ さ�ゝ。

外面には縦走する節の大きな
RL縄文が施されているが、
国縁部の縄文は部分的にナデ
消されたようになっている。

中期 Ic A-18

外 面 :75YR 6/4
にぶい橙

:75YR 74
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1255
「く」の字に屈曲する票部にはC字八形文
が1条施文されている。

外面には長大な節を持ったR
L縄文を施文している。

中期 Ic A-2
外面 :5YR 6/6

橙
:5YR 6/6

橙
内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色班粒

1256

平坦な日縁を持った深鉢形と考えられる土器
は、いったん日縁部内外面に縄文を施文した
あと、端部上面に粘土を貼り付けて拡張し、
次に日縁に沿って内側は時計回り、外側は反
時計回りの方向の連続するV字状の刺突を加
えている。日縁部外面は端部直下に「く」字
状刺突文を施文した低い凸帯を水平に貼り付
け、その下にはC字爪形文を施文した凸帝
を間隔をあけて並行するように貼り付けてい
る。同様の凸帯は「く」の字に屈曲する顕部
にも貼り付けられている。

内外面とも大きな節を持った
RL縄文が施文 されている
が、内面の縄文は口縁端部か
らl cmほ どの範囲を残してナ
デ消されている。

中期 Ia T-1
T-2

クト面 :10YR 4/1

褐灰
内面 :10YR 4/1

褐灰

石芙 結晶片岩

1257

平坦な口縁を持った深鉢形と考えられる土
器は、いったん口縁部内外面に縄文を施文
したあと、端部上面に粘土を貼 り付けて拡
張し、次に口縁に沿って内側は時計回り、
外側は反時計回りの方向の連続するV字状
の刺突を加えている。口縁部外面は端部直
下に「く」字状刺突文を施文した低い凸帯
を水平に貼り付け、その下にはC字爪形文
を施文した凸帯を間隔をあけて並行するよ
うに貼 り付けている。同様の凸帝は「く」
の字に屈曲する頚部にも2条貼り付けられ、
その下には短条線が維に縮支されている。

内外面とも大きな節を持った
RL縄文が施文されている
が、内面の縄文は日縁端部か
らl cmほ どの範囲を残してナ
デ消されている。

中期 Ia
Ｔ

Ｓ

外面 110YR 4/1

褐灰
内面 :10YR 4/1

褐灰

石央 結晶片岩
チャート

1258

山形突起を付けた波状口縁の深鉢形土器は、
端部外面に低い凸帯を貼り付けたうえで、日
縁に沿って内側は時計回り、外側の凸帯上は
反時計回りの方向にC字爪形文が施文されて
いる。日縁部外面には幅 1 5cmほ どのC字
爪形文を上から施文した低い凸帯が間隔をあ
けながら水平に2条施文されている。膨らみ
を持った体部は、「くJの字に屈曲する頸部
付近に口縁と同じ爪形文を施文した凸帯を問
隔をあけて2条貼り付け、その下には貝殻
背圧痕文を施文した縦方向の凸帯が底部に向
かつて縦に貼り付けられている。

内外面とも長大な節を持った
RL縄文が縦に施文されてい
るが、日縁部外面の縄文は爪
形文列に沿ってナデ消され、
内面の縄文も口縁端部から11

2 cmほ どの範囲を残してナデ
消されている。

中期 Ib A-1
外面 75YR 5/6

明褐
75YR 5/6
明褐

内面

1259

頂部が平坦な台形状の突起を付けた波状口
縁の深鉢形土器は、端部外面に低い凸帯を
貼り付けたうえで、国縁に,合 つて内側は時
計回り、外側の凸帯上は反時計回りの方向
にC字爪形文が施文されている。口縁部
外面には幅 1 5cmほ どのC字爪形文を上
から施文した低い凸帯が2条施文されてい
る。大きく膨らんだ体部は、「く」の字に
屈曲する顕部付近に口縁と同じ爪形文を施
文した凸帯を間隔をあけて 2条貼 り付け、
その下には同じ爪形文を上から施文した縦
方向の凸帝が底部に向かって縦に貼り付け
られている。

内外面とも大きな節を持った
RL縄文が施文されている
が、内面の縄文は口縁端部か
らl cmほ どの範囲を残してナ
デ消されている。

中期 Ib T-2
外 面 75YR 4/3

褐
75YR 5/6
明褐

内面

1260

内彎する日縁は、端部上面に粘土待を貼り
付けて拡張し、内側は時計回り、外側は反
時計回りの方向にC字爪形文を施文して断
面方形に仕上げられている。また口縁部外
面は端部からl cmほ ど下にはC字爪形文が
施文された低い凸帯が 2条 口縁に並行する
ように貼り付けられている。膨らみが小さ
い体部は「 く」の字に屈曲する顕部に沿っ
て口縁部と同じ八形文が施文された凸帯が
2条貼り付けられている。

口縁部内外面ともRL縄文が
施文されているが内面の縄文
は端部から1 2cmほ どを残
してナデ消されている。

期

ａ
ｂ

中

Ｉ

Ｉ
T-2

外 面 10YR 7/2
にぶい責橙
10YR 7/2
にぶい責橙

内面

波状口縁の深鉢形土器は、端部外面に低い
凸帯を貼り付けたうえで、口縁に沿つて内
側は時計回り、外側の凸帯上は反時計回り
の方向にC字爪形文が施文されている。日
縁部外面には幅 1 2cmほ どのC字爪形文
を上から施文した低い凸帯が間隔をあけな
がら水平に2条施文されている。膨らみを
持った体都は、「 く」の字に屈曲する顕部
付近に国縁と同じ爪形文を施文した凸帯を
間隔をあけて2条貼り付け、その下には貝
殻背圧痕文を施文した縦方向の凸帯とC宇
爪形文を施文した低い凸帯を貼り付けて連
弧文と環状文が描かれている。

国縁部内外面ともRL縄文が
施文されているが内面の縄文
は端部からl cmほ どを残 し
てナデ消されている。

中期 Ib

Ａ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

外面 75YR 6/4
にぶい橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面
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1262
「く」の字に屈曲する顕部と、端部が円く
仕上げられた内彎する口縁部を持つ深鉢形
土器。

内外面、端部上面とも長い節
を持ったRL縄文が施文され
ているが、内面の縄文は端部
近くを残してナデ消されてい
る。

中期 I

２０

拗

Ｓ

Ｔ

外 面 75YR 7/3
にぶい橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

「く」の字に屈曲する顕部と、端部が平坦
に仕上げられた内彎する口縁部を持つ深鉢
形土器。

内外面、端部上面とも長い節
を持ったRL縄文が施文され
ているが、内面の縄文は端部
近くを残してナデ消されてい
る。

中期 I T-2
外 面 10YR 7/2

にぶい責橙
10YR 7/2
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 チャート

1264

「く」の年に屈曲する頸部と、端部がにぶ
く尖らされた内彎する口縁部を持つ深鉢形
土器。頸部の屈曲の度合いは他の上器と比
較して弱い。

内外面、端部上面ともRL縄
文が施文されているが、内面
の縄文は端部近くを残してナ
デ消されている。

中期 I A-6
外 面 75YR 6/4

にぶい橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石莫 長石

1265

「く」の字に屈曲する頸部と、端部がにぶ
く尖らされた内警する国縁部を持つ深鉢形
土器。顕部の屈曲部には貝殻を使つた短条
線が施文されている。

内外面、端部上面ともRL縄
文が施文されているが、内面
の縄文は端部近くを残してナ
デ消されている。

中期 I
A-1
T-2

外 面 :5YR 7/6

橙
:5YR 7/6

橙
内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色班粒

1266

「く」の字に屈曲する頸部と、上方に大き
く開く直線的で短い国縁部を持った平縁の
深鉢型土器。日縁端部は平坦に仕上げられ
縄文が施文されている。

口縁部内外面及び端部上面に
はそれぞれ節が大きいRL縄
文を施文しているが、端部内
面の縄文はわずかな範囲を残
してナデ消されている。

Ａ

Ｔ

Ｔ

タト面 :75YR 4/3
褐

内面 :75YR 5/6
明掲

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

底部は多角底に仕上げられ、体部から多角
形の頂部に向かって、上から貝級背圧痕文
を施文した凸帯を貼り付けている。

外面には節が大きい縦走する
RL縄文を施文している。

中期 I 不 明

外 面 75YR 6/6
橙
75YR 6/8
橙

内面

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1268
底部は多角底に仕上げられ、体部から多角
形の頂部に向かって、上から貝殻背圧痕文
を施文した凸帯を賄り付けている。

中期 I A-2
外 面 75YR 7/6

橙
75YR 6/4
にぶい 橙

内面

石英 長石 結 晶
片岩 赤色斑粒

1269
底部は多角底に仕上げられ、体部から多角
形の頂部に向かって、上から貝殻を使用し
た条線を施した凸帯を貼り付けている。

外面には縦走する節が大き▼
RL縄文を施文している。

中期 I T-2
外 面 5YR 5/4

にぶい赤褐色
5YR 5/4
にぶい赤褐色

内面

石英 長石 結晶
片岩

底部は三角形の多角底に仕上げている。
外面には縦走する節が大きV

RL縄文を施文している。
中期 I A-1

外 面 5YR 7/6
橙
5YR 7/6
橙

内面

石英 長石 結 晶

片岩 赤色斑粒

1271 底部は多角底に仕上げている。
外面には端正な撚のRL縄文
を施文している。

中期 I A-3
タト面 75YR 6/4

にぶい橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1272 底部は三角形の多角底に仕上げている。 中期 I T-20

外 面 10YR 7/3
にぶい黄橙色
10YR 7/2
にぶい黄橙色

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1273 底部 は五角形の多角底か ?
外面には縦走する節が大きψ
RL縄文を施文している。

中期 I R-20

外 面 5YR 6/6
橙色
5YR 6/6
橙色

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1274 底部は四角形の多角底か P
外面にはRL縄文が施文され
ている。 中期 I B-19

外 面 10YR 8/3
浅黄橙色
10YR 8/3
浅黄栓色

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

底部は多角底に仕上げている。 中期 I T-2
外 面 5YR 8/4

淡橙色
75YR 8/4
浅責橙色

内面

石英 長石 結晶
片岩

底部は多角底に仕上げている。
外面には縦走する節が大きし
RL縄文を施文している。

中期 I T-2
タト面 10YR 6/2

灰黄褐色
10YR 6/3
にぶい黄橙色

内面

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1277
底部は多角底に仕上げられ、体部から多角
形の頂部に向かって、上から貝殻背圧痕文
を施文した凸帯を貼り付けている。

外面には縦走する節が大きし
RL縄文を施文している。

中期 I T-2
外 面 75YR 6/6

橙
75YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1278

酒杯状突起が付けられた波状口縁の深鉢形
土器は、国縁端部上面が平坦に仕上げられ、
ヘラ先による連続する刺突が加えられてい
るが、刺突の方向は一定していない。外面
には幅 1 4cmほ どのC字爪形文が 2条口
縁に沿つて施文されている。

内面は長い節のRL縄文を施
文しているが口縁端部付近を
残 して丁寧にナデ消されてい
る。

中期 Ia A-1
T-1

外面 75YR 5/6
明褐
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1279

酒杯状突起が付けられた波状口縁の深鉢形
土器は、口縁端部上面にC字爪形文によっ
て連続する刺突が加えられている。外面は
幅 1 7cmほ どのC字爪形文が口縁に沿っ
て施文されている。

口縁部内外面には長い節の中
に繊維痕がないRL縄文を施
文しているが内面の縄文は口
縁端部付近を残してナデ消さ
れている。

中期 Ⅱ a S-20

外 面 10YR 8/2
灰白
10YR 8/2
灰白

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
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1280

酒杯状突起が付け られた波状曰縁の深鉢形土

器は、日縁端部外面に低い凸帯が貼 り付 けら

れ、上から反時計 まわ りの方向の C字爪形文

列が施文 されている。外面は I字状の刺突列
が日縁に並行するように施文 されている。

口縁端部内面には細かい節の
RL縄が施文されているが、
端部近くを残してナデ消され
ている。

中期 Ia T― ユ

5YR 4/6
赤褐
25YR 5/6
明赤褐

外 面

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1281

緩やかな波状口縁を持った深鉢形土器は端
部上面が平坦に仕上げられ、時計回りの方
向にC字爪形文が付けられている。外面は
口縁に並行してC字爪形文が2条、器面に
直接施文されている。

口縁端部内面には長い節のR
L縄を施文している。

中期 Ia B-19

外 面 75YR 6/4
にぶい橙
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面

石 英 長 石
チャート 不良

1282

緩やかな波状口縁を持った深鉢形土器は、
内管する国縁の端部上面が平坦に仕上げら
れ、ヘラ先を使用した時計回りの方向の刺
突を連続して加えている。外面は口縁に並
行するように幅 1 5cmほ どのC字爪形文
を2条 わずかな間隔をあけて器面に直接施
文している。「 く」の字に屈曲する顕部か
ら体部にかけても、同様の爪形文列が 2条
施文されている。

外面は無文だが縄文施文後に
ナデ消された可能性がある。
国縁端部内面には長い節のR
L縄文を施文している。

中期 Ia A-1
10YR 7/3
にぶい黄橙
10YR 6/3
にぶい黄橙

外 面

内面

石英 長石 赤色
斑粒

1283

緩やかな波状口縁を持つた深鉢形土器は、
国縁端部上面が平坦に仕上げられヘラ先に
よる時計回りの方向の刺突が連続して加え
られている。外面は幅 l cmほ どのC字爪形
文を2条、国縁に並行するように器面に直
接施文されている。

内面には長い節のなかに繊維
の痕跡がないRL縄文を施文
しているが、端部付近を残し
てナデ消されている。

中期 Ia A-18

10YR 6/1
褐灰
10YR 6/1
褐灰

外 面

内面
石英

1284

低い山形突起を付けた波状口縁の深鉢形土
器は、日縁端部上面が円く仕上げられ、時
計回りの方向にC字爪形文が施文されてい
る。外面は幅 l cmほ どのC字八形文を施文
した薄い粘土帝が口縁に沿つて貼り付けら
れているが、さらにその下にも別のC字爪
形文が1条 、水平に施文されている。

口縁端部内面には無節のRL
縄文が施文されているが、端
部付近を残してナデ消されて
ψゝる。

中期 Ia B-19

10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 6/2
灰黄褐

外 面

内面

石央 長石 結晶

片岩

1235

緩やかな波状口縁を持った深鉢形土器は、
突起の頂部が縦に深 く切 り込まれている。
国縁端部上面は平坦に近くヘラによる反時
計方向の刻み目を連続して加えている。外
面は幅 1 8cmほ どのC字爪形文が 2条回
縁に並行するように施文されている。

口縁部外面はいったん縄文を
施文したあと丁寧にナデ消さ
れた可能性がある。国縁端部
内面には細長い節を持つたR
L縄文を施文している。

中期 Ⅱ a
A-1
B-19

タト面 :10YR 3/1

灰白
内面 :10YR 8/2

灰白

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
不 良

1286

緩やか な波状 口縁 を持 つた深鉢形 土器 は、

突起 の頂部が維 に深 く切 り込 まれてい る。
日縁端部上面 は平坦 に近 くヘ ラ先 を使 つた

反時計方向の刻み 目が連続 して加 え られて
いる。外面は幅 1 8cmほ どの C字爪形文が

2条 日縁 に並行するように施文 されている。

口縁部外面 はいったん縄文 を

施文 したあ と丁寧 にナデ消 さ

れた可能性がある。 日縁端都

内面 には細長い節 を持 った R
L縄文 を施文 している。

中期 Ia B-19

外面 :10YR 8/2

灰白
内面 i10YR 8/2

灰白

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

山形突起を付けた波状口縁と考えられる深鉢
形土器は、日縁端部上面が円く仕上げられ、
時計回りの方向にC字爪形文が施文されてい
る。外面は幅 l cmほ どのC宇爪形文を施文し
た薄い粘土帝が口縁に沿って貼り付けられて
いるが、さらにその下にも別のC字爪形文が
1条水平に施文されている。

口縁部内外面にはRL縄文を
施文しているが内面の縄文は
国縁端部付近を残してナデ消
されている。

中期 Ia T-2
外面 :75YR 7/4

にぶい橙

内面 :10YR 7/4
にぶい黄橙

石英 長石 結晶
片岩

1288

内彎する国縁は端部上面が円く仕上げら
れ、時計回りの方向の連続する刺突がヘラ
先により加えられている。口縁部外面には
C字爪形文が3条施文されているが、その
うち最も国縁端部に近いものは他の爪形よ
り幅が約半分ほどしかない。

中期 Ia S-4

外面 i5YR 6/4
にぶい橙

i5YR 6/6

橙
内面

石英 長石 結晶
片岩  チ ャー ト

1289

緩やかな波状回縁の深鉢形土器は、日縁端
部上面が平坦に仕上げられ、C字爪形文が
時計回りの方向に施文されている。外面は
幅 1 7cmほ どのC字爪形文が 2条口縁に
並行するように器面に直接施文されてい
る。

口縁端部内面には節が大きい
RL縄文が施文 されている
が、端部付近を残してナデ消
さテ生ている。

中期 Ia A-1
外面 :10YR 7/4

にぶい責橙

内面 :10YR 6/4
にぶい責橙

石英 赤色斑粒

緩やかな波状口縁の深鉢形土器は、国縁端
部上面が平坦に仕上げられヘラ先による時
計回りの方向の刺突が連続して加えられて
いる。外面は幅 1 5cmほ どのC字爪形文
が口縁に並行するように器面に直接施文さ
れている。

口縁端部内面には細長い節を
持ったRL縄文を施文してい
る。

中期 Ⅱ a T-2
外面

内面

10YR 7/2
にぶい責橙
25Y7/2
灰責

石英 長石 結晶

片岩

低い山形突起を付けた波状口縁の深鉢形土
器は、国縁端部上面をにぶく尖らせ、ヘラ
先による刻み目が施されている。外面には
幅 1 3cmほ どのC宇爪形文が回縁に並行
するように施文されている。

口縁端部内面には節の小さな
RL縄文を施文している。

中期 Ⅱ a A-2
外 面 10YR 7/3

にぶい黄橙
10YR 7/4
にぶい黄橙

内面
長石 結晶片岩

1292

山形突起を持った波状回縁の深鉢形と考え
られる土器は、回縁端部上面が平坦に仕上
げられ、ヘラ先による連続する時計回りの
方向の刺突が加えられている。外面は幅 1

cmと 1 5cmほ どのC字爪形文が 1条ずつ
口縁に沿って施文されている。

口縁端部内面 には節 の小 さな

RL縄 文 を施文 している。
中期 Ia B-19

外 面 75YR 5/1
褐灰
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1293

緩やかな波状口縁を持った深鉢形土器は、
日縁端部上面が平坦に仕上げられC字爪形
文が反時計回りの方向に施文されている。
外面は幅 1 5cmほ どのC字爪形文列が口縁
に並行して2条器面に直接施文されている。

口縁端部内面は節が大きいR
L縄文が施文されているが、
端部付近を残してナデ消され
ている。

中期 Ia B-19

外面

内面

OYR 7/4
こぶい責橙
OYR 7/4
こぶい責橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
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1294

山形突起 を付 けた波状 口縁 の深鉢形 と考 え

られる土器 は回縁端部上面 にヘ ラ先 に よる

時計 回 りの方向の連続す る刺突が加 え られ

ている。外面は幅 l cmほ どの C字爪形文が

水平 に 2条、器面 に直接施文 され、その下
には C宇爪形文が施文 された環状 の凸帯が

貼 り付 け られている。

口縁端部内面 には細長い節 を

持 つた RL縄 文が施文 されて
いるが端部近 くを残 してナデ

消 されている。

中期 Ⅱ a T-2
外面

内面

:5YR 5/6

明赤褐
110YR 5/4
にぶい黄褐

長石 結晶片岩
赤色斑粒

1295

内彎する回縁は端部上面がにぶく尖らされ
時計回りの方向に短いC字爪形文が施文さ
れている。外面は端部直下に低い凸帯を貼
り付け、C字爪形文を施文している。その
下にも同じようなC字爪形文が2条器面に
直接施文されている。

口縁端部内面はRL縄文を施
文後、端部近くを残してナデ
消されている。

中期 こ a T-1
外面 :10YR 5/8

黄褐

内面 :10YR 5/4
にぶい責褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

内彎する日縁は端部上面に時計回りの方向
の爪形文列が施文されている。外面は端部
直下に幅の異なるC字爪形文を2条、国縁
に並行するように器面に直接施文してい
る。

日縁部内外面には細かい節を
持った縦走するRL縄文が施
文されているが、内面の縄文
は端部近くを残してナデ消さ
れている。

中期 Ia A-3

:5YR 5/4
にぶい赤褐

:75YR 5/2
灰褐

外面

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1297

内彎する国縁は端部上面に時計回りの方向
の爪形文列が施文されている。外面は端部
直下に貝殻背圧痕文を施文しさらに国縁に
並行 して幅 1 5cmほ どのC宇爪形文を 1

条施文している。

口縁部外面は縄文施文後ナデ
調整が加えられ、内面はRL
縄文施文後、端部近く残して
縄文をナデ消している。

中期 Ia T-2
10YR 5/3
にぶい黄掲
25Y3/1
黒褐

外面

内面
石英 長石

1298

内彎 す る日縁 は端 部上 面が 円 く仕 上 げ ら
れ、ヘ ラ先で刻み 目が施 されている。外面
は端 部か ら l cm足 らず の ところ に幅 1 5
cmほ どの C字爪 形 文 が 2条施文 され てい

る。

中期 Ia T-2
内面

10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 5/2
灰黄褐

外面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1299

内彎する回縁は端部上面が円く仕上げられ
ている。外面は端部直下に貝殻背圧痕文が
施文され、さらにその下にはC字爪形文が
1条残されている。

口縁端部内面には細かい節を
持ったRL縄文が施文されて
いるが、端部近くを残してナ
デ消されている。

中期 Ⅱ a S-4

10YR 5/4
にぶい責褐
10YR 6/4
にぶい黄橙

外面

内面
石興

1300

内彎する国縁は端部が円く仕上げられ、外
面には幅 1 3cmと 1 8cmほ どのC字爪形
文が 1条ずつ口縁に並行して施文されてい
る。

口縁端部内面には細かい節を
持ったRL縄文を施文してい
る。

中期 Ⅱa T-3
10YR 7/4
にぶい黄橙
5YR 5/4
にぶい赤褐

タト面

内面
石英 結晶片岩

内管する口縁は端部上面がにぶ く尖らさ
れ、時計回りの方向に短いC宇爪形文を 1

条施文している。外面は端部直下に幅15
cmほ どのC字形爪形文が2条 口縁に並行し
て施文されている。

口縁端部内面はRL縄文施文
後、非常に丁寧な横ナデに
よって端部近くを残してナデ
消されている。

中期 Ⅱ a
Ｔ

Ｔ

外面 !75YR 5/6
明褐

内面 :75YR 6/8
橙

石英 長石 結 晶

片岩 赤色斑粒

内皆する国縁は端部上面が円く仕上げら
れ、C字爪形文が施文されている。外面
は国縁端部から l cm足 らずのところに幅
1 5cmほ どC字爪形文が 2条 器面に直接
施文されている。

口縁端部内面 には細長い節の

中に繊維 の痕跡のない RL縄
文 を施文 している。

中期 Ia T-1
外面 :10YR 5/3

にぶい黄褐
内面 :10YR 5/3

にぶい黄褐

石英 赤色斑粒

緩やかな波状口縁の深鉢形土器は口縁端部
上面が円く仕上げられ短いC字爪形文が時
計回りの方向に施文されている。国縁部外
面は幅 1 5cmほ どのC字爪形文が口縁に
並行するように2条施文されている。

内面は細かい節を持ったRL
縄文を施文している。

中期 Ia A-4

タト面 :75YR 6/8
橙

内面 :75YR 6/8
橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不 良

1304
緩やかに内葺する国縁は、端部上面にヘラ
先で刻み目が加えられ、外面は幅 1 5cm
ほどのC字爪形文が 2条施文されている。

口縁端部内面 には RL縄 文が

施文 されてい るが端部か ら 1

cm足 らずのところでナデ消さ
れている。

中期 Ⅱ a T-1
外面 :10YR 4/3

にぶい黄褐
内面 :10YR 3/1

黒褐

石英 結晶片岩
赤色斑粒

緩やかに内彎する国縁は端部上面がにぶく
尖らされる。外面は端部直下に幅 1 5cm
ほどのC宇爪形文を2条施文した、薄い粘
土帯が貼り付けられている。

回縁部内面には長い節の中に
繊維の痕跡がないRL縄文が
施文されているが、端部から
l cmほ どを残してナデ消され
ている。

中期 Ia B-19

外面 :10YR 8/2

灰 白

内面 :10YR 7/2
にぶい黄橙

石矢 長石 結晶
片岩

内葺する国縁は端部上面がにぶ く尖らさ
れ、C字爪形文を時計回りの方向に連続し
て施文している。外面は端部直下に幅15
cmほ どのC字爪形文が施文された薄い粘土
市が口縁に並行して貼 り付けられている。

口縁端部内面には細長い節の
中に繊維の痕跡がないRL縄
文を施文しているが、端部か
らl cm足 らずのとこるでナデ
消されている。

中期 Ia A-6
外面 :10YR 5/3

にぶい責褐

内面 :5YR 5/6

明赤褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1307

緩やかな波状口縁と考えられる深鉢形土器
は、日縁端部上面が円く仕上げられヘラ先
で時計回りの方向に連続する刺突を加えて
いる。外面は端部直下に幅 l cmほ どのC字
爪形文を1条施文した薄い粘土帯を口縁に
沿って貼 り付け、その下には 1 5cmを 越
えるC字形爪形文を1条、器面に直棲施文
している。

口縁端部内面はRL縄文が施
文されているが、端部から 1

cmほ ど下でナデ消されてい
る。

中期 Ⅱ a A-2
外面 i10YR 6/3

にぶい責橙

内面 :10YR 6/3
にぶい黄橙

石英 チ ヤー ト

1308

緩やかに内彎する口縁は端部上面が円く仕
上げられ、刻み目が加えられている。タト面
は端部直下にC字爪形文が 3条施文されて
いる。

中期 Ia 不明

タト面 :25Y4/1
黄灰

内面 :10YR 5/2

灰責褐

石 天

緩やかな波状口縁の深鉢形土器は口縁端部
上面が平坦に仕上げられ、C字爪形文が時
計回りの方向に施文されている。外面は端
部直下に幅 l cmほ どのC字爪形文が国縁に
並行するように2条施文されている。

口縁端部内面には端正な撚の
RL縄文が施文されている
が、端部直下のわずかな範囲
を残してナデ消されている。

中期 Ia T-20

外面 :10YR 7/2

にぶい黄橙
内面 :25Y7/3

浅黄

石英 長石 結晶
片岩
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遺物

番号
徴特 縄 文 原 体 型 式

土

点

出

地 調色 土 焼 成 備  考

口縁端部は平坦に仕上げられヘラ先で時計
回りの方向の連続刺突が加えられている。
外面は端部直 ドに幅 1 3cmほ どのC字爪
形文が回縁に並行するように2条施文され
ている。

口縁端部内面 には端正 な撚 の

RL紀 文 が 施 文 され て い る

が、端部直下のわずかな範囲
を残 してナデ消 されている。

中期 Ia S-4
T-1

外面 :5YR 5/4
にぶい赤褐

内面 :5YR 5/4

にぶい赤褐

石英 長石 赤色

斑粒

1311

緩やかに内彎する日縁は、端部上面が平坦
に仕上げられヘラ先で反時計回りの方向に
連続する刺突が加えられている。外面は端
部直下に幅 l cmほ どのC字爪形文が日縁に
並行して2条施文され、その下は顕部まで
無文のまま残されている。

口縁端部内面には端正な林の
RL・It文が施文されている
が、端部直下のわずかな範囲
を残してナデ消されている。

中期 Ia A-1
T-2

10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 6/3
にぶい責橙

外 面

内 面
布英 長石

1312

口縁 は端部上面が にぶ く尖 らされ、 C字爪

形文が反時計回 りの方向に連続 して施文 さ

れてい る。外 面 は端部直下 に幅 1 2cmほ
どの C宇爪形文が回縁 に並行す るように施

文 されている。

日縁端部 内面は長い節 を持 つ

た RL縄 文 を施文 している。
中期 Ia T-1

一団

内面

5YR 6/6
橙
5YR 5/4
にぶい赤掲

石夫 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1313

緩やに内督する国縁は、端部上面が平坦に
仕上げられヘラ先で時計回りの方向の連続
する刺突が加えられている。タト面は端部直
下に幅 l cmほ どのC宇爪形文を1条施文し
た薄い粘土帯が口縁に沿って貼 り伺けら
れ、その下には 1 2cmほ どのC字爪形文
が1条、器面に直接施文されている。

口縁端部内面にはRL縄文が
施文されているが端部から1

cm足 らずのところでナデ消さ
れている。

中期 Ia B-19

外 面

内面

:10YR 6/3

にぶい黄橙
:10YR 8/3

浅黄栓

石夫 長石 結晶

片岩

緩やかに内彎する国縁は端部上面が平坦に
仕上げられヘラ先で刻み目が加えられてい
る。外面は幅 1 5cmほ どのC字爪形文が
2条施文されている。

口縁端部内面 には端正 なIIの
RL縄 文が施文 されているが

端部か ら l cm足 らずの ところ

でナデ消 されている。

中期 Ⅱ a B-6

画

　

面

外

　

内

5YR 7/6
橙
5YR 7/6
栓

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1315

緩やかに内暫する国縁は端部上面が円く仕
上げられ、短いC字爪形文を時計回りの方
向に施文している。外面は端部直下に幅 1

cmと 2 cmほ どのC字爪形文が 1条ずつ口縁
に並行するように施文されている

口縁 部内外面 とも長い節の な

かに繊維の痕跡が ない RL紀
文が施文 されているが、内面
の紀 文は端部か ら l cmほ ど下
でナデ消 されている。

中期 Ia T-1
外 面

内面

5YR 5/6
明赤褐
75YR 6/6
橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1316

「 くJの字に屈曲する頸部と、大きく内彎
する国縁を持った深鉢形土器は、国縁端部
上面が平坦に仕上げられ、C字爪形文を反
時計回りの方向に連続して施文している。
外面は端部直下に幅 l cmほ どのC宇爪形文
が口縁に並行するように2条施文されてい
る。

国縁 部内外面 には端正 な撚の

lllt走 す る RL縄 文が施文 され

てい るが、内面の縄文は端部
か ら l cm足 らずの ところでナ
デ消 されている。

中期 Ⅱ a T-2
外 面

内 面

75YR 7/6
橙
10YR 7/4
にぶい黄橙

石英 長石 結晶

片岩

緩やかに内警する日縁は端部上面にC字爪
形文を時計回りの方向に連続して施文して
いる。外面は端部直下に幅 1 5cmほ どの
C字爪形文が回縁に並行するように2条施
文されている。

口縁端部内面 には節が大 きい

RL紀 文 が 施 文 され て い る

が、端部か ら l cmほ どの とこ

ろですデ消 されている。

中期 Ia A-18

外面 :10YR 6/]

褐灰

内面 :25Y6/2
灰責

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1318

緩やかに内母する国縁は端部上面が平坦に
仕上げられヘラで時計回りの方向に連続す
る刺突が加えられている。外面は端部直下
に幅 1 2cmか ら1 5cmの C字爪形文がわ
ずかな間隔をあけて国縁に並行するように
2条施文されている。

口縁 部内外面 には端正 な撚 の

RL縄 文 が 施 文 され て い る

が、内面の縄文は端部か ら 1

cm足 らずのところでナデ消さ
れている。

中期 Ia T-1
タト面 :75YR 5/6

明褐

内面 :75YR 5/6
明褐

石英 長石 結品
片岩 赤色班粒

1319

内彎する日縁は端部が平坦に仕上げられヘラ
先で連続する刺突が加えられている。外面は
端部直下に幅 1 5cmの C字 爪形文がわずか
な間隔をあけて日縁に並行するように3条施
文され、同じような爪形文の刻日が残る環状
の凸帯の貼り付けとつなげられている。

口縁端部内面にはRL縄文が
施文されているが、端部から
l cm足 らずのところでナデ消
されている。

中期 Ia A-18

タト面 :10YR 6/2

灰黄掲

内面 :10YR 7/3
にぶい黄橙

石英 長石 率吉晶
片岩 赤色斑粒

内彎す る口縁 は端部上面が平坦 に仕上 げ ら

れ C宇爪形文が時計 回 りの方向 に施文 され

ている。外面は端部直下に幅 15か ら 18
cmの C字爪形文 を回縁 に並行す るように 2
条施文 している。

国縁端部内面には長大な節を
持ったRL紀文が施文されて
いるが、端部からl cmほ ど下
でナデ消されている。

中期 Ia A-18

外面 :10YR 8/3

浅責栓

内面 :10YR 7/2

にぶい女橙

石失 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

内彎 す る国縁 は端 部上面 が 円 く仕上 げ ら

れ、 C字爪形文が時計回 りの方向に連続 し
て施 文 され て い る。外 面 は端 部直 下 に幅
1 5cmほ どの C字爪形文 が 国縁 に並行 し
て施文 され、その下 には断面三角形の凸帯
が日状 に貼 り付 け られ周囲にはヘ ラ先 に よ

る連続刺突が加 えられている。

国縁端部内面は長大な節の中
に紋維の痕跡がないRL槌文
を施文しているが、端部から
l cmほ ど下でナデ消されてい
る。

中期 Ia T-5
外面 :5YR 5/6

明赤褐

内面 :5YR 5/6

明赤褐

長石 結晶片岩

赤色斑粒

1322

口縁 は端部上面が平坦 に仕上げ られ、 C宇
爪形文が時計 回 りの方向に連続 して施文 さ

れてい る。外面 は瑞 部直下 に幅 1 5cmほ
どの C字爪形文がわずかな間隔 をあけて 2
条施文 されている。

口縁端部内面 には節が大 きな
RL縄 文 を施文 して い るが、

端部 か ら 1 5cmほ ど 下で す
デ消 されている。

中期 Ia T-2
外面 i5YR 6/6

栓

内面 :5YR 6/8

橙

石夫 長石 結晶

片岩

1323

緩やかに内彎する国縁は端部上面が平坦に
仕上げられ、ヘラ先で時計回りの方向の刻
み目が加えられている。外面は端部直下に
幅 1 2cmほ どのC字爪形文を1条 施文し
た薄い粘土帯を口縁に沿つて貼り付け、さ
らにその下に同じC字爪形文を1条器面に
直接施文している。

口縁端部内面には端正な撚の
RL紀文が施文されている
が、端部から l cmほ ど下でナ
デ消されている。

中期 Ⅱ a A-6
タト面 :75YR 6/6

橙
内面 :10YR 6/4

にぶい責橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1324

回縁は端部上面が平坦に仕上げられ、C宇
爪形文が時計回りの方向に連続して施文さ
れている。外面は端部直下に幅 1 5cnほ
どのC宇爪形文が回縁に並行して施文され
ている。

口縁端部 内面 には端正 な撚 の

RL縄 文 が 施 文 され て い る

が、端部か ら l cmほ ど下でナ
デイ肖さ,■ ている。

中期 Ia T-1
T-2

外面 :75YR 5/3
にぶい褐

内面 :75YR 5/3
にぶい褐

石英 ネ吉晶片岩
チャート
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物
号

這
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土
点

出
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口縁は端部上面が平坦に仕上げられ、C字
爪形文が反時計回りの方向に連続して施文
されている。外面は端部直下に幅 1 2か
ら1 5cmほ どのC字爪形文が 3条施文さ
れている。

口縁端部内面にはRL縄文が
施文されているが、端部から
l cm足 らずのところでナデ消
されている。

中期 Ⅱ a A-2
外面 75YR 6/6

橙
75YR 8/6
浅責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

口縁は端部上面が平坦に仕上げられ、C字
爪形文が反時計回りの方向に連続して施文
されている。外面は端部直下に幅 1 2か
ら1 5cmほ どのC字爪形文が 3条施文さ
れている。

国縁端部内面には端正な撚の
RL縄文が施文されている
が、端部からl cmほ ど下でナ
デ消されている。

中期 Ia A-2
外面 :75YR 7/6

橙

内面 :75YR 7/6
橙

石英

内彎する口縁は端部が平坦に仕上げられヘ

ラ先で連続する刺突が加えられている。外
面は端部直下に幅 1 5cmの C字爪形文が
わずかな間隔をあけて口縁に並行するよう
に2条施文されている。

口縁端部内面には端正な撚の
RL縄文が施文されている
が、端部から5 mmほ ど下でナ
デ消されている。

中期 Ⅱ a A-6
外面 :75YR 6/6

橙

内面 :5YR 6/6

橙

石芙

片岩
結 晶長 石

1328

内彎する日縁は端部上面が円く仕上げられ、
C字爪形文が時計回りの方向に連続して施
文されている。外面は端部直下に幅 1 2cm
ほどのC字爪形文が口縁に並行して2条施
文されている。

口縁端部内面にはRL縄文が
施文されているが、端部から
l cm足 らずのところでナデ消
されている。

中期 工 a S-4 外面 :10YR 5/6

責褐
長石 結晶片岩

1329

緩やかな波状回縁の深鉢形土器は口縁端部
上面が平坦に仕上げられ、C宇爪形文が反
時計回りの方向に連続 して施文されてい
る。外面は端部直下に幅 l cmほ どのC字爪
形文が口縁に並行するように2条施文され
ている。

口縁端部内面には端正な撚の
RL縄文が施文されている
が、端部から5 mmほ ど下でナ
デ消されている。

中期 Ia A-2
外面 75YR 6/4

にぶい橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面
石英 長石

1330

緩やかに内管する国縁は端部上面が平坦に
仕上げられヘラ先で反時計回りの方向の刻
目が加えられている。外面は口縁端部に薄
い粘土帯が貼 り付けられ、幅 1 5cmほ ど
のC字爪形文が口縁に並行して施文されて
いる

口縁端部内面はRL縄文が施
文されているが、端部から 1

clm足 らずのところですデ消さ
れている。

中期 Ia A-2
外面 10YR 7/6

明黄褐
10YR 7/6
明黄褐

内面

石央 長石 結 晶

片岩 赤色斑粒

1331

緩やかな波状回縁は端部上面が平坦に仕上
げられ、ヘラ先で反時計回りの方向の刻目
が加えられている。外面は端部直下に幅
1 2～ 1 3cmほ どのC字爪形文が口縁に
並行して2条施文されている。

口縁端部内面は端正な撚のR
L縄文を施文している。

中期 Ia A― 〕

10YR 5/1
褐灰
10YR 8/2
灰白

面
　
面

外
　
内

石央 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1332

内彎する国縁は端部上面が平坦に仕上げら
れ、C字爪形文が時計回りの方向に施文さ
れている。外面は端部直下に粘土市が薄く
貼 り付けられ、その上から幅 1～ 1 5cm
ほどのC字爪形文が口縁に並行して2条施
文されている。

国縁端部内面は端正な撚で節
が大き�ヽRL縄文が施文され
ているが、端部からl cm足 ら
ずのところでナデ消されてい
る。

中期 Ⅱ a S-1

75YR 5/4
にぶい褐
75YR 5�
にぶい褐

外 面

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内彎する口縁は端部上面が平坦に仕上げら
れ、C字爪形文が時計回りの方向に施文さ
れている。外面は端部直下に幅 l cmほ どの
C字爪形文を口縁に並行して2条施文して
いる。

口縁端部内面は端正な撚で節
が大きいRL縄文が施文され
ているが、端部からl cmほ ど
のところですデ消されてい
る。

中期 Ⅱ a 不 明

外 面 10YR 6/2
灰責褐
10YR 5/3
にぶい責褐

内面
石英 長石

内彎する口縁は端部上面が平坦に仕上げら
れ、C字爪形文を時計回りの方向に施文し
ている。外面は端部直下に幅 1～ 1 3cm
ほどのC字爪形文が日縁に並行して2条施
文されている。

口縁端部内面は端正な撚で節
が大きいRL縄文が施文され
ているが、端部からl cm足 ら
ずのところでナデ消されてい
る。

中期 Ia T-2
75YR 6/6
橙
10YR 7/4
にぶい責橙

外 面

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色班粒

内葺する日縁は端部上面が平坦に仕上げら
れ、C字爪形文が時計回りの方向に施文さ
れている。外面は端部直下に粘土帯が薄く
貼 り付けられ幅 l cmほ どのC字爪形文を 1

条、さらにその下には 1 3cmほ どの I字
爪形文を口縁に並行するように施文してい
る。

口縁端部内面は端正な撚のR
L縄文が施文されているが、
端部から5 mmほ どのところで
ナデ消されている。

中期 Ia
Ａ

Ｔ

Ｔ

外 面 75YR 5/4
にぶい褐
75YR 5/4
にぶい褐

内面
石英 結晶片岩

内彎する日縁は端部上面が平坦に仕上げら
れ、C宇爪形文が時計回りの方向に施文さ
れている。外面は端部直下に粘土帝が薄く
貼 り付けられ1嘱 1 5cmほ どのC字爪形文
が 1条、日縁に並行するように施文されて
いる。

口縁端部内面は端正な撚のR
L縄文が施文されているが、
端部から l cmほ どのところで
ナデ消されている。

中期 Ia B-19

外面 75YR 6/4
にぶい橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面

長 石英
十

石

チ 不良

内皆する口縁は端部上面が平坦に仕上げら
れ、C字爪形文が時計回りの方向に施文さ
れている。外面は端部直下に粘土帯が薄く
貼り付けられ幅 l cmほ どのC字爪形文を 1

条、さらにその下には 1 3cmほ どの I字
爪形文が口縁に並行するように施文されて
いる。

口縁端部内面は端正な株で節
が大きいRL縄文が施文され
ているが、端部からl cm足 ら
ずのところですデ消されてい
る。

中期 Ia A-2
外面 :75YR 6/6

橙
:75YR 6/6
橙

内面
石央

1338

内彎する国縁は端部上面が平坦に仕上げら
れ、C字爪形文が反時計回りの方向に施文
されている。外面は端部直下に粘土帯が薄
く貼 り付けられ幅 1 2cmほ どのC字爪形
文を1条、さらにその下には別のC字爪形
文をもう1条、わずかな間隔をあけながら
口縁に並行するように施文している。

国縁部内外面はRL縄文が施
文されているが、内面の縄文
は端部からl cmほ どのところ
でナデ消されている。

中期 Ia R-19

外面 !25Y8/2
灰白
:25Y7/1
灰白

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1339

低い山形突起を付けた波状口縁の深鉢形土
器は、国縁端部上面を平坦に仕上げたうえ
でヘラによる刻目が加えられている。外面
は端部直下に2 cm近 い幅の I字刺突文を2
条施文している。

国縁端部内面はLR縄文を施
文しているが、端部近くを残
してナデ消されている。

中期 Ib B-19

10YR 8/1
灰白
10YR 8/2
灰白

外 面

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
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物

号

遺
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土

点

出
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緩やかな波状 口縁の深鉢形土器 は、口縁端

部上面が平坦 に仕上 げ られ られヘ ラによる

刻み 目が加 え られている。外面 は端部直下

に幅 1 5cmと 2 cmの I字刺突文が 2条施

文 されている。

口縁 端 部 内面 は長 大 な節 を

持った RL縄 文が施文 されて
いるが、端部近 くを残 してナ

デ消 されている。

中期 Ib B-19

外 面 10YR 7/3
にぶい黄橙
10YR 7/2
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

緩やかな波状口縁の深itN形 土器は口縁端部
上面にI字刺突文が反時計回りの方向に施
文されている。外面は端部直下から幅15
cmほ どの I字刺突文が3条施文されている
が、端部上面を含めて通常の上器とは逆方
向に施文されている。

口縁端部内面はRL縄文が施
文されているが、端部近くを
残してナデ消されている。

中期 Ib A-20

外 面 10YR 6/6
明黄褐
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1342

低い山形突起を付けた波状口縁の深鉢形土
器は、国縁端部上面を平坦に仕上げたうえ
でヘラによる刻み目を加えている。外面は
端部直下に I字刺突文を1条、水平に施文
している。

口縁端部内面 は RL縄 文 を施

文 している。
中期 Ib A-5

外 面 10YR 7/6
明責褐
10YR 7/6
明責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

1343

低い山形突起を付けた波状口縁の深鉢形土
器は、国縁端部上面が円く仕上げられ、ヘ

ラ先で時計回りの方向に刻み目が施されて
いる。国縁部外面には回縁に並行してI字
刺突文が 2条 まわされている。内面は横ナ
デ調整が加えられた後で縄文が施文されて
いる。

口縁端部内面は節が大きいR
L縄文を施文している。

中期 Ib S-2

外 面 10YR 7/2
にぶい黄橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶

片岩

1344

緩やかな波状口縁の深鉢形土器は、口縁端
部上面を円く仕上げ、ヘラ先で反時計回り
の方向に連続する刺突が加えられている。
外面は端部直下に I字刺突文を2条、わず
かな間隔をあけて水平に施文している。

口縁端部内面 は細長い節の中
に繊維痕が ない RL縄 文 を施

文 している。

中期 Ⅱ b T-2
外面

内面

OYR 7/4
こぶい黄橙
OYR 7/4
こぶい責橙

石英

1345

緩やかな波状口縁の深鉢形土器は、日縁端
部上面が平坦に仕上げられ、ヘラ先で時計
回りの方向の連続刺突列を加えている。外
面は端部直下に幅 l cmと 1 3cmの C字形
爪形文 (I字刺突文)を 2条 口縁に並行す
るように施文している。

口縁部外面は無文だが縄文施
文後ナデ消された可能性があ
る。端部内面にはRL縄文が
施文されているが端部のごく
次い範囲を残してナデ消され
ている。

中期 Ⅱ b T-1
外 面 10YR 3/1

黒褐
75YR 7/6
橙

内面
石英

1346

小さく波打つ波状国縁の深鉢形土器は、口
縁端部上面が円く仕上げられ、ヘラ先で浅
い刻み目が施されている。外面は口縁に
沿って I字刺突文が 3条水平に施文されて
いる。

口縁端部内面には長い節の中
に繊維痕のないRL縄文を施
文している。

中期 Ib T-2
外 面 75YR 5/3

にぶい褐
5YR 6/6
橙

内面

石英
片岩

長 石 結 晶

1347
緩やかに内彎す る口縁 を持 った深鉢形土器
は、外面 に I字状の刺突文 を 2条施文 して
いる。

中期 Ib R-20

タト面 10YR 8/2
灰白
10YR 8/2
灰白

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1348
内彎する口縁は端部上面を平坦に仕上げ、
外面には I字刺突文が 2条施文されてい
る。

中期 Ib A-6
タト面 5YR 5/4

にぶい赤褐
5YR 5/4
にぶい赤褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1349

緩やかな波状 日縁 の深鉢形土器 は国縁端部
上面が円 く仕上 げ られ、ヘ ラ先で時計回 り
の方 向の連続す る刺 突が加 え られてい る。

外面は端部直下 に国縁 に並行す るC字 また

は I字状刺突文が 2条、わずか な間隔 をあ

けて施文 されている。

口縁端部内面は細いRL縄文
を施文しているが、端部のご
く狭い範囲を残してナデ消し
ている。

中期 Ib T-2
タト面 25Y4/1

黄灰
10YR 6/3
にぶい責橙

内面

石央 長石 赤色

斑粒

内彎する日縁を持った深鉢形土器は国縁端
部上面が円く仕上げられ、時計回りの方向
にC字爪形文が施文されている。外面は端
部直下に5 mm、 その下には l cmほ どの幅を
持ったI字刺突文が口縁に並行するように
施文されている。

口縁端部内面はRL縄文が施
文されているが、端部近くを
残してナデ消されている。

中期 Iも T-3
タト面 5YR 5/4

にぶい赤褐
5YR 6/6
橙

内面
石 英

内鸞する口縁を持つた深鉢形土器は回縁瑞
部上面が円く仕上げられC字爪形文が時計
回りの方向に施文されている。外面は端部
直下に口縁に並行して幅 l cm程度のC字爪
形文を施文した薄い粘土常が2条 間隔をあ
けて貼り付けられている。

中期 Ib T-3
タト面 :75YR 6/6

橙
内面 :75YR 6/6

橙

石 英

1352

内彎する口縁を持った深鉢形土器は回縁端
部上面がにぶく尖らされ外面には低い凸青
が貼り付けられている。端部上面には浅い
刻み目が加えられ、外面の凸帯上には幅7
mmほ どのC字爪形文が施文されている。外
面は端部から1 5cmほ ど下に I字刺突文
が口縁に並行して施文されている。

口縁端部内面はRL縄文を施
文しているが、端部近くを残
してナデ消されている。

中期 Ib B-19

タトE] 10YR 8/3
浅黄橙
10YR 7/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1353

「く」の字に屈曲する頚部と大きく内彎す
る国縁を持った深鉢形土器は、口縁端部上
面が平坦に仕上げられ、ヘラ先で連続する
刻み目が加えられている。外面は端部直下
に幅 1 5cm、 その下には2 5cmほ どの I

字刺突文を2条施文し、顕部にも刺突列が
残されている。

口縁端部内面は長い節の中に
繊維の痕跡がないとR縄文を
施文しているが、端部近くの
狭い範囲を残してナデ消され
ている。

中期 Ib A-1
外 面 75YR 7/4

にぶい橙
10YR 7/4
にぶい橙

内面

石英 長石 赤色
斑粒

1354

緩やかな波状口縁の深鉢形土器は、日縁端
部上面が円く仕上げられ I字刺突文が反時
計回りの方向に連続 して施文されている。
外面は端部直下に幅 1 3cmほ どのC字 ま
たは I字刺突文が2条、水平に施文されて
いる。

口縁端部内面は RL縄 文 を施

文 してい るが、端部近 くを残
してナデ消 されている。

中期 Ⅱ b T-2
外 面 10YR 6/4

にぶい黄橙
75YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
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番号
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土
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出

地 調色 土 焼成 備 考

緩やかに内葺する国縁を持った深鉢形土器
は、国縁端部上面が平坦に仕上げられI字
刺突文が時計回りの方向に施文されてい
る。外面は端部直下に幅 7 mm、 その下には
1 5cmほ どの I字刺突文を2条施文して
いる。

口縁端部内面はRL縄文を施
文しているが、端部近くを残
してナデ消されている。

中期 Ib T-1
T-2

外面 :10YR 7/4
にぶい責橙

内面 :10YR 7/6

明黄褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1356

緩やかに内彎する国縁を持った深鉢形土器
は国縁端部上面が平坦に仕上げられ、C字
形爪形文が時計回りの方向に連続して施文
されている。外面は端部直下に幅 l cmほ ど
の I字刺突文が口縁に沿って施文され、そ
の下には同じI宇刺突文で波状文が祐かれ
ている。

口縁端部内面 は RL縄 文 を施

文 してい るが、端部近 くを残

してナデ消 されている。

中期 Ib T-2
タト面 :10YR 4/1

褐灰

内面 :10YR 5/3

にぶい責褐

長石 赤色斑粒

1357

緩やかな波状口縁の深鉢形土器は国縁端部
上面が平坦に仕上げられ、ヘラ先で時計回
りの方向に連続する刺突が加えられてい

る。外面は端部直下に幅 l cmほ どの I字状
の刺突文が口縁に並行して2条施文され、
さらにその下には同じ施文具を使用して波
状または鋸歯状の文様が祐かれている。

回縁端部内面は節が大きいR
L縄文を施文しているが、端
部近くを残してナデ消されて
いる。

中期 Ib B-19

外 面 10YR 7/1
灰白
10YR 7/2
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1358

内管する国縁は端部が平坦に仕上げられ、
ヘラ先による反時計回りの方向の刺突列が
施文されている。外面にはI字刺突文が間
隔をあけて2条施文されている。

内面 にはやや長い節 を持 つた

RL縄 文 を施文後横 ナデ調整

が施 されている。

中期 Ib T― ]

75YR 6/6
橙
5YR 6/8
橙

外面

内 面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1359

口縁端部上面は平坦に仕上げられI字刺突
文が時計回りの方向に施文されている。外
面は端部直下に幅 2 cmほ どの I字刺突文が
口縁に,合 つて施文されている。

口縁端部内面には細長い節を
持つたRL縄文を施文してい
る。

中期 Ib B-19
内面

10YR 7/2
にぶい黄橙
10YR 7/3
にぶい黄橙

外面

石英 長石 結晶

片岩

口縁端部上面はヘラ先で亥」み目が加えら
れ、外面は端部直下に幅 l cmほ どの I字刺
突文が回縁に並行するように2条施文され
ている。

口縁端部内面は節のなかに繊
維の痕跡がないRL縄文を施
文している。

中期 Ib T-3
外 面 10YR 6/4

にぶい責橙
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面
石 英

口縁端部上面は平坦に仕上げられヘラ先で

時計回りの方向の連続する刺突が加えられ
ている。外面は端部直下に幅 1 3cmほ ど
の I字刺突文が口縁に沿つて2条施文され
ている。

口縁端部内面 は節のなかに繊

維 の痕餅が ない RL縄 文 を施

文 している。

中期 Ib T-2
外面 :10YR 6/4

にぶい黄橙

内面 :10YR 6/4
にぶい責橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1362

内彎する日縁は端部上面が平坦に仕上げ、
ヘラ先による時計回りの方向の刺突が連続
して加えられている。外面は幅 1 5cmほ
どのI字刺突文が口縁に沿って施文されて
いる。

国縁端部内面には節が長く端
正な撚のLR縄文が施文され
ているが、口縁端部から1 5
cmほ ど下ですデ消されてい
る。

中期 Ib B-5

タト面 15YR 6/6

橙
内面 :75YR 7/6

橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1363

緩やかな波状口縁の深鉢形土器は、口縁端
部上面が平坦に仕上げられ、C字爪形文が
時計回りの方向に連続 して施文されてい

る。外面は端部直下に幅 l cmほ どのC字
爪形文が 2条、日縁に並行して施文されて
いる。

口縁端部内面には節が長く端
正な撚のLR縄文を施文して
いる。

中期 Ib B-19

外面 :10YR 6/2

灰責褐

内面 :10YR 4/1

褐灰

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1364

「くJの字に屈曲する顕部と、大きく内彎
する国縁を持った深鉢形土器は、口縁端部
上面が平坦に仕上げられヘラ先で時計回り
の方向の刺突が連続して加えられる。外面
は幅 l cmか ら1 5cmほ どの I字刺突文が
3条 間隔をあけながら、国縁に並行して施
文され、頚部の屈曲部にも施文されている。

口縁端部内面には端正な撚の
LR縄 文が施文されている
が、口縁端部からl cmほ ど下
でナデ消されている。

中期 Ⅱ b A-3
5YR 5/6
明赤褐
5YR 6/8
橙

外 面

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不 良

1365

口縁は端部上面が円く仕上げられ、ヘラ先
による亥1み 目が加えられている。外面は端
部直下に幅 2 cmほ どの I字刺突文がわずか
な間隔をあけて水平に2条施文されてい
る。

口縁端部内面には端正な撚の
LR縄文が施文されているが
端部から1 5cmほ どのとこ
ろでナデ消されている。

中期 Ib B-6
外面 :10YR 7/4

にぶい責橙
内面 :10YR 7/4

にぶい責橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1366

口縁は端部上面が平坦に仕上げられヘラ先
による反時計回りの方向の刺突が連続して
加えられる。外面は端部直下に幅 8 mm、 そ
の下には l cmほ どの I字刺突文が口縁に並
行して3条施文されている。

回縁端部内面には端正な撚の
RL縄文が施文されている
が、端部からl cm足 らずのと
に ろでナデ消されている。

中期 Ib B-19

タト面 :10YR 7/2

にぶい黄橙

内面 :10YR 7/2
にぶい責橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色班粒

1367

緩やかに内骨する口縁は端部上面が平坦に
仕上げられヘラ先による時計回りの方向の
連続する刺突が加えられている。外面は端
部直下に幅 1 5cmほ どの I字刺突文が日
縁に並行するように2条施文されている。

口縁端部内面には端正な撚の
RL縄文が施文されている
が、端部からl cm足 らずのと
ころでナデ消されている。

中期 Ib T-1

外面 :75YR 7/6
橙

内面 :75YR 7/6
橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1368

緩やかに内彎する日縁は端部上面が平坦に
仕上げられヘラ先により連続する刺突が加
えられている。外面は端部直下に幅 7 mmか

ら1 7cmほ どの I字刺突文を回縁に並行
するように3条施文している。

国縁端部内面 は Rし 縄文 を施

文 しているが、端部近 くを残

してナデ消 されている。

中期 工 b T-2
外面 1 10YR 6/3

にぶい黄橙
内面 :10YR 6/2

灰黄褐

長石 結晶片岩

1369

緩やかに内彎する国縁は端部が平坦に仕上
げられ、ヘラ先で時計回りの方向の連続す
る刺突が加えられている。外面は端都直下
に幅 1か ら1 2cmほ どのC字状または I

宇に近い刺突文が 3条、水平に施文されて
いる。

口縁端部内面 には端正 な撚 の

RL縄 文 が 施 文 され て い る

が、端部か ら l cm足 らずの と

ころでナデ消 されている。

中期 Ⅱ b

Ａ

Ｔ

Ｔ

外 面 75YR 5/4
にぶい褐
75YR 5/4
にぶい褐

内面
石英 結晶片岩
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1370

直立する口縁は端部が円く仕上げられ、ヘ

ラ先で時計回りの方向に連続する刺突が施
されている。外面は端郡直下に刻目が加
えられた環状の凸帯が貼 り付けられ、水
平或いは斜め方向に施文された幅 l cmか ら
1 2cmほ どの I字刺突文とつながつてい
る。

国縁端部内面 には端正 な撚 の

RL縄 文 を施文 している。
中期 Ib T-1

:75YR 5/4
にぶい褐

175YR 5/4
にぶい褐

外面

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1371
内彎する口縁は、連続するC字爪形文を施
文した環状の凸市と、幅 1 5cmほ どのC
字爪形文が2条施文されている。

口縁部外面はいったん施文し
た縄文を、後でナデ消した可
能性がある。

中期 Ia A-1
外面

内面

i75YR 5/4
にぶい褐

i75YR 5/3
にぶい褐

石英 雲母 長石

1372
内彎する口縁は外面に幅 1 5cmほ どのC
字爪形文が並行して2条施文されている。

口縁部外面はいったん施文し
た縄文を、後でナデ消した可
能I生がある。

中期 Ⅱ a T-2
外面

内面

10YR 4/2
灰責褐
75YR 5/3
にぶい褐

石英 長石 赤色
斑粒

1373
内葺する口縁は外面に幅 1 5cmほ どのC
字爪形文が並行して2条施文されている。

口縁部外面はいったん施文し
た縄文を、後でナデ消した可
能′性がある。

中期 Ia B-19

外面 :10YR 6/2

灰黄掲
内面 :10YR 6/3

にぶい責橙

輔

馳

石

色

長
赤

央
岩

石
片

内彎する国縁は外面に幅 1 5cmほ どのC
宇爪形文が並行して2条施文されている。

口縁部外面はいったん施文し
た縄文を、後でナデ消した司
能‖生がある。

中期 Ia B-19

外面

内面

10YR 7/2
にぶい責橙
10YR 6/1
掲灰

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内彎する国縁は外面に幅 1 5cmほ どのC
字爪形文が 1条水平に施文されている。

口縁部外面 はいったん施文 し
た縄 文 を、後でナデ消 した可

能性がある。

中期 Ⅱ a
A-1
T-2 内面

外 面 10YR 4/1

掲灰
10YR 4/1
褐灰

石英 赤色斑粒

「く」の字に屈曲する顕部と内彎する回縁
を持った深鉢形土器は、日縁部外面に、幅
1 5cmほ どのC字爪形文を2条並行に施
文している。頸部外面にもC字爪形文と思
われる刺突列が残されている。

口縁部外面 はいったん施文 し
た縄文 を、後でナデ消 した可

能性がある。

中期 Ia B-19

外 面 10YR 8/2
灰白
10YR 8/2
灰白

内面

石英 長石 結晶

片岩

1377

「くJの字に屈曲する頸部と内彎する国縁
を持った深鉢形土器は顕言Бの屈曲部近 く
に、幅 l cmほ どのC字爪形文を1条施文し
ている。

口縁部外面には長い節を持っ
たRL縄文が施文されている
が施文後ナデ調整が加えられ
ている。

中期 Ia B-19

外 面 :10YR 7/3

にぶい責橙
110YR 7/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結 晶

片岩 赤色斑粒

1378

「くJの年に屈曲する頸部と内督する国縁
を持った深鉢形土器は、口縁部外面に、幅
l cmほ どのC字爪形文を1条水平に施文し
ている。

口縁部外面はいったん施文し
た縄文を、後でナデ消した可
能t生がある。

中期 Ia T-5
外 面

内面

Ｎ
灰

Ｎ
灰

長石 結晶片岩
赤色斑粒

1379

「くJの年に屈曲する頸部と内瞥する日縁
を持った深鉢形土器は、口縁部外面に、幅
1 5cmほ どのC宇爪形文を間隔をあけて
水平方向に2条、並行に施文している。ま
た、頸部外面にも爪形文と思われる刺突列
が残されている。

回縁部外面には長い節を持っ
たRL縄文が施文されている
が施文後ナデ調整が加えられ
ている。

中期 Ia T-2
外面 :10YR 6/4

にぶい黄栓
内面 :25Y6/4

にぶい黄

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1380
内警する国縁は外面に幅 1 5cmほ どのC
字爪形文が間隔をあけて水平方向に並行し
て施文されている。

節の長い縦走するRL縄文を
施文しているが、一部がナデ
消されている。

中期 Ia T-2
外面 :75YR 6/4

にぶい橙

内面 :5YR 6/6

橙

石央 長石 結晶

片岩

「くJの字に屈曲する頸部と、内彎する国
縁を持った深鉢形土器は、口縁部外面に幅
1 5cmほ どのC宇爪形文を 1条、水平に
施文している。また、顕部外面にも爪形文
と思われる刺突列が残されている。

長大な節を持った縦走するR
L縄文を施文しているが、一
部がナデ消されている。

中期 Ⅱ a T-1

外面 :75YR 5/6
甥掲

内面 ,10YR 6/6

明黄褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

13駐

「く」の字に屈曲する頸部と、内彎する国
縁を持った深鉢形土器は、口縁部と頸部外
面にそれぞれC字爪形文を1条ずつ施文し
ている。

口縁部外面はいったん施文し
た縄文を、後でナデ消した可
能性がある。

中期 Ia B-19

外面 :10YR 8/1

灰 白

内面 :10YR 7/2
にぶい責橙

石英 長石 結晶
片岩

1383

「く」の年に屈曲する頚部と、内彎する口
縁を持った深鉢形土器は、国縁部外面に幅
l cmほ どのC字爪形文を 1条施文 してい
る。また、顕部外面にも爪形文と思われる
刺突列が残されている。

縦定するRL縄文を施文後、
ナデ調整が加えられている。

中期 Ia T-1
タト面 :5YR 4/8

赤褐
内面 :5YR 5/6

明赤掲

石央 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

「 くJの字に屈曲する頸部と、内青する口
縁を持った深鉢形土器は、日縁部と顕部外
面にそれぞれC字爪形文を1条ずつ施文し
ている。

口縁部外面 はいったん施文 し
た縄文 を、後でナデ消 した可

能性がある。
中期 Ⅱ a T-2

外面 :75YR 7/4
にぶい橙

内面 :10YR 7/3

にぶい黄橙

石英 長石 結晶

片岩

1385

「く」の字に屈曲する頸部と、内彎する日
縁を持った深鉢形土器は、国縁部外面に幅
1 7cmほ どのC字爪形文を1条施文してい
る。また、頸部外面にも爪形文と思われる
刺突列が残されている。

維走するRL縄文を施文後、
ナデ調整が加えられ、頭部周
辺を残して縄文がナデ消され
ている。

中期 Ⅱ a T-2
タト面 :75YR 7/4

にぶい橙
内面 :5YR 6/6

橙

石英 長石 結晶

片岩

1386

「く」の字に屈曲する頸部と、内彎する国
縁を持った深鉢形土器は、日縁部外面に幅
1 3cmほ どのC宇爪形文を2条水平方向
に施文している。また、頸部外面にも爪形
文と思われる刺突列が残されている。

回縁 部外面 はいったん施文 し
た縄文 を、後でナデ消 した可

能性がある。
中期 Ia A― ユ

タト面 :25Y4/2
H音灰黄

内面 :25Y3/2
黒褐

石英 長石 赤色
斑粒

1387

「く」の字に屈曲する頸部と、内彎する国
縁を持った深鉢形土器は、日縁部は 1条、
顕部から然部にかけては2条、それぞれ
1 5cm前後の幅のC字爪形文が水平に施
文されている。

外面には長い節を持ったRL
縄文が施文されているが、国
縁部の縄文はナデ消されてい
る。

中期 Ⅱ a T-2
外面 :75YR 6/4

にぶい橙

内面 :5YR 6/4

にぶい橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色班粒
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1388

「くJの字に屈曲する頚部と、内暫する口
縁を持った深鉢形土器は、口縁部は 1条、
頸部から体部にかけては2条、それぞれ
1 5cm前後の幅のC字爪形文が水平に施
文されている。

外面は節の長い縦走するRL
縄文を施文しているが口縁都
の縄文はナデ消されている。

中期 Ⅱ a B-19

外面 10YR 6/2
灰責褐
10YR 6/1
褐灰

内面

石英 長石 結晶

片岩

1389

「く」の字に屈曲する頸部と、内彎する日
縁を持った深鉢形土器は、頚部の屈曲部に
幅 1 5cmほ どのC字爪形文が施文されて
いる。

外面は端正な撚の細かい節を
持ったRL縄文を施文してい

るが日縁部の縄文はナデ消さ
れている。

中期 Ia T-1

外 面 75YR 5/4
にぶい褐
75YR 6/6
橙

内面

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

「く」の字に屈曲する頸部と、内彎する国
縁を持った深鉢形土器は、頸部から体部に
かけて、幅 1 5cmほ どのC字爪形文と I

字刺突文 ?が並行して施文されている。

外面はいったん施文した縄文
を、後ですデ消した可能性が
ある。

中期 Ia A-2
外面 75YR 5/6

明褐
75YR 5/4
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

「 くJの字に屈曲する頸部と、内彎する日
縁を持った深鉢形土器は、頸部の屈曲部に
幅 1 5cmほ どのC字爪形文が施文されて
いる。

外面はいつたん施文した縄文
を、後でナデ消した可能性が
ある。

中期 Ia A-2
外面 75YR 6/4

にぶい橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1392
「 く」の字に屈曲する頸部から体部にかけ
ては、幅 1 5cmほ どのC字爪形文が2条、
並行に施文されている。

中期 Ia T-2
外面 10YR 7/3

にぶい責橙
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

「く」の字に屈曲する頸部から体部にかけ
ては、幅 1 5cmほ どのC字爪形文が2条、
並行に施文されている。

中期 Ia T-2
外面 10YR 7/3

にぶい黄橙
10YR 6/2
灰黄掲

内面

石英 長石 結晶
片岩

「 くJの字に屈曲する顕部から体部にかけ
ては、簾状または I字刺突文が施文されて
いる。

中期 Ⅱ a T-2
外面 :75YR 7/6

橙

内面 :75YR 6/6
橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1395
「くJの字に屈曲する頸部から体部にかけ
ては、幅 2 cmを越えるC字爪形文が 1条施
文している。

中期 Ia A― ユ

外 面 10YR 7/3
にぶい責橙
10YR 6/1
褐灰

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1396
「 く」の字に屈曲する頚部から体部にかけ
ては、幅 1 5cmほ どのC字爪形文が 2条、
並行に施文されている。

体部外面には縦定するRL縄
文を施文している。

中期 Ia T― l

外 面 10YR 3/3
暗掲
10YR 4/3
にぶい黄褐

内面

石莫 長石 結晶
片岩・赤色斑粒

1397
「 く」の字に屈曲する顕部から体部にかけ
ては、幅 2 cmを越えるC字爪形文が 2条並
行に施文されている。

中期 Ia T-2
外 面 10YR 7/3

にぶい責橙
10YR 7/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色班粒

「 く」の字に屈曲する頸部から体部にかけ
ては、幅 1 5cmほ どのC字爪形文が 2条、
並行に施文されている。

中期 Ⅱ a A-2
外面 :75YR 4/4

褐
:75YR 4/4
褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

「くJの字に屈曲する顎部から体部にかけ
ては、幅 1 5cnほ どのC字爪形文が2条、
並行に施文されている。

中期 Ⅱ a 不 明

クト面 :10YR 5/4
にぶい黄褐

内面 :10YR 4/2

灰責褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内彎する日縁には幅 l cmほ どの水平方向の
I字刺突列が間隔をあけて2条並行に施文
されている。

外面はいつたん施文した縄文
を、後でナデ消した可能性が
ある。

中期 Ib T-2
外 面 10YR 7/3

にぶい責橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

内警する口縁は、外面に I宇刺突文が簾状
に施文されている。

中期 Ⅱ b T-3
外面 10YR 5/3

にぶい責褐
10YR 7/2
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

内管する国縁は、外面に I字刺突文が簾状
に施文されている。

中期 Ib T-2
外面 75YR 5/4

にぶい褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1403

「くJの字に屈曲する顕部と、内誉する国
縁を持った深鉢形土器は、日縁部と頸部に
幅 l cmほ どの I字刺突文を1条ずつ施文し
ている。

中期 Ib T-2

タト面 10YR 6/4
にぶい責橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1404

「 く」の字に屈曲する顕部と、内彎する口
縁を持った深鉢形土器は、口縁部外面に幅
l cmほ どの I字刺突文を1条、水平方向に
施文している。また、顕部外面にI字 と思
われる刺突列が残されている。

中期 Ib A-3
外 面 10YR 5/3

にぶい黄褐
10YR 6/3
にぶい責橙

内面
石英

「く」の字に屈曲する頸部と、内彎する日
縁を持った深鉢形土器は、日縁部外面に幅
1 5cmほ どの水平方向の I字刺突文を2

条、間隔をあけて施文している。また、顕
部外面にも幅 1 5cm以上ある I字刺突文
が施文されている。

中期 Ib

外面 5YR 6/4
にぶい橙
75YR 7/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1406

「く」の宇に屈曲する頸部と、内彎する日
縁を持った深鉢形土器は、国縁部外面に幅
7 mmほ どの水平方向の I字床」突文を1条施
文している。また、顕都外面にも幅 ± 5
cmほ どの I字刺突文が施文されている。

外面はいったん施文した縄文
を、後でナデ消した可能性が
ある。

中期 Ib B-19

外面 10YR 8/2
灰白
10YR 5/1
褐灰

内面

鵜

婉
石
色

長

赤

英

岩
石

片
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第5表 包含層出土遺物観察表 (68)

物
号

這
番 特 徴 縄 文 原 体 型式

土
点

出
地 色 調 土 焼成 備  考

「 く」の字に屈曲する頚部と、内彎する口
縁を持った深鉢形土器は、口縁部外面に幅
1 5cm以上ある水平方向の I字刺突文が
1条施文されている。また、頸部外面にも
I字刺突文列が残されている。

外画はいったん施文した縄文
を、後でナデ消した可能性が
ある。

中期 Ⅱ b B-19

外 面 10YR 8/1
灰白
10YR 6/2
灰責褐

内面

石英 長石 赤色
斑壮

1408

「く」の字に屈曲する顕部と大きく膨らむ体
部を持った深鉢形土器は、頸部に幅 1 5cm
ほどのI字刺突を連続して加えている。体
部にも同じI字刺突文を水平に施文する他、
薄い粘土帯を維に2本貼 り付けた上からも
I字刺突文が施文されている。

中期 Ib T-3
外 面 5YR 6/4

にぶい橙
5YR 6/4
にぶい橙

内面

石 英 長 石
チャート

「 くJの字に屈曲する頸部から体部にかけ
ては外面に幅 l cmほ どの I字刺突文を2
条、水平方向に施文している。

中期 Ⅱ b A-2
外 面 10YR 5/3

にぶい責褐
10YR 5/3
にぶい責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

「 く」の字に屈曲する頸部から体部にかけ
ては外面に幅 l cmほ どの I字刺突文を3
条、水平方向に施文している。

中期 Ib A-5
外面 :5YR 6/6

橙
内面 :10YR 6/4

にぶい黄橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

体部外面に幅 1 2cmほ どの水平方向のC
字爪形文が2条並行に施文されている。

外面は端正な撚のRL縄文を
施文している。

中期 Ia T-1
外 面 ７

褐
ｙ
褐

５ＹＲ
嚇
５ＹＲ
嚇

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

体部外面には幅 1 3cmほ どのC字爪形文
を水平方向に2条施文し、その下にはC字
爪形文が縦方向に施文されている。

中期 Ia A-3
外面 :75YR 4/3

褐

内面 :10YR 5/3

にぶい責褐

長石 結晶片岩
赤色斑粒

不良

体部は頸部との境近 くに幅 1 5cmほ どの
C字爪形文を2条、水平に施文し、 I字刺
突文で描かれた曲線と交差している。

中期 Ⅱ a 不 明

外面

内面

Ｒ

　

Ｒ

５Ｙ
橙
５Ｙ
橙

石英 長石

体部外面にはC字爪形文が水平に2条施文
されている。

中期 Ia 不 明

タト面 10YR 7/4
にぶい黄橙
10YR 7/4
にぶい責橙

内面
石英 長石 不 史

体部外面には幅1 5cmほ どのC字爪形文が
水平に2条施文されている。

外面はRL縄文を施文してし
る。

中期 Ⅱ a A-18

タト面 75YR 7/4
にぶい橙
25Y6/2
灰責

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色班粒

体部外面には幅 1 5cmほ どのC字爪形文が
水平に2条施文されている。 中期 Ia T-2

外 面 5YR 4/6
赤褐
5YR 6/6
橙

内 面
石英 長石

体部外面には幅 1 5cmほ どのC字爪形文が
水平に2条施文されている。 中期 Ia A-5

外面 25YR 6/6
橙
5YR 4/3
にぶい赤褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

体部外面には幅 1 5cmほ どのC字爪形文が
水平に2条施文されている。

中期 Ia T-20

外面 10YR 7/4
にぶい黄橙
10YR 7/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
砂岩 チャート
いずれも円礫

体部外面には幅 1 5cmほ どのC字爪形文が
水平に2条施文されている。

外面はRL縄文を施文してヽ
る。

中期 IA A-18

外 面 75YR 8/3
浅費橙
25Y6/2
灰責

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

筒状の体部外面は外面に幅 1 2cmほ どの
C字爪形文が水平に2条施文されている。

節の中に繊維の痕跡がない長
大な節を持った縦走するRL
縄文を施文している。

中期Ⅱa T― l

外 面 :5YR 5/6

明赤褐
:10YR 5/3
にぶい責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1421
体部外面には幅 1 5cmほ どのC字爪形文が
水平に2条施文されている。

細長い節 を持 った縦走す る R
L縄文 を施文 している。

中期 Ia A-3
外面 10YR 7/4

にぶい責橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内 面

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1422
筒状の体部は外面に 1 5cmを 越える幅の
C字爪形文が水平に 1条施文されその下に
は同じ爪形文で曲線が描かれている。

中期 Ia A-1
外面 10YR 7/2

にぶい責橙
10YR 6/2
灰責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

1423
体部外面には地文の縄文の上に2 cm近 い幅
のC字爪形文が水平に施文されている。

長い節を持つた縦走するRL
縄文を施文している。

中期 Ia T-1
外面 5YR 5/6

明赤褐
10YR 5/3
にぶい責褐

内面

長石 結晶片岩
赤色斑粒

1424
体部外面には地文の縄文の上に幅 1 3cm
ほどのC字爪形文が水平に施文されてい
る。

長い節を持つた縦走するRL
縄文を施文している。

中期 工 a R-20

外面 10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 7/2
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1425
体部外面には地文の縄文の上に幅 1 2cm
ほどのC字爪形文が 2条水平に施文されて
いる。

長い節を持ったRL率亀文を施
文している。 中期 Iっ B-19

外面 25Y6/2
灰黄
25Y7/2
灰黄

内面
石英 長石

1426
幅 1 5cmほ どの C字爪形 文 を器面 に直接
刺突 して曲線が描かれている。

長い節を持った縦走するRL
縄文を施文している。

中期 Ia B-19

外 面 10YR 4/1
褐灰
10YR 6/2
灰黄褐

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (69)

物

号

遺

番 特 徴 縄 文 原 体 型式
土

点

出

地 色 調 胎 土 焼成 備  考

幅 1 5cmほ どのC字爪形文を器面に直接
刺突して曲線が描かれている。

細い節を持った縦たするRL
縄文を施文している。

中期 Ia B-19

外 面 10YR 6/2
灰責掲
10YR 6/2
灰黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1428
地文の縄文の上に幅 2 cmほ どのC字爪形文
が施文されている。

細長い節を持った縦走するR
L縄文を施文している。

中期 Ia T-2
外面 :75YR 6/6

橙

内面 :75YR 6/6
橙

石英 長石 結晶
片岩

地文の縄文の上にC字爪形文を水平に施文
している。

細長い節を持ったRL縄文を
施文している。

中期 Ia A-1
外 面 10YR 6/3

にぶい責橙
10YR 7/2
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

体部にはI字刺突文が水平に施文されてし
る。

端正な撚の節の中に繊維の痕
跡がない縦定するRL縄文を
施文している。

中期 Ⅱ a T-2
外 面 75YR 4/3

褐
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

体部にはC字爪形文が水平に施文されて�
る。

長い節を持った端正な撚の縦
走するRL縄文を施文してい
る。

中期 Ia A-1
外 面 75YR 6/8

橙
75YR 6/8
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1432
体部には幅 1 2cmほ どのC字爪形文を2
条、水平に施文している。

端正な撚の維走するRL縄文
を施文している。

中期 Ia A-5
外 面 75YR 5/4

にぶい褐
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

体部外面には幅 1 5cmほ どのC字爪形文が
水平に2条施文されている。

端正な撚の縦走するRL縄文
を施文している。

中期 Ⅱ a B-19

外 面 10YR 7/2
にぶい責橙
10YR 7/2
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

14艶
地文の縄文の上に2 cm近 い幅を持ったC字
爪形文が 1条、水平に施文されている。

縦走するRL縄文を施文して
いる。

中期 Ia A-1
外面 10YR 5/3

にぶい費褐
10YR 4/2
灰黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1435 体部には幅 1 2cmほ どのC字爪形文を2
条、水平に施文している。

縦走する細かい撚のRL縄文
を施文している。

中期 Ia A-3
外面 5YR 5/6

明赤褐
10YR 5/4
にぶい責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1436
地文の縄文の上にC字爪形文が1条、水平
に施文されている。

端正な撚のRL縄文を施文し
ている。

中期 Ⅱ a T-1
外面 10YR 5/3

にぶい責褐
25Y3/1
黒褐

内面

長石 結晶片岩
赤色斑粒

1437
地文の縄文の上に幅 文cmほ どのC字爪形文
が1条、縦方向に施文されている。

縦走する細かい撚のRL縄女
を施文している。

中期Ia B-19

外面 10YR 6/2
灰黄褐
10YR 6/2
灰黄褐

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

体部外面には地文の縄文上に水平と縦方向
のC字爪形文が交差し、貝殻を使用した条
線が施文されている。

節の長い縦走するRL縄文を
施文している。

中期 Ia T-1
外面 :75YR 4/4

褐
内面 :75YR 4/4

褐

石英 長石 結晶

片岩

地文の縄文の上に幅 1 2cmほ どのC字爪
形文が1条、縦方向に施文されている。

縦走するRL縄文が付けられ
ている。

中期 Ib B-19

外 面 5YR 5/8
明赤褐
10YR 6/2
灰黄褐

内面

石英 長石 結晶

片岩

1440
外面には簾状の I字刺突文が2条施文され
ている。

中期 Ib A-5
外 面 75YR 6/6

橙
75YR 7/3
にぶい橙

内面
石英 長石

外面には策状の I字刺突文が2条施文され
ている。

中期Ib T-2
外面 75YR 6/4

にぶい橙
10YR 5/2
灰黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1442 体部外面には地文の縄文の上に幅 2 cmほ ど
のI字刺突文を2条、水平に施文している。

比較的長い節の中に繊維の痕
跡がないRL縄文を施文して
いる。

中期 Ib B-19

外面 10YR 6/3
にぶい責橙
25Y6/2
灰黄

内面
石英

体部外面には地文の縄文の上に幅 1 2cm
ほどの I字刺突文を2条、水平に施文して
いる。

端正な撚のRL縄文を施文し
ている。

中期 Ⅱ b T-2
外面 10YR 6/3

にぶい黄橙
25Y6/3
にぶい責

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

緩やかに内彎する日縁は端部に沿って巻貝
の頂部を使用した径 4 mmほ どの円形刺突列
を1条施文している。

口縁部内外面には撚の細か
いRL縄文が施文されてい
るが、内面の縄文は端部から
l cmほ ど下でナデ消されてい
る。

中期 Ic T-1

外 面 75YR 4/2
灰褐
5YR 5/4
にぶい赤褐

内面

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1445

緩やかに内彎する口縁は端部上面がにぶく
尖らされ、外面には巻貝の頂部を使用した
径 3 mmほ どの円形刺突列が、 2 cm程度の間
隔をあけて口縁に並行するように2条施文
されている。

口縁部内外面には撚の細かい
RL縄文を施文している。

中期 Ic T-3
外面 10YR 5/3

にぶい責褐
10YR 5/3
にぶい責褐

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
良好

t446

緩やかに内彎する国縁は端部直下に巻貝の
頂部を使用した径 4 mmほ どの円形刺突列
が、口縁に並行するように一条施文されて
いる。

口縁部内外面とも撚の細かい
RL縄文が施文されている
が、内面の縄文は口縁端部か
ら l cmほ ど下でナデ消されて
いる。

中期 Ic T-20

外 面 75YR 4/6
褐
75YR 5/4
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
良好
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (70)

遺物
番号

特 徴 縄 文 原 体 型式
土

点

出

地 色 調 胎 土 焼成 備 考

1447

内彎する国縁は端部上面が円く仕上げら
れ、C字爪形文が反時計回りの方向に施文
されている。外面は端部直下に薄い粘土帯
が貝占り付けられ、C字爪形文を1条施文し、
その下には巻貝の頂部を使用した径 4 mmほ

どの円形刺突をはさんで別のC字爪形文が
残されているが、その場合粘土帯の貼り付
け上ではなく器面に直接施文されている。

口縁端部内面には株が細かい
RL縄文が施文されているが
端部からl cm足 らずのところ
ですデ消されている。

中期 Ic A-1
外 面 10YR 4/2

灰黄褐
10YR 4/2
灰責褐

内面

石英 結晶片岩

赤色斑粒

1448

緩やかに内彎する日縁は、端部上面が円く
仕上げられ、C字爪形文が反時計回りの方
向に施文されている。外面端部直下に、巻
貝頂部を使用した径 3 mmほ どの円形刺突文
列を挟んで、C字爪形文を1条ずつ施文し
ている。

口縁端部内面には撚が細かい
RL縄文が施文されているが
端部からl cm足 らずのところ
でナデ消されている。

中期 Ic T-2
外 面 :75YR 6/6

橙
:75YR γ6

橙
内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色班粒

1449

緩やかに内彎する国縁は、端部上面が円く
仕上げられ、C字爪形文労ゞ反時計回りの方
向に施文されている。外面は端部直下に、
巻貝頂部を使用した径 3 mmほ どの円形刺突
文列を挟んで、C字爪形文を1条ずつ施文
している。

口縁端部内面の縄文はナデ調
整によって大部分が消されて
いる。

中期 Ic T-1

外面 :75YR 6/4
にぶい橙

:75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1450

緩やかに内彎する国縁は、端部上面が円く
仕上げられ、C字爪形文が反時計回りの方
向に施文されている。外面は端部直下に、
巻貝頂部を使用した径 3 mmほ どの円形刺突
文列と、C字爪形文を1条ずつ施文してい
る。

国縁端部内面には撚が緩く長
い節を持ったRL縄文が施文
されている

中期Ic
タト面 10YR 3/1

黒褐
10YR 2/1
里

内面
石英 結晶片岩

内彎する国縁は、端郡外面に幅 1 5cmほ ど
の持状の凸帯を貼り付け、日縁端部直下と
凸帯の縁辺に沿って先端が円い棒状施文具
で径 2 mm前 後の円形刺突文を1条ずつ施文
し、その間にC字爪形文列を施している。
凸帯の下には別の爪形文も施文されている。

中期 Ic T-1

外面 :10YR 6/3

にぶい黄橙

内面 :75YR 6/6
橙

石英 長石

1452

内彎する国縁は端部外面直下にC字爪形文
を1条口縁に沿って施文している。爪形文
の下には巻貝の頂部を使用した径 2 mmほ ど
の円形刺突文列で直線と鋸歯状文が描かれ
ている。

外面には撚が緩く節の長いR
L縄文を施文している。

中期 Ic T-3
外面 10YR 4/3

にぶい責褐
10YR 4/3
にぶい責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1453

内彎する国縁は端部外面直下にC字爪形文を
1条口縁に沿って施文している。爪形文の下
には巻貝の頂部を使用した径 3 mmほ どの円形
刺突文列で直線と鋸歯文が描かれている。

外面には縦走する撚の緩いR
L縄文を施文している。

中期 Ic T-2
外 面 10YR 5/3

にぶい責褐
25Y5/2
暗灰黄

内面
石英 長石

内彎する口縁は端部外面直下に巻只の頂部
を使用した径 4 mmほ どの円形刺突文とI字
刺突文が 1条ずつ施文されている。

口縁端部内面は端正な撚のR
L縄文が施文されているが、
端部からl cm足 らずのところ
で大部分の縄文がナデ消され
ている。

中期 Ic T-2
外 面 10YR 5/3

にぶい責褐
10YR 5/1
褐灰

内面

石莫 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

内彎する国縁は端部外面直下に半裁竹管を
使用した半円形の刺突と幅 2 cmほ どのC字
爪形文が国縁に沿って 1条ずつ施文されて
いる。

口縁端部内面はRL紀文が施
文されているが、端部から 1

cmほ ど下でナデ消されてい
る。

中期 Ic
‐９

２０

Ｂ

Ｔ

外面 :10YR 7/2
にぶい責橙

内面 :10YR 6/3
にぶい黄橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内彎する国縁は、外面にllr面 三角形の粘土
帯を水平に貼り付け、口縁端部と凸帯、凸
帯の下にはそれぞれC字爪形文列を施文し
ている。

中期 I T-2
外面 10YR 7/4

にぶい黄橙
75YR 7/6
橙

内面
石英

1457

内彎する日縁には、断面三角形の凸帯を水
平に貼り付け、C字形爪形文と、巻貝の頂
部を使用した径 4～ 5 mmほ どの円形刺突文
列を凸市上部に沿って 1条ずつ施文してい
る。また、凸帝の下には別のC字爪形文列
が残されている。

中期 正
A-1
T-1

外 面 :75YR 5/4
にぶい褐

:75YR 5/4
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1458

内管する国縁には、断面三角形の凸帯を水
平に貼り付け、C字形爪形文と、巻貝の頂
部を使用した径 3～ 4 mmほ どの円形刺突文
列を凸帯上部に沿つて 1条ずつ施文してい
る。また凸帯の下には別のC字爪形文列が
残されている。

中期 I
Ａ

Ｔ

外面 75YR 5/4
にぶい褐
10YR 4/1
褐灰

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内瞥す る国縁 は、縄文施文後 に低 い凸帯 を

貼 り付 けて区画 し、 C字形爪形文 と円形の

刺突文 を区画内 に 1条ずつ施文 している。

撚りの緩いRL縄文か ? 中期 エ B-19

タト面 :10YR 7/2

にぶい責橙
内面 :10YR 7/2

にぶい責橙

石英 長石 結晶
片岩

外面 には粘土紅 が連弧状 に貼 り付 け られ、

それに沿 って巻貝の頂部 を使用 して円形刺

突文列が付 け られている。

LR縄 文が施文 されている 中期 ■
A-1
T-3

外 面 5YR 4/4
にぶい赤褐
75YR 4/1
褐灰

内面

石英 長石 結晶

片岩

断面 2個
あり

球形の体部と大きく内彎する日縁を持った
深鉢形土器は、口縁部外面に施文された幅
l cmほ どのC字爪形文列の上下に径 2 mmほ
どの円形刺突列列を1条ずつ施文し、さら
にその下には幅 1 5cmの C字爪形文が緩や
かな波状を描くように施文されている。ま
た、強く括れた頭部から体部にかけては、
幅 1 7cmほ どのC字爪形文列に沿って円形
刺突列が施文されている。日縁部にはその
他にも耳状の突起が貼り付けられている。

中期 Ic T-1

外 面 :75YR 6/4
にぶい橙

:5YR 5/4
にぶい赤褐

内面
石英 長石 砂岩
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物

号

遺

番 徴特 縄 文 原 体 型式
上

点

出

地 調色 土 焼成 備 考

大きく内彎する日縁部を持つた深鉢形土器
は、端部から2～ 2 5cmほ ど下に貼 り付
けられた波状の凸帯を挟んで、C字爪形文
列を水平に施文している。さらに国縁端部
に近い爪形文の両端には巻貝の頂部を使つ
た連続する円形の刺突文が 1条ずつ残され
ている。

国縁端部内面には端部から 1

cm足 らずの間にRL縄文施文
されている。

中期 Ic T-2
T-3

外 面

内面

10YR 5/2
灰責褐
10YR 6/3
にぶい責橙

石莫 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内彎する日縁は、瑞部直下に口縁に並行す
るように細い半我竹管を使つた半円形の刺
突列と幅 2 5cmほ どのC宇爪形文をそれ
ぞれ 1条ずつ施文している。さらに端部か
ら3～ 5 cmほ ど下には連弧状の細い凸帯に
沿つて同じような半円形刺突列とC字爪形
文列を施文している。

口縁端部内面は撚が緩 く長い

節を持ったRL縄文施文後非
常に丁寧なナデ調整が施され
ている。

中期 Ic S-1
A-1

外面 :10YR 5/3
にぶい黄褐

内面 :10YR 6/3
にぶい責橙

石英

1464

緩やかな波状口縁を持った深鉢形土器は、
日縁端部上面にC字爪形文を反時計回りの
方向に施文している。外面は端都直下に幅
1 5cmほ どの I字刺突文列と、同じI字
刺突を加えた低い環状の凸帯が貼り付けら
れている。

口縁端部内面はRL縄文が施
文されているが、端部から 1

cm足 らずのところでナデ消さ
れている。

中期 Ia B-19

10YR 7/2
にぶい費橙
10YR 7/3
にぶい黄橙

外面

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
チャート

1465

緩やかな波状日縁を持った深鉢形土器は、
日縁端部上面にC字爪形文を時計回りの方
向に施文している。外面は幅 1 5cmほ どの
C字爪形文列をわずかな間隔をあけながら、
日縁に並行するように3夕 1施文しているが、
日縁端部直下に施文された爪形文は薄い粘
土帯の貼り付けの上に施されている。

口縁端部内面 には端正 な撚 の

RL縄 文 が 施 文 され て い る

が、端部か ら l cmほ ど下でナ

デ消 されている。

中期 Ⅱ a
T-1
T-2

t75YR 6/6
橙

:5YR 5/8

明赤褐

外面

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不 良

「く」の字に屈曲する顎部と内彎する日縁
部を持った深鉢形土器は、日縁端都上面が
時計回り、外側が反時計回りの方向のC字
爪形文が施文されている。外面は幅 1 2
～ 1 4cmほ どのC字爪形文が 2条 口縁に
並行するように施文されている。また、同
様の爪形文列は顕部から体部にかけても2
条施文されている。

国縁都外面は縦走するRL縄
文をナデ消している。日縁端
部内面には大きな師の中に繊
維の痕跡がないRL縄文が施
文されているが、端部から5
mmほ ど下でナデ消されてい
る。

中期 Ia T-2
外面 75YR 5/3

にぶい褐
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1467

小さな山形突起を付けた深鉢形土器は、日
縁端部上面が平坦に仕上げられ、反時計回
りの方向のC字爪形文が施文されている。
外面は端部直下に幅 1 5cmほ どのC字爪
形文が水平方向に2条施文されているが、
同様の爪形文は「く」の字に屈曲する顕部
にも施されている。

国縁言卜内タト面 には RL不電文が

施文 されているが、内面の縄

文 は端部か ら l cm足 らずの と

ころで ナデ消 されている

中期Ⅱa?
Ib? S-4

外面 75YR 6/4
にぶい橙
75YR 4/4
褐

内面

石央 長石 結晶

片岩

「く」の字に屈曲する頚部と、内彎する国
縁部を持つた深鉢形土器は、日縁端部上面
が平坦に仕上げられ、ヘラ先で刻み目が施
されている。外面は幅 l cmか ら1 5cmほ
どの I字刺突文列が口縁に並行するように
2条施文されているが、同様の刺突文は顕
部にも施されている。

口縁部内外面 には RL縄 文が

施文 されているが、内面の縄

文 は端言るか ら l cm足 らずの と

ころで ナデ消 されている

中期 Ⅱ b A-1
外 面

内面

10YR 6/2
灰黄褐
10YR 6/2
灰責褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1469

「 く」の字に屈曲する頸部と、内瞥する国
縁部を持つた深鉢形土器は、口縁端部上面
が平坦に仕上げられ、ヘラ先で刻み目が施
されている。外面は幅 l cmほ どのC字爪形
文が口縁に並行するように2条施文されて
いるが、同様の爪形文は頸部から体部にか
けても2条ほど施されている。

外面 と口縁端部内面 には節が

大 きい RL縄 文 を施文 してい

る。

中期 Ib B-19

外 面

内面

10YR 6/2
灰黄褐
10YR 7/2
にぶい責橙

石英 長石 結晶
片岩

1470

「く」の字に屈曲する顕部と、内彎する口
縁部を持つた深鉢形土器は、日縁端部上面
が平坦に仕上げられ、外面は幅 l cmほ どの
C字爪形文が口縁に並行するように1条施
文されている他、顕部から体部にかけても
2条ほど施されている。

口縁部内外面と端部上面には
RL縄文が施文されている
が、外面と端部内面の縄文は
ほとんどがナデ消されてい
る。

中期 Ⅱ b S-4

外面 :5YR 6/6

橙
内面 :75YR 7/6

橙

石英 長石 結晶

片岩

「く」の字に屈曲する頸都と緩やかに内彎
する国縁部を持った深鉢形土器は、日縁端
部上面が平坦に仕上げられヘラ先で反時計
回りの方向の刺突列が力Πえられている。外
面は頸部までC字爪形文が3列施文されて
いる他、体部にも1条施されている。

口縁端部内面にはRL縄文が
施文されているが、端部から
l cn足 らずのところでナデ消
されている。

中期 Ib T-2
外面 :10YR 6/3

にぶい責橙

内面 :10YR 6/4

にぶい責橙

石央 長石

1472

「 く」の字に屈曲する頸部と、内彎する短
い口縁部を持った深鉢形土器は、国縁部外
面に I字刺突を上から加えた円い粘土盤が
貼り付けられ、日縁に並行するように施文
されたI字蒸J突文列と繁がつている。

口縁端部上面から内面にはR
L縄文が施文されているが、
内面の縄文は端部からX cmた

らずのところでナデ消されて
ヤヽる。

中期 Ⅱ b B-19

10YR 8/2
灰白
10YR 8/2
灰白

外面

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不 良

山形の突起を付けた波状口縁の深鉢と考え
られる土器は、口縁端部上面に浅い刻み目
が施され、外面直下には幅 7 mmtiどのI字
刺突が日縁に沿って 1条施文されている
他、屈曲の度合いの弱い頚部から体部にか
けても幅 l cnほ どのC字爪形文が 1条施文
されている。

外面にはRL縄文が施文され
ているが、口縁部の縄文は一
部がナデ消されている。

中期Ⅱa?
Ib?

Ａ

Ｔ

外面 10YR 6/2
灰黄褐
10YR 8/4
浅黄栓

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1474

「く」の字に屈曲する頸部と、内彎する口縁
部を持った深鉢形土器は、円く仕上げられ
た日縁端部上面にヘラによる刻み目が加え
られ、外面は竹管を使った円形の刺突文を
2条 、日縁に並行するように施文している。

外面には撚 りが緩く長い節を
持ったRL縄文を施文してい
る。

中期 Ⅱ T-6 Ｙ

Ｙ

面

面

外

内
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番号
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土

点

出

地 色 調 土 焼成 備  考

1475

緩やかに内督 しながら上方に大きく開く
鉢、または深鉢形と考えられる土器は、端
部上面にヘラによる刻み目が加えられ、外
面は端部からl cmほ ど下に竹管を使つたC
宇爪形文を国縁に並行するように1条施文
している。

口縁 部内外面 には撚が細かい

RL縄 文 が 施 文 され て い る

が、内面の縄文 は端部か ら 1

cmほ ど下 で ナ デ消 され て い

る。

中期 I

Ｔ

Ｔ

Ａ

Ａ

外面 :75YR 6/4
にぶい橙

内面 :75YR 6/4
にぶい橙

石英 長石

1476

「くJの字に屈曲する顕部と、緩やかに膨
らむ体部を持った深鉢形土器は、頸部から
体部にかけて幅 l cmか ら1 5cmほ どのC
宇爪形文を水平に2条施文し、その下には
同じ爪形文を間隔をあけて縦に加えて四角
い区画を設けた中に爪形文で弧線状の文様
を孝古いている。

外面には節の大きい縦走する
RL縄文を施文している。

中期 Ⅱ a T-2
外面 :75YR 4/4

掲

内面 i10YR 5/4

にぶい責掲

石英 長石 率吉晶

片岩 赤色斑粒

1477

低い山形突起を付けた波状口縁の深鉢形土
器は、国縁端部外面の一部を回縁に沿って
低い凸帯を貼 り付けて区画している。端部
直下には径4～ 5 mmほ どの円形刺突列を 1

条ないしは2条施文している。刺突列の下
には部分的に凸帯が貼り付けられ、山形突
起の下には刻み目を加えた凸帯を縦に貼り
付けている。凸帯の間は I字刺突文で充填
している。

口縁端部内面は撚が緩く長い
節を持ったRL縄文が施文さ
れているが端部から l cm程度
の範囲を残してナデ消されて
いる。

中期 Ⅲ a T-4
外面 :75YR 6/6

橙

内面 :25YR 6/6
橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

良好

1478 中期 Ⅲ a A-6
外面 :75YR 6/6

橙

内面 :75YR 6/6
橙

綿

助

石
色

長
赤

英
岩

石
片 不 良

1479

緩やかに内彎す る国縁 は、端部外面直下 に

先端が円い棒状工具 を使 つた径 5 mm前 後の

円形の刺突 を連続 して加 え、その下 には I

字刺突文 を施文 している。

中期 Ⅲ a T-1

外面 10YR 4/1
褐灰
10YR 5/2
灰黄褐

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

緩やかに内彎する国縁は、端部外面直下に
先端が円い棒状工具を使つた径 6～ 7 mmほ
どの円形の刺突を連続して加え、その下に
はI宇刺突文を施文している。

口縁端部内面には端正な撚の
LR縄文を施文している。

中期 Ⅲ a T-3
タト面 :75YR 6/4

にぶい橙
内面 :75YR 7/6

橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

緩やかに内彎する日縁は、端部外面直下に
棒状工具を使つた径 3 mmほ どの円形の刺突
を1条連続して加え、その下にはI字刺突
文を施文している。

日縁端部内面 には RL縄 文が

施文 されているが端部近 くを

残 してナデ消 されている。

中期 Ⅲ a B-6

外面 :10YR 6/3
にぶい黄橙

内面 !10YR 6/3
にぶい責橙

石 英

1482

緩やかに内彎する口縁は、端部外面直下に
先端が円い棒状工具を使った径 5～ 6 mmほ
どの円形の刺突を連続して加え、その下に
はI字刺突文を施文している。

国縁端部内面には端正な撚の
RL縄文を施文している。

中期 Ⅲ a T-2
外面 i5YR6/8

橙

内面 i5YR5/6
明赤褐

石英 長石 結晶
片岩

1483

緩やかに内管する国縁は、端部外面直下に
巻貝の頂部を使った径 5 mmほ どの円形の刺
突文を連続して加え、その下にはI字刺突
文を施文している。

中期 Ⅲ a T-3
外面 :10YR 7/3

にぶい黄橙
内面 :10YR 5/2

灰黄褐

石英 長石 結晶
片岩

1484

緩やかに内彎する国縁は端部から2 5cm
ほど下に低い凸帯を国縁に並行するように
貼り付けて市状の区画を設けている。区画
内はI字刺突文を施文後、国縁端部と凸帯
に沿つてそれぞれ先端が円い棒状工具を
使った径 5 mmほ どの円形の刺突を連続して
加えている。

口縁端部内面はRL縄文が施
文されているが端部からl cm

足らずのところでナデ消され
ている。

中期 Ⅲ a T-3
外面 :10YR 6/4

にぶい黄橙

内面 :75YR 6/4
にぶい橙

石 英

1485

緩やかな波状口縁の深鉢形土器は口縁端部
から2 5cmほ ど下に低い凸帯を貼 り付け
て帯状の区画を設けている。区画内はI字
刺突文を施文後、国縁端部直下と凸帯に
沿ってそれぞれ先端が円い棒状工具を使つ
た径 6 mmほ どの円形の刺突を連続して加え
ている。区画から下は、 I字刺突文が施文
されている。

国縁端部内面 は端正 な撚 の R
L縄文 を施文 している。

中期 Ⅲ a A-1

外面 :75YR 7/6
橙

内面 :75YR 7/6
橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1486

口縁部外面は端部から2 cmほ ど下に国縁と
並行して凸帯を貼 り付け、帯状の区画を設
けている。区画内は I字刺突文を施文後、
日縁端部直下と凸帯に沿つてそれぞれ先端
が円い棒状工具を使った径 5 mmほ どの円形
の刺突を連続して加えている。

口縁端部内面 は節の長い Rし
縄文が施文 されているが、端

部 か ら 2～ 2 5cm下 で ナデ

消 されている。

中期 Ⅲ a T-2
外面 :10YR 6/4

にぶい黄橙
内面 :10YR 6/3

にぶい責橙

石英 長石

1487

回縁は端部外面に幅 2 5cmほ どの粘土帯
を貼り付け段が設けられている。粘土帯の
上はI字刺突文を施文後、国縁端部直下と
段の縁辺に沿ってそれぞれ先端が円い棒状
工具を使つた径 5 mmほ どの円形の刺突を連
続して加えている。

内外面とも撚が緩く長い節を
持ったRL縄文を施文してい
る。

中期 Ⅲ a T-3
外面 :10YR 6/3

にぶい黄橙
内面 :25Y5/3

黄褐

石 英 長 石
チャート 不良

1488

緩やかに内彎する国縁は端部から3 cmほ ど
下に低い凸帯を貼り付けて帯状の区画を設
けている。区画内は I宇刺突文を施文後、
国縁端部直下と凸帝に沿つてそれぞれ巻貝
の頂部を使つた径 4～ 7 mmほ どの大きさの
円形の刺突を連続して加えている。また、
凸帯の下には I字刺突文が施文されてい
る。

回縁端部内面には器面調整後
RL縄文を施文している。

中期 Ⅲ a

Ｓ

Ｔ

Ａ

外面 :75YR 5/6
明褐

内面 :10YR 5/4
にぶい黄褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不 良
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (73)

遺物
番号

特 徴 縄 文 原 体 型 式
土

点

出

地 色 調 土 焼 成 備  考

筒状の口縁は、端部外面にヘラによる刻み
目を加えた凸帯を l cmほ どの間隔をあけな
がら口縁に並行するように2条貼 り付け、
口縁端部と凸帯、凸帯と凸帝間にはそれぞ
れ先端が円い棒状工具による径 5 mmほ どの
円形刺突列を1条ずつ施文している。凸帯
の下には縄文のかわりに I字刺突文を施文
している。

中期 Ⅲ b
A-1
T-1

外面 5YR 7/6
橙
75YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩・赤色斑粒

国縁部外面は連弧状に貼り付けられた凸帯
に沿って、先端が円い棒状工具を押し引き、
貝殻復縁または櫛状のヘラ先を使用した条
痕が施文されている。

口縁端部内面はRL縄文が施
文されているが、部分的にナ
デ消されている。

中期 ma T-1
外 面 5YR 5/6

明赤褐
5YR 5/6
明赤褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色班粒

緩やかに内彎する口縁には縦方向の I字刺
突を施し、両側に巻貝の頂部を使用した円
形刺突列を施文した凸帝を縦に貼り付けて
いる。

中期 Ⅲ a T-1
外面 10YR 6/4

にぶい責橙
10YR 5/3
にぶい責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不 良

内彎する口縁にはM字状刺突列を施文した
弧状の凸帯の貼 り付けに沿って、巻貝の頂
部を使った径 6～ 7 mmの 円形刺突列が凸帝
の両側に1条ずつ施文されている。また円
形刺突列の外側にはヘラを使った長いI字
状の亥」み目が連続して施文されている。

中期 Ⅲ a S-1

外 面 10YRろ/4

にぶい責橙
75YR 5/4
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
不 負

「く」の字に屈曲する顕都と内彎する日縁
部を持った深鉢形土器は、日縁端部近くに
貼 り付けられた断面三角形の凸帯に沿って
巻貝の頂部を使用した径 4 mmほ どの円形刺
突列が施文されている。この凸帝と頚部と
の間にはヘラを使つた長い I字状の刻み目
が加えられいる。「 く」の字に屈曲する顕
部には I字刺突文が施文されている。

中期 Ⅲ a R-20

外 面 75YR 5/6
明褐
10YR 5/3
にぶい黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

日縁部外面は端部から3 cmほ ど下に刻み目を
施した凸帯を国縁に並行して貼り付け、帯状
の区画を設けている。区画内は縄文を施文後、
口縁端部と凸帯に沿つてそれぞれ先端が円い

棒状工具を使つた径 5 mmほ どの大きさの円
形の刺突を連続して加えている。

口縁部内外面は撚が緩く長し

節のRL縄文を施文 して▼
る。

中期 Ⅲ a T-1

外 面 10YR 5/3
にぶい責褐
10YR 5/3
にぶい責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色班粒

緩やかに内彎する国縁は端部上面と、端部
から2 5cmほ ど下に貼 り付けられた凸帝
にC字八形文が施文されている。日縁と凸
帯の間の帯状の区画内は縄文施文後に、国
縁端部と邊帯に沿って先端が円い棒状工兵
を使用した径 5 mmほ どの円形の刺突を連続
して加えている。

外面には撚が緩 く長い節を
持ったRL縄文を施文してい
る。。

中期Ⅲ a A-1
外面 10YR 5/2

灰黄褐
10YR 5/2
灰責褐

内面
石英

1496

緩やかに内彎する国縁は、端部上面にM字
状工具が時計回りの方向に押し引きかれて
いる。外面は端部直下に巻貝の頂部を使用
した径 5～ 6 mmほ どの円形の刺突が 1条施
文され、その下には同じ円形刺突文で弧状
文が描かれている。

外面には撚が緩く節が長いR
L縄文を施文している。。

中期 Ⅲ a

外面 :10YR 7/3
にぶい黄橙

内面 :10YR 6/3
にぶい責橙

石英 結晶片岩
チャート

緩やかな波状口縁の深鉢形土器は、口縁端
部から2 5cmほ ど下に、M字状工具によ
る連続する刺突が加えられた断面三角形の
凸帯を水平に貼 り付け、帯状の区画が設け
られている。区画内は縄文施文後に口縁端
部直下と凸帯に沿って、それぞれ巻貝の頂
部を使用した径 7 mmほ どの円形刺突列が 1

条ずつ施文されている。また、凸帯の下に
は I字刺突文が施文されている。

外面には撚が緩く細長い節を
持ったRL縄文を施文してい
る。

中期 Ⅲ a T-1
外面 10YR 6/4

にぶい責橙
10YR 7/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1498

口縁部外面は端部から3 cmほ ど下にC字爪
形文が施文された凸帯を水平に貼 り付け、
帯状の区画を設けている。区画内は縄文施
文後に口縁端部直下と凸帯に沿ってそれぞ
れ先端が円い棒状工具を使用した径 5 mnほ

どの円形の刺突が 1条ずつ施文されてい
る。日縁端部にはヘラによる時計回りの方
向の刺突が連続して行われている。

口縁部内外面には撚の緩いR
L縄文が施文されているが、
内面には縄末端の押捺が残さ
れている。

中期Ⅲ a T-1
外 面 75YR 6/6

橙
10YR 5/3
にぶい責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

口縁部外面は端部から2 5cmほ ど下にC
字爪形文が施文された凸帯を水平に貼り付
け、帯状の区画を設けている。区画内は縄
文施文後に口縁端部直下と凸帯に沿ってそ
れぞれ先端が円い棒状工具を使用した径 5
mmほ どの円形の刺突が 1条ずつ施文されて
いる。日縁端部上面には時計回りの方向の
C字爪形文が施文されている。

縦走するRL縄文を施文して
いる。

中期 Ⅲ a T-2
外 面 5YR 5/4

にぶい赤褐
5YR 5/6
明赤褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1500

口縁都外面は端部直下と、端部から25
cmほ ど下に口縁に並行するように直径 3 mm

ほどの円形の刺突文がそれぞれ1条ずつ施
文され、その間は無文のまま残されている。
円く仕上げられた国縁端部上面にはC字爪
形文が連続して付けられている。

中期 Ⅲ a T-3
外 面 10YR 5/3

にぶい黄褐
10YR 4/2
灰責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
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第5表 包含層出土遺物観察表 (74)

物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型式

出土

地点
色 調 胎 土 娩 成 備  考

1501

口縁部外面は、端部から2 5cmほ ど下に
低い凸帯を口縁に並行するように貼 り付
け、符状の区画を設けている。区画内は日
縁端部直下と凸帯に沿ってそれぞれ先端が
円い棒状工具を使用した径 3 mmほ ど円形の
刺突列が 1条ずつ施文され、その間は無文
のまま残されている。また口縁端部上面と
凸帯にはC字爪形文列が施文されている。

中期 Ⅲ a T-2
外 面 10YR 6/3

にぶい責橙
10YR 6/2
灰黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1502

口縁部外面は、端部から2 5cmほ ど下に
低い凸帯を口縁に並行するように貼 り付
け、帯状の区画を設けている。区画内は日
縁端部直下と凸常に沿ってそれぞれ先端が
円い棒状工具を使用した径 3 mmほ ど円形の
床」突文が 1条ずつ施文され、その間は無文
のまま残されている。また国縁端部上面と
凸市にはC字爪形文列が施文されている。

中期 Ⅲ a A-3
外 面 10YR 6/3

にぶい黄橙
10YR 4/1
褐灰

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

回縁は端部外面に幅 2 5cmほ どの粘土帯
を貼 り付けて肥厚させ段が設けられてい
る。粘土帯の上は I字刺突文を施文後、国
縁端部直下と段の縁辺に沿ってそれぞれ先
端が円い棒状工具を使つた径 5 mmほ どの円
形刺突文を1条ずつ施文している。

内外面とも撚が緩く長い節を
持ったRL縄文を施文してい
る。

中期 Ⅲ a T-2
外面 75YR 6/6

橙
75YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不良

緩やかな波状口縁を持った深鉢形土器は、
端部から2 5cmほ ど下に低い凸帯を貼 り
け帯状の区画を設けている。区画内は縄文
施文後、国縁端部直下と凸符に沿ってそれ
ぞれ先端が円い棒状正具を使った径 5 mmほ
どの円形の刺突文捻ヾ 1条ずつ施文されてい
る。

国縁部内外面にはやや長い節
を持つたRL縄文を施文して
いる。。 R lll

中期 Ⅲ a T-3
外 面 10YR 5/3

にぶい責褐
10YR 5/3
にぶい責褐

内面
石英 長石

緩やかな波状国縁を持つた深鉢形土器は、
端部から35～ 4 cmほ ど下に断面三角形
の凸帯を水平に貼り付け、帯状の区画を設
けている。区画内は縄文施文後、口縁端部
直下と凸市に沿ってそれぞれ先端がにぶく
尖らされた棒状工具を使った径 3 mmほ どの
円形刺突文が 1条ずつ施文されている。、
端部内面には縄文の代わりに I字束U突文列
が時計画りの方向に1条施文されている。

口縁端部と凸帝の間には撚が
緩く細長い節を持ったRL縄
文を施文している。

中期Ⅲ a T-3
外面 10YR 6/4

にぶい責橙
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1506

山形の突起を付けた波状口縁の深鉢形土器
は、C字爪形文列を施文 した低い凸帯を、
端部からl cmほ ど下に国縁に並行するよう
に貼り付け、下方に向かって廷びる別の凸
帯とつなげている。凸帯と口縁端部との間
には、先端が円い棒状工具による径 5 mmほ
どの円形刺突文が1条施文されている。

外面には撚が緩く細長い節を
持ったRL縄文を施文してい
る。

中期 Ⅲ b T-1
外 面 10YR 6/4

にぶい責橙
75YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1507

内彎する国縁は、端部上面にヘラで時計回
りの方向の浅い刺突列を付け、外面は日縁
端部からl cmほ ど下に凸帯を口縁に並行す
るように貼り付けている。端部と凸帯の間
には、先端が円い棒状工具を使った径 5 mm

ほどの円形刺突文が 1条施文されている。

口縁部内外面 とも短いい節 を

持った RL縄 文 を施文 してい

る。
中期Ⅲb

Ｓ

Ｔ

外面 5YR 5/4
にぶい赤褐
5YR 5/4
にぶい赤褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

直立する国縁は端部上面にC字爪形文列を
反時計回りの方向に施文し、外面は端部か
ら5 mmほ ど下に断面三角形の低い凸帯を貼
り付けている。凸帯と端部との間には巻貝
の頂部を使った径 4 mmほ どの円形の刺突文
列を1条施文している。

口縁端部および内外面とも撚
が緩くいRL縄文を施文して
いる。

中期 Ⅲ b A-2
外 面 10YR 6/4

にぶい黄橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1509

直立する国縁は端部からl cmほ ど下に、C
字爪形文列を施文した凸帯を回縁に並行す
るように貼り付けている。凸帯と口縁端部
との間には先端が円い棒状工具を使った径
5 mmほ どの円形の利突文を1条施文してい
る。

外面にはRL縄文を施文して
いる。 中期 Ⅲ b T-2

外 面 10YR 5/2
灰黄褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石英 長石

内瞥す る国縁 は外面の端部直下 に先端が 円

形の棒状工具 を使 った径 6 mmほ どの円形刺
突文が 1条施文 されている。

外面には撚が緩 く長い節を
持ったRL縄文を施文してい
る。。

中期 Ⅲ c T-3
外面 25Y5/2

暗灰黄
25Y6/2
灰責

内面
石英 長石

内管する国縁は、外面の端部直下に先端が
円形の棒状工具を使った径 6 mmほ どの円形
刺突文を1条施文している。

外面には撚が緩 く長い節を
持つたRL縄文を施文してい
る。。

中期 Ⅲ T-3
外 面 25Y5/2

暗灰責
25Y6/2
灰黄

内面
石莫 長石

直立する国縁は、円く仕上げられた国縁端
部直下に先端が竹管状施文具を使つた径 5
mmほ どの円形の刺突文が 1条施文されてい
る。

口縁部は内外面とも撚が緩く
長い節を持ったRL縄文を施
文している。

中期 Ⅲ c A-6
外面 :5YR 7/6

橙
内面 :5YR 6/6

橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑泣

1513

内警する日縁は外面に低い凸帯を口縁に並
行するように貼り付けて帯状の区画を設け
縄文を施文 し、先端が円形の棒状工具を
使った径 6 mmほ どの円形刺突文を回縁端部
と凸帯に沿ってそれぞれ1条ずつ施文して
いる。

口縁端部内外面には撚が緩彰
RLじ ようもんを施文して▼
る。

中期 Ⅲ T-6
外 面 i10YR 5/3

にぶい責褐
:75YR 5/6
明褐

内面

石英 結晶片岩
赤色班粒
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (75)

物

号

遺

番 特 徴 縄 文 原 体 型式
出土

地点
色 調 土 焼 成 備  考

緩やかに内彎する国縁は外面にI字刺突を
施したあと、端部直下に径 4 mmほ どの円形
刺突文を回縁に沿って1条施文し、さらに
その下には同じ施文具を押し引いて弧線文
が描かれる。

口縁端吉Б上面と内面にはそれ
ぞれ端正な撚のRL縄文を施
文している。

中期 Ⅲ c T-3
外 面 75YR 6/6

橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石英 長石 不良

緩やかに内葺する国縁は、端部外面直下に
径 5 mmほ どの円形刺突文を口縁に沿って 1

条施文し、さらにその下には、同じ施文具
を押し引いた連弧文が描かれている。

口縁部外面にはRL縄文が施
文されている

中期 Ⅲ c T-3
外面 :75YR 4/2

灰褐

内面 :75YR 4/6
掲

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1516
緩やかに内管する国縁は端部外面直下に巻
貝の頂部を使つた円形刺突文が日縁に沿つ
て1条施文されている。

不 明 中期 Ⅲ c 不 明

外面 10YR 5/4
にぶい責褐
10YR 6/4
にぶい責橙

内面
石英 長石 不 良

1517

国縁端部外面直下には先端が円い棒状工具
で円形刺突文が口縁に沿って 1条施文さ
れ、その下には同じ施文具を押し引いて弧
線文が描かれている。

外面 には撚 りが緩 い縦走す る

RL縄 文 を施文 している。
中期 Ⅲ c T-2

タト面 i75YR 8/6

浅黄橙
:75YR 8/6
浅黄栓

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不 良

山形突起を付けた波状口縁の端部外面直下
には口縁に並行するように先端が平らな九
棒状工具を使つた押し引きが加えられてい
る。

口縁端部 内面 には RL縄 文 を

施文 している。
中期 Ⅲ c T-3

外面 10YR 6/4
にぶい責橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石英 チ ヤー ト

山形突起を付けた波状口縁の深鉢形土器は、
日縁端部から1 5cmほ ど下に凸帯を回縁に
並行して貼り付け、端部との間に径 5 mmほ

どの円形刺突文を1条施文している。

外面及び端部内面には撚が緩
く細長い節を持ったRL縄文
を施文している。

中期 皿 d T-1
外面 :5YR 6/4

にぶい橙
:10YR 7/4

にぶい黄橙
内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不 良

1520

低い山形突起を付けた波状口縁の深鉢形土
器は、突起の下に細い凸帝を縦方向に貼り
付け、その両側に径 6 mmほ どの円形刺突文
を1条ずつつ施文している。

日縁部内外面 とも撚が緩い L
R縄 文が施 文 されて い るが、

内面の縄文 は口縁端部か ら 1

cmほ ど下でナデ消 されている。

中期 Ⅲ d T-2
外面 25Y7/4

浅黄
25Y6/3
にぶい黄

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

内葺する国縁は端部近くで上方に折り曲げ
られ、上面が平坦に仕上げられている。端
部外面直下には先端が円い棒状工具による
円形刺突文が 1条 口縁に沿って施文されて
いる。端部から2 cmほ ど下には両側に同じ
ような円形刺突文が施文された細い凸帯が
貼り付けられている。

端部内面にはRL縄文を施文
している。

中期 Ⅲ d T-2
外 面 10YR 6/4

にぶい責橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内 面

石央 長石 結晶

片岩

1522

平坦な国縁は、端部上面にヘラによる刻み
目を施し、外面には幅 1 5cmほ どの低い

凸帯を貼り付けている。凸帯上には先端が
円い棒状工具を使って径 3 mmほ どの円形刺
突文を1条施文している。凸市の下には連
続するC字形爪形文の刺突を1条施文して
いる。

中期 Ⅲ C T-2
外 面 75YR 5/3

にぶい褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 チャート

国縁端部外面には凸帯を連弧状に貼 り付
け、先端が円い棒状工具を使用した径 4 mm

ほど円形刺突文が日縁端部と凸帯に沿って
施文されている。

外面に縄文が施文されている
が原体の種類は不明。

中期Ⅲ d T-1

外面 5YR 5/8
明赤褐
5YR 5/8
明赤掲

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
チャート

不 良

1524

緩やかに内彎する日縁は、端部近くでわずか
に外方に折り返され、内面に薄い粘土帯を貼
り付けて端部を肥厚させている。外面には凸
帯の貼り付けによって描かれた連弧状の文様
に沿って円形刺突文が施文されている。

口縁端部内面には撚の細かい
RL縄文を施文している。

中期 Ⅲ d T-2
外 面 75YR 6/4

にぶい橙
75YR 5/4
にぶい掲

内面
石英 チ ヤー ト

1525

直立す る口縁 は、円 く仕上 げ られた端部か

ら l cmほ ど下に凸帝が 口縁 に並行 して貼 り

付 け られ、端部 との間には並行す る円形刺

突文が 2条施文 されている。凸帯の下 に も

緩やかな曲線 を描 きなが ら下方に向かって

のびる凸帯が貝占り付 け られているが、 この

凸市の両損1に も同じような円形刺突文が 1

条ずつ施文されている。

外 面 に は撚 が 緩 い 長 い節 を

持 った縦走す る RL縄 文 を施

文 している。

中期 Ⅲ d A-2
外面 10YR 6/4

にぶい責橙
10YR 6/4
にぶい黄橙

内 面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

直立する日縁は、円く仕上げられた端部か
らl cDほ ど下に凸市が口縁に並行して貼 り
付けられている。国縁端郡と凸市の間には
先端が円い棒状工具による径 2 mmほ どの円
形の刺突列が 1条施文されている。同じよ
うな円形刺突文は凸帯からl cmほ ど下にも
施文されている。

外面には節が長い縦走するR
L縄文を施文している。

中期 Ⅲ d A-2
外面 :75YR 6/6

橙

内面 :75YR 6/6
橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
チ ャー ト

直立する国縁は端部外面直下に幅 2 cmほ ど
の薄い粘土帯を貼り付け、低い段が設けら
れている。粘土帝の上には先端が円い棒状
工具による円形刺突文が口縁と並行するよ
うに2条施文されている。

口縁端部内面には撚が緩く長
い節を持ったRL縄文を施文
している。

中期 Ⅲ d B-5
外 面 10YR 6/4

にぶい責橙
10YR 5/3
にぶい責褐

内 面

石 英 長 石
チャート

1528
内彎する日縁部外面に沈線が引かれ円形の
竹管文が付けられる

中期 Ⅲ B-5

外 面 75YR 5/4
にぶい褐
75YR 5/4
にぶい褐

内面
石奥

1529

山形の波状口縁を付けた深鉢形土器は。緩や
かに外反する国縁端部からl cmほ ど下に幅広
の凸帯が貼り付けられ、日縁端部と凸帯の間
には巻貝の頂部を使つた径 3 mmほ どの円形刺
突文が凸帯に沿って1条施文されている。ま
た、山形突起の下にも同じような凸帝が縦に
貼り付けられている。外面は縄文の代わりに
簾状のI字刺突文が付けられている。

口縁端部内面には撚が緩く長
い節を持ったRL縄文を施文
している。

中期 Ⅲ d T-2

タトE] 10YR 7/4
にぶい黄橙
10YR 7/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
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1530

2連の山形突起を付けた深鉢形土器は、緩
やかに外反する国縁端部外面に凸帯が水平
に貼り付けられ、先端の円い棒状工具を使
用した径 3 mmほ どの円形刺突文が凸帝に
沿って施文されている。

国縁部内面には撚が緩く長い
節を持ったRL縄文を施文し
ている。

中期 Ⅲ d A-1
外 面 75YR 7/6

橙
10YR 7/6
明黄褐

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1531

緩やかに内をする口縁は、端部近くで上方
に折り曲げられている。日縁端部上面はヘ
ラ先で斜めの刻み目を施し、外面はヘラを
使つた刻み目を加えた細い凸帯と、先端が
平らな棒状工具を押し引いて、日縁端部に
連弧文が描かれている。

口縁端部内面には撚が緩く長
い節を持ったRし 縄文を、端
部から3 cmほ ど下まで施文し
ている。

中期 Ⅲ T-3
外面 :10YR 3/3

Rξ褐

内面 :75YR 4/2
灰褐

石夫 長石 結晶

片岩 チ ャー ト

中期 Ⅲ T-1
外面 :5YR 6/6

橙

内面 :5YR 6/6

橙

石莫 長石 結晶

片岩

1533

緩やかに内彎する日縁は縄文の_しから先端
が円い棒状工具の押し引きによる連弧文が
描かれている。国縁端部にはヘラによるV
宇状の刻み目が施されている。

中期 Ⅲ
B-6
S-1

タト面 :10YR 5/4
にぶい責褐

内面 :10YR 5/4

にぶい黄褐

石美 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

断面 2個
あり

緩やかに内号する国縁は端部が平坦に仕上
げられヘラによる時計回りの方向の刺突が
加えられている。外面はヘラを使つた押し
引きにより連弧文が祐かれている。

内外面 とも撚 の きわめて緩 い

節が長い RL縄 文 を縦走 させ

ている。

中期 Ⅲ B-6

外面 :10YR 5/4
にぶい黄褐

内面 110YR 5/4
にぶい黄掲

石英 長石 結晶
片岩 赤色班粒

1535
内彎する日縁部には先端が円い棒状施文具
を押 し引いて直線や連弧文が描かれてい
る。

撚が緩 く節が長い RL縄 文 を

施文 している。
中期 Ⅲ b A-5

外面 :10YR 7/4
にぶい責橙

内面 :10YR 7/4
にぶい責橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色班泣

先端が円いヘラ状施文具を押し引いて連弧
文と思われる文様が描かれている。

不明。 中期 Ⅲ b A-5
外面 :75YR 6�

にぶい橙

内面
'75YR 6/4
にぶい橙

石英

1537
内営す る日縁 は外面 に巻貝の頂部 を使 つた

円形刺突列で連弧文 ?が描かれている。
中期 Ⅲ b T-3

外面 :10YR 7/4
にぶい責橙

内面 :25Y5/3
責褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色班粒

「 く」の字に屈曲する顕部と内彎する国縁
を持つた深鉢形土器。回縁部外面には先端
が四角いヘラ状工具の押し引きにより鋸歯
状の文様が描かれている。

外面 には撚が緩 く長い節 の R
L縄文 を施文 している。。

中期 Ⅲ A― 〕

外面 :10YR 5/3
にぶい黄褐

内lgl:25Y5/2
暗灰黄

石英

内サする日縁は緩く括れる頚都との境近く
に、巻貝の頂部を使った並行する2条の円
形刺突文で、鋸山文あるいは弧線文と思わ
れる文様が描かれている。

外面には撚 りが緩く長い節を
持った縦走するRL縄文を施
文している。

中期 Ⅲ b T-3
外面 :5YR 6/4

にぶい橙

内面 :75YR 6�
にぶい橙

石英 長石

体部は「く」の字に屈曲する頭部との境付
近に巻貝の頂部を押し引いて径 3 mmほ どの
円形刺突文で連PLl文 が描かれている。

地文 に撚が緩 く長い節 を持 っ

た RL縄 文 を施文 している。
中期 Ⅲ b T― ユ

タト面 :75YR 4/6
褐

内面 :75YR 4/6
褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
不良

体部 は緩 く括 れる顕部近 くに巻貝の頂部 を

使 つた径 3 mmほ どの円形刺突文で直線的 な

幾何学文様が描かれている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

中期 Ⅲ b A― ユ

外面 :10YR 6/4

にぶい黄橙

内面 :75YR 5/2
灰褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

緩やかな膨 らみ を持 った体部 にはY字状の

凸帯 を貼 り付 け、先端が 円い棒状施文具 を

使用 した径 3～ 4 mmほ どの円形刺突文が凸

帯の両側に施文 されている。

外面には撚が緩 く長い節を
持ったRL縄文を施文してい
る。

中期 Ⅲ c B-19

外面 :10YR 7/2
にぶい黄橙

内面 :10YR 7/2
にぶい黄橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

端郡付近が肥厚する口縁は端部外面に凸帯
を縦に貼り付け、その両側には巻貝の頂部
を使用した直径 3 mmほ どの円形刺突文列が
1条ずつ施文されている。

口縁部内外面にはRL縄文が
付けられているが内面の縄文
は端部から l cmt藪 ど下でナデ
消されている。

中期 Ⅲ c T-2
外面 :10YR 4/2

灰黄褐

内面 i10YR 3/1

黒褐

砂
を

石
片

韓

綿

朝

石
岩

赤

1544

並行する2本 の凸帯を縦に貼り付け、その
両側に先端が円い棒状施文具を使用した円
形刺突文が 1条ずつ施文されている。円形
末1突列の外側には竹管を使った円形の刺突
も施されている。。

地文 には縦たす る RL縄 文が

使用 されている。
中期 Ⅲ c

Ａ

Ｂ

タト面 :5YR 5/6

明赤褐

内面 :75YR 6/4

にぶい橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色班粒

1545
直線と曲線を描く2本の凸帯を交差させ、
先端が円い棒状工具を使用した円形刺突文
を凸常に沿つて施文している。

地文 には縦走す る RL縄 文が

使用 されている。
中期 Ⅲ c T-2

タト面 :5YR 6/6

栓
内面 :10YR 7/4

にぶい黄橙

石英 長 石

直線的 な凸帯 をY字状 に交差 させ て幾何学
的な文様 を描 き、先端が円い棒状工具 を使
用 した径 3 mmほ どの 円形刺 突 文 を凸帯 に

沿 って施文 している。

地文にはRL縄文を施文して
いる。

中期 Ⅲ c
T-1
T-2

外面 :5YR 6/6

栓

内面 175YR 6/6
栓

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

ヘ ラによる刻 目を加 えた凸帯 と、径 2～ 4
mmの巻貝の頂都 を押 し引いた並行す る 2本
の直線 が、 1 5cmほ どの間隔 をあけて縦

方向に配置 されている。

地文 に撚の緩い LR縄 文 を施

文 している。
中期 Ⅲ c T-1

タト面 :75YR 4/6
褐

内面 :75YR 4/1

褐灰

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

斜め方向に貼り付けられた凸帝の両倒に径
2 cmほ どの円形刺突文が 1条ずつ施文され
ている。

外面 には長い節の RL縄 文 を

縦走 させている。
中期 Ⅲ d A― ユ

外面 :10YR 5/3

にぶい責褐
内面 :5YR 5/6

明赤掲

石英

―-276-―



第 5表 包含層出土遺物観察表 (77)

遺物
番号 特 徴 縄 文 原 体 型式

土
点

出
地 色 調 土 焼 成 備  考

1549
縦走する縄文の上に直径が l cm近い円形刺
突文が施文されている。

撚が綬く長い節を持った縦走
するRL縄文を施文 してい
る。

中期 Ⅲ d A-2
外面 5YR 5/4

にぶい赤褐
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1550

外面にはL字状の細い凸帝が貼 り付けら
れ、それ交差するように先端が円い棒状工
具を使用した径 3 mmほ どの円形刺突文が水
平に施文されている。

外面には縦走する撚の緩いR
L縄文を施文している。

中期Ⅲ d T-1
外 面 75YR 5/6

明褐
75YR 5/6
明褐

内面

砂
浄

石

片

尊

綿

釧

石
岩

赤
不良

1551
水平に貼り付けられた凸帯の片側に、円形
刺突文が施文されている。

縦走する撚の緩いRL縄文を
施文している。

中期 Ⅲ d A-1

外 面 10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面

石 英 長 石
チャート

1552
外面は波状に貼 り付けられた凸帯に沿つ
て、先端が円い施文具で列点状の押し引き
が加えられている。

外面には撚の緩い縦走するR
L縄文を施文している。

中期 Ⅲ d T-2
外 面 75YR 4/3

褐
75YR 5/3
にぶい褐

内面
石英 長石

1553
水平方向に貼 り付けられた低い凸帯の両側
には、円形刺突文がそれぞれ 1条ずつ施文
されている。

中期 Ⅲ d T― l

外面 〔75YR 6/6
橙

内面 :75YR 6/6
橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

ヘラ先でV字状の刻目が加えられた緩やか
な曲線を結く幅の狭い凸帯の両側に、先端
が円い棒状工具を使つた径 2～ 3m4ほ どの
円形刺突文を押し引くように連続して施文
している。

外面には地文として撚の緩▼
RL縄文を施文している。

中期 Ⅲ d T― l

外面 ν
褐
７
褐

５ＹＲ嚇
５ＹＲ嚇

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑泣

1555

斜めに貼 り付けられた断面三角形の凸帝の
の両側に、巻貝の頂部を使った径 3 mmほ ど
の円形刺突文を1条ずつ施文している。ま
たこれとは別に縦方向の貝殻背圧痕文も施
文されている。

中期 Ⅲ d T-1
外 面 γ

　
ｙ
褐

５ＹＲ橙
５ＹＲ嚇

内面
石央 長石

1556

半裁竹管を使つた半隆起帯を l cmほ どの間
隔をあけて2本水平に引き、帯状の区画を
設けている。区画内には先端が円い棒状工
具を使った径 3 mmほ どの円形刺突文が2条
施文されている。

帯状の区画内には撚が強いR
L縄文を施文している。

中期Ⅲd A-1

外面 25Y5/2
暗灰責
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石 英 長 石
チャート

1557
連弧状の凸帯の貼り付けに沿って、先端の
円い棒状工兵が押し引かれている。

中期 Ⅲ d T-1
外 面 10YR 6/4

にぶい責橙
10YR 5/2
灰黄褐

内面

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1558

外面は連弧状の凸帯の貼 り付けに沿つて円
形刺突文が 1条施文されている。凸を挟ん
だもう一方の側には凸帯から間隔を置いて
先端がM字状の工具を押し引いて曲線が描
かれている。

外面には縄文が施文されてし
るが原体の種類は不明。

中期 皿 d

外 面 25YR 5/6
明赤褐
25YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 チ ャー ト
不良

1559
弧状に貼り付けられた凸帯の両側に、巻只
の頂部を使った円形刺突文が凸帯に沿って
それぞれ 1条ずつ施文されている。

凸帯から下には縄文が施文さ
れているが特徴は不明。

中期 Ⅲ d T-2
外 面 10YR 5/2

灰責褐
75YR 5/3
にぶい褐

内面
石英 長石 不 良

外反する口縁には、端部近くに水平に貼り
付けられた凸待が水平方向に貼 り付けら
れ、その下に貼り付けられた連弧状の凸帯
とつなげられている。連弧状の凸帯の上部
には、先端が平らな角柱状の工具が凸帯に
沿って押し引かれている。

口縁端部内面には撚が緩く長
い節を持ったRL縄文を施文
している。

中期 Ⅲ d A-2
外 面 75YR 7/6

橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

緩やかに内彎する国縁部にはRL縄文の上
から先端が円い棒状工具の押し引きによる
連弧文が描かれている。

国縁端部内面には撚が緩く長
い節を持ったRL縄文を、端
部から3∞ ほど下まで施文し
ている。

中期 Ⅲ T-3
外 面 10YR 3/3

暗褐
75YR 4/2
灰褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 チャート

1562

内管する口縁は端部近くで外側に折り返さ
れ、端部内面に幅 2 cmほ どの薄い粘土帯が
貼り付けられている。内外面両面から指押
さえが加えられている。外面全体と端部内
面にはそれぞれ I字刻みを加えたあと口縁
に沿って上からC字刻みが加えられた凸帯
を貼り付けて連弧文が描かれている。凸帯
の片側には凸帯にそって刺突文列が残され
ている。

中期 Ⅲ
Ｔ

Ｔ

外面 10YR 5/2
灰責掲
10YR 5/2
灰責褐

内面
石英

1563

緩やかに内警する国縁は、端部から2 cmほ
ど下にM宇状刺突を加えた低い凸帯を口縁
に並行するように貼 り付け、国縁に沿つて
帯状の区画を設けている。区画内は粘上を
薄く貼り付けて肥厚させ、 I字刺突文を施
文した上から、国縁端部直下と凸帯に沿っ
て径 6ミ リほどの円形刺突列をそれぞれ l

条ずつ施文している。

口縁部は端部上面と内面にそ
れぞれRL縄文を施文してい
るが、内面の縄文は端部から
l cmほ ど下でナデ消されてい
る。

中期皿 a

Ａ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

外 面 γ
　
ｙ
褐

５ＹＲ
橙
５ＹＲ
嚇

内面
石英 チ ャー ト

1564

内彎する口縁は端部近くで外側に折り返さ
れ、端部内面に幅 2 cnほ どの薄い粘土帯が
貼り付けられている。内外面両面から指押
さえが加えられている。外面全体と端部内
面にはそれぞれ I字刻みを加えたあと口縁
に沿って上からC字刻みが加えられた凸帯
を貼り付けて連弧文が描かれている。凸帯
の片側には凸帯にそって刺突列が残されて
いる。

中期Ⅲ
Ｔ

Ｔ

外面 10YR 5/2
灰責掲
10YR 5/2
灰責褐

内面
石 英 不良
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1565

内葺する日縁は端部近くで外狽1に 折り返され
ている。端部外面には幅2 cmほ どの薄い粘上
帯を貼り付け貝殻背圧痕文が施文されてい
る。粘土帝から下はI字刺突を加えたあとM
宇状工具により連弧文が描かれている。

口縁端部内面には撚が緩く長
い節を持ったRL縄文を施文
している。

中期 Ⅲ
A-1
A-2

10YR 5/4
にぶい責褐
10YR 5/3
にぶい責褐

外 面

内面

石芙 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1566

直立する国縁は端部外面に幅 2 cmほ どの粘
土帯を貼り付けて段が設けられている。粘
土帯上には巻貝の頂部を使つた径 5 mmほ ど
の円形刺突文列が回縁に並行するように 1

条施文されている。同じような刺突文は粘
土帝下の頸部から体部にも縦あるいは斜め
方向に施文されている。

口縁部外面及び端部内面には

撚が緩 く長い節 を持 つた RL
縄文 を施文 している。

中期 Ⅲ d

Ｓ

Ｔ

Ａ

外 面

内面

75YR 6/6
橙
75YR 6/6
橙

石失 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

良好

1567

軽 く括れた顕部と、緩やかに外反する国縁
を持った深鉢形土器は、国縁端部からl cm

ほど下にfII帯 を日縁に並行するように貼り
付け、凸帯と端部の間に巻貝の頂部を使っ
た径 3～ 4 mmほ どの円形刺突文列を1条施
文している。口縁部の凸帯から緩やかに膨
らむ体部に向かってY字状の凸帯を垂下さ
せ、円形刺突文列を施している。

外面及び端部 内面 には撚が緩

く長い節 を持 った RL縄 文 を

施文 している。

中期 Ⅲ d

２０

２０

１

１

Ｓ

Ｔ

Ａ

Ｔ

内面

175YR 7/3
にぶい橙

i75YR 7/4
にぶい橙

外 面

長石 結晶片岩 良好

1568
緩やかに内昔する国縁は、外面に先端が円
い棒状工具を使って列点状の刺突が施文さ
れている。

国縁部内外面とも撚が緩く長
い節を持ったRL縄文が施文
されているが、内面の縄文は
端部から 1 5cmほ ど下でナ
デ消されている。

中期Ⅳ a T-2
内面

10YR 7/4
にぶい黄橙
75YR 7/4
にぶい橙

外面

石英

1569
緩やかに内彎す る国縁 は、外面 に先端がM
字状の工具 を押 し引いて弧線文 と見 られる

曲線 を描いている。

口縁 部内外面 とも撚が緩 く長
い節 を持 った RL縄 文 を施文

している。 内面の縄文 は端部
か ら3 cmほ ど下 まで施文 され

ている。

中期Ⅳ a T-1
外面 :10YR 5/3

にぶい責褐

内面 :25Y5/2
晴灰黄

石英 長石 糸吉晶

片岩

1570

ゆるやかに内彎する口縁は、端部内面に粘
土帯を貼り付けて肥厚させている。外面に
は先端が円く仕上げられたヘラを押し引い
て弧線文が描かれている。

外面には撚が緩 く長い節を
持ったRL縄文を施文してい
る。

中期Ⅳ a T-2
外面 :10YR 5/2

灰黄掲
内面 :75YR 6/4

にぶい橙

石英 長石 結晶

片岩

緩やかに内彎する日縁は、外面に巻貝の頂
部を使つた円形刺突文列で重弧文が描かれ
ている。

口縁部内外面 に節の長い RL
縄 文 を施文 している。内面の

縄文 は端部か ら2 cnほ ど下 ま

で施文 されている。

中期Ⅳ a T-2
クト面 :10YR 6/4

にぶい黄橙
内面 :10YR 6/4

にぶい黄橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1572

緩やかに内葺する回縁と「くJの字に屈曲
する頸部を持った深鉢形土器で、頚部内面
には稜が残されている。日縁都外面にはM
字状工具を押し引いて連弧文が 2条施文さ
れている。

口縁部内外面と端部上面には
撚が緩く長い節を持ったRL
縄文が施文されているが、内
面の縄文は端部からl cm足 ら
ずのところでナデ消されてい
る。

中期Ⅳ a T-20

外面 :10YR 6/3
にぶい黄橙

内面 :10YR 6/3

にぶい黄橙

石英 結晶片岩
赤色斑粒

1573

ゆるやかに内彎する国縁は、外面にヘラの
角を使った刺突列で連弧状または鋸歯状の
文様が描かれている。

口縁部内外面 には撚が緩 く長
い節 を持 った RL縄 文 を施文
してい る。内面の縄文は端部
からl cm足 らずのところでナ
デ消されている

中期Ⅳ a

外面 :75YR 6れ
にぶい橙

内面 :75YR 6/4
にぶい橙

石英 長石 率吉晶

片岩
不 良

1574

緩 や か に内彎 す る 国縁 は、端 部 内面 に幅
1 5cmほ どの薄い粘土帯 を貼 り付 けて肥

厚 させ、わずかに外側 に折 り曲げ られてい

る。外面はヘ ラの角 を使 つた刺突列で重弧

文が描かれている。

口縁部外面 と内面の粘土帯上

に撚 が緩 く長 い節 を持 った R
L縄文 を施文 してい る。 国縁

端部外面 にはループ状 の縄 末

端の押捺が残 されている。

中期 Ⅳ a B-5
タト面 :10YR 7/2

にぶい責栓

内面 :75YR 7/4
にぶい橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色班粒

1575

緩やかに内彎する日縁は、端部上面にヘラ
で浅い刻み目が加えられている。外面は先
端をM字状に加工したヘラを押し引いて連
弧文が祐かれている。

国縁部は内外面とも撚の緩
いRL縄文が施文されている
が、内面の縄文は端部から 1

cm足 らずのところでナデ消さ
れている。

中期Ⅳ a
Ａ

Ｔ

外面 :N3/0
暗灰

内面 !25Y3/1
黒褐

石英 長石

1576
緩やかに内彎する国縁は、端部外面に指オ
サエが施され小さく波うつている。外面に
はM字状工具が斜めに押し引かれている。

外面 には撚が緩 い LR縄 文 を

施文 している。
中期Ⅳ a

タト面 :25Y6/2
灰黄

内面 :25Y6/2
灰黄

石 英

1577

緩やかに内葺する日縁は、端部が薄く仕上
げられている。外面は日縁端部から2 cmほ

ど下に、M宇状工具を使った刺突列が口縁
に並行するように施文されている。

口縁部内外面とも撚の緩いR
L縄文が施文されているが、
内面の縄文は口縁端部から 1

cmほ ど下でナデ消 されてい
る。

中期 Ⅳ a S-20

外面 :10YR 7/3
にぶい責橙

内面 :10YR 7/3
にぶい責橙

石英 長石 軒吉晶

片岩 赤色斑粒

緩やかに内脅する国縁部には、端部から
1 5cmほ ど下に半教竹管を使ったと考え
られるC字爪形文が 1条、国縁に並行する
ように施文され、その下にはM宇状工具を
押し引いて弧線文 (お そらく連弧文)が描
かれている。

口縁部内外面 と端部上面 には

それぞれ RL紀 文が施文 され

てい るが、内面の縄文は国縁

端部か ら l cmほ ど下でナデ消
されている。

中期Ⅳ a B-19

外面 :10YR 4/3
にぶい責褐

内面 :75YR 5/4
にぶい褐

石英 長石 結晶

片岩 チ ャー ト

緩やかに内瞥する国縁は、日縁端部から 1

cmほ ど下に先端が平らな角柱状の工具を押
し引いて連弧状の文様が 2条柏かれてい
る。

口縁 部内外面 と端部上面 には

撚が緩 く長い節 を持 つた RL
縄 文 を施文 してい る。内面の

縄 文 は端 部 か ら 1 5cmほ ど

下 まで施文 されている。

中期Ⅳ a T-2
内面

10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 5/3
にぶい黄褐

タト嘔写

石英 長石 不 良

緩やかな波状口縁の深鉢形土器は、内曽す
る国縁端部からl cmほ ど下に先端が平らな
角柱状の工具を押し引いて連弧状の文様が
2条描かれている。

国縁部内外面と端部上面には
撚が緩く長い節を持ったRL
縄文を施文している。内面の
縄文は端部から 1 5cmほ ど
下まで施文されている。

中期Ⅳ a T-20

75YR 5/2
灰褐
75YR 5/3
にぶい褐

外 面

内面

石央 長石 結晶
片岩 赤色班粒

不 良

―-278-―



第 5表 包含層出土遺物観察表 (79)

物

号

遺

番 徴特 縄 文 原 体 型式
土

点

出

地 調色 土 焼 成 備  考

緩やかに内彎する
「

]縁 は、端部上面を内外
面から指によって摘み上げ細かく波うつて
いる。外面は端部直下にM字状工具を押し
引いて直線と重弧文を組み合わせた幾何学
文様が祐かれている。

外面は地文に貝殻条痕が施文
された可能性がある。

中期 Ⅳ a T-2
外面 :75YR 5/4

にぶい褐

内面 ,75YR 4/2
灰褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
不 良

1582

緩やかな波状日縁を持つた深鉢形土器は、
内営する国縁端部からl cmほ ど下にM字状
工具を押し引いて波状または弧線状の文様
が2条描かれている。

口縁部外面は地文に只殻条痕
が使用された可能性がある。

中期Ⅳ a T-1
タト面 :10YR 6/4

にぶい黄橙

内面 :10YR 6/3
にぶい責橙

石英 長石 ネ吉晶

片岩 赤色斑粒
不 良

1583
緩やかに内管する日縁は、端部外面にヘラ
の角を押し引いて弧線状の文様が祐かれて
いる。

口縁 吉卜内外面 とも撚 の緩 い R
L縄文が施 文 されてい るが、

内面の縄文 は端部か ら l cmた

らずの ところでナデ消 されて
いる。

中期Ⅳ a T-2
外面 :10YR 5/2

灰黄褐

内面 :10YR 6/4

にぶい黄橙

石英 長石

1584

緩やかに内彎する国縁は端部内面に幅 l cm

ほどの薄い粘土帯が貼 り付けられている。
端部上面にはヘラを使ったV字状の刻み目
が施され、外面は端部直下にM宇状工具が
日縁に並行して押し引かれている。

口縁部内外面ともRL縄文が
施文されているが、内面の縄
文は端部からl cmほ ど下でナ
デ消されている。

中期Ⅳ a A-2
タト面 :5YR 5/4

にぶい赤褐
内面 :5YR 5/4

にぶい赤褐

頁 岩

1585
緩やかに内督する日縁は、M字状工具を
使った押し引きが2条、端部から2 cmと 3
cmほ ど下に施文されている。

口縁部内外面と端部上面には
撚の緩いRL縄文が施文され
ているが、内面の縄文は端部
からl cmほ ど下でナデ消され
ている。

中期 Ⅳ a T-20

外面 :10YR 7/3
にぶい責橙

内面 :10YR 6/2

灰黄褐

石夫 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不 良

1586

低い山形突起を持った波状口縁の深鉢形土
器は、緩やかに内葺する国縁が端部近くで
外狽1に軽 く折 り曲げられ、端部上面にはヘ

ラ先を押しつけたような浅い刻み目が施文
されている。外面は端部直下に先端が平lH

な棒状工具を使った刺突列が口縁に沿って
2条施文されている。

口縁部内外面とも撚の緩いR
L縄文を施文している。内面
の縄文は端部から2 cmほ どF
まで施文されている。

中期Ⅳ a T-2
外面 :10YR 4/1

褐灰
内面 :10YR 3/4

浅黄栓

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1587

ゆるやかに内彎する国縁は、端部内面に薄
い粘土帯を貼り付け、わずかに上方に折 り
曲げられている。日縁端部上面にはヘラ先
を使った斜めの浅い刻目が施され、外面に
は先端が円いヘラ先を使つた列点状の刺突
で弧線状の文様が描かれている。

口縁 部 は 内外 面 と も撚 の緩
い RL縄 文が施文 されている

が、内面の縄文 は屈 曲部 を境

にナデ消 されている。

中期Ⅳ a T-2
外面 :10YR 7/3

にぶい黄橙
内面 110YR 7/3

にぶい黄橙

石夫 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1588

緩やかに内彎する日縁は、端部近くで上方
に折り曲げられている。端部上面にはヘラ
先で斜めの刻み目がはどこされ、外面には
M字状工具を押し引いて弧状文が描かれて
いる。

日縁部内外面 には撚が緩 く長
い節 を持 っ た RL縄 文 が 施

文 されてい るが内面の縄文 は

屈 曲部 を境 にナデ消 されてい

る。

中期Ⅳ a T-2
外両 :10YR 6/3

にぶい責橙

内面 :10YR 7/4
にぶい責橙

石英 長石 結晶

片岩

1589

ゆるやかに内浄する口縁は、端部内面に薄
い粘土帯を賄 り付け、わずかに上方に折 り
曲げられている。国縁端部上面にはヘラ先
を使つたV字状の刻み目が施され、外面に
は先端が円いヘラ先を使つた列点状の刺突
が2条施文されている。

国縁部外面と内面の粘土帯上
に撚が緩いRL紀文を施文し
ている。

中期Ⅳ a A-3
外面 :75YR 7/6

橙

内面 :75YR 7/6
橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1590

緩やかに内彎する国縁は、内面に薄い粘土
帯を貼り付けて肥厚させた端部を、わずか
に外方に折り曲げている。端部上面にはM
字状工具を使つた浅い刻み目を施し、外面
は端部からl cmほ ど下にM字状工具を日縁
に並行するように押し引いている。

口縁部外面と内面の粘土帯上
に撚が緩く長い節を持ったR
L縄文を施文している。

中期 Ⅳ a T-2
外面 :75YR 4/2

灰掲

内面 :5YR 5/4

にぶい赤褐

石 英 長 石
チャート

緩やかに内彎する国縁は、内面に 1 5cm
ほどの幅の薄い粘土帯を貼り付けて肥厚さ
せた端部を、わずかに上方に折り曲げてい
る。外面はM字状工具を押し引いて弧状文
をサ古いてしゝる。

口縁部内外面と端部_L面 には
撚の緩いRL縄文を施文して
いる。

中期Ⅳ a T-1
外面 :75YR 7/6

栓

内面 :75YR 7/6
橙

石芙 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
チャート

緩やかに内彎する国縁は、内面に薄い粘土
帯を貼り付けて肥厚させた端都を、わずか
に上方に折り曲げている。外面は端部から
2 cmほ ど下にM字状工具を押し引いて弧状
文を1面 �ヽている。

中期 Ⅳ a S-1

タト面 :10YR 4/1

褐灰

内面 :ЮYR5/2
灰黄褐

石英 長石 砂岩

緩やかに内彎する口縁は、端部近くで上方
に軽く折り曲げられている。端部上面は円
く仕上げられ、外面は端部から2 cmほ ど下
にM字状工具を押し引いて弧線文を描いて
いる。

口縁部内外面とも撚が緩く長
い節を持ったRL縄文が施
文されている。内面の縄文は
屈曲部を境にナデ消されてい
る。

中期Ⅳ a A-2
外面 :75YR 7/8

黄橙

内面 :10YR 6/4
にぶい責橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1594

緩やかに内彎する国縁は、端部近くでわず
かに上方に折り曲げられている。端部上面
はにぶく尖らされ、外面には先端がM宇 ま
たは叉状工具を押し引いて弧線文を描いて
いる。

内外面ともRL縄文が施文さ
れている。内面の縄文は端部
から2 cmほ ど下まで施文され
ている。

中期 Ⅳ a A-5
外面 :75YR 6/6

橙

内面 :5YR 6/6

橙

石 英  長 石
チ ャー ト 結 晶

片岩

1595

緩やかに内青する口縁は、端部近くでわず
かに上方に折 り曲げられている。端部上面
にはヘラ先を使つた刻み目が施され、タト面
には細い棒状工具を押し引いてRrt状 文が拙
かれている。

口縁部内外面ともRL縄文が
施文されているが、内面の縄
文は屈曲部を境にナデ消され
ている。

中期Ⅳ a A-1

外面 :5YR 6/6

橙

内面 :10YR 5/3

にぶい責褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色班粒

1596

緩やかに内彎する|ヨ 縁は、端部近くで妊 く
上方に折り曲げられている。日縁端部から
l cmほ ど下にはM字状工具を口縁に並行す
るように押し引いている。また、頚部との

境付近にも同じ工具を押し引いて連弧文を
オ古いてψゝる。

回縁部内外面 と端部上面 とも

撚の緩 い RL縄 文が施文 され

ているが、内面の縄文 は屈 曲

部 を境 にナデ消 されている。

中期Ⅳ a T-1

10YR 7/4
にぶい黄橙
10YR 7/3
にぶい黄橙

外面

内面
石英 不 良
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1597

緩やかに内彎する国縁は、端部近くで軽く
上方に折 り曲げられている。端部上面は平
坦に仕上げられ、外面は先端が円いヘラ先
を押し引いて連弧文が祐かれている。

口縁部内外面と端部上面とも
撚の緩いLR縄文を施文して
いる。内面の縄文は屈曲部を
境にナデ消されている。

中期Ⅳ a T-20

外面

内面

10YR 4/3
にぶい責褐
10YR 4/3
にぶい責褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1598

ゆるやかに内彎する口縁は、端部内面に薄
い粘土市が貼 り付けられ、軽く上方に折り
曲げられている。外面には棒状工具を使っ
た刺突が加えられている。

口縁部内外面と端部上面とも
撚の緩いRL縄文が施文され
ているが、内面の縄文は屈曲
部を境にナデ消されている。

中期Ⅳ a T-1
タト面 110YR 7/4

にぶい黄橙
内面 :75YR 6/4

にぶい橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1599

緩やかに内彎する口縁は、内面に薄い粘土
帯を貼 り付けて肥厚させた端部を、わずか
に上方に折り曲げている。外面は端部から
2 cmほ ど下にM字状工具を国縁に並行する
ようにす甲し引いてしゝる。

口縁部外面 と内面の粘土帝上

に は RL縄 文 を施 文 して い

る。

中期Ⅳ a
Ｔ

Ｔ

タト面 :10YR 5/4
にぶい黄褐

内面 :75YR 5/4
にぶい褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
チャート

1600

緩やかに内彎する口縁は、内面に薄い粘土
帯を貼 り付けて肥厚させた端部を、上方に
折 り曲げている。タト面は端部から3 5～
4 cmほ ど下にM字状工具を押し引いて連弧
文を描いている。

口縁部内外面 と端部上面 とも

撚が緩 く長い節 を持 った RL
縄文 を施文 している。

中期Ⅳ a A-1

外面 :10YR 4/2

灰責褐
内面 :10YR 4/3

にぶい黄掲

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
チャート

緩やかに内彎する日縁は端部近くで上方に折
り返されている。日縁端部上面は平坦に仕上
げられヘラ先で時計回りの方向の刺突が施さ
れている。外面は端部直下にM字状工具を回
縁に並行するように押し引いている。

内外面とも撚が緩く節が長し
RL縄文を縦走させている。

中期 Ⅳ a A-1

外面

内面

OYR 6/3
こぶい責橙
OYR 6/3
こぶい責橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

緩やかに内彎す る国縁 は、端郡近 くで上方
に折 り返 されてい る。 国縁端部上面 は平坦

に仕 上 げ られヘ ラ先 で刺 突が施 され てい

る。外面は端部直下 に字状工具 を国縁 に並

行するように押 し引いている。

口縁部内外面と端部上面とも
撚が緩く節が長いRL縄文を
維走させている。

中期Ⅳ a

1603

緩やかに内彎す る国縁 は、端部近 くで上方
に折 り返 されている。端部上面 にはヘ ラに

よる斜 めの刻み 目が施 され、外面は端部か

ら l cmほ ど下 に細い I.k状 の工具 を日縁 に並

行するように押 し引いている。

日縁部は内外面とも撚が緩く
節が長いRL縄文を施文して
いる。

中期Ⅳ a T-2
外面 :10YR 5/4

にぶい責褐

内面 :75YR 5/3
にぶい掲

石芙 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

緩やかに内彎する日縁は、内面に薄い粘土帯
を貼り付けて肥厚させた端部を軽く上方に折
り曲げている。日縁端部上面にはヘラ先で浅
い刻み目を施し、外面は端部直下にM字状工
具を日縁に並行するように押し引いている。

口縁部外面と内面の粘土帯上
には撚の緩いRL縄文を施文
している。

中期Ⅳ a A-2
外面

内面

OYR 6/3
こぶい責橙
OYR 7/4
こぶい責橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
チャー ト

1605

緩やかに内彎する日縁は、内面に薄い粘土帯
を貼り付けて肥厚させた端部を軽く上方に折
り曲げている。日縁端部上面にはヘラ先で浅
い刻み目を施し、外面は端部直下にM字状工
具を日縁に並行するように押し引いている。

回縁部外面と内面の粘土帯上
には撚の緩いRL縄文を施文
している。

中期Ⅳ a A-2
外面 :75YR 7/4

にぶい橙
内面 :75YR 7/4

にぶい橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1606

緩やかに内彎する国縁は、内面に薄い粘土
帝を貼り付けて肥厚させた端部を軽 く上方
に折り曲げている。日縁部外面には端部か
ら1 5cmほ ど下にM字状工具を口縁に並
行するように押し引いている。日縁端部内
面には指オサエが行われた可能性がある。

回縁部外面と内面の粘土帯上
には撚の緩いRL紀文を施文
している。

中期Ⅳ a A-6
外面 :25YR 5/6

明赤褐

内面 :5YR 6/6

橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1607
緩やかに内彎する回縁は、端部外面に先端
が円味をおびたヘラ先を国縁に並行するよ
うに押し引いている。

内外面とも撚が緩く長い節を
持ったRL縄文を施文してい
る。

中期Ⅳ a B-6

外面 :5YR 6/6

橙

内面 :5YR 6/6

橙

石英 長石

1608

直立する口縁は、薄い粘土帯を貼り付けて
肥厚させた回縁端部から2 cmほ ど下に、M
字状工具を口縁に並行するように押 し引
き、その下に同じ施文具を使って弧線文を
描いている。

口縁部内外面には撚が緩く長
い節を持ったRL縄文を施文
している。内面の縄文は端部
から2 cmほ ど下まで施文され
ている。

中期Ⅳ a T-2
外面 :5YR 5/6

明赤褐
内面 :5YR 6/8

橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1609
直立する口縁は外面にM字状工具を押し引
いて弧状文を描いている。

口縁 部は内外面 と

長い節 を持 った R
文 している。

く

施

緩

を

が
文

撚

縄 中期Ⅳ a B-6
タト面 :10YR 8/4

浅責橙
内面 :10YR 8/4

浅責橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1610

直立する国縁は、端部上面にヘラを使つた
刻み目が施されている。外面は端部から
1 5cmほ ど下にM字状工具を国縁に並行
するように押し引いている。

日縁部内外面とも撚が緩く長
い節を持ったRL縄文を施文
している。内面の縄文は端部
から3 cm以 上にわたって施文
されている。

中期Ⅳ a T-3
タト面 :75YR 6/6

橙
内面 :75YR 6/6

橙

石英 チ ャー ト

直立す る口縁 は、端部上面 にヘ ラで刻み 目
が加 え られ、タト面 は端部か ら2 cmほ ど下 に

M宇状工具を国縁に並行するように押し引
いている。

回縁部 は内外面 とも撚 の緩 し

RL縄 文 を施文 している。
中期Ⅳ a T-2

外面 :25YR 6/6
橙

内面 :25YR 6/6
橙

石 英

1612

緩やかな波状口縁の深鉢形土器は、直立す
る国縁の端部上面にヘラ先で刻み目を施
し、外面は端部から1 5cmほ ど下にM字
状工具を口縁に並行するように押し引いて
いる。

口縁部内外面とも撚が緩く長
い節を持ったRL縄文を施文
している。内面の縄文は端部
から2 cmほ ど下まで施文され
ている。

中期Ⅳ a T-2
外面 :10YR 4/1

褐灰

内面 :10YR 5/6

黄褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1613
直立する口縁は、外面の口縁端部直下に⊃
M字状工具を押し引いて連弧文を描いてい
る。

回縁部は外面にLR、 内面に
RLと 撚の方向の異なる縄文
を施文している。

中期Ⅳ a A-5
タト面 :75YR 5/4

にぶい褐
内面 :5YR 5/4

にぶい赤褐

石英 チ ャー ト

直立する口縁は端部外面に半裁竹管または
先端が平らな棒状工具を押し引いて違弧状
の文様を祐いている。

回縁 部は内外面 とも撚 の緩 ψ

RL縄 文 を施文 している。
中期 ry a T-1

外面 :10YR 4/2

灰責褐

内面 :10YR 3/2

灰 白

石英 長石
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1615

直立する国縁は、端部上面が円く仕上げら
れ、外面は端部直下に半我竹管または端部
が平らな棒状工具を押し引いた直線が口縁
に並行して2条引かれている。

外面には撚が緩 く長い節を
持ったRL縄文を施文してい
る。

中期Ⅳ a A-6
外面 :10YR 6/6

明黄 IP」

内面 :10YR 7/4

にぶい黄橙

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1616

緩やかに内警する回縁は、内面に薄い粘土
帯を貼り付けて肥厚させた端部外面に、2
枚貝の放射肋を日縁に並行するように2条
す甲し引いている。

中期 Ⅳ a A-2
クト面 :5YR 5/6

明赤褐

内面 :5YR 6/8

橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

直立する国縁は、端部外面にM字状工具を
回縁に並行するように押し引いている。

口縁部外面と端部上面にそれ
ぞれ撚が緩く長い節を持つた
RL縄文を施文している。

中期Ⅳ a A-3
タト面 :25YR 6/6

橙

内面 :5YR 7/6

橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1618
直立する国縁は、端部外面にM字状工具を
口縁に並行するように押し引いている。

口縁部外面 には撚が緩 く長 い

節 を持 った RL縄 文 を施文 し

ている。

中期Ⅳ a T-2
タト面 :25Y6/3

にぶい責

内面 :25Y6/3
にぶい責

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

焼 成

不良

1619
直立す る国縁 は、端部上面 に浅い刻み 目が

施 され、外面 は端部付近 に列点状の刺突文

が 2条施文 されている。

口縁部外面には撚が緩く長大
な節を持ったRL縄文を施文
している。

中期Ⅳ a S-1

外面 :10YR 5/2

灰責褐

内面 :10YR 4/1

褐灰

石英 結晶片岩
砂岩 チャート

直立する日縁は、端部外面に先端が円い棒
状工具を押し引いた鋸歯状文が描かれてい
る。

回縁部は内外面とも撚が緩く
長い節を持ったRLホ電文が施
文されているが、内面の縄文
は端部からl cmほ ど下でナデ
消されている。

中期Ⅳ a A-2
タト面 :10YR 5/8

にぶい黄掲
内面 175YR 6/4

にぶい栓

石英 長布 結晶
片岩 赤色斑粒

直立する国縁は、端部上面が平坦に仕上げ
られ、外面は端部直下に半我竹管を使つた
C字形爪形文を1条、国縁に並行するよう
に施文している。

口縁部内外面とも撚が緩く細
長い節を持ったRL縄文を施
文している。内面の縄文は端
部から2 5cmほ ど下まで施
文されている。

中期 Ⅳ a T-2
外面 10YR 6/6

明責褐
75YR 5/6
明褐

内面

石英 長石 雲母

結晶片岩 赤色
斑粒

1622
直立する国縁は、端部内面に指頭圧痕が残
されている。

外 面 には斜行す る LR縄 文 を

施文 している。
中期Ⅳ a T-4

外面 :5YR 6/6

橙
:5YR 6/6

橙
内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1623
直立する口縁は、端部内面に指頭圧痕が残
されている。

回縁部 は内外面 とも撚が緩 く

長い節 を持 つた RL縄 文が施

文 されてい るが、内面の縄文
は端部か ら2 cmほ ど下でナデ

消 されている。

中期Ⅳ a A一 ユ

外面 10YR 7/4
にぶい黄橙
10YR 6/4
にぶい黄橙

内 面

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1624
直立する国縁は、端部内面に指頭圧痕が残
されている。

口縁部は内外面とも撚が緩く
長い節を持ったRL縄文が施
文されているが、内面の縄文
は端部から2 cmほ ど下でナデ
消されている。

中期Ⅳ a T-6
外面 :75YR 7/4

にぶい橙

内面 :75YR 7/4
にぶい橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1625

直立する日縁は、端部が薄く仕上げられ、
内側と外倒から交互に加えられた指オサエ

によって小さく波打つている。外面は端部
からl cmほ ど下に、M字状工具を押し引い
た口縁と並行する直線が施文されている
が、その下に同じ施文具を斜めに押し引い
た直線と組み合わせて直線的な幾何学文様
が描かれている。

外 面 に は撚 が 緩 く長 い節 を

持 った RL縄 文 を施文 してい

る。

中期Ⅳ a T-4
タト面 :75YR 6/3

にぶい褐

内面 :75YR 6/3
にぶい褐

石英

緩やかに外反す る国縁 は、端部上面 にヘ ラ

を使 った V字】犬の刻み 目が施 され、タト面は

端部か ら2 cmほ ど下 にM字状工具 を国縁 に

並行す るように押 し引いている。

口縁部内外面 とも撚が緩 く長
い節 を持 った RL縄 文 を施文

している。内面の縄文は端都

か ら3 cmほ ど下 まで施文 され

ている。

中期Ⅳ a S-1

クト面 :10YR 7/4

にぶい黄橙
内面 :10YR 6/3

にぶい黄橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

緩やか に外反す る日縁 は、端部上面 にM字
状工具 を使 つた連続す る時計回 りの方向の

刺突が加 えられている。外面 にはM字状エ

具が斜 めに押 し引かれている。

回縁部内外面とも撚が緩く長
い節を持つたRL縄文を施文
している。内面の縄文は端部
から2 5cmほ ど下まで施文
されている。

中期Ⅳ a S-1

外面 :10YR 5/3
にぶい黄褐

内面 :10YR 6/4
にぶい黄橙

石夫 長石

1628

緩やかに外反す る日縁 は、端部上面 にヘ ラ

を使 つた斜 めの刻み 目が施 されている。外

面 は端 部か ら 2 5cmほ ど Fに 先端 を円 く

加工 したヘ ラ状施文具 を日縁 に並行す るよ

うに押 し引いている。

外面には撚が緩 く長い節を
持つたRL縄文を施文してい
る。端部近くには縄末端部の
圧痕が残されている。

中期Ⅳ a T-1

外面 10YR 7/3
にぶい責橙
75YR 7/3
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶

片岩

緩やかに外反する口縁は、外面の端部直下
にM字状工具を斜めに押し引いている。

回縁端郡及び内外面にはRL
縄文を施文している。

中期Ⅳ a A-1

外 面 5YR 6/6
橙
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面
石英

1630
緩やかに外反する口縁は、外面の端部直下
に細い棒状工具の先端を押し引いて弧線文
を描いている。

国縁部外面 には撚が強い RL
縄文 を施文 している。

中期Ⅳ a T― ユ

外面 10YR 5/4
にぶい責褐
10YR 3/1
黒褐

内面

石英 長石 結品

片岩 赤色斑粒

緩やかに外反する国縁は、端部上面が小さ
く波うち、外面はM字状工呉を斜めに押し
引いている。

国縁部外面 と端部上面 にはそ

れぞれ撚が緩 く節が長い RL
縄文が施文 されている。

中期 Ⅳ a T-2
外面 10YR 4/4

1gJ

10YR 4/6
igJ

内面

石英 長石 結品

片岩 赤色斑粒

1632
低い山形突起を持った波状口縁の深鉢形土
器は、M宇状工具を口縁に沿ってし押し引
いている。

中期Ⅳ a B-19

面

　

面

外

　

内

10YR 7/1
灰白
10YR 7/1
灰白

砂岩 チ ャー ト

|
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遺物

番号
徴特 縄 文 原 体 型式

土
点

出
地 調色 土 焼 成 備  考

緩やかに内彎する国縁は、端部がわずかに
上方に折り曲げられ、外面には幅 l cmほ ど
の脈面三角形の凸帯が張 り付けられてい
る。また端部から3 cmほ ど下には別の細い
凸帯も貼り付けられている

外面には撚が緩く節が長いR
L縄文が施文されている。日
縁端部の凸帯の直下には縄末
端部の圧痕が残されいる。

中期Ⅳ b 不明

外面 :75YR 5/4
にぶい褐

内面 :75YR 5/6
明褐

石英 長石

1634

緩やかに内彎す る国縁 は、端部内面 に薄い

粘土帯が貝占り付 け られわずかに上方 に折 り
返 されている。外面は端部 に幅 l cmほ どの

断面三角形の凸帯が貼 り付 け られている。

口縁部外面と内面の粘土帯上
には撚が緩く負何が長しゝRL縄
文が施文されている。国縁端
部の凸帯の直下には縄末端部
の圧痕が残されいる。

中期Ⅳ b B-19

外面 :75YR 5/4
にぶい褐

内面 :5YR 6/6

橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1635

緩やかに内彎する口縁は、端部上面がにぶ
く尖らされ、外面は端部近くに幅 l cmほ ど
の断面三角形の凸帯を貼 り付けている。凸
帯の下にはC字爪形文を押し引いて弧線状
の文様が祐かれている。

口縁部内外面は凸帝上も含め
て撚が緩く長い節を持ったR
L縄文を施文している。

中期Ⅳ b A-3
10YR 5/2
灰黄褐
10YR 6/4
にぶい黄橙

外 面

内面
石英 結晶片岩 不 良

緩やかに内彎する国縁は端部外面に幅 l cm

ほどの断面三角形の凸帯を貼 り付けてい
る。

口縁部内タト面ともRL縄文が
施文されているが、内面の縄
文は端部からl cmほ ど下でナ
デ消されている。

中期Ⅳ b T-2
内面

10YR 6/4
にぶい黄橙
10YR 6/3
にぶい責橙

外 面

石英 不 良

1637

緩やかに内彎する国縁は端部外面に幅 l～
1,5 cmほ どの断面三角形の凸帯を貼 り付
けている。端部上面にはヘラ先を使った斜
めの刻み目を施している。

回縁部内外面は凸帯上も含め
て撚が緩く長い節を持ったR
L縄文を施文している。内面
の縄文は端部からl cmほ ど下
でナデ消されている。

中期Ⅳ b T-2
10YR 6/4
にぶい黄橙
75YR 6/6
橙

外面

内面
石英

緩やかに内彎する国縁は端部がわずかに上
方に折り曲げられ、外面に幅 l cmほ どの断
面三角形の凸帯を貼 り付けている。端部上
面にはヘラ先を使った斜めの刻み目を施し
ている。

回縁部内外面 とも RL縄 文が

施文 されているが、内面の縄

文 は端部か ら l cmほ ど下でナ
デ消 されている。

中期 Ⅳ b T-2
内面

10YR 6/4
にぶい責橙
75YR 6/4
にぶい橙

外面

石英

1639

緩やかに内暫する国縁は端部がわずかに上
方に折り曲げられ、外面に幅 l cmほ どの断
面三角形の凸帯を貼り付けている。端部上
面にはヘラ先を使つた斜めの刻み目を施し
ている。

口縁部内外面ともRL縄文が
施文されているが、内面の縄
文は端部からl cmほ ど下でナ
デ消されている。

中期Ⅳ b T-2
内面

10YR 6/4
にぶい黄橙
75YR 6/4
にぶい橙

外 面

石 英

1640

緩やかに内彎する国縁は、端部が軽く上方
に折り曲げられ、外面に幅 l cmほ どの凸帯
を貼り付けている。端部上面はヘラで斜め
の刻み目が施され、外面にはヘラを使った
押し引きを上から加えた弧状の凸帯を貼 り
付けている。

□縁部内外面ともRL縄文が
施文されているが、内面の縄
文は端部から1 5cmほ ど下
でナデ消されている。

中期Ⅳ b S-1

タト面 10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石央 長石 結晶

片岩

緩やかに内彎する国縁は、端部近くで軽く
上方に折 り曲げられ、外面に幅 1 5cmほ
どの粘土帯を貼り付けている。端部上面に
はヘラ先を使用した斜めの長い刻み目を施
している。日縁の粘土帯の下にはヘラの角
を使用した三角形の刺突文を粘土帯に沿っ
て押し引いている。

口縁部は内外面とも撚の緩
いRL縄文が施文されている
が、内面の縄文は屈曲部を境
にナデ消されている。

中期Ⅳ b T-1
外面 :10YR 6/3

にぶい黄橙
内面 :10YR 6/4

にぶい黄橙

百英 長石

1642

緩やかに内警する口縁は、端部ちかくで軽
く上方に折り曲げられ外面に幅 l cnほ どの
粘土帯を貼り付けている。日縁端部上面は
ヘラ先で短い刻み目を施し、外面は粘土帯
の下にヘラの角を使った三角形の刺突文
を、粘土帯に沿って押し引いている。

回縁 部 は 内外 面 と も撚 の緩
い Rし 縄文が施文 されている
が、内面の縄文 は屈 曲部 を境
にナデ消 されている。

中期Ⅳ b T-2
外面 :10YR 6/4

にぶい責橙
内面 :10YR 6/4

にぶい黄橙

石英 長石

緩やかに内彎する口縁は端部が軽く上方に
折 り曲げられ、外面には幅 1 2cmほ どの
粘土帝を貼り付けている。国縁端部上面は
ヘラを使った短い刻み目を施し、外面の粘
土帯上には貝殺背圧痕文が施文されてい
る。粘土帯の下にはM字状工具を粘土帯に
沿って押し引いている。

口縁部内外面ともRL縄文が
施文されているが、内面の縄
文は端部から3 cmほ ど下まで
施文されている。

中期 Ⅳ b A-1

外面 :5YR 6/4
にぶい橙

内面 :5YR 6/6

橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1644

緩やかに内彎する国縁は、端部ちかくで軽
く上方に折り曲げられ外面に幅 l cmほ どの
粘土帯を貼り付けている。口縁端部上面は
ヘラ先で短い刻み目を施し、外面は粘土帯
の下にヘラの角を使った三角形の刺突文
を、粘土市に沿って押し引いている。

国縁 ttFsは 内外面 とも撚の緩
いRL縄文が施文されている
が、内面の縄文は屈曲部を境
にナデ消されている。

中期Ⅳ b T-2
外面 :10YR 7/3

にぶい責橙
内面 :10YR 7/3

にぶい黄橙

石英 長石

端部上面が平坦に仕上げられた回縁は端部
外面に薄い粘土帯を貼り付けて低い段が付
けられ、縄文が施文されている。

中期 Ⅳ b T-2
外面 :75YR 7/4

にぶい橙

内面 :75YR 7/3
にぶい橙

石夫 長石

1646

緩やかに内皆する国縁は、端部外面に幅
1,5 cmほ どの粘土帯を貼 り付けている。
端部上面はヘラ先で斜めの刻み目を施して
いる。

日縁部外面の粘土帯上には撚の
緩いRL縄 文が施文されてい
るが、粘土帝の下は無文のまま
残されている。内面にも縄文が
施文されているが端部からl cm

ほど下でナデ消されている。

中期Ⅳ b S-1

:75YR 7/4
にぶい橙

175YR 6/4
にぶい橙

外面

内面

石英 長石 結晶

片岩

1647
口縁端部外面には幅 1 5cmほ どの粘土帯
を貝占り付けている。

国縁部内外面 と端部上面 には

撚 の緩 い RL縄 文が施文 され
ている。内面の縄 文は端部か

ら 1,5 cmほ ど下 で ナ デ消 さ
れている。

中期Ⅳ b T-2
外 面

内面

10YR 5/3
にぶい責褐
10YR 7/3
にぶい黄橙

石英 長石

1648
内暫する口縁は端部上面にヘラ先で刻目を
加え、外面には幅広の凸市を貼り付けてい
る。

中期 Ⅳ b

外面

内面

ＹＲ５
鞘
ＹＲ５
鋭

１０
灰

Ю
灰

石英 結晶片岩 不良

―-282-―



第 5表 包含層出土遺物観察表 (83)

物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型式

土

点

出

地 色 調 土 焼成 備 考

1649

緩やかに内瞥する口縁は、端部外面にヘラ
で刻み目が施された幅 1 5cmほ ど薄い粘
土帯を貼 り付けて低い段が設けられてい

る。段の下にはヘラ状工具の端を押し引い
て連31R文 が描かれている。

口縁部内外面及には撚が緩い

節を持ったRL縄文を施文し
ている。

中期Ⅳ b T-2
外 面 10YR 6/3

にぶい黄橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面

石英 結晶片岩
チャート

1650

緩やかに内彎する国縁は、端部外面にヘラ
先による刻み目を施 した幅 1 5cmほ どの

薄い粘土帯を貼 り付けて低い段が設けられ
ている。口縁端部上面はヘラ先でV字状の

刻み目が施されている。

口縁部内外面には撚が緩く長
い節を持ったRL縄文を施文
している。

中期Ⅳ b T-2
外 面 25Y7/3

浅責
25Y6/3
にぶい責

内面

石英 結晶片岩
チャート

1651
口縁部は端部外面に薄い粘土荷を貼 り付け
上からヘラ先で刻んでいる

中期Ⅳ b T-2
外 面 10YR 7/3

にぶい責橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面

石 英 長 石
チャート

1652
口縁は端部外面に粘土帯を貼り付けて段が
設けられ縄文が施文されている。

中期Ⅳ b T-2
外 面 75YR 5/4

にぶい褐
75YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1653 中期Ⅳ b T-1

外 面 75YR 7/3
にぶい橙
5YR 7/4
にぶい橙

内面
石英 長石

口縁部外面に縄文が付けられる 中期Ⅳ b A-2
外面 :75YR 4/3

褐
:75YR 4/3
掲

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1655 縄文のみの口縁部 中期Ⅳ b A-3
外 面 10YR 4/2

灰黄褐
10YR 4/6
褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1656

直立する国縁はヘラ先による刻み目がつけ
られた端部直下に幅 l cmほ どの帯状の粘土
を貼り付けて段が設けられている。段の下
には先端の円いヘラの刺突列で直線が描か
れている。国縁部内面には縄文の代わりに
幅広のヘラによる刺突列が付けられてい
る。

口縁部外面にはRL縄文が施
文される。

中期Ⅳ b T-5
外 面 10YR 7/4

にぶい黄橙
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面
石英 長石

1657

緩やかに外反する口縁は端部外面にヘラ先
による刻み目が施された幅 l cmほ どの凸符
が貼り付けられている。口縁部外面にはM
字状工具による押し引きで弧線文が描かれ
ている。

口縁部は内外面とも撚が緩く
長い節を持ったRL縄文を施
文している。

中期Ⅳ b B-19

タト面 25Y6/2
灰責
25Y7/2
灰責

内面
石英

緩やかに外反する国縁は端部直下に幅
1 5cmほ どの粘土帝を貼 り付けて段を設
けている。段の下にはM字状工具による押
し引きで文様が描かれている。

口縁端部及び内面、外面の段
上に撚が緩く長い節を持った
RL縄文を施文している。

中期Ⅳb S-4

タトE] 75YR 6/4
にぶい橙
75YR 6/6
橙

内面
石 英

直立する口縁は、端部外面に幅 1 5cmほ
どの粘上帯を貼 り付けて段を設けている。
この粘土帯の下にはヘラ先による刻み目が
加えられた凸帝が斜め下方にむかってのび
ている。

口縁部内外面にはRL縄文を
施文している。

中期Ⅳ b B-19

外 面 10YR 7/2
にぶい責橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面
石英 長石

緩やかに外反する口縁は、端部外面に幅 1

cmほ どの粘土帯を貼 り付けて低い段を設け
ている。粘土帯の下にはヘラによる刻み目
が施された低い凸帯を垂下させ、先端がΣ
状に分かれた施文具を押し引いて描かれた
鋸歯状文と繋げられている。

内外面には撚が緩 く長い節を
持つたRL縄文を施文してい
る。

中期Ⅳ b A-1
外面 10YR 7/4

にぶい黄橙
10YR 7/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不 良

緩やかに外反する口縁は、端部外面に幅2
cmほ どの粘土帯を貼 り付けて低い段を設け
ている。粘土帝の下にはM字状工具の刺突
で鋸歯状文が描かれているδ平坦に仕上げ
られた口縁端部にはヘラ先による刻み目が
施されている。

口縁部外面には節が大きいR
L縄文を施文している。

中期Ⅳ b T-2
外 面 10YR 7/6

明黄褐
10YR 7/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1662

緩やかに外反する口縁は、上面にヘラによ
る刻み目を加えた端部から1 5cmほ ど下
に断面三角形の低い凸帯が貼 り付けられて
いる。日縁端部から凸帯までの間は無文の
まま残されているが凸帯の下にはM字状工
具が凸帯に沿って押し引かれている。

口縁部は内外面とも撚が緩く
長い節を持つたRL縄文を施
文している。

中期Ⅳ b
Ｔ

Ｔ

外面 10YR 6/3
にぶい黄橙
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面
石英 結晶片岩

1663

緩やかに外反する口縁は、端郡外面に幅2
cmほ ど薄い粘土帯を貼 り付けて低い段が設
けられ、段の直下には先端がC字状に加工
された工具を押し引いて直線が描かれてい

る。

口縁部内外面と端部には撚が
緩く長い節を持ったRL縄文
を施文している。

中期 Ⅳ b
Ｔ

Ａ

外 面 10YR 5/3
にぶい責褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石英 不 良

1664

緩やかに外反する国縁は、端部外面に幅2
cmほ どの薄い粘土帝を貼 り付けて低い段が
設けられ、段の直下には先端がC字状に加
工された工具を押し引いて直線が描かれて
いる。

口縁部内外面と端部には撚が
綬く長い節を持ったRL縄文
を施文している。

中期Ⅳ b
Ｔ

Ａ

タトE] 10YR 5/3
にぶい責褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石 英 不良

1665

直立する国縁は、端都外面に幅 l cmほ どの

凸帯を貼り付け、端部上面からこの凸帯に
かけてM字状の刺突列を2条施文 してい
る。

口縁部外面と端部内面には撚
が緩く長い節を持ったRL縄
文を施文している。

中期Ⅳ b B-5

外 面 5YR 6/6
橙
5YR 6/6
橙

内面
石英 チ ヤー ト
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1666

直立する日縁は、端部外面に幅 l cmほ どの
凸帯を貼り付け、端部上面からこの凸帯に
かけてM字状の刺突列を2条施文 してい
る。

口縁部外面と端部内面には撚
が緩く長い節を持ったRL縄
文を施文している。

中期Ⅳ b T-5
外面 :5YR 5/4

にぶい赤褐
:5YR 5/4
にぶい赤褐

内面
石英

1667

直立する国縁は内外面に粘土を貼り付けて
端部を肥厚させ、上面と外面直下にそれぞ
れヘラ先を使ったV字状の刻み目が付けら
れている。

口縁部外面にはRL縄文を施
文している。

中期Ⅳ b T-1

外 面 10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面
石英 長石

1668

直立する口縁は、端部外面直下に凸帯を口
縁に沿って貼 り付け、その下に別の凸帯を
縦に貼り付けている。の下には凸構に沿っ
てM字状工具が押 し引かれている。同じ様
な押し引きが施された凸帯が貼り付けられ
ている。

国縁部内外面とも撚が緩く長
い節を持ったRL縄文を施文
している。

中期Ⅳ b S-1

外 面 10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 6/2
灰責褐

内面
石英 砂岩 不良

1669

直立する国縁は、端部外面直下にC字爪形
文を連続して施文する凸帯を貼り付けてい
る。凸市の下には地文の縄文の上から先端
が円い棒状施文具、または⊃状施文具を押
し引いて弧状文が描かれている。

タト面 1こ は撚が緩く節が長しヽ R
L縄文が施文され、 中期Ⅳ b S-1

外面 10YR 3/2
黒褐
75YR 5/4
にぶい褐

内面
石英

1670
口縁端部外面に貝殻背圧痕文が施文された
粘土帯を国縁に

'合

って貼り付けている。

口縁部内外面とも撚が緩く非
常に長い節を持ったRL縄文
を施文している。

中期Ⅳ b T-2
外 面 25Y5/4

にぶい赤褐
5YR 6/6
橙

内面
石英 長石

山形突起を付けた波状口縁の土器は、国縁
端部外面に凸帯を貼 り付け、日縁端部と凸
市の間には貝殻背圧痕文が連続して施文さ
れている。

口縁端部内面には撚が緩く長
い節を持ったRL縄文を施文
している。

中期Ⅳ c T-2
タト面 10YR 7/4

にぶい黄橙
10YR 7/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1672

直立する国縁は端部からl cm足 らずのとこ
ろにヘラ先を使つて刻み目を付けた凸帯
が、日縁と並行するように射 り付けられて
いる。

口縁部内外面とも撚の緩い R
L縄文が施文されているが、
内面の縄文は国縁端部から 1

cmほ ど下でナデ消されてい
る。

中期Ⅳ c T― l

外面 5YR 7/4
にぶい橙
5YR 6/4
にぶい橙

内面
石英 長石

1673

内彎する口縁は、端部外面に断面三角形の
凸帯を国縁に並行して貼り付け、日縁端部
と凸市の間には貝殻背圧痕文を連続して施
文している。

口縁部外面には撚が緩く長い
節を持ったRL縄文を施文し
ている。

中期Ⅳ c T-1
外 面 25Y7/2

灰黄
25Y7/3
浅責

内面

石英 長石 結晶
片岩 チャー ト

1674

内彎する口縁は端部外面に凸帯を口縁に並
行して貼り付け、口縁端部と凸市の間には
貝殻背圧痕文を連続して施文している。凸
帯の下は縄文が施文されているが、 2 cmほ
ど下には何かを押し引いた痕跡がある。

外面は節が長いRL縄文を施
文している。

中期Ⅳ c T-1
外 面 10YR 6/3

にぶい黄橙
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1675

内彎する口縁は端部近くをわずかに上方に
折 り曲げ、外面に凸帯を貼り付けて端部を
肥厚させている。凸帯上には貝殻背圧痕文
が連続して施文されている。

口縁 部外面 には撚が緩 く長い

節 を持 った縦走す る RL縄 文
を施文 している。

中期Ⅳ c T-1
外 面 75YR 5/6

明褐
75YR 5/6
明褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1676

内瞥する日縁は端部近くでわずかに外側に
折 り返され、外面に幅 1 5cmほ どの粘土
帯を貼り付けて端部を肥厚させている。端
部上面にはヘラを使つた連続する刻み目が
施され、粘土帝上には貝殻背圧痕文が連続
して施文されている。また、端部から25
cmほ ど下にはM宇状の刻み目を施した凸帯
が口縁に並行するように貼り付けられてい
る。

□縁端部内面には撚が緩く長
い節を持ったRL縄文を施文
している。

中期Ⅳ c T-2
外 面 75YR 5/3

にぶい褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石英 チ ャー ト

1677

内管する国縁は、端部上面にヘラ先を使つ
た刻み目を加え、外面には、上から貝殻背
圧痕文を連続 して施文した幅 1 5cmほ ど
の粘土帯を貼り付けている。

口縁部内外面には撚が緩く細
長い節を持ったRL縄文が施
文されているが、内面の縄文
は端部からl cmほ どを残して
ナデ消されている。外面の凸
帯の下には縄末端のループ文
が残されている。

中期Ⅳ c T-1
外面 :75YR 6/6

橙
内面 :75YR 6/6

橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内彎する口縁は、端部タト面に貼 り付けられ
た断面三角形の凸帯と、日縁端部との間の
に先端が四角い棒状工具を使った刺突列が
残されている。また、凸帯と頸部の屈曲部
との間には口縁端部と同じ断面三角形の凸
行を貼り付けて、連弧状の文様を描き、ヘ
ラ先による刺突列が凸帯に沿ってつけられ
ている。

中期Ⅳ c A-2
外 面 10YR 4/1

掲灰
10YR 5/4
にぶい黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

直立する国縁は、端部外面に上から貝殻背
圧痕文を連続 して施文 した幅 1 5cmほ ど
の粘土帝を貼り付けている。粘土帯の下に
は先が円い棒状工具を押し引いて鋸歯状の
文様が描かれている。

内面には撚が緩 く長い節を
持った縦走するRL縄文を施
文している。

中期Ⅳ c A-6
外 面 75YR 8/8

黄橙
10YR 7/6
明責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1680

直立するする国縁は、端部外面に貝殻背圧
痕文を連続して施文した低い凸帯を賠り付
けている、。凸市の下には先端が叉状に分
かれた工具を押し引いて鋸歯状の文様が描
かれている。

中期Ⅳ c T-3
外面 :75YR 6/6

橙
内面 :75YR 6/6

橙

石英 結晶片岩
赤色斑粒

直立する口縁は、端部外面に上から貝殻背
圧痕文を連続 して施文 した凸帯が国縁に
沿って貼り付けられている。

外面 には長い節 を持 った RL
縄文 を施文 している。

中期Ⅳ c T-2
外面 10YR 5/3

にぶい責褐
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

―-284-―
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1682

小突起を付けた直立する回縁は、外面の突
起の下にと,帯 を縦に貼り付け、端部から1

cm足 らずのところに口縁と並行するように
貼り付けた凸帝とつなげられている。凸帯
と口縁端部との間には貝殻背圧痕文が連続
して施文されている。

口縁部内外面にはRL縄文が
施文されている。

中期Ⅳ c T-2
外面 :75YR 5/3

にぶい褐
15YR 5/4
にぶい赤褐

内面
石英 結晶片岩

1683

緩やかに内彎する国縁は、端部近くで外側
に折 り返されている。回縁端部から1 5
cmほ ど下には回縁に並行するように凸帯が
貼り付けられ、国縁端部との間には連続す
る貝殻背圧痕文が施文されている。また、
凸市の下にはM字状工具を押し引いて連弧
文が描かれている。

口縁部内面には撚が緩く長い

節を持つたRL縄文を施文し
ている。

中期Ⅳ c T-1
外 面 :10YR 6/3

にぶい黄橙
:5YR 6/4
にぶい橙

内面
石英

緩やかに内彎する国縁は、端部近くで外側
に折り返されている。国縁端部外面には幅
2 cmほ どの粘土帯が貼り付けられ、上から
連続して貝殻背圧痕文が施文されている。
凸市の下には薄い粘土市を貼 り付けた上
に、ヘラ先を使つた連続する刺突が施文さ
れている。

口縁部内外面にはRL縄文が
施文されているが、内面の縄
文は屈曲部を境にナデ消され
ている。

中期 Ⅳ c T-2
外面 :10YR 6/3

にぶい責橙

内面 :10YR 6/4

にぶい黄橙

石英 長石

緩やかに内皆する口縁は端部近くで外側に
折り返され、端部内面には指オサエが加え
られている。ヘラ先を使つた刻み目が施さ
れた日縁端部から2 cmほ ど下に粘土帝が口
縁に並行して貼り付けられ、口縁端部との
間に連続する只殻背圧痕文が施文されてい
る。凸帯の下には先端がM字状の工具を押
し引いて鋸歯状或いは連弧状の文様が描か
れている。

内外面 とも撚の緩 い RL縄 文

を施文 している。
中期Ⅳ c T-2

外面 :75YR 6/6
橙

内面 :10YR 7/4
にぶい貨橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1686

緩やかに内彎する国縁は、端部近くで外側
に折り曲げられ、端部上面を表裏両面から
指によって摘み上げている。口縁端部から
2 cmほ ど下の屈曲部には粘土帯を貼 り付
け、貝殻背圧痕文を連続して施文している。
粘土帯の下には棒状施文具を押し引いて弧
状文を描いている。

口縁部は内外面とも撚が緩 く
長い節を持ったRL縄文が施
文されているが内面の縄文は
屈曲部を境にナデ消されてい
る。

中期Ⅳ c T-1
タト面 110YR 6/4

にぶい黄橙
内面 :75YR 6/4

にぶい橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

口縁都外面に断面三角形の粘土帯を貼 り付
け、その上に貝殻背圧痕文を施文している。

口縁部内面には撚が緩く長い

節を持ったRL縄文が施文さ
れている。

中期Ⅳ c T― ユ

外面 10YR 5/3
にぶい責褐
75YR 5/4
にぶい掲

内面
石英 長石

1688
口縁端部は外反し、端部からl cmほ ど下の
縄文はナデ消され貝殻背圧痕文を施文して
いる。

内外面とも縦定する撚の緩し
RL縄文を施文している。

中期Ⅳ c T-3
外面 :10YR 6/3

にぶい黄橙

内面 i10YR 6/3
にぶい黄橙

石 英

1689

外反する口縁は端部から2 cmほ ど下に断面
三角形の凸帝を貼り付け、日縁端部と凸帯
との間には貝殻背圧痕文を連続して施文し
ている。さらに凸帯直下にも刺突文を連続
して施文している。

中期 Ⅳ c T-1

外面 75YR 5/6
明褐
10YR 5/3
にぶい黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外反する口縁は端部から2ほ ど下に粘土言
を貼り付け、粘土帯の上には貝殻背圧痕文
を連続して施文している。粘土帯直下には
先端が円い棒状工具を粘土帯に沿つて押し
引いている。

口縁部内面には撚が緩く長い

節を持ったRL縄文が施文さ
れている。

中期Ⅳ c S-1

外面 :10YR 5/3

にぶい黄掲

内面 :10YR 5/3
にぶい黄掲

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

直立する口縁は、端部外面直下に上から貝
殻背圧痕文を連続して施文した幅 1 5cm
ほどの粘土帯を貼り付けている。この粘土
帯の下にはヘラ先を使つた刻み目を加えた
低い凸帯を縦に貼り伺け、M字状工具を押
し引いて鋸歯状、または連弧状の文様を描
いている。平坦に仕上げられた口縁端部上
面にはヘラによる刻み口が施されている。

口縁部内面には撚が緩く長い

節を持ったRL縄文を施文し
ている。

中期 Ⅳ c A-19

外面 i25Y6/1
黄灰

:25Y7/2
灰責

内面
石英 長石

緩やかに外反する回縁は、端部直下に貝殺
背圧痕文を連続して施文した粘土帯が回縁
に並行するように貼り付けられている。粘
土帯の下にはM字状工具を押し引いて弧状
文と思われる文様が描かれている。

口縁部外面には比較的撚が強
いRL縄文を施文している。

中期Ⅳ c T-1
外面 :75YR 4/4

掲

内面 i10YR 6/2

灰責掲

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1693

緩やかに内管する国縁は、端部近くで軽く
上方に折り曲げられ、端部外面には幅 1 5
cmほ どの薄い帯状の粘土が貼り付けられて
いる。粘土帯には内外面から指オサエが加
えられ端部が小さく波打つている。

口縁部内面には撚が緩く長い

節を持つたRL縄文を施文し
ている。

中期Ⅳ c 不明

外面 :25YR 5/6
明赤褐

内面 :25YR 5/6
明赤褐

石英 砂岩

1694

内管する口縁は、端部近くで軽く上方に折
り曲げられ、端部外面には幅 1 5cmほ ど
の粘土帯が貼 り付けられている。粘土帯に
は内外面から指オサエが加えられ端部が小
さく波打っている。

日縁部外面には撚が緩く細長
い節を持ったRL縄文を施文
している。

中期Ⅳ c A-1

外面 :10YR 8/3

浅黄橙

内面 :10YR 8/3

浅黄橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1695

直立する国縁は、端部外面に幅 1 5cmほ
どの粘土帯が貼り付けられている。粘土帯
は内外面から指オサエが加えられ端部が小
さく波打つている。

口縁部内外面には撚が緩く細長
い節を持ったRL縄文を施文し
ている。内面の縄文の施文範囲
は端部から4 cmほ どと広い。

中期Ⅳ c T-2
外両 :10YR 6/3

にぶい責栓

内面 :10YR 7/4
にぶい黄橙

石英 長石

1696

直立する国縁は指オサエによって小さく波
打つ口縁端部からl cnほ ど下にM字状工具
を使った連続刺突を施した凸帯を国縁に並
行するように貼り付けている。

中期 Ⅳ c T― ユ

クト面 :10YR 4/2

灰黄掲

内面 :10YR 4/2

灰黄掲

石英 長石 不 良
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萩やかに内彎する国縁は端部近くで強 く外
側に折り返され、端部外面には、ヘラ先を
使ったI字、または条線状の刻み目が施さ
れた幅 2 cmほ どの粘土帯が貼り付けられて
いる。粘土市の下には先端が円い棒状工具
を使った径 2 mmほ どの円形刺突文が粘土帯
と並行して施文されている。

内外面とも撚が緩く飾が長し
RL縄文を施文している。

中期 Ⅳ c T-3
外面 :5YR 5れ

にぶい赤褐
内面 :5YR 6/6

橙

石 英 長 石
チャート

1698
緩やかに内彎する国縁は、端部近くでわず
かに外反している。日縁部外面にはM字状
工具を押し引いて弧線文が描かれている。

口縁部内外面とも撚が緩く長
い節を持ったLR縄文が施文
されているが、内面の縄文は
口縁端部近くを残してナデ消
されているハ

Ⅳ

Ｃ

期

ｂ

市
ｒ
ａ

T-2
外面 :10YR 5/2

灰責褐
内面 :10YR 6/4

にぶい責橙

石英

1699
内彎する口縁は、M字状工具の刺突を連続
して加え、交差するように弧線文が描かれ
ている。

撚が緩く長い節を持ったRL
縄文を施文している。

Ⅳ
　
ｃ

期

ｂ

市
Ｔ
ａ

T-3
外面 :75YR 6//4

にぶい橙
内面 :75YR 6/4

にぶい橙

石英 長石 結晶

片岩 チ ャー ト

1700
内彎する口縁は、ヘラによる刻み目を加え
た凸帯を縦に貼 り付けM字状工具を押し引
いて描いた連弧文とつなげられている。

国縁部外面には撚が緩く長い
節を持つたRL縄文を施文し
ている。

Ⅳ

ｃ

期

ｂ

ｈ
Ｔ

ａ
R-19

外面 !10YR 7/2

にぶい責橙
内面 :10YR 7/3

にぶい黄橙

石央 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

頸部の屈曲部近くに、先端が尖らされたI
具による刺突列で弧線文を描いている。

外面にはRL縄文が施文され
る。

中 期 Ⅳ
a b c T― ]

クト面 :25YR 6/6
橙

内面 :25YR 6/6
橙

石英 長石 砂岩

1702
内瞥する口縁は、M宇状正具を押し引いて
幾何学文様を描いている。

に
た

面

つ

。

外

持

る

は撚 が 緩 く長 い節 を
RL縄 文 を施文 してい

Ⅳ

ｃ

期

ｂ

｛
Ｔ

ａ
T-1

外 面 :5YR 5/6

明赤褐
110YR 5/4

にぶい黄褐
内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1703
M字状工具を押し引いて弧線文を描いてし
る。

地文にはRL縄文が使用され
ている。

Ⅳ

　

ｃ

期

ｂ

中

ａ
T-2

外面 :75YR 5/6
明褐

:10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石莫 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
チャート

1704
外面はM字状工具を押し引いて重弧文を描
いている。

外面には撚が緩く非常に長い
節を持ったRL縄文を施文し
ている。

Ⅳ

ｃ

期

ｂ

中

ａ
A-1

外面 i10YR 6/4
にぶい黄橙

内面 :10YR 6/4
にぶい責栓

石英 長石

1705
内管する国縁は、M字状工具を押し引いて
弧線文を祐いている。

外面には撚が緩 く長い節を
持ったRL縄文を施文してい
る。

Ⅳ

ｃ

期

ｂ

［
Ｔ
ａ

T-1

外面 :10YR 7/4
にぶい責橙

内面 :75YR 6/6
橙

石英 長石 結晶
叶岩 赤色斑粒

1706
直立する口縁は、外面に先端をM字状に加
工した工具を回縁に並行して押し引き、斜
め方向に引いた直線と交差させている。

内タト面とも撚が緩く長い節を
持ったRL縄文を施文してい
る。

中 期 Ⅳ
a b c 不 明

タト面 :75YR 7/4
にぶい橙

内面 :75YR 7/6
橙

石英 長石

1707
M字状工具を押し引いて幾何学文様を描い
ている。

撚が緩く長い節を持ったRL
縄文を施文している。

中 期 Ⅳ
a  b  c

A-18

タト面 :75YR 5/2
灰褐

内面 :10YR 6/2

灰責褐

石英 長石 結晶

片岩

1708
地文の縄文の上にC字爪形文を押し引いて
鋸歯状文が描かれている。

Ⅳ

ｃ

期

ｂ

市
Ｔ
　
ａ

T-2
外面 :10YR 6/3

にぶい黄橙
内面 :75YR 6/6

橙

石 莫

1709
ヘラ先の角を押 し引いて弧状文を描いてし
る。

外面には撚が緩 く長い節を
持ったRL縄文を施文してい
る。

Ⅳ

ｃ

期

ｂ

ｈ
Ｔ

ａ
T-2

外面 :10YR 5/4
にぶい責褐

内面 :10YR 5/4
にぶい責褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1710
外面にはM字状工具を押し引いて弧線文を
描いている。

クト面にはRL縄文が施文さ,■

る。
Ⅳ

ｃ

期

ｂ

市
Ｔ
　
ａ

T-2
外面 :10YR 6/6

明黄褐

内面 :75YR 5/6
明褐

石英 長石

緩やかに内彎する日縁は端部が円く仕上げ
られ外面には円形刺突文列が一列施文され
ている。

外面には縦走する撚の緩いR
L縄文を施文している。

中期Ⅳ b T-5
外面 :10YR 6々

にぶい責橙

内面 :10YR 7れ
にぶい責橙

石英

1712

頸部の括れが小さい深鉢形土器は、口縁部
にM宇状工具を水平に押し引いて直線を描
き、体部に押し引かれた縦の直線と交差し
ている。

がお面には撚が緩く長い節を
持ったRL縄文を施文してい
る。

Ⅳ

ｃ

期

ｂ

ｈ
Ｔ
ａ

A-2
外面 :10YR 6/4

にぶい責橙
内面 :25Y7/4

浅黄

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1713
M字状工具を押 し引いて連弧文が祐かれれ
ている。

外面は節の長い RL縄 文 RL
縄文。

Ⅳ

ｃ

期

ｂ

〔
Ｔ
　
ａ

T-2
外面 :75YR 6/4

にぶい橙

内面 :25Y6/2
灰責

石英 チ ャー ト

体部外面にはM字状工具を並行するようt

2条押し引いて連弧文が描かれている。
国縁部内外面ともRL縄文が
施文され 中期Ⅳ b B-19

面 10YR 7/2
にぶい責橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面
石英 結晶片岩

1715
緩やかに外反する国縁は、外面にM字状工
具を押し引いて連弧文が描かれている。

口縁部は内外面とも撚の緩し
RL縄文を施文している。

中 期 Ⅳ
a b c 不 明

外面 :5YR 5/4
にぶい赤褐

内面 :25Y6/3
にぶい責

石英

1716
Ⅳ

　

ｃ

期

ｂ

中

ａ

T-1
T-2

外面 :10YR 5々
にぶい責褐

内面 :75YR 5れ
にぶい褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
チャート
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第5表 包含層出土遺物観察表 (87)

遺物
番号

特 徴 縄 文 原 体 型式
土
点

出
地 色 調 胎 土 焼成 備 考

1717
ヘラ先を押し引いて直線や弧線文などの文
様が描かれている。

撚の緩いいRL縄文を施文し
ている。

Ⅳ
よ

期中

ａ

ｃ

T-2
外面 :75YR 5/6

明褐
内面 :10YR 5/4

にぶい黄褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

ヘラの角を使用した連続刺突で環状の文様
が描かれている。

地文には撚が緩 く長い節を
持ったRL縄文が使用されて
いる。

Ⅳ

ｂ

期中

ａ

ｃ

T-2
外面 75YR 5/3

にぶい褐
75YR 5/4
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1719
緩やかに膨らむ体部にはM字状工具を押し
引いて環状の文様が祐かれている。

外面には撚が緩 く長い節を
持ったRL縄文を施文してい
る。

中 期 Ⅳ
a    b A-1

外 面 75YR 6/6
橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1720
外面には先端が円い棒状の施文具を押し引
いて列点状の直線が描かれている。

外面にはRL縄文が施文され
る。

Ⅳ

ｃ

期

ｂ

ｈ
Ｔ

ａ
T-2

外 面 75YR 6/3
にぶい褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石 芙 長石

先端をMま たはV宇状に加工したヘラ先を

押し引いて直線が引かれている。

外面には撚が緩 く長い節を
持ったRL縄文を施文してい

る。

Ⅳ

ｃ

期

ｂ

市
Ｔ

ａ
A-1

外 面 5YR 6/6
橙
10YR 5/2
灰黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

1722
口縁部外面にM宇状工具を押し引いて弧線
文が描かれている。

内外面とも撚が緩 く長い節を
持ったRL縄文を施文してい
る。

Ⅳ

Ｃ

期

ｂ

市
Ｔ

ａ
A-1

外 面 :10YR 6/3
にぶい責橙

:75YR 7/3
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外面にはM字状工具を押し引いて直線が描
か,tて いる。

撚が緩く長い節を持ったRL
縄文を施文している。

Ⅳ

ｃ

期

ｂ

中

ａ
T― 〕

外面 :10YR 6/3
にぶい黄橙

:75YR 7/3
にぶい橙

内面

石英 長石 結 晶

片岩 赤色斑粒

M字状工具を押し引いて連弧文が描かれて
いる。

撚が緩く長い節を持ったRL
縄文を施文している。

Ⅳ

ｃ

期

ｂ

ｈ
Ｔ
ａ

T-1
外面 :5YR 6/3

にぶい橙
:5YR 6/6

橙
内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1725
緩やかに膨らむ体部にはM字状工具を押し
引いて垂下する直線が描かれている。

撚の緩いRL縄文を施文して
いる。

Ⅳ

　

ｃ

期

ｂ

中

ａ
B-1

外面 :75YR 6/6
橙

内面 110YR 3/1

黒褐

石英

1726
体部上半には先端が円い棒状工具を押し引
いて重弧文が描かれている。

外面の縄文は部分的にナデ消
されている。

Ⅳ

ｃ

期

ｂ

｛
Ｔ
ａ

T-1
外面 75YR 6/6

橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

外面にはM字状工具を押し引いて曲線が描
かれている。

撚が緩く長い節を持ったRL
縄文を施文している。

Ⅳ
　
ｃ

期

ｂ

市
Ｔ
　
ａ

T-1

外 面 75YR 6/2
灰掲
10YR 5/1
褐灰

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

先端がM字状に分かれたヘラ先を押し引
て弧状文が描かれている。

外面には撚が緩 く長い節を
持ったRL紀文を施文してい
る。

Ⅳ

ｃ

期

ｂ

｛
Ｔ
ａ

T-1

外 面 75YR 6/4
にぶい橙
75YR 4/1
褐灰

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑泣
チヤート

1729
膨らみが小さい体部には、先端をU字また
はM字状に加工したヘラ先を押し引いて直
線が引かれている。

外面には撚が緩 く長い節を
持つたLR縄文を施文してい
る。

Ⅳ

Ｃ

期

ｂ

市
Ｔ

ａ
T-2

外面 :10YR 7/3
にぶい責橙

内面 :10YR 7/3

にぶい黄橙

石英 長石

先端をU字またはM字状に加工したヘラ先
を押 し引いて垂下する曲線が描かれてい

る。

外面には撚が緩 く長い節を
持ったRL縄文を施文してい

る。

Ⅳ

　

ｃ

期

ｂ

中

ａ
T-2

外面 10YR 5/2
灰白
10YR 8/3
浅黄橙

内面
石英 長石

ヘラ先を押 し引いて連弧文が描かれてし

る。

Ⅳ
　
ｃ

期

ｂ

｛
Ｔ
ａ

T-1
タト面 :75YR 4/3

褐
内面 :10YR 5々

にぶい黄褐

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

筒状の体部には、先端が円いヘラを使った
刻み目と押し引き力渤日えられている。

節の長いRL縄文を施文して
いる。

Ⅳ

ｃ

期

ｂ

中

ａ
T-1

外 面 10YR 5/4
にぶい責褐
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1733
外面にはヘラ先で間隔をあけた刺突が加え
られている。

外面には撚が緩 く長い節を
持ったRL縄文を施文してい
る。

Ⅳ

Ｃ

期

ｂ

市
Ｔ

ａ
S-1

外 面 75YR 6/6
橙
10YR 7/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

1734
幅 1 5cmほ どの大型のC字爪形文列が水
平に施文されている。

外面には撚の強いRL縄文を
施文している。

Ⅳ

ｃ

期

ｂ

ヽ
Ｔ

ａ
T-2

面
　
面

外
　
内

10YR 4/4
褐
10YR 4/4
褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

緩やかに外反する体部は、先端が円いヘラ
を水平に押し引いている。

地文に撚の緩いRL縄文を施
文している。

Ⅳ

　

ｃ

期

ｂ

中

ａ
A-2

外面 10YR 6/4
にぶい責橙
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

弱い届由部を挟んで片側には縄文が施文さ
れているが、もう片方は丁寧なナデ調整の
上から細い棒状施文具を押し引いて弧線文
が描かれている。

外面には撚が緩 く長い節を
持ったRL縄文を施文してい
る。

Ⅳ
　
ｃ

期

ｂ

市
Ｔ
ａ

T-2
外面 10YR 4/3

にぶい黄褐
10YR 5/3
にぶい黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (88)

遺物
番号 徴特 縄 文 原 体 型式

出土

地点
調色 土 焼 成 備  考

1737

緩やかな波状□縁の深ttN形 土器は、回縁端
部から1 5cmほ ど下にヘラ先による刺突
を加えた凸帯を回縁に並行するように貼 り
付けている。同様の刻み目は口縁端部にも
加えられている。

回縁部内外面 には撚 の緩 い L
R縄文が 施文 されてい るが、

内面の縄文 は端部直下 を残 し
てハケ状工具 の ような物でナ
デ消 されている。

中期 Ⅳ d S-20
内面

外 画 :75YR 6/2
灰褐

175YR 6/4
にぶい橙

石 英  長 石
チ ヤー ト 結晶

片岩 赤色斑粒

1738

緩やかな波状口縁を持った深鉢形土器は、
口縁部外面にヘラによる刻み目を加えた断
面三角形の凸帯が、端部から2 cmほ ど下に
回縁に並行して貼り付けられている。

口縁部内外面には撚が緩いと
R縄文が施文されているが内
面の縄文は端部からl cmほ ど
を残してナデ消されている。

中期Ⅳ d T-2
外 面 75YR 6/6

橙
75YR 6/6
橙

内面

石夫 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
チ ャー ト

1739

緩やかに内瞥する回縁は端部近くの内面に
薄い帯状の粘上が貼り付けられ上方に折り
返されている。外面にはヘラによるV字形
の深い刻み目が加えられた弧状の凸帯が貝占
り付けられている。

口縁部外面には RL、 内面
にはLRと 異なる撚の縄文
が施文されているが、内面の
縄文は屈曲部でナデ消されて
いる。その他にも内面には先
端が円いヘラ状施文具による
連続する刺突が加えられてい
る。

T-2
タト面 :10YR 6/6

明責褐
内面 :10YR 5/3

にぶい黄褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1740

緩やかに内管する国縁は、端部内面に薄い
粘土帯が貼 り付けられ、外側に軽 く折り曲
げられている。外面は端部からl cmほ ど下
に低い凸帯が貼り付けられ、刻み目を施し
た端部と凸市の間には貝殻背圧痕文を連続
して施文している。凸帯の下にはM字状工
具を押し引いて連弧文が描かれている。

口縁部外面 とも撚 の緩い RL
縄文が施文 されているが、内

面の縄文 は屈 曲部 を境 にナデ

消 されている。

中期Ⅳ d S-1

外面 :75YR 6/6
橙

内面 :75YR 6/6
橙

石英

緩やかに内誉する口縁は、端部内面に薄い
粘土帯が貼り付けられ、外側に軽く折り曲
げられている。外面は端部から1 5cmほ ど
下に上からD宇状爪形文または又状工具を
押し引いた低い凸帯が貼り付けられている。

日縁端部及び内外面 に RL縄
文。 中期Ⅳ d T-2

タト面 :10YR 7/4
にぶい黄橙

内面 i10YR 6/3
にぶい黄栓

石夫

1742

端部に施文具を押しつけたような刻み目が
加えられた緩やかな波状口縁を持った上
器。日縁端部から離れた位置に刻み目が加
えられた低い凸帯が貝占り付けられている。

内面 は RL縄 文 を施文後ナデ

調整が施 されている。
口縁部外 面及び端部内面には

RL縄 文 を施文 している。

中期Ⅳ d T-3
外面 :10YR 6/3

にぶい黄橙
内面 :10YR 7/4

にぶい黄橙

石英 結晶片岩
チャート

内鸞す る日縁 は、端部近 くでわずかに外狽1

に折 り返 されてい る。外面は国縁端部か ら
1 5cmほ ど下 に、上 か らヘ ラで刻 み 目を

付 けた凸帯が 日縁 と並行 に貼 り付 け られて
いるが、凸帝 と口縁端部 との間は無文の ま
ま残 されている。

口縁部内面 には RL縄 文が施

文 されているが、屈 曲部 を境
にナデ消 されている。

中期Ⅳ d T-1
外面 110YR 6/3

にぶい責橙
内面 ,10YR 7/4

にぶい責橙

石英 長石 結晶
片岩

1744

大形の山形突起 を付 けた波状 国縁 の深鉢形
土器 は、日縁端部上面 を内外方 に拡張 しヘ

ラ先で刻み 目を加 えている。突起の頂部 は

円 く窪 んで い る。 外 面 には上 か らヘ ラ を

使つた浅い刻み 目を施 した低 い凸帯 を貼 り
付け、凸帯の間は丁寧 なナデ調整 を加 えて
いる。

突起内面の拡張部にはRL縄
文が施文されている。

中期Ⅳ d T-2
10YR 7/3
にぶい黄橙
10YR 5/2
灰黄褐

外 面

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不 良

1745

大形の山形突起を付けた波状日縁の深鉢形土
器は、日縁部外面に上からヘラでV字状の刻
み目を施した凸帯を交差するように貼り付
け、日縁端部に貼り付けられた凸帝とつなげ
られて幾何学文様を描いている。また、凸帝
の間は丁寧なナデ調整が加えられている。

国縁部内面 には撚の緩 い RL
縄文 を施文 している。

中期Ⅳ d A-3
5YR 6/6
橙
5YR 5/6
明赤掲

外面

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1746

大形の山形突起を付けた波状回縁の深鉢形
土器は、内彎する口縁を端部近くで外側に
折り返し、外面に凸言を貼 り付けて肥厚さ
せている。同じような凸帯は国縁部外面に
も貼り付けている。

口縁部内面 とも撚 の緩 い RL
縄文が施文 されているが、内
面 の縄文 は屈 曲部 を境 にナデ

消 されている。

中期Ⅳ d T-2
外面 :10YR 7/4

にぶい黄橙
内面 :75YR 6/6

橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1747

候やかに内彎する国縁は、断面三角形の凸
帯が貼り付けられヘラを使った刻み目が加
えられている。日縁端部にも同様の凸帯が
貼 り付けられ凸帯のまわりはナデ調整がカロ
えられている。

口縁部内面 には RL縄 文 を施
文 している。

中期Ⅳ d T-5
タト面 :5YR 6/4

にぶい橙
内面 :5YR 6/4

にぶい橙

石 央

1748

緩やかな波状国縁の深鉢形土器は、内彎す
る国縁が端部近くでわずかに外反してい
る。端部には粘土を貼り付けて肥厚し、端
部から1 5cmほ ど下には細い粘上の凸帯
が貼り付けられている。

地文に撚の緩いRL縄文を施
文している。 中期Ⅳ d T-20

外面 :10YR 7/2

にぶい責橙

内面 :10YR 7/4

にぶい責橙

石英 長石 雲母

結晶片岩 赤色
斑粒

不良

1749

緩やかに内督する日縁は、端部内面に薄い粘
土帯を貼り付け外側に折り曲げられている。
外面は、上からヘラで刻み目を施した凸帯を
弧状に貼り付け、縄文の代わりにヘラを使用
した市」突が連続して施文されている。

口縁部内面 には撚が緩 く長い

節 を持 った RL縄 文が施文 さ
れているが、屈 曲部 を境 にす
デ消 されている。

中期Ⅳ d A― 〕

タト面 :10YR 6/2

灰黄掲

内面 :10YR 6/2

灰黄褐

石 英 長 石
チャート

内彎する口縁は、端部内面に薄い粘上帯を
貼 り付け外側に折り曲げられている。国縁
は端部上面にヘラを使った刻み目が加えら
れ、端部から l cmt意 ど下には、同じヘラの
刻み目を持った凸帝が口縁と並行に貼り付
けられている。また、凸帯の下にはM字状
工具を使った連続する刺突が体部に向かっ
てのびている。

口縁部 内外面 には撚が緩 く長
い節 を持 った RL縄 文が施文
されているが、内面の縄文 は

屈曲部 を境 にナデ消 されてい

る。

中期Ⅳ d T-2
外面 :75YR 6/4

にぶい橙
内面 :75YR 6/4

にぶい橙

石英 長石 ネ吉晶

片岩 赤色斑粒

1751

直立す る国縁 は、ヘ ラを使 つた刻み 目を加
えた端部か ら l cmほ ど下 にヘ ラを使 った刻
み 目を施 した凸帯が、国縁 と並行 に増 り付
け られている。

口縁部内面 には撚が緩 く長い

節を持 った RL縄 文 を施文 し
ている。

中期Ⅳ d T-2
タト面 :10YR 7/4

にぶい黄橙
内面 :75YR 6/6

橙

石英 長石
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1752

緩やかに内誉する口縁は、端部近くで外側
に折り曲げられている。日縁は端部上面に
ヘラを使った刻み目が加えられ、端部から
5 mmほ ど下には、同じヘラによる刻み目を
持った凸帯が回縁と並行に貼り付けられて
いる。

口縁部内外面 には撚が緩 く長
い節 を持 つた RL縄 文が施文

されているが、内面の縄文は

屈 曲部 を境 にナデ消 されてい

る。

中期 Ⅳ d

外面 :10YR 5/2

灰責褐

内面 :10YR 6/3

にぶい責橙

石夫 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1753

直立する日縁は、端部上面にヘラで刻み日
を加え、タト面は端部から5 mmほ ど下にヘラ
で刻み目を施文した凸帝が日縁と並行して
貼り付けられている。また、こ帝の下には
ヘラを押し引いて弧線文を描いた痕跡があ
る。

口縁端部内面 には撚が緩 く長
い節 を持 つた RL縄 文 を施文

している。

中期Ⅳ d T-2
外面

内面

:5YR 5/3

にぶい赤褐
:5YR 6/6

橙

石英 長石 結晶
片岩

Fkや かに外反する国縁は、端部上面にヘラ
で刻み目を加え、外面は端部からl cmほ ど
下に端部上面と同様の刻み目を施した凸帯
が口縁と並行して貼 り付けられ、端部との

間のわずかな空間には棒状工呉の先端を使
用した,1点文が施文されている。凸帯の下
には同じ棒状工具を押し引いた直線が下方
に向かって延びている。

口縁部内外面には撚の緩いR
L紀文を施文している。

中期 rvr d T-3
外面 :10YR 5/3

にぶい責褐

内面 :10YR 4/2

灰黄褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1755

緩やかに外反する日縁は、端部から1 5
cmほ ど下にヘラによる刻み目を持つた凸帯
が日縁に並行して貼り付けられている。凸
帯の下にはM字状工具により連続する刺突
がカロえられている。

口縁部内外面 とも撚が緩 く長
い節 を持 った RL縄 文 を施文

している。

中期Ⅳ d T-2
外面 :10YR 6/3

にぶい黄橙

内面 :10YR 6/3
にぶい黄橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1756
緩やかに内葺する日縁は、連続する逆C字
形爪形文を施文した凸帯を貼り付けて連弧
状文が描かれている。

縦走す る RL縄 文は日縁端部
と内面に も施文 されている。

中期Ⅳ d
T-1
T-2

外面 :10YR 5/6

黄褐

内面 :10YR 6/6

明責褐

石夫 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1757

直立する国縁は、端部から1 5cmほ ど下
で縄文がナデ消され、ヘラ先による刻み日
が施された幅の狭い連弧状の凸帯が貼り付
けらブ■て立ヽる。

回縁部内外面 には撚 の緩 い R
L縄文が付 け られているが内

面 の縄 文 は端 部 か ら 1 5cm
ほ どの範囲 を残 してナデ消 さ

れている。

中期Ⅳ d C-2
外面 :10YR 6/4

にぶい黄橙
内面 :10YR 6/4

にぶい責橙

石夫 長石 結 晶

片岩 赤色斑粒

1758

直立する回縁は、端郡から l cmlよ ど下にヘ

ラ先による刻目を加えた凸市を水平に貼り
付けている。同様の刻み目は平坦な口縁端
部にも付けられている。

IJ縁部外面 には地文 と して R
L縄文 を施文 している。

中期Ⅳ d T-2
外面 :75YR 5/6

明褐

内面 :75YR 5/6
明掲

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

直立す る口縁 は、端部上面にヘ ラで刻み 日

が加 えられ、外面 は端部か ら5 mmほ ど ドに
ヘ ラで C字状 の刺突 を加 えた低い凸帯 を口

縁 に並行 して貼 り伺 けている。

外面には地文にRL縄文を施
文している。

中期 Ⅳ d T-2
外面 :75YR 4/2

灰褐

内面 :75YR 5/4
にぶい褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1760

直立する国縁は、端部上面に浅い刻み目が
加えられ、タト面は端部からl cmほ ど下にヘ

ラでV字状の刻み目を加えた凸帝が水平に
貼り付けられている。

内外面 とも RL縄 文が施文 さ

れているが、外面 は凸市以下
の縄文が消 されている

中期Ⅳ d T-3
外面 125Y6/2

灰黄

内面 i10YR 6/4
にぶい黄橙

石 英

直立する国縁は、端部上面を平坦に仕_Lげ、
外面は端部からやや離れた位置にヘラでV
字状の刻み日を施した凸帝が貼り付けられ
ている。

内クト面ともRL純文が施文さ
れているが、内面は端部から
5 mmほ どを残して、外i厨 は凸
帯以下の縄文がそれぞれナデ
消されている。

中期Ⅳ d T-2
外 面 10YR 5/3

にぶい黄褐
10YR 6/2
灰責褐

内面

石英 長石 赤色
斑粒

1762

直立す る日縁 は、端部上面にヘ ラで刻み 目

を施 し、外面 は端部か ら2 cmほ ど下 に幅の

広いヘ ラを使 つた刻み 目を施 した断面三角

形の低い凸帯 を貼 り付 けている。

中期Ⅳ d S-20

外面 :75YR 5/6
明褐

内面 :75YR 6/8
栓

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

焼 成

不良

直立する日縁は、端部外面にヘラによる刻
み目を加えた低い凸帯を貼り付けている。

回縁端部お よび内外面 には撚
が緩 く長い節 を持 った LR縄
文 を施文 しているc

中期Ⅳ d T-1

外面 :10YR 5/3

にぶい責褐

内面 :10YR 5/4

にぶい黄褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1764

直立す る国縁 は、端部上面 にヘ ラで V字状
の刻み 目が施 され、外面 は端部直下に同 じ

ような刻み 目を加 えた低い凸帝 を、回縁 に

並行す るように貼 り付けている。

口縁部内外面には撚が緩く長
い節を持ったRL縄文を施文
している。

中期Ⅳ d T-1
外面

内面

10YR 7/4
にぶい黄橙
10YR 6/3
にぶい責橙

石英

1765
口縁端都外面 には断面三角形の凸帯が貼 り

付 け られている。
中期Ⅳ d T-4

外 面

内面

10YR 7/4
にぶい黄橙
10YR 7/6
明黄掲

石莫 長石 結 晶

片岩 赤色斑粒

直立す る国縁 は、端部上面 を薄 く仕上 げ、

外面 は端部か ら l cmほ ど下 に凸帯 を水平 に

貼 り付 けている。

回緑部外面 には撚が緩 く非常
に長い節 を持 った RL縄 文 を

凸帝 の下か ら施文 している。

中期Ⅳ d T-2
タト面 :75YR5/6

明褐

内面 :75YR5/6
明掲

長石 結

赤色斑岩

英

片

石

晶

粒

1567

山形 突起 を付 けた波状 口縁 の深 ItN形土 器
は、 日縁端 部外面 に幅 l cmか ら 1 5cmほ
どの低 い粘土行 を貼 り付 け、ヘ ラを使 つた

縦方向の刻み 日を加 えている。 また、これ

とは別 に山形突起の下 にはヘ ラによる刻み

目が施 された凸帯が体部 に向かつて延びて
いる。

日縁部外面には RL縄 文 を施

文 している。
中期Ⅳ d T-1

外面 :75YR 6/4
にぶい橙

内面 :75YR 6/4

にぶい橙

石莫 長石 結 晶

片岩 赤色斑粒

1768

山形突 起 を付 けた波状 国縁 の深鉢形 土 器
は、日縁端部外面 に凸帯 を貼 り付 けて拡張

し、上面 にヘ ラを使 つた斜めの刻み 日を加

えている。 また、 これ とは別に山形突起の

イ には半我竹管 を施文 した凸帯が縦 に貼 り

付 け られ、途中で左右 に枝分かれ している。

回縁端部内面にはRL縄文を
施文している。

中期Ⅳ d T3

外面 :25YR 5/6
明赤材

内面 :10YR 5/3
にぶい黄掲

石夫 長石
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1769
低い山形突起 を付 けた波状 回縁の深鉢形土

器は、ヘ ラを使 った V字状の刻み 目を施 し
た「l帯 を突起の頂部か ら貼 り付 けている。

口縁部内外面ともRL縄文が
施文されているが、内面の縄
文は端部近くを残してなで消
されている

中期 Ⅳ d A-1
外面

内面

10YR 7/6
明責褐
5YR 6/6
橙

脇

軸
石
色

長

赤

英

岩

石

片

直立する国縁は、端部直下にヘラを使つた
刻目を加えた低い凸帯を縦と斜めに貼り付
け、部分的に凸帯に,合 つて棒状:こ具を押し
引いている。

外面 には撚 りが緩 く節 の長 ヽ

RL縄 文 を施文 している。
中期Ⅳ d T― ユ

外面 75YR 6/6
橙
75YR 6/6
橙

内面

石夫 長石 ネ吉晶

片岩 赤色斑粒

1771

円孔が穿 たれた山形突起 を付 けた波状 口縁
の深鉢形土器 は、国縁端都上面にヘ ラ先で

連続す る斜 めの刻み 目を加 えている。外面
は端部直下 に低 い凸帯 を貼 り付 け、部分的
にヘ ラで刺突 を施 している。 また、突起部
の円孔の周囲には、両側 に連続す る刺突 を

施 した凸帯 を貼 り付 けている。

突起部 内面 には撚が緩 く節が

長 い RL縄 文 を施 文 して い

る。
中期Ⅳ d T-1

外 面

内面

10YR 5/3
にぶい黄褐
10YR 6/4
にぶい黄橙

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1772

山形突起を付けた波状国縁の深鉢形土器
は、端部外面にヘラで刻み目を施した低い
凸帝が口縁に並行、または垂下するように
貼 り付けられている。凸帯の下には円い棒
状工呉を使った押し引きが凸市に沿って残
されている。

口縁部内外面 には撚が緩 く長
い節 を持 った RL縄 文が施文
されているが、内面の縄文は

屈 曲部 を境 にナデ消 されてい

る。

中期Ⅳ d T-2
タト面 :75YR 7/6

橙

内面 :75YR 7/6
橙

石英 長石 糸吉晶

片岩 赤色斑粒

1773
波状 口縁 の深鉢形土器 は、国縁端部か ら 1

cmほ ど下 にヘ ラを使 った刻み 目を施 した断
面三角形の凸帝 を貼 り付 けている。

口縁の端部 と内面に RL縄 文
が付 け られている。

中期Ⅳ d S-20

外面 :75YR 5/6
明掲

内面 :75YR 5/6
明掲

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
チ ャー ト

不良

緩やかに外反する国縁は端部上面にヘラを
使つた刻み目を施し、外面は同じヘラ先に
よる刻み目が施された凸帯を貼り付けて曲
線を描いている。

口縁端部内面 には RL縄 文 を

施文 している。
中期Ⅳ d B-19

外面 :10YR 5/3
にぶい黄褐

内面 :10YR 5/3
にぶい責 IPD

石 英 長 石
チャート 不 良

1775
直立す る回縁 は、端部外面 に幅 l cmほ どの

凸帯 を貼 り付 け、ヘ ラ先 を使 つて連続す る

刻み 目を施 している。

□縁端部内面にはRL縄文を
施文している。

中期Ⅳ d T-3
外面

内面

OYR 5/4
こぶい責褐
OYR 5/4
こぶい黄褐

石夫 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

直立する国縁は、端部上面に時計回りの方
向にC字爪形文を連続して刺突している。
外面は、端部直下に同じC宇爪形文列を口
縁に沿って施文し、国縁に縦に貼り付けた
凸帯と交差させている。

口縁部は内外面とも撚が細か
く節の短いRL縄文を施文し
ている。

中期Ⅳ d B-19

外面 :10YR 7/2

にぶい黄橙
内面 :25Y6/2

灰黄

石英 長石 結晶

片岩

1777

緩やかな波状 日縁 の深鉢形土器 は、口縁部
外面 の端 部直下 と、端部 か ら 2 5cmほ ど

下 に、それぞれヘ ラ先 を使 つた刻み 目を施
す低い凸帯を、国縁に並行するように貼 り
付けている。

回縁端部内面 には撚の緩 い R
L縄文 を施文 している。

中期Ⅳ d T-2
外面 :10YR 5/6

黄褐

内面 :5YR 5/6

明赤褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1778

緩やかに外反する日縁っを持った深鉢形土
器は、外面に加えられた指オサエで端部上
面が小さく波打つている。端都から2 cmほ
ど下にはM字状工具を使つた刺突列を施し
た凸帯が水平に貼り付けられている。

回縁部内外面とも無節の lr
縄文がそれぞれ施文されてし
る。

中期Ⅳ d T-5
外 面 5YR 5/6

明赤褐
5YR 5/6
明赤掲

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
チャー ト

1779

緩やかに外反する国縁は、端部から2 cmほ
ど下に先端がM字状工具を使った刻み目を
施した凸市を水平に貼り付けている。口縁
端部と凸帯の間はナデ調整が加えられ貝殻
背圧痕文を凸帯に沿って施文している。

内外面 とも撚 の緩い RL縄 文
を施文 している。内面の施文

中ロイよ)去 い。
中期Ⅳ d T一 l

5YR 6/6
橙
5YR 6/6
橙

外面

内面
石英 長石 不 良

緩やかな波状 回縁 の深鉢形土器 は外反す る
国縁 端 部上 面 にヘ ラを使 つた刻 み 目を施
し、外面は端部か ら2 cmほ ど下 に先端がM
字状 の工具 を使 った刻 み 目を施 した凸帝
を、水平 に貼 り何 けている。 口縁端部 と凸

帯 の間はナデ調整が加 え られ貝殻背圧痕文
を凸市 に1合 って施文 している。

内外面 とも撚の緩 い RL縄 文
を施文 している。内面の縄文
の施文幅は 5 cm以 上と広い。

中期Ⅳ d T― ]

内面

5YR 5/8
明赤褐
5YR 5/8
明赤褐

外面
石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
チ ャー ト

不 良

1781

山形の小突起を付けた波状回縁の深鉢形土
器は、突起の下に半我竹管を使ったM字状
の刺突列を施した凸帯を維に貼りl・lけ てい
る。

外面には撚が強 く短い節を
持ったRL縄文が施文された 中期 Ⅳ d T-1

:75YR 6/4
にぶい橙

:75YR 6/6
橙

外 面

内面
石英 長石

1782
直立す る日縁 は、端部か ら2 cmほ ど下に C
字爪形文 による結節隆帯 を国縁 と並行 して

貝占り伺 けてψヽる。

日縁部内外面には LR縄 文が

施文 されているが、内面の縄

文 は端部直下でほ とん どナデ

消 されている。

中期Ⅳ d B-6

外面 175YR 8/6
浅黄栓

内面 175YR 6/6
橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1783

緩やかな波状回縁の深鉢形土器は、内彎す
る日縁端部上面を円く仕上げヘラ先を使つ
た刻み目が施されている。外面は低い凸帯
を貼 り付け、半我竹管状の工具で刺突を加
えている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

中期Ⅳ d A-2
外 面 75YR 6/6

橙
25YR 5/8
明赤褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1784
内彎す る日縁部か ら小 さ く括 れた顕部にか

けて、ヘラを使 った刻み 日を施 した連弧状
の凸帯が貼 り付 け られている。

外面 には比較 的撚が強 く節が

短 い RL縄 文 を施 文 して い

る。
中期Ⅳ d T-2

外 面 75YR 5/4
にぶいty」

75YR 6/6
橙

内面

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1785
内彎する国縁には、ヘラ先を使つたV字状
の連続する刻目を施した弧線状の凸帝を貼
り付けている。

外面 には撚 が緩 く節が長い R
L縄文 を施文 している。

中期Ⅳ d T-2
外面 ,10YR 5/4

にぶい黄褐
内面 ,10YR 6/4

にぶい責橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
チ ャー ト
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置物

番号
特 徴 縄 文 原 体 型 式

土
占
小

出
地 色 調 土 焼 成 備  考

1786
内葺する国縁には、ヘラ先を使った連続す
る刻み目を施した連弧状の凸帯を賄り付け
ている。

外面には比較的撚が強く節が
短い Rし 紀文を施文 してい
る。

中期Ⅳ d 不明

外面 :10YR 5/1

褐灰

内面 :10YR 5/1

褐灰

石英 長石 結晶

片岩

1787
内彎する日縁は、ヘラ先を使つた刻み目を
施 した連弧状の凸帯を縦に貼 り付けてい
る。

非常に細かい撚のLR縄文が
施文され 中期Ⅳ d T-3

外面 :25Y5/1
黄灰

内面 110YR 6/3

にぶい責橙

石英 チ ャー ト

1788
緩やかに内督する国縁は、ヘラ先を使つた
亥Jみ 目を施した連弧状と直線状の凸帯を貼
り付けて幾何学文様が描かれている。

地文には撚が緩いRL縄文 (3

本撚 P)が使用されている。
中期Ⅳ d T-2

外面 :10YR 5/8

黄褐
内面 :10YR 5/2

灰責褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1789

内でする口縁にはヘラ先を使った刻み目を
加えた凸帯を貼 り付けて環状や直線などの
文様を描き、M字状工具を押し引いた直線
と交差させて幾何学文様を作 り出してい
る。

中期Ⅳ d T-2
外面 :10YR 4/3

にぶい責褐
内面 :10YR 5/6

黄掲

石夫 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1790
ヘラ先を使つた刻み目を加えた環状の凸帝
を貼り付けている。

外面には地文にRL縄文を施
文している。

中期 Ⅳ d A-1
外面 :10YR 5/4

にぶい黄褐

内面 i5YR6/4
にぶい橙

石英 結晶片岩

先端がU状の工具を直角に近い角度で刺突
した環状の凸帯が貼り付けられている。

中期Ⅳ d S-20

外面 110YR 5/2

灰責褐
内面 :10YR 5/2

灰責掲

石夫 長石 結晶

片岩 赤色班粒
チ ャー ト

不 良

1792

緩やかに内彎する口縁から小さく括れる顕
部にかけて、ヘラ先を使った刻目が施され
た連弧状の凸帝が 2条貼 り付けられてい
る。

地文 には撚が緩 く節が長い R
L縄文 を施文 している。

中期 Ⅳ d T-2
外面 :75YR 5/6

明褐

内面 !75YR 5/6
明褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1793

内守す る日縁 と体部の境が緩 く括 れた深鉢

形土器。外面 にはヘ ラによる刻み 目が加 え

られた低 い凸帯で波状 のモチー フが描かれ

ている。凸帝の問は縄文の他 にヘ ラに よる

I字状 の束1突 文で充填 されてい る。 また、
国縁部内面 には断面三角形の低 い凸帯が環

状に貼 り付 け られている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

A-1
外面 i75YR 5/3

にぶい褐

内面 i75YR 5/4
にぶい褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色班左

1794
体部 にはヘ ラ先 を使 った V字状 の深い刻み

目を施文 した凸帝 を貼 り付 けて弧線文様が

描かれている。

地文には撚が緩 く長い節を
持ったRL縄文が使用されて
いる。

中期Ⅳ d A-2
外両 :75YR 6/6

橙

内面 :75YR 6/6
橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

直立する体部には、上からヘラ先を使った
V字状の刻み目を施した凸帝を賄り付けて
直線的な幾何学文様が祐かられている。

地文として撚が緩く長い節を
持ったRL縄文を施文してい
る。

中期 Ⅳ d T-2
外面 :75YR 6/6

橙

内面 :75YR 6/6
橙

石英 長石 結晶
片岩

1796

上からヘラ先を使ったV字状の刻み目を加
えた直線状の低い凸市を貼 り付けて直線的
な幾何学文様が描かれている。

地文に1ま 撚が緩�ゝRL縄文力S

使用されている。
中期Ⅳ d T-2

タト面 :10YR 5/4

にぶい責褐
内面 :10YR 5/4

にぶい黄褐

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1797

上からヘラ先を使つた刻み目を加えた凸帯
が、V字状に交差するように貼り付けられ
ている。

地文には撚が緩 く長い節を
持った RLネE文が使用されて
いる。

中期 Ⅳ d A-2
外面 :10YR 6/4

にぶい黄橙

内面 :10YR 5/4
にぶい黄褐

長石 結晶片岩

赤色班粒

1798

緩 や か に外 反す る国縁 端部 近 くの外 面 に
は、両 狽1に 先端 が 災状 に分 か れ た工具 を

使 つた刺突列が施文 された低 い凸帯が斜め

に貼 り付 け られている。凸帯上はヘ ラ先 を

使 つた刻み 日が連続 して加 え られている。

内外面 に撚の緩 い RL縄 文が

施文 され、
中期Ⅳ d B-19

外面 :10YR 7/2

にぶい黄橙

内面 :10YR 7/3
にぶい黄橙

石英 長石

1799
先端がM字状に加工された施文具を上から
連続して施文した直線的な凸帯を貼り付け
て幾何学文様を描いている。

外面には地文にRL縄文を施
文している。

中期Ⅳ d T-4
外面 :10YR 7/3

にぶい黄橙
内面 125Y6/2

灰黄

石英 長石

体部は、アーチ状の低い凸帯の賄り付けに
沿ってヘラ先を使つた押し引きが加えられ
ている。

体部には節の整ったRL縄文
を施文している。

中期Ⅳ d T-2
タト面 i10YR 6/4

にぶい黄橙

内面 :25Y4/2
暗灰責

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

ヘラの角と棒状工具の先端を、低い凸帯に
沿つて押し引き重弧文が描かれている。

外面には撚が緩 く長い節を
持ったRL縄文が施文され
る。

中期 Ⅳ d T-2
外面 110YR 5/3

にぶい黄褐
内面 :75YR 4/2

灰褐

石英 結晶片岩

砂岩 チ ヤー ト

1802
筒状の体部には上から先端が円いヘラ状工
具を使った刻み目が施された半円形の低い
凸帝が縦に貼り付けられている。

外面 に節が短 い RL縄 文 を施

文 している。
中期 Ⅳ d A-2

外面 :75YR 6/4
にぶい橙

内面 :10YR 5/2

灰黄 TSJ

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1803

ヘラ先を使ってV宇状の刻み目が付けられ
た凸帯を曲線を描 くように貼 り付けてい
る。

外面には撚が緩 く長い節を
持ったRL縄文が施文され
る。

中期 Ⅳ d A-3
外面 :10YR 5/6

責掲

内面 :10YR 5/4

にぶい責褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1804

ヘ ラ先 を使 つた刻み 目を施 した凸帝 を縦 に

貼 り勺 け、M字状工具 を押 し引いて描いた

弧状文 とつ なげている。

外面は地文にRL縄文を使用
している。 中期 Ⅳ d B-19

外而 :25YR 6/1
黄灰

内両 :10YR 6/2

灰黄褐

石央
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物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型 式

土

点

出

地 色 調 胎 土 焼 成 備  考

1805
連弧状に貼り付けられた凸令に沿って、ヘ

ラを使った押し引きが加えられている。
節が長いRL縄文を施文して
いる。

中期Ⅳ d T-5
外 面 10YR 6/3

にぶい責橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1806
小さく括れる顕部には、ヘラ先を使った刻
み目が施された弧線状の凸帝が貼り付けら
れている。

株が緩く長い節を持ったRL
縄文が施文される。

中期Ⅳ d T-2
外面 :10YR 4/2

灰黄褐
内面 :25Y6/4

にぶい責

石英 長石 赤色

延粒

1807
小さく括れる頸部には、ヘラ先を使つた刻
み目が施された弧線状の凸帝が貼り付けら
れている。

撚が緩 く長い節 を持 つた RL
縄文が施文 される。

中期Ⅳ d T-2
外面 10YR 5/3

にぶい黄褐
10YR 4/2
灰責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1808
緩やかな膨らみを持った体部にはヘラ先を
使ったV字状の刻み目が入れられた弧線】犬
の凸帯が貝占り付けられている。

撚が緩く長い節を持ったRL
縄文が施文される。

中期Ⅳ d A-18

外面 10YR 6/2
灰責褐
10YR 6/2
灰責褐

内 面
晶

石
結

長
ト

英

一
岩

石

チ
片

ヘラを使ったV字状の刻み目が施された低
い凸帯が水平に貼り付けられている。

撚が緩く長い節を持ったRL
縄文が施文される。

中期Ⅳ d T-1
外面 75YR 7/4

にぶい橙
75YR 7/6
橙

内面
石英 長石

1810
外面には薄い粘土帯を縦に貼り付けた上に
ヘラ先を使つた刻み目が施され、ヘラの角
を使った」状の押し引きと繁がつている。

外面は撚 の緩い RL縄 文か ? 中期Ⅳ d

外面 :75YR 5れ
にぶい褐

内面 :10YR 6/4
にぶい黄橙

石英 結晶片岩

体部には上から1 5cmほ どの幅のC字爪
形文を押し引いた凸帯が縦に貼り付けられ
ている。

外面には地文として撚の緩い
LR縄文を施文している。

中期Ⅳ d
Ｔ

Ｔ

外面 10YR 4/4
掲
10YR 4/3
にぶい責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

体部には上から1 2cmほ どの幅のC字爪形
文を押し引いた凸帯が縦に貼り付けられて
いる。

撚が緩く長い節を持ったRL
縄文を施文している。

中期Ⅳ d

地文の縄文の上に凸帯が貼り付けられ、並
行する沈線が接続している。

撚の緩いRL縄文を施文して
いる。

中期Ⅳ d T-1
外面 :10YR 6/2

灰黄褐
:25Y3/1
黒褐

内面

石 英 長 石
チャート

1814
先端がM字状に加工されたヘラ状工具を
使った連続する刺突が加えられた凸帯が水
平に貼り付けられている。

外面 には節が短い RL縄 文 を

施文 している。
中期Ⅳ d S-1

外面 :10YR 7/3
にぶい黄橙

内面 :10YR 5/2

灰黄褐

石英 長石 赤色
斑粒

1815
先端がM字状に加工されたヘラ状工具を
使った連続する刺突が加えられた低い凸帯
が体部に水平に貼り付けられている。

撚が緩く長い節を持ったRL
縄文を施文している。

中期Ⅳ d T-2
外面 t25Y5/3

責褐
t10YR 6/4

にぶい責橙
内 面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

体部には、ヘラ先を使った連続する刻み目
を片側に施した低い凸帯を縦に貼り付けて
いる。

撚が緩いRL縄文を施文して
いる。

中期Ⅳ d T-2
外面 75YR 5/6

明褐
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1817

ヘラ先を使つて連続する刻み目を片側に施
した低い凸帯を貼り付けて連弧文 ?が描か
れている。

RL縄 文 を施文 している。 中期 Ⅳ d B-19

外 面 25Y8/2
灰白
25Y7/2
灰黄

内面
石英 長石

ヘラ先を使った連続する刻み目を片側に施
した低い凸帯を維に射 り付けられている。

株が緩 く長い節を持ったRL
縄文を施文している。

中期Ⅳ d A-7
外面 75YR 6/6

橙
10YR 7/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶

片岩

1819

端部内面に薄い粘土荷を貼 り付けて肥厚さ
せた国縁は、端部外面に、両側に円形の刺
突を連続して加えた低い凸帯を、縦或いは
斜め方向に貼り付けている。

撚の緩いRL縄文を施文して
いる。

中期Ⅳ e T-20

面

　

面

外

　

内

:75YR 7/6
橙
:25Y5/2
暗灰責

石英 長石 雲母

結 晶片岩 赤色

斑粒

不 良

緩やかに外反する国縁は端部外面に低い凸
帝を貼り付けて連弧文とこ下する直線が描
かれている。

口縁部内面には縦走する撚の
緩いRL縄文を施文 してい
る。

中期Ⅳ e B-19

外面 :10YR 8/2

灰白
内面 :10YR 8/2

灰白

石芙 長石 不 良

1821
外面には低い凸帯が l cmほ どの間隔をあけ
て並行するように 3条貼 り付けられてい
る。

中期Ⅳ e T-2
外面 5YR 6/6

橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

不 史

1822
内彎する口縁は、外面に緩やかなカーブを
描く断面三角形の低い凸帝が貼り付けられ
ている。

外面には撚の緩いRL縄文を
施文している。

中期Ⅳ e S-4

外 面 i5YR 5/4
にぶい赤褐

:5YR 5/6

明赤褐
内面

石英 チ ャー ト

国縁部外面は太い凸帯を貼 り付けて、連弧
文が描かれている。

口縁部内外面には撚が緩く長
い節を持ったRL縄文を施文
している。

中期Ⅳ e T-2
外面 :10YR 6/3

にぶい責橙
内面 i10YR 7/6

明黄褐

石英

1824
口縁部内外面には幅 1 5cmほ どのC字爪
形文が口縁に並行するように押し引かれて
いる。

中期Ⅳ f T-2
外面 10YR 6/3

にぶい黄橙
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石 英 長 石
チャート
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物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型式

出土
地点

色 調 土 焼成 備  考

1825

端部付近が緩やかに外反する日縁は、回縁
端部から2 cmほ ど下に幅 1 5cmほ どのC
字爪形文を連続して施文した低い凸帯が口
縁に並行するように貼 り付けられている。
同じ爪形文は口縁端部内面直下にも施文さ
れている。

外面には節の大きいRL縄文
を施文している。

中期Ⅳ f T-2
タト面 ｙ

責
ｙ
責

２５Ｙ棘
２５Ｙ噸

内面
石英 長石

1826

端部付近が緩やかに外反する国縁は、回縁
端部から1 5cmほ ど下に幅 1 5cmほ どの
C字爪形文を連続 して施文 した低い凸帯
が、口縁に並行するように貼り付けられて
いる。同じ爪形文は国縁端部内面直下にも
施文されている。2119と 同一個体 P

外面には節の大きいRL縄文
を施文している。

中期Ⅳ f T-2
外面 25Y6/1

責灰
25Y5/2
暗灰責

内面
石英

1827

緩やかに外反する口縁は、上からM字状工
兵を押し引いた幅広い連弧状の凸帯を貼 り
付けている。同じ刺突は口縁端部内面にも
施文されている。

外面には撚が強く節が小さψ
RL縄文を施文している。

中期Ⅳ f T-2
外 面 :25Y4/4

オリーブ褐
:25Y5/3
責褐

内面

石英 長石 雲母
結晶片岩 赤色

班粒
不 良

1828

端部近 くがわずかに外反す る口縁 は、外面

に上 か ら幅 1 5cmほ どの C字爪形文 を施

文 した凸帯が貼 り付 け られている。同 じ爪

形文 は口縁端部上面か ら内面 にかけて も施

文 されている。

外面には撚が強く節が大き�
RL縄文を施文している。

中期 Ⅳ f B-19

外面 10YR 4/2
灰黄褐
10YR 5/2
灰責褐

内面

石英 長石 _T母
チャート 不 良

緩やかに外反する日縁は端部上面に浅い刻
み目が施されている。

口縁部外面、及び端部内面に
は撚が強く節が大きい縦走す
るRL率電文を施文している。

中期 Ⅳ f T-5
外 面 10YR 6/3

にぶい責橙
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面

石 英 長 石
チャート 不良

1830
緩やかに外反する日縁部を持った深鉢形土
器である。

口縁部外面、及び端部内面に
は撚が強く節が大きい維走す
るRL縄文を施文している。

中期 Ⅳ f T-2
外面 10YR 7/3

にぶい責橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面
石英 長石 不 良

1831

口縁部外面には、薄く粘土帯を貼 り付けた
上からC字爪形文が口縁に並行するように
押し引かれている。同じ爪形文列は口縁端
部内面にも施文されている。

中期Ⅳ f T-2
外面 10YR 7/3

にぶい黄橙
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面

英

一

石

チ
長 石

1832 外面は地文の縄文の上から幅 1 5cmほ ど
のC字爪形文列が水平に施文されている。

外面には撚が強く節が大きい

縦走するRL縄文を施文して
いる。

中期Ⅳ f S-4

外面 10YR 5/3
にぶい黄褐
10YR 4/6
掲

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不 良

1833
上から幅 1 5 cmほ どのC字爪形文を押し
引いた凸帯を貼 り付けて曲線を描いてい
る。

撚が強く節力Ⅵ さヽいRL縄文
を施文している。

中期Ⅳ f T-20

外面 !75YR 4/3
褐
!75YR 5/2
灰褐

内面

石央 長石 雲母
結晶片岩 赤色
斑粒

不 良

1834
外面は地文の縄文の上から幅 1 5cmほ ど
のC字爪形文列が水平に施文されている。

外面には撚が強く節が大きい

縦走するRL縄文を施文して
いる。

中期Ⅳ I S-4

外面 10YR 5/3
にぶい責褐
10YR 4/6
褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

成
良

焼
不

1835 外面は地文の縄文の上から幅 1 5cmほ ど
のC字爪形文列が水平に施文されている。

外面には撚が強く節が大きい

維定するRL縄文を施文して
いる。

中期Ⅳ I S-4

外 面 10YR 5/3
にぶい黄褐
10YR 4/6
掲

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

成
良

娩
不

1836

緩やかに外反しながら上方に延びる口縁部
は端部から1 5cmほ ど下に、上からC字
爪形文を押し引いた凸帯を回縁と並行する
よう1こ貝古り付け、さらにこの凸帯から1 5
cmほ ど下に施文された爪形文列との間を鋸
歯状の沈線文で充填している。また、この
C字爪形文列は口縁端部内面にも1条施文
されている。

外面には撚が強く節が大きい
縦走するRL縄文を施文して
いる。

中期 Ⅳ f A-1
外面 10YR 4/2

灰黄褐
75YR 5/4
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不 良

緩やかに内彎する日縁を持った深鉢形土器
で、端部上面が平坦に仕上げられている。

内外面とも撚が緩く長い節の
RL縄文を施文している。内
面の縄文は施文幅が 3 cm余 り
あり、ループ状の縄末端部が
残されている。

中期Ⅳ g A-5
外面 10YR 6/4

にぶい黄橙
10YR 6/4
にぶい貨橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色班粒

緩やかに内彎する口縁を持った深鉢形土器
で、縄文だけが施文されている。

外面には撚が緩く節が長いR
L縄文を施文している。

中期Ⅳ g T-2
外面 5YR 5/4

にぶい赤褐
5YR 5/4
にぶい赤掲

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

口縁端部上面が円 く仕上げ られている。
外面には撚が緩く節が長いR
L縄文を施文している。

中期Ⅳ g A-2
タト面 :75YR 6/6

橙

内面 :75YR 6/6
橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1840
緩やかに内彎する日縁を持った深鉢形上器
で、端部上面は円く仕上げられている。

外面には撚が緩く節が長いR
L縄文を施文している。

中期Ⅳ g T-2
外 面 10YR 7/4

にぶい黄橙
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

緩やかに内警する口縁は、端部上面がにぶ
く尖らされ、外面は粘土帯を薄く貼り付け
て肥厚させている。

外面は縦走するRL縄文を施
文している。

中期Ⅳ g T-5
外 面 75YR 7/4

にぶい橙
75YR 6/6
橙

内面
石英 長石

1842
緩やかに内彎する口縁を持った深鉢形土器
で、端部上面は円く仕上げられている。

外面には撚が緩く節が長い縦
走するRL縄文を施文してい
る。

中期 Ⅳ g A-3
外面 :75YR 7/6

橙

内面 :75YR 7/6
橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
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1843
緩やかに内彎する口縁は、端部上面が円く
仕上げられ、内面に薄い粘土帯を貼 り付け
て回縁を肥厚させている。

外面 には撚が緩 く節が長い R
L縄文 を施文 している。

中期Ⅳ g A-5
外面 :75YR 7/6

橙
内面 :75YR 7/6

橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1844
緩やかに内彎する国縁は、端部を内方に拡
張し上面を平坦に仕上げている。

外面には粗い撚のRL縄文を
施文している。

中期Ⅳg T-2
外 面 75YR 7/4

にぶい橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英
片岩

長 石 結 晶

1845
緩やかに内彎する国縁を持った深鉢形土器
で、端部上面は円く仕上げられている。

口縁部内外面とも節の長いR
L縄文を施文している。外面
は端部近くに縄末端部がルー
プ状に現れている。内面の縄
文の施文幅は2セ ンチほどで
ある。

中期Ⅳg
Ｔ

Ｔ

外 面 10YR 5/4
にぶい黄褐
10YR 5/3
にぶい黄褐

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑壮

緩やかに内管する国縁を持った深鉢形土器
で、端部上面は円く仕上げられている。

口縁部内外面とも撚が緩く節
の長いRL縄文を施文してい
る。内面の縄文の施文幅は
1 5cmほ どである。

中期Ⅳ g T-3
外 面 25Y5/3

責掲
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

1847
緩やかに内管する口縁を持った深鉢形土器
で、端部上面は円く仕上げられている。

外面には撚が緩く節が長いR
L縄文を施文している。

中期Ⅳ g T-3
外面 25Y3/1

黒褐
10YR 5/2
灰責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

1848
緩やかに内皆する口縁を持った深鉢形土器
で、端部上面は円く仕上げられている。

国縁部内外面とも節の長いR
L縄文を施文している。内面
の縄文の施文幅は 2 cmほ ど
で、縄末端部がループ状に現
れている。

中期Ⅳ g T-3
外面 10YR 6/3

にぶい責橙
10YR 5/2
灰責褐

内面
石美 長石

1849
緩やかに内瞥する日縁を持った深鉢形土器
で、端部上面は平坦に仕上げられている。

口縁部内外面とも撚が緩く節
の長いRL縄文を施文してい
る。内面の縄文の施文幅は 1

cmほ どである。

中期Ⅳ g T-2
外面 10YR 7/3

にぶい黄橙
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面
長 石

1850
緩やかに内彎する国縁を持った深鉢形土器
で、端部上面は円く仕上げられている。

口縁部内外面とも撚の粗いR
L縄文を施文している。内面
の縄文の施文幅は 2 cmほ ど
で、縄末端部が現れている。

中期Ⅳ g T-2
外面 10YR 7/4

にぶい責橙
5YR 6/4
にぶい橙

内面
石英 長石

口縁は、端部が内側と外側から交互に行わ
れる指オサエによって小さく波打つてい
る。

口縁部内外面とも撚が緩いR
L縄文を施文している。内面
の縄文の施文幅は 1 5cmほ
どである。

中期Ⅳ g T-2
外面 10YR 7/4

にぶい黄橙
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶

片岩

1852
低い山形突起を付けた緩やかな波状口縁の
深鉢形土器で、内彎する国縁は端部上面が
平端に仕上げられている。

口縁部内外面とも縦走するR
L縄文を施文しているが、内
面の縄文は端部からl cmほ ど
下でナデ消されている。

中期Ⅳ g T-2
外面 :75YR 6/6

橙

内面 :75YR 6/6
橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1853
fi・Aやかに内彎する口縁を持った深鉢形土器
で、端部上面は円く仕上げられている。

口縁 部内外面 とも撚が緩 く長
い節 を持 った縦走す る RL縄
文 を施文 しているが、内面の

縄文 は端部か ら l cm足 らずの

ところでナデ消 されている。

中期Ⅳ g T-20

外 面 10YR 5/2
灰黄褐
10YR 5/2
灰責褐

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

緩やかに内彎する国縁を持った深鉢形土器
で、端部上面は円く仕上げられている。

口縁部内外面と端部上面にR
L縄文を施文している。内面
の縄文の施文幅は 1 5伽 ほ
どである。

中期Ⅳ g A-6
外面 75YR 7/4

にぶい橙
5YR 6/6
橙

内面
石英 長石

1855 緩やかに内瞥する国縁を持った深鉢形土器
で、端部上面は平坦に仕上げられている。

口縁部内外面と端部上面には
撚が緩く長い節を持ったRL
縄文を施文している。内面の
縄文の施文幅は l cmほ どであ
る。

中期Ⅳ g B-19

外面 125Y6/1
責灰

:10YR 6/2

灰責褐
内 面

石英 結晶片岩

1856
緩やかに内彎する口縁は、端部上面がにぶ
く尖らされ、内面に薄い粘土帯を貼 り付け
て日縁を肥厚させている。

口縁部外面および内面の粘土
持上に節が大きいRL縄文を
施文している。端部外面には
施文具不明の短い条線が縦方
向に残されている。

中期Ⅳ g T-1
外面 10YR 6/4

にぶい黄橙
10YR 6/4
にぶい責橙

鴎面

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1857

緩やかに内彎する国縁を持った深鉢形土器
で、端部上面は円く仕上げられ、内面に薄
い粘土帯を貼 り付けて口縁を肥厚させてい
る。

口縁部外面および端部上面に
撚が緩い節を持ったRL縄文
を施文している。

中期Ⅳ g A-5
外面 5YR 6/6

橙
5YR 5/4
にぶい赤褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

1858
緩やかに内彎する日縁は、端部上面を円く
仕上げ、内面に薄い粘土帯を貼 り付けて日
縁をわずかに肥厚させている。

口縁部内外面と端部上面には
撚が緩く長い節を持ったRL
縄文を施文している。外面は
端部から1 5cmほ ど下に縄
末端部が現れている。内面の
紀文は粘土帯上に施文されて
いる。

中期Ⅳ g B-19

外面 10YR 6/2
灰黄褐
10YR 6/2
灰責褐

内面
石英

小さく括れた頸部と緩やかに内彎する口縁
部を持った深鉢形土器で、口縁端部上面は
平坦に仕上げられている。

口縁部内外面には撚が緩く非
常に長い節を持ったRL縄文
を施文している。内面の縄文
は端部からl cmほ ど下まで施
文されている。

中期Ⅳ g T-2
外面 125Y6/3

にぶい責
:25Y6/3
にぶい責

内面
石英 長石

緩やかに内彎する国縁を持った深鉢形土器
で、端部上面は平坦に仕上げられている。

口縁部内外面と端部上面には
撚が緩く長い節を持ったRL
縄文を施文している。内面の
縄文の施文幅は 1 5cmほ ど
である。

中期Ⅳ g 不 明

外面 :25Y6/2
灰黄

内面 :25Y7/2
灰黄

石英
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緩やかに内彎する「ヨ縁は、端部近くで外側
に折り曲げられている。端部上面は円く仕
上げられ、ヘラ先で斜めの刻み日が加えら
れている。

口縁部内外面 には撚が緩 く長
い節 を持 つた RL縄 文 を施文

してい る。内面の縄 文の施文

幅は l cmほ どである。

中期 Ⅳ g T-2
タト面 :10YR 7/3

にぶい黄橙
内面 :10YR 6/3

にぶい責橙

石英 長石 結晶

片岩

緩やかに内彎する口縁は、端部上面に時引
回りの方向のC字爪形文列が施文されてい
る。

国縁部外面 にはJyNが 緩 い無節
の RL縄 文 を施文 している。

中期Ⅳ g A-1
外面 :10YR 7/3

にぶい黄橙

内面 :10YR 7/3

にぶい黄橙

石莫 長石

緩やかに内瞥す る国縁 は、円 く仕上げ られ

た端部上面 にヘ ラによる刻み 口が施 されて
いる。

口縁部外面には撚が緩く長い

節を持つたRL縄文を施文し
ている。

中期Ⅳ g A-1

外面 :75YR 6/4
にぶい橙

内面 :10YR 6/4

にぶい責栓

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

直立する国縁は、平坦に仕上げられた端部
上面にヘラ先を使った時計回りの方向の刻
み目が加えられている。

回縁部内外面には撚が緩く長
い節を持つたRL縄文を施文
している。内面の縄文は端部
から2 cmほ ど下まで施文され
ている。

中期Ⅳ g A-5
外面 :10YR 6/6

明責褐

内面 :75YR 6/4

にぶい橙

石英 長石 率吉晶
片岩 赤色斑杜

緩やかに内君する日縁は、端部が内面の粘
土帯の貼り付によって肥厚している。

回縁部 内外面 には撚が緩 く長
い節 を持 つた RL縄 文 を施文
している。 内面の縄文 は端部

か ら 1 5cmほ ど下 まで施 文

されている。

中期Ⅳ g A-5
外面 :10YR 6/3

にぶい責橙

内面 :10YR 6/3
にぶい責橙

石英 長石

1866
直立す る日縁 は端部上面が平坦 に仕上 げ ら

れ、ヘ ラ先で浅い刻み 目が施 されている。

口縁部内外面には撚が緩く非
常に長い節を持ったRL縄文
を施丈している。内面の縄文
は端部のわずかな範囲にとど
まっている。

中期Ⅳ g A-1
外面 :10YR 8/3

浅黄橙

内面 :75YR 7/3
にぶい橙

石英 長石

1867
緩 やかに内葺す る国縁 は、端部が粘土帯の

貼 り付 けによって肥厚 し、上面 にはヘ ラ先
で斜めの刻み 日が力Hえ られている。

口縁部内外面には撚が緩く長
い節を持ったRL縄文を施文
している。内面の紀文は端部
からl cmほ ど下でナデ消され
ている。

中期Ⅳ g T-2
内面

10YR 3/1
黒褐
10YR 3/1
黒掲

外 面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1868

小 さ く括 れた頚部 と緩やかに内脅す る口緑

部 を持 った深鉢形土器 で、国縁端部上面 に

はヘ ラ先で斜め方向の刻み 目が加 え られて
いる。

日縁部内外面 には撚が緩 く非

常 に長い節 を持 った RL率と文

を施文 している。内面の縄文
は端部の ご く狭 い範囲 に限 ら

れてい る。顕部 には縄 の末端

部が現れている。

中期Ⅳ g T-1

クト面 :10YR 6/4

にぶい責橙
内面 :10YR 4/1

褐灰

石央 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1869
緩やかに内彎するEI縁 は、端部内面に粘土
帯が貼り付けられて肥厚し、 と面にはヘラ
先で深い斜めの刻み目が加えられている。

口縁部内外面には撚が続く大
きな節を持ったRL縄文を施
文している。内面の縄文は端
部内面の粘土帯上に施文され
ている。

中期Ⅳ g S-4

外面

内面

10YR 6/4
にぶい責橙
10YR 6/4
にぶい責橙

石英 長石 不 良

1870
緩やかに内葺する日縁は、口縁端部上面に
ヘラ先で斜め方向の刻み目が加えられてい
る。

回縁部内外面には撚が緩く長
い節を持ったRL縄文を施文
している。内面の縄文は端部
からl cm足 らずのところでナ
デ消されている。

中期Ⅳ g T― ]

10YR 6/3
にぶい黄橙
10YR 6/3
にぶい責橙

外 面

内面

綿

勅
石
色

長

赤

英

岩
石
片

緩やか に内管す る日縁 は端部内面 に薄 く粘
土市 を賠 り付 けて肥厚 させ、上面 にはヘ ラ

先 を使 った亥Jみ 目が加 え られている。

回縁郁外面および端部内面の
粘土帯上には株が緩 く長大な
節を持ったRL組文を施文し
ている。

中期Ⅳ g A-5
外面

内面

:75YR 7/4
にぶい橙

:75YR 4/1

褐灰

石英 長石

1872

日縁 は端部上面が円 く仕上 げ られヘ ラ先 を

使 つた刻み 目が加 え られている。 また端部

内面 にはM字状工具 を使つた押 し引 きが 日

縁 に沿って行われてい る。

口縁部外面には撚が緩く長い
節を持ったRL縄文を施文し
ているが、端部か 2 5cmほ
ど下には紀末端の圧痕が残さ
れている。

中期 Ⅳ g

1873
山形突起 を付 けた波状 口縁の深鉢形土器は

端部上面 にヘ ラ先 を使 つた浅 い刻み 目が施

されている。

[1縁端部内面にはRL縄文が
施文されているが端部から1

cm足 らずのところでナデ消さ
れている。

中期Ⅳ g T-20

10YR 6/6
明責褐
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

外面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1874
山形 突起 を付 け た波 状 口縁 の深鉢形 土器
は、国縁部が直立 している。

口縁部外両お よび端部上面 に

は撚 が緩 く長い節 を持 った R
L縄文 を施文 している。

中期Ⅳ g T-2
10YR 7/2
にぶい責橙
10YR 6/2
灰責褐

外 面

内 面

石英 長石 結晶
片岩

緩やかに内骨する日縁は、端部内面に薄い

粘土市を貼り付け、円く仕上げられた端部
上面には、C宇爪形文に類似する浅い刻み
目が時計回りの方向に施文されている。

口縁郡外面及び内面の粘土帯
上に撚が緩 く長い節 を持 った

RL縄 文が施文 されている。

中期Ⅳ g R-20

外面 :10YR 7/2
にぶい黄橙

内面 i10YR 7/3
にぶい黄橙

石央 長石 結晶

片岩

1876

緩やかな波状口縁の深鉢形土器は、回縁端
部内面に幅 2 cmほ どの粘土帯を貼 り付けて
肥厚させ、端部上面にはヘラ先を使った刻
み目が施されている。

口縁部外面 と内面の粘土帝上

には端正 な撚 の RL縄 文 を施

文 している。

中期Ⅳ g
Ｔ

Ｔ

外面 :10YR 5/2

灰責褐
内面 110YR 6/3

にぶい責橙

石夫

直立す る国縁 は端部上面に貝殻復縁 または
ヘ ラ先 を使つた と考 え られ る刻み 目が施 さ

れ、端部内面 に もヘ ラ先 を使 った連続す る

末」突力N IJ日 え ら,■ ている。

旧稼部外面に短い節を持った
RL縄文が施文されている。

中期Ⅳ g A-6
外面 ,75YR 6/4

にぶい橙

内面 :10YR 6/4

にぶい黄栓

石 英

直立する日縁は、端部 L面にヘラ先を使つ
たV字状の刻み日が何けられている。

回縁部外面 には撚が緩 く非常
に長い節 を持 った RL縄 文が

施文 されている。

中期Ⅳ g A-5
外面 :10YR 6/4

にぶい黄橙

内面 :75YR 6/4
にぶい橙

石英 長石 不良
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物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型式

土

点

出

地 色 調 土 焼 成 備  考

1879

山形突起を付けた波状口縁の深鉢形土器
は、日縁端部内面に薄い粘土帯を貼り付け
て肥厚させ、端部上面にはヘラ先を使った
深いV字】犬の刻を目が付けている。

口縁部外面及び内面の粘土帝
上には撚が強く条と条の間隔
が開いたRL縄文が施文され
ている。

中期Ⅳ g S-1
A-1

外 面 10YR 6/4
にぶい責橙
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面
石英 小良

1880
直立する回縁 は、日縁端部がにぶ く尖 らさ

れ、外面には指 オサエが施 されている。

口縁部外面には撚が緩く長い

節を持ったRL縄文が施文さ
れている。

中期 Ⅳ g T-2
外 面 10YR 5/2

灰黄褐
10YR 6/3
にぶい黄栓

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1881

緩やかに外反する国縁は、端部上面にヘラ
先を使つた斜めの長い刻み目が施され、外
面は端部からl cmほ ど下に縄文が施文され
ている。

国縁部内外面には撚が緩く非
常に長い節を持ったRL縄文
が施文されている。外面には
縄末端部のループ状の圧痕が
残されている。

中期Ⅳ g T-1
T-2

外 面 10YR 6/4
にぶい黄橙
5YR 6/6
橙

内面
石英

緩やかに外反する国縁は、端部上面にヘラ
先を使つた斜めの刻み目が施されている。

国縁端部内外面には比較的撚
が強く短いい節を持つたRL
縄文が施文されている。

中期Ⅳ g T-1

外面 10YR 5/2
灰責楊
10YR 5/3
にぶい責褐

内面

石英 長石 結晶

片岩

1883
緩やかに外反す る口縁 は端部上面 を平坦 に

仕上 げている。

口縁部内外面とも撚が緩く長
い節を持ったRL縄文が施文
されているが、口縁部外面に
は縄末端部の圧痕とともに、
部分的に縄文がナデ消された
ところがある。

中期Ⅳ g T-1

タト面 10YR 6/4
にぶい責橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

不 良

1884
内管する口縁部と「く」の字に屈曲する顕
部を持った深鉢形土器。

外面には撚が緩 く長い節を
持ったRL縄文が施文されて
いる。頸部の屈曲部直下には
ループ状の縄末端部の圧痕が
残されている。

中期Ⅳ g A-2
外面 5YR 5/4

にぶい赤褐
5YR 6/6
橙

内面
石英 チ ャー ト

1885 頸部は「く」の字に屈曲している。

外面には撚が緩 く長い節を
持ったRL縄文が施文されて
いる。頚部の屈曲部を挟んで
回縁部側と体部側にそれぞれ
ループ状の縄末端部の圧痕が
残されている。

中期Ⅳ g T-2
外 面 :10YR 6/4

にぶい黄橙
:10YR 6/4
にぶい黄橙

内面
石英

緩やかに内彎する国縁と、「く」の字に屈
曲する頚部を持っている。

外 面 に は撚 が 緩 く長 い節 を

持 った RL縄 文が施文 されて
いる。頸部の屈 曲部 に近い口

縁部側 にはループ状 の縄末端

部の圧痕が残 されている。

中期Ⅳ g T-2
外面 10YR 6/4

にぶい責橙
5YR 6/4
にぶい橙

内面
石英 チ ャー ト

1887
緩やか に内彎す る国縁 と、「 く」 の宇 に屈

曲す る顕部 を持 った深鉢形土器 だが、頸部
の屈曲の程度は弱い。

外 面 に は撚 が 緩 く長 い節 を

持 った RL縄 文が施文 されて
いる。頸部の屈 曲部 にはルー

プ状 の縄 末端部の圧痕が残 さ

れている。

中期Ⅳ g 不 明

外 面 :25Y6/2
灰責
125Y5/1
責灰

内面
石英 チ ャー ト

1888
緩やかに内管す る国縁 と、「 く」 の字 に屈

曲す る顕部 を持 った深鉢形土器 だが、顕部
の屈 曲の程度は弱い。

外面には撚が緩く非常に長い

節を持ったRL縄文が施文さ
れている。頸部の屈曲部には
ループ状の縄末端部の圧痕が
残されている。

中期Ⅳ g
Ａ

Ｔ

外面 10YR 6/3
にぶい褐
10YR 6/2
灰責褐

内面
石英

1889
頸部が稜を持たず小 さく括れる深鉢形土
器。

外面には撚が緩 く長い節を
持ったRL縄文が施文されて
いる。顕部の屈曲部には国縁
部側に施文された縄文のルー
プ状の縄末端部の圧痕が残さ
れている。

中期Ⅳ g 不 明

外面 110YR 6/4

にぶい責橙
:25Y5/1
責灰

内面
石英 長石

1890

直立す る国縁 は端部近 くで外側 に折 り曲げ
られ、端部内面側は幅 3 cm、 外面側 には 2
cmほ どの粘土帯が口縁 に沿 って貼 りllけ ら

れ、外面の粘土帝上 には貝殻背圧痕文 を連

続 して施文 している。

口縁部外面、及び内面の粘土
市上には比較的撚が強く節が
短いRL縄文が施文されてい
る。

中期Ⅳb? T-1
T-2

外面 75YR 5/3
にぶい褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石英

1891

直立する国縁部は端部近くで外側に軽く折
り曲げられ、端部内面側は幅 2 cm、 外面側
に1ま 1 5cmほ どの粘土帯が口縁に沿って
貼り付けられ、外面の粘土帯上には貝殻背
圧痕文が連続して施文されている。日縁端
部上面にはM字状工具を使った刺突列が残
され、粘土帝から3 cmほ ど下にはM宇状工
具を押し引いて弧線状の文様が描かれてい
る。

口縁部は内外面ともRL縄文
を施文している。

中期Ⅳb? A-2
外面 10YR 7/3

にぶい責橙
10YR 3/2
黒褐

内 面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1892

緩やかに内暫する国縁は、端部内面側に幅
2 cm、 外面側には 1 5cmの粘土帯が口縁
に沿つてに対り付けられている。日縁端部
上面にはM字状工具部を時計回りの方向に
押し引いた刻み目が残されているが、外面
にも粘土帯に接 してM字状工具を押し引い
て連弧状の文様が描かれている。

口縁部外面、及び内面の粘土
帯上には撚が弱く節が長いR
L縄文が施文されている。

中期Ⅳ b B-19

外 面 10YR 7/2
にぶい責橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面
石英 結晶片岩

緩やかに内骨する国縁と、|く Jの字に屈曲
する頸部を持った波状日縁の深鉢形土器は、
日縁端部外面に幅 1 5cmほ どの粘土帯を日
縁に沿って貼り付けている。日縁端部上面と
外面の粘土帯上にはヘラ先を使つた斜めの刻
み目を加え、粘土帯と顕部の屈曲部にはそれ
ぞれ先端が角柱状の施文具を押し引いて連弧
文を向かい合うように描き、谷の部分を縦に
並行する2条の押し引きでつないでいる。

口縁部内外面 には撚が弱 く節
が長い RL縄 文が施文 されて
いる。

中期 Ⅳ d T-3
外面 i10YR 6/3

にぶい責橙

内面 i10YR 7/8

にぶい黄橙

石 英 長 石
チャート
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物

号

遺

番 特 徴 縄 文 原 体 型式
土
占
小

出
地 色 調 土 焼 成 備  考

1894

緩やかに内管する口縁は、端部外面に断面
三角形の凸帯を貼り付け、上から貝殻背圧
痕文を連続 して施文している。凸帯の下
には半伐竹管状の工具を器面に垂直に突
き刺し捻つた様な半円形の床1突文が一定の
間r局 をあけて水平方向に施文されている。
2101 2105と 同類か ?

日縁部内外面には比較的撚が
強く節の短いRし 縄文が施文
されている。

中期 Ⅳ c B-5
外面 :10YR 6/3

にぶい責橙

内面 110YR 6/3
にぶい黄橙

石 英

緩やかに内葺する日縁は端部近くで外側に
折り返され、外面に上から貝殻背圧痕文を
連続して施文した低いド1帝 を国縁に沿って
貼り付けている。凸帝の下には、先端が⊃

文状に分かれた工具を刺突して連弧文を描
いている。

体都外面 と口縁端部内面 には

比較的撚が強 く節の短い RL
縄文が施文 されている。

中期Ⅳ c

５

５

１９

Ａ

Ｂ

Ｂ

外面 :10YR 4/3
にぶい黄掲

内面 :75YR 4/4
褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑t~

緩やかに外 反す る国縁 は、端部上面 にヘ ラ

先 を使 って連続す る刻み 目を加 え、外面 は

端 部直 下 に貝殻背 圧 痕文 とΣ状 施 文具 を

使 った刻み 目を施 した幅 1 2cmほ どの粘

土帯 を貼 り付 けている。粘土帝か ら下 には

同 じM字状工具 を押 し引いた低い凸帯 を貼

り句けて連弧文を描いている。

日縁部内外面には撚が弱く節
が長いRL紀文が施文されて
いる。内面の縄文は端部から
4～ 5 cmほ ど下まで施文され
ている。

中期Ⅳc?
d?

Ａ

Ｓ

Ｔ

外面 :10YR 5/4

にぶい責褐
内面 110YR 6/4

にぶい黄橙

石英 長石

1897

直立す る口縁 は、日縁端部近 くを両面か ら

指 によって摘 み上 げ、端部は細かい波状 口

縁 となっている。外面 はMま たは叉状 の施

文具 を押 し引いて鋸歯状の文様が描かれて
いる。

内外面 ともLR縄 文が施文 さ

れている。 内面の縄文は端部

か ら3 cmほ ど下 まで施文 され

ている。

中期Ⅳ a

Ｔ

Ｔ

Ｔ

外面 :10YR 6/3
にぶい黄橙

内面 :10YR 7/4
にぶい黄橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1898

内督する国縁と「 くJの字に屈曲する頚部
を持った深鉢形上器は、日縁部外面にM字
状工具を押 し引いて連PA文 が捕かれてい

る。

外 面 に は撚 が緩 く長 い節 を

持 つた RL縄 文が施文 されて

いる。顎部の屈 曲部 にはルー

プ状 の縄 末端部の圧痕が残 さ

れている。

中期Ⅳ a A-2
タト面 :75YR 4/4

掲

内面 :75YR 5/3
にぶい褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内でする国縁は端部がわずかに上方に折 り
曲げられ、内面には薄い粘上帯が日縁に
沿って貼り付けられている。この粘上帯と
端部上面にはヘラ先を使つた刻み目が施さ
れ、外面に貼り付けられた重弧状の文様を
構いた低い凸持上にも、同じような刻み日
が付けられている。

国縁部外面 と端部上面 には撚

が緩 く長い節 を持 つた RL縄
文が施文 されている。

中期Ⅳ d T-2
外面 110YR 6/6

明責褐
内面 :10YR 6/6

明黄褐

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1900

大きく膨らんだ体部と、直立する国縁を
持った土器は、日縁端部上面にヘラを使っ
た刻み目を施し、外面は端部からl cmほ ど
下に、同じようなヘラの刻み目を持った凸
帯を回縁に並行して貼 り付けている。凸帝
の下には先端が方形の柱状工呉を押し引い
て連弧文が描かれている。

口縁 部内外面 とも撚 の緩い R
L縄文 を施文 している。内面
の縄 文 は 回縁 端 部 か ら 25
cmほ どの範囲に及んでいる。

中期Ⅳ d T-2
外面 5YR 5/6

明赤褐
5YR 5/6
明赤褐

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

大きく膨らんだ体部と、緩やかに外反するロ
縁を持った土器は、日縁端部から2 cmほ ど下
に、凸帯を水平に貼り付け、緩やかな曲線を
描きながら斜め下方に延びる別の凸帯と繁
がっている。凸帯の片狽1に は半我竹管が凸帯
に沿って押し引かれ、体部上面には同じ半裁
竹管を押し引いて連弧文と直線をつなぎ合わ
せた幾何学文様が柑かれている。

体部タト面 には撚が緩 く長い節

を持 った RL縄 文が施文 され

ている。

中期Ⅳ d B-19

外面

内面

氾
　
２

ＹＲ５
期
ＹＲ５
鞘

Ю

灰

Ю
灰

石英 チ ャー ト

1902

球形の体部と直立する国縁部を持った深鉢
型土器。日縁端部外面には上から縄文を施
文した帯状の低い凸帯が貼り付けられ、顕
部から体部上半にかけては「く」字状工具
を押し引いて重弧文から猫かれている。

回縁端言る内外面及び体部外面
には撚が緩いRL縄文を施文
している。

中期 Ⅳ d T-2
外面 :5YR 4/6

赤掲

内面 :5YR 5/6

明赤褐

石英 長石 結晶

片岩
小良

1903

緩やかに内彎する口縁は端部が短 く外反
し、外面に貝殻背圧痕文を施文した帝状の
凸帯を貼りlNlけ ている。緩く括れた頸部に
沿つてM字状工具を使った刺突アJが 1条施
文され、国縁部から体部にかけて縦に貼 り
付けられたヘラ先を使った刻目が加えられ
た低い凸帯と交差している。

外面及び端部内面には撚が緩

く長い節 を持 つた RL縄 文が

施文 されている。

中期Ⅳ d
外面
内面

Ｒ

Ｒ

Ｙ

Ｙ

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1904

緩やか に内彎す る日縁 か ら膨 らみが小 さい

体部 にかけてはM字状工具が縦 に押 し引か

れ、口縁端部 と小 さ く括 れた頚部 に施文 さ

れた同 じM字状工具の押 し引 きで描かれた

重弧文 とつなげ られている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

中期Ⅳ a T-1

外面 :75YR 5/2
灰褐

内面 :75YR 5/3
にぶい褐

石英 長石 結品

片岩 砂岩
不 良

1905 縄文のみの回縁部 中期Ⅳ g A-20

外面 75YR 6/4
にぶい橙
75YR 7/6
橙

内 面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1906
内彎するIヨ 縁は端部に低い山形突起が伺け
ら

'■

てしヽる。

端部、内外面 とも繊維 の痕跡

が ない長大 な節 を持 つた RL
縄文 を施文 している。

中期Ⅳ g T-3
クト面 110YR 5/4

にぶい黄褐

内面
'10YR 6/4
にぶい黄橙

長石 結晶片岩

赤色斑粒

Л彰らみが小 さい筒状 の体部 と内妙す る国縁

部 を持 つた深鉢形土器 は、外面 の ほか に、

円 く仕上 げ られた日縁端部上面 と内面 に も

縄文が施文 されている。

ネ尼文はオヒ較的節が大きいRL
縄文を使用している。

中期 Ⅳ g T-2
外面 :75YR 4/2

灰褐

内面 :75YR 5/4
にぶい黄褐

石夫 長石 結晶

片岩 砂岩

体部破片 中期Ⅳ g T-2
外面 15YR 5/4

にぶい赤褐

内面 :5YR 6/6

橙

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (98)

秘
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型 式

土

点

出

地 色 調 土 焼成 備  考

緩やかに内彎する口縁は端部上面にヘラ先
を使った斜め方向の刻み目が連続して施さ
れている。

口縁部内外面とも撚が緩く非
常に長い節を持ったRL縄文
を施文している。内面の縄文
は口縁端部からl cm足 らずの
範囲を残してナデ消されてい
る。

中期Ⅳg T-2
T-3

外 面 10YR 6/4
にぶい黄橙
25Y6/2
責灰

内面
石英

緩やかに内彎する口縁は端部近くが薄く仕
上げられている。

口縁部内外面には撚が緩く長
い節を持った縦走するRL
縄文を施文している。内面の
縄文は端部から1～ 1 5cm
ほどを残してナデ消されてい
る。

中期Ⅳg
‐

‐９

Ａ

Ｂ

外 面 10YR 6/2
灰責褐
10YR 6/2
灰責褐

内面

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

緩やかに内彎する口縁と「くJの字に屈曲
する頸部を持った深鉢形土器は、日縁部内
面に幅 1 5cmほ どの薄い粘土荷を口縁に
沿って射 り付け端部を肥厚させている。

口縁部外面と端部内面の粘土
帯上には比較的撚が強く節が
短いRL縄文が施文されてい
る。

中期Ⅳg T-2
A-2

外面 i5YR 5/6

明赤褐
t5YR 5/6

明赤褐
内 面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1912
大きな山形突起を付けた波状国縁の深鉢形
土器は、直立する口縁と体部の境がわずか
に括れている。

口縁端部上面と外面にはそれ
ぞれ撚が緩く長い節を持った
RL縄文が施文されている。
顕部の屈曲部には体部側に施
文された縄文のループ】犬の縄
末端部の圧痕が残 されてい
る。

中期Ⅳ g T-2
外面 :10YR 4/3

にぶい責褐
内面 :10YR 4/3

にぶい黄褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

直立する日縁は端部上面にヘラ先を使った
V字状の浅い刻み目が加えられている。

口縁部内外面には撚が緩く長
い節 を持った縦走するRL
縄文を施文している。内面の
縄文は端部からl cm足 らずの
範囲を残 してナデ消されてい
る。

中期Ⅳ g
Ａ

Ｔ

外 面 :75YR 6/4
にぶい橙

:75YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色班粒

1914
直立する国縁は端部外面に幅 2 5cmほ ど
の薄い粘土帝を回縁に沿つて貼り付けてい
る。

口縁部内外面、及び端部上面
には撚が緩く長い節を持った
RL縄文を施文している。内
面の縄文は端部から6 cm下 ま
で施文されている。

中期Ⅳ g A-2
A-18

外 面 10YR 6/4
にぶい責橙
75YR 7/8
責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1915
上方への開きが小さい直線的な口縁は端部
内面に幅 3 cmほ どの薄い粘土帯を口縁に
沿って貼り付けている。

外面と端部上面、それに内面
の粘土帝上には比較的撚が強
いRL縄文が施文されてい
る。

中期Ⅳ g T-20

外 面 75YR 5/4
にぶい褐
10YR 6/3
にぶい責橙

内面
石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

1916
直立する口縁と円く仕上げられた口縁端部
を持っている。

口縁部内外面、及び端部上面
には撚が緩く長い節を持った
RL縄文を施文している。内
面の縄文は端部から2 clm下 ま
で施文されている。

中期Ⅳg T― l

外 面 75YR 6/6
橙
75YR 5/4
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

直線的な国縁はわずかに内傾している。

日縁部内外面には撚が緩く長い
節を持ったRL縄文を施文し
ている。内面の縄文は端部から
5 cm下 まで施文されている。

中期 Ⅳ g T-1

外面 10YR 5/4
にぶい責褐
10YR 5/3
にぶい責褐

内面

石英 結晶片岩
赤色班粒

緩やかに内彎する口縁は端部近くが薄く仕
上げられている。

外面には端正な撚の小さい節
を持ったLR縄文が施文され
ている。

中期Ⅳ g

Ｓ

Ｔ

Ｂ

外 面 75YR 6/3
にぶい褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石央

わずかな上げ底の底部と上方への開きが小
さい直線的な体部を持っている。

外面には縦定するRL縄文を
施文している。

T-1
外面 10 YR 7/6

明黄褐色
10YR 7/3
にぶい黄橙色

内面

石英 長石 結
晶片岩 赤色斑
粒

1920
わずかな上げ底の底部と上方への開きが小
さい直線的な体部を持っている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

T-1
外 面 75 YR6/6

橙色
75YR4/1
褐灰色

内面

石英 長石 結
晶片岩 赤色斑
粒

1921
上げ底の底郡と上方への開きが小さい直線
的な体部を持っている。

撚の緩いRL縄文を施文して
いる。

A-3
外面 75YR 7/6

橙色
75YR 7/6
栓色

内面

石葵  長石・結

晶片岩 赤色斑

粒

平底の底部と上方への開きが小さい直線的
な体部を持っている。

外面には縦走するRL縄文を
施文している。

S-1

外 面 5YR6/6
橙色
75YR8/4
浅黄橙色

内面

石英 長石 結
晶片岩 赤色斑
粒

1923
わずかな上げ底の底部と直線的な体部を
持っている。

撚の緩いRL縄文を施文して
いる。 A-1

外面 10 YR 6/3
にぶい黄橙色
10 YR 6/3
にぶい黄橙色

内面
岩

英

片
石

晶

粒

長石 結
赤色斑

19朋
わずかな上げ底の底部と直線的な体部を
持っている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。 B-6

外 面 5YR7/6
橙色
5YR7/6
橙色

内面
岩

英

片
石

晶

粒

長石 結
赤色斑

1925
上げ底の底部と上方への開きが小さい直線
的な体部を持っている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

A-1
外面 :10 YR 5/3

にぶい黄褐色

内面 :5YR6/6
橙色

石英 長石 結

晶片岩 赤色斑

粒

1926
平底の底部と上方への開きが小さい直線的
な体部を持っている。体部と底部との境は
外方に突出している。

外面にはRL縄文を施文して
いる。 A-1

外面 5YR5/6
橙色
5YR6/8
橙色

内面
岩

英

片

石

晶

粒

長石 結

赤色斑
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第5表 包含層出土遺物観察表 (99)

遺物

番号
特 徴 縄 文 原 体 型式

土

点

出

地 色 調 胎 土 焼 成 備  考

1927
上げ底の底部と緩やかに外反しながら上方
へ廷びる体部を持っている。

外面には節が細かいRL縄文
を施文している。

外面 :5YR6/6
橙色

:7 5YR6/6
橙色

内面
岩

英

片
石

晶

粒

長石 結

赤色斑

1928
上げ底の底部と直線的な体部を持ってし
る。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

T-2
外lE■OYR7/4

にぶい責橙色
内面 :10YR 7�

にぶい黄橙色

石英 長石 結
晶片岩 赤色斑
粒

1929
上げ底の底部と緩やかに外反しながら上方
へ延びる体部を持っている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

T-2
外面 :5YR6/6

橙色
内面 :10 YR 5/2

橙色

岩

英

片
石

晶

粒

長石  結

赤色斑

上げ底の底部と緩やかに外反しながら上方
へ延びる体部を持つている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

B-6
外 面 7 5YR6/4

にぶい橙色
5YR7/6
橙色

内面

結

斑色
石
赤

長

岩

英

片
石
晶

粒

わずかな上げ底の底部と上方への開きが小
さい直線的な体部を持っている。体部と底
部との境は外方に突出している。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

A-2
外 面 10 YR 7/3

にぶい黄橙色
10YR 7/3
にぶい黄橙色

内面
石 英 長石

1932
わずかな上げ底の底部と上方への開きが大
きい体部を持つている。

A-2
外 面 75YR7/4

にぶい橙色
10 Y R 6/2
橙色

内面

石英 長石 結
晶片岩 赤色斑
粒

平底の底部と直線的な体部を持っている。
体部と底部との境はわずかに外方に突出し
ている。

T-2
外 面 5YR6/6

橙色
5YR6/6
橙色

内面

石英 長石 結
晶片岩 赤色斑
粒

わずかな上げ底の底部と上方への開きが大
きい直線的な体部を持っている。体部と底
部との境は外方に突出している。

RL縄文か ? T-2
外 面 7 5YR6/6

橙色
7 5YR6/6
橙色

内面

石英 長石 結

晶片岩 赤色斑

粒

1935 平底の底部と上方への開きが小さい直線的
な体部を持っている。

外面には縦走するRL縄文を
施文している。

A-18

外 面 5YR6/6
橙色
75YR8/4
浅責橙色

内面

石央

晶片岩

粒

長石 結

赤色斑

上げ底の底部と緩やかに内彎しながら上方
へ大きく開く体部を持っている。

T-1
外 面 5YR6/6

橙色
25YR6/8
橙色

内面

石英 長石 結
晶片岩 赤色斑
粒

1987
上げ底の底部と上方へ大きく開く直線的な
体部を持っている。体部と底部との境は外
方に突出している。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

A-2
外面 5YR6/6

橙色
5YR6/6
橙色

内面

石英 長石 結
晶片岩 赤色斑
粒

1938
上げ底の底部と上方へ大きく開く体部を
持っている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

不 明

外 面 7 5YR7/6
橙色
7 5YR6/6
橙色

内面

石央 長石 結
晶片岩 赤色斑
粒

1939
上げ底の底部と上方へ大 きく開く体部を
持っている。

タト面には撚が緩く節が/1ヽ さし
RL縄文を施文している。

Ａ

Ｔ

クト面 :5YR6/6
橙色

:5YR6/6
橙色

内面

結

斑色
石
赤

長

中石

英

片
石

晶
粒

底部との境から上方へ大きく開きく直線的
な体部を持っている。

撚の緩いRL縄文を施文して
いる。

T-5
外 面 7 5YR6/4

にぶい橙色
7 5YR7/6
橙色

内面

結

斑色
石
赤

長

凹石

央

片
石
晶

粒

194ユ
平底の底部と上方への開きが小さい直線的
な体部を持っている。

外面にはRL縄文を施文して
いる。

A-1
外面 7 5YR7/6

橙色
7 5YR2/1
黒色

内面

石英 長石 結
晶片岩

lИ2
平底の底部と上方への開きが小さい直線的
な体部を持っている。

T-3
外面 5YR5/6

明赤褐色
5YR5/6
明赤褐色

内面

石英 長石 結
晶片岩

内彎する国縁は、端部上面が円く仕上げら
れ、浅い刻み目が加えられている。外面は
弧線状に貼 り付けられた凸帯に沿つて、竹
管状工具を使った条線が施文されている。

中期 Va T-2
外面 75YR 5/2

灰褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

1944

内彎する日縁は、端部上面が円く仕上げら
れ、浅い刻み目が加えられている。外面は
弧線状に貼り付けられた凸帯に沿って、竹
管状工具を使った条線が施文されている。

中期 Va A-2
外 面 5YR 6/6

橙
5YR 7/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶

片岩

1945

内彎する国縁は、端部上面が平坦に仕上げ
られている。、外面は端部に斜めに貼 り付
けられた凸帯に沿つて、竹管状工具を使っ
た条線を施文している。

口縁部内外面と端部上面にそ
れぞれRL縄文が施文されて
いる。内面の縄文は端部から
l cm足 らずのところでナデ消
されている。

中期 Va T-2
タト面 75YR 5/4

にぶい褐
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面

石央 長石 結晶

片岩

緩やかに内管する国縁は、外面に半載竹管
を使った並行線文や竹管状工具で条線を施
文している。

口縁部外面と端部上面にそれ
ぞれRL縄文が施文されてい
る。

中期 Vb T-2
外 面 10YR 6/4

にぶい責橙
75YR 6/3
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (100)

遺物
番号

特 徴 縄 文 原 体 型式
土
点

出
地 色 調 土 焼 成 備  考

低い山形突起を付けた波状口縁の深鉢形土
器は、緩やかに内彎する口縁の端部上面に
ヘラ先でV字の刻み目を加えている。外面
は端部直下に半裁竹管を使った並行線を口
縁に沿って2条引き、その下には竹管状工
具で縦と斜め方向の直線文を施文 してい
る。

外面には撚の強いRL縄文を
縦方向に施文している。

中期 Vも S-1

外 面 10YR 7/3
にぶい責橙
10YR 5/1
褐灰

内面

石英 長石 結晶
片岩

1%8

緩やかに内警する口縁は、端部外面に半我
竹管で平行線を口縁に沿って2条引き、そ
の下には半裁竹管、または竹管状工具を
使つて連弧文を描いている。

口縁部外面と端部上面にそれ
ぞれ撚が強いRL縄文が施文
されている。

中期 Vb T-2
タト面 :75YR 6/3

にぶい褐
:75YR 6/4
にぶい橙

内面

石芙 長石 結晶
片岩

低い山形突起を付けた深鉢形土器は、端部
外面に半裁竹管や竹管状工具を使つて連弧
文を施文している。

口縁部内外面と端部上面にそ
れぞれ撚が強いRL縄文が施
文されている。内面の縄文は
端部直下を除いてナデ消され
ている。

中期 Vb T-2

外 面 :75YR 6/4
にぶい橙

:5YR 6/4

にぶい橙
内面

長石 結晶片岩

口縁は、端部外面に竹管状工具で平行線文
を口縁に

'合

って引き、その下には連弧文を
描いている。

国縁部外面と端部上面にそれ
ぞれ撚が強いRL縄文が施文
されている。

中期 Vb A-1
外 面 75YR 6/4

にぶい橙
5YR 6/6
橙

内面
石英 長石 砂岩

1951
緩やかに内彎する口縁は、端部外面に半我
竹管または竹管状工具を使って平行線文を
描いている。

口縁部外面と端部上面にそれ
ぞれ撚が強いRL縄文が施文
されている。

中期 Vb B-5

外 面 10YR 6/4
にぶい黄橙
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結 晶
片岩 赤色斑粒

1952

直立する国縁は端部上面にM字状工具で利
突を加え、外面は縦に引かれた条線の上か
ら竹管状工具を使って弧線文を描いてい
る。

口縁部外面 は撚が緩 い RL縄
文 を施文 している ?

中期Vb T-2
外 面 75YR 5/6

明褐
5YR 5/6
明赤褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

わずかに外反する口縁端部外面には竹管状
工具で弧線文を描いている。

国縁部内外面と端部上面には
撚が強いRL縄文が施文され
ている。

中期 Vb S-20

外 面 5YR 4//4

にぶい赤褐
5YR 4/4
にぶい赤褐

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒
チ ャー ト

緩やかに内彎する口縁は端部近くでわずか
に外側に折り曲げられている。外面には半
我竹管または竹管状工具で平行線文や連弧
状の文様を描いている。

口縁部内外面と端部上面には
RL縄文を施文している。内
面の縄文は端部から3 cmほ ど
下まで施文されている。

中期 Vb T-1
外 面 75YR 6/4

にぶい橙
10YR 5/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶

片岩

1955
弧線状に貼り付けられた凸帯に沿つて、半
我竹管または竹答状工具で曲線を引いてい
る。

中期Va T-2
外 面 10YR 4/1

褐灰
N3/1
暗灰

内面

石英 長石 結晶
片岩 チャー ト

内彎する口縁に貼り付けられた凸帯に沿つ
て、半我竹管または竹管状工具を使った並
行沈線を施文している。

中期 Va T-2
外 面 餡

囃
餡

５ＹＲ
盛
５ＹＲ
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

弧線状 に貼 り付 け られた断面三角形の凸帝
に沿 って竹管状工具 を引いている。

節が細かいRL縄文を施文し
ている。

中期 Va T-2
外 面 75YR 5/4

にぶい褐
75YR 5/4
にぶい褐

内面

長石 結晶片岩
赤色斑粒

1958

ヘ ラ先で V字状 の刻み 目を加 えた弧線状 の

凸帯 に沿 って、竹管状工具 を使 つた曲線 を

引いている。

LR縄文か ? 中期 Va T-2
外 面 10YR 5/4

にぶい責褐
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1959
弧線状の凸帝の貼 り付けと竹管状工具を
使った平行線文を施文している。

撚が緩いRL縄文を施文して
いる。

中期 Va T-1
外面 10YR 5/4

にバい責褐
75YR 4/3
楊

内面

石芙 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1960
凸帯 と、竹管状工具 を使 つた平行線文が施

文 されている。
中期 Va A-4

外 面 10YR 6/3
にぶい責橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

維に貼り付けられた細い凸帯に沿って半我
竹管または竹管状工具で平行線文が付けら
れている。

RL縄 文 P 中期Va S T

外 面 10YR 6/2
灰黄褐
10YR 6/4
にぶい責橙
10YR 4/1
褐灰

内面 石 央 長 石
チャート

断面三角形の凸帯を縦、或いは斜めに貼 り
付けている。

撚が緩いRL縄文を施文して
いる。 中期 Va T-2

外面 :75YR 6/6
橙

内面 :10YR 6/4
にぶい黄橙

石英 長石 結晶

片岩

内警する国縁部には半裁竹管を使つて弧線
文を描いている。 中期 V S-4

外面 10YR 6/4
にぶい責橙
10YR 6/2
灰責掲

内面
石英 結晶片岩

1964
内彎する日縁には半裁竹管を使って平行線
文を強いている。

節が細かいRL縄文を施文し
ている。

中期 Vb S-1

外面 75YR 6/4
にぶい橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

成
良

焼
不

半裁竹管または竹管状工具を使って平行線
文を描いている。

撚が緩いRL縄文を施文して
いる。 中期 Vb T-2

外面 :75YR 6/6
橙

内面 :75YR 6/6
橙

石 英 長 石
チャート
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1966
半裁竹管または竹管状工具を使つて弧線文
を描いている。

撚が緩いLR縄文を施文して
いる。

中期 Vb T-4

外 面 :25Y6/4
にぶい責

:75YR 7/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1967
「く」の字に屈曲する顕部には、半裁竹管
を使つて連弧文を描いている。

中期VbP S-1

外面 10YR 7/4
にぶい責橙
10YR 7/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1968
内彎する口縁部から頸部の括れ部にかけ
て、半裁竹管または竹管状工具を使つた平
行線文が祐かれている。

条の間隔が開いたRL縄文を
施文している。

中期 Vb T-2
外面 10YR 7/3

にぶい黄橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

半載竹管を使った平行線文を水平に引いて
いる。

条の間隔が開いたRL縄文を
施文している。

船 元 Ⅲ
B? T-2

外 面 75YR 5/3
にぶい褐
75YR 5/3
にぶい褐

内面
石英 長石

1970
半我竹管または竹管状工具で平行線文や連
弧状の文様を構いている。

株の緩いRL縄文か ? 中期 Vb T-2
外 面 75YR 6/6

橙
75YR 6/6
橙

内面
石英 長石

半裁竹管または竹管状工具を使って平行線
文を描いている。

RL縄文か ? 中期 Vb T-3
外面 10YR 7/4

にぶい黄橙
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

1972 半教竹管を使つて平行線文を描いている。
撚が緩いLR縄文を施文して
いる。

中期 Vb T-3

タトE] 25Y5/2
暗灰黄
75YR 6/4
にぶい橙

内面
石央 長石

1973
半税竹管または竹管状工具を使つて連弧状
文が描かれている。

条の間隔が開いたRL縄文 P

を施文している。
中期 Vb T-2

外 面 10YR 4/2
灰黄褐
10YR 5/3
にぶい黄褐

内面

石央 長石 結晶

片岩

1974
竹管状工具を使つて平行線文や弧線状の文
様を描いている。

LR縄 文か ? 中期 Va T-2
外面 10YR 5/4

にぶい責褐
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石夫 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1975
小さく括れた頸部から体部にかけて、半裁
竹管を使った平行線文が縦に引かれてい

る。
0段多条のRL縄文か ? 中期 Vb B-5

外面 10YR 5/3
にぶい黄褐
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

1976
体部には半教竹管を使った平行線文が斜め
に引かれている。

0段多条のRL縄文か ? 中期 Vb T-2
外面 10YR 6/3

にぶい責橙
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1977
弧線状の低い凸帯の貼 り付けに沿つて半載
竹管をなぞつている。

地文にはRL縄文を施文して
いる。

中期 V R-19

外 面 10YR 5/4
にぶい責褐
10YR 5/4
にぶい責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
チャート

1978
体部には半裁竹管または竹管状工具を使つ
た平行線文が斜めに引かれている。1023と

同一個体。
0段多条のRL縄文か ? 中期 Vb T-2も -2

タト面 10YR 6/3
にぶい黄橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

竹管状工具を使った平行線文が斜めに引力
れている。

撚が緩く節が/1ヽ さいRL湘巳文
を施文している。

中期Vb T-2

タトEτ 10YR 6/6
明黄褐
10YR 6/6
明責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1980
半裁竹管または竹管状工具を使つて弧状文
や平行線文が描かれている。

撚が緩いRL縄文を施文して
いる。

中期 Vb B-5

外面 10YR 7/3
にぶい黄橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結 晶

片岩

1981
半載竹管または竹管状工兵を使って連弧文
が描かれている。

撚が緩い縦定するRL縄文を
施文している。

中期 Vb B-5
外 面 :75YR 7/4

にぶい橙
:75YR 6/3
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

1982 半裁竹管 を使 つて弧状文が描かれている。
撚が緩い縦走するRL縄文を
施文している。

中期 Vb B-5
外面 :25YR 5/6

明赤褐
:25YR 5/6
明赤褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

半裁竹管を使つて弧状文が描かれている。
撚が緩く節が/1ヽ さいRL和亀文
を施文している。

中期 Vb T-2
外面 10YR 6/3

にぶい責橙
10YR 5/3
にぶい黄掲

内面
石央 長石

半裁竹管または竹管状工具による条線の上
から、同じ工具で弧状文を描いている。

中期 V T-2
外 面 10YR 6/4

にぶい黄橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面
石央 長石

半裁竹管または竹管状正具を使つて平行線
文が描かれている。

中期 VP T-5
外 面 ７

褐
ｙ
褐

５ＹＲ嚇
５ＹＲ嚇

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
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半裁竹管を使って弧状文が描かれている。
株が緩く長い節を持ったRL
縄文を施文している。

中期 V? T-1
外面 10YR 5/3

にぶい責褐
10YR 5/2
灰責褐

内面
石英 長石

1987
緩やかな波状口縁の深鉢形土器は、内彎す
る口縁の端部外面に沈線で不規則な鋸歯文
が国縁に沿って2条施文されている。

外面には縄巻のRL縄文が施
文されている。

中期Ⅵ
Ａ

Ａ

タト面 i5YR 5/6

明赤褐
:5YR 5/4

にぶい赤褐
内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1988

内彎する日縁は、端部外面に半致竹管を
使った細かい波状文を口縁に沿って施文し
ている。また端部から3 cmほ ど下には同じ
半裁竹管を使った平行線文が回縁に並行す
るように引かれている。

口縁部外面と端部上面には縦
走する縄巻の RL縄文が施文
されている。

中期Ⅵ T-4
外 雨 75YR 5/4

にぶい褐
75YR 5/4
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1989
内彎する国縁は、端部上面が鈍く尖らされ
ている。外面は端部直下に半裁竹管を使っ
た平行線文が口縁に沿って引かれている。

外面には縄巻のRL縄文が施
文されている。 中期Ⅵ T-2

外 面 75YR 7/8
にぶい橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内彎する国縁は端部がわずかに上方へ折 り
曲げられ、半我竹管を使って平行線文が描
かれている。

外面 には縦走す る縄巻の RL
縄文が施文 されている。

中期Ⅵ T― ′d-2

外 面 10YR 6/4
にぶい責橙
25Y5/2
暗灰責

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1991
内彎する日縁は、端部外面に半裁竹管を
使つて並行線文と弧状文が描かれている。

外面には縦走する縄巻のRL
縄文が施文されている。

中期Ⅵ T-5
外 面 ＹＲ６

鞘
ＹＲ６
鎖

Ю
明

Ю
明

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

内曽する口縁は端都が鈍く尖らされ、外面
には半載竹管を使つて平行線が引かれてい
る。

外面には縦走する縄巻のRL
縄文が施文されている。

中期Ⅵ T-2
外 面 10YR 5/3

にぶい責褐
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 赤色
斑粒

緩やかに内彎する日縁は、端部上面にヘラ
先で不規則な浅い刻み目を加えている。外
面は端部直下に半裁竹管を使つた不規則で
小さい波状または鋸歯状の文様が描かれて
いる。

中期Ⅵ T-4
外 面 75YR 7/6

橙
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色班粒

1994

緩やかに内管する国縁は、端部上面にヘラ
先で刻み目を加えている。外面は端部直下
に半裁竹管を使った不規則で小さい波状文
が描かれている。

中期 Ⅵ T-4
外 面 75YR 4/2

灰褐
75YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色班粒

1995
緩やかに内彎する日縁を持った深鉢形土
器。

口縁部外面には縦走する縄巻
きのRL縄文が施文されてい
る。日縁端部外面にも同じ縄
文が施文されている。

中期Ⅵ T-2
外 面 10YR 5/2

灰費褐
10YR 5/4
にぶい責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1996
半赦竹管を使った弧状文が並行するように
描かれている。

外面には縦走する組巻のRL
縄文が施文されている。

中期 Ⅵ T-2

画

　

面

外

　

内

10YR 5/1

褐灰
10YR 4//1

褐灰

長石 結晶片岩

1997 半裁竹管を使った弧状文が描かれている。
外面 には縦走す る縄巻の RL
縄文が施文 されている。

中期 Ⅵ T-2
外面 10YR 7/4

にぶい黄橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶

片岩

1998
内彎する国縁には半我竹管を使って弧状文
が描かれている。

外面には縦走する縄巻のRL
縄文が施文されている。

中期Ⅵ T-3
外 面 10YR 6/4

にぶい責橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

1999
小さく括れる頸部には半裁竹管を使って波
状文が描かれている。

外面には縦走する縄巻のRL
縄文が施文されている。 中期 Ⅵ A-1

外面 75YR 5/4
にぶい褐
75YR 4/1
褐灰

内面

石実 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2000 半裁竹管を使つた波状文が描かれている。 外面には縦走する縄巻のRL
縄文が施文されている。

中期 Ⅵ T-1

外面 10YR 5/2
灰黄褐
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

半我竹管を使った弧状文が間隔をあけて並
行するように描かれている。

外面には維走する縄巻のRL
縄文が施文されている。 中期 Ⅵ T-2

外 面 10YR 6/4
にぶい黄橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

2002
半裁竹管または竹管状工具を使った弧状文
が描かれている。

外面には縦走する縄巻のRL
縄文が施文されている。

中期Ⅵ S-20

外 面 :10YR 5/3
にぶい責褐

:10YR 4/2

灰黄褐
内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

半我竹管を使った並行線文が描かれてし
る。

外面には縦走するRL縄文が
施文されている。 中期Ⅵ T-2

外面 10YR 7/4
にぶい黄橙
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

〕904 顕部の括れ部は縄文をナデ消している。
外面には縦走する縄巻のRL
縫文が施文されている。 中期 Ⅵ S-4

外 面 10YR 5/3
にぶい黄褐
10YR 5/3
にぶい黄褐

内面

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2005 半我竹管を使って弧線状の文様が描かれて
いる。

外面には縦走するRL縄文が
施文されている。 中期 Ⅵ A-3

外 面 ｙ
褐
ｙ
褐

５ＹＲ
嚇
５ＹＲ嚇

内面
石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

成
良

焼
不
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2006 半我竹管を使つて波状文が描かれている。
外面には縦定する縄巻のRL
縄文が施文されている。

中期 Ⅵ

外 面 10YR 7/4
にぶい黄橙
75YR 7/4
にぶい橙

内面
石 英

2007
頸部との境に近い体部には、半裁竹管また
は竹管状工具で弧状文が描かれている。

外面には縦たする縄巻のRL
縄文が施文されている。

中期Ⅵ B-5
外 面 10YR 7/3

にぶい黄橙
75YR 7/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

半載竹管を使つて弧線状の文様が描かれて
いる。

外面には縦走する縄巻のRL
縄文が施文されている。

中期Ⅵ A-5
外 面 10YR 7/6

明責褐
10YR 7/6
明黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2009
小さく膨らんだ体部には、半裁竹管を使つ
て不規則な連弧文を描いている。

外面には縦たする縄巻のRL
縄文が施文されている。

中期Ⅵ T-20

外面 10YR 6/3
にぶい黄橙
10YR 5/3
にぶい黄褐

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

2010

緩やかな波状口縁を持った深鉢形土器は、内
彎する日縁が端部近くで上方に折り曲げられ
ている。日縁端部上面から端部外面にかけて
は、貝殻復縁文を綻に施文し、その下には半
我竹管を使って波状文が描かれている。

外面には縦走する撚糸文を施
文している。

中期Ⅶ A-5
外面 10YR 7/4

にぶい黄橙
10YR6/3
にぶい責橙

内面
石英 結晶片岩

内彎する日縁は端部がわずかに外反してい
る。日縁部外面には半裁竹管を使つて緩や
かな波状文が描かれている。

口縁部外面にはRL紀文が施
文されている。

中期Ⅶ T-5
外面 75YR 7/4

にぶい橙
75YR 7/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶

片岩

内普する口縁は端部が鈍 く尖らされてい
る。外面は端部近くに半我竹管を使って細
かく波うつ波状文が施文されている。

中期 Ⅷ T-1

外 面 10YR 6/6
明黄褐
10YR 6/8
甥責褐

内面

石央 長石 結 晶

片岩 赤色斑粒

成
良

焼

不

2013
半赦竹管を使って細かく波うつ波状文と弧
状文が描かれている。

縦走するRLの撚糸文を施文
している。

中期Ⅶ A-6
外 面 10YR 4/2

灰責褐
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2014
頸部の屈曲部に無文帯が設けられ、 L方に
は半裁竹管を使って連弧文が描かれてい
る。

中期 Ⅶ T-1
外面 10YR 8/4

1完黄橙
10YR 8/4
浅責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

半嶽竹管を使つて平行線文や波状文が描か
れている。

縦走するRLの撚糸文が施文
されている。

中期Ⅶ A-3
外面 10YR 6/8

明黄掲
10YR 6/8
明責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2016
半裁竹管または竹管状工具を使って並行線
文が描かれている。

縦走するRLの撚糸文が施文
されている。

中期Ⅶ B-5
外面 10YR 4/2

灰責掲
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

2017
細い沈線を使って不規則な弧線状の文様が
描かれている。

縦定するRLの撚糸文が施文
されている。

中期 Ⅶ T-2
外 面 75YR 6/8

橙
75YR 7/8
費橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

2018
細い・lt線を使つた平行線が間隔をあけて引
かれている。

縦走するRLの撚糸文が施文
されている。

中期 Ⅷ 不明

外 面 25Y72
暗灰黄
10YR 7/4
にぶい黄橙

内面

石芙 長石 結晶

片岩

成
良

焼
不

沈線で並行線が描かれている。
Rと の撚糸文が施文されてし
る。

中期Ⅶ B-5

外 面 10YR 6/4
にぶい責橙
10YR 5/2
灰黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2020
内彎する口縁は端部近くでわずかに上方に
折 り曲げられ、端部外面には幅 2 cmほ どの
帯状の凸帯を貼り付けている。

外面は無文。 中期Ⅷ A-3
外面 10YR 7/4

にぶい責橙
10YR 7/3
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2021

直立する国縁は、外面にには凹線状の太い

沈線が口縁に並行するように2条施文され
ている。内外面には地文として二枚貝を
使つた貝殻条痕がつけられている。

中期Ⅷ T― ユ

外 面 5YR 5/4
にぶい赤褐
5YR 4/3
にぶい赤褐

内面

石英 長石 赤色

斑粒

2022
体部には内外面ともに二枚貝を使つた貝級
条痕文が施文されている。

中期Ⅷ T-1

外 面 5YR 4/4
にぶい褐
5YR 5/4
にぶい褐

内面
石英 長石

〕923
緩やかな波状口縁を持った深鉢形土器で、
口縁部外面は太い隆線を賄り付けて楕円形
に区画されている。

中期Ⅸ A-1
外面 5YR 6/6

橙
5YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

2024
日縁部は隆帝と沈線を使って楕円形に区画
され、顕部には櫛描文が施文されている。

凸帯の上にはLR縄文を施文
している。

中期 Ⅸ 不 明

外面 10YR 8/3
浅黄橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

2025
太い隆帯と沈線を使つた円形の区画内をに
凸帝に円形の刺突文を施文している。

中期Ⅸ T-2
外面 10YR 7/2

にぶい責橙
10YR 6/2
灰責褐

内 面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
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2026
口縁部外面は隆帯と太い沈線で区画されて
いる。

太い沈線の下にはLR縄文が
施文されている。

中期Ⅸ S-le― 〕

外 面 5YR 6/6
橙
5YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

2027
口縁部と体部との境は隆帯で区画され、
部には大い沈線で曲線文を描いている。
面には貝殻条痕が施されている。

然

内 中期Ⅸ T-5
面
　
面

外
　
内

75YR 6/6
橙
10YR 7/6
明黄褐

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2028

突起状山形口縁を持った深鉢形土器は、内
側に強く折り曲げられた口縁に沿って太い
沈線が 1本引かれている。外面の区画内に
は円形の刺突が加えられている。

口縁端部にはLR縄文が施文
されている。

中期Ⅸ T‐ ね-5

タト面 175YR 5/4
にぶい褐

:75YR 5/4
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

2029
突起状山形口縁を持った深鉢形土器は、強
く内側に折り曲げられた口縁に沿って太い
沈線が 1本引かれている。

中期Ⅸ T-2
タト面 :75YR 6/6

橙
:5YR 6/6

橙
内面

石英 長石 結晶
片岩

2030
突起状山形口縁を持った深鉢形土器は、強
く内側に折り曲げられた口縁に太い沈線を
使って精円形に区画されている。

中期Ⅸ T-2
外 面 10YR 7/3

にぶい黄橙
5YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

突起状山形口縁を持った深鉢形土器は、強
く内側に折り曲げられた日縁に沿って太い
沈線が 1本引かれている。

中期Ⅸ A-5
外面 5YR 6/6

橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2032
口縁が強く内側に折 り曲げられた深鉢形土
器は、口縁部直下に太い沈線で波状文が描
かれている。

中期Ⅸ T-4
外 面 75YR 6/4

にぶい橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2033
突起状山形口縁は、外面に2本一組の沈線
と円形の刺突文で幾何学的な直線文が描か
れている。

中期Ⅸ T-2
外面 :75YR 7/6

橙

内面 :75YR 6/6
橙

石英 長石 結晶
片岩

2034
低い山形突起を持ち強く内彎する口縁は、
太い沈線を使った曲線で区画され縄文と円
形刺突文を充填している。

区画内にはRL縄文が施文さ
れている。 中期Ⅸ T-4

外 面 75YR 5/6
明褐
75YR 5/6
明褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2035
緩やか な波状 口縁 を持 った深鉢形土器 は太
い沈線で区画 されている。

中期Ⅸ B-5
外 面 75YR 6/6

橙
10YR 6/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2036
内瞥する緩やかな波状口縁の深鉢形土器
は、外面に沈線で渦巻文様が描かれている。

口縁部外面と端部上面にはR
L縄文が施文されている。

中期Ⅸ T-4
外 面 25YR 5/6

明赤掲
25YR 5/6
明赤褐

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

2037

直立する日縁は、端部外面に粘土帯を貼 り
付けて肥厚させ、口縁に並行するように引
いた2本の沈線の下に、棒状工具を使って
列点文が施文されている。

口縁端部外面の粘土帯上には
RL縄文が施文されている。

中期Ⅸ A-18

外 面 10YR 7/2
にぶい黄橙
10YR 7/2
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

成
良

焼
不

2038
緩やかに内彎する国縁は、太い沈線を使つ
て描かれた曲線の区画内に縄文が充填され
ている。

RL縄文が施文されている。 中期 Ⅸ A-5
外面 75YR 7/4

にぶい橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色雖粒

2039
緩やかに内皆する口縁は縄文施文後、大し
沈線を使って曲線が描かれている。

LR縄 文が施文 されている。 中期Ⅸ B-6
外面 75YR 5/4

にぶい掲
5YR 7/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

2040
緩やかな波状口縁の深鉢形土器は、外面に
縄文施文後太い沈線を使つて曲線が描かれ
ている。

口縁部外面と端部上面にはL
R縄文が施文されている。

中期Ⅸ A-6
外 面 10YR 8/4

浅黄橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

2041
口縁端部は内方に拡張され、外面は大い沈
線が口縁に並行するように引かれている。

外面は無節のLR縄文が施文
されている。

中期 Ⅸ T-3
外 面 10YR 7/4

にぶい黄橙
75YR 7/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2042 直立する国縁は、外面に並行する太い沈線
を引き、上から縄文を施文している。

口縁部外面と端部上面にそれ
ぞれLR縄文が施 されてい
る。

中期Ⅸ T-2
外 面 10YR 5/2

灰責褐
25Y4/2
暗灰責

内面

石英 長石 結晶
片岩

2043
わずかに内瞥する口縁は、外面に縄文施文
後、it線を使って精円形の区画が描かれて
いる。

LR縄 文が施文 されている。 中期 IX A-5
外 面 5YR 5/8

明赤褐
75YR 5/6
明褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2044

緩やかな波状口縁の深鉢形土器は、国縁部
外面に太い沈線を使って渦巻文様を描き、
その後に巻貝による疑似縄文が施されてい
る。

中期 lX T-1

外 面 :75YR 5/4
にぶい褐

:75YR 5/4
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2045
国縁部外面は、巻貝による疑似縄文が施さ
れた後、太い沈線を使つて連弧状または渦
巻状の文様が描かれている。

中期Ⅸ T-6
タト面 10YR 6/4

にぶい責橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面
石英 長石
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口縁部外面は巻貝による疑似縄文を施した
上から、太い沈線と列点状の刺突を施文し
ている。

中期 Ⅸ T-2
外 面 25YR 6/6

橙
25YR 5/6
明赤褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

2047

日縁部外面に沈線で連弧状の文様を施文し
た上から、巻貝を使った疑似縄文を施して
いる。疑似縄文は端部上面にも残されてい
る。

中期Ⅸ A-5
外 面 10YR 7/4

にぶい黄橙
75YR 7/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2048
緩やかに内彎する口縁は、外面に口縁に並
行するように引かれた沈線の区画の中に、
列点状の円形の刺突を施文している。

中期Ⅸ T-1
外 面 10YR 7/3

にぶい責橙
10YR 7/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2049

緩やかに内彎する口縁は、端部外面に大い

沈線が 1本、口縁部に並行するように引か
れ、10その下には同じ沈線で曲線が描かれ
ている。83と 同一個体。

中期Ⅸ T-2
外 面 10YR 8/3

1完責橙
10YR 7/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結 晶

片岩

2050
緩やかに内彎する国縁は外面に沈線を使つ
た波状文が描かれる。

中期Ⅸ キーla-1

外 面 10YR 6/4
にぶい責橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2051
内彎する国縁は外面に沈線を使つた渦巻状
の文様が描かれている。

中期Ⅸ T-4
外 面 ＹＲ６

錦
ＹＲ６
期

Ю
明

１０
明

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

直立する国縁は外面に太い沈線を使つて曲
線文が描かれている。

中期Ⅸ S-lc-1

外 面 5YR 6/6
橙
75YR 5/4
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

2053
内彎する波状口縁の深鉢形土器は、突起部
に円形の凸帯を貼り付け、その周囲には同
心円状の大い沈線が引かれている。

中期Ⅸ B-6

外 面 10YR 8/3
浅責橙
25Y7/3
浅責

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

〕954

直立する国縁は外面に太い沈線を使って対
向する重弧文を施文している。外面には擦
痕状の細かい条痕が残され、内面には貝殻
条痕が施文されている。

中期 IX 不 明

外 面 10YR 5/3
にぶい責褐
10YR 7/2
にぶい責橙

内面
石英 長石 頁岩

2055

内彎する国縁は、外面に2本の大い沈線が
日縁に並行するように引かれているが、そ
のうちの 1本には竹管による円形の刺突文
が施文されている。

中期以 T― 坐-3

タト面 10YR 7/2
にぶい責橙
10YR 6/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶

片岩

太い沈線を使って描かれた曲線の中に、円
形の刺突文が列点状に施文されている。

中期Ⅸ T-2
タト面 :10YR 7/4

にぶい黄橙
内面 :10YR 7/3

にぶい責橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2057
縄文施文後に大い沈線を使って強いた曲線
の中を、先端が平らな角柱状の工具で押し
引いている。

しR縄文が施文 されている。 中期 Ⅸ S-4

クト面 :10YR 7/8

責橙
内面 :10YR 7/8

黄橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2058 内瞥する体部には大い沈線で描かれた曲線
の中にみ電文を充填している。

縄文はRL縄文を施文してψ
る。

中期Ⅸ C-3

外面 t75YR 6/6
橙

:75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 雲母 赤色
斑粒

2059
縄文施文後、竹管を使った沈線で連弧状の
文様が構かれている

しR縄文が施文 されている。 中期Ⅸ A-4
外 面 5YR 5/4

にぶい赤褐
5YR 5/3
にぶい赤褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

2060 太い沈線で並行する曲線が描かれている。 RL縄文が施文されている。 中期 Ⅸ T-1
外 面 75YR 5/4

にぶい褐
75YR 4/6
褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

太い沈線で並行する曲線が描かれている。 中期 Ⅸ B-19

外 面 10YR 7/2
にぶい黄橙
10YR 3/2
灰白

内面
石英 長石

2062 太い沈線で渦巻状の曲線が描かれている。 中期 Ⅸ

外面 10YR 5/4
にぶい責褐
10YR 5/4
にぶい黄褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

2063 太い沈線で渦巻状の曲線が描かれている。 中期Ⅸ T-2
外 面 75YR 5/4

にぶい褐
10YR 7/2
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶

片岩

2064 太い沈線で曲線文が描かれている。 中期 Ⅸ T-2
外面 10YR 6/3

にぶい黄橙
10YR 7/2
にぶい責橙

内面

石央 長石 結晶

片岩

2065 大い沈線で渦巻状の文様が描かれてい る。 中期Ⅸ T-4
外面 5YR 4/8

赤褐
5YR 5/4
にぶい赤褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (106)

物

号

遺

番 特 徴 縄 文 原 体 型 式
土

点

出

地 色 調 土 焼成 備  考

2066
貝殻背圧痕文の上から、太い沈線で連弧状
または渦巻き状の曲線を構いている。

中期 Ⅸ T-2
外面 75YR 7/6

橙
10YR 7/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

2067
太い沈線で波状または連弧状の文様が強か
れている。 中期Ⅸ

外 面 5YR 6/4
にぶい橙
75YR 4/1
褐灰

内面

石英 長石 結晶
片岩

太い沈線で並行する曲線が描かれている。 中期Ⅸ S-1

外 面 10YR 7/3
にぶい黄橙
10YR 7/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

2069
内外面に貝殻条痕を施文後、太い沈線で渦
巻状の文様と、波状または連弧状の文様を
組み合わせたような文様が描かれている。

中期Ⅸ B-19

外 面 10YR 7/1
灰白
10YR 6/2
灰責褐

内面

石英 長石 結晶

片岩

塾370
太い沈線で波状または連弧状の文様が描か
れている。 中期Ⅸ T-1

外面 :10YR 5/4
にぶい黄褐

内面 :10YR 6/4
にぶい責橙

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

縄文施文後、太い沈線で渦巻文様が描かれ
ている。

しR紀文が施文されている。 中期Ⅸ B-5
外面 :10YR 7/3

にぶい責橙

内面 :10YR 6/2

灰責褐

石英 長石 結晶
片岩

2072 縄文施文後、沈線を使つた渦巻状の曲線が
描かれている。

LR縄 文が施文 されている。 中期Ⅸ T-1
外面 :25Y6/2

灰責
内面 :25Y7/3

1莞責

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2073
縄文施文後、並行する2本の沈線で曲線が
描かれている。

LR縄文が施文されている。 中期Ⅸ T-1-3

外面 :10YR 6/3

にぶい黄橙
内面 :10YR 5/2

灰責褐

石英 長石 結 晶

片岩

2074 沈線を使って渦巻状の曲線を描いている。
端正な撚のLR縄文が施文さ
れている。 中期Ⅸ T-1

外面 5YR 6/6
橙
5YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2075
並行するit線の区画の中を大い沈線を使っ
た鋸歯文が描かれている。

地文にはLR縄文を施文して
いる。

中期Ⅸ T-3

外面 :10YR 7/4

にぶい黄橙
:10YR 3/3

暗褐
内面

石夫 長石 結晶

片岩

2076
太い沈線を並行して施文し、縄文を充填し
ている。

端正な撚のLR縄文が施文さ
れている。

中期 Ⅸ B-5

外面 75YR 6/6
橙
75YR 6/6
栓

内面
石英 長石 砂岩

2077
太い沈線を並行して施文し、縄文を充填し
ている。

LR縄 文が施文 されている。 中期 IX A-5
外 面 5YR 6/6

橙
5YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

2078
縄文の上から沈線を並行 して施文 してし
る。

端正な撚のLR縄文が施文さ
れている。

中期 IX S-4

外面 10YR 6/4
にぶい責橙
25Y5/2
暗灰責

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2079
2本の沈線で曲線を描き、縄文を充填して
いる。

端正な撚のRL紀文が施文さ
れている。 中期 IX T-1も -3

外 面 :75YR 7/4
にぶい橙

:75YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑泣

太い沈線で楕円形の区画を描き、縄文を充
填している。

LR縄文が施文されている。 中期Ⅸ T-2
外 面 10YR 7/3

にぶい責橙
10YR 7/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2081
縄文の上から、並行する2本の沈線で曲線
文が描かれている。

LR縄 文が施文 されている。 中期Ⅸ S-4

タト面 5YR 6/6
橙
10YR 6/6
明責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2082
2本の沈線で曲線を描き、縄文を充填して
いる。

LR縄 文が施文 されている。 中期Ⅸ T― 社-1

外 面 10YR 7/4
にぶい黄橙
10YR 7/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結 晶

片岩

2083
2本の沈線で曲線を描き、縄文を充填して
いる。

LR縄 文が施文 されている。 中期Ⅸ B-5

外 面 :75YR 6/4
にぶい橙

:5YR 5/6

明赤褐
内面

石英 長石 結 晶

片岩

縄文の上から、並行する沈線で曲線が描か
れている。

LR縄 文が施文 されている。 中期Ⅸ B-5

外 面 5YR 6/6
橙
75YR 7/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

2085
縄文の上から、沈線で曲線文が描かれて�
る。

LR縄 文が施文 されている。 中期 IX T-2

外 面 10YR 4/2
灰責褐
10YR 3/1
黒褐

内面

石英 長石 結晶
片岩
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第 5表 包含層出土遺物観察表 (107)

物
号

遺
番 特 徴 縄 文 原 体 型 式

土
点

出
地 色 調 土 焼成 備  考

2086
縄文の上から、並行する2本の沈線で曲線
文が描かれている。

しR縄文が施文されている。 中期Ⅸ T-2
外 面 5YR 6/6

橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

2087
太い沈線を使つて渦巻状の文様を祐き、縄
文で充填している。

端正な撚のLR縄文が施文さ
れている。

中期Ⅸ A-1
外面 10YR 3/2

黒褐
75YR 5/4
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色班粒

沈線で渦巻状の文様を描き、貝殻背圧痕文
を充填している。

中期Ⅸ T-2
外面 10YR 7/4

にぶい責橙
75YR 6/4
にぶい橙

内面

石英
片岩

長 石 結 晶

塾989
並行する太い沈線で縦に帯状の区画を施し
た体部に、縦走する縄文を施文している。

LR縄文が施文されている。 中期Ⅸ S-4

外 面 5YR 6/6
橙
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

2090 体部は縦に行状の縄文を施文し、垂下する
沈線を加えている。

LR縄文が施文されている。 中期Ⅸ S-4

外 面 10YR 6/6
明黄褐
5YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

体部は方向の異なる縄文を施文したあと、
沈線を維に施している。

LR縄文が施文されている。 中期Ⅸ S-4

外面 :75YR 6/6
橙
:75YR 6/6
橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色班粒

2092
太い沈線で渦巻状の曲線文を描いた上か
ら、巻貝を使った疑似縄文が施文されてい
る。

中期Ⅸ T-4
外 面 10YR 7/6

明責褐
101rR 6/6

明責褐
内面

石英 長石 結 晶

片岩 赤色斑粒

2093 巻貝を使った疑似縄文の上から、沈線で連
弧状または渦巻状の文様を描いている。 中期 Ⅸ T-6

外面 :10YR 5/2

灰黄褐
:75YR 5/2
にぶい褐

内面

石英 長石 赤色
斑粒

巻貝を使った疑似縄文の上から並行する太
い沈線で渦巻状の曲線を描いている。 中期Ⅸ T-2

タト面 :25YR 5/6
明赤掲

:5YR 6/6

橙
内面

石英 長石 結晶
片岩

2095

上方に大きく開く直線的な体部と、内屈す
る国縁を持った浅鉢と考えられる土器は、

「 くJの字に屈曲する体部との境に竹管を
使った刺突を連続して施し、体部には同じ
竹管で太い沈線が縦に施文されている。

RL縄文が施文されている。 中期Ⅸ T-4
外面 5YR 7/8

橙
10YR 7/6
明責褐

内面

綿

動
石
色

長

赤

英

岩
石
片

上方に大 きく開く直線的な体部と、「 く」
の字に内屈する国縁を持った浅鉢と考えら
れる土器は、口縁部は縄文、体部は貝殻条
痕を施文している。

口縁部にはRL縄文を施文し
ている。

中期Ⅸ A-5
外面 10YR 7/3

にぶい責橙
25Y7/3
浅黄

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2097

緩やかに内管しながら上方に大きく開く体
部と、「 く」の字に内屈する口縁部にヘラ
の角を使つた三角形の押し引きが施された
浅鉢と考えられる土器である。■65と 同じ
モチーフ

中期Ⅸ T-2
外 面 :75YR 7/4

にぶい橙
:10YR 6/3
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

2098

緩やかに内彎しながら上方に大きく開く体
部には斜めに貼 り付けられた凸帯に沿っ
て、ヘラの角を使った三角形の押し引きが
施されている。

中期 IX A-2
外 面 5YR 5/6

明赤褐
75YR 6/6
橙

内面

石 英 長 石
チャート

体部との境で「く」の年に屈曲する日縁に
は、竹管を使った並行する沈線が斜めに施
文されている。

中期Ⅸ T-2
外 面 75YR 6/6

橙
10YR 7/4
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩

2100

内彎する国縁は、端部外面に半萩竹管を
使ったC字爪形文列を国縁に並行して施文
し、その下には半隆起線文が縦に施文され、
隆帯を貼り付けた渦巻状突起が残されてい
る。

中期 X

内彎する口縁は、端部から3 cmほ ど下に断
面三角形の凸帯を水平に貼 り付けて無文の
頸部との境を区画している。日縁端部外面
には半裁竹管で結節隆帯を施し、その下に
半隆起線文を2条施文している。半隆起線
文と凸帯との間には沈線と三角形印刻が残
されている。

中期 X B-1
外面 75YR 4/4

褐
75YR 5/4
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

内彎する口縁は、端部から3 cmほ ど下に断
面三角形の凸帝を水平に貼 り付けて無文の
頸部との境を区画している。日縁端部外面
には半載竹管で結節隆線を施し、その下に
半隆起線文を2条施文している。半隆起線
文と凸書との間には沈線と三角形印刻が残
されている。

中期 X A-2
外 面 10YR 5/3

にぶい黄褐
10YR 6/3
にぶい黄橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2103
口縁は、端部外面に結節隆線を施し、その
下には半隆起線文を口縁と並行するように
2条施文している。

中期 X A-5
外 面 10YR 4/2

灰責褐
10YR 5/4
にぶい黄褐

内面

石英 長石 結 晶

片岩 赤色斑粒
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物

号

遺

番 特 徴 縄 文 原 体 型 式
土

点

出

地 色 調 土 焼 戊 備 考

2104
口縁は、端部外面に結節隆線を施し、その
下には半隆起線文を口縁と並行するように
4条施文している。

中期 X T-2
外 面 10YR 5/4

にぶい黄褐
10YR 5/4
にぶい黄褐

内面

石央 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

2105 中期 X

2106 中期X

2107
口縁部は外面に粘土帯を貼 り付け、その上
に半隆起線文やヘラ先で連続する刻み目を
加えた凸帯を貼 り付けている。

中期 X S-1

外 面 75YR 6/8
明褐
75YR 6/8
明褐

内面

石央 結晶片岩
赤色斑粒

2108

水平に貼り付けられた凸帯に沿つて、半我
竹管を使った沈線が 2条引かれ、その下に
はヘラ先で平行する細い沈線が斜めに引か
れている。

中期X B-6
外面 :75YR 7/8

責橙
:75YR 3/1

黒褐
内面

石英 結晶片岩

赤色斑粒

成

良

焼

不

2109
水平に貼 り付けられた凸帯に沿つて、半裁
竹管を使った沈線が引かれている。

中期 X A-1

外 面 5YR 5/8
明赤掲
5YR 5/8
明赤掲

内面

石英 結晶片岩
赤色斑粒

外面に並行する半隆起線文を4条引いて立
る。

中期 X A-1
外面 t5YR 6/8

橙
175YR 6/8
橙

内面

石英 結 晶片岩

赤色斑粒

外面に半隆起線文を水平に2条引かれてし
る。

中期 X T-2
外面 :75YR 4/3

褐
内面 :75YR 5/6

明褐

石央 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2112
凸帯に沿って半隆起線文を維に施文してし
る。

中期X T-2
外面 10YR 6/4

にぶい黄橙
10YR 4/4
掲

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2113 半隆起線文を縦に連続して施文している。 中期 X A-1

外 面 10YR 6/6
明黄褐
10YR 5/4
にぶい責褐

内面

石英 長石 結晶
片岩

沈線を横に引いた区画の中に並行する縦の
沈線を連続して施文している。

中期 X T-2
外面 5YR 4/3

にぶい赤褐
5YR 5/4
にぶい赤褐

内面

石英 結晶片岩

赤色班粒

2115 中期 X

並行する沈線を連続して維に施文後、半隆
起線文を水平方向にひいて区画している。

中期 X T-2
外面 :10YR 5/6

黄褐
:10YR 4/3

にぶい黄褐
内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

半隆起線文の区画の中に不規則な沈線を維
に引いてしヽる。

中期 X B-6
外面 :75YR 4/3

褐

内面 :75YR 4/3
褐

石英 結晶片岩
赤色斑粒

縄文の上から半隆起線文と沈線を施文して
いる。

中期 X T-5

タトE写 75YR 5/3
にぶい褐
75YR 4/2
灰褐

内面

石英 長石 結晶

片岩 赤色斑粒

沈線の区画に1合 って半我竹管を使ったC字
爪形文を施文している。

中期 X T-2
外 面 10YR 5/3

にぶい黄褐
10YR 6/4
にぶい責橙

内面

石英 結晶片岩
赤色斑粒

保留

2120
半隆起線文の区画の中に半裁竹管を使った
C字爪形文や不規則な沈線が施文されてい
る。

中期 X T-2

外 面 10YR 4/4
褐
75YR 5/4
にぶい褐

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色斑粒

2121 半隆起線文 を横方向 に施文 している。 中期 X T-2
外 面 10YR 5/3

にぶい責褐
10YR 6/3
にぶい責橙

内面

石英 長石 結晶
片岩 赤色班粒

顕部の屈曲都に沿って半隆起線文を水平方
向に施文している。

中期 X
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第 6表 包含層出土遺物 (古代・中世)(1)
物
号

遺
番 器  種 特 徴 調 整 技 法

土
点

出
地 色 調 土

2301
土師器
杯

比較的上方への開きが大きい内彎する体部と、端
部が円く仕上げられた外反する国縁部を持つ。ロ
縁端部内面には浅い凹線状の沈線が 1本引かれて
いる。内面には放射状の暗文が描かれている。

外面はへらミガキが加えられ
ている。

T-5
外 面 25YR6/8

橙色
75YR7/6
橙色

内面
赤色斑粒

2302
土師器
杯

比較的上方への開きが大きい内彎する体部と、端
部が円く仕上げられた外反する口縁部を持つ。日
縁端部内面には浅い凹線状の沈線が 1本引かれて
いる。

外面はへらミガキが加えられ
底部との境付近にはヘラケズ
リの痕跡が残されている。

T-2
外 面 25YR6/1

赤灰色
75YR6/1
褐灰色

内面
長 石

土師器

杯

比較的上方への開きが大きい内管する体部と、端
部が円く仕上げられた外反する国縁部を持つ。口
縁端部内面には浅い凹線状の沈線が 1本引かれて
いる。

T-2
外 面 25YR6/8

橙色
25YR6/8
橙色

内面
石英 結晶片岩

2304
土師器
杯

比較的上方への開きが大きい内彎する体部と、端
郡が円く仕上げられた外反する国縁部を持つ。国
縁端部内面には浅い凹線状の沈線が 1本引かれて
いる。

外面はへらミガキが加えられ
底部との境付近にはヘラケズ
リの痕跡が残されている。

T-5
外 面 25YR6/6

橙色
25YR6/6
橙色

内面
石英 結晶片岩

2305
土師器

杯

比較的上方への開きが大きい内彎する体部と、端
部が円く仕上げられた外反する口縁部を持つ。日
縁端部内面には浅い凹線状の沈線が 1本引かれて
いる。

S-4
夕1面 :25YR5/6

橙色
:25YR5/6
明赤褐色

内面

土師器
杯

比較的上方への開きが大きい内彎する体部と、端
部が円く仕上げられた外反する国縁部を持つ。口
縁端部内面には浅い凹線状の沈線が 1本引かれて
いる。内面には放射状の暗文が描かれている。

T-5
外面 :5YR6/6

橙色
:5YR6/6
橙色

内面
石英・長石

2307
土師器
杯

比較的上方への開きが大きい内彎する体部と、端
部が円く仕上げられた外反する口縁部を持つ。国
縁端部内面には浅い凹線状の沈線が 1本引かれて
いる。内面には放射状の暗文が描かれている。

B-19

外 面 :5YR6/4
にぶい橙色

:5YR5/4
にぶい赤掲色

内面
石英 長石

2308
土師器
皿

比較的上方への開きが大きい内瞥する体部と、端
部が円く仕上げられた外反する日縁部を持つ。口
縁端部内面には浅い凹線状の沈線が 1本引かれて
いる。底部と体部の境は円く仕上げられている。

外面 にはへ らミガキの痕跡が

残 されている。

Ｓ

Ｔ

外 面 5YR6/6
橙色
5YR6/6
橙色

内面
赤色斑粒

2309
土師器
高台付椀 杯

緩やかに内管する上方への開きが大きい体部と端
部が円く仕上げられた直線的な口縁部を持った挽。

A-19

外 面 25Y7/1
灰色
25Y7/1
灰色

内面
石英

土師器
高台付椀 杯

直線的な口縁端部はにぶく尖らされている。 A-6
外 面 5YR6/6

橙色
25YR6/6
橙色

内面
石 英

2311
土師器
高台付椀 杯

内彎する体部と平底の底部との境に下方に向かっ
てハの字に開く低い高台が付けられている。高台
の接地部は円く仕上げられている

A-7
外 面 10YR8/2

灰白色
75YR6/4
にぶい橙色

内面
石 奥

2312
土師器

高台付杭  杯
内彎する体部と平底の底部との境に下方に向かっ
てハの字に開く低い高台が付けられている。

T-5
外面 5YR6/4

にぶい橙色
5YR6/6
橙色

内面

石莫 結晶片岩
赤色斑粒

土師器
奏

筒状の体部と、頚部との境で外方に大きく開く日
縁部を持った甕。薄く仕上げられた口縁端部はわ
ずかに上方に拡張されている。

T-4
外面 5YR6/6

橙色
5YR6/6
橙色

内面
石英 赤色斑粒

土師器
発

筒状の体部と、「く」の字に屈曲する頸部から外方
に大きく開く直線的で短い口縁部を持った斐。上
方に拡張された口縁端部は凹線状にくぼんでいる。

T-4
外 面 10YR5/3

にぶい黄褐色
75YR7/4
にぶい橙色

内面
石 英 長 石

2315
須恵器
杯

直線的な体部と円く仕上げられた口縁端部をもっ
た器高の高い杯。

体部内外面には横ナデ調整が
加えられている。

A-19

外 面 75YR6/3
にぶい褐色
N7/0
灰白色

内面
長 石

2316 須恵器
杯

底部との境が「く」の字に屈曲する直線的で短▼
体部を持っている。

体部内外面には横ナデ調整が
加えられている。

A-6
A-8

外 面 ν
色
ｙ
色

Ｎ
灰
Ｎ
灰

肉面

石英 結晶片岩
赤色斑粒

2317
須恵器
杯

回縁部は緩やかに外反し、短い体部は平底の底部
との境が円く仕上げられている。

体部内外面には横ナデ調整が
加えられている。

S-4
外 面 25Y7/2

灰責色
25Y7/2
灰責色

内面
石 英 長 石

2318 須恵器
高台付杯

緩やかに外反する口縁部と内警する短い体部を持
ち、底部には外下方に開く低い高台を貼り付けて
いる。高台の接地部は中央が凹線状にくばんでい
る。

体部内外面には横ナデ調整が
加えられている。

T-4
外面 υ

色
ν
色

Ｎ
灰
Ｎ
灰

内面

石英  長石 結晶

片岩

2319 須恵器
高台付杯

底部との境が「 く」の字に屈曲する直線的で短い
体部を持ち、底部には低い高台を貼り付けている。
高台の接地部は中央が凹線状にくばんでいる。

体部内外面には横ナデ調整が
加えられている。

B-19

外面 25Y7/1
灰白色
25Y7/1
灰白色

内面
石英 長石

2320
須恵器
高台付杯

緩やかに内彎する短い体部を持ち、底部には外下
方に開く低い高台を貼 り付けている。高台の接地
部は中央が凹線状にくぼんでいる。

体部内外面には横ナデ調整が
加えられている。

A-19

外 面 伊
色
ν
色

Ｎ
灰
Ｎ
灰

内面

長石 結晶片岩
赤色斑粒
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第6表 包含層出土遺物 (古代 。中世)(2)
物
号

遺
番 器  種 特 徴 調 整 技 法

土

点

出

地 色 調 土

2321
須恵器
高台付杯

緩やかに内瞥する短い体部を持ち、底部には低い

高台を貼 り付けている。高台の接地部は中央が凹
線】犬にくぼんでいる。

体部内外面には横ナデ調整が
加えられている。

T-1
外 面 ７

色
７
色

Ｎ
灰
Ｎ
灰

内面

長石 結晶片岩
赤色斑粒

2322
須恵器
高台付杯

底部との境が「く」の字に屈曲する直線的で短い

体部を持ち、底部には外下方に開く低い高台を貼
り付けている。高台の接地部は中央が凹線状にく
ぼんでいる。

体部内外面には横ナデ調整が
加えられている。

S-19
A-19

外 面 N7Ю
灰白色
N7/0
灰白色

内面
石英 長石

2323
須恵器
杯

体部は外上方に直線的に廷びている。平底の底部
との境は円く仕上げられている。

体部 内外面 には横 ナデ調整が

加 え られている。
B-5

外 面 5Y6/1
灰色
5Y7/1
灰白色

内面
石英  長石

2324
須恵器
高台付杯 皿

上方への開きが小さい体部と、平底の底部との境
には下方に開く低い高台が貼 り付けられている。
高台の接地部は中央が凹線状にくぼんでいる。

体部内外面には横ナデ調整が
加えられている。

T-5
外 面 5Y7/2

灰白色
5Y7/3
浅責色

内面

石英 長石

片岩

結 晶

2325 須恵器

高台付杯 皿

上方へ大きく開く直線的な体部と、平底の底部の
境の屈曲部には内傾する低い高台が貼 り付けられ
ている。

A-5
外面 γ

色
γ
色

Ｎ
灰
Ｎ
灰

内面
長 石

2326
須恵器

高台付杯  皿

上方への開きが小さい体部と、平底の底部との境
には外下方に開く低い高台が貼り付けられている。
高台の端部は凹線状にくぼんでいる。

S-3
外面 N4/

灰色
N7/
灰白色

内面
石英 結晶片岩

2327
須恵器
高台付杯 皿

緩やかに内彎する体部と平底の底部との境には低
い高台が貝占り付けられている。

T-3
外 面 γ

色
γ
色

Ｎ
灰
Ｎ
灰

内面

石英
片岩

長石 結晶
赤色斑粒

2328
須恵器
高台付杯 皿

平底の底部は内彎する体部との境からやや内側に
直立する低い高台が貝占り付けられている。

R-19

外 面 N7/0
灰白色
N7/0
灰白色

内面
長 石

2329
須恵器

高台付杯  皿

体部と、平底の底部との境には外下方に開く低い

高台が貼 り付けられている。高台の端部は凹線状
にくばんでいる。

S-2
外 面 ７

色
γ
色

Ｎ
灰
Ｎ
灰

内面
長石

須恵器
高台付杯 皿

平底の底部は内彎する体部との境からやや内側に
直立する低い高台が貝占り付けられている。

R-19

外 面 5Y7/1
灰白色
5Y7/1
灰白色

内面
長石

2331
須恵器

高台付杯  皿

上方へ開く直線的な体部と、平底の底部の境の屈
曲部には内傾する低い高台が貝占り付けられている。

不 明 ２５Ｙ６囃蜘庭

面
　
面

外
　
内 石英 長石

2332
須恵器
高台付杯 皿

平底の底部にはわずかに外下方に開く低い高台が
貼り付けられている。高台端部は凹線状にくぼん
でいる。

A-5
外 面 側

色
側
色

Ｎ
灰
Ｎ
灰

内面
石英 長石

2333
須恵器
高台付杯 皿

体部との境が円く仕上げられた、平底の底部には
直立する低い高台が貝占り付けられている。

A-5
外面 :25Y6/2

灰責色
:25Y7/1
灰白色

内面
石英  長石

2334
須恵器

高台付杯  皿
平底の底部には直立する低い高台が貝占り付けられ
ている。

T-5
外面 :N6/0

灰色

内面 :N6/0
灰色

長石

須恵器

高台付杯 皿
体部との境が円く仕上げられた、平底の底部には
直立する低い高台が貝占り付けられている。

A-5
外面 ７

色
ｙ
色

Ｎ
灰
Ｎ
灰

内面
石 英 長 石

2336
須恵器
高台付杯 皿

体部との境が円く仕上げられた、平底の底部には
わずかに外下方に開く低い高台が貼 り付けられて
いる。

A-19

外面 γ
色
７
色

Ｎ
灰
Ｎ
灰

内面

石英 長石 赤色
斑粒

2337
須恵器
高台付杯 皿

平底の底部には直立する低い高台が貼り付けられ
ている。

T-18

外 面 之

　

Ａ

２５ Ｙ ６

囃

２５ Ｙ ７

雌
内面

石 英 長 石

2338
須恵器
高台付杯 皿

平底の底部には断面逆台形状の直立する低い高台
が貼り付けられている。

T― l

外 面 ｙ
色
γ
色

５Ｇ鰊
５Ｇ緻

内面
長石

2339
須恵器
杯蓋

内彎する天丼部がそのまま端部が円い口縁部に移
行している。

T-19

外面 開
髄
側
色

Ｎ
灰
Ｎ
灰

内面

石英 結晶片岩
赤色斑粒

2340 須恵器  杯蓋
扁平な天丼部と、下方に強く屈曲する口縁部を持つ
ている。

T-4
外 面 25Y7/1

灰白色
25Y7/2
灰責色

内面
石英 長石
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第 6表 包含層出土遺物 (古代・中世)(3)
遺物
番号

器  種 特 徴 調 整 技 法
土
点

出
地 色 調 土

2341
須恵器

杯蓋
口縁端部が下方に折 り曲げ られている。 B-19

外 面 γ
色
γ
色

Ｎ
灰
Ｎ
灰

内面
艮石

2342
須恵器

杯蓋

内管する低い天丼部と下方に折 り曲げられた回縁
端部を持っている。

不 明

タト面 5Y6/1
灰色
5Y7/1
灰白色

内面
石英

須恵器

杯蓋
口縁端部が下方に折り曲げられている。 A-19

外 面 γ
色
γ
色

Ｎ
灰
Ｎ
灰

内面

石莫 長石 赤色
斑粒

器

？

恵

蓋

須

壼
内彎する天丼部と直線的な口縁部の境が「 く」
字に屈曲している。

の A-19

外 面 γ
色
γ
色

Ｎ
灰
Ｎ
灰

内面
石夫 長石

2345
須恵器

外反しながら上方に大きく開く口縁は、端部を上
方に折り曲げて出来た狭い平坦部に横ナデを施し
凹線】犬にくぼませている。

体部内外面 には横 ナデ調整が

加 えられている。
T-19

外面 N5/0
灰色
N6/0
灰色

内面
石英 長石

2346
須恵器

壷

外反しながら上方に大きく開く口縁は、端部を上
方に折り曲げて出来た狭い平坦部に横ナデを施し
凹線状にくぼませている。

体部内外面には横ナデ調整が
加えられている。

S-4
外面 :5Y6/1

灰色

内面 :5Y5/1
灰色

石英

2347
須恵器
壺 ?

体部内外面には横ナデ調整が
加えられている。

T-5
外面 25Y7/2

灰責色
5Y6/1

灰色
内面

長石

2348
須恵器

直立する長い頸部を持つている。
体部内外面には横ナデ調整が
加えられている。

T-4
外 面

Ｍ庭】雌
内面

石英

2349
器

甕

言
心
つ

須

豆
上方への開きが小さい直線的な口縁は端部を外方
に拡張し平坦に仕上げている。

体部内外面には横ナデ調整が
加えられている。

S-3
外面

坤艶嘲囀
内面

長石

2350
器
養

恵
，
須
壷

上方への開きが小さい直線的な国縁は端部を内方
に拡張し平坦に仕上げている。

体部内外面には横ナデ調整が
加えられている。

S-3
外面 γ

色
７
色

Ｎ
灰
Ｎ
灰

内面
石英 長石

2351
須恵器
重 P tt P

頸部は大きく括れている。
体部内外面 には横 ナデ調整が

加えられている。
R-19

外 面 ｙ
色
γ
色

Ｎ
灰
Ｎ
灰

内面
長 石

2352
須恵器
鉢

内彎する体部は端部が円く仕上げられた口縁部に
そのまま移行している。

体部内外面には横ナデ調整が
加えられている。

A-5
外面 25Y7/1

灰白色
25Y6/3
にぶい黄色

内面

英
粒

石
斑

長 石 赤 色

2358
須恵器
豆 ?奏 P

外面は格子ロタタキを施して
いる。内面はタタキの痕跡を
丁寧にナデ消している。

A-19

外 面 γ
色
γ
色

Ｎ
灰
Ｎ
灰

内面

石英 結晶片岩
赤色斑粒

2354
器
甕

恵
Ｐ

須
壺

外面は格子ロタタキを施して
いる。内面はタタキの痕跡を
丁寧にナデ消している。

S-3
外 面 10G5/1

言灰色
N6/0
灰色

内面

石英 長石 赤色
斑粒

2355
器

甕

恵

つ

須

重

外面 は格子 ロタタキを施 して
いる。内面は タタキの痕跡 を

丁寧 にナデ消 している。

不明

外 面 γ
色
γ
色

Ｎ
灰
Ｎ
灰

内面

石英 結晶片岩
赤色斑粒

器

甕

首
心

，

須
壼

外面は平行線状タタキを施し
ている。内面はタタキの痕跡
を丁寧にナデ消している。

T-4
外 面 Ａ

　
７

５Ｙ４庭
７５Ｙ庭

内面

奥
岩

石
片

長石 結晶

赤色斑粒

2357
器

甕

恵

，

須

董

外面は格子 ロタタキ を施 して
いる。内面は タタキの痕跡 を

丁寧 にナデ消 している。

A-19

外 面 ν
色
ｙ
色

Ｎ
灰
Ｎ
灰

内面

石英 長石
片岩

結 晶

2358
器

甕

首
心
つ

須

こ

て

夕
あ

し

夕

が

面

る
を

。

外

い
キ

る

A-19

クト面 ｙ
色
ｙ
色

５Ｇ願
５Ｇ願

内面

石英・結晶片岩
赤色斑粒

2459
須恵器
壼 ?箋 ?

外面は格子ロタタキを施して
いる。、内面は同心円文タタ
キをナデ消 した可能性があ
る。

A-19

外 面 N5/
灰色
N5/
灰色

内面
石英 結晶片岩

須恵器
壼 ?甕 ?

外面は格子目
は平行線状タ
ている。

面

し

内

消
，

デ

か

ナ

キ
を

タ

キ A-19

外面 開
色
∽
色

Ｎ
灰

Ｎ
灰

内面
石英 長石
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第 6表 包含層出土遺物 (古代 。中世)(4)
物
号

遺
番 器  種 特 徴 調 整 技 法

出土
地点

色 調 土

2361
器
甕

恵
，
須
壼

面

し

内

消
つ

デ

か

ナ

キ
を

タ

キ

タ

タ

ロ

タ

子
状

格
線

ｏ

は
行
る

面
平
い

外
は
て

T-19

外 面 75YR5/1
褐灰色
25Y6/1
責灰色

内面
石英 長石

2362
須恵器
壼 ?甕 ?

外面は格子ロタタキか?内面
は平行線状タタキをナデ消し
ている。

T-19

外 面

］鵬蜘魏
内面

石英 長石

須恵器
童 ?奏 ?

外面は格子目状タタキを施し
ている。内面は同心円文タタ
キをナデ消しているが充分で
はない。

R-19

外面 N7/0
灰白色
N6/0
灰色

内面
長 石

須恵器
壺 P tt P

外面は平行線状タタキを施し
ている。、内面は同心円文タ
タキを施している。

Q-19

外 面 γ
色
ｙ
色

Ｎ
灰
Ｎ
灰

内面
石英 長石

器

甕

恵

つ

須

壺

外面は平行線状タタキを施し
ている。内面は同心円文タタ
キをナデ消しているが充分で
はなしヽ。

A-6
外面 25Y6/1

責灰色
25Y6/1
責灰色

内面

石英 結晶片岩
赤色斑粒

2366
器
甕

恵
？

須
三

外面は平行線状タタキを施し
ている。内面は当て兵の痕跡
をナデ消しているが不十分で
ある。

A-6
外 面 ７

色
７
色

Ｎ
灰
Ｎ
灰

内面
石 英 長 石

2367
器

箋

恵

，

須

重

外面は格子目状タタキを施し
ている。内面は同心円文タタ
キを施している。

F-18

外 面 閲
色
∽
色

Ｎ
灰
Ｎ
灰

内面
石英 長 石

器恵
瓶

須
横

外面にはカキロ痕が残されて
しゝる。

A-5
外 面 N6/0

灰色
N7/0
灰白色

内面
石 英

瓦器椀
緩やかに内彎する体部は国縁端部近くでわずかに
外反している。

△-6
外 面 25Y7/3

浅黄色
Z5Y7/3
責灰色

内面
石奥 長石

質
鉢

瓦
捏

口縁は端部を平坦に仕上げている。 S-4
外面 5Y2/1

黒色
5Y4/1
灰色

内面
石英

2371
須恵器
捏鉢

肥厚する口縁は端部をにぶく尖らせている。 S-2
外面 ７

色
ν
色

Ｎ
灰
Ｎ
灰

内面
石英

2372 製塩土器
外面は指頭圧痕、内面は布目
圧痕が残されている。

S-4
外 面 :75YR6/6

橙色
:75YR6/8
橙色

内面

石英・長石・赤色
斑粒

2373 製塩土器
外面は指頭圧痕が残されてい
る。

T-4
外 面 !75YR7/6

橙色
:75YR7/8
橙色

内面

石英 長石 赤色
斑粒

2374 製塩土器
外面は指頭圧痕、内面は布目
圧痕が残されている。

T-4
外 面 5YR5/8

明赤褐色
75YR6/6
橙色

内面

晶結

粒
・
斑

石
色

長

赤

英

岩
石
片

2375 製塩土器
外面は指頭圧痕、内面は布目
圧痕が残されている。

S-4
外 面 75YR6/6

橙色
5YR6/8
栓色

内面

石英 長石 赤色
斑粒

製塩土器
内面に布 目痕が残 されて▼
る。

S-4
外 面 75YR6/6

橙色
75YR6/8
橙色

内面

石央 長石 赤色
斑粒

2377 製塩土器 内面に擦痕が残されている。 S-4
外面 75YR6/6

橙色
75YR6/8
橙色

内面
長石

2378 製塩土器
内面に布 目痕が残 されてし
る。

T-5
外面 :75YR6/8

橙色
:75YR6/6
橙色

内面

石英・

軸

長石 赤色

2379 製塩土器
内面に布 目痕が残 されて▼
る。

T-4
外面 :10YR6/4

にぶい黄橙色
:75YR6/6
橙色

内面

石英 長石 結晶

片岩

2380 製塩土器
内面に布 目痕が残されてし
る。

S-4
外面 :75YR6/8

橙色
:75YR6/6
橙色

内面

石英
片岩

結 晶長石
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第 6表 包含層出土遺物 (古代 。中世)(5)

物
号

遺
番 器  種 特 徴 調 整 技 法

土
点

出
地 色 調 土

2381 棒状土錘 A-6 75YR7/8
責栓色

石英  長石 結晶

片岩・赤色斑粒

棒状土錘 B-5 5YW/8栓 色
石英 長石 結晶
片岩・赤色斑粒

棒状土錘
T-2
C-3

75YR7/4
にぶい橙色

結晶片岩 赤色斑
粒

管状土錘 不 明
10YR7/4
にぶい責橙色

石英 ・長石 結晶

片岩

2385 管状土錘 T-5 10YR6/4
にぶい責種色

長石 結晶片岩
赤色斑粒

管状上錘 T-6 25YR6/8
橙色

長石 結晶片岩
赤色斑粒

管状土錘 A-5 10YR6/6
明黄褐色

石英・長石

2388 管状土錘 T-5 10YR6/6
明費褐色

石英 結晶片岩
赤色斑泣
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第 7表 SX1001出土遺物観察表 (石器)

遺物番号 器 種 石 材 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g) 備 考

磨製石斧 緑色岩 3607

磨製石斧 緑色岩 2316

磨製石斧 砂 岩 145 71

磨製石斧 緑色岩

砥石 砂 岩 085 275

71 礫器 砂 岩

礫器 砂岩 8

礫 器 砂岩 739

留 礫器 砂 岩 129

礫器 砂岩 3032

礫器 砂 岩

77 礫 器 砂岩 1620

礫 器 砂 岩 5%

礫器 砂 岩 6

敲石・ 磨石 砂 岩 5345

敲 石 砂岩 12376

敲 石 砂岩 77 13915

敲石   磨石 砂 岩

84 敲石 磨石 砂 岩 6714

敲石 磨石 砂岩 9099

磨石   敲石 砂 岩 9526

87 磨石   敲石 砂 岩 5 9252

磨 石 敲石 砂 岩 694

89 磨石 敲石 砂岩 8728

磨石  敲石 砂岩 4 5924

磨石   敲石 砂岩 9 4

磨石  敲石 砂岩 7615

磨石  敲石 砂岩 6005

磨る 敲 石 砂 岩 6 l1344

砥 石 砂 岩 1800

石 皿 砂 岩 19800

-314-―



第 8表 SX1002出土遺物観察表 (石器)

遺物番号 器 種 石 材 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (
g) 備 考

打製石鏃 サヌカイト 035 048

打製石鏃 サヌカイト 025 039

182 打製石鏃 サヌカイト

磨製石斧 チャート 257

184 磨製石斧 緑色岩 445 2

磨製石斧 緑色岩 4

磨製石斧 砂 岩 525 275

磨製石斧 緑色岩 205

暦裂石斧 緑色岩 625 l

礫器 砂 岩 1403 136 13404

礫 器 砂 岩 795 1025

敲 石 砂岩

敲石  磨石 砂岩 13207

磨 石 砂岩 &4 523

194 砥 石 砂 岩 660

砥 石 砂 岩 201 3400

石 皿 砂岩 4300

X97 石 皿 砂岩 328 236 9400

第 9表 SX1003出土遺物観察表 (石器 )

遺物番号 器 種 石 材 長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g) 備 考

234 磨製石斧 緑色岩 ? 3

礫 器 砂 岩 445

236 敲 石 砂岩 6334

敲石 砂岩 577

238 敲石  磨石 砂岩 17088

砥 石 砂 岩 253

石皿 砂 岩 7

第 10表 SR1001出土遺物観察表 (石器)

遺物番号 器 種 石 材 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ 重量 (g) 備 考

三脚石器 鉄石英 1

335 削器 サヌカイト 8 1 2125

磨製石斧 緑色岩
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第 11表 包含層出土遺物観察表 (石器)(1)

遺物番号 器 種 出土地点 石 籾 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g) 備 考

2123 打製る鏃 T-2 サヌカイト 125 025

2124 打製石鏃 T-2 サヌカイト 12 028

2125 打製石鏃 T-2 サヌカイト 12

打製石鏃 S-5 サヌカイト 11 025

2127 打製石鏃 T-2 サヌカイト

2128 打製石鏃 T-3 サヌカイト 025

2129 打製石鏃 T-2 サヌカイト

2130 打製石鏃 T-2 サヌカイト 17

打製石鏃 T-2 サヌカイト 2 043

2132 打製石鏃 T-2 サヌカイト 175 033

2133 打製石鏃 T-2 サヌカイト 069

2134 打製石鏃 S-1 サヌカイト 085 004

打製石鏃 T-2 サヌカイト 025 017

2136 打製石鏃 T-2 サヌカイト 13 029

打製石鏃 T-2 サヌカイト 15

2138 打製石鏃 T-2 サヌカイト 17 066

打製石鏃 T-2 サヌカイト 025

打製石鏃 A-2 サヌカイト 2 035 058

打製石鏃 A-2 サヌカイト 17 11

打製石鏃 T-5 買岩 035

2143 打製石鏃 T-2 買岩

2144 打製石鏃 T-2 買岩 255

2145 打製石鏃 A-1 サヌカイト 14 058

2146 打製石鏃 T-2 サヌカイト

2147 打製石鏃 T― ユ 買岩 13 044

打裂石鏃 不 明 サヌカイト 13 14 028

2149 打製石鏃 S-1 サヌカイト 14 1]

2150 打製石鏃 T-2 サヌカイト 14 025

2151 打製石鏃 S-4 サヌカイト 025

2152 打製石鏃 A-3 サヌカイト 15 032

2153 打製石鏃 T-2 サヌカイト 025 023

打製石鏃 S-4 サヌカイト 025 023

2155 打製石鏃 A-3 サヌカイト

2156 打製石鏃 T-2 サヌカイト 025 026

打製石鏃 S-4 チャー ト ユ

打製石鏃 S-4 サヌカイト

打製石鏃 T-2 頁岩 3

2160 打製石鏃 T-2 サヌカイト 335

打製石鏃 T-2 頁岩 285 1

2162 打製石鏃 T-2 サヌカイト 275 11

打製石鏃 A-2 サヌカイト 225 4

磨製石斧 B-19 斑 レイ岩 285 3306

磨製石斧 B-19 緑色岩 2419

2166 磨製石斧 A-1 緑色岩 119

磨製石斧 T-2 緑色岩 117 265 2175

―-316-―



第 11表 包含層出土遺物観察表 (石器)(2)

遺物番号 器 種 出土地点 石 材 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g) 備 考

磨製石斧 B-19 緑色岩

2169 磨製石斧 T-2 緑色岩 1602

磨製石斧 B-19 緑色岩 2455

磨製石斧 A-1 緑色岩 998

2172 磨製石斧 T-2 緑色岩 265 2168

2173 磨製石斧 8-19 緑色岩 1215 2577

2174 磨製石斧 B-19 緑色岩 4 245

磨製石斧 T-2 緑色岩 4641

2176 磨製石斧 B-19 緑色岩

2177 磨製石斧 A-20 緑色岩 5 1724

2178 磨製石斧 B-19 緑色岩 773

2179 磨製石斧 B-19 緑色岩 205

2180 磨製石斧 A-3 緑色岩

磨製石斧 A-20 泥岩 529

2182 磨製石斧 T-2 結晶片岩 085

2183 磨製石斧 T-1 緑色岩 567

磨製石斧 T=4 チャート 1719

2185 磨製石斧 T-2 緑色岩 9 2

磨製石斧 T-2 緑色岩 2723

2187 磨製石斧 A-2 砂岩 2 1306

磨製石斧 T-2 砂岩

2189 磨製石斧 T-4 泥岩 17 428

2190 磨製石斧 A-2 緑色岩 2 744

2191 /hd製 石斧 T-5 泥岩 31 194

2192 磨製石斧 T-2 緑色岩

磨製石斧 B-19 緑色岩 1917

2194 磨製石斧 不 明 珪 岩

磨製石斧 T-2 緑色岩 11 175

2196 磨製石斧 A-3 緑色岩

磨製石斧 A-5 緑色岩 10 2

2198 磨製石斧 T-3 緑色岩 5 2602

磨製石斧 B-19 緑色岩 2 1491

2200 磨製石斧 T-2 砂岩 107 2285

2201 磨製石斧 A-19 緑色岩

2202 磨製石斧 T-2 砂岩 645

2203 磨製石斧 S-1 砂 岩 525 3 202

2204 磨製石斧 S T-2 泥岩

2205 磨製石斧 T-5 緑色岩

2206 磨製石斧 A-8 珪 岩

2207 磨製石斧 T-2 緑色岩 11

磨製石斧 B-19 緑色岩 606

2209 磨製石斧 A-1 緑色岩 11

2210 磨製石斧 A-2 結晶片岩 9 1284

2211 磨製石斧 T-1 緑色岩 3

2212 磨梨石斧 B-19 緑色岩 2
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第 11表 包含層出土遺物観察表 (石器)(3)

遺物番号 器 種 出土地点 石 材 長 さ 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g) 備 考

2213 打製石匙 T-2 サヌカイト 669 維 型

打製石匙 A-6 サヌカイト 6 11 縦 型

2215 打製石匙 A-1 サヌカイト 維 型

打製石匙 A-6 サヌカイト 縦 型

2217 打製石匙 S-4 頁 岩 675 縦 型

2218 打製石匙 不 明 チャート 横 型

2219 打製石匙 不 明 サヌカイト 横型

2220 打製石匙 T-2 サヌカイト 6 112 横 型

2221 打製石匙 A-1 サヌカイト 585 横 型

2222 打製石匙 A-2 サヌカイト 065 横 型

2223 打製石匙 T-1 サヌカイト 横 型

2224 打製石匙 T-2 サヌカイト 横型

2225 打製石匙 不 明 サヌカイト 355 095 17 横 型

2226 打製石匙 T-2 サヌカイト 355 ユ 208 横 型

2227 打製石匙 B-19 サヌカイト 5 095 横 型

2228 打製石匙 T-1 サヌカイト 685 l 横 型

2229 打製石匙 T-1 サヌカイト 1 横 型

打製石匙 A-6 サヌカイト 009 168 横 型

2231 打製石匙 S-4 サヌカイト 横型

2232 打製石匙 T-3 サヌカイト 285 4 横型

2233 削 器 A-2 サヌカイト 10

削 器 T-1 サヌカイト ll 鎚 7

2235 削 器 T-2 サヌカイト l 208

削 器 R-20 サヌカイト 11

2237 削器 T-2 チャート 229

2238 削器 T-2 頁 岩 12

2239 楔形石器 T-5 珪岩 ? 623

2240 石核 A-1 頁岩 2

2241 石核 T-3 チャート 12

2242 石核 T-2 頁 岩 585

2243 石核 B-19 サヌカイト 74

2244 尖頭器 T-2 サヌカイト 15

2245 尖頭器 不 明 サヌカイト 17

2246 異形石器 T-3 頁岩

石錐 T-1 チャート

2248 石 錐 T-2 頁岩

用途不明石器 S-4 水晶 14

2250 用途不明石製品 A-18 泥岩 l 259

2251 円盤状  石器 T-3 結晶片岩 7]

2252 礫石錘 A-6 砂 岩

礫 器 A-20 砂岩 l17 磨石 を転用

2254 礫 器 T-2 砂岩 8 磨石を転用

2255 礫 器 T-2 砂 岩 71 磨石を転用

2256 礫器 A-1 砂 岩 7198

2257 礫 器 S-1 砂 岩 976
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第 11表 包含層出土遺物観察表 (石器)(4)

遺物番号 器 種 出土地点 石 材 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重量 (g) 備 考

2258 礫 器 T-2 砂岩 5955

2259 礫 器 T― ] 砂 岩 1022

2260 礫器 B-19 砂 岩 423 磨石 を転用

2261 礫器 A-1 砂 岩 3262 磨石を転用

2262 礫 器 T-2 砂 岩 磨石 を転用

2263 敲石 磨 石 A-2 砂岩 7357

敲石 A-1 砂 岩 4

2265 敲石 不 明 砂 岩 7 1770 被熱 している c

2266 敲 石 T-2 砂岩 1322

2267 敲 石 T-5 砂岩 117 969

2268 敲石 T-2 砂 岩

2269 敲石 不 明 砂岩 111 539

2270 敲 石 T-2 砂岩

2271 敲 石 T-1 緑色片岩 P 2 605

2272 磨石 T-1 砂岩 111 5539

2273 磨石 不 明 砂 岩 11

2274 磨 石 T-2 砂 岩 111

2275 磨 石 T-1 砂 岩 6954

2276 磨 石 A-3 砂岩 10329

277 磨石 T-1 砂 岩 9 5546

2278 磨石 不 明 砂 岩 988

2279 磨 石 T-5 砂岩 104

2280 暦 石 不明 砂岩 9596

2281 暦 石 T― ユ 砂 岩 5 8467

2282 砥 石 T-5 砂 岩 135

2283 砥 石 S-4 砂 岩 1777 被熱 している。

2284 砥 石 T-4 砂 岩 被熱 している。

2285 台 石 T-2 砂岩 17381
SX1002に 伴つた可
能性がある

2286 石 皿 T-2 砂岩 4100
SX1002に 伴つた可
能性がある

2287 石 皿 T-2 砂岩 219 10900
SXllX13 1こ 伴った可
能性がある

2288 石 皿 T-2 砂 岩 345 12750
SX1003に 伴つた可
台ヒ性がある

2289 石 皿 T-2 砂 岩 8550
SX1003に 伴った可
能性がある

石製垂飾 S-1 蛇紋岩 攻状耳飾 を再利用

2291 石製垂飾 S-1 蛇紋岩 055 攻状耳飾 を再利用

2292 石製垂飾 S-1 蛇紋岩 攻状耳飾 を再利用

2293 石製垂飾 A-1 蛇紋岩 4 哄状耳飾を再利用

瑛状耳飾 S-1 不 明 275 055

2295 石製垂飾 S-1 泥岩 ? 攻状耳飾 を再利用

2296 石製垂飾 T-4 泥岩 ? ■5 ll 及状耳飾 を再利用

2297 攻状耳飾 T-2 蛇紋岩 025 補修子とがある。

2298 攻状耳飾 B-19 蛇紋岩 025 次状耳飾未製品

2299 石錐 T-2 買岩

2300 石錐 T-2 頁岩 092

―-319-一
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図版 1

調査区違景 (西 から)
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調査区違景 (東 から)



図版 2
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遺構検出状況 (西 から)
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遺構検出状況 (東 から)



図版 3

礫群分布状況 (東から)
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礫群分布状況 (西 から)



図版 4

SX1001検出状況 (北 から)
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SX1002、 1003検出状況 (南 から)



SX1002検出状況 (西 から)

SX1003検出状況 (西 から)



図版 6
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SX群遺構掘削状況 (東 から)

鮮
， ψ

潔
て

i轟 |

:1禁手:

=オ
F



十■■:■ ||li
F'■ lil■

''・

,:|li

虻角
沖一一一・一一一鍮


